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遺跡を南から望む

遺跡地の現況と周辺の地形（北から）



白倉 B 区26号住居

白倉 c 区76号住居 白倉 B 区 6 号土坑



天引 c 区118号住居出土土器 白倉 A 区97号住居出土土器

ー

特殊小形石器



序

上信越自動車道（事業名関越道上越線）は群馬、長野両県の期待のなかで平成

5 年 3 月開通致しました。これにより首都圏と長野県の時間的距離は短くなり、

その経済的効果は計り知れないものがあります。そして、この高速道路建設に伴

う埋蔵文化財の調査をとおしまして、県民の期待に答えられました事は当事業団

といたしましても多くの喜びとするところでございます。

原西遺跡（事業名）は甘楽パーキングエリアに在り、面積は広く、各時代にわ

たり多くの遺構が出現しました。発掘調査は平成元年度から平成 3 年度半ばに及

び、先の 2 年間は調査班 2 班を投入して事業を進めました。そのため、整理事業

も平成 4 年度よりのべ約10年という長い期間が設定されました。

今回の報告では縄文時代の遺構・遺物が対象となっております。原西遺跡は鏑

川に向かって緩やかに傾斜する台地上にあり、この時代の典型的な立地をなして

います。また、遺構量、遺物量ともに豊富であることからこの地域の指標となり

得る貴重な遺跡であるといえましょう。

本報告書が県民各位・研究者・各教育機関等で広く活用され、この地域の歴史

を解明していく一助となることを期待しております。

また、発掘調査・整理事業を行うにあたり、日本道路公団・群馬県教育委員会・

甘楽町教育委員会をはじめ多くの方々からいただきました御指導・御援助に対し

まして厚くお礼申し上げます。

平成 6 年 3 月

財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

理事長"•そ5ぺし





例 口

しらくらしもはら あまびきむかいはら

1 本書は関越自動車道（上越線）建設工事に伴い事前調査された「白倉下原・天引向原遺跡」（事業名称

原西 I 、原西 II 、原西）の発掘調査報告書である。

本書は白倉下原・天引向原遺跡の縄文時代編である。

2 白倉下原地区は群馬県甘楽郡甘楽町大字白倉字下原地内、天引向原地区は同大字天引字向原地内に所在

し、遺跡名は大字名と小字名を採用している。

3 本遺跡の発掘調査は、日本道路公団の委託を受けた群馬県教育委員会が財団法人群馬県埋蔵文化財調査

事業団に委託して実施されたものである。

4 実際の発掘調査及び整理事業は、財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団内に上越線地域埋蔵文化財調査

を目的に設置された、関越自動車道上越線調査事務所（多野郡吉井町南陽台に所在）が担当した。

5 調査期間及び担当者（職名はその年度における職名を示し、必要に応じて現職を記した。）

(1) 発掘調査

調査期間 平成元年 4 月 1 日～平成 3 年 8 月 20 日

調査担当者右島和夫（平成元・ 2 年度専門員）

藤巻幸男 (II 元年度 主任調査研究員）

飯田陽一 (II 2 • 3 年度 主任調査研究員）

内木真琴 (II 元年度 調査研究員、現群馬県高崎北高等学校教諭）

小島達夫 (II 元・ 2 年度 調査研究員、現渋川市立渋川中学校教諭）

小林裕二 (II 2 年度調査研究員）

木村牧 (II 2 年度調査研究員）

亀山幸弘 (II 3 年度 調査研究員、現伊勢崎市立北小学校教諭）

櫻井美枝 (II 3 年度調査研究員）

関口博幸 (II 元年度 調査研究員）

飯塚初子 (II 元・ 2 年度 調査研究員、現群馬県教育委員会事務局）

嘱託員 外山政子 (II 元・ 2 • 3 年度現高崎市教育委員会事務局）

(2) 整理調査整理期間 平成 4 年 4 月 1 日～平成 6 年 3 月 31 日

整理担当者木村牧

(3) 事 務常務理事

事務局長

管理部長

邊見長雄（平成元～ 4 年度）、中村英一（平成 5 年度）

松元浩一（平成元～ 3 年度）、近藤功（平成 4 • 5 年度）

田口紀雄（平成元・ 2 年度）、佐藤勉（平成 3~5 年度）

調査研究部長神保侑史（平成元～ 5 年度）

関越自動車道上越線調査事務所所長 高橋一夫（平成元・ 2 年）

総括次長

阿部千明（平成 3 年 4 月～11月 故人）

松本浩一（平成 3 年12月～平成 4 年 3 月）

吉田肇（平成 4 • 5 年度）

片桐光一（平成元年度）、大澤友治（平成 2 • 3 年度）



次長 徳江紀（平成元・ 2 年度）

庶務調査課長依田治雄（平成 4 • 5 年度）

課 長 鬼形芳夫（平成元・ 2 年度）、依田治雄（平成 3 年度）

庶務課

6 報告害作成関係者

編 集木村牧

係長代理宮川初太郎（平成元・ 2 年度）、主任国定均（平成元年度）、

主任笠原秀樹（平成 2 • 3 年度）、主任吉田有光（平成 4 • 5 年度）、

臨時職員 山崎郁夫、神戸市四郎、町田康子、本城美樹、田中智恵美、

松井留男、秋山友衛、後閑令子、吉田登志子、高田千恵、高橋あゆみ

本文執筆依田治雄（ I - 1) 、木村牧（上記以外）

遺構写真発掘担当者

遺物観察木村牧

保存処理関邦ー（当事業団技師）

整理補助 小林幸子、宇田川千恵、金田とも、中村順子、久保順子、山本ちえ子、小幡由美子

7 委託関係

遺構図全体測量 （掬三陽測量（一部）、跨シン技術コンサル

全体図素図閥シン技術コンサル

実測用土器写真と石器実測の一部 跨シン技術コンサル

航空写真 向青高館、昧シン技術コンサル、たつみ写真スタジオ

遺物写真 たつみ写真スタジオ

トレース 跨測研

出土種子の年代測定と同定昧パレオ・ラボ

8 石材鑑定は飯島静男氏（群馬地質研究会）にお願いした。

9 出土した遺物や図面に関しては、群馬県埋蔵文化財調査センターに一括して保管してある。

10 発掘調査及び報告書作成にあたり、下記の諸機関・諸氏に御教示・御協力をいただいた。記して謝意を

表する次第である。（敬称略、五十音順）

甘楽町教育委員会、甘楽町農業協同組合、甘楽町白倉地区と天引地区の地権者、新井 仁、飯田陽一、

石坂 茂、小野和之、黒尾和久、渋江芳浩、鈴木徳雄、関口博幸、関根慎二、外山政子、土井義夫、

中沢悟、藤巻幸男、右島和夫、山口逸弘

11 発掘調査従事者

飯塚弘美、牛込かね代、浦辺重代、小柏きみ子、小山田光代、加藤あい子、加辺幸子、黒沢とき、斎

藤吉江、鈴木みや、関口治郎、関口とみ子、久保みち子、高木とり、谷川あさ子、長岡裕治、布瀬川

はつ子、布瀬川まさ子、堀口文内、松井昭子、宮前美恵子、森田たか子、山崎章子、山崎和子、山崎

丈輝、山田けさ、横山フサ、太田順子、小沢清次、小野秀雄、金田エミ子、金田和子、金田子之吉、

久保初江、桜井康弘、神保貢治、関口嘉一、関ロエイ、高木甚三郎、布瀬／ 1|千代松、堀越みな子、松

井みよ子、向井まさ江、山田長治、吉井秀雄、堀口 巖、秋山いね子、高田ウタ子、鈴木いせ、山田

文子、吉田さく、吉田徳重、吉田をとの、落合和子、山崎甲子郎、設楽とめ、大河原初枝、吉田ナツ、

黒沢清子、森平幸子、長岡三郎、設楽う志、安藤ハツェ、高橋弘、設楽まつ江、田中洋子、鈴木日出



子、小川美佐子、己斐智子、高田文子、小沢剛、浅川啓子、井上慎也（以上、原西 I 遺跡班）

岸今朝義、寺尾久吉、福田一男、折茂七郎、神保利政、仲沢一郎、三木伴次郎、吉田一二三、神保光

明、塚越進、黒沢章一郎、古館明、田中和満、木村利雄、古館繁男、堀越件吾、山崎明、古口

三郎、山崎常夫、浦辺保司、神保君江、千代延八重子、黒沢千代子、春山米子、加部まき江、真加部

鈴枝、酒井とし子、福田とみ、黒沢フジミ、堀越美恵子、神保和子、峰岸百合子、関口いちゑ、加藤

秀子、箭原慶子、白井さ津き、加部恵美子、堀越智子、田中みつ江、須田シゲ子、滝上光代、春山ふ

さ江、安藤きく、小林美枝子、小林きん、斎藤淑江、浦辺ふさの、神保京子、堀越よし、金田あい子、

新井すみ子、清水直美、林 かつ、柿田久枝、折茂すい、関口伸江、寺尾フジ江、田村ハツ子、芝塚

なみ、西みよ子、高橋時枝、富田房三郎（以上、原西 II遺跡班）



凡 例

1.挿図中に使用した方位は国家座標の北を表す。また、遺構の方位については必要と判断した遺構にのみ

記載し、その方位は長軸線の方位を採用した。

2. 竪穴住居の面積は、 1/20の平面図上で住居のうわば線上をプラニメーターで 2 回計測した平均値を使用

した。

3. 各遺構の長さ（計測値）は、遺構のうわばを計測している。

4. 遺構及び遺構図面の縮尺は各図中に表示してある。遺物で図中の縮尺が複数にわたる場合は、遺物番号

の後尾に（ ）で縮尺を表示した。

5. 遺物実測図中における表示は次のことを意味する。

t·:·:·:·:·:·:·:·;·:1 土器の胎土に繊維を含む。磨石・凹み石・石皿の摩耗部分

I l 黒色の塗彩（うるし） 饂撃饂躙赤色の塗彩（うるし）

6. 遺構図面中における表示は、図にことわりがないかぎり次のことをあらわす。

k:·:·:·:·:·:·:·::i焼土 ・土器類 △石器類

7. 計測値について

(1) ( )内の計測値は、推定値を示す。

(2) <>内の計測値は、残存値を示す。

8. 遺物観察表の記載方法は次のとおりである。

(1) 石器類の重量は全て残存値を示す。

(2) 胎土中の砂粒の大きさは、＞ 2mm＝礫、 2 ~0.02mm＝砂、とした。

(3) 色調については、農林省水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩研究所色標監修の新版標準

土色帖に基づいている。

(4) 備考欄に覆土中と記入してある遺物は、その遺構内の出土位置が不明なものである。

9. 本文中の第 3 図に使用した地図は、国土地理院発行25,000分の 1 地形図の「上野吉井」「富岡」である。

10. 個別遺構図において、該当する遺構を切る遺構については、うわば線のみを表現し、したば線について

は表現しなかった。
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抄録

1 発掘調査区の概略

今回の発掘調査区は、群馬県甘楽郡甘楽町大字白倉・天引に所在する。発掘調査は、 1989年 4 月 1 日から

開始され、 1991年 8 月 20 日をもって終了した。発掘調査区は県西部地域を東流する鏑／ 1| によって形成された

河岸段丘面に立地する。この地域は、群馬県下でも各時代の土地利用痕跡が密集する地帯として名高い。本

発掘調査区に隣接する地域にも、各時代にわたる様々な土地利用痕跡が重層的に検出されており、その内容

は徐々に明らかになってきている。

発掘調査区においては、旧石器、縄文、弥生、古墳、奈良、平安、中近世以降の土地利用痕跡と遺物が重

層的に検出されている。本書では、このうち縄文時代の土地利用痕跡と遺物について所収し、縄文時代編と

して報告した。

2 遺構数量（縄文時代に帰属するものに限る）

住居址43軒竪穴状遺構 1 基埋甕12基土坑290基

遺構時期別内訳

黒 浜 甕 磯 勝式坂期II 胄 坂式 加曾嬰
式 期 期 末期 E 3 

住 居 址 3 5 4 14 7 

竪穴状遺構

゜ ゜ ゜ ゜ ゜埋 甕 2 

゜ ゜
3 2 

土 坑 66 3 6 31 7 

加曾嬰
E 4 

称 魯 寺
I 期

2 2 

゜
1 

3 

゜28 11 

遺物については、遺構に該当する時期の土器及び石器が多数出土している。

まとめ

称 魯 寺 掘之内 掘之内
II 期 1 式期 2 式期

2 4 

゜
゜ ゜ ゜1 

゜
1 

8 7 13 

発掘調査区においては、上記の遺構が、時期別に集中する地区をたがえて検出されている興味深い集落遺

跡である。また、従来資料的に希薄であった時期の土器も多数含まれていることから今後の土器編年研究に

寄与するであろう資料も多く含まれている。



白倉下原・天引向原遺跡II

白倉下原・天引向原遺跡の位置





I 発掘調査の経過

1 発掘調査に至る経過

関越自動車道上越線（上信越自動車道）は首都圏

と上信越地方を結ぶ高速自動車国道として、日本道

路公団によって建設される。起点を東京都練馬とし

て新潟県上越市まで総延長280km（内練馬～藤岡間は

関越自動車道新潟線と併用）である。平成 5 年 3 月

27 日開通した藤岡インター～佐久インター間は約69

kmで、群馬県藤岡市 (5.6km) 、吉井町 (6.3km) 、甘

楽町 (4.3km) 、富岡市 (11.6km) 、妙義町 (2.5km) 、

松井田町 (19.5km）、下仁田町 (5.3km) 、長野県佐久

市(11. 9km) の各市町を通過する。

群馬県藤岡市～長野県佐久市間の基本計画は昭和

47年に策定され、同54年建設大臣により日本道路公

団が施行命令を受けている。同56年群馬県藤岡市・

吉井町・甘楽町・富岡市・下仁田町（東部） •松井田

町（東部）、同57年松井田町（西部）・下仁田町（西

部） •長野県佐久市までの路線が発表された。関越自

動車道上越線全体にかかる埋蔵文化財の取り扱い及

び調査経過は次のとおりである。

昭和49年度 藤岡市～下仁田町間に存在する埋蔵文

化財について、群馬県教育委員会は県企画部幹線交

通課に対し文化財保護法の遵守、国・県・市町村の

指定文化財をさけ、文化財に関係する事項は県教委

文化財保護課と協議すること等の考え方を示した。

昭和55年度 県教委文化財保護課は路線通過地周辺

の埋蔵文化財包蔵地の調査を行い、その結果は同年

3 月藤岡～松井田間、同年11月松井田～下仁田間に

ついて、 「関越自動車道上越線関連公共事業調査報

告書」として群馬県（企画部交通対策課）より報告

された。

昭和59年度 建設工事の具体化に伴い、路線内の埋

蔵文化財についてより具体的な調査の依頼が道路公

団より県教育委員会にあり、県教委文化財保護課は

包蔵地の詳細分布調査を行った。

1 発掘調査に至る経過

昭和60年度 県教育委員会は分布調査の結果、包蔵

地を濃い分布地・淡い分布地・試掘調査を必要とす

る地域に区分し、発掘調査必要面積を約100万mt想

定し、 55遺跡を認定した。（後の試掘により 52遺跡に

変更）そして、埋蔵文化財発掘調査にかかる基本方

針を次のように策定した。

① 発掘調査終了年度を昭和65年度末（平成 2 年度

末）とする。

② 群馬県埋蔵文化財調査事業団を中核機関とし、

対応できない部分に調査会方式を導入、関係市町村

には進捗状況を考慮しながら協力を求める。

③ 事業団の出張所（上越線調査事務所）を開設し、

整理作業も併せ行う。

④ 機関別対応面積は次のとおりとする。

埋文事業団 約76万面富岡市以東を受け持つ。

面積は変動の可能性あり。

調査会約22万面妙義町・下仁田町・松井

田町。面積は変動の可能性あり。

なお、調査実施方法は次のとおりである。

日本道路公団東京第二建設局は群馬県教育委員会

に調査の依頼を行い、年度毎に委託契約を締結する。

県教育委員会はそれを受け、群馬県埋蔵文化財調査

事業団及び、各遺跡調査会等に再委託のかたちで委

託契約を締結し、調査を実施する。

昭和61年度 4 月、埋文事業団上越線調査事務所を

吉井町南陽台3-15-8に設置し、 4 班15人体制で発足。

調査を開始する。以後、 6 班22人体制（昭62) 、 9 班

36人体制（昭63) 、 12班45人体制（平元）、 12班45人

体制（平 2) 。平成 2 年度までに一部を残し発掘調査

は終了した。

整理事業は昭和63年度より併行して実施していた

が、平成 3 年度からは本部においても整理事業が始

まり、現在 2 か所11班体制で実施している。調査事

務所は今年度で事業を終了し、以後本部のみで実施

され、平成 8 年度全事業終了予定である。
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I 発掘調査の経過

2 発掘調査の方法と経過

(1) グリッドの設定

白倉下原・天引向原遺跡の発掘調査部分は甘楽

パーキングエリアと西方の本線部分よりなる。建設

工事用測量抗の STA-153~158が、ほぼ発掘調査範

囲に該当する。この範囲内を覆うことができるよう

に、白倉下原地区と天引向原地区で異なった国家座

標を原点としてグリッドを設定した。具体的には、

調査区北東端の国家座標X =26,950 、 Y= -79,320 

を白倉下原地区の座標原点、 X=26, 950、 Y=-79,

100を天引向原地区の座標原点とし、 5m四方のグ

リッドを設定した。グリッドは北東コーナーの抗を

基準にして、南方向及び西方向に 1 、 2 、 3 、、、と

両者共に算用数字で呼称した。

前述したように、白倉下原地区と天引向原地区で

は国家座標原点が異なるため、同じグリッド番号が

両方の地区に存在することになった。グリッド番局

をもとに遺構の位置などを検索したりする場合など

には、必ず地区を確かめて欲しい。

(2) 発掘調査の方法

発掘調査対象地は、高速道路の本線部分にあたる

東西に長い西側部分と、甘楽パーキング予定地にあ

たる広大な東側部分からなっている。前者は甘楽町

大字白倉字下原の一部であることから「白倉下原遺

跡Jとし、後者は甘楽町大字天引字向原の一部であ

ることから「天引向原遺跡」と呼称して調査を進め

てきた。しかしながら、この 2 つの遺跡名称をあた

えるほどには各時代における土地利用痕跡が異なっ

ているわけではなく、時代によって 2 つの地区の土

地利用は似ていたり、異なっていたりするのが実態

であった。本来土地は時代によって様々な利用がな

されてきたわけであろうし、発掘調査とは重層的な

土地利用痕跡を対象とするのであろうから、今回の

事例が例外というわけではない。また、各時代の土

地利用も、けして発掘調査区内に収まるわけでもな

く、例えばある時代の集落遺跡の範囲が、異なった

時代の集落遺跡の範囲とは異なっていると考えたほ

4 

うが自然であろうし、溝や道などを考えた場合、遺

跡名称に反映される範囲がどこまでかも不明となっ

てしまう。今回の報告では、以上のことを念頭にお

いて、発掘調査区を「白倉下原・天引向原遺跡」と

呼称することにした。そして、発掘調査区の西寄り

を「白倉下原地区」、東寄りを「天引向原地区」とし

て理解して戴きたい。白倉下原地区は、発掘調査区

内をちょうど 3 等分するように 2 本の町道が南北に

通っていた。そこで地区内を東から順に「白倉A 区」、

「白倉B 区」、「白倉C 区」と小区分した。遺構名称

は各区分ごとの通し番号として、「白倉A 区21号住

居」、「白倉B 区 8 号土坑」といった具合に呼称する

こととした。一方、天引向原地区は、舌状台地や谷

地などの地形をもとにA~F6 つの小区分を行なっ

た。遺構名称については、住居址については「天引

向原地区」全体の通し番号とし、土坑などの他の遺

構については各区分ごとの通し番号として、「天引 C

区59号住居」、「天引A 区 6 号土坑」といった具合に

呼称することにした。ただ、縄文時代の遺構が検出

されたのは中央の広い舌状台地（天引 C 区）だけで

あったことから、基本的に今回の報告では、天引向

原地区は天引 C 区しか登場しない。

いささか前置きが長くなってしまったが、以下に

調査方法について述べていきたい。

発掘調査は、最初にバックフォーによって表土を

除去したのちに、杭打ち、遺構確認、個別遺構調査

といった流れですすめられた。調査期間との関係で

重機を使用したわけだが、多くの情報が表土中に含

まれていたであろうことを考えると、残念でならな

ぃ。個別遺構調査にあたっては、遺構確認の段階で

弥生時代以降と想定された遺構から調査を行い、一

定範囲において弥生時代以降の調査が終了した段階

で、縄文時代の遺構調査を行った。遺構内の遺物取

り上げについては、これも調査期間との関係で完形

に近い土器や大形の遺物については出土位置を記録

したが、他の遺物については任意となってしまった

ものが多い。遺構図は原則的に1/20の図面を作成し、

必要に応じて 1/10の図面を作成した。



(3) 調査経過

発掘調査は1989年 4 月 1 日から、 1991年 8 月 20 日

まで行われた。ここでは、縄文時代に拘わる調査経

過について各年度ごとに記載していくことにする。

1989年度 原西 I • II班の 2 班が調査を行なった。

原西 I 班は、 4 月当初より白倉A区の調査に取り

掛かった。縄文時代では37号住居と 78号住居の調査

がこの年度に行われている。途中、中高瀬観音山遺

跡の応援を行ったため (1989年10月～1990年 2 月）

実質調査期間は 7 カ月であった。また、他の縄文時

代の遺構については、確認はできていたが調査は次

年度へ繰り越された。

原西 II 班は、 5 月 1 日から白倉C 区の調査を開始

した。この地区では、東側に白倉B 区にまたがって

埋没谷が確認され、多くの遺物が出土した。ほぼ年

内には白倉C 区の調査は終了し、東側の地区にあた

る白倉B 区の調査に入っていった。

年度の後半に入り、道路公団から調査区の北側に

工事用道路を敷設したいとの申し出があったため、

調査計画を発掘区の北側を優先させる調査行程を

とった。そのため、原西 I 班は白倉A区北側の旧石

器の試掘と、天引向原地区の北側谷地部分の調査に

着手し、原西 II班は白倉B 区をほぽ南北に 2 分して、

北側部分を先行させていった。

1990年度 この年度も、昨年度に引き続いて 2 班体

制で発掘調査が行われた。

原西 I 班は、年度当初より先年度からの懸案であ

る北側工事用道路部分の調査を先行させ、白倉A 区

から天引向原地区にわたる長い発掘区の調査を行っ

ていった。この間、 2 カ所で旧石器の環状ブロック

群が確認されたために、調査は遅れがちであった。

工事用道路部分の調査を終了させ、引き続き白倉A

区の南側部分の調査を行い、確認済であった白倉A

区の縄文時代の遺構調査を行った。また、道路公団

側から天引向原地区に先行して白倉下原地区を引き

渡して欲しいとの申し出があったことから、白倉A

区の調査を終了した段階で、原西 II班を応援する形

で白倉B 区南側の調査を行った。白倉B 区86~89号

2 発掘調査の方法と経過

住居はその際に調査したものである。

原西 II班は、先年度に引き続き白倉B 区北側の調

査を先行させ、随時南側の調査に移っていった。

白倉下原地区の調査を終了して、原西 I 班と原西

II班が合同して、道路公団から要請があった天引向

原地区北側の調査に入ったのは10月になってからで

ある。天引 C 区59 • 78 • 101 • 103 • 104号住居は、そ

の際に調査された。この年度は、多比良班・矢田班・

内匠班•井出班の応援があった。

1991年度 1 班体制で、 8 月 20 日まで発掘調査が行

われた。先年度において、天引向原地区北側部分の

調査がほぼ終了したことから、この年度は天引向原

地区南側（天引 C 区）の調査が主体となった。古墳

時代後期の粘土採掘坑の調査は、主にこの時期に調

査されている。

(4) 整理計画と経過

白倉下原・天引向原遺跡では、発掘調査終了時点

で出土遺物量から約10年の整理期間が算定された。

その後、発掘調査担当者の協議によって、報告書は

時代別の編集方針をとることで合意し、それを受け

て本報告書は、関越道上越線調査事務所において 2

年間をかけて縄文時代編として作成された。同じ時

期、同事務所では弥生時代～古墳時代中期の報告書

が作成され、閲群馬県埋蔵文化財調査事業団本部に

おいては旧石器時代の報告書が作成された。今後、

1996年度まで整理作業が行われ、古墳時代後期を中

心とした報告書と、奈良時代以降を取り扱う報告書

の合計 2 冊が刊行される予定である。

さて、本報告書は縄文時代編として当該時期の土

地利用痕跡や遺物を取り扱ったわけだが、全ての遺

物に目を通すことができなかった。それは、主に弥

生時代以降の遺構から出土した縄文時代の遺物につ

いて取り扱うことが殆どできなかったからである。

今後の整理作業の中で、これらの遺物について、ぜ

ひとも取り扱っていきたいと考える。発掘調査区内

における細分土器型式期の様相を考えるうえでも、

この情報はきわめて重要であると考えるからにほか

ならない。
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II 地理的・歴史的環境と発掘区の概要

1 地理的環境

白倉下原・天引向原遺跡の発掘調査区は、群馬県

南西部に位置する富岡市街地東方の、甘楽郡甘楽町

大字白倉・天引両地内に所在する。発掘調査区は鏑

川によって形成された上位と下位の二つの河岸段丘

面のうち、高位の段丘面である上位段丘面に立地し

ている。

鏑川は群馬・長野県境の八風山麓に源を発し、途

中下仁田町本宿付近で、同じく群馬・長野県境の荒

船山麓に源を発する市野萱川と合流した後、富岡市、

甘楽町、吉井町、藤岡市の群馬県南西部地域を東に

流れ下り、その後高崎市阿久津町付近で利根川の一

支流である烏川へと合流する。鏑川を上流に遡って

いくと、内山峠を越えて長野県佐久市へと抜けるこ

とができ、古くから中部地方と関東地方とを結ぶ交

通の要衝的機能を持った地域である。

鏑川右岸（南岸）一帯には上位段丘面と下位段丘

面の二段の河岸段丘が形成されているが、特に富岡

市東部から藤岡市にかけての中下流域では、上位段

丘面の発達が著しい。逆に、左岸（北岸）では上位・

下位とも河岸段丘の発達はほとんど見られない。こ

うした経緯については、右岸地域の地盤の隆起に

よって、鏑川の流路が次第に南から北へと移動した

ことに起因していると言われる。つまり、鏑川は最

初に南側から上位段丘面を形成させて、その後下位

段丘を形成させながら、流路を北へと次第に移動さ

せた結果であると捉えられている。この流路移動自

体は自然史的なタイムスケールのなかで現在でも進

行中であり、今では下位段丘面を10m程侵食した河

床を鏑/1 1 は流れている。

上位段丘面［は、北西約40kmのとこうに登える浅

間山を給源と た、浅間室田軽石層（As-MP) をは

じめとする複数の軽石層群と風化ローム層とが互層

となって、 2m程の厚さで堆積している。さらに、
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ローム層の下層には風化した暗褐色粘土層が堆積

し、この上部には鹿児島湾を給源とする姶良 Tn 火

山灰 (AT) が 1~2 cmの厚さで純層ないしブロック

状に堆積していることから、遅くとも 22,000年前頃

には上位段丘面の形成が終了したことは確実で、さ

らに白倉下原・天引向原遺跡の旧石器時代の石器群

がAT下層から出土していることを考え併せれば、

この年代をさらに遡ることは間違いないであろう。

これに対して、下位段丘面にはほとんどの地域で

ローム層の堆積が見られないことから、上位段丘に

ローム層が堆積している頃には、この面の何れかを

鏑川が流れていたことが推測される。

白倉下原・天引向原遺跡の発掘調査区が立地する

のは上位段丘面で、南側地形は丘陵地帯が続いたの

ち、稲含山や牛伏山をはじめとする標高1,200~1,

500m程の山地が東西に連なってひかえている。この

山地に源を発する雄川、白倉川、天引川、大沢川、

矢田川、土合川などの中小河川が段丘面を開析しな

がら北流し、鏑川に直交するように合流している。

さらに、これらの中小河川に注ぐ支谷が樹枝状に発

達して、上位段丘面を東西に分断し、いくつもの舌

状に延びる台地を形成している。

発掘調査区は、大きく見ると東側を天引川、西側

を白倉川の中小河川によって大きく開析された上位

段丘面に立地する。白倉下原地区は、東を天引向原

地区の間を流れる小支谷に、西を白倉川によって画

される。調査区は大部分がローム台地であるが、白

倉B 区の西側には谷津が検出されており、この谷津

は北側に向かって台地を開析する小支谷となる。天

引向原地区は東を三途/II、西を小支谷によって画さ

れた台地上が主たる調査区である。西の小支谷以外

にも谷津が検出されており、この 2 つの谷は北東部

分で合わさって三途川へと連なっている。

発掘調査区の北側約650m には上位と下位の段丘

面を画する比高20m程の崖線が東西に走っている。
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2 歴史的環境と周辺の遺跡

歴史的環境

鏑川流域は、従来より群馬県でも有数の遺跡濃密

地帯として著名である。なかでも、上位と下位の二

つの河岸段丘が形成されている鏑川右岸には、各時

代にわたる多くの土地利用痕跡が残されている。そ

の著名なものを挙げれば、縄文時代では大規模な環

状列石が検出された田篠中原遺跡、弥生時代後期を

中心に住居址が多数重複して検出された中高瀬観音

山遺跡などがある。古墳時代については、三角縁神

獣鏡が出土した富岡市北山茶臼山古墳や同北山茶臼

山西古墳などの前期古墳、藤岡市七興山古墳や白石

稲荷山古墳、甘楽町笹森稲荷古墳などの大型前方後

円墳、吉井町安坪古墳群や同神保古墳群、同多胡古

墳群などの群集墳がある。また、奈良時代、和銅 4

年の「多胡郡」の建郡を記念して建立された、日本

三古碑の一つである「多胡碑」も吉井町に存在する。

このような遺跡濃密地帯をちょうど東西に貫くよう

に関越自動車道上越線は通過することとなり、当然

の結果多くの地区において、各時代にわたる重層的

な土地利用痕跡が発掘調査されることとなった。

周辺の遺跡

ここでは、本報告書が縄文時代編であることを考

慮して、発掘調査によって明らかになった周辺の縄

文時代における土地利用について、主に述べること

にする。第 3 図は周辺の遺跡地図である。この中で

黒塗りで表現した部分(1 ~12) が、発掘調査が行

われた地点である。大部分で、縄文時代における何

らかの土地利用痕跡が確認されている。この地図か

らも明らかなように、発掘調査の大部分は関越自動

車道上越線の開発に伴うものである。また、線で囲

んだ部分 (A~V) は、鬼形芳夫が分布調査によっ

て縄文時代の遺物を表面採集した部分で遺物散布地

である（鬼形・内木1988) 。

これらの地図上に記した部分を眺めると、大部分

が鏑川の上位段丘面上であることに気付く。これ

2 歴史的環境と周辺の遺跡

は、この部分に高速道路の開発が集中したことと、

上位段丘面が伝統的な畠作地帯であったことと密接

に拘わっているものと思われる。本報告の調査区も

この面に立地している。この面では、本報告の調査

区以外では、神保植松（2)、神保富士塚（3)、長根羽田

倉（4)、長根安坪（5)、天引狐崎（7)、白倉南水塚（9)、上

野松葉（10)、上野寺場（lD、遺物散布地 (R以外の全て）

において縄文時代の土地利用がなされている。神保

植松(2)では、前期後半～中期後半の住居14軒、土坑

40基、埋甕 6 基と、当該期の遺物が多量に出土した

埋没谷が調査されている。神保富士塚（3）では、諸磯

式期の住居 3 軒と、土坑10基が検出されている。土

坑の中には、勝坂式終末期のものが含まれる。長根

羽田倉（4）では、陥し穴状土坑 1 基と前期～晩期の土

器片が僅かに出土している。長根安坪（5）は、中期前

半の住居 9 軒と土坑約60基、加曽利 E 3 式期の住居

3 軒と土坑10数基及び配石遺構 3 基が検出されてい

る。天引狐崎（7）では、黒浜式・諸磯 a~b 式・加曽

利E3~4 式・後期の遺物が出土している。白倉南

水塚（9）では、住居 2 軒と加曽利E4 式～称名寺式期

の袋状土坑が検出されている。上野松葉(10)では草創

期の有舌尖頭器が出土している。他には、陥し穴状

土坑 3 基と早期後半～中期末葉の遺物が僅かに出土

している。上野寺場（lDでは、遺物包含層が 1 カ所調

査されている。

一方、鏑川の下位段丘面や、上位段丘面を開析す

る小支谷に面した部分でも、僅かではあるが縄文時

代の土地利用が確認されている。白倉東八幡（8）や坂

詰(12)、遺物散布地 (R) などがこれにあたる。白倉東八

幡(8)では、関山式期と称名寺式期の住居が 2 軒検出

され、坂詰（12)では、堀之内 2 式期の土坑が検出され

完形の注口土器が出土している。この面では、位置

を記すことができなかった田篠中原遺跡（菊池1990)

が調査されている。ここでは、加曽利 E 3~4 式期

の住居（敷石住居を含む）や環状列石が検出されて

いる。鏑川下位段丘面での調査が少ないために確か

なことはいえないが、中期後半以降、積極的に下位

段丘面を利用していったのかも知れない。

, 
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2 歴史的環境と周辺の遺跡

第 1 表周辺の遺跡

周辺の発掘調査された遺跡

番号 名 称 発掘調査によって明らかになった内容など 参考文献

1 白倉下原・ 本報告書にて縄文時代に関する記載を行う。 AT直下の環状ブロック群・弥生時代後期～平 右島・藤巻他 1991 

天引向原 安時代の住居多数が検出。古墳時代後期の粘土採掘坑や平安時代の寺院址も調査。 小林・木村 1991 

飯田他 1992

2 神保植松 縄文時代・弥生時代後期～平安時代の住居59軒が検出。中世城郭植松城の主郭部分が、ほぼ 藤巻・谷藤・小島・外

調査され、濠・土塁・多数の掘立建物群を検出した。他に、古墳時代の方形周溝墓など 山 1990

3 神保富士塚 奈良～平安時代の住居が144軒調査された。他に、縄文時代前期の住居 3 軒と土坑、弥生時代 小野編 1993 

中期の土坑、古墳時代の住居、江戸時代の竪穴状遺構などが調査された。

4 長根羽田倉 古墳時代後期の祭祀遺構及び多最の滑石製模造品が注目される。古墳時代～平安時代の住居 鹿沼編 1990 

がまとまって検出されている。

5 長根安坪 縄文時代中期の住居12軒と土坑及び配石遺構を調査。他に弥生時代後期の住居も、まとまっ 綿貫・菊池•田ロ・亀

て検出されている。古墳時代初頭の方形周溝墓14墓と後期古墳15基を調査している。 山 1990

6 天引口明塚 6 世紀後半の小型円墳 2 基と、中世の竪穴状遺構 1 基が調査された。土地改良が既に行なわ 右島編 1992所収

れた地区であることから、遺構の残存状態も悪く、他の時代の遺構・遺物はなかった。

7 天引狐崎 台地部分と三途川の旧河道を調査。 AT直下の石器群や、縄文前期～後期の遺物、弥生時代 坂井・木村・山口1991

の住居約40軒、 6 世紀後半の古墳 2 基を調査。旧河道からは、古墳時代中心の木製品。

8 白倉東八幡 舌状台地に挟まれた沖積地の調査。縄文時代関山式期と称名寺式期の住居が各 l 軒検出され 小村 1991 b 

た。他に、古墳時代後期の住居が 6 軒調査された。, 白倉南水塚 住居20軒・土坑46基・溝 2 条が検出された。縄文時代の住居 2 軒以外は古墳時代の住居であ 伊藤 1992 

る。その中で 2 軒の住居からは小鍛治の痕跡が確認されている。

10 上野松葉 弥生時代終末期～奈良時代の住居が82軒と、平安時代の住居が 1 軒調査されている。縄文時 荒井 1991 • 1992 

代では陥穴状土坑 3 基と、土器・石器が検出され、有舌尖頭器の出土が特筆されよう。

11 上野寺場 古墳時代初頭～中期の住居 7 軒と奈良•平安時代の住居23軒を調査。他に、土坑55基・焼土 小村 1991 a 

分布地点 4 ケ所・掘立建物址 2 棟・溝 3 条・中世の塚 1 基・縄文時代包含層 l ケ所。

12 新井・坂詰 雄川東岸の段丘上を調査。後期古墳 2 基を調査。堀之内 2 式期の土坑を調査している。 井上 1990 

周辺の遺物散布地

関山式 黒浜式 諸磯 a 式 諸磯 b 式 諸磯 C 式 五領ケ台式 勝阿玉坂台式式 加E 曽利式 後 期 備 考

A 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜B 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
中村遺跡森田編1972

C 

゜
石器片が多量

D 

゜ ゜E 

゜F 

G 

゜ ゜ ゜ ゜H 

゜I 

゜ ゜J 

゜K 

゜ ゜L 

゜M 

゜ ゜
遺跡すでになし

N 

゜ ゜ ゜ ゜
遺跡すでになし

゜ ゜p 

゜Q 

R 

゜ ゜s 

゜ ゜ ゜T 

゜ ゜u 

゜ ゜V 

゜ （鬼形・内木1988に一部加筆して転載）
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II 地理的・歴史的環境発掘区の概要

3 発掘調査区の概要

はじめに

今回の発掘調査では、旧石器時代から、つい最近

の土地利用に至るまでの、さまざまな土地利用痕跡

が検出された。本報告書では、縄文時代の土地利用

痕跡と関連する遺物を抜き出して取り扱うことと

なっている。しかしながら、発掘調査区内において

縄文時代の遺構は、後続する弥生時代以降の土地利

用によって少なからず破壊を受けている。遺跡とい

うものが、その場所における累々たる土地利用痕跡

の総体であるという認識にたてば、ある時代の土地

利用痕跡は、後続する時代の土地利用の頻度と内容

によって規定される部分が大きいのであろうから、

今回の調査区内における縄文時代の土地利用痕跡

も、けして例外ではなかったということであろう。

そのような意味からも後続する時期の具体的な内容

が明らかにならないと調査区内における縄文時代の

土地利用が理解できないと思われる。それゆえに、

本報告書とともに刊行される『白倉下原・天引向原

遺跡 I 』（旧石器時代編）と『白倉下原・天引向原遺

跡III』（弥生時代～古墳時代中期編）、さらに今後刊

行される予定の古墳時代後期以降の報告書をぜひ参

照して欲しい。

ここでは、現段階で知り得た情報から、各時代の

概略について、簡単に述べていきたい。なお、全体

図は繁雑になるため遺構名を付していないが第 5 図

を参照して戴きたい。

(1) 旧石器時代

旧石器時代の具体的な内容は、本報告書と同時に

刊行される『白倉下原・天引向原遺跡 I 』（関口 1994)

に拠られたい。ここでは、前述した刊行予定報告書

の草稿をもとに、簡単にその内容を紹介したい。 旧

石器時代の調査は、縄文時代以降の調査が終了した

段階で、ローム層が確認されている部分に対して行

われた。基本的には調査区ごとに 2X4mの試掘坑

を設定し、文化層が確認された場合には本調査を

12 

行った。結果的には、表土下約 2mの部分に堆積す

る AT層直下から文化層が確認され、白倉A区・白

倉B 区・白倉C 区で各 1 カ所・天引地区で 2 カ所の

合計 5 カ所で本調査を行った。

白倉A区では、舌状台地から 6 カ所のブロックが

環状ブロック群を構成して検出されている。403点の

石器類が出土し、ナイフ形石器・台形様石器・局部

磨製石斧などが出土している。

白倉B 区では、平坦な台地上から 4 カ所のブロッ

クが環状ブロック群を構成して検出されている。120

点の石器類が出土し、出土石器は白倉A とほぽ同じ

器種が出土している。

白倉C 区では、谷頭部から40m程奥に入った台地

上から、台形様石器などが 3 点出土している。

天引地区では、舌状台地の先端部（天引A 区）と

台地の奥部分（天引 c 区）を調査した。舌状台地の

先端部では、 13カ所のブロックが環状ブロック群を

構成して検出されている。 268点の石器類が出土し、

ナイフ形石器・台形様石器・楔形石器などが出土し

ている。台地の奥部分では、小規模なブロック 1 カ

所から、台形様石器など10点が出土している。

整理作業によって、石器群の母岩と多数の接合資

料が確認され、石器製作技術を考察するための基礎

的なデーターと集落研究を行う上での基礎的なデー

ターを呈示することができた。

白倉 A 区旧石器遺物出土状態



(2) 縄文時代

前期中葉黒浜式期から後期前半堀之内 2 式期まで

の遺構と遺物が主体を占めている。検出された遺構

の内訳は、住居址43軒、竪穴状遺構 l 基、埋甕12基、

土坑290基である。以下に、時期ごとの様相について

概述していきたい。

前期 黒浜式期の住居 3 軒と諸磯式期の住居 5 軒が

検出されている。黒浜式期では、有尾式系土器も多

く出土しており、白倉C 区を中心に70基近くの土坑

が検出されている。諸磯式期は、ほとんどが諸磯 b

（新）式期に帰属し、前後の時期の遺物は極めて少な

い。また、遺構の分布は、黒浜式期のそれとは異な

り、調査区全体に遺構が散在する状況が見受けられ

る。

中期勝坂II式期の住居 4 軒、勝坂式終末期の住居

14軒、加曽利E3 式期の住居 7 軒、加曽利E 4 式期

の住居 2 軒が検出されている。この中で、勝坂式終

末期の土器群は、今後の当該期の編年研究に寄与す

3 発掘調査区の概要

るであろう良好な資料である。勝坂式期の遺構は、

白倉A区と天引 C 区に別れて検出されているが、加

曽利 E式期の遺構は、白倉B 区を中心に検出される

傾向をもつ。加曽利E4 式期の住居中、 1 軒は柄鏡

形状を呈するものと思われる。

後期称名寺式期の住居 4 軒と堀之内 1 式期の住居

4 軒が検出されている。遺構の残存状態が悪いもの

もあるが、敷石住居及びその系譜をひくものが多い

のが特色であろう。傾向として、称名寺式期の敷石

住居は、全面に配石が施されるのに対して、堀之内

式期に入ると、柄部を中心とした部分的な配石に変

わるようである。この時期は、白倉B 区に遺構が多

く分布する傾向が見受けられた。堀之内 2 式期は、

住居は検出されなかったものの、 13基の土坑が白倉

B 区を中心に調査された。とりわけ、白倉B 区 6 号

土坑からは、 トチノキの炭化種実がまとまって出土

している。年代測定も併せて行い、土器の年代観に

近い測定値を得ている。

白倉 B 区26号住居（敷石住居）址

13 
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(3) 弥生時代

弥生時代の具体的な内容は、本報告書と同時に刊

行される『白倉下原・天引向原遺跡III」（右島1994)

に拠られたい。ここでは、前述した刊行予定報告書

の草稿をもとに、簡単にその内容を紹介したい。

弥生時代の遺構と遺物は、中期前半を主体とする

時期と後期～古墳時代初頭を主体とする時期に別れ

て検出されている。

中期前半においては、竪穴住居址は検出されな

かったが土坑が白倉B 区で13基、白倉C 区で15基検

出されている。土坑は各地区において一定の範囲内

にまとまって検出されているのが特徴である。また、

いずれの土坑も平面形状は円形を基調としており、

埋没土が黒褐色土であることや、完形土器が殆どな

く大半が土器片を含むことから自然埋没した貯蔵穴

の可能性が強い。また、土坑群が検出された地区で

は、他の時代の遺構内からも中期前半の土器片が少

なからず検出されていることから、何らかの居住施

設があったのかも知れない。

中期後半竜見町式期の遺構及び遺物は検出されて

いない。

後期～古墳時代初頭は、樽 1~3 式及びいわゆる

赤井戸式土器を伴う段階までの遺構及び遺物が検出

された。遺構の主体は竪穴住居址で、総数58軒が調

査されている。本集落遺跡の特徴は、時期別に竪穴

住居址の検出される地区が異なる点にある。以下、

細分型式期別に概観してみたい。

樽 1 式段階では、竪穴住居址の分布は白倉C 区に

限られている。各住居址からは土器とともに磨製石

鏃及び未製品・フレイク・チップ等と砥石が出土し

ている。

樽 2 式段階では、白倉A~C 区及び天引地区で竪

穴住居址が検出されているが、検出住居数はさほど

多くはない。

樽 3 式～赤井戸式を伴う段階は、天引地区で竪穴

住居址が検出されている。また、白倉C 区で 2 基、

天引地区で 2 基の方形周溝墓が調査された。方形周

溝墓は、いずれも赤井戸式を伴う古墳時代初頭に位

置付けられよう。なお、赤井戸式を伴う段階の土器

群と石田川式土器は共伴していない。

天引 c 区弥生時代住居址
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(4) 古墳時代

古墳時代前期から古墳時代後期にかけて、竪穴住

居址（前期23軒・中期 8 軒・後期154軒）・粘土採掘

坑・土坑が検出された。ほぼ全時期にわたって竪穴

住居址は検出されているが 5 世紀後半の住居は検出

されていない。この中で、前期～中期の遺構及び遺

物の具体的な内容は、本報告書と同時に刊行される

『白倉下原・天引向原遺跡IIIJ（右島1994) に拠られ

たい。古墳時代後期については、発掘調査終了時の

データーを基本としているために、今後の整理作業

によって部分的に帰属時期が新しくなる可能性もあ

る。以下に地区別の様相について述べていきたい。

白倉A 区では後期の竪穴住居址79軒が検出され

た。調査区台地部分のほぽ全域に分布し、半数近く

の竪穴住居址が焼失住居と判断された。遺物につい

てはカマド周辺に土器が遺棄されたと判断されるも

のが多かった。

白倉B 区では、中期の竪穴住居址 1 軒と後期の竪

3 発掘調査区の概要

穴住居址43軒が検出されている。後期の住居址の中

では、 15,000点を越す滑石の製品・末製品・チップ

等を出土した住居址などが特筆されよう。

白倉C 区では、後期の竪穴住居址30軒が検出され

ている。また、住居址床面上から完形の土鈴が出土

した。

天引地区では、竪穴住居址が前期23軒・中期 7 軒・

後期11軒検出されている。この地区は、前期及び中

期の竪穴住居址が比較的多く検出されていることが

特筆されよう。弥生時代終末から古墳時代初頭にか

けての竪穴住居址もこの地区で多く検出されてはい

るが、住居址の分布域は若干異なっている点が注意

されよう。稀少性のある遺物として、前期の竪穴住

居址から小型祐製珠文鏡が出土している。

後期では約70基の粘土採掘坑が台地の東斜面で多

数重複して見つかっている。遺物としては、 6~7

世紀の土器のほかに、木製品が多数出土し、中でも

曲物とハシゴは注目されよう。

白倉 B 区古墳時代後期住居址
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II 地理的・歴史的環境発掘区の概要

(5) 奈良•平安時代

調査終了時点で、奈良•平安時代の遺構と認定さ

れたものに、竪穴住居址（奈良時代46軒•平安時代

104軒） •土坑•井戸・寺院址などがある。以下に地

区別の様相について述べるが、今後の整理作業に

よって部分的に帰属時期が変更する可能性もある。

白倉A区では、奈良時代の竪穴住居址17軒と平安

時代の竪穴住居址13軒が検出された。稀少性が強い

遺物として、奈良時代の焼失住居から葦を簾状に組

んだもの (60 X 60cm) が出土している。

白倉B 区では、奈良時代の竪穴住居址15軒と平安

時代の竪穴住居址20軒が検出されている。住居址の

埋没土中から出土した稀少性が強い遺物として、先

端が鉤の手状に曲がり歯が交互に反っている鋸や

「新井」「田殿J「道」「午」「牛」等の墨書及び刻書

土器などがある。他に、特異な遺構として埋没谷で

円形の石組遺構が検出されている。土錘が多数出土

していることや、形状から池址と思われる。

白倉C 区では、奈良時代の竪穴住居址 5 軒と平安

時代の竪穴住居址28軒が検出されている。 8 世紀

~11世紀に帰属する遺構及び遺物が検出されてお

り、ほぽ土器型式の連続が調査区内で確認できる。

天引地区では、奈良時代の竪穴住居址 9 軒と平安

時代の竪穴住居址43軒が検出されている。さらに、

住居址以外に寺院址と思われる遺構が検出されてい

る。この遺構は東側の舌状台地上で検出され、東側

の三途／ 1| をのぞむ場所に立地している。南北10m 、

東西40mの区域を削って平坦面をつくり、その上に

長辺10m、短辺 5mの雨落溝をコの字状に巡らせて

いる。建物は、雨落溝の内側にあったと想定される

が、残念なことに柱位置を示す痕跡は検出されな

かった。また、削平面から南へ約10m離れた10世紀

の竪穴住居址の埋没土から、「福天寺」と内面に墨書

された須恵器坪と上野国分寺意匠の軒丸瓦が出土し

ている。また、谷地を狭んだ西側の舌状台地では、

住居址の埋没土中や周辺からも瓦が出土している。

天引地区平安時代寺院址の削平面と溝

16 



(6) 中近世以降

中世に関連する遺構としては、道状遺構がある。

道状遺構は 3 条検出されているが、いずれも両脇に

溝が付随していた。道状遺構のうち、 2 条は白倉B

区内で検出されている。この場合、道幅は約 5~6

mで調査区を南北に分断するように全長約70m部分

が検出されている。また残る 1 条は白倉A区の南東

から白倉B 区の北東部にかけて検出されており、調

査区を東西に横切るようにして検出されている。道

幅は約 5~6mで、前述した道状遺構に近似してお

り、全長約110m部分が検出されている。道状遺構は

互いに交わってはいないが、発掘調査区外に延長し

た場合ほぼ直行することになる。今後の整理作業の

中で出土遺物の年代と地籍図などとを対照すること

によって、これらの有機的な関連や存続期間などの

興味深い問題が検討されるであろう。他に、中世に

関連する遺構としては、白倉C 区から火葬に用いら

れたと思われる土坑から少量の骨片が出土し、白倉

B 区からは常滑製の陶器を伴った方形の土坑が検出

されている。生産址としては、白倉A区と天引 C 区

の間の谷津及び天引 C 区の中央に入る谷津から浅間

B軽石によって部分的に覆われた畠が検出されてい

る。

近世に関する遺構は農業生産に拘わるものが多

3 発掘調査区の概要

かった。天引地区では台地の斜面部において 3 ケ所

から浅間A軽石の灰掻き山が検出された。さらに、

その下からそれぞれ畠が検出されている。他の部分

では、明瞭な近世の畠の痕跡は検出されていないが、

灰掻き山の存在から少なくとも天引地区の台地上に

おいては、浅間A軽石降下時にはかなりの範囲で畠

作が行われていたものと思われる。また、天引地区

北側の谷津では、浅間A軽石で覆われた水田を調査

した。また、白倉A区と天引地区で各 1 基、農業生

産に関連すると思われる桶埋設土坑（木質は残存し

ていなかった）が検出されている。他に、近世に関

する遺構としては、墓壊が複数検出されている。そ

の中の 1 基は、頭部に摺鉢を被せた状態で検出され

た。

近代以降は、台地上については大部分が畠地とし

て利用されたようである。今回の調査においても、

時期を特定できなかった表土と同じ土壌の耕作溝を

多数検出している。また、イモ穴と称される「イモ

穴状土坑」もおそらくは近代以降の土地利用痕跡で

あろう。また、白倉B 区を中心にして、きわめて新

しい一辺 2m程度の方形土坑が多数検出されたが、

これは「昭和20年代にリンゴの苗木を植えるために

掘った穴である。」と、かつての土地所有者の方から

お話しを伺った。

天引地区浅間 A軽石の灰掻き山と直下の畠址

17 



II 地理的・歴史的環境発掘区の概要

4 基本層序

白倉下原・天引向原遺跡は鏑川右岸の上位段丘面

に立地している。上位段丘面では基本的に表土層（耕

作土）、ローム層、粘土層、礫層の堆積が認められる。

表土層中には、 1783年（天明 3 年）に噴出した浅間

A軽石 (As-A) 、 1198年（天仁元年）に噴出した浅間

B軽石 (AsB）を含んでいる。しかし、純層での堆

積は確認できなかった。

第 I 層 黒褐色土層（表土層） 耕作土である。

攪拌された浅間A軽石を多く含んでいる。浅間A軽

石は純層では認められないが、灰掻き山直下で検出

された畠址の畝間では純層で堆積している。浅間B

軽石は台地部では認められなかったが、谷部では堆

積している部分もある。また、浅間 C軽石の堆積は

いずれの部分でも認められなかった。

第 II層暗褐色土層漸移層で、白倉B 区と C 区

の遺構確認面である。縄文時代の遺物包含層でもあ

る。なお、第 II 層は、白倉B 区と C 区では存在する

が他の地区では、その後の土地利用によって大半が

消失していた。

第III層 明黄褐色ローム層 白倉A区及び天引地

区の遺構確認面である。堅く締まるローム層で、浅

間板鼻黄褐色軽石 (As-YP) を多く含む。

第IV層 黄褐色ローム層 III層に比較してやや軟

質で、粘性を持つ。浅間白糸軽石（As-SP) の可能性

がある白色の軽石を含む。

第V層黄褐色ローム層浅間板鼻褐色軽石 (As

BP) をブロック状に含む。

第VI層 明黄褐色軽石層 明黄褐色を呈する浅間

板鼻軽石 (As-BP) の純層で、堅く締まる。

第VII層灰褐色軽石層灰褐色を呈する As-BP

の純層で、堅く締まる。

第VIII層 暗褐色ローム層粘性のあるローム層で

下半部では As-MP を少量含んでいる。

第IX層 明赤褐色軽石層 明赤褐色を呈する浅間

室田軽石 (As-MP) の純層である。

18 

第X層 灰白色軽石層 XI と同じ As-MP の純層

であるが、粒子は細かい。水成作用によって色調が

変化し、下半部では一部粘土化している。

第XI 層暗褐色粘土層堅く締まる粘土層。

第刈層乳白色火山灰層 姶良 Tn 火山灰 (AT)

の純層である。非常にきめ細かいガラス質の粒子で

ある。

第州］層暗褐色粘土層堅く締まる粘土層で、石

器包含層である。平均 2 cm程の小礫を多く含む。

第刑層青灰色粘土層 きめ細かい粒子で構成さ

れる。

第N層礫層礫は比較的小型のものを主体とし

礫種は結晶片岩とチャートを主体とする。

181.00m 

III 

IV 

180.00m 

XII 

179.00m 

第 4 図基本層序
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III 縄文時代の遺構と遺物

1 遺構と遺物の概要

はじめに

今回の調査では、多くの縄文時代に帰属する遺構

や遺物が検出された。発掘調査によって検出できた

遺構の多くは、掘り込みが確認できたために比較的

容易に検出できた土地利用痕跡であった。それでは、

今回検出できた遺構だけが縄文人の土地利用痕跡で

あったのかというと、必ずしもそうとはいいきれま

ぃ。その理由の一つとして、縄文時代の遺構のいく

つかは弥生時代以降の土地利用によって消滅してし

まったと想定されるからである。そのような目で遺

構全体図（第 5 図）を眺めると、よくも縄文時代の

遺構が破壊されずに残ったと思うような場所さえ存

在する。また、もう一つの理由として、掘り込みを

もたない（あるいは確認しづらい）居住痕跡が果して

存在しなかったのかという疑問を拭いさることがで

きないことがある。このような、発掘調査中におい

てはわからない、いわば目に見えない土地利用痕跡

の存在を知る手掛かりとして、どのような情報があ

るのだろうか。その一つに、各時代（細分型式期）

において、どれだけの遺物がどこから出土している

のかという情報があるだろう。今回の報告も、この

ようなことを念頭において整理作業に取り掛かった

のではあるが、現実には弥生時代以降の遺構から出

土した縄文時代の遺物については時間的な制約から

手をつけることができなかった。怠慢の謗りを免れ

ないものと思っている。そこで、少なくとも縄文時

代の遺構出土遺物については、どのような土器がど

れだけ出土したのかを表などを用いて明示すること

にした。

なお、各細分型式期における遺構のありかたにつ

いては、ここでは概略を記すにとどめ、具体的には

図も含めて別項(IV- 2 縄文時代の土地利用につ

いて）の中で触れていくことにする。また集落遺跡

1 遺構と遺物の概要

の様相を具体的に明らかにするための方法の一つと

して、遺構間での遺物接合を行った。接合の事実は

各遺構の記載によられたいが、別項(IV- 1 遺構

間の遺物接合について）でまとめて掲載したので併

せて参照して欲しい。

また、全体図については検出された遺構全てを掲

載したもの（第 5 図）、縄文時代の住居のみを掲載し

たもの（第10図）、縄文時代の土坑と埋甕のみを掲載

したもの（第165図）を作成した。上記の図にはグリッ

ドを記載できなかったので、他に地区別の縄文時代

遺構全体図（第 6~9 図）も作成した。必要に応じ

て利用して欲しい。

(1) 遺構について

今回検出された遺構の内訳は、住居址43軒、竪穴

状遺構 1 基、埋甕12基、土坑290基である。これら遺

構の、時期別の内訳を以下に記載する。

黒浜式期は、住居 3 軒・埋甕 2 基・土坑66基であ

る。諸磯式期は諸磯 b （新）式を主体として、住居 5

軒・埋甕 0 基・土坑 3 基である。勝坂 II式期は、住

居 4 軒・埋甕 0 基・土坑 6 基である。勝坂式終末期

は、住居14軒・埋甕 3 基・土坑31基である。加曽利

E3 式期は、住居 7 軒・埋甕 2 基・土坑 7 基である。

加曽利E4 式期は、住居 2 軒・埋甕 3 基・土坑28基

である。称名寺 I 式期は、住居 2 軒・竪穴状遺構 1

基・埋甕 0 基・土坑11基である。称名寺 II 式期は、

住居 2 軒・埋甕 1 基・土坑 8 基である。堀之内 1 式

期は、住居 4 軒・埋甕 0 基・土坑 7 基である。堀之

内 2 式期は、住居 0 軒・埋甕 1 基・土坑13基である。

以上、いささか繁雑となったが、上記以外の縄文時

代の土坑については、細分型式期が特定できなかっ

た。

このように多くの遺構が重層的に検出されている

わけだが、時期別に記載すると実は一時期はそれほ

ど多くないことがわかる。遺構は前期中葉～後期前

21 



III 縄文時代の遺構と遺物
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第 6 図 白倉A区縄文時代遺構全体図
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III 縄文時代の遺構と遺物
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第 9 図 天引 C 区縄文時代遺構全体図
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III 縄文時代の遺構と遺物

半のある段階に別れて検出されているのだが、住居

検出軒数の多い加曽利E3 式期や勝坂式終末期も重

複関係などから必ずしも一時期の住居址軒数を示し

てはいない。

それでは、時期別における遺構分布について簡単

に述べておきたい。黒浜式期は白倉c 区と隣接する

白倉B 区の西側に集中的に検出されている。諸磯式

期は特定地区に集中することなく、調査区全体に散

漫に分布している。勝坂II式期は白倉C 区と天引 c

区に分布する。勝坂式終末期は、勝坂 II式期と同様

の分布傾向をもつ。加曽利E3 式期は白倉B 区中心

に分布する。加曽利 E 4 式期～堀之内 2 式期までは、

加曽利E 3 式期と同様の分布傾向をもつ。各時期に

おいて遺構の分布地域が異なったり同じであったり

することが興味深い事実といえよう。

(2) 遺物について

今回の報告においては、前述した理由により遺構

外出土遺物及び他時期遺構内の縄文時代遺物につい

て積極的に資料化できなかった。縄文時代の遺構内

出土遺物については、全ての遺物について調査時に

出土位置を記録できればよかったのであるが、残念

ながら任意で取り上げてしまっているものも多い。

そこで、各個別遺構の事実記載においては、一括し

て取り上げた土器及び石器類の点数を記載しておい

た。また、出土位置を記録したものについては、遺

物の図化にかかわりなく遺構の平面図及び断面図に

ドットとして落とした。不十分な記載方法とは思う

が、ご寛容戴きたい。

土器今回の報告にあたって、対象とした縄文土

器の数量は、住居出土6,811点（内訳は第 2 表住居出

土土器一覧表を参照）と土坑（埋甕を含む）出土9,

503点（内訳は第11~14表土坑出土遺物一覧表を参

照）、合計16,300点であった。ここでは、今回の報告

に際して使用した土器型式及びその細分について説

明しておきたい。なお、出土していない時期につい

ては触れない。
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前期 黒浜式については細分せずに記載した。もっ

とも、全て一時期というわけではなく、有尾式系土

器を含む段階において、ある程度の時間的幅をもっ

ているようである。なお、本文中で黒浜式と使用す

る場合は、特にことわりがない限り有尾式系土器も

含んで使用している。諸磯式については、今村啓爾

（今村1982) の編年観によった。

中期 勝坂式については勝坂 I 式～勝坂III式の記載

方法を用い、それぞれおおまかに井戸尻編年の格

沢・新道式、藤内式、井戸尻式に対応させて考えた。

なお、阿玉台式については阿玉台 II式しか出土して

おらず、統計によって数値として表している場合は

便宜的に勝坂 II式に含めて処理してある。なお、本

文中で勝坂式終末期という名称を多用したが、この

場合は勝坂III式～加曽利E 1 式までの年代幅のある

時期を指し示す用語として使用した。加曽利 E式土

器の編年及び記載方法については、群馬県内で積極

的にこの段階について発言している石坂•藤巻・桜

岡（石坂•藤巻1988、桜岡•藤巻1992など）の編年

観によった。なお、曽利式系土器や連弧文土器につ

いては、観察表中にその旨を記載した。

後期称名寺式については、 2 細分で称名寺 I 式、

同 II式の記載方法を、堀之内式についても 2 細分で

堀之内 1 式、同 2 式の記載方法をとった。なお、本

文中で加曽利 E式系土器という名称を多用している

が、これは石坂•藤巻・桜岡が使用した例（石坂・

藤巻・桜岡1991) と同様に、称名寺式の古い段階に

伴う加曽利 E式土器の系譜を引く土器群として使用

した。

石器今回の報告では、遺構内から出土した石器

については原則的に全て図化して記載している。発

掘調査終了後、整理作業に至る過程の中で、石器を

中心として一部不明となってしまったものがある

が、その旨は各遺構の事実報告の中で触れ、今後の

整理の中で資料化していきたいと思っている。なお、

本文中で石器類という用語を多用しているが、この

場合には石器の他にフレイク・チップ・礫を含めた



意味で用いている。さて、ここでは、凡例について

記載しなかった石器の表現と記載方法について若干

の説明をしておきたい。

まず、凹み石及び多孔石に見られる凹み穴につい

てであるが、堅果類の粉砕によって結果的についた

と思われる穴と、穿孔を目的としてついたと思われ

る断面三角の穴については、それぞれ凹み穴A、凹

み穴B と呼称して実測図の表現方法を変えた。

打製石斧に顕著に見られた使用による擦痕につい

ては定規によって斜線表現を行った。また、磨製石

斧に見られた製作時の擦痕についても同様の表現を

行っている。

定形的ではない打製石器については、使用痕のあ

る石器、加工痕のある石器の名称を使用し、その中

でスクレイパーについては観察表にその旨を記載し

た。

自然面については、結晶片岩については節理を表

現し、他の石材についてはドットをまばらに散らし

てある。敲打痕についてもドットを用いて表現して

いるため多少まぎらわしいが、敲打痕については

ドットを集中させ、加えて他の不定形な線も加えて

いるので識別が可能と思う。なお、本文中で用いる

結晶片岩の名称は、広義の意味で用いており、観察

表中に記載した緑色片岩・黒色片岩・雲母石英片岩

の総称である。

2 住居址

今回検出された住居址は、 43軒である。また、調

査時に住居址とした白倉A 区110号住居は便宜上こ

の項で取り扱ったが、竪穴状遺構であり、住居址の

数には加えていない。これら遺構の、時期別の内訳

は、出土土器とともに第 2 表に掲載したが、黒浜式

期 3 軒、諸磯式期 5 軒、勝坂 II式期 4 軒、勝坂式終

末期14軒、加曽利E3 式期 7 軒、加曽利E4 式期 2

軒、称名寺 I 式期 2 軒、称名寺 II式期 2 軒、堀之内

1 式期 4 軒である。住居址は、加曽利E 4 式～堀之

内 1 式期の10軒中 8 軒が敷石住居の系譜を引くが、

2 住居址

他の住居址は竪穴式住居である。また、他に加曽利

E4 式期の敷石住居の可能性かある遺構として、白

倉B 区261 • 262号土坑（埋甕）がある。参照して欲

しい。

出土石器については時期別一覧表として第 3 表に

一括して掲載した。また、全体図については、住居

址全体図として第10図を、土坑と埋甕を含めた地区

別全体図を第 6~9 図として作成したので併せて参

照して欲しい。

さて、以下に個別住居址の報告にあたって留意し

たことについて述べておきたい。なお、個別住居址

の記載や各キャプションについては、繁雑さを避け

るために「白倉A 区21号住居」のように記載する。

事実記載は項目をたてて順次記載していった。そ

の項目は、位置、写真、形状、面積、方位、床面、

埋没土、炉、柱穴、埋甕、壁周溝、遺物、重複、備

考である。必要に応じてこの他に、調査に至る経過

を追加し、また、他の項目で触れた内容や、検出さ

れていない住居内施設については項目を除いて記載

している。

位置については、その住居址が検出されたグリッ

ドの中で一つを代表させて用いた。

遺物の項目では出土遺物数と、土器には時期別の

内訳を記載していった。また、極力出土状態の事実

を記載するように心掛けたつもりであるが不十分な

点も多い。遺構内及び遺構間の接合事例は、整理作

業の過程で確認できたもの全てを、住居平面図及び

断面図に掲載した。また、時間の関係から図化でき

なかったものの接合関係が確認できた遺物について

は、接合資料としてアルファベットの小文字を付け

て住居平面図に掲載した。

備考では、住居の時期を記載するようにした。住

居の時期といった場合、住居の構築、存続、廃絶、

さらに埋没時といったように、いくつかのステージ

が存在している。今回の報告では、埋没している土

器型式から想定される廃絶後の一番新しい段階とい

う意味で使用した。
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Ill 縄文時代の遺構と遺物

第 2 表住居出土土器一覧表
住

居

番
時 期

号

白倉A区 21 加曾利 E 3 式期

II 37 掘之内 l 式期
II 78 諸磯 b （新）～ C 

II 96 掘之内 l 式期

II 97 称名寺 II 式期

II lll 諸磯 b （新）式期

白倉 B 区 25 諸磯 b （新）式期

II 26 称名寺 I 式期

II 27 加曾利 E 3 式期

II 42 加曾利 E 3 式期

II 43 加曾利 E 3 式期
II 49 加曾利 E 3 式期

II 71 加曾利 E 3 式期

II 74 称名寺［式期

II 86 諸磯 b （新）式期
JI 87 加曾利 E 3 式期

II 88 加曾利 E 4 式期

II 89 加曾利 E 4 式期

II 91 称名寺 II 式期
II 93 黒浜式期

白倉C 区 76 掘之内 1 式期
II 77 掘之内 1 式期
II 78 黒浜式期
II 80 勝坂式終末期
II 81 勝坂式終末期

II 82 勝坂式終末期

II 84 勝坂式終末期
II 85 勝坂式終末期
II 86 黒浜式期

天引 c 区 59 勝坂 II 式期
II 78 勝坂式終末期
II 101 勝坂式終末期

II 103 勝坂式終末期

11 104 勝坂式終末期
II 118 勝坂式終末期

II 125 勝坂式終末期

II 127 勝坂式終末期
II 129 勝坂 II 式期

II 134 諸磯 a 式期

II 138 勝坂式終末期

II 144 勝坂式終末期

" 147 勝坂 II 式期

II 150 勝坂 II 式期

計
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2 住居址

第 3 表 住居出土石器時期別一覧表

黒浜式期

地 区 畠賃 石錐 打石 製斧 スクレ 磨石
多孔石 垂飾 その他 合計

イパー 凹み石

白倉 B 区 93 

゜ ゜
2 4 1 1 1 , 

白倉 c 区 78 1 1 1 1 

゜ ゜
1 5 

白倉 c 区 86 

゜ ゜ ゜
2 1 

゜ ゜
3 

合 計 3 1 1 3 7 2 1 2 17 

諸磯式期

地 区 闘 石鏃 石匙 打石 製斧 スクレ 磨石 製斧 磨石 多孔石 石皿 石核 耳袂 状飾 その他 合計
イパー 凹み石

白倉 A 区 78 

゜ ゜ ゜
4 1 1 

゜ ゜ ゜
1 

゜
7 

白倉 A 区 lll 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
1 

゜ ゜
2 

白倉 B 区 25 3 1 2 2 

゜
1 2 

゜
1 

゜
3 15 

白倉 B 区 86 1 2 1 

゜ ゜
7 2 1 

゜ ゜
2 16 

天引 C 区 134 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜合 計 5 4 3 3 6 1 10 4 1 2 1 5 40 

勝坂 II 式期

地 区 畠靡 石鏃 打石 製斧 スクレ その他 合計
イパー

天引 C 区 59 

゜ ゜
2 

゜
2 

天引 c 区 129 1 2 

゜
1 4 

天引 C 区 147 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜天引 C 区 150 

゜
1 

゜ ゜
1 

合 計 4 1 3 2 1 7 

勝坂式終末期

地 区 闘 石鏃 石匙 打石 製斧 スクレ 磨石 製斧 磨石 多孔石 石皿 台石 その他 合計
イパー 凹み石

白倉 C 区 80 

゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜
2 

白倉 C 区 81 

゜
1 1 3 1 2 5 

゜ ゜ ゜
13 

白倉 c 区 82 

゜
1 2 5 

゜ ゜
2 1 

゜ ゜
11 

白倉 c 区 84 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜
1 

゜ ゜
3 

白倉 C 区 85 

゜ ゜
I 2 1 

゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜
4 

天引 C 区 78 

゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

天引 C 区 101 

゜ ゜
5 2 1 1 2 1 1 

゜
13 

天引 C 区 103 1 1 8 3 

゜
2 

゜ ゜
1 4 20 

天引 C 区 104 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
2 

天引 c 区 118 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 2 

゜ ゜
3 

天引 C 区 125 

゜ ゜
1 2 

゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
4 

天引 C 区 127 

゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

天引 C 区 138 

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜
2 

゜ ゜ ゜
3 

天引 C 区 144 3 1 1 

゜ ゜
3 

゜ ゜
2 1 11 

合 計 14 5 5 20 21 3 11 13 7 4 5 94 
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III 縄文時代の遺構と遺物

加曽利 E 3 式期

地 区 闘 石鏃 石匙 打石 製斧 スクレ 石錘 磨石製斧 磨石 多孔石 石皿 台石 敲石 その他 合計イパー 凹み石

白倉 A区 21 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

白倉 B 区 27 

゜ ゜
2 2 1 1 4 1 1 1 

゜
2 15 

白倉 B 区 42 

゜ ゜
1 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜
3 

白倉 B 区 43 1 

゜
2 1 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

白倉 B 区 49 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜
2 

白倉 B 区 71 1 1 2 1 

゜
1 1 1 

゜ ゜ ゜
1 , 

白倉 B 区 87 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

合 計 7 5 1 8 4 1 3 8 3 1 1 1 3 39 

地

加曽利 E 4 式期

] 区 製
斧
一l
-
l
-
2

その他 合 計

白倉

白倉

合

区
一
区
一
計

B

B

 

o
-
l
-
l
 

l
-
2
-
3
 

地 打
石

期
町
エ2
6
-
7
4
-
2

式
住
番

ー寺名称

区 磨
石

白倉

白倉

合

着
＿
計

B

B

 

製
斧
一4
-
0
-
4

レ

l
2
1
0
1
2

.‘ ク
ノ

ス
イ

製
斧
一2
-
0
-
2

磨石
凹み石

10 

゜10 

多孔石 その他 合 計

8
-
0
-
8
 

1
-
0
-
l
 

2
7―
。-
2
7

堀之内 I 式期

地 区 闘 石鏃 スクレ 磨製 磨石
多孔石 石皿 石棒 台石 合計イパー 石斧 凹み石

白倉 A区 37 

゜ ゜
2 1 

゜ ゜
1 

゜
4 

白倉 A区 96 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜白倉 C 区 76 1 

゜ ゜
3 

゜
2 

゜
2 8 

白倉 c 区 77 

゜
1 1 1 1 

゜ ゜ ゜
4 

合 計 4 1 1 3 5 1 2 1 2 16 
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2
 

住 居 址

白倉 A 区21号住居 は検出できなかった。

位
形
置
状

29-27他 写 真 PL 4 • 65 

住居の壁が南西隅を除いて検出できなかっ

たために、全体の形状は確認できなかったが、南西

隅の形状から隅丸方形を呈すると思われる。想定し

うる軸長は、 p 5 と南西壁との距離が他の主柱穴に

おいても同様であると仮定すれば長軸 (4.40) m、短

軸 (4.3 1) m を呈すると思われる。

埋没土 暗褐色土を主体としてローム粒子を含む土

層である。住居縁辺ほど含まれるローム粒子の量が

多い。

炉 大小 8 個の砂岩及び結晶片岩を方形に配置す

面
方
積
位

(16. 37) 対を呈すると思われる。

炉の長軸はN-14'-E で、炉と埋甕の中心

を結ぶ方位はN-3°-W、住居長軸の方位はN-8°

-E である。

る石囲炉である。炉石の内側は熱によって変色して

おり、ひび割れを生じているものもあった。炉の内

側は長辺40cm、短辺31cmで24cmの掘り込みをもつ。

掘り方は、ほぼ隅丸長方形を呈し長辺101cm、短辺84

cmであった。

柱 穴 6 本の主柱穴が検出できた。各柱穴の規

模：〈径》 X深さは、 Pl《 (54) X (48) 》 X6&m、 P2〈 (55) X 

床 面 南西隅ではロームを最大 5cm掘り込んで床

面としている。遺構確認面から床面までの深さは最

大15cmであった。主柱穴の内側では堅固な床面が検

出でき凹凸も認められたが、他の部分では堅固な面

|
l
ー
＼
＿

土．

発
掘
調
査
区
域
外
□□ 

I I 

皇:ぐ.:.----9[/
J‘ 

ヽ 23号住居

ー·

゜ L =183.80 2m 
第11図

(45) 》 X73cm、

34》 X53cm、

65cmである。

埋

r 
--..! 

甕

.....K 

白倉A 区21号住居

P3 <(55)X (44) 》 X44cm、

P5 <36X (32) 〉 X48cm、

P4 <40X

P6 <58X36>X

住居南壁（推定）近くの中央部で検出され、

ｮ 

B .」と

_lL. -------------.」

ご③

m
 

ー

。
8
 

8
 

c

-

3

 

9

冒
.ヽ. C

-
c
_
 

.｣  

゜

①暗褐色土焼土粒子を少し含む。

②褐色土 ロームブロックを主体とし、焼土

粒子と炭化粒子を含む。

③暗褐色土焼土や炭化物をまったく含まな

い。炉の掘り方。

④暗褐色土 白色粒子を含み堅く締まる。

⑤褐色土 ローム粒子を含み堅く締まる。④

層よりも締まりは強い。

⑥暗褐色土 Y.P粒子を含み締まり弱い。
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III 縄文時代の遺構と遺物

北西方向に少し傾斜する状態で埋

設されていた。胴下半部を欠損し

た土器 (2) が使用されている。

遺物土器は加曽利E3 式土器

425点が出土した。この中で87点の

小片と発掘調査以前の重機及び水

道管埋設に伴う攪乱から出土した

154点は一括して取り上げた。出土

土器の分布は住居中心から北寄り

にかけてであるが、比較的広範に

接合関係が見られる。また、本住

居を切る 42号住居出土土器と 1.

4 • 6 • 7 が接合する。さらに、

炉の埋没土上層と床面直上から出

土した土器との接合関係も見受け

られる (1ｷ8ｷ h) 。接合資料a~ g

は深鉢で、 a • b • e が口縁部片、

C が底部片、 d • e • fが胴部片

であった。以上のような出土状況

から住居廃絶後の早い段階（炉が

完全に埋没せず、しかも住居縁辺

の埋没も進んでいない状況）で石

器類も含め大小の土器片が一括し

て廃棄された状況が想定できよ

う。石器類は炉石も含め78点が出

土した。 （遺物観察表： 51頁）

重複古墳時代後期の23 • 43号

住居に切られる。また、南北に水

道管埋設による溝が走り、調査前

の重機による方形の攪乱が存在す

る。さらに、浅間A軽石を含む柱

穴状のピットが検出されている。

備考埋甕及び出土土器の様相

から加曽利E 3 式期の竪穴式住居

といえる。
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第12図 白倉A 区21号住居遺物接合図
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2 住居址
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第13図 白倉A 区21号住居遺物出土状態と出土遺物（1)
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III 縄文時代の遺構と遺物

I I 

I j 3 (ｼ) 

一霙攣困

-.,..‘｀贔…、／J 10 （加

I I 8 (ｽ) 

゜ 10cm 20cm 
20cm 

第14図 白倉A区21号住居出土遺物(2)
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2 住居址

I II (ｽ) 

I I 

I I 
I I 

゜ 10cm 5cm 

17 （片） 18 (ｽ') 

第15図 白倉A 区21号住居出土遺物(3)

白倉 A 区37号住居

位置 21-24他 写真 P L5 • 66 

形状 主体部は各辺が胴張り状にふくらむ隅丸方

形で、柄部は隅丸長方形である。長軸4.51m、短軸

2.96m と規模の小さい柄鏡形（敷石）住居である。

面積 8.74面 方位 N-16°― E

床面地形が南から北に緩やかに傾斜している場

所に住居が立地するために、南側ではロームを最大

10cm掘り込んで床面とするが、主体部の北側及び柄

部の北側と東側では僅かな立ち上がりしか検出でき

なかった。床面は全体に堅固であり、凹凸も認めら

れる。

配石 141個の石を用いている。傾向として周縁部

には大形で厚みのある砂岩を用い、その内側に大形

の結晶片岩と円礫及び棒状の礫を配置している様子

が看取できる。主体部には、壁から約20~30cmの間

には石を配さない区域がある。また、炉を中心とし

て半径約50cmの部分には炉の東側を除けば石を配し

ていない。また、各石の上面が必ずしも平坦とはなっ

ておらず石が検出された高さも床面直上から床上15

cm までと一定していない。柄部では、床面直上から

検出される石が多かった。

埋没土 暗褐色土を主体としてロームブロックを僅

かに含んでいた。

炉 主体部のほぽ中央で検出された。直径40cm、

深さ 5 cmで鍋底状を呈し、その中央に胴下半部を欠

損した深鉢（1）が埋設される埋甕炉である。炉の上面

では部分的に焼土が確認できた。掘り方は平面形状

は同じで深さ 22cmであった。

柱穴掘り方調査として床面を掘り下げたところ

3 本検出された。規模：《径》 x 深さは、 Pl 《25X

23》 X20cm、 P2 《35X34》 X33cm、 P3 《26x22》 X33

cmであった。なお、結果的に掘り方はなかった。

遺物縄文土器31点が出土し、この中で17点の小

片は一括して取り上げた。大半が堀之内 1 式で一部

に称名寺 II 式に遡る可能性があるものも存在する。

出土した土器片は配石と一体化しており 6 の一部は

配石下から出土している。石器は図示した 4 点が出

土した。いずれも配石の一部を構成するものと考え

られる。 （遺物観察表： 51 • 52頁）

備考炉体土器及び埋没土中の土器が堀之内 1 式

であり、当該期の柄鏡形（敷石）住居といえる。
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III 縄文時代の遺構と遺物
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第16図 白倉A区37号住居と出土遺物（1)
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第17図 白倉A区37号住居出土遺物(2)
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 A 区78号住居

位置 25-14他 写真 P L6 • 66 

形状南東壁を削平により消失するが、隅丸長方

形を呈し、長辺は5.16m、短辺は南隅が残存してい

ることから (4.02) m を呈すると思われる。

面積 (19.96) 面 方位 N-46°― E

床面地形が北西から南東に緩やかに傾斜してい

る場所に住居が立地するために、床面も同様の傾斜

を示す。ロームを最大22cm掘り込んで床面とするが、

前述した傾斜のために住居西隅壁部分と東隅（推定）

壁部分の床面では18cmの比高を有する。床面は全体

に堅固であり、凹凸も認められる。

埋没土 ③層はローム質の土壌である。

炉住居中央から北西に約150cm離れた地点で検

出された。長軸70cm、短軸66cmでほぼ円形を呈し14

cmの掘り込みを有し 2 つの土器が埋設される埋甕炉

吋
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•炉 •9 

-1L. I I 凸 ^ 8 

7 
4言

11 . 

85号住居 \\ 

吋
\ 

B 

12 i .3 , ?o . .... .. ,... 
8 

1 

゜
L =179 30 2m 

であった。埋没土中からは炭化粒子が僅かに検出さ

れた。また、炉体土器の様相から新（l）旧 (6) 関係が

想定されるが土層からは確認できなかった。

柱穴 5 本検出されたが(PL 6 参照）記載図面が

紛失したために正確な位置と規模は不明である。

遺物縄文土器20点が出土し、この中で小片 7 点

は一括して取り上げた。大半が諸磯 b （新）式である

が一部諸磯 C 式に含まれる土器 (l ·3) も出土してい

る。また、貼付文をもつ土器は出土していない。石

器類は22点が出土したが、石器は図示したもの以外

は出土しておらず、他はフレイクと礫であった。

（遺物観察表： 52頁）

重複古墳時代後期の住居である85号住居に切ら

れる。

備考諸磯b （新）～ C 式期の竪穴式住居に比定さ

れる。

吋

.. 
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11 IIしー◎

」 1
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4 

. _lL_ 埋没土層

5 
①暗褐色土 白色細粒を多く含

2 • • •.. / 
む。堅く締まる。

②褐色土 白色細粒とローム粒

子を含み堅く締まる。

③黄褐色土 白色細粒を僅かに

含み堅く締まる。
第18図 白倉A 区78号住居
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2 住居址
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第19図 白倉A 区78号住居出土遺物(1)
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III 縄文時代の遺構と遺物
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第20図 白倉A 区78号住居出土遺物（2)

白倉 A 区96号住居 設され、その下から深鉢の底部 (4) が出土した。炉の

位置 29-19他 写真 P L6 • 7 • 66 

調査に至る経過 表土を除去した段階で数個の礫が

確認できたので、配石遺構を想定し石を残しながら

調査をすすめたところ、上面に配石遺構が確認でき、

さらにその下に新旧 2 軒の住居が検出された。

配石遺構新住居の②層上面で検出された。②層が

西から東へ傾斜するために、同様の傾斜で石の平坦

面を上側にして配置される。 25個の被熱した石と 2

点の堀之内 1 式土器が出土している。

住居形状 東側が不明であるが、検出された部分か

ら長軸3.96m、短軸 (3.30)mの楕円形が考えられる

が、柄部の存在も否定できない。また新旧住居の平

面形状に差異はなく推定面積は (9.95) rri'である。

新住居 西壁でロームを最大42cm掘り込んで床面と

している。西壁の周縁においては、礫がまばらなが

らも床面より浮いた状態で環状に検出された。床面

は凹凸があり堅固である。また、床面直上から 8 点

の堀之内 l 式土器と炭化材 2 点が出土している。

炉は砂岩及び結晶片岩を各辺内側で約40cmの間隔

に配置する方形の石囲炉であったと思われるが、北

辺と東辺では地境溝によって破壊されたためか検出

されていない。中央に口縁部を欠損する深鉢（1）が埋

42 

方位はN-53°-Wである。また、上面の配石遺構の

東側と石囲炉は接した状態で検出されている。

旧住居新住居の床面から 8 cm下で凹凸があり堅固

な床面が検出された。床面直上から 11点の結晶片岩

が検出され、さらに同様の高さで 5 点の堀之内 1 式

土器が出土している。

炉は楕円形の地床炉で長軸122cm、短軸88cmで12cm

の掘り込みを有する。数箇所に焼土が観察できた。

炉の方位はN-31°-Wである。

柱穴は 6 本検出できた。規模：《径》 x 深さは、 P

1 《32X24》 X30cm、 P2 《26X24》 X39cm、 P3 《24X

20》 X32cm、 P4 《26X 18》 X38cm、 P5 《26X26》 X37

cm、 P6 《22 X22》 X55cmである。

埋没土 全体に炭化粒子の混入が目立つ。

遺物前述した以外に◎怠）層中から諸磯 b （新）式

土器 1 点と堀之内 1 式土器41点が出土しており一括

して取り上げた。なお石器は出土していない。

（遺物観察表： 52 • 53頁）

重複諸磯b （新）式期の111号住居を切り、古墳時

代後期の34号住居に切られる。

備考配石遺構及び新旧住居のいずれも堀之内 1

式期に比定されよう。



2 住居址
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第22図 白倉A 区96号住居出土遺物（1)

44 



2 住居址

I I 7 

I / 8 

゜ 10cm 

第23図 白倉A区96号住居出土遺物（2)

白倉 A 区97号住居

位置 29-16他 写真 P LSｷ 67 

調査に至る経過 表土を除去した段階で東側を中心

に礫が検出されたことから、遺構と認定して調査を

進めた。 97号住居の調査に先行して本遺構を切る道

路状遺構（ 1 号道）と古墳時代後期の82号住居を調

査した。この結果、道路状遺構から97号住居の柱穴

(p 1 と P2) 及び炉が検出され、さらに97号住居に

使用されたと思われる礫が出土した (PL 8 参照）。

同様に82号住居から柱穴(p 5 とp 6) が検出され

た。さらに、道路状遺構の断面観察から、 2 枚の床

面とそれぞれに対応する炉体土器が確認できたこと

から、新旧 2 軒の住居が想定された。以上の所見を

基に97号住居の調査を進めた。

形状検出できた壁は西側の一部だけであるが、

柱穴の存在から、直径 (4.86) mの円形を呈すると考

えられるが、柄部の存在も否定できない。また新旧

住居の平面形状に差異はなく推定面積は、直径から

(18. 54) 面である。方位はN-72°-Wである。

新住居 西壁でロームを最大16cm掘り込んで床面と

する。東側では、前述した道路状遺構による破壊が

あり、さらに地形が西から東に傾斜するために床面

を検出できなかった。西壁の周縁では礫がまばらに

検出され、中央部では、比較的大きな砂岩や結晶片

岩が床面直上及び床面に潜り込むような状態で見つ

かっている。特に、中央よりやや北側では石の平坦

面を上側にして配置されていた。住居に配置された

石は総数42点である。床面は堅固で、中央よりやや

南側では焼土化していた。また、検出された床面の

ほぼ東半分は表土を除去した段階で露出していた。

炉は埋甕炉で、 4 の中に 2 と 3 を入子状にして使用

している。また、この炉に伴う掘り込みは検出でき

なかった。新住居からは炉体土器も含め諸磯 (b) 新

式土器 7 点と称名寺 II式土器14点が出土したが、こ

の中で小片15点は一括して取り上げた。なお、柱穴

は検出できなかった。①層が新住居覆土。

旧住居 新住居の床面下 6 cmで床面が検出された。

覆土中及び床面直上から礫は出土していない。炉は、

長軸（148)cm、短軸 (90)cm、 53cmの掘り込みをもつ埋

甕炉で口縁を一部欠損する深鉢（l）が埋設されてい

た。なお、新住居と旧住居の炉体土器検出面は25cm

の比高が認められる。柱穴は 7 本検出され、規模：

《径》 x 深さは、 Pl 《22X21》 x (45)cm、 P2 《28X

28 》 X56cm、 P3 〈38X34》 X28cm、 P4 《21 X20>X51

cm、 P5{ (36) X 34>x (46)cm、 P6〈32X (32)>X (48) 

cm、 P7 〈30X28》 X28cmであった。出土遺物は炉体

土器だけである。②～④層が旧住居覆土。

遺物 出土土器については上述した。なお、石器

は出土していない。 （遺物観察表： 53頁）

重複調査に至る経過を参照。

備考新旧住居ともに炉体土器が称名寺II 式であ

り当該期の竪穴式住居といえる。なお、前述したよ

うに、新住居には部分的な敷石が詔められた。
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III 縄文時代の遺構と遺物
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①黒褐色土 覆土中に焼土粒子や炭化粒子や

ローム粒子を少し含む。堅く締まる。

②暗褐色土 ロームプロックを多く含む。焼

土粒子を少し、炭化粒子を多く含む。

③黒褐色土色調は①層とほぼ同じだがロー

ム粒子をほとんど含まず焼土粒子を含む。

④暗褐色土焼土プロックを少し含む。
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第24図 白倉A 区97号住居と出土遺物（1)
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2 住居址
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 A 区111号住居 cm、 P4 《80X63》 X56cm、 P5 《35X32》 X15cm、 p
 位

形
置
状

と思われる。

面
床
積
面

が立地するために、西隅ではロームを最大22cm掘り

込んで床面とするが、東側では床面の大半を確認で

きなかった。確認できた部分は堅固で凹凸がある。

埋没土

炉

柱 穴

29-18他

残存部分の形状から隅丸（長）方形を呈する

不 明 方

地形が西から東に傾斜している場所に住居

ローム質の土壌で分層はできなかった。

検出できなかった。

8 本検出できたが、位置及び形状に規格性

を見いだせず、全てが柱穴として機能した可能性は

弱いと思われる。規模：

41 》 X64cm、

写 真

位 N-56ー -E 

《径》 x 深さは、

P2 <41X36〉 X47cm、

PL 9 • 67 

Pl <66X

P3 <53X50>X50

6 《32X28》 Xl8cm、

53 》 Xl6cmであった。

P7 《65X27》 X27cm、 P8 <79X

遺 物 縄文土器は 9 点が出土したが、 この中で 5

点は一括して取り上げた。文様から諸磯 b （新）式と

認定できるものが 4 点で、他は縄文施文と無文の土

器であったが、胎土などから同時期と思われる。 ま

た、石器類は10点出土したが石器は図示した 2 点の

みである。

埋

重
備

（遺物観察表： 53頁）

甕 口縁部及び胴部下半を欠損する深鉢（ 1 ）が

埋設されていた。

複
考

p 5 を切り (PL 9 参照）、埋没土

には焼土や炭化物を含んではいなかった。

堀之内 1 式期の96号住居に切られる。

埋甕及び埋没土中の土器が諸磯 b （新）式で

あり、当該期の竪穴式住居といえる。
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第26図 白倉A 区111号住居
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2 住居址
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第27図 白倉A区111号住居出土遺物

白倉 A 区110号住居

位置 35-27他 写真 P L9 • 67 

形状長軸4.32m、短軸2.88mの楕円形を呈する。

面積 10.13吋 方位 N-41°-E

床面 ロームを最大22cm掘り込んで底面とする。

埋没土土層観察の結果から自然堆積とは思われ

ず、人為的な覆土の可能性が強い。

炉と柱穴検出できなかった。

遺物縄文土器108点が出土し53点は一括して取

り上げた。内訳は加曽利E3 式 2 点、加曽利 E4 式

～加曽利E式系101点、称名寺 II 式 4 点、堀之内 1 式

1 点である。この中で、加曽利 E式系53点と 70号土

坑覆土出土土器 3 点が接合した (1) 。接合資料 a は無

文の深鉢胴部片である。また石器は出土しなかった

が12点の礫が出土した。 1 の出土状況（接合関係）

と埋没土の所見から、土器と土及び礫も含めた短時

間の一括廃棄が想定できよう。

（遺物観察表： 53頁）

備考積極的に竪穴式住居とする根拠がなく、出

土土器の様相から後期初頭の竪穴状遺構と思われ

る。
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0 縄文土器

△礫

<,:I 吋

B ．」 ①黒褐色土焼土粒子と炭化物等の雑多

な混入物を含む。

②黄褐色土 汚れたロームプロックとプ

ロック質黒色土の混土層。ロームと黒

色土は互層状の堆積状態を示す。

゜ L = 183.90 2m 

第28図

//  1 

白倉A区llO号住居と出土遺物

゜ 20cm 
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白倉 A 区21号住居出土遺物（第13~15図、 PL 65) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部一 ①良好 ②鈍い褐色 口縁部には、 4 単位の環状把手を施す。文様の単位は全て 4 単

深 鉢 部と底部 ③石英と砂を含む 位で、文様は低い隆帯と凹線によって施され、 0 段多条の原体

を欠損 RL の単節斜縄文を充填する。口径（33 5) 。

2 口縁～胴 ①良好 ②明褐色 口縁部は低い隆帯と凹線によって文様を描出。胴部には凹線が

深 鉢 部 ③雲母粒を多鼠に含む 垂下する。文様の単位は口縁部 2 単位、胴部 8 単位。縄文原体

は RLRの複節斜縄文。口径23 5。

3 口縁～胴 ①良好 ②暗褐色 口縁部は低い隆帯及び凹線によって文様を描出の後、縄文を施

深 鉢 部 ③石英を含む 文。胴部は棒状工具による沈線を垂下させ、縄文を交互に施す。

縄文原体は LRの単節斜縄文。口径 (45.0) 。

4 口縁～底 ①やや不良 ②鈍い黄橙色 口縁部は無文。凹線を巡らした下部に櫛歯状工具による条線を

浅 鉢 部 ③片岩を多鼠に含む 施す。口径（37.0) 。底径7.8。二次的に被熱して、外面が一部剥

落。縄文施文は一部を図化。

5 口縁部 ①良好 ②鈍い橙色 口径 (27.0) 。口縁部には半戟竹管状工具による刺突を施す。原

深 鉢 ～胴部％ ③雲母粒を多量に含む 体LRの単節斜縄文の後、棒状工具による沈線文で文様を描出。

残存 胴部文様は 8 単位。

6 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄褐色 口径（19.5) 。頸部下に橋状把手を施す。胴部は棒状工具による

壺 部½残存 ③石英を含む 沈線で渦巻文を描出。文様の単位は全て 6 単位。

7 胴部～底 ①良好 ②明黄褐色 底径7.2。凹線を垂下した後、 0 段多条の原体RLの単節斜縄文

深 鉢 部 ③片岩を含む を施す。内面が一部剥落。 42号住居と接合。

8 口縁部片 ①良好 ②暗褐色 口縁部は低い隆帯と浅い沈線によって文様を描出。地文は原体

深 鉢 ③片岩を少量含む RL の単節斜縄文。, 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 低い隆帯に沿って沈線。地文は原体L の無節斜縄文。

浅 鉢 ③礫を少星含む

10 口縁部片 ①やや不良 ②暗褐色 波状口縁。隆帯によって文様を描出ののち、原体LRの単節斜

深 鉢 ③砂を多鼠に含む 縄文を充填。

11 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による浅い沈線と刺突文を口縁部に巡らす。地文に櫛

深 鉢 ③雲母粒と片岩を多星含む 歯状工具による縦位の条線。

12 口縁部片 ①良好 ②暗褐色 ③雲母 ロ縁部に棒状工具による刺突文。浅い沈線による弧線文。地文

深 鉢 粒を多量に含む は原体RL の単節斜縄文。

13 胴部片 ①良好 ②灰黄色 棒状工具による浅い沈線ののち、原体LR の単節斜縄文を充填。

深 鉢 ③砂を多量に含む

14 口縁部片 ①良好 ②浅黄色 ③金雲 隆帯に沿って浅い沈線を施したのち、原体RLの単節斜縄文を

深 鉢 母粒を少、砂を多黛含む 充填。

15 胴部片 ①良好 ②浅黄色 低い隆帯に沿って浅い沈線。原体LRL の複節斜縄文。

深 鉢 ③石英を少星含む

16 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 原体RL の単節斜縄文。棒状工具による円形刺突と沈線文。

深 鉢 ③礫と砂を多量に含む

石 器

番号 種類 大きさ・重醤 形状•特徴等

2 住居址

（単位： cm)

備 考

加曽利 E3 式

42号住居と接合

加曽利 E3 式

埋甕 内外面に一部

炭化物付着

加曽利E3 式

縄文施文は一部を図

化

加曽利E3 式

42号住居と接合

加曽利 E 3 式

加曽利E3 式

42号住居と接合

加曽利 E 3 式

覆土

加曽利 E 3 式

二次的に被熱

加曽利E3 式

加曽利E3 式

加曽利E3 式

連弧文系土器か

加曽利E3 式

連弧文系土器

加曽利E3 式

覆土

加曽利E3 式

加曽利E3 式

加曽利E3 式

二次的に被熱

（単位： cm、g)

備 考

17 石鏃 長く 2.1〉幅 1 4 横長剥片を素材とする。無茎で基部の凹形が強い。先端を欠損 黒曜石

厚 0.6 重 1 3 する。

18 1 石鏃 I 長く 2.6〉幅 <1. 4> 無茎で基部の凹形が強い。縁辺に細かな調整が施される。返し I 黒曜石

厚 0.3 重 0.6 を欠損する。

白倉 A 区37号住居出土遺物（第16 • 17図、 PL 66) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②鈍い褐色 口径16.8。口唇部は沈線を巡らし、 4 単位の刺突文を施す。ロ

深 鉢 部 ③砂を多量に含む 縁～胴部は棒状工具による沈線文及び刺突を付した環状の添付

文を 5 単位施す。原体LR の単節斜縄文を施す。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い橙色 棒状工具による沈線で文様を描出し、わずかな円形隆帯の貼付

深 鉢 ③片岩を多盤に含む 及び刺突を付す。原体 LR の単節斜縄文を区画内に充填する。

3 胴部片 ①良好 ②暗赤褐色 棒状工具による沈線文ののち、原体LR の単節斜縄文を充填。

深 鉢 ③石英と砂を少量含む

4 胴部片 ①良好 ②明黄橙色 棒状工具による沈線文。

深 鉢 ③スコリア粒を多餓に含む

（単位： cm)

備 考

堀之内 l 式

炉体土器

称名寺 II ～堀之内 1

式

堀之内 1 式

覆土

堀之内 l 式
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III 縄文時代の遺構と遺物

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 I 器形 文様の特徴等

5 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 1 棒状工具による沈線文。
深 鉢 ③片岩と砂を多駄に含む

6 胴部片 ①良好 ②橙色 I 無文の浅鉢。
浅 鉢 ③スコリア粒を含む

石 器

番号 種類 大きさ・重屈 形状•特徴等

7 磨製石斧 長 12.3 幅 6.4 ほぼ全面に敲打痕。刃部には擦痕及び剥離痕が見受けられる。

厚 5 1 重 710 0 完形。

8 磨製石斧 長く 9 8〉幅 6 7 製作途中の欠損品か。縁辺を中心として敲打痕が見受けられる。

厚 3.5 重 390 0 未製品。, 凹み石 長 10.8 幅 8 6 自然面を多く残す。凹み穴Aが一面にのみ存在する。完形。

厚 6 1 重 930 0 

10 石棒 長 31.8 幅 4 9 全面に敲打痕が見受けられ、特に上面及び下面に集中する。完

厚 5.0 重 1400. 0 形。二次的に被熱。

白倉 A 区78号住居出土遺物（第19 • 20図、 PL 66) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴部片 ①良好 ②明褐色 原体RL の単節斜縄文を施したのち、半裁竹管状工具による沈

深 鉢 ③礫を含む 線で文様を描出。文様の単位は 4 単位。二次的に被熱。

2 胴部％残 ①良好 ②明褐色 0 段多条の原体LRの単節斜縄文を施す。内面が一部剥落。

深 鉢 存 ③片岩を少鼠含む

3 底部 ①良好 ②明黄褐色 底径5 6。半戟竹管状工具による平行沈線文が施される。

深 鉢 ③砂を多鼠に含む

4 胴部～底 ①良好 ②明黄褐色 底径(12 2) 。半裁竹管状工具による沈線文を施す。底部内面に

深 鉢 部％弱残 ③砂を含む 炭化物付着。

5 口縁部片 ①良好 ②褐色 原体RL の単節斜縄文を施したのち、半戟竹管状工具による平

深 鉢 ③砂を多旦に含む 行沈線。

6 胴部片 ①良好 ②褐色 半裁竹管状工具による平行沈線。二次的な被熱により図示した

深 鉢 ③砂を多鼠に含む 部分のみの提示となったが、本来は一周巡る状態で検出された。

石器

番号 種類 大きさ・重屈 形状•特徴等

7 訣状耳飾 長 3.2 幅 3.3 穿孔は両側よりなされている。磨いて仕上げを行っており、厚

厚 1.2 重 20 0 みがある断面カマボコ状を呈す。完形。

8 凹み石 長〈 9.8〉幅 8. 7 両面に磨面と凹み穴Aが見受けられる。縁辺に敲打痕は見受け

厚 5 7 重 675 0 られない。一部を欠損する。, 磨製石斧 長〈 9.1〉幅 く 6 6> 敲打痕が一部残存。基部を欠損する。

厚 3 5 重 285.0 

10 使用痕の 長 8 0 幅 5 0 縦長剥片を素材とする。両面に使用痕。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 1. 9 重 52.0 

1 1 使用痕の 長 7 3 幅 8.1 表面に使用痕。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 1 7 重 87.5 

12 加工痕の 長 7 2 幅 6.9 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 2.0 重 74.0 

13 加工痕の 長 2.2 幅 1. 9 縦長剥片を素材とする。表面に加工痕。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 0.5 重 1. 7 

白倉 A 区96号住居出土遺物（第22 • 23図、 PL 66) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部欠 ①良好 ②明黄褐色 底径5.8。頸部に竹管押捺を付した隆帯を巡らい胴部に 3 本垂

深 鉢 損 ③砂を含む 下する。円形刺突文及び沈線文が施され、文様の単位は 3 単位。

地文は原体LR の単節斜縄文。内面に炭化物付着。

2 口縁～胴 ①やや不良 ②黄褐色 口径(19.5) 。文様の単位は 2 単位か。棒状工具による円形刺突

深 鉢 部½欠損 ③黒雲母粒を多鼠に含む 及び沈線文ののち、原体 LRの単節斜縄文を充填。新住居床面

直上出土。

3 口縁～底 ①良好 ②明黄褐色 口径 (7.5) 。底径4.3。高さ 11 6。胴部に棒状工具による文様が

注口土器 部 ③礫と砂を多絨に含む 施される。文様の単位は 2 単位。口縁部％と注口部分及び注口

と対になる把手を欠損する。旧住居の床面にもぐり込むような

状況で出土。
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備考

堀之内 1 式

称名寺 II ～堀之内 l

式

（単位： cm、g)

備 考

珪質頁岩

変玄武岩

粗粒安山岩

緑色片岩

（単位： cm)

備 考

諸磯 C 式

炉体土器

諸磯 b （新）式

諸磯 C 式

諸磯 b （新）式

諸磯 b （新）式

諸磯 b （新）式

炉体土器

（単位： cm、g)

備 考

滑石

牛伏砂岩

蛇紋岩

二次的に被熱

硬質泥岩

硬質泥岩

硬質泥岩

黒曜石

（単位： cm)

備 考

堀之内 1 式

新住居の炉体土器

堀之内 1 式

内面炭化物付着

堀之内 l 式



2 住居址

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

4 底部 ①良好 ②黒褐色 底径7.2。無文。外面は縦方向の磨きが施される。

深 鉢 ③砂を含む

5 口縁～胴 ①良好 ②橙色 口縁に隆帯を巡らし、棒状工具による刺突を施す。胴部は同一

深 鉢 部片 ③石英を少量含む 工具による沈線文。旧住居の床面直上から出土。

6 口縁部片 ①良好 ②明黄褐色 棒状工具による沈線が口縁に巡る。

深 鉢 ③砂を含む

7 • 8 胴部片 ①良好 ②橙色 棒状工具による沈線文。 7 は配石遺構中より出土し、 8 は旧住

深 鉢 ③石英を少量含む 居の床面直上から出土している。

白倉 A 区97号住居出土遺物（第24 • 25図、 PL 67) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部％ ①良好 ②鈍い黄橙色 口径23.0。底径7.0。高さ 31 4。口縁部には一箇所環状の把手を

深 鉢 欠損 ③礫を含む 付す。胴部は棒状工具による沈線で 4 単位の文様を施文。胴上

半部が二次的に被熱。

2 口縁～胴 ①良好 ②鈍い褐色 口径 (17.0) 。口縁部には環状の把手を付し、円形の貼付文及び

深 鉢 部％残存 ③礫を少最含む 刺突、沈線が施される。胴部は沈線文が 4 単位施されると思わ

れる。

3 胴～底部 ①良好 ②鈍い黄橙色 底径17 8。無文。外面縦方向の磨きが施される。内面に炭化物

深 鉢 ③スコリア粒を含む 付着。

4 胴部％残 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線文。文様の単位は 4 単位。二次的に被熱。

深 鉢 存 ③石英を含む

5 口縁部片 ①やや不良 ②浅黄色 口縁部下に隆帯を巡らし、その上を押捺。

深 鉢 ③砂を多鼠に含む

6 口縁部％ ①良好 ②黒褐色 口径9.2。内外面共に無文。

蓋 か 残存 ③砂を多量に含む

7 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 棒状工具による沈線文。原体LRの単節斜縄文。

深 鉢 ③砂を多量に含む

8 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線が垂下する。

深 鉢 ③砂を多鼠に含む

白倉 A 区110号住居出土遺物（第28図、 PL 67) 

土器

番号 I:緑～］同 1 ：：：：~~：ご
深 鉢 1 部 ③片岩を含む

器形・文様の特徴等

口径41. 0。口縁は波状を呈し、波頂部には、背割り状の沈線及

び刺突を付した隆帯を貼付する。口縁～胴部は断面三角の隆帯

によって文様を描出ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。文

様の単位は 4 単位。

白倉 A 区 111号住居出土遺物（第27図、 PL 67) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③雲母粒を含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 半戟竹管状工具による平行沈線を巡らす。

深 鉢 ③砂を多量に含む

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 半戟竹管状工具による平行沈線文。二次的に被熱。

深 鉢 ③片岩を少贔含む

4 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 原体RLの単節斜縄文を施したのち、半戟竹管状工具による平

深 鉢 ③砂を多鼠に含む 行沈線。

5 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 半戟竹管状工具による平行沈線。

深 鉢 ③片岩を少輩含む

石 器

番号 I 種類 I 大きさ・重量 形状•特徴等

6 I 凹み石 I 長 14.4 幅 8 0 扁平な自然石を使用・片面にのみ凹み穴Aが見受けられる。完

厚 2.7 重 530.0 形。

7 I 石核 I 長 8.2 幅 7.6 内面に自然面が残る。完形。

厚 4.2 董 315.0 

備 考

堀之内 1 式

1 の下から出土

堀之内 1 式

7 • 8 と同一個体

堀之内 1 式

＠怠）層から出土

堀之内 l 式

5 と同一個体

（単位： cm)

備 考

称名寺 II 式

炉体土器

称名寺 II 式

炉体土器

称名寺 II 式

炉体土器

称名寺 II 式

炉体土器

称名寺 II 式

称名寺 II 式

二次的に被熱

称名寺 II 式

称名寺 II 式

（単位： cm)

備考

加曽利E式系

70号土坑覆土出土土

器と接合

（単位： cm)

備 考

諸磯 b （新）式

埋甕

諸磯 b （新）式

諸磯 b （新）式

覆土

諸磯 b （新）式

諸磯 b （新）式

覆土

（単位： cm、g)

備 考

変玄武岩

二次的に被熱

硬質泥岩

53 



III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区25号住居 P15 《38X38〉 X58cmである。

位
形
面
床

置
状
積
面

埋没土

い。

炉

柱

27~38他 写

長軸7.20m、短軸6.36mの隅丸五角形

39.44m' 方

ロームを最大64cm掘り込んで床面とする。

土層観察から自然に堆積した可能性が強

検出できなかった。

穴

l 《50X44〉 X73cm、

35》 X61cm、

真

位

P4 〈38X36〉 X42cm、

PL 10 • 68 

N-37ー -E 

15本検出できた。規模：《径〉 X 深さは、

P2 〈50X48》 X57cm、

p
 P3 <42X

P5 <40X30>X60

遺 物 縄文土器92点が出土した。内訳は黒浜式 2

点、諸磯 b （新）式45点、加曽利E3 式 3 点、加曽利

E4 式 1 点、称名寺 II 式 1 点、堀之内 1 式15点、堀

之内 2 式18点、時期不明 9 点である。 この中で77点

は一括して取り上げた。出土土器の接合関係はあま

り見られなかったが、 1 が広範な接合関係をもち、

cm、 P6 《36X28》 X33cm、 P7 《50X44》 X68cm、 p
 8 《36X36》 X77cm、 pg《32X32》 X33cm、 P10 <42X

北壁近くの床面近くから多く出土していることから

住居廃絶後の比較的早い段階の廃棄が想定できる。

また、 4 は25号住居から北東7.5mに位置する 66号土

坑出土土器と接合している（第173図参照）。また、①

層中から土師器 6 点が出土している。石器類は8,499

崎
42 》 X77cm、 Pll 〈40X32》 X45cm、 Pl2 <36X28>x

43cm、 Pl3 《42X42》 X27cm、 Pl4 《84X80》 X44cm、
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第29図 白倉B 区25号住居黒曜石出土状態
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点と多量に出土したが、この中で7,471点は一括して

取り上げた。また、出土石器類の99.3％にあたる 8,

435点は黒曜石の石器 (5 点）及びフレイクやチップ

で、他は図示した石器16点とチャートのフレイク l

点及び黒色泥岩のフレイク36点と礫11点である。黒

曜石のフレイク及びチップは住居内の東側に特に集

中する傾向が見受けられ（第29図参照）、住居外東側

●諸磯 b （新）式

△石器

0 称名寺・堀之内式

｀
ッ

℃
 

. 怠
〉

ぐ
11 

P

ｩ

 

ー6 召

2 住居址

からの廃棄もしくは流入を示唆するものと思われ

る。住居外の東側には後述する黒曜石集中地点が検

出されており、住居埋没土中の黒曜石とかかわるも

①暗褐色土②暗褐色土 炭化物を含む。③

暗茶褐色土④褐色土 炭化物を含む。⑤茶

褐色土⑥黄褐色土 ローム質の土壌。粘性

に富む。⑦褐色土 ロームプロックを含む。

O ｰ 

o@p4 

lJ @・ \ \ 均．8\、
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つ 13 4 66号土坑と接合
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第30図白倉B 区25号住居
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III 縄文時代の遺構と遺物

のと考えられる。 （遺物観察表： 110頁）

黒曜石集中地点 25号住居の東側で10cm程度の掘り

込みをもつ遺構が検出された。東側を古墳時代中期

の14号住居に切られ、西側で25号住居と重複し先後

関係は不明であるが出土状況から本遺構のほうが新

しいと思われる。この遺構から黒曜石のフレイクと

チップが88点出土した。他に堀之内 2 式土器の底部

と礫が各 1 点出土している。この遺構の底面と 25号

住居床面では最大68cmの比高がある。

重複縄文時代後期の108号土坑と弥生時代中期

の16号土坑に切られ、黒曜石集中地点と重複する。

備考諸磯b （新）式期の竪穴式住居と思われる。

〇堀之内 2 式

●黒曜石

△礫

祉
ー

—入． . . 
14号住居 . .. .... . .. .. 

.. .. . .... ... 

‘` 

108号土坑

、-------.. 
、---
ヽ
、

.. 

--.,.一

吋 吋
1) 

. 
, 
' ゚.. 
.;. .. . . 
；、... 

吋

吋
⑧暗褐色土

⑨褐色土

吋

25号住居

/ 

‘‘` -‘I 
`~ -̀--' 、ヽ

16号土坑

0 L = 184. 70 2 m 

第31図 白倉 B 区25号住居東側黒曜石集中地点
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2 住居址
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第32医 白倉B 区25号住居出土遺物（1)
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III 縄文時代の遺構と遺物

9 (ｽ') 

‘｀鼻

g
 

゜
2
 

[

1
2
:
1
3
ヘ
＇
恥

1
4
0

|
|
¥
_
|
 

ー
芦
こ

I 16 （却

こ

58 

0 10cm 2_0cm 5cm 

第33図 白倉B 区25号住居出土遺物(2)



2 住居址

18(ｽ) 

19 (ｽ) 

I I I 

15 (ｽ') 

17 (ｽ) 
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10cm 
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第34図 白倉B 区25号住居出土遺物(3)
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区26号住居

位置 24-33他 写真 PL10ｷ 11 ｷ68ｷ69 

調査に至る経過弥生時代後期の13号住居と耕作溝

2 本を調査した段階で、柄部の埋甕や敷石及びその

掘り方が壁面で確認できた。以上の所見から柄鏡形

（敷石）住居を想定して調査を進めたが、 26号住居

の確認面は13号住居確認面から 6~10cm下がった高

さであった。また、時期不明のピットに切られる。

形状主体部は隅丸方形で、柄部は隅丸長方形の

柄鏡形（敷石）住居。長軸6.48m、短軸3.88m。

面積 (16.7 4) 吋 方位 N-4°― E

床面 ロームを 3~10cm掘り込んで床面とする。

配石主体部においては、床の大半が配石面であ

る。しかし、後世における破壊によって石が検出さ

れなかった区域を除いても、南辺を除く 3 辺の壁下

から 30cm程度内側に入った部分と炉の南側には石を

配さない区域がある。配石は床面が平らになるよう

に、中央に結晶片岩を主体とした板状の石を敷き、

隙間を小礫で充填している。さらに、配石縁辺にお

いては約10~20cmの幅で帯状に小礫を巡らしてお

り、配石形状は五角形を呈す。板状の石と配石縁辺

の小礫が接する部分においては、柱穴に対応する部

分で石が抜けた状態になっており、柱と縁辺小礫と

の相関性を示唆している。主体部南寄りに炉があり、

炉の約40cm南側で石囲状遺構が検出された。

柄部の配石は、後世の破壊部分を除くと、連結部

近くに石を配さない区域があるが、他の部分は大半

が配石面であったと思われる。中央に板状の石を配

し、隙間を小礫で充填する手法は主体部の配石と似

るが、縁辺の配石が異なっている。側縁（東側）部

は細長い礫を南北方向を軸にして積み上げており、

主体部で認められた帯状の小礫や配石から壁までの

配石しない部分が認められず、側縁配石部分が柄部

の東壁となる。柄部の南縁においては南側にゆるや

かに立ち上がるように石が配されている。

炉耕作溝により北辺と西辺の石が検出されな

かったが、板状の配石面から 21cmの掘り込みをもち、

内側の一辺が (38)cm程度の方形を呈する石囲炉と思

60 

われる。南側の炉石は原位置を保っており内側にス

スが多量に付着し、熱による変色が著しい。東側の

炉石は溝掘削によって東側に傾いてしまったようで

ある。この炉石も熱による劣化が著しかった。炉の

掘り方は78X75cmのほぼ隅丸方形を呈し、炉の埋没

土下 6 cmが底面であるが中央に柱穴状の落ち込みが

検出されている。なお、溝による破壊は掘り方まで

は達してはいなかった。

柱穴 P10のみ住居中央（炉の北側）で検出され

たが、他の柱穴は住居主体部の周縁で見つかってい

る。柱穴の大きさは、配石空白地点の広さより大き

なことから、配石を行うまえに柱穴が掘られ、柱が

構築されていたと思われる。各柱穴の規模：《径》 X

深さは、 Pl 《32X30》 X28cm、 P2 《46X30〉 X43cm、

P3 《34X32〉 X29cm、 P4 《24X 18》 X36cm、 P5 《32

X28》 X43cm、 P6 《36X26》 X48cm、 P7 《40X32》

X47cm、 P8 《16X 14>x 10cm、pg〈46X39》 X40cm、

P10 <22X 22 〉 X26cmであった。p 1 と P2 は対にな

る柱穴と思われる。

石囲状遺構底面に板状の結晶片岩を 1 枚敷き、四

辺を同様の石材で方形に囲む遺構。内側の一辺は

17~20cmで石に被熱はない。上記の所見及び検出位

置から埋甕と同様の機能が想定される施設である。

埋甕柄部の先端で、口縁部と胴部を斜めに欠損

する両耳壷（1）が、南側へ斜位に埋設されていた。

掘り方住居床面から 10~20cm下で検出された。

主体部では南辺を除く三辺の周縁が掘り窪められ、

柄部では、 Pl と P2の南側が溝状に掘り窪んでいる。

遺物縄文土器120点が出土している。内訳は加曽

利 E 3 式 1 点、加曽利E4 式～加曽利E式系120点、

称名寺 I 式 9 点で、 83点は一括して取り上げた。出

土位置を記録して取り上げた土器の大半は小礫と同

様の使われ方をしており、配石の一部を構成する。

石器は図示したものが出土した。多くが配石に使用

されたものである。 （遺物観察表： llO~ll2頁）

重複調査に至る経過を参照。

備考埋甕及び埋没土出土土器の様相から、後期

初頭の柄鏡形（敷石）住居といえる。
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III 縄文時代の遺構と遺物
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色土埋甕の掘り方の土層。④褐色土埋甕

の掘り方の土層。炭化粒子を僅かに含む。堅

く締まる。⑤褐色土 埋甕の掘り方の土層。
ローム粒子を含む。⑥褐色土 埋甕の掘り方

の土層。ローム粒子を少し含む。⑦褐色土 炉

の埋没土。焼土粒子を僅かに含む。⑧褐色土

炉の埋没土。焼土粒子を多く含む。⑨褐色土
炉の埋没土。焼土粒子を少し含む。⑩褐色土
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土層。ローム質の土壌で焼土粒子や炭化粒子

を含まない。⑫暗褐色土 炉の掘り方の土層。

焼土粒子や炭化粒子を含まない。⑬褐色土 焼

土粒子と炭化粒子を僅かに含む。
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第36図白倉B 区26号住居(2)
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2 住居址
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第37図 白倉B 区26号住居埋甕・炉・石囲い状遺構
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III 縄文時代の遺構と遺物
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第38図 白倉B 区26号住居出土遺物（1)
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2 住居址
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III 縄文時代の遺構と遺物
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第40図 白倉B 区26号住居出土遺物(3)
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第41図 白倉B 区26号住居出土遺物(4)
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III 縄文時代の遺構と遺物
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第42図 白倉B 区26号住居出土遺物(5)
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白倉 B 区27号住居

位置 25-37他 写真 PL12 • 69 • 70 

形状長軸3.28m、短軸3.08mで、ほぽ円形の規

模の小さな竪穴式住居である。

面積 8.21m' 炉の方位 N-21° —E 

床面 ロームを最大27cm掘り込んで床面とする。

堅固で凹凸も認められ、壁は緩やかに立ち上がる。

埋没土 土層観察からは自然に堆積した状況が想定

される。

炉砂岩及び結晶片岩を方形に配置する石囲炉と

思われる。南辺の炉石に使用されたと思われる石器

(39) が炉内から出土している。炉の内側は長辺32cm、

短辺28cmで17cmの掘り込みをもつ。掘り方は長軸75

cm、短軸69cmの不正円形を呈し、炉の埋没土下 8 cm 

が底面である。

柱穴壁際で 6 本、やや内側で 4 本が検出されて

いる。壁際の柱穴は壁を掘り込むようにしており、

P3 とpgを除けば深く掘られていた。内側の柱穴

2 住居址

4 本はいずれも浅く掘られていた。規模：《径》 X 深

さは、 Pl 《28X24》 X30cm、 P2 《30 X28》 X92cm、

P3《42X28》 X28cm、 P4《26X26〉 X84cm、 P5《26X

20 》 X13cm、 P6《28X24〉 X16cm、 P7《34X20》 XlOO

cm、 P8 (36X28》 X80cm、pg (26X24 >X 18cm、 P

10 <16X 10>x 15cmである。

遺物縄文土器567点が出土し、 225点を一括して

取り上げた。内訳は、諸磯 (b) 新式 l 点、加曽利E

3 式565点、堀之内 2 式 1 点である。諸磯 (b) 新式 1

点と堀之内 2 式 1 点の出土位置を図中に示すことは

できなかったが、それぞれ床面から23cm、 35cm上で

出土した。接合資料はいずれも加曽利E3 式土器で、

a 、 b 、 e が口縁～胴部片、 C 、 d 、f ~ S と U~x

が胴部片、tが胴～底部片である。多くの土器片は

①層から②層上面にかけて出土しており、住居中央

から南東部にかけて分布している。また、住居の廃

絶時期を推定できる壁際の床面直上出土土器は見当

たらないが、比較的壁に近い床面直上土器として24
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第43図白倉B 区27号住居

①黒褐色土粒子やや粗く堅く締まる。②暗褐

色土粒子やや粗く堅く締まる。③褐色土 ロー

ム粒子を含む。④暗褐色土 炉の埋没土。ロー

ムプロックと炭化物及び焼土粒子を含む。⑤褐

色土 ローム粒子と暗褐色土を含む。炉の掘り

方の土層。
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III 縄文時代の遺構と遺物

がある。石器類は炉石も含め144点出土し、 20点を一

括して取り上げた。

土状況と大差ない。

土している。

これらの出土状況は土器片の出

また、石器は図示した12点が出

重
備
複
考

（遺物観察表： 112 • 113頁）

なし

出土土器の様相から加曽利E3 式期の竪穴

式住居に比定される。
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第44図 白倉 B 区27号住居炉と遺物出土状態
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2 住居址
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第45図 白倉B 区27号住居遺物接合図と出土遺物（1)
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2 住居址
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第49図 白倉B 区27号住居出土遺物(5)
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2
 
住 居 址

白倉 B 区42号住居 が存在したと思われるが検出できなかった。規模：

位
形
面
方

床

置
状
積
位

28-32他 写 真 P L13 • 71 

一辺(4.62) mの隅丸方形と推定される。

(21.34) m' と推定される。

住居主軸の方位はN-10°-Wで、埋甕の中

心と炉の中心を結ぶ方位はN-6°-E である。

面 南辺において、 ローム漸移層を最大12cm掘

り込んで床面とする。北辺においては、壁の立ち上

がりを検出できなかった。

〈径》 X 深さは、

く34〉》 x (102)cm、

36》 X69cm、

壁周溝

いて検出されている。最大幅は38cmで、深さは最大

27cmであった。

埋 甕

Pl <44X42 〉 X96cm、

P3 〈32X26》 X25cm、

P2 <42X

P4 <44X

P5 <42X38>X (106)cmであった。

床面が残存する部分においては、北辺を除

住居南辺の中央から若干西側において、 ロ

炉 全容は不明であるが、長軸66cmの楕円形を呈

する地床炉である。床面から24cmの掘り込みをもつ。

底面には明瞭な焼土面は認められなかった。

縁上部と胴下半部を欠損する加曽利 E3 式深鉢 (3)

が埋設されている。

遺 物 296点の縄文土器が出土し、 225点を一括し

柱 穴 6 本検出された。 P5 は11号住居掘り方調

査の際に検出された。 12号住居内にも本住居の柱穴

て取り上げた。この内 1 点は堀之内 2 式であったが、

他は加曽利E3 式である。住居中央から南側にかけ

て分布の中心があり、床面から 10cm程度上から多く

>
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埋没土層

①褐色土 ローム粒子を少しと焼

土粒子を僅かに含む。

②褐色土 ローム粒子を含む。

③暗褐色土 炭化粒子と粘土粒子

及び焼土粒子を僅かに含む。

④褐色土 ローム粒子と焼土粒子

を含む。

⑤淡褐色土灰色粘土を含む。

⑥暗褐色土炭化粒子を含む。

⑦褐色土 ローム粒子を含む。
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III 縄文時代の遺構と遺物

出土している。壁際で床面直上から出土している土

器は少なく 5 のみである。接合資料 a は加曽利 E3

式の深鉢胴部片である。また、土師器 3 点と須恵器

2 点が出土している。石器類は22点が出土し、 5 点

を一括して取り上げた。この内、石器は図示した 3

点しか出土していない。（遺物観察表： 113 • 114頁）

重複古墳時代後期の12号住居と平安時代の11号

住居に切られる。

備考埋甕及び出土土器の様相から加曽利E3 式

期の竪穴式住居といえる。

I
l
l
~

ヽ
―I

｀
ッ

--—`‘ 

吋. 
し

12号住居

]]号住居

O  ー

... 
。ま l3

4

・

ー゜

。。

3◎゜
0 0 

>
i——---

12号住居

ーーヽ

I
. / .. 

"/ ー
．
ゞ

11号住居

>

——` `̀  ̀

吋

_. ヽ

I
 

I
I
I
 ノ

I
I
I
I
 

9
9
9
9
,
 

' 

• No 1 

〇沌 4

ロ出 8

■ 接合資料 a
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2 住居址
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第53図 白倉B 区42号住居出土遺物（1)
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2
 
住 居 址

白倉 B 区43号住居 cm、 P6《28X22》 Xl8cm、 P7《20X 16〉 X8cm、 P8《20X

位
形
置
状

長軸4.36m、短軸 (4.32) mで、円形に近い

形状を呈する。

面
床
積
面

埋没土

ロームを最大12cm掘り込んで床面とする。

土層観察から自然に堆積した可能性が強

い。

炉 土器片 1 点と大小 9 個の砂岩と結晶片岩など

を、ほぼ方形に配置する石囲炉である。炉の内側は

長辺28cm、短辺24cmで20cmの掘り込みをもつ。炉石

は熱による劣化が著しい。

石の外側に埋設されており、炉石と同様の使われ方

がなされていた。掘り方は直径75cmの不正円形を呈

している。

柱 穴

27-32他

(15.04) m' 

9 本検出されたがいずれも浅く、配置にも

規格性を見いだせない。規模：《径》 X 深さは、

l 《24X22》 Xl5cm、 P2 <32X28>x 19cm、 P3 <34X

32 〉 X21cm、

写 真

炉の方位

また、

P4 《36X36》 X18cm、

P L13 • 71 

N-67° —E 

5 が西隅にある炉

p
 

P5 <32X28>X36

18》 X15cm、

遺

pg< 18X 14》 Xllcmである。

取り上げた。内訳は、勝坂 II 式 l 点、加曽利E3 式

396点、称名寺 II 式27点である。住居中央を中心に分

布している。

号住居出土土器との間で、同一個体の存在が 4 例確

認できた。

点の土器片が71号住居19 と接合している。

出土位置不明の 1 片が71号住居 4 と接合し、本住居

3 と 71号住居 8 が同一個体である。

された 5 は P6 北側出土の土器片と接合している。

石器類は炉石も含め40点が出土し、 10点を一括し

て取り上げた。石器は図示した 5 点が出土しており、

12 は炉の埋没土中からの出土である。

（遺物観察表： 114頁）

重
備

物

複
考

縄文土器424点が出土し、 346点を一括して

また、加曽利E3 式期に比定される 71

4 点の土器片と 71号住居 2 が接合し、 ー

さらに、

また、炉に使用

古墳時代後期の12号住居に切られる。

出土土器の様相から、加曽利E 3 式期の竪

穴式住居といえる。
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①黒褐色土粒子やや粗い。

②暗褐色土締まりが強い。

③褐色土締まりが強い。
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住 居 址
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第57図

羹拿
白倉B区43号住居出土遺物(2)

白倉 B 区49号住居

位
形
置
状

面
床
積
面

炉

28-33他

11. 70m' 

写 真

炉の方位

する。壁は緩やかに立ち上がる。

P L14 • 72 

長軸4.06m、短軸3.58mの不正円形を呈す

る。西側が極端に直線状になっているが、柱穴位置

や出土土器の平面分布から考えても不自然であるこ

とから、調査時に誤認した可能性がある。

N-3ｰ-E 

ローム漸移層を最大21cm掘り込んで床面と

砂岩及び結晶片岩を四辺に配置する方形の石

囲炉である。いずれの炉石も熱による劣化が著しい。

炉の内側は長辺26cm、短辺23cmで13cmの掘り込みを

もつ。掘り方は一辺53~64cmの隅丸長方形で埋没土

から 11cm下がった高さが底面である。

柱 穴 4 本検出された。 P2 を除くと、いずれの

柱穴も浅い。規模：〈径〉 X 深さは、

18cm、

遺 物

P2 〈37X34〉 X47cm、

P4 〈27X26〉 X26cmである。

Pl <48X36>X

P3 〈33X31〉 X21cm、

縄文土器115点が出土し、37点を一括して取

り上げた。その内訳は、黒浜式 1 点、加曽利E 3 式

109点、称名寺 I 式 4 点、堀之内 1 式 1 点である。平

面分布は炉を中心としており床面から 10cm以上離れ

て出土するものが多い。住居廃絶時期を推定できる

壁際の床面直上出土土器は見当たらないが、比較的

壁に近いものが 4 点出土している。

南西壁近くのものであるが加曽利E3 式である。

た、他の 3 点は北壁近くから出土しているが、加曽

利E3 式 2 点と堀之内 l 式 1 点であった。

土位置不明の土師器 5 点が出土している。

石器類は炉石も含め19点が出土し、

て取り上げた。石器は図示した 2 点以外に磨製石斧

1 点が床面直上から出土しているが紛失してしまっ

た。

が 4 点出土している。

重

係は不明である。

備

また、北壁近くの床面直上から、大形の自然石

複

考

その内 1 点は、

ま

また、出

2 点を一括し

（遺物観察表： 114 • 115頁）

時期不明の186号土坑と重複するが先後関

土器の出土状況から加曽利E3 式期の竪穴

式住居と推定される。
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第60図 白倉B 区49号住居出土遺物(2)

白倉 B 区71号住居

位
形

る。

面
床

り、壁は緩やかに立ち上がる。

埋没土

し）。

置
状

積
面

炉 長軸118cm、短軸50cmの不定形状を呈し、 16cm

の掘り込みをもつ地床炉である。

柱

cm、

る。

遺

穴

28-34他

長軸3.84m、短軸3.62mの不正円形を呈す

10.56m' 

ロームを最大30cm掘り込んで床面としてお

土層観察から自然に堆積した可能性が強

7 本が検出された。規模：

Pl <21X21》 X46cm、

33》 X55cm、

P2 、

物

P3 、

写 真

炉の方位

P L14ｷ15ｷ72ｷ73 

N-52ー -W 

《径》 x 深さは、

P2《54X22》 X22cm、

P4 《40X38》 X64cm、

P6 《50X42》 X76cm、

P3<52X

P5 <54X46>X49

P7 《24X24》 X20cmであ

P5 は重複の可能性がある。

縄文土器414点が出土し、 228点を一括して

取り上げた。内訳は加曽利E3 式407点、称名寺 II 式

5 点、堀之内 2 式 2 点である。住居中央を中心に分

布しており、①層からの出土が大半を占める。個体

別の接合関係も、多くが①層内でおさまるものが多

86 

い。 10点以上の破片が接合した 1 や 2 などの出土状

況は住居埋没過程のある段階を反映するかのような

出土位置であった。住居の廃絶時期を推定できる比

較的壁に近い床面直上土器は全て加曽利 E 3 式で

あった。なお、接合資料 a~ gはいずれも加曽利E

3 式深鉢の胴部である。

また、加曽利E3 式期に比定される 43号住居出土

土器との間で、同一個体の存在が 4 例確認できた。

本住居 2 、 4 、 19が43号住居出土土器と接合し、

らに、本住居 8 と 43号住居 3 が同一個体である。

の 4 例の接合個体は、各住居における出土状況が近

似することから、 43号住居と本住居が廃絶した後、

僅かな堆積土が形成された段階で廃棄された可能性

を示唆し、両方の住居廃絶時が近接する可能性が高

いといえよう。

石器類は68点が出土し、 31点を一括して取り上げ

た。石器は図示した 9 点が出土しており、多孔石 (28)

が接合している。

備 考

さ

こ

（遺物観察表： 115 • 116頁）

土器の出土状況から加曽利E3 式期の竪穴

式住居と推定される。柱穴及び炉の形状から 2 回の

居住が想定される。
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区74号住居

位
形
面
床

炉

柱

遺

置
状
積
面

穴

物

32-32他 写

長軸3.28m、短軸3.10mの円形を呈する。

(7.66)m' 方

真

位

PL 15 • 73 

不 明

ロームを最大34cm掘り込んで床面とする。

長軸48cm、短軸40cmで29cmの掘り込みをもつ。

3 本検出された。規模：《径》 X 深さは、

1 《33X32》 X23cm、

31 》 X27cmである。

192号土坑出土遺物と合わせて149点の縄文

土器が出土し140点を一括して取り上げた。内訳は称

名寺 II 式 4 点と他は加曽利 E4 式～称名寺 I 式の土

、
V

B 
一•

P2 《40X34》 X34cm、

p
 P3 <36X

器片で、大半が称名寺 I 式期と思われる。称名寺 II

式の 4 点は同一個体で器面の摩耗が著しかった。石

器類は 6 点が出土しているが、石器は多孔石 1 点の

みである。埋没土中における遺物の出土状況につい

ては不明な点が多いが、出土土器の様相から住居埋

没中のある段階に、称名寺 I 式期の土器片が廃棄さ

れた可能性が強いと思われる。

で土師器 l 点が出土した。

重 複

また床上35cmの高さ

（遺物観察表： 116頁）

平安時代の36号住居に切られる。また、 192

号土坑との重複関係は不明である。

備 考 称名寺 I 式期の竪穴式住居の可能性が強い

と思われる。

、
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浜
廿
肛
Z
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吋 吋

」L ．」

埋没土層

①暗茶褐色土 白色粒子と炭化粒子を含む。

②暗茶褐色土 白色粒子と炭化粒子を多く含

む。ロームプロックを少し含む。

゜ L =185. 10 2m 

/ 1 

が
パ
U
I

゜ 10cm 

第66図 白倉 B 区74号住居と出土遺物
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白倉 B 区86号住居

位置 37-50他 写真 P L16ｷ17ｷ73ｷ74 

形状長辺6.16m、短辺5.84mの隅丸方形を呈す

る。壁は緩やかに立ち上がり、北壁においては僅か

な段差が認められる。

面積 29.66吋 方位 N-25°-E

床面 ロームを最大78cm掘り込んで床面とする。

埋没土土層観察から自然に堆積した可能性が強

し％

炉検出できなかった。

柱穴 8 本検出できた。この内、 Pl·P2·P4·

P5については平面及び断面形状から重複の可能性

がある。規模：〈径〉 X 深さは、 Pl〈56X46〉 X44cm、

P2〈60X29〉 X30cm、 P3〈45X32〉 X38cm、 P4〈81X

80〉 X56cm、 P5 〈69X42〉 X39cm、 P6 〈34X28》 X50

2 住居址

cm、 P7 〈44X35〉 X48cm、 P8 〈36X31〉 X20cmであ

る。

埋甕住居中央から北に lmほど寄った位置で 2

個体の深鉢（1·2) が埋設されていた。 1 は胴上半部を

欠損し、 2 は胴部約3/4 しか残存していなかった。 2

の欠損部分は 1 が埋設されている側であることと、

土器型式の変遷から考えると、 2 が埋設された後に、

2 の一部を壊して 1 が埋設されたとも考えられる

が、調査時の土層観察から新旧関係を裏付けること

はできなかった。

遺物縄文土器333点が出土し291点を一括して取

り上げた。内訳は黒浜式75点、諸磯 a 式 9 点、諸磯

b （新）式199点、勝坂 II 式・阿玉台 II 式20点、勝坂式

終末期 2 点、後期前半28点である。この中で諸磯 b

（新）式土器については、浮線文系18点、平行沈線文

＊黒浜式 △石器類

〇諸磯 b （新）式沈線文系

■ 諸磯 b （新）式浮線文系
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第67図 白倉B 区86号住居遺物出土状態
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III 縄文時代の遺構と遺物

系41点、貼付文をもつ諸磯 b （新）式期終末期 8 点、 重複 11号溝に切られる。

無文及び縄文施文132点の内訳である。 備 考柱穴や埋甕の重複、さらに北壁の段差から

石器類は87点が出土し28点を一括して取り上げ 2 回の居住が行われた可能性が強い。いずれの居住

た。この内、石器は図示した16点が出土している。 も、埋甕及び出土土器の様相から諸磯 b （新）式期内

（遺物観察表： 116 • 117頁） に行われたものと思われる。

＊黒浜式 △石器類

〇諸磯 b （新）式沈線文系

•諸磯 b （新）式浮線文系
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P粒子を少し含む。②

暗褐色土 ①と②の漸

移層。炭化粒子を少し

含む。③暗褐色土粘

性の強いローム質の土

壌。ローム粒子を多く

含む。④黒褐色土ロ

ーム粒子をほとんど含

まない。粘性が強い。

⑤暗褐色土 ロームプ

ロックを多く含む。⑥

暗褐色土他山の白色

粘土を少し含む。粘性

強く堅く締まる。
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第68図白倉B 区86号住居
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第70図 白倉 B 区86号住居出土遺物(2)
96 



2
 
住居址

|
E
/

、
ロ寄.,......ぷ.• ̀ .... 

•• •. ·’9. •.. •. • : ·’.. •, •. •. • : ·’. •.. • 

:·.·.·.·.·.·.·.:•:·:•:·.· 
t ・・・．：． 9：哀祐：・．：:: 
,;•..... : • •...:: •・：．翌芯・：’．•9.. • : 

・・· •..、..... • • •. •.. • • • 
: ·•.. •. •・．· :森••:. •. •・：・．： ：・•.• : :l-
• •. • : •. •. • : ·‘．しな：・．：: : : •.•::: 
ｷ. •.. ̂ f • ·..『

P •. •. •. ·．芯差：··.•. • 
氾凌牙·:ｷ :ｷ:. ｷ ：：・ . 
······•·.·.·...」
・・・・・・．•．•. •. • 

1.. : :: ：筐·.:.. ｷ :. ｷ :. ｷ :: • 
• ｷ : ｷ : ｷ : • : ·•.. •. • • .. .. • •. •. •. •. • .·• 

ロ
_
[
•
謬
”□IC
J

1

"

:

5

¥

 

, 

20 

l

□
□〗
|
0

＇
，
＇
，
＇
，
＇
，
．
，
＇
．
，
＇
，
＇
，
＇
，
＇
．
．
賢
ふ
詞
店
図
，
．
，
＇
．
『
・
[
t
.

0
ぢ
：
．
＇
，
賓

4
し
ヽ
．
9

．

、
し
.. 

9
.,·• 

9

.

)

 

ｷ

ｷ

9

9

9

,

'

,

9

 

.

.

 

r
.
 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
,
、
q

□
”
曇
ふ

9•99999999999999999999,9

p 

99.,.,.,•99999.,•9999 
99.,•99999999999999 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

9

9

9

9

9

9

9

.

,

 

.
 

.

.
 3
.
 

、.. 

P
、

CJ 

24 

＼1\兄·/] ]!「疇lI 

□ ¥ 
D 

゜ 10cm 

第71図 白倉B 区86号住居出土遺物(3)

97 



III 縄文時代の遺構と遺物

) % 
ヽ
~6

 
2
 

1
-g5
|J
ー
ロ

ロ
28 (ｽ) ー・' ””'..一〔

27 (ｽ) 
- .  ¥ 
ヽ｀ノ

ミ

第72図

白倉 B 区87号住居

位
形
面
床

置
状
積
面

36-47他

最大軸長4.20mで不正円形を呈する。

不

凸が激しい。

埋没土

炉

明

写

方

真

位 不

PL 17 • 75 

明

ロームを最大 9 cm掘り込んで床面とし、凹

僅かにしか検出できなかった。

石囲炉であったと思われるが、後世の破壊が

著しく、かろうじて 2 辺が検出されている。

98 

柱

遺

25》 Xl4cm、

cmである。

物

゜ 10cm 
20cm 

白倉B 区86号住居出土遺物（4)

穴 5 本検出できた。規模：《径》 X 深さは、

1 《32X30》 Xl2cm、 P2 《34X32》 X33cm、

P4 《30X26〉 X34cm、

p
 P3 <27X

P5 <35X32>X23

縄文土器184点が出土し、 169点を一括して

取り上げた。内訳は、黒浜式 l 点、阿玉台 II 式 1 点、

勝坂 II 式 2 点、加曽利 E 3 式171点、加曽利 E 4 式 2

点、称名寺 II 式 7 点である。出土位置の確定できる

土器片は全て加曽利E3 式で、壁際近くの床面直上



2 住居址

の遺物 (6) も同期である。また、羽釜を含む土師器が 述する柄鏡形を呈する加曽利 E 4 式期の89号住居

4 点出土している。石器類は炉石も含め10点出土し と、炉しか検出できなかった加曽利E4 式期の88号

ているが、石器は図示した 3 点のみであった。 住居に極めて近接した位置にある。

（遺物観察表： 117 • 118頁） 備考加曽利E3 式期の竪穴式住居である可能性

重複平安時代の81号住居に切られる。また、後 が強い。

゜

こ
ロ0

5

|
]
 

妥

ヽヽ

81号住居

ユL. .K  

0 L=l85.60 

3
 

/ 

乙

1
-
.
釦

Sデ
ー

｛
り
つ
こ

→
曽
咋
、
桑
ゞ

9

雪

\ 

こ。 10cm 

第73図 白倉B 区87号住居と出土遺物(1)
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III 縄文時代の遺構と遺物

゜ 10cm 

第74図 白倉B 区87号住居出土遺物(2)

白倉 B 区88号住居

位 置 35-49他

調査経過

写 真 PL 17 • 75 

炉が検出できたので精査したところ、炉

の周辺においては床面が確認できたが他の施設につ

いては後世の破壊の影響もあり検出できなかった。

炉 南北方向に結晶片岩を一つ配置し、他の部分に

同一個体の土器(1と 5) を打ち欠いて 2 重に埋設し

ている。土器と南北方向の炉石が接する南東部分で

は棒状の結晶片岩を設置している。掘り方は長辺86

cm、短辺83cmの隅丸方形で18cmの掘り込みをもつ。

遺 物 炉に使用された土器は同一個体で加曽利E

4 式である。炉の埋没土上面からは13点の加曽利 E

4 式土器と土師器 1 点が出土している。

から勝坂式終末期 2 点、加曽利 E 3 式 2 点、加曽利

E4 式～加曽利E 式系84点、称名寺 II 式 l 点が出土

しているが、一括して取り上げた。周辺から打製石

斧 1 点が出土している。 （遺物観察表： 118頁）

重 複

また、周辺

古墳時代の69号住居に切られる。 また、 7
 

号溝及び耕作溝によって破壊される。炉を中心に直

径 4mの住居を想定した場合には、前述した加曽利

E 3 式期の可能性が強い87号住居との距離は40cm、

後述する加曽利 E4 式期の89号住居との距離は90cm

となり、極めて近接する。
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吋
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、
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7 号溝

B . 

69号住居

第75図
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゜ L=185.40 lm 

埋没土層

①暗褐色土 焼土粒子とローム粒子を少し含

む。堅く締まる。

②褐色土 ローム質土壌中に暗褐色土と焼土

粒子を少し含む。

白倉 B 区88号住居

備 考 加曽利 E4 式期の住居。
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第76図 白倉B 区88号住居出土遺物（1)
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/ 

゜ 10cm 
20cm 

第77図 白倉B 区88号住居出土遺物(2)

白倉 B 区89号住居

位置 36-48他 写真 P L18ｷ19ｷ75ｷ76 

調査に至る経過本遺構を切る古墳時代後期の69号

住居、平安時代の81号住居、 7 号溝を調査した段階

で配石面や礫が散在することが確認でき柄鏡形（敷

石）住居の存在を想定して調査をすすめた。

形状等柄鏡形を呈すると思われるが、主体部の形

状は不明である。柄部は配石や柱穴位置などから 140

cmの幅をもち 2m以上の長さがあったと思われる。

炉は長軸68cm、短軸40cmで22cmの掘り込みをもつ地

床炉である。なお、方位はN-57°-Wである。

配石主体部において、 33点の結晶片岩を主体と

した小礫が床面に相当すると思われる面から検出さ

れている。小礫は主体部の内側に散在しており、明

瞭な床面が検出されなかったことなどから後世の破

壊が及んだ結果として、礫が散在したのではないか

と考えられる。柄部は前後が破壊されてはいるが、

19点の礫を用いて配石がなされる。残存部では内側

に結晶片岩を主体とする板状の石を敷き、隙間や縁

辺に小礫を配する状況が検出できた。

柱穴 10本検出された。規模：〈径》 x 深さは、 P

l 〈43X37》 X59cm、 P2 〈32X32》 X26cm、 P3 《37X

102 

36》 X30cm、 P4〈51X42〉 X30cm、 P5〈 (44) X (42)>X

29cm、 P6 〈36X22〉 X22cm、 P7 《 (48) X 43〉 X42cm、

P8 <(54) X 32 》 X28cm、pg〈45 X 36 〉 X28cm 、 P

10〈38X32〉 X22cmである。この内、 P5 と P8 、 P

9 と PlOはそれぞれ柱穴間に埋甕が検出されてお

り、対になる柱穴と思われる。

埋甕連結部で 1 基検出され、 4 の内側に 3 が入

子状になっていた。柄部では 2 基検出された。配石

の調査時において、その隙間から 2 が確認できてい

たが、配石下の調査時に 1 が検出できた。 1 と 2 の

新旧関係は、それぞれ掘り方をもち、さらに 1 の 2

に接する側の残存状況が悪いことを考え合わせると

1 が埋設された後に 2 が埋設された可能性が強い。

遺物埋甕も含め82点の縄文土器が出土し、 42点

を一括して取り上げた。諸磯 b （新）式と堀之内 1 式

各 1 点以外は全て加曽利E 4 式であるが一部に加曽

利 E式系に下るものも存在するかもしれない。石器

は図示した 2 点以外に柄部配石内から多孔石 1 点が

出土している。 （遺物観察表： 118 • 119頁）

重複調査に至る経過を参照。

備考加曽利E4 式期の柄鏡形（敷石）住居の可

能性が強い。
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炉の埋没土。炭化粒子と焼土粒子を少し含む。堅く締まる。

炉の埋没土。ロームプロックを主体として Y.P粒子を少し含む。堅く締まる。

埋甕（3）の内の土層。白色粒子を多く含み堅く締まる。

埋甕（3) と埋甕（4）の間の土層。ロームプロックを主体とする。

埋甕（ 3 と 4) の掘り方の土層。白色粒子を多く含み堅く締まる。

`
G
 

u| 吋
゜ L =185.60 1 m 

第78図 白倉B 区89号住居
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⑥暗褐色土 pgの埋没土。堅く締まる。⑦黄褐色土 P 

10の埋没土。ローム質土壌。⑧黄褐色土 PlOの埋没土。

ロームブロックを主体とする。⑨暗褐色土 埋甕（2）の埋

没土。白色粒子を多く含み堅く締まる。⑩暗褐色土 埋

甕 (2) の埋没土。⑨附に似るが色調が暗い。⑪暗褐色土 埋

甕 (2) の掘り方の土陪。白色粒子を多く含み堅く締まる。

゜ L=185.60 lm 

恕

埋甕

20cm 
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第79図 白倉 B 区89号住居と出土遺物（1)
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第80図 白倉B 区89号住居出土遺物(2)
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区91号住居

位置 29-47他 写真 PL19 • 96 

調査に至る経過 表土を除去し遺構確認をした段階

で、炉および炉体土器が検出された。床面及び壁を

検出することはできなかったが、炉をほぽ環状に囲

むように柱穴が検出できた。

形状不明ではあるが、柱穴位置から円形を呈し

ていた可能性が強い。

炉長辺28cm、短辺22cmの隅丸方形の形状をもち

18cmの掘り込みをもつ。掘り込み内部に 1 が埋設さ

れ、その南側に 2 が埋設してある。

柱穴 8 本検出された。規模：〈径〉 X深さは、 P

l 〈28X26〉 X28cm、 P2 〈30X30〉 X35cm、 P3 〈28X

25〉 X30cm、 P4 〈36X32〉 X35cm、 P5 〈32X28〉 X20

cm、 P6 〈24X23〉 Xl9cm、 P7 〈31 X27〉 X30cm、 P

8 〈34X32〉 X26cmである。

遺物 図示した土器以外に称名寺 II式の土器片 8

点が出土したが一括して取り上げた。なお、石器類

は出土していない。 （遺物観察表： 119頁）

備考称名寺II式の竪穴式住居であろう。
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吋

埋没土層

①黒褐色土炉の埋没土。灰層

と思われる土層。炭化粒子を

多く焼土粒子を少し含む。粘

性と締まりは共に弱い。

②赤褐色土炉の埋没土。焼土

を主体としてロームプロック

を少し含む。

L=l84.30 2m 

'!) 
り、

゜ 10cm 

第81図 白倉B 区91号住居と出土遺物
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住 居 址

白倉 B 区93号住居 埋没土 僅かに確認できた。

位
形
置
状

面
床
積
面

38-58他

地形が北東に傾斜する場所に立地するた

め、南側及び西側に位置する壁の一部しか検出でき

なかった。

分布から、隅丸長方形を呈すると思われる。

不

しかしながら、残存部の状況及び遺物の

明

写

方

真

位

P L19 • 76 

N-7'-W 

ロームを最大 3 cm掘り込んで床面とする図

示した部分しか確認できなかったが、確認できた部

分では堅く締まっていた。

炉 検出できず、焼土及び炭化粒子の分布も確認

できなかった。

柱

1〈40X27〉 X55cm、

26 〉 Xl6cm、

遺

穴

物

4 本検出できた。規模：《径》 x深さは、

P2<35X29>x (32)cm、

p
 P3<28X

P4 <28X27>x (34)cmである。

縄文土器221点が出土し、 168点を一括して

取り上げた。内訳は、勝坂 II 式と堀之内 l 式各 l 点

を除けば全て黒浜式であった。 また、黒浜式とした

土器の内 4 点は比較的幅広の爪形文がみられ、菱形
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第82図 白倉B 区93号住居
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III 縄文時代の遺構と遺物

文は確認できなかったが有尾式系かもしれない。接

合資料 a~d はいずれも縄文施文のみの黒浜式土器

の胴部片である。

石器類は92点が出土し、 16点を一括して取り上げ

た。図示した石器 9 点以外には、黒曜石のフレイク

4 点、チャートのフレイク 1 点、硬質泥岩を主体と

するフレイク 19点と結晶片岩の礫が出土している。

重
備
複
考

（遺物観察表： 119 • 120頁）

なし

炉が検出されなかったことが気になるが、

黒浜式期の竪穴式住居と思われる。
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白倉B 区93号住居出土遺物（1)
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第84図 白倉B 区93号住居出土遺物(2)
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区25号住居出土遺物（第32~34図、 PL 68) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等
1 口縁～胴 ①良好 ②黒褐色 口径29.0。 4 単位の波状口縁を呈する。原体RL の単節斜縄文

深 鉢 部 ③砂を含む を施したのち、半戟竹管状工具による平行沈線文。 1 対の補修

孔が残存。口辱部が強く内彎する。

2 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 薄い浮線を巡らしたのち、原体RLの単節斜縄文及び隆帯の一
深 鉢 ③礫を少量含む 部に箆状工具による刻みを施す。

3 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 原体RLの単節斜縄文を施したのち、半餃竹管状工具による平
深 鉢 ③礫を少量含む 行沈線。

4 胴部片 ①やや不良 ②鈍い黄褐色 原体RLの単節斜縄文を施したのち、矢羽根状の刻みを付した
深 鉢 ③片岩を含む 薄い浮線文を施す。浮線間には刺突が施される。

5 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 原体RLの単節斜縄文を施したのち、半裁竹管状工具による平
深 鉢 ③礫を少星含む 行沈線。

6 胴部片 ①良好 ②暗灰黄色 胴部に薄い隆帯を巡らせたのち、原体RLの単節斜縄文及び隆
深 鉢 ③片岩を多菰に含む 帯の一部に箆状工具による刻みを施す。

石器

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等
7 石鏃 長く1. 7〉幅 1 4 無茎で基部の凹形が強い。先端を欠損する。

厚 0.3 重 0.6 

8 石鏃 長 2.2 幅 1 6 無茎で凹基。横長剥片を素材とする。未製品。
厚 0.5 重 1.3 , 石鏃 長 2.2 幅 1.5 有茎だが、茎部が極端に短い。完形。

厚 0.2 重 0 7 

10 石匙 長 1.5 幅 く 2 1> 剥片形状不明。小形で体部が三角形状を呈す。一部を欠損する。
厚 0.4 重 1. 9 ミニチュアか。

11 加工痕の 長 8.7 幅 7 4 素材は円礫か。両面に加工痕。完形。
ある石器 厚 3.0 重 236 0 

12 打製石斧 長く 7.8〉幅 4.9 短冊形を呈する。刃部が凸刃状。基部を欠損する。

厚 1.9 重 86.0 

13 使用痕の 長 2.9 輻 1. 7 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。
ある石器 厚 0.4 重 1.9 

14 加工痕の 長く 2.6〉幅 2.1 横長剥片を素材とする。両面に丁寧な調整が施される。一部を
ある石器 厚 0.5 重 2.0 欠損する。

15 加工痕の 長く1. 6〉幅 2.3 両面に丁寧な調整が施される。一部を欠損する。
ある石器 厚 0.5 重 1.5 

16 加工痕の 長 4.8 幅 5.6 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。
ある石器 厚 1. 2 重 31.0 

17 打製石斧 長く 7.2〉幅 7.2 短冊形か。基部を欠損する。
厚 2.1 重 131.0 

18 磨石 長 12 0 幅 く 6.1 〉 両面に磨面。縁辺に敲打痕。二次的に被熱。一部を欠損する。
厚 5 8 重 577.0 

19 石核 長 13. 7 幅 13.6 片面にのみ自然面が残る。完形。

厚 6 1 重 798.0 

20 多孔石 長 45.5 幅 16.6 両面に凹み穴B が合計55個穿たれる。完形。

厚 10 0 重 12400.0 

21 多孔石 長 25 6 幅 22.0 凹み穴B を片面に穿つ。完形。

厚 11.4 重 5740. 0 

白倉 B 区26号住居出土遺物（第38~42図、 PL 68 • 69) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等
1 胴～底部 ①良好 ②赤褐色 底径9.3。棒状工具による沈線で文様を描出する。文様の単位は

両耳壺 ③礫を含む 2 単位か。 1 つ残存する橋状の把手は斜位に貼付される。原体

LR の単節斜縄文を施す。二次的に被熱。
2 口縁～胴 ①良好 ②暗褐色 口径（14 0) 。棒状工具による沈線及び刺突文で文様を描出する。

深 鉢 部 ③片岩を含む 部分的に鎖状の隆帯を貼付する。原体 LR の単節斜縄文を施す。
3 口縁部片 ①良好 ②橙色 口縁上部に半賊竹管状工具による刺突。棒状工具による沈線文

深 鉢 ③砂を多植に含む ののち、原体RL の単節斜縄文を施す。
4 口縁部片 ①良好 ②灰黄褐色 波状口縁。口縁部に徴隆起を 2 条巡らし、隆起間を棒状工具に

深 鉢 ③混入物があまりなし より 2 列の刺突を施す。
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（単位： cm)

備 考

諸磯 b （新）式

外面炭化物付着

諸磯 b （新）式

諸磯 b （新）式

諸磯 b （新）式

66号土坑と接合

諸磯 b （新）式

覆土

諸磯 b （新）式

覆土

（単位： cm、g)

備 考

チャート

黒曜石

p 9 覆土
黒曜石

P10覆土

黒曜石

硬質泥岩

硬質泥岩

黒曜石

P6 覆土

黒曜石

黒曜石

珪質頁岩

珪質頁岩

デイサイト

硬質泥岩

雲母石英片岩

牛伏砂岩

（単位： cm)

備 考

加曽利 E式系

埋甕

称名寺 1 式

加曽利E4 式

覆土

加曽利E式系



2 住居址

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等 備 考

5 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 徴隆起により文様を描出。外面に炭化物付着。 加曽利 E4 式～加曽

深 鉢 ③片岩を多羹に含む 利 E 式系

6 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 棒状工具による沈線ののち、原体LRの単節斜縄文を充填。 加曽利 E4 式

深 鉢 ③片岩を少贔含む 覆土

7 胴部片 ①良好 ②淡黄色 縦位の無文部分を挟んで、原体RL の単節斜縄文を縦方向に施 加曽利 E 4 式～加曽

深 鉢 ③片岩を少量含む 文。 利 E式系

8 胴部片 ①良好 ②橙色 ③黒雲母 棒状工具により沈線を垂下させたのち、原体RL の単節斜縄文 加曽利 E 4 式

深 鉢 粒を多盤に含む を充填。, 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 ③ 原体LRの単節斜縄文を施す。 加曽利 E4 式～加曽

深 鉢 石英を少最含む 利E式系

石器 （単位： cm、g)

番号 種類 大きさ・頂最 形状•特徴等 備 考

10 打製石斧 長 10.4 幅 5 2 短冊形を呈するが刃部が凸刃で側縁が内側に彎曲する。完形。 細粒安山岩

厚 1. 7 重 89.0 

11 打製石斧 長く 4 0〉幅 3 5 短冊形か。刃部を欠損する。 ホルンフェルス

厚 1 2 重 22.0 

12 打製石斧 長く10.9〉幅 6.3 横長剥片を素材とする。基部を欠損する。 緑色片岩

厚 3.0 重 270.0 

13 磨製石斧 長 9.2 幅 6.0 縁辺に敲打痕が見受けられる。打製石斧としても利用された可 変玄武岩

厚 2.3 重 165.0 能性もある。未製品。

14 打製石斧 長く 5.6〉幅 5.2 横長剥片を素材とする。揆形か。基部を欠損する。 細粒安山岩

厚 1.8 重 54.0 

15 加工痕の 長 18.1 幅 9.3 縁辺を中心に細かな剥離痕が見受けられるが、刃部を形成して 雲母石英片岩

ある石器 厚 1.4 菫 345.0 いない。下面に敲打痕が見受けられる。完形。

16 使用痕の 長 7.6 幅 4.5 縦長剥片を素材とする。裏面に使用痕。スクレイパーか。完形。 硬質泥岩

ある石器 厚 1.5 重 49.0 

17 加工痕の 長 3.7 輻 4.9 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。 硬質泥岩

ある石器 厚 0.8 重 18.0 二次的に被熱

18 磨製石斧 長 9.6 幅 4.4 基部を欠損した磨製石斧に再度敲打を加えている。完形。 変輝緑岩

厚 3.0 重 235.0 

19 磨石 長 6 5 幅 5 6 片面に磨面。磨面以外は敲打痕。完形。 粗粒安山岩

厚 5 4 重 270 0 二次的に被熱

20 凹み石 長 12.1 幅 6 7 片面に 2 つの凹み穴Aが見受けられる。両面が磨面。完形。 流紋岩

厚 3.3 重 410.0 二次的に被熱

21 磨石 長 11. 3 幅 く 8.2〉 両面が磨面。縁辺に敲打痕。一部を欠損する。 粗粒安山岩

厚 2.9 重 470.0 

22 磨石 長 9.0 幅 く 8.3〉 両面に磨面。縁辺に敲打痕が見受けられる。一部を欠損する。 粗粒安山岩

厚 4 2 重 385 0 二次的に被熱

23 磨石 長 12 0 幅 9 2 片面に磨面。縁辺に敲打痕。一部を欠損する。 粗粒安山岩

厚 5.0 重 730.0 

24 凹み石 長く 5 6〉幅 く 9 0> 凹み穴Aが両面に見受けられる。磨面以外は敲打痕。 デイサイト

厚 5.2 重 325.0 二次的に被熱

25 磨石 長 5.6 幅 < 3.8 > 両面が磨面。約½を欠損する。 デイサイト

厚 3.5 重 80.0 二次的に被熱

26 磨石 長く 6.5〉幅 < 4.4 > 両面に磨面。縁辺に敲打痕は見受けられない。約％残存。 粗粒安山岩

厚 2.9 重 100.0 覆土

27 凹み石 長 8.0 幅 7.3 両面に磨面を有し、片面に凹み穴Aが見受けられる。縁辺に敲 変玄武岩

厚 3.7 重 395.0 打痕。完形。

28 多孔石 長 34 4 幅 28.2 両面に凹み穴B が見受けられる。完形。 牛伏砂岩

厚 11.3 重 9965.0 

29 多孔石 長く35 2〉幅 く20 5> 両面に凹み穴B が見受けられる。一部を欠損する。 牛伏砂岩

厚 8 3 菫 6450 0 二次的に被熱

30 多孔石 長 36 9 幅 25. 4 両面に凹み穴 B と粗い敲打痕が見受けられる。裏面にニケ所集 デイサイト

厚 15.4 重 20100.0 中する敲打面が認められる。完形。台石としても使用した可能

性がある。

31 多孔石 長 52.8 幅 42 0 片面に比較的浅い凹み穴B が見受けられる。完形。 流紋岩質凝灰岩

厚 7.5 重 5810. 0 

32 多孔石 長 11 5 幅 9.5 凹み穴B を片面にのみ穿つ。完形。 牛伏砂岩

厚 5.0 重 705.0 二次的に被熱
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III 縄文時代の遺構と遺物

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

33 凹み石 長 10.5 幅 9.4 凹み穴Aが見受けられる。一部を欠損する。

厚 3.6 重 320.0 

34 多孔石 長〈13.2〉幅 <11.6> 凹み穴B が 2 個見受けられる。大部分を欠損する。

厚 3.6 重 530.0 

35 多孔石 長く17. 4〉幅 15.4 全面に敲打痕。両面に凹み穴B が 4 個穿たれる。大部分を欠損

厚 11.4 重 4400. 0 する。

36 多孔石 長く28.6〉幅 10.5 両面に凹み穴 B が見受けられる。欠損する。

厚 6.7 重 2900. 0 

白倉 B 区27号住居出土遺物（第45~50図、 PL 69 • 70) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部½ ①良好 ②鈍い黄橙色 口径 (27.0) 。底径7.5。高さ 26 5。口縁部は無文。胴部は低い隆

両耳壺 胴部％欠 ③砂粒を多く含む 帯による楕円区画を施し、把手 (1 つ欠損）を貼付する。棒状工

損 具による逆U字状及び蕨手状の懸垂文ののち、原体RL の単節

斜縄文を充項する。

2 口縁～胴 ①良好 ②黄褐色 口径（32 0) 。口縁部には 4 単位の把手を付す。口縁部は凹線と

深 鉢 部％残存 ③片岩を含む 低い隆帯によって 4 単位の文様を施す。胴部は凹線で 5 単位の

文様を施す。原体RL の単節斜縄文。

3 口縁～胴 ①良好 ②褐色 口径 (42.0) 。口縁部は 4 単位で低い隆帯と凹線によって文様を

深 鉢 部％残存 ③片岩を含む 描出する。胴部は棒状工具による沈線が垂下。原体は 0 段多条

の原体RL の単節斜縄文。

4 口縁部X ①良好 ②明褐色 口径 (23.0) 。口縁に舌状の突起が付く。口縁部は凹線で楕円区

深 鉢 残存 ③片岩を含む 画文。原体RLの単節斜縄文を充填する。口縁部文様は 4 単位

か。胴部には蕨手状の沈線が垂下する。

5 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 波状口縁。低い隆帯と幅広の沈線で文様を描出ののち、原体R

深 鉢 ③片岩を少籠含む L の単節斜縄文を充填する。

6 口縁部片 ①良好 ②暗赤褐色 幅広の浅い沈線で文様を描出したのち、原体RL の単節斜縄文

浅鉢か ③片岩を少最含む を充填。

7 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 波状口縁。低い隆帯と浅い沈線による文様を描出ののち、原体

深 鉢 ③砂を多鼠に含む RLR の複節斜縄文を充填。

8 口縁部片 ①良好 ②黄灰色 外面は断面カマボコ状の隆帯と棒状工県により文様を描出し、

深 鉢 ③砂を多乱に含む 原体RL の単節斜縄文を充填。内面は浅い凹線により文様を描

出。, 口縁部片 ①良好 ②黄褐色 4 単位の波状口縁。口縁部文様は凹線によって 4 単位施される。

深 鉢 ③片岩を含む 縄文原体は RL の単節斜縄文。 0 段多条か。

10 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 隆帯と幅広の凹線で文様を描出ののち、原体RL の単節斜縄文

深 鉢 ③片岩を少量含む を施す。

11 口縁部片 ①良好 ②灰黄色 ③スコ 波状口縁。隆帯と凹線により文様を描出ののち、原体RL の単

深 鉢 リア粒を多籠に含む 節斜縄文を施す。

12 口縁部片 ①良好 ②鈍い橙色 低い隆帯と凹線によって文様を描出。区画内には原体RL の単

両耳壺 ③礫を少鼠含む 節斜縄文を施す。外面が摩耗している。

13 把手部 ①良好 ②鈍い橙色 把手上面は凹線によって文様を描出。

両耳壺 ③礫を少鼠含む

14 口縁～胴 ①良好 ②褐色 ③砂を含 口縁部は低い隆帯と凹線によって文様を描出。胴部は棒状工具

深 鉢 部片 む による沈線が垂下。 0 段多条の RL単節斜縄文を施す。

15 口縁～胴 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 口縁直下に押捺及び沈線が巡る。 0 段多条の原体RL の単節斜

深 鉢 部片 粒を少量含む 縄文を施したのち沈線文。

16 胴～底部 ①良好 ②明褐色 ③片岩 底径9.8。棒状工具による沈線を垂下し、原体LL の縄文を施す。

深 鉢 を多星に含む 胴部文様は12単位。縄文施文は一部を図化。

17 胴～底部 ①良好 ②明赤褐色 底径(10 0) 。棒状工具による沈線が垂下。原体RL の単節斜縄

深 鉢 ③片岩を含む 文を施す。文様の単位は不明。

18 胴～底部 ①良好 ②鈍い赤褐色 底径(10 2) 。棒状工具による沈線が垂下。原体LR の単節斜縄

深 鉢 ％残存 ③片岩を含む 文を施す。

19 胴～底部 ①良好 ②明褐色 底径8.0。棒状工具による沈線が垂下。原体RL の単節斜縄文を

深 鉢 ③礫を少獄含む 施す。胴部文様は 8 単位。縄文施文は一部を図化。

20 胴～底部 ①良好 ②明褐色 ③雲母 底径7.0。棒状工具による沈線を垂下させ、原体RL の単節斜縄

深 鉢 粒を多絨に含む 文を施す。文様の単位は 6 単位。縄文施文は一部を図化。

21 胴～底部 ①良好 ②明黄褐色 底径7.0。棒状工具による沈線が垂下。原体LRの単節斜縄文を

深 鉢 ③石英を含む 施す。胴部文様は 6 単位。外面が被熱により剥落している。
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備 考

牛伏砂岩

デイサイト

二次的に被熱

デイサイト

二次的に被熱

緑色片岩

（単位： cm)

備 考

加曽利 E3 式

加曽利E3 式

加曽利E 3 式

二次的に被熱

加曽利E3 式

加曽利 E 3 式

加曽利E3 式

加曽利E3 式

加曽利 E3 式

加曽利E3 式

二次的に被熱

加曽利 E3 式

加曽利 E3 式

加曽利 E3 式

13 と同一個体

加曽利 E3 式

12 と同一個体

加曽利 E3 式

加曽利 E3 式

外面炭化物付着

加曽利 E3 式

内面炭化物付着

加曽利 E3 式

加曽利 E 3 式

加曽利 E 3 式

加曽利 E 3 式

内面炭化物付着

加曽利 E 3 式

縄文施文は一部図化



番号 部位 ①焼成 ②色調③胎土 器形 文様の特徴等

22 胴～底部 ①良好 ②明褐色 底径8.0。無文。外面縦方向、内面横方向の磨きが施される。

深 鉢 ③片岩を含む

23 胴～底部 ①良好 ②明褐色 ③片岩 底径5.0。棒状工具による沈線を垂下し、原体RL の単節斜縄文

深 鉢 と石英を含む を施す。胴部文様は 5 単位。縄文施文は一部を図化。

24 胴～底部 ①良好 ②鈍い黄橙色 底径6.0。棒状工具による沈線を垂下。原体RL の単節斜縄文を

深 鉢 ③雲母粒を多獄に含む 施す。胴部文様は10単位。縄文施文は一部を図化。

25 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 隆帯と凹線で文様を描出ののち、原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③砂を多鼠に含む

26 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 半戟竹管状工具による綾杉文を施す。

深 鉢 ③片岩を少拭含む

石器

番号 種類 大きさ・重最 形状•特徴等

27 打製石斧 長 14 2 幅 4.9 短冊形を呈す。刃部が凸刃で両側が僅かに内彎する。完形。

厚 1. 9 重 152.0 

28 打製石斧 長く1 1. 5〉幅 7.8 揆形か。二次的に被熱し剥落する。基部を欠損する。

厚 2.1 重 139.0 

29 加工痕の 長 9.4 幅 6.2 両面に加工痕。剥片形状不明。完形。二次的に被熱。

ある石器 厚 2.8 重 196.0 

30 加工痕の 長く1. 7〉幅 2.6 両面に丁寧な調整が施される。スクレイパーか。一部を欠損す

ある石器 厚 0.5 重 2.2 る。

31 加工痕の 長 8.0 幅 6.0 縦長剥片を素材とする。両面に加工痕。完形。

ある石器 厚 2.0 重 120.0 

32 使用痕の 長 8.6 幅 8.8 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 2.2 重 134.0 

33 石錘 長 4.5 幅 3 3 上・下端に剥離痕をもつ。完形。

厚 1.4 重 30.0 

34 磨石 長 12 0 幅 8 2 両面が磨面。両端に集中敲打痕が存在する。完形。

厚 3.5 重 645 0 

35 磨石 長 13.4 幅 8.8 両面が磨面。縁辺に敲打痕。完形。

厚 5.8 重 1120. 0 

36 凹み石 長 11. 3 幅 8.6 両面に磨面及び凹み穴Aが見受けられる。縁辺に痕打痕。一部

厚 4.2 重 635.0 を欠損する。

37 磨製石斧 長 12.0 幅 7.0 一部自然面と剥離痕を残して、敲打痕がほぼ全面に見受けられ

厚 4.4 重 585 0 る。未製品。

38 砥石か 長 8 9 幅 9 7 縁辺に敲打痕が見受けられ、一面にのみ研き面と思われる平坦

厚 7 8 重 1300. 0 面をもつ。完形。

39 台石か 長く27.0〉幅 14 7 縁辺及び上面に集中して敲打を施す。

厚 7.5 重 6200 0 

40 多孔石 長く 8 8〉幅 <10. 9> 凹み穴B を片面にのみ穿つ。欠損する。

厚 6.1 重 505.0 

41 石皿 長く19 0〉幅 く15.8〉 片面に磨面が両面に凹み穴B が見受けられる。破片。

厚 5 6 重 1600. 0 

白倉 B 区42号住居出土遺物（第53 • 54図、 PL 71) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部％ ①良好 ②橙色 口径 (54 0) 。底径5.6。低い隆帯と凹線によって文様を描出。ロ

深 鉢 胴部％欠 ③片岩を含む 縁部文様は 4 単位。胴部文様の単位は不明。原体RLの単節斜

損 縄文を施す。

2 口縁～胴 ①良好 ②灰黄褐色 口径 (39.0) 。凹線によって文様を描出。原体LR の単節斜縄文

深 鉢 部½残存 ③黒雲母と石英を含む を施す。口縁部文様は 8 単位で胴部文様は12単位。

3 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄褐色 低い沈線と隆帯で文様を描出する。原体RL の単節斜縄文を施

深 鉢 部 ③スコリア粒を含む す。口縁部文様の単位は不明だが胴部文様は10単位。

4 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 低い隆帯と凹線によって文様を描出する。縄文原体は 0 段多条

深 鉢 ③黒雲母粒を含む RL 。

5 口縁部片 ①やや不良 ②黄褐色 波状口縁。浅い沈線を施す。無文。

深 鉢 ③黒雲母粒を多鼠に含む

6 口縁部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 口縁部把手上面及び外面に凹線による文様を施す。縄文原体は

深 鉢 ③片岩を含む RL の単節斜縄文。

2 住居址

備 考

加曽利E3 式

内面炭化物付着

加曽利E3 式

加曽利 E3 式

内面炭化物付着

加曽利E3 式

曽利式系

（単位： cm、g)

備 考

珪質頁岩

粗粒安山岩

炭化物付着

珪質頁岩

炭化物付着

黒曜石

珪質頁岩

凝灰質砂岩

緑色片岩

粗粒安山岩

粗粒安山岩

粗粒安山岩

二次的に被熱

珪質頁岩

変輝緑岩

緑色片岩

牛伏砂岩

二次的に被熱

牛伏砂岩

（単位： cm)

備 考

加曽利 E 3 式

二次的に被熱

加曽利 E3 式

加曽利E3 式

埋甕

加曽利E3 式

加曽利 E 3 式

加曽利 E 3 式
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III 縄文時代の遺構と遺物

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等
7 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 低い隆帯の渦巻文。地文は原体RL の単節斜縄文。

深 鉢 ③片岩を少量含む

8 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 棒状工具による沈線を垂下し、原体RL の単節斜縄文を施す。
深 鉢 ③雲母粒を多量に含む 縄文施文は一部を図化。, 胴部片 ①良好 ②黒褐色 棒状工具による沈線を垂下したのち、原体RLの単節斜縄文を
深 鉢 ③石英を少量含む 充填。

10 胴部片 ①良好 ②黒褐色 凹線によって文様を描出する。

竺• か ③砂を多量に含む

11 底部 ①良好 ②鈍い橙色 底径6.6。無文で縦方向の磨きが施される。
深 鉢 ③片岩を含む

石器

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等
12 打製石斧 長く 8 3〉幅 く 4.8〉 短冊形か。刃部が凸刃部状を呈す。基部を欠損する。

厚 4 3 重 109.0 

13 磨製石斧 長く 4.1〉幅 3.1 面界の稜が明瞭。基部を欠損する。

厚 0.9 重 23.0 

14 敲石か 長く 8.9〉輻 <10.7> 集中する敲打痕が一部認められる。破片。
厚 8.8 重 1450.0 

白倉 B 区43号住居出土遺物（第56 • 57図、 PL 71) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等
1 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 低い隆帯と凹線で文様を描出する。 0 段多条RL の斜縄文を施

深 鉢 ③石英を含む す。

2 口縁部片 ①良好 ②明黄褐色 櫛歯状工具による条線を施す。

深 鉢 ③礫を少量含む

3 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄色 幅広の凹線ののち、原体RLの単節斜縄文を施す。二次的に被
深 鉢 ③砂を多量に含む 熱。 71号住居 8 と同一個体。

4 口縁部片 ①良好 ②明褐色 幅広の凹線と隆帯で文様を描出したのち、原体LRの単節斜縄
深 鉢 ③混入物あまりなし 文を施す。

5 胴部片 ①やや不良 ②黄褐色 棒状工具による沈線を垂下したのち、原体LR の単節斜縄文を
深 鉢 ③石英を少し含む 施す。炉に使用される。

6 胴部片 ①良好 ②褐色 棒状工具による沈線を垂下したのち、原体RL の単節斜縄文を
深 鉢 ③砂を多量に含む 施す。

7 胴部片 ①良好 ②褐色 低い隆帯と凹線を巡らす。胴下半部は沈線を施す。地文は原体
深 鉢 ③砂を多盤に含む RL の単節斜縄文。

8 胴部片 ①良好 ②褐色 棒状工具による沈線を垂下。地文は櫛歯状工具による条線。胴
深 鉢 ③礫を含む 上部に隆帯を貼付する。, 胴部片 ①良好 ②明褐色 原体LR の単節斜縄文を施す。外面が荒れている。
深 鉢 ③礫を少量含む

10 胴部片 ①良好 ②赤褐色 凹線で文様を描出。外面に一部炭化物が付着する。
壺 ③砂を多量に含む

石器

番号 種類 大きさ・重星 形状•特徴等
11 石鏃 長 2.0 幅 < l. 5> 無茎で、基部の凹形が弱い。返しを欠損する。

厚 0.4 重 0.7 

12 打製石斧 長く1 1. 7〉幅 6 5 短冊形を呈する。比較的大形。基部を欠損する。

厚 1. 9 董 275.0 

13 打製石斧 長 11. 8 幅 4.9 短冊形を呈し、緩やかな凸刃。刃部に使用痕。完形。
厚 1.6 重 107.0 

14 使用痕の 長く 4.2〉幅 3.6 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。一部を欠損する。
ある石器 厚 1. 2 重 20.0 

15 凹み石 長 13.1 幅 9.3 自然石を使用。両面が磨面。凹み穴Aが片面に見受けられる。
厚 6.2 重 1230. 0 完形。
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備 考

加曽利 E3 式

加曽利E3 式

加曽利E3 式

加曽利E3 式

加曽利E3 式

（単位： cm、g)

備 考

緑色片岩

覆土

変玄武岩

変玄武岩

（単位： cm)

備 考

加曽利 E 3 式

曽利式系か

加曽利E3 式

加曽利E3 式

加曽利E3 式

二次的に被熱

加曽利E3 式

加曽利E3 式

曽利式系か

加曽利 E3 式

加曽利 E3 式

（単位： cm、g)

備 考

黒曜石

粗粒安山岩

炉埋没土中出土

粗粒安山岩

覆土

珪質頁岩

粗粒安山岩



白倉 B 区49号住居出土遺物（第59 • 60図、 PL 72) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好②鈍い褐色 口径 (36 0) 。口縁部は低い隆帯と凹線で 2 単位の文様を描出す

深 鉢 部％残存 ③片岩を含む る。胴部は凹線で渦巻文を描出する。原体RLRの複節斜縄文

を施す。

2 口縁～胴 ①良好 ②鈍い褐色 口径11. 7。口縁部に沈線が巡る。原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 部％残存 ③片岩を含む

3 胴～底部 ①良好 ②明褐色 底径5.9。棒状工具による沈線が垂下する。原体RL の単節斜縄

深 鉢 ③砂を多輩に含む 文を施す。胴部文様の単位は 9 単位。地文図化は中央のみ。

4 胴～底部 ①良好 ②鈍い褐色 底径5.8。棒状工具による沈線が垂下する。原体RL の単節斜縄

深 鉢 ③砂を多量に含む 文を施す。胴部文様の単位は 4 単位。地文図化は中央のみ。

5 胸～底部 ①良好②鈍い黄橙色 底径 (5 0) 。櫛歯状工具による条線を縦位に施す。外面に炭化物

深 鉢 ％残存 ③黒雲母粒を含む が付着する。地文図化は中央部のみ。

6 底部 ①良好 ②鈍い黄橙色 底径7.3。棒状工具による沈線が垂下し、原体RL の単節斜縄文

深 鉢 ③雲母粒を含む を施す。胴部文様の単位は 9 単位。

7 胴～底部 ①良好 ②褐色 ③片岩の 底径9.0。棒状工具による沈線が垂下する。原体LL の縄文を施

深 鉢 礫を多輩に含む す。胴部文様の単位は不明。地文図化は中央部のみ。

8 胴～底部 ①良好 ②鈍い橙色 底径7.2。棒状工具による沈線が垂下する。原体RL の単節斜縄

深 鉢 ③砂を多量に含む 文を施す。胴部文様の単位は不明。地文図化は中央のみ。, 口縁部片 ①良好 ②灰黄色 棒状工具による沈線文。原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③砂を含む

10 胴部片 ①やや不良 ②鈍い黄褐色 棒状工具による沈線を垂下し、原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③石英を少鼠含む

11 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 凹線によって文様を描出する。原体RL の単節斜縄文を施す。

両耳壺 ③黒雲母粒を含む

石 器

番号 種類 大きさ・重鼠 形状•特徴等

12 石鏃 長 1.3 幅 1.4 無茎で平基か。未製品。

厚 0.6 重 1.3 

2 住居址

（単位： cm)

備 考

加曽利 E 3 式

加曽利 E 3 式

内面炭化物付着

加曽利 E 3 式

内面炭化物付着

加曽利 E 3 式

内面炭化物付着

加曽利 E 3 式

覆土

加曽利E3 式

内面炭化物付着

加曽利E3 式

加曽利E3 式

加曽利E3 式

加曽利E3 式

二次的に被熱

加曽利E3 式

（単位： cm、g)

備 考

黒曜石

13 I 多孔石 1 長く12. 9〉幅 8.8 両面に凹み穴B が見受けられる。全面に敲打痕。一部を欠損す 1 変玄武岩

厚 5 0 重 785.0 る。

白倉 B 区71号住居出土遺物（第62~65図、 PL 72 • 73) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄褐色 口径（50.0) 。口縁部は低い隆帯と凹線によって文様を描出し、

深 鉢 部％残存 ③黒雲母粒を含む 縄文を充填する。胴部は棒状工具による沈線文を垂下させ、交

互に縄文を充填したのち、蛇行沈線を施す。原体RLで単節斜

縄文。縄文施文は一部を図化。

2 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄橙色 口径（32.0) 。口縁部に凹線が巡る。胴部は棒状工具による逆U

深 鉢 部½残存 ③片岩を含む 字状及び蕨手状の沈線文を施文。原体RL の単節斜縄文を施す。

3 口縁部片 ①良好 ②暗褐色 ③石英 ロ径 (2 1. 0) 。波状口縁を呈する。口縁部は低い隆帯と凹線で、

深 鉢 と黒雲母粒を含む 胴部は凹線で文様を描出する。原体RL の単節斜縄文を施す。

4 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄褐色 口径 (22.0) 。口縁部は 4 単位の波状口縁を呈する。低い隆帯と

深 鉢 部％残存 ③砂を含む 棒状工具による沈線で文様を描出する。原体LRの単節斜縄文

を施す。文様の単位は、口縁部 4 単位、胴部12単位。

5 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 高い隆帯と凹線で文様を描出する。原体LRL の複節斜縄文を

深 鉢 ③片岩を含む 施す。

6 口縁部片 ①良好 ②灰黄褐色 棒状工具による沈線文ののち、原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③石英を少量含む

7 口縁～胴 ①良好 ②黄褐色 口径 (28.6) 。口縁に舌状の突起を 4 単位付す。口縁部文様も 4

深 鉢 部％残存 ③黒雲母粒を含む 単位で低い隆帯と凹線で文様を描出する。頸部には沈線と刺突

が巡る。原体RL の単節斜縄文を施す。

8 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄色 幅広の凹線ののち、原体RLの単節斜縄文を施す。二次的に被

深 鉢 ③砂を多量に含む 熱。, 口縁部片 ①良好 ②黄褐色 低い隆帯と棒状工具による沈線文。口縁部には舌状の突起を付

深 鉢 ③雲母粒を含む す。原体RL の単節斜縄文を施す。

10 口縁部片 ①良好 ②灰黄褐色 波状口縁。低い隆帯と凹線によって口縁部の文様を描出する。

深 鉢 ③砂を含む 地文は原体RL の単節斜縄文。

（単位： cm)

備 考

加曽利E 3 式

加曽利 E3 式

43号住居と接合

加曽利 E 3 式

加曽利 E 3 式

43号住居覆土と接合

加曽利E3 式

加曽利E3 式

加曽利E3 式

加曽利 E3 式

43号住 3 と同一個体

加曽利 E3 式

加曽利 E3 式
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III 縄文時代の遺構と遺物

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

11 口縁部片 ①良好 ②灰黄褐色 隆帯と幅広の凹線を施したのち原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③片岩少最、砂を多量含む

12 口縁部片 ①良好 ②灰黄褐色 棒状工具による沈線文。原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③砂を多量に含む

13 胴～底部 ①良好 ②鈍い黄褐色 底径 (6.9) 。棒状工具による沈線を垂下させる。原体RLRの複

深 鉢 ③片岩を含む 節斜縄文を施す。

14 胴～底部 ①良好 ②赤褐色 底径4.8。櫛歯状工具による 6 +“を単位とした蛇行する条線が

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 垂下する。

15 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線ののち、原体RL の単節斜縄文。

深 鉢 ③片岩を少量含む

16 胴部％残 ①良好 ②赤褐色 棒状工具による沈線を垂下させ、原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 存 ③黒雲母粒を含む 胴部文様は 8 単位か。縄文施文は一部を図化。

17 胴部片 ①良好 ②黄褐色 口縁部は凹線及び沈線文。胴部は棒状工具による集合沈線を垂

深 鉢 ③スコリア粒を含む 下させる。

18 頸～胴部 ①良好 ②鈍い褐色 隆帯によって文様を描出する。頸部下に橋状把手を有する。橋

壺 片 ③片岩を少量含む 状把手の内側に一部黒色の塗彩。頸部内面に一部赤彩が観察で

きる。

19 胴部 ①良好 ②鈍い黄褐色 棒状工具による沈線文を施す。胴部文様は 8 単位で原体RL の

深 鉢 ③砂を含む 単節斜縄文を施す。

20 口縁～胴 ①良好 ②灰黄褐色 棒状工具による沈線で文様を描出したのち、原体RL の単節斜

深 鉢 部片 ③黒雲母粒を少鼠含む 縄文を施し、さらに櫛歯状工具による条線を施す。

石器

番号 種類 大きさ・重駄 形状•特徴等

21 石鏃 長く 1 6〉幅 <1. 3> 無茎で凹基と思われる。返しを欠損する。

厚 0.6 重 0.2 

22 石匙 長 6 4 幅 9 4 横長剥片を素材とする。体部が三角形を呈する。完形。

厚 1.4 重 61.0 

23 打製石斧 長く 4 9〉幅 < 4 6> 側縁が内彎する。刃部を欠損する。

厚 1 5 重 36 0 

24 打製石斧 長 11.6 幅 5. 7 縁辺を中心に細かな剥離が見受けられる。完形。

厚 2 0 重 164 0 

25 使用痕の 長 2.4 幅 5 2 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 0.6 重 10.0 

26 磨製石斧 長く 8.2〉幅 5 6 製作途中の欠損品か。縁辺を中心に敲打痕が見受けられる。未

厚 2 6 重 244 0 製品。

27 凹み石 長 14 2 幅 5.0 片面に凹み穴Aが見受けられる。完形。

厚 2.2 重 318 0 

28 多孔石 長く31 0〉幅 27 2 両面に凹み穴Bが見受けられる。片面は剥離ののち、凹み穴B

厚 7.2 重 4900. 0 を施している。被熱し片面に炭化物が付着している。一部を欠

損する。

29 加工痕の 長 16 0 幅 2 8 先端に加工を施す。縁辺の一部に敲打痕が見受けられる。完形。

ある石器 厚 4 3 重 312.0 石器の形状と石材形状がほぽ一致する。

白倉 B 区74号住居出土遺物（第66図、 PL 73) 

土器

器形・文様の特徴等

備 考

加曽利E3 式

加曽利 E 3 式

加曽利 E 3 式

加曽利 E3 式

加曽利 E3 式

加曽利 E3 式

加曽利E3 式

内面炭化物付着

加曽利E3 式

加曽利E3 式

43号住居と接合

加曽利E3 式

（単位： cm、g)

備 考

チャート

珪質頁岩

覆土

硬質泥岩

覆土

硬質泥岩

細粒安山岩

覆土

変はんれい岩

雲母石英片岩

牛伏砂岩

硬質泥岩

（単位： cm)

備考1番・号21:縁：同 1 塁もニ二胎土 棒状工具による沈線を施したのち、原体LR の単節斜縄文を充 I 称名寺 I 式

深 鉢部片 ③砂粒を少量含む 填。 1 • 2 は同一個体。

白倉 B 区86号住居出土遺物（第69~72図、 PL 73 • 74) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴～底部 ①良好 ②鈍い橙色 底径14.5。原体LRの単節斜縄文を施したのち、半裁竹管状エ

深 鉢 ③礫を少量含む 具による平行沈線文を巡らせる。胴下部～底部に炭化物付着。

2 胴部％残 ①良好 ②鈍い黄橙色 4 本 1 組の薄い浮線文を巡らしたのち、 0 段多条の原体RL の

深 鉢 存 ＠礫を少鼠含む 単節斜縄文を施す。二次的に被熱。

3 口縁～胴 ①良好 ②鈍い橙色 口径（16. 7) 。 4 単位の波状口縁を呈する。原体RL の単節斜縄

深 鉢 部½残存 ③雲母粒を含む 文を施したのち、半戟竹管状工具による平行沈線文を施す。
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（単位： cm)

備 考

諸磯 b （新）式

埋甕地文中央図化

諸磯 b （新）式

埋癌

諸磯 b （新）式



2 住居址

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等 備 考

4 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 ③ 波状口縁。原体RL の単節斜縄文を施したのち、半戟竹管状工 諸磯 b （新）式

深 鉢 砂を多量、礫を少紋含む 具による浅い沈線で文様を描出する。

5 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄橙色 波状口縁。口縁部は靴先状を呈する。原体RLの単節斜縄文を 諸磯 b （新）式

深 鉢 部片 ③砂を多鼠に含む 施したのち、矢羽根状の刻みを付した薄い浮線文で文様を描出。

6 口縁～胴 ①良好 ②黄橙色 波状口縁を呈する。胴部の一部に原体RL の単節斜縄文を施し 諸磯 b （新）式終末期

深 鉢 部片 ③片岩を含む たのち、半戟竹管状工具による沈線で文様を描出し、口縁部に

円形の隆帯を貼付する。

7 • 8 口縁～胴 ①良好 ②明黄褐色 波状口縁を呈し波状部の口縁部が内彎し、径 2 cmの円孔を有す 諸磯 b （新）式終末期

深 鉢 部片 ③片岩を多醤に含む る。半載竹管状工具による平行沈線ののち、円形の隆帯を貼付 7 は覆土

したり、棒状工具による刺突を施す。二次的に被熱の為、内面

の一部が剥落。, 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 薄い浮線を巡らしたのち、原体RL の単節斜縄文を施す。 諸磯 b （新）式

深 鉢 ③砂を多量に含む

10 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 原体RL の単節斜縄文を施したのち、刻みを付した薄い浮線文 諸磯 b （新）式

深 鉢 ③砂を含む を巡らせる。曲線を描く浮線間には半裁竹管状工具による刺突 浮線が一部剥落

が施される。

11 胴部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 薄い浮線を施したのち、原体RLの単節斜縄文と箆状工具によ 諸磯 b （新）式

深 鉢 ③片岩を多量に含む る矢羽根状の刻みを施す。 覆土上層

12 胴部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 原体RL の単節斜縄文を施したのち、半戟竹管状工具による平 諸磯 b （新）式

深 鉢 ③砂を含む 行沈線を施す。 覆土

13 口縁部片 ①良好 ②明褐色 竹管による円形刺突及び半戟竹管状工具による沈線及び刺突を 諸磯 a 式

深 鉢 ③礫を少輩含む 施す。 覆土

石器 （単位： cm、g)

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等 備 考

14 石鏃 長〈 2.0 〉 幅 1. 7 無茎で基部の凹形が強い。先端を欠損する。末製品。 黒曜石

厚 0.8 重 1. 7 

15 石匙 長 5 7 幅 6.7 横長の形状で横長剥片を素材とする。完形。 細粒安山岩

厚 0 9 重 27.0 

16 石匙 長 7 3 幅 6.2 横長剥片を素材とし、体部が三角形状を呈する。完形。 硬質泥岩

厚 0.8 重 45.0 覆土

17 打製石斧 長 20.8 幅 6.2 短冊形を呈するが大形で基部より刃部に向って若干開く。完形。 緑色片岩

厚 1.9 重 360.0 

18 加工痕の 長 11.8 幅 6.1 縦長剥片を素材とする。完形。 緑色片岩

ある石器 厚 1.3 重 130 0 

19 加工痕の 長 8.7 幅 4 8 縦長剥片を素材とする。両刃に加工痕。完形。 硬質泥岩

ある石器 厚 2.4 重 105.0 覆土

20 磨石 長 13.0 幅 7 8 片面に磨面。縁片に敲打痕が見受けられる。完形。 デイサイト質凝灰岩

厚 4.9 重 720.0 

21 凹み石 長 11. 2 幅 6 3 台形状に敲打によって整形。片面に凹み穴Aが、両面に磨面が 粗粒安山岩

厚 5.1 重 734 0 見受けられる。完形。

22 凹み石 長 13 2 幅 7 1 両面に磨面と凹み穴Aが見受けられる。縁辺の一部に敲打痕。 粗粒安山岩

厚 3 3 重 526.0 完形。

23 凹み石 長 13.1 幅 7. 7 両面が磨面で縁辺に敲打痕。片面及び側面に凹み穴Aが見受け デイサイト

厚 4 2 重 600.0 られる。一部を欠損する。

24 凹み石 長く 9.6〉幅 く 8.6〉 両面に凹み穴A と磨面が見受けられる。約½を欠損する。 デイサイト質凝灰岩

厚 4.4 重 510.0 

25 凹み石 長〈12 5〉幅 7.3 両面に凹み穴Aが見受けられる。一部を欠損する。 雲母石英片岩

厚 4.9 重 650.0 覆土

26 多孔石 長 8.6 幅 く 6.4 〉 片面に凹み穴 B が 1 つ見受けられる。一部を欠損する。 雲母石英片岩

厚 2.8 重 228.0 上層覆土

27 多孔石 長 12. 9 幅 5.2 凹み穴 B が 1 つ見受けられる。一部を欠損する。 黒色片岩

厚 1. 2 重 120 0 

28 凹み石 長 10.0 幅 7.3 両面に凹み穴Aが側縁の一部に敲打痕が見受けられる。完形。 緑色片岩

厚 3.8 重 435.0 

29 石皿 長 42.5 幅 23.8 両面に凹み穴B が見受けられる。一部を欠損する。 緑色片岩

厚 7.5 重 10400.0 二次的に被熱
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区87号住居出土遺物（第73 • 74図、 PL 75) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②鈍い赤褐色 口径 (26.0) 。口縁部は 2 単位で低い隆帯及び凹線によって文様

深 鉢 部½残存 ③雲母粒を多鍵に含む を描出。胴部は棒状工具による沈線が垂下する。原体LRの単

節斜縄文を施す。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 徴隆起で文様を描出したのち原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③片岩を含む

3 ロ縁部片 ①やや不良 ②黄褐色 ③ 波状口縁。隆帯と棒状工具による沈線で文様を描出したのち、

深 鉢 雲母粒、砂、礫を多旦含む 原体RL の単節斜縄文を充填。

4 胴部片 ①良好 ②黄褐色 隆帯を垂下し、押捺。

深 鉢 ③礫を少量含む

5 底部 ①良好 ②鈍い褐色 底径7.6。無文。内外面共に縦方向の磨きが認められる。

深 鉢 ③礫を含む

6 把手部 ①良好 ②鈍い褐色 棒状工具による沈線文。原体 LR の単節斜縄文を施す。

両耳壺 ③礫を少量含む

石器

番号 種類 大きさ・重屈 形状•特徴等

7 打製石斧 長く14.0〉幅 6 5 揆形に近い形状。一部を欠損する。

厚 2.3 重 175.0 

8 磨石 長 17.0 幅 7 8 片面に磨面が見受けられる。完形。

厚 3.0 重 690.0 , 凹み石 長 10.1 幅 6.0 凹み穴Aが両面に見受けられる。完形。

厚 1 8 重 198.0 

白倉 B 区88号住居出土遺物（第76 • 77図、 PL 75) 

土器

番号 部位 ①焼成②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴部½残 ①良好 ②明褐色 断面三角の低い隆帯を垂下させたのち、交互に原体LR の単節

深 鉢 存 ③礫を少量含む 斜縄文を充填する。隆帯による縦位区画が主体を占めるが、部

分的に沈線が垂下する。胴部文様の単位は不明。炉体土器。

2 口縁～胴 ①良好 ②鈍い褐色 口径25 0。頸部に橋状把手が痕跡が 1 ケ所残存。隆帯及び隆帯
g 士 部％残存 ③石英を含む に沿った沈線で文様を描出したのち、原体LRの単節斜縄文を

施す。把手及び胴部文様の単位は不明。

3 口縁部片 ①良好 ②淡黄色 櫛歯状工具による条線を施す。

深 鉢 ③砂を多最に含む

4 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 波状口縁。棒状工具による文様を描出したのち、原体 L の無節

深 鉢 ③石英を少絨含む の斜縄文を施す。

5 胴部片 ①良好 ②暗褐色 2 本 1 組の断面三角の隆帯が垂下し、原体LRの単節斜縄文を

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 施す。二次的に被熱し、外面が剥落している。炉体土器。

6 胴部片 ①良好 ②灰黄色 棒状工具により文様を描出したのち、原体LR の単節斜縄文。

深 鉢 ③砂を少最含む

7 胴部片 ①不良 ②明黄褐色 棒状工具により文様を描出したのち、原体LR の単節斜縄文。

深 鉢 ③石英を少鼠含む

8 口縁部片 ①良好 ②明黄褐色 断面三角の徴隆起を貼付したのち、原体RLの単節斜縄文を充

深 鉢 ③石英を含む 填する。外面が摩耗している。

石器

番 9 号 1 ：し：頁斧 1 長 く::: •;i 鼠 4, I 短冊形か。凸刃を呈形す：£.部：：す：tる？
厚1. 7 重 66.0

白倉 B 区89号住居出土遺物（第79 • 80図、 PL 75 • 76) 
土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土 器形・文様の特徴等

（単位： cm)

備 考

加曽利E3 式

加曽利 E 4 式

覆土

加曽利 E3 式

覆土

加曽利 E4 式か

覆土

加曽利E3 式

加曽利E3 式か

（単位： cm、g)

備 考

珪質頁岩

デイサイト

牛伏砂岩

（単位： cm)

備 考

加曽利 E 4 式

外面炭化物付着

5 と同一個体

加曽利 E 4 式

覆土

外面炭化物付着

加曽利 E 4 式

覆土

加曽利E4 式

覆土

加曽利E4 式

1 と同一個体

加曽利 E4 式

加曽利 E 4 式

覆土

加曽利E式系

覆土

（単位： cm、g)

備考

珪質頁岩

覆土

（単位： cm)

備考

胴～底部 ①良好 ②鈍い褐色 底径9.0。棒状工具による沈線で文様を描出したのち、原体LR 加曽利 E 4 式

ご：：文りを口し::様すのる言口L単贔節糾縄文を施こす。 1 ：：利 E4 式か深 鉢 ③石英を含む

2 胴～底部 ①良好 ②黄褐色

深 鉢 ③礫を少量含む 縄文施文は中央部だけを図化 埋甕
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番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

3 胴～底部 ①良好 ②鈍い黄橙色 底径8.0。底部は張り出し底を呈する。原体RL の単節斜縄文を

深 鉢 ③砂を多旦に含む 施す。

4 胴～底部 ①良好 ②鈍い黄橙色 底径8.3。原体 LR の単節斜縄文を施す。二次的に被熱している。

深 鉢 ③片岩を含む

5 口縁部片 ①良好 ②褐色 波頂部に環状の把手を付す。棒状工具による刺突及び沈線で文

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 様を描出ののち、原体LR の単節斜縄文を施す。

6 口縁部片 ①良好 ②黄褐色 低い隆帯を巡らし垂下させる。隆帯上には原体LRの単節斜縄

深 鉢 ③雲母粒を多量に含む 文を施す。

7 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 内外面共に撫でによる徴隆起が施される。

深 鉢 ③礫を少、砂を多星に含む

8 胴部片 ①良好 ②灰黄色 ③片岩 原体LR の単節斜縄文を施す。

深 鉢 を少、砂を多鼠に含む, 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 鎖状の隆帯を垂下したのち、原体LR の単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③片岩を含む

10 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線を施したのち、原体LRの単節斜縄文を施

深 鉢 ③礫を少量含む す。

石 器

番号 I 種類 大きさ・重鼠 形状•特徴等

11 I 加工痕の 長 5.9 幅 5.2 剥片形状不明。両面に加工痕。完形。

ある石器 厚 2.1 重 60.0 

12 I 打製石斧 長く 7.8〉幅 く 6.7〉 分銅形を呈する。基部を欠損する。

厚 2.4 重 117 0 

白倉 B 区91号住居出土遺物（第81図、 PL 76) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴～底部 ①良好 ②赤褐色 底径6.0。棒状工具による沈線文。文様の単位は 2 単位か。炉体

深 鉢 ③礫を少鼠含む 土器。

2 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線を施す。

③砂を多鼠に含む

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線を施したのち、原体 L の無節斜縄文を施す。

③砂を多鼠に含む

白倉 B 区93号住居出土遺物（第83 • 84図、 PL 76) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②明褐色 口径34 6。口縁部は 9 本 1 組の櫛歯状工具による浅い沈線を横

深 鉢 部％残存 ③繊維を含む 位に巡らせたのち、波状文を描出する。胴部は原体R と L の無

節縄文を、ややくずれた菱形状に施文。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い橙色 半戟竹管状工具による平行沈線で文様を描出する。

深 鉢 ③繊維を多最に含む

3 口縁部片 ①良好 ②暗赤褐色 ③黒 原体LR と RL の単節斜縄文を羽状を施文したのち、半戟竹

深 鉢 雲母と繊維を僅か含む 管状工具による平行沈線を巡らせる。

4 口縁部片 ①やや不良 ②褐色 ③礫 原体RL と LR の単節斜縄文を菱形状に施文。

深 鉢 を少量、繊維を多量含む

5 ロ縁部片 ①良好 ②暗褐色 波状口縁。原体LR の単節斜縄文を菱形状に施文する。

深 鉢 ③石英と繊維を含む

6 胴～底部 ①良好 ②赤褐色 底径8.5。原体LR の単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③砂を含む

7 胴～底部 ①良好 ②明赤褐色 底径16.0。底部は上げ底状を呈する。原体不明の縄文を菱形状

深 鉢 ½残存 ③繊維を含む に施文か。

8 胴部片 ①やや不良 ②橙色 半戟竹管状工具による連続爪形文を施す。地文は 0 段多条の原

深 鉢 ③片岩と繊維多星に含む 体RL と LR の単節斜縄文を菱形状に構成。 2 本の爪形文の間

に縄文は施されていない。, 胴部片 ①やや不良 ②赤褐色 半戟竹管状工具による連続爪形文を施す。地文は 0 段多条の原

深 鉢 ③繊維を多星に含む 体LR の単節斜縄文。

2 住居址

備 考

加曽利 E4 式か

埋甕

加曽利E4 式か

埋甕

加曽利 E4 式

覆土

加曽利 E4 式

3 の中から出土

加曽利E式系か

P4 覆土

加曽利E4 式

3 の中から出土

加曽利 E式系か

P3 覆土

堀之内 1 式

覆土

（単位： cm、g)

備考

硬質泥岩

覆土

硬質泥岩

覆土

（単位： cm)

備 考

称名寺 II 式

外面炭化物付着

称名寺 II 式

称名寺 I 式か

（単位： cm)

備 考

黒浜式

黒浜式

黒浜式

覆土

黒浜式

黒浜式

黒浜式併行か

信州系（？）

黒浜式

有尾式系

有尾式系
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III 縄文時代の遺構と遺物

石器 （単位： cm、g)

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等 備 考
10 使用痕の 長 6.2 幅 5.1 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。 硬質泥岩

ある石器 厚 10.0 重 22.0 

11 使用痕の 長 10.6 幅 8.3 横長剥片を素材とする。完形。 砂岩

ある石器 厚 3 4 重 225.0 

12 使用痕の 長 9 6 幅 5.3 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。 硬質泥岩

ある石器 厚 2.1 重 77.0 

13 垂飾か 長 5 2 幅 2.2 垂飾の未製品か。研磨により長軸方向の稜が目立つ。一部を欠 滑石

厚 1.1 重 24.0 損する。

14 磨石 長 11 3 幅 8.4 両面に磨面。縁辺及び磨面の一部にも敲打痕が見受けられる。 砂岩

厚 4.0 重 597.0 完形。

15 磨石 長く 5 7〉幅 < 7. 7> 両面に磨面が見受けられる。縁辺を中心に敲打痕。大部分を欠 デイサイト

厚 3 3 重 162.0 損する。

16 凹み石 長く 5.0〉幅 < 4.2 > 片面に凹み穴Aが、両面に磨面が見受けられる。縁辺を中心に 粗粒安山岩

厚 2 6 重 90.0 敲打痕。破片。

17 多孔石 長 9.0 幅 7.1 両面に凹み穴B が見受けられる。完形。 雲母石英片岩

厚 2.8 重 265.0 

18 凹み石 長 9 4 幅 6 2 両面に凹み穴A と磨面が見受けられる。縁辺を中心に敲打痕。 粗粒安山岩

厚 3.2 重 275.0 完形。
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2 住居址

白倉c 区76号住居

位置 44-74他 写真 P L20 • 77 

形状柄鏡形（敷石）住居である。主体部は円形

に近い胴張りの隅丸方形を呈し、軸長は3.12m~3.

52mである。柄部は不定形な隅丸長方形で、主体部

との連結部において若干くびれ、先端部においてク

ランク状を呈する。柄部の長軸は最大3.llmで直行

する横幅は連結部1. 31m、最大2.14mである。また、

住居全体の最大軸長は6.23mである。

面積 14.33m' 方位 N-77°-E

床面 ロームを最大33cm掘り込んで床面とする。

部分的に凹凸があり全体としては東から西にかけて

床面が緩やかに傾斜している。壁の立ち上がりは攪

乱箇所を除けばしつかりとしていた。

配石柄部のみにおいて配石が検出されている。

主体部においては埋没土中から石器及び礫が55点出

土しているが（第86図上、下）、それらの出土状況か

ら判断すると、石器や礫が壁に沿って環状に存在し

た可能性は弱い。柄部では、上面が平らになるよう

に中央に板状の結晶片岩を敷き、隙間と両脇に小礫

を配して結果的にほぽ長方形状に配石がなされてい

る。また、配石面としてはとらえられないが、若干

の空白部を設けた後、両側において床面から浮いた

状態で礫が検出されている。

埋没土 主体部の上層は重複する平安時代の67号住

居によって攪乱されているが、他の部分は自然堆積

の可能性が強い。

炉 主体部のほぼ中央において長軸48cm、短軸44

cmのほぽ円形を呈し、深さ 18cmの地底炉が検出され

ている。埋没土中には焼土粒子が含まれていた。こ

の掘り込みの西側において深鉢の胴部片(1)が検出

されており、若干掘り窪めた部分に敷き詰めたよう

な出土状況であることから、この部分も含め炉とし

て使用された可能性が強いと思われる。

柱穴検出されなかった。

遺物縄文土器211点が出土し、 125点を一括して

取り上げた。内訳は、黒浜式10点、勝坂式終末期12

点以外は堀之内 1 式である。勝坂式終末期の80号住
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③暗褐色土 白色粒子を多く含む。

④褐色土 白色粒子を多く含む。

⑤褐色土 ローム質の土壌。
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第85図白倉C 区76号住居
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III 縄文時代の遺構と遺物
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居を切ることから、 11点の土器片が80号住居の出土

土器と接合している（第95図参照）。また、土師器な

どが17点出土した。埋没土中から出土し、住居に使

用されなった礫及び石器は74点で、 9 点を一括して

2 住居址

取り上げている。石器は図示した 8 点で、配石とし

て利用されてはいない。 （遺物観察表： 150頁）

重複前述した（第95図参照）。

備考堀之内 1 式期の柄鏡形（敷石）住居である。
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第87図 白倉C 区76号住居出土遺物（1)
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III 縄文時代の遺構と遺物
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第89図 白倉C 区76号住居出土遺物（3)
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 c 区77号住居 形 状 柄鏡形（敷石）住居である。主体部は円形

位 置 41-70他 写 真 PL 21 • 78 

調査経過 表土を除去し遺構確認を行った段階で、

礫及び炉体土器が検出できたことから、敷石住居を

想定して調査をすすめた。礫が検出された面におい

ては明瞭な床面と想定される硬化面はなく、

も検出できなかった。

また壁

しかしながら、遺構確認作業

の段階で、柄鏡形状が確認できたことから、礫を露

出させながら掘り下げた。結果的には、掘り下げた

部分は柄鏡形（敷石）住居の掘り方であった。 よっ

て、以下に述べる計測値は掘り方調査によるものと

して理解して欲しい。なお、柱穴は検出されなかっ

た。

に近く、軸長は3.14m~3.47mである。柄部は不定

形な楕円形で、主体部との連結部において若干くび

れている。柄部の長軸は最大1.85mで直行する横幅

は連結部0. 78m、最大1. 27mである。

体の最大軸長は4.99mである。

面
配
積
石

10.32m' 方 位

イモ穴状土坑による攪乱や、床面が検出さ

れなかったことを考え合わせると、礫の検出状況を

何回かの破壊を受けた結果として理解したい。遺構

確認面において板状及び小礫の結晶片岩が散見され

ることから配石が想定される。

また、住居全

N-48° —E 

さらに、破壊により

礫が抜かれたとしても、残存する礫が少ないことか

■ 黒浜式 `
3
 

`
3
 

＊堀之内 1 式
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埋没土層

①暗褐色土 白色粒子

を含む。堅く締まる。

②褐色土 ローム粒子

を多く含む。堅く締

まる。
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第90図 白倉c 区77号住居
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2 住居址

ら部分的な配石の可能性が強いと思われる。 遺物 縄文土器108点が出土し、 95点を一括して取

炉炉体土器を中心にして、南西側と南東側に鉤 り上げた。内訳は、黒浜式75点、堀之内 1 式33点で

の手状の配石が確認できることから、石囲埋甕炉で ある。石器及び礫は平面図に示したもの以外では 6

あったと思われる。炉体土器上面の一部では、後世 点を一括して取り上げている。石器は出土したもの

の破壊によって礫が覆っていた。 全てを図化した。 （遺物観察表： 150 • 151頁）

重複主体部下には、黒浜式期の246号土坑（第289

図参照）が検出された。

備考堀之内 l 式期の柄鏡形（敷石）住居である。

ヽ
＼

こジベニ
で三三ジ

曰

: 第91区 白倉C 区77号住居出土遺物

口

□ ゜ 10cm 
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉c 区78号住居

位置 42-70他 写真 PL21ｷ78 

形状長辺4.32m、短辺3.90mの不定形な隅丸方

形を呈する。

面積 (15. 94) m' 方位 N-23°-W

床面 ロームを最大12cm掘り込んで床面とする。

埋没土 住居本来の埋没土はローム質の土壌である

が出土しており、この中には、図示した 8•9•10

以外にも有尾式系が 1 点含まれている。また、土師

器 2 点が出土した。

石器類は26点が出土し、 10点を一括して取り上げ

た。石器は図示した 6 点のみが出土している。また、

耕作溝から古墳時代の臼玉が出土している。

（遺物観察表： 151頁）

が、上層を中心に浅間A軽石が多く認められる。 重複床面精査の段階で158号土坑と 159号土坑が

炉 検出されなかった。 確認できた。埋没土を掘り下げている段階では気付

柱穴 3 本検出された。位置及び平面形状に規格 かなかったので、この 2 つの土坑が住居よりも古い

性は見られない。規模：《径》 X深さは、 Pl 《54X 可能性が強い。出土土器は 2 つの土坑ともに黒浜式

(48) 》 X46cm、 P2 〈38X28》 X46cm、 P3 《35X28》 X であった。このほかに、時期不明の159号土坑と重複

48cmであった。 し、この場合は、調査時の所見から土坑のほうが新

壁周溝 一部で検出されている。最大幅は30cmで、 しい。また、近現代と思われる耕作溝に切られる。

深さは最大16cmであった。 備 考床面で確認された土坑の存在と埋没土中の

遺物縄文土器142点が出土し、 97点を一括して取 土器が黒浜式であることから、黒浜式期の竪穴式住

り上げた。内訳は勝坂II 式 1 点を除けば黒浜式141点 居と思われる。

à 

• 

g̀
 

吋 吋

ユ． ①
 

①暗褐色土浅間A軽石を含む。

②褐色土 ローム質の土壌。. _A:_ 

溝
②
 

溝
゜ L =186.10 2m 

第92図 白倉C 区78号住居
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III 縄文時代の遺構と遺物

。
17 

第94図

白倉 c 区80号住居

位
形
置
状

残存部の形状から、隅丸長方形か楕円形を

呈すると思われる。想定される長軸は (5.28) mであ

る。

面
床
積
面

埋没土

43-74他

不 明

写

方

真

位 不 明

白倉C 区78号住居出土遺物(2)

P L22 • 78 • 79 

ロームを最大 9 cm掘り込んで床面とする。

僅かに確認できた。

16 

□ 

知れない。そのように考えた場合、住居廃絶後の早

い段階で、

15 

゜ 10cm 

これらの土器が住居内に残存していたこ

とになり、住居廃絶時期を土器群の段階に近接した

時期として考えることができる。図示しなかったが、

本住居と 76号住居との接合関係は他にも 8 例確認で

きている。接合資料 a~ fはいずれも勝坂式終末期

の土器片で a は口縁部片で他は胴部片である。また、

焼町系統や勝坂 II式の土器片は出土していない。

炉 検出されなかった。 石器類は13点が出土し、 この中で石器は図示した

柱 穴 3 本検出された。位置に規格性は見られず、

比較的浅い。規模：《径》 x 深さは、 Pl <48X32>x

24cm、

ある。

遺 物

P2 〈60X53〉 X33cm、 P3 〈48X42》 X25cmで

縄文土器168点が出土し、 54点を一括して取

2 点が出土している。

重 複

（遺物観察表： 151 • 152頁）

堀之内 1 式期の76号住居と古墳時代以降の

67号住居に切られる。また、近現代と思われる耕作

溝に切られる。

備 考 勝坂式終末期の竪穴式住居である。

り上げた。内訳は、黒浜式 4 点と勝坂式終末期164点

である。住居中央を中心にした接合関係が多いが、

15 と 16及び接合資料jは本住居を切る堀之内 1 式の

76号住居出土土器と接合することから、土器の平面

的な分布は本来もう少し広がりをもっていたのかも
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第97図 白倉C 区80号住居出土遺物(2)

白倉 c 区81号住居

位置 38-66他 写真 P L22 • 79 

調査経過本住居を切る 2 号方形周溝墓及び古墳時

代後期の33号住居の調査によって、本住居の東側に

おいて床面に段差が生じていることが確認できた。

重複住居と想定して調査をしたところ、段差の存在

する内側の壁面がそのまま立ち上がる状況は土層観

察からは確認できなかったが、逆に東側の一段浅い

床面がそのまま住居全体において認められなかった

ことから、旧住居＝東側の浅い床面部分、新住居＝

旧住居を除く深い床面部分と判断した。新住居は楕

円形に近い形状を示し最大24cmの掘り込みを、旧住

居はロームを最大10cm掘り込んで床面とする。

埋没土 土層観察からは自然堆積の可能性が強い。

炉 新住居において確認できた。近現代の耕作溝

によって中央が破壊されているが、長軸 (100) cm、短

軸 (8 1) cm、 20cmの掘り込みをもつ地床炉である。

柱穴部分的に重複する 17本が検出された。規

模：〈径》 X 深さは、 Pl 〈<38〉 X20〉 X49cm、 P2 〈28

X26〉 X28cm、 P3〈<32〉 X22〉 X28cm、 P4〈 (46) X 40>X

77cm、 P5 《<42 〉 X29〉 Xl2cm、 P6 〈42X36〉 X38cm、

P7<SOX54 》 X27cm、 P8〈54X37〉 X56cm、 P9〈30X

23 》 X42cm、 PlO《32X23》 X41cm、 Pll《<30〉 X26》 X

24cm、 Pl2 く〈52 〉 X46〉 X69cm、 Pl3 〈〈34〉 X32》 X

17cm、 Pl4 〈28X24〉 X27cm、 Pl5 〈36X30〉 X68cm、

Pl6 〈32X く20〉〉 Xl6cm、 Pl7 〈<16〉 X26〉 X27cmで

ある。

遺物 旧住居では勝坂式終末期の土器 2 点と石器

類 5 点が出土した。新住居では縄文土器387点が出土

し、 121点を一括して取り上げた。内訳は、黒浜式40

点（内 4 点は有尾式系）、諸磯 b （新）式期 4 点、勝坂

式終末期241点、称名寺 I 式 1 点、掘之内 1 式 3 点で

ある。接合資料 a~d は勝坂式終末期で a は口縁部、

他は胴部である。石器類は173点が出土し、出土した

石器は図示した。 （遺物観察表： 152頁）

重複調査経過及び炉の記載を参照。

備考新旧いずれの住居も、勝坂式終末期の竪穴

式住居の可能性が強い。
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉c 区82号住居

位置 42-65他 写真 P L22 • 79 • 80 

形状長軸5.96m、短軸5.62mの隅丸方形に近い

形状を示す。

面積 27.36m' 方位不明

床面 ロームを最大22cm掘り込んで床面とする。

埋没土僅かな埋没土ではあるが、土層観察から自

然堆積の可能性が強いと思われる。

炉住居中央から、やや北西側の位置で検出され

た。各辺に大型の結晶片岩を配した石囲炉である。

北辺と東辺の交差する部分には 3 個の礫が立てられ

ている。炉石内側においては長辺40cm、短辺38cmで

14cmの掘り込みをもつ。

柱穴 9 本検出された。規模：〈径》 x 深さは、 P

1 〈54X46》 X42cm、 P2 {35X33》 X54cm、 P3 〈30X

30 》 X11cm、 P4 《78X76》 X59cm、 P5 《45X39》 X35

cm、 P6 {42X37〉 X56cm、 P7 《38X36》 X45cm、 P

8 《42X38〉 X26cm、pg《46X44》 X38cmである。

土坑住居南東部において長軸2.32m、深さ 0.48

mの不定形な土坑が検出された。住居埋没土との切

り合い関係がなく、この部分に床面が確認できな

かったことから住居内土坑として調査された。

遺物縄文土器273点が出土し、 189点を一括して

取り上げた。内訳は、黒浜式29点、諸磯 b （新）式 2

点、勝坂式終末期242点である。あまり広範な接合関

係は見受けられず器形を復元できた土器が極めて少

ないことから、破片を主体とした廃棄が想定される

のかも知れない。 1 は住居廃絶後の早い段階で住居

内にあったと思われる。また、土師器 5 点が埋没土

の上層で出土している。石器類は160点が出土し、 41

点を一括して取り上げた。出土した石器は図示した

13点である。 （遺物観察表： 153 • 154頁）

重複なし

備考勝坂式終末期の竪穴式住居である。

●黒浜式 .. 
ロ諸礎 b （新）式

●勝坂式終末期
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第102図 白倉C 区82号住居遺物出土状態

138 



2
 

住 居 址

' `
3
 

ぷ
〕
逗

• 26 

4.  

_IL. 

ジ・

pｩ 

3

0

:

 

ジ. 
•ll 

p
18 

叶

□P4 

9 •5 
ャ

• 10 

6
 ご

》
ぶ

2
1

7• 

8
 

0
1
5
]
2
2

ps 

口
汀
◎

• 20 

、
U

．且

.A'.... 

• 

• 

~99 

. 
u
 

」L.

③＼二万二二こ三三塁己三：三―――＿ニニア宣口っー

⑤ 

.-11'.... 

__/i_. 

14 27 

汎
30 

._K 

゜ L =187.00 2 m 

D .---12'.. 埋没土層

①暗褐色土 白色粒子を含む。②暗褐色土 ローム粒子を少し含む。

③褐色土 ローム粒子を含む。④暗褐色土焼土粒子を含む。⑤暗

褐色土炉の掘り方の土層。⑥暗褐色土 ローム粒子を含む。⑦黒

褐色土 ローム粒子を含む。⑧褐色土 ロームプロックを多く含む。

------- --- -------

”□ 1 ゜ 10cm 

第103図 白倉c 区82号住居と出土遺物（1)

139 



Ill 縄文時代の遺構と遺物

、
9
,

f
JI
r□
/
I
 

-
]
冑
ー

g□f3
ー
ロ

/
e貪
り9
ー
ロ

\
E
~
｀
澁
裔
竺
乳
廿
／
ロ

8 (ｽ) 

I I 

、9`--- □ 1 

(! 

•\ I 

(ｼ)  I 110 (ｽ)  

l|  t1//)':l:(%)  15(%)/l 

、こく
_——_ -----~ 20 （印

¥J じ］［
｀～芦＝ヽ" / 0 10cm 

) 19  (ｽ)  ~--··· 20cm 

第104図 白倉C 区82号住居出土遺物(2)

140 



2 住居址

｀：シ
<ニ----

22 -0]ロ
こ

こ
25 

/ -- | 

／こ

n
 

26 

ー
／
~
ー

ロ
ロ

—• 

28 

ロ
□}) 29 

\ 

ー
、
八
ー

30 

゜ 10cm 

第105図 白倉c 区82号住居出土遺物（3)

141 



III 縄文時代の遺構と遺物

白倉c 区84号住居

位置 43-73他 写真 P L23 • 80 

形状平安時代の62号住居と 83号住居によって半

分以上を破壊されているが、検出できた南北の軸長

は4.60mである。残存部分の形状から楕円形を呈し

ていたと思われる。

床面 ロームを最大13cm掘り込んで床面とする。

堅く締まっていた。なお、柱穴は検出されなかった。

埋没土 土層観察から自然堆積の可能性が強い。

炉 3 点の炉石と胴上半部を欠損する埋設土器が

検出されたことから石囲埋甕炉である。南側の一部

を83号住居によって破壊されることから、本来は石

が囲っていたと思われる。炉石の内側は32cmの計測

値を示す。

遺物縄文土器33点が出土し、 10点を一括して取

り上げた。内訳は、黒浜式 9 点、諸磯 b （新）式 2 点、

勝坂式終末期22点である。また、黒浜式 9 点、諸磯

b （新）式 2 点が埋没土に既に含まれていたもの（混

入）と考えれば、炉体土器を除く勝坂式終末期21点

は住居の半分以上を破壊されているとはいえ極めて

少ない出土点数である。このような事実は、廃絶後

の竪穴式住居に積極的な廃棄行為がなされなかった

可能性を示唆し、この住居が勝坂式終末期の最終段

階の居住場所の一つであった可能性を示しているの

ではなかろうか。出土点数も少なく断定的なことは

いえないが、遺物の接合関係があまり見られなかっ

たことも上記の可能性をしめす状況証拠なのかも知

れない。

石器類は炉石も含め24点が出土し、 6 点を一括し

て取り上げた。出土した石器は図示した 3 点のみで

ある。 （遺物観察表： 154 • 155頁）

重複形状の記載を参照。

備考勝坂式終末期の竪穴式住居である。

上二． ．上

＊黒浜式・諸磯 b （新）式

•勝坂式終末期

△石器類
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉c 区85号住居

位置 41-63他 写真 PL23 • 80 • 81 

形状長軸5.84m、短軸5.22mの不定形な五角形

状を呈する。

面積 (23.90)m' 方位不明

床面 ロームを最大10cm掘り込んで床面とする。

埋没土僅かながら確認できた。

炉 住居のほぼ中央で検出された。 6 点の結晶片

岩をほぽ方形に配した、石囲炉である。北辺並びに

西辺はそれぞれ 1 点の礫を用い、他の辺は各 2 点の

礫を用いている。いずれの礫も二次的な被熱が著し

い。礫の内側は長辺24cm、短辺20cmで--8 cmの掘り込

みをもつ。

柱穴 14本検出された。規模：《径》 X 深さは、 P

1 《30X24》 X27cm、 P2 {20 X 18〉 X13cm、 P3 《38X

38〉 X34cm、 P4 《32X20》 X18cm、 P5 {33X31 >X31

cm、 P6 《32X27〉 X51cm、 P7 《78X51》 X38cm、 P

8 〈32X29》 X33cm、 P9 〈32X26》 X28cm、 PlO 《37X

36》 X34cm、 P11〈64X52》 X38cm、 P12《34X く26〉〉 X

10cm、 P13 〈54X38〉 X11cm、 P14 《36X32〉 XlOcm

である。

遺物縄文土器514点が出土し、 431点を一括して

取り上げた。内訳は、黒浜式51点、阿玉台 II 式 1 点、

勝坂式終末期462点である。土坑出土土器との接合関

係が 4 例確認できた。 2 • 3 • 9 はいずれも本住居

を切る 233号土坑（第287図）との接合関係をもつ。

また、 1 は住居内出土の 1 点と本住居から南東に 2

m ほど離れた185号土坑出土の 8 点が接合して復元

された個体である。接合資料 a~C は勝坂式終末期

で、 b は口縁部片で他は胴部片である。石器類は72

点が出土し、 24点を一括して取り上げた。出土石器

は図示した 4 点のみである。（遺物観察表： 155頁）

重複 221号土坑と 183号土坑は黒浜式期の可能性

が強く住居よりも古い。また、勝坂式終末期58点が

出土した233号土坑は、住居床面を検出する以前に多

くの土器が検出されたことから (PL. 59) 、住居を

I
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切っていると考えられる。 また、 198 • 199号土坑は

本住居を切るが、出土遺物はなく時期不明である。

備 考 勝坂式終末期の竪穴式住居である。 また、

233号土坑と住居出土土器との接合関係及び土坑確

認時の土器出土状況から、住居埋没の比較的早い段

階での土坑構築が想定される。
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III 縄文時代の遺構と遺物
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白倉 c 区86号住居

位
形
置
状

35-60他 写 真 P L23 • 81 

住居の半分以上が発掘調査区域外にあるた

めに詳細は不明だが、残存状況から隅丸（長）方形の

可能性が強い。

検出できたことから住居形状が想定できた。堅く締

まり細かな凹凸も確認できた。

埋没土

遺 物

土層観察からは、自然堆積の可能性が強い。

炉と柱穴 検出されなかった。

黒浜式土器83点が出土し、 23点を一括して

床 面 ロームを最大18cm掘り込んで床面としてい

る。壁が検出できなかった部分においても、床面を

取り上げた。この中で、有尾式系は図示した 2 • 4 • 

6 • 8~15以外に 3 点出土し、合計14点出土した。
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lII 縄文時代の遺構と遺物

器形を復元しえた個体はなく、破片が主体を占めて

いる。 また、埋没土の上層から須恵器 1 点が出土し

ている。

石器類は22点が出土し、 5 点を一括して取り上げ

た。この中で、石器は図示した 3 点が出土している。

また、比較的大きな砂岩が床面直上から 2 点検出さ

れている。

重

よって一部破壊されている。

備

複

考

（遺物観察表： 156頁）

近現代の耕作溝及び電信柱による攪乱に

比較的壁に近い床面直上の土器が黒浜式期

であることから、当該期の竪穴式住居であろう。
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 c 区76号住居出土遺物（第87~89図、 PL 76) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴部％残 ①良好 ②黄褐色 ③片岩 底径（10.0) 。棒状工具による沈線で文様を描出ののち、原体 L

深 鉢 存 を多鼠に含む Rの単節斜縄文を施す。二次的に被熱。

2 口縁部½ ①良好 ②鈍い黄橙色 口径26.2。口縁部文様は 4 単位で棒状工具による沈線文。

深 鉢 残存 ③石英と礫を含む

3 口縁部片 ①良好②浅黄色 ③石英 肥厚した口唇部に棒状工具による沈線が巡る。

深 鉢 を多凪に含む

4 胴部％残 ①良好 ②黄褐色 ③石英 棒状工具による沈線で文様を描出する。部分的に断面三角の隆

深 鉢 存 を含む 帯が垂下し、円形の刺突を付した橋状の把手を貼付する。原体

LR の単節斜縄文を施す。

5 胴部％残 ①良好 ②褐色 ③砂を多 棒状工具による沈線文。単位は不明。

深 鉢 存 黛に含む

6 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 竹管による沈線文と刺突が施されたのち、 8 の字状の貼付文。
深 鉢 ③片岩を多量に含む 地文は原体LRの単節斜縄文。

7 胴部片 ①良好 ②黒褐色 ③黒雲 竹管による沈線及び円形刺突を施す。地文は原体LRの単節斜

深 鉢 母粒を少星含む 縄文。

8 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線で文様を描出する。原体LR の単節斜縄文

深 鉢 ③礫を含む が一部施される。, 胴部片 ①やや不良 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線文。地文は原体LR の単節斜縄文。
深 鉢 ③砂を多量に含む

10 胴～底部 ①良好 ②鈍い黄褐色 底径5.6。若干上げ底状を呈する。

浅 鉢 ③礫を含む

11 胴～底部 ①良好 ②鈍い黄褐色 底部 (8.0) 。無文。外面は丁寧な磨き。

浅 鉢 ③黒雲母粒を含む

12 口縁部片 ①良好 ②明褐色 ③黒雲 隆帯及び棒状工具による沈線で文様を描出する。

深 鉢 母粒を含む

石器

番号 種類 大きさ・重凰 形状•特徴等

13 石鏃 長く 1 3〉幅 1. 2 無茎で基部の凹形が強い。先端を欠損する。

厚 0.4 重 0.5 

14 凹み石 長く 9 6〉幅 9.8 片面に凹み穴Aが見受けられる。一部を欠損する。

厚 3 1 重 416.0 

15 磨石 長 9.9 幅 4.8 磨面が両面に見受けられる。完形。

厚 2.6 重 193.0 

16 凹み石 長く 6 7〉幅 く 8. 7> 凹み穴Aが表面に見受けられる。約½を欠損する。

厚 5.7 重 428.0 

17 台石か 長 29.3 幅 14.5 両面の中央を中心に、集中する敲打痕が見受けられる。片面に

厚 6.5 重 3800. 0 凹み穴 B が見受けられる。完形。

18 台石 長 22.2 幅 17. 9 両面が磨面。縁辺に敲打痕。

厚 4.8 重 2600. 0 

19 石皿 長く16 3〉幅 21.3 脚付の石皿で、脚部が 1 つ残存する。裏面に凹み穴B が見受け

厚 9 1 重 2330 0 られる。破片。

20 石皿 長く19.3〉幅 <13.4> 両面に磨面と凹み穴Bがあり、縁辺を中心に敲打痕が見受けら

厚 8.0 重 1960 0 れる。破片。

白倉 c 区77号住居出土遺物（第91図、 PL 78) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等
1 口縁～胴 ①良好 ②鈍い褐色 ③片 口径13.0。口縁部は棒状工具による沈線を巡らし、刺突を施す。

深 鉢 部％残存 岩を含む 胴部は 8 の字状の隆帯を貼付し、沈線を施す。口縁部は 3 単位、

胴部は 4 単位の文様の構成。

2 胴～底部 ①良好 ②鈍い赤褐色 底径6.2。外面は無文で縦方向の磨きが施される。胴上部が二次

深 鉢 ③砂を多最に含む 的に被熱。

石器

番 3 号 1 :̀ 1 : ]：さ．：m 戯4:: 1 横長剥片を素材と：：二9ぐ：：。等完形。
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（単位： cm)

備 考

堀之内 l 式

炉体土器

堀之内 l 式

堀之内 1 式

堀之内 l 式

堀之内 1 式

堀之内 1 式

二次的に被熱

堀之内 1 式

堀之内 1 式

堀之内 1 式

二次的に被熱

堀之内 1 式

堀之内 1 式

内面炭化物付着

勝坂式終末期

覆土

（単位： cm、g)

備 考

黒曜石

デイサイト

二次的に被熱

デイサイト

粗粒安山岩

二次的に被熱

黒色片岩

粗粒安山岩

粗粒安山岩

牛伏砂岩

二次的に被熱

（単位： cm)

備 考

堀之内 1 式

堀之内 l 式

炉体土器

（単位： cm、g)

備考

硬質泥岩

覆土



2 住居址

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

4 磨製石斧 長 10.5 幅 4.5 両先端が刃部か。部分的に敲打痕が見受けられる。未製品。

厚 3. 7 重 305.0 

5 凹み石 長 8.5 幅 8.2 両面に凹み穴Aが片面に磨面が見受けられる。縁辺に敲打痕。

厚 3.9 重 324.0 完形。

6 多孔石 長 13.1 幅 8.4 両面に凹み穴B が認められる。完形。

厚 4.3 重 570.0 

白倉c 区78号住居出土遺物（第93 • 94図、 PL 78) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①やや不良 ②鈍い黄橙色 口径20.0。口唇部は角頭状を呈する。原体 L の無節縄文を施す。

深 鉢 部 ③繊維を多量含む

2 口縁部片 ①良好②鈍い黄橙色 口唇部が角頭状を呈する。外面は撫でのみ。

深 鉢 ③繊維を含む

3 口縁部片 ①やや不良 ②鈍い黄橙色 無節の斜縄文を施す。（原体 L か）。

深 鉢 ③繊維を多量含む

4 口縁部片 ①やや不良 ②鈍い黄褐色 原体R の無節斜縄文を施したのち、半裁竹管状工具による刺突

深 鉢 ③繊維を少量含む を施す。

5 口縁部片 ①不良 ②暗褐色 ③繊維 0 段多条原体LR の単節斜縄文を施す。

深 鉢 を多量に含む

6 • 7 胴部片 ①やや不良 ②鈍い黄褐色 0 段多条原体LR と RL の単節斜縄文を菱形状に施す。

深 鉢 ③繊維を多量含む

8 口縁部片 ①やや不良 ②鈍い黄橙色 半裁竹管状工具による連続爪形文で大形菱形文を描出する。

深 鉢 ③繊維を含む, 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 原体 L の無節斜縄文を施したのち、半裁竹管状工具による平行

深 鉢 ③繊維を含む 沈線を巡らす。

10 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 ③繊 半戟竹管状工具による連続爪形文を施す。

深 鉢 維を含む

11 底部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 底径7.0。底部が上げ底状を呈する。原体LRの単節斜縄文を施

深 鉢 ③繊維を多量に含む す。

12 底部片 ①やや不良 ②黄褐色 底径8.0。底部は上げ底状を呈する。原体RL と LR の単節斜縄

深 鉢 ③繊維と片岩を多量含む 文を菱形状に施文か。

石器

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

13 石錐 長 2.5 幅 0.9 縦長剥片を素材とする。完形。

厚 0.4 重 0.9 

14 打製石斧 長く 8.1〉幅 6.9 揆形を呈すると思われる。基部を欠損する。

厚 2.5 重 124.5 

15 加工痕の 長 8.4 幅 7.5 縦長剥片を素材とする。完形。

ある石器 厚 3 4 重 280.0 

16 使用痕の 長 7.7 幅 14. 2 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 1.8 重 161.0 

17 凹み石 長 9.6 幅 5.5 三面に凹み穴Aが見受けられる。部分的に敲打痕が見受けられ

厚 5.8 重 376.0 る。完形。

白倉c 区80号住居出土遺物（第96 • 97図、 PL 78 • 79) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴～底部 ①良好 ②明赤褐色 ③黒 底径9 0。棒状工具による 3 本 1 組の沈線を巡らせ刺突を充填す

深 鉢 雲母粒を含む る。区画内には入組状の三叉文を施し、三叉文内を削り取る。

2 口縁～底 ①良好 ②明赤褐色 ③雲 口径13.0。口縁部は無文。胴部に半鼓竹管状工具による沈線を

深 鉢 部 母粒を含む 垂下したのち、頸部に刺突を付した隆帯を巡らす。内面に炭化

物付着。

3 胴～底部 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 底径 (7.0) 。原体 L のより糸を施す。内面に炭化物を付着する。

深 鉢 母粒を含む より糸施文は中央部だけを図化。

4 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 ③片岩 隆帯及び棒状工具による沈線で文様を描出する。

深 鉢 を含む

5 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 波状口縁を呈する。棒状工具による隆帯と沈線で文様を描出す

深 鉢 粒を含む る。原体RL の単節斜縄文を施す。

備 考

変玄武岩

粗粒安山岩

覆土

雲母石英片岩

覆土

（単位： cm)

備 考

黒浜式

黒浜式

黒浜式

外面が荒れている

黒浜式

黒浜式

黒浜式

有尾式系

有尾式系

有尾式系

覆土

黒浜式

黒浜式

（単位：呵、g)

備 考

硬質泥岩

覆土

硬質泥岩

変玄武岩

珪質頁岩

デイサイト

耕作溝から出土

（単位： cm)

備 考

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期
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III 縄文時代の遺構と遺物

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

6 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 隆帯及び棒状工具によって文様を描出する。

深 鉢 母粒と石英を含む

7 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 口縁に渦巻状の突起を付す。背割り状の沈線を付した隆帯で文

深 鉢 粒を含む 様を描出する。部分的に交互刺突文。原体RL の単節斜縄文を

施す。内面に炭化物が付着する。

8 口縁部片 ①良好 ②暗褐色 ③雲母 口径 (13.0) 。口縁部は無文で強く内喪する。頸部には刻みを付

深 鉢 粒を含む した隆帯を巡らせる。外面に炭化物付着。, 口縁部片 ①良好 ②暗褐色 ③黒雲 口縁部は無文で刻みを付した隆帯が垂下する。

深 鉢 母粒を含む

10 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 原体RL の単節斜縄文を施したのち、棒状工具による沈線を 2

深 鉢 母粒を多祉に含む 本巡らせる。

11 胴部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 鎖状の隆帯を横位に巡らす。地文は原体L のより糸。

深 鉢 粒を含む

12 胴部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 断面三角の隆帯を横位に巡らせる。地文は原体RLの単節縄文を

深 鉢 粒を多量に含む 施す。

13 胴部片 ①良好 ②褐色③片岩を 棒状工具による沈線を巡らす。原体LR の単節斜縄文を施す。

深 鉢 含む

14 胴部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 隆帯を横位に巡らせる。地文は原体L のより糸。

深 鉢 粒を多星に含む

15 底部片 ①良好 ②明褐色 ③黒雲 底径10.0。原体 L のより糸を施す。 76号住居覆土と接合する。

深 鉢 母粒を含む。 より糸施文は左半分だけを図化。

16 底部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③片 底径 (8.0) 。原体R のより糸を施したのち、横位に棒状工具によ

深 鉢 岩を含む る沈線を巡らす。 76号住居覆土と接合する。

石 器

番号 I 種類 I 大きさ・重鼠 形状•特徴等

17 I 石匙 l 長 6.1 幅 4.6 横長剥片を素材とする。体部が短冊状を呈す。完形。

厚 1 3 重 26.0 

18 I 多孔石 I 長く 9 2〉幅 く 7.2〉 両面に凹み穴B が見受けられる。一部を欠損する。

厚 3 9 重 200.0 

白倉 c 区81号住居出土遺物（第99~101図、 PL 79) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好②暗褐色 ③砂を 口径8.0。口唇部が内側に肥厚する。口縁部は無文で胴部には原

深 鉢 部％残存 含む 体 L のより糸を施す。内面に炭化物が付着している。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③砂 口縁に小突起を付する。原体RL単節斜縄文ののち、外面は隆

深 鉢 を多屈に含む 帯によって文様を描出する。口縁突起部の内面には短隆帯を貼

付する。

3 口縁部片 ①良好 ②暗赤褐色 ③石 口縁部に隆帯を巡らし、棒状工具による交互刺突を施す。

深 鉢 英を少量含む

4 口縁部片 ①良好②黒褐色 ③砂を 半戟竹管状工具による沈線を口縁部に巡らす。口唇部は強く外

深 鉢 多凪に含む 反する。

5 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 ③砂 口縁部は無文で、胴部に原体 L のより糸を施す。

深 鉢 を少星含む

6 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③砂 刻みを付した隆帯及び棒状工具による沈線で文様を描出する。

深 鉢 を含む 口縁部には環状の把手を貼付する。

7 口縁部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 口縁に環状の突起を付す。口縁から胴部に隆帯が垂下する。胴

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 部には棒状工具による沈線文。

8 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 口縁部の突起の部分。 2 本 1 組の隆帯で文様を描出し、隆帯に

深 鉢 粒を含む 沿って沈線を施したり、短沈線を充填する。, 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 ③砂 隆帯と棒状工具による沈線で文様を描出ののち、胴下部に原体

深 鉢 を多量に含む RL の単節斜縄文を施す。

10 胴部片 ①良好 ②暗赤褐色 ③黒 隆帯と半戟竹管状工具及び棒状工具により文様を描出する。

深 鉢 雲母粒を多輩に含む

11 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③金雲 半戟竹管状工具により文様を描出する。地文は原体RL の単節

深 鉢 母粒を少履含む 斜縄文。

12 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③片 棒状工具による沈線、隆帯で文様を描出する。隆帯上には箆状

深 鉢 岩を多盤に含む 工具による刻みが施される。内外面の剥落が著しい。
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備 考

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

（単位： cm、g)

備 考

珪質頁岩

覆土

牛伏砂岩

（単位： cm)

備 考

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

覆土

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期



石器

番号 種類 大きさ・重最 形状•特徴等

13 石匙 長く 5.7〉幅 2.7 縦長剥片を素材とする。表面に丁寧な押捺剥離を施す。先端を

厚 1.0 重 13.0 欠損する。

14 打製石斧 長く1 1. 2〉幅 3.7 短冊形か。細長い形状を示す。基部と刃部を欠損する。

厚 2.1 重 124.0 

15 加工痕の 長 4.2 幅 8.9 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 0.6 重 29.0 

16 使用痕の 長 7.7 幅 6.8 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 0.8 重 24.0 

17 加工痕の 長 6.3 幅 10.5 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 2.4 重 120.0 

18 磨製石斧 長 16.3 幅 5.6 全面に敲打を施したのち、各面において一定方向の研磨が施さ

厚 4.8 重 1000. 0 れる。未製品。

19 凹み石 長 13 7 幅 6.6 両面に磨面と凹み穴Aが見受けられる。縁辺を中心に敲打痕。

厚 4 7 重 750.0 稜がはっきりとしている。一部を欠損する。

20 多孔石 長 10.8 幅 < 4.9 > 両面に凹み穴B が見受けられる。一部を欠損する。

厚 4.1 重 317.0 

21 凹み石 長 13 7 幅 6.9 凹み穴Aが両面に見受けられる。完形。

厚 3 6 重 514.0 

22 多孔石 長く12.1> 幅 <10.0 > 片面に凹み穴B が見受けられる。欠損する。

厚 6 4 重 685 0 

23 多孔石 長く 9 5> 幅 <10. 9> 両面に敲打痕及び凹み穴B が見受けられる。欠損する。

厚 3.4 重 332.0 

24 多孔石 長く1 1. 5〉幅 く 6.1 〉 三面に凹み穴B が見受けられる。欠損する。

厚 5. 7 重 420.0 

25 多孔石 長〈10.8〉幅 く 7.4 〉 片面に凹み穴B が見受けられる。破片。

厚 3.2 重 7.4 

白倉 c 区82号住居出土遺物（第103~105図、 PL 79 • 80) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 ロ縁部％ ①良好 ②褐色 ③砂を含 口径25.3。口縁部は無文で外反する。頸部には中央に稜を有す

深 鉢 残存 む る沈線を巡らせ矢羽根状の刻みを付す。胴部は刻みを付した隆

帯を貼付。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 半祓竹管状工具による平行沈線及び隆帯で文様を描出する。胴

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 部は楕円区画の隆帯文。

3 口縁部片 ①良好 ②橙色 ③黒雲母 口縁上部は強く内折し、隆帯及び棒状工具による沈線文。口縁

深 鉢 粒とスコリアを含む 下部は矢羽根状の刻みを付した隆帯や連続刺突が垂下する。

4 口縁部片 ①良好 ②暗褐色 ③雲母 棒状工具による沈線で渦巻文を描出する。

深 鉢 粒を多く含む

5 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③砂を少 隆帯と棒状工具による沈線及び刺突を施す。

深 鉢 獄含む

6 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 2 本 1 組の隆帯で文様を描出し、隆帯に沿って沈線を施す。

深 鉢 粒を含む

7 口縁部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 曲隆線によって文様を描出ののち、半戟竹管状工具による平行

深 鉢 ③雲母粒を含む 線を施す。

8 口縁部片 ①良好 ②明褐色 ③黒雲 口縁部は肥厚。胴部は原体LRの単節斜縄文。

深 鉢 母粒を含む, 胴部片 ①良好 ②黄褐色 ③砂を 原体RL の単節斜縄文を乱雑に施す。

深 鉢 多量に含む

10 胴部片 ①良好②黄褐色③礫を 背割り状の沈線を付した隆帯で区画（楕円か）し、棒状工具によ

深 鉢 少鼠含む る沈線を施す。

11 口縁～胴 ①良好 ②暗褐色 ③石英 屈曲部に低い隆帯を巡らし、棒状工具による背割状の沈線を巡

深 鉢 部片 を含む らせる。隆帯上には箆状工具による刻み。

12 胴部片 ①良好 ②褐色 ③石英を 隆帯と沈線によって文様を描出する。幅広の竹管文や三叉文が

深 鉢 少拭含む 施される。

13 胴部片 ①良好 ②暗褐色 ③石英 断面三角の隆帯による楕円区画。隆帯に沿って区画内に半戟竹

深 鉢 を多鼠に含む 管状工具による刺突文を施す。

14 胴部片 ①良好 ②赤褐色 ③砂を 隆帯によって区画。区画内は棒状工具による沈線文。

深 鉢 多蘭に含む

2 住居址

（単位： cm、g)

備 考

珪質頁岩

旧住居内出土

雲母石英片岩

珪質頁岩

硬質泥岩

旧住居内出土

硬質泥岩

二次的に被熱

変玄武岩

砂岩

黒色片岩

旧住居内出土

黒色片岩

牛伏砂岩

流紋岩質疑灰岩

牛伏砂岩

牛伏砂岩

（単位： cm)

備 考

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

覆土

勝坂式終末期

覆土

勝坂式終末期

勝坂式終末期

覆土

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式

勝坂式

勝坂式終末期

覆土

勝坂式終末期
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III 縄文時代の遺構と遺物

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形・ 文様の特徴等

15 胴部片 ①良好②褐色 ③砂を多 原体R のより糸を施文。

深 鉢 量に含む

16 胴部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 隆帯を横位に巡らし、 2 本垂下する。隆帯に沿って沈線を施す。

深 鉢 粒を含む

17 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③石英 隆帯上には箆状工具による刻み。棒状工具による沈線文。

深 鉢 を含む

18 胴部片 ①良好 ②褐色 ③片岩を 刻みを施した隆帯で区画。区画内には棒状工具による沈線文。

深 鉢 少量含む

19 胴～底部 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 屈折底を呈する。胴部は刻みを施した隆帯が垂下し、隆帯に沿っ

深 鉢 片 母粒を含む て棒状工具による沈線が施される。

石器

番号 種類 大きさ・重黛 形状•特徴等

20 石匙 長 5.0 幅 7.2 横長剥片を素材とする。縁辺に丁寧な調整を施す。完形。

厚 0.6 重 16.0 

21 打製石斧 長 10.0 幅 4.9 縦長剥片を素材とし、刃部両面に使用痕が受けられる。完形。

厚 1.9 重 139.0 

22 打製石斧 長 12.2 幅 6.1 縦長剥片を素材とし、刃部両面に使用痕が見受けられる。完形。

厚 1.9 重 167.5 

23 使用痕の 長 5.4 幅 7.0 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 0.9 重 18.0 

24 使用痕の 長 4.7 幅 4.6 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 1.0 重 20.1 

25 加工痕の 長 8.9 幅 5.7 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 2.0 重 93.0 

26 使用痕の 長 5.4 幅 9.2 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。一部を欠損する。

ある石器 厚 1.8 重 40.0 

27 使用痕の 長 4.7 幅 8.2 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 1.3 重 37.0 

28 石皿か 長く 9 8〉幅 く 9.0〉 両面に磨面と凹み穴Bが見受けられる。破片。

厚 4.2 重 430.0 

29 多孔石 長く10.6〉幡 < 8. 7> 片面に凹み穴Bが見受けられる。一部を欠損する。

厚 2.9 重 360.0 

30 多孔石 長く 8.7〉幅 <13.1 > 片面に凹み穴Bが見受けられる。破片。

厚 9.0 重 1200. 0 

白倉c 区84号住居出土遺物（第107図、 PL 80) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 ロ縁～胴 ①良好 ②明赤褐色 ③黒 底径6.6。胴部は棒状工具による縦位の短沈線。隆帯を横位に巡

深 鉢 上部欠損 雲母粒を含む らせたのち、原体L のより糸を施す。胴下半部内面に炭化物付

着。

2 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 ③黒 隆帯及び棒状工具による沈線と刺突で文様を描出したのち、原

深 鉢 雲母粒を含む 体RL の単節斜縄文を施す。外面に炭化物付着。

3 口縁～胴 ①やや不良 ②黄橙色 原体RLの単節斜縄文ののち、低い隆帯と棒状工具による沈線

深 鉢 部片 ③黒雲母粒を少量含む を施す。内面に炭化物付着。

4 胴部片 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 櫛歯状工具による浅い沈線を施したのち、原体 L のより糸文を

深 鉢 母粒を多量に含む 施し、さらに 2 本 1 組の棒状工具による蛇行沈線を垂下。

5 胴部片 ①良好 ②暗褐色 ③黒雲 隆帯及び隆帯に部分的に沿って沈線を施した後、原体R のより

深 鉢 母粒を多最に含む 糸を施文。但し、横位に巡る隆帯上にはより糸を施していない。

6 口縁～胴 ①良好 ②鈍い橙色 ③黒 背割り状の沈線及び交互刺突文を施した隆帯と棒状工具による

深 鉢 部片 雲母粒を多量に含む 沈線で文様を描出する。

7 胴部片 ①良好②黄褐色 ③砂を 鎖状の隆帯を垂下する。地文は原体 L のより糸文。施文順位は

深 鉢 含む より糸の後、隆帯の貼付。二次的に被熱する。

8 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 ③黒 蛇行する隆帯を垂下したのち、原体 L のより糸文を施す。

深 鉢 雲母粒を多量含む
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備 考

勝坂式終末期

勝坂式終末期

覆土

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

（単位： cm、g)

備 考

細粒安山岩

変玄武岩

粗粒安山岩

珪質頁岩

珪質頁岩

細粒安山岩

珪質頁岩

珪質頁岩

牛伏砂岩

黒色片岩

二次的に被熱

雲母石英片岩

（単位： cm)

備 考

勝坂式終末期

炉体土器

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

二次的に被熱

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期



2 住居址

石器

番号 種類 大きさ・重星 形状•特徴等, 凹み石 長く 5.3〉幅 く 6.0〉 片面に凹み穴Aが見受けられる。破片。

厚 1.8 重 93.0 

10 磨石 長 9.0 幅 7.5 片面に凹み穴A、片面に磨面が見受けられる。完形。

厚 7.8 重 767.0 

11 石皿 長 18.4 幅 17.5 表面が石皿使用の使用面で表面が摩耗する。裏面には凹み穴B

厚 4.2 重 1350.0 が見受けられる。完形。

白倉 c 区85号住居出土遺物（第110 • 111図、 PL 80 • 81) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部％ ①良好 ②赤褐色 ③雲母 口径16.8。底径8.1。高さ 22. 9。原体 L のより糸を施したのち、

深 鉢 欠損 粒を多氣に含む 棒状工具による沈線文。口縁部文様は 4 単位か。胴部文様はU

字状の沈線文が 3 単位施される。住居内出土土器は覆土 1 点で

大部分は185号土坑。

2 口縁～胴 ①良好 ②赤褐色 ③片岩 口径33.0。背割り状の沈線を付した隆帯を口唇部及び口縁部に

深 鉢 部片 を多鼠に含む 巡らし、口縁部は同様の隆帯による楕同区画文。隆帯上及び区

画内に原体RL の単節斜縄文を施したのち、区画内に沈線を充

填する。外面一部剥落。

3 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 ③黒 原体 0 段多条の RL単節斜縄文を施したのち、幅広の隆帯に

深 鉢 雲母粒を含む よって文様を描出する。

4 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 波状口縁。口縁部に隆帯を貼付する。口唇部上面及び内面に赤

浅 鉢 粒を含む 彩が施される。炉石に接して出土。

5 口縁部片 ①良好 ②暗褐色 ③黒雲 環状を呈する把手の一部。円形や蛇行する隆帯の貼付文や棒状

深 鉢 母粒を含む 工具による沈線文を施す。

6 口縁部片 ①良好 ②橙色 ③黒雲母 口唇部が肥厚。棒状工具による沈線文。

深 鉢 粒を少最含む

7 口縁部片 ①良好②暗褐色③砂を 半裁竹管状工具による平行沈線文を施す。

深 鉢 多祉に含む

8 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③黒 鎖状の高さのある隆帯を横位に巡らせる。棒状工具による沈線

深 鉢 雲母粒を含む 文を施す。隆帯上には、原体RL の単節斜縄文を施す。, 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 ③砂を 曲線を呈する隆帯で文様を描出する。眼鏡状の把手を貼付する。

深 鉢 含む 内側に稜を有する。外面に炭化物付着。覆土出土 1 点が233号土

坑と接合。

10 胴部片 ①やや不良②明赤褐色 隆帯と棒状工具による沈線で楕円区画ののち、原体RL の単節

深 鉢 ③片岩を少獄含む 斜縄文を施す。隆帯上には背割り状の沈線。

11 胴部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 原体RL の単節斜縄文を付した隆帯による渦巻文。

深 鉢 ③砂粒を含む

12 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③石英 隆帯と棒状工具による沈線を垂下。隆帯は一部鎖状を呈する。

深 鉢 を少星含む

13 胴部片 ①良好 ②赤褐色 ③片岩 隆帯と半裁竹管状工具による平行沈線文を施す。隆帯及び沈線

深 鉢 を少贔含む に沿って幅広の竹管文。二次的に被熱。

14 胴部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 粒を少鼠含む

15 胴部片 ①良好 ②褐色 ③砂を含 棒状工具による沈線と背割り状の沈線をもつ隆帯によって文様

深 鉢 む を描出する。一部に三叉文。二次的に被熱。

16 胴部片 ①良好 ②橙色 ③礫を少 隆帯と棒状工具による沈線で文様を描出する。隆帯上には背割

深 鉢 鼠含む り状の沈線。

17 胴部片 ①良好②明褐色 ③礫を 隆帯と棒状工具による沈線で文様を描出する。隆帯上には先端

深 鉢 少鼠含む のやや丸いペン先状の刺突文と箆状工具による矢羽根状の刻み

が施される。

18 口縁部片 ①良好 ②暗褐色 ③雲母 横位に曲隆線を施したのち、半裁竹管状工具による太い沈線を

深 鉢 粒を少撮含む 充填する。

石 器

番号 種類

19 打製石斧 長

厚

20 I 打製石斧 長

厚
く習:: ; ::i : I こ：：：：：：：：：：0L,:：：：~：ミ：：：損する。

（単位： cm、g)

備 考

緑色片岩

粗粒安山岩

牛伏砂岩

（単位： cm)

備 考

勝坂式終末期

185号土坑と接合

勝坂式終末期

233号土坑と接合

10 と同一個体

勝坂式終末期

233号土坑と接合

勝坂式終末期

二次的に被熱

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

2 と同一個体

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂 II 式か

覆土

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

（単位： cm、g)

備考

変玄武岩

覆土

変玄武岩
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III 縄文時代の遺構と遺物

番号 I 種類 大きさ・重彗 形状•特徴等

21 I 使用痕の 長 4.8 幅 9.1 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 2.0 重 66.0 

22 1 凹み石 長〈10.2〉幅 く 7.4〉 両面に磨面が、片面に凹み穴Aが見受けられる。約½を欠損す

厚 3.4 重 255 0 る。

白倉c 区86号住居出土遺物（第113図、 PL 81) 

土器

番号 部位 ①焼成②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①やや不良 ②黄褐色 RL と LR の単節斜縄文を羽状に施文。原体はいずれも 0 段多

深 鉢 部片 ③繊維を多、礫を少量含む 条。

2 口縁部片 ①やや不良②暗赤褐色 波状口縁。口唇部は内そぎ状を呈する。半裁竹管状工具による

深 鉢 ③繊維を含む 連続爪形文を施す。

3 口縁部片 ①やや不良 ②黄褐色 波状口縁。 0 段多条原体RL の単節斜縄文を施文。

深 鉢 ③繊維を多、礫を少量含む

4 口縁部片 ①良好 ②灰黄褐色 ③繊 半戟竹管状工具による連続爪形文を施す。補修孔をもつ。

深 鉢 維を含む

5 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 ③ 0 段多条原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 繊維を少、礫を多星含む

6 口縁部片 ①やや不良 ②黄橙色 波状口縁。半戟竹管状工具による連続爪形文を施す。

深 鉢 ③繊維を多星に含む

7 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③繊 0 段多条原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 維を含む

8 深鉢 口縁部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 波状口縁。半裁竹管状工具による平行沈線で文様を描出する。

③繊維と片岩を含む, 口縁部片 ①良好 ②暗褐色 ③繊維 口縁は緩やかな波状を呈する。半戟竹管状工具による沈線文。

深 鉢 を含む

10 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 口縁部に櫛歯状工具による刺突文を縦位に施す。その下に半裁

深 鉢 ③片岩と繊維を含む 竹管状工具による連続爪形文を施す。

11 胴部片 ①良好 ②灰黄褐色 ③礫 0 段多条 LR単節斜縄文と 0 段 3 条 RL単節斜縄文を菱形状に

深 鉢 を少、繊維を多旦含む 施文。

12 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③片 半戟竹管状工具による連続爪形文が施される。

深 鉢 岩と繊維を多旦含む

13 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 半裁竹管状工具による平行沈線及び刺突を施す。

深 鉢 ③繊維を含む

14 胴部片 ①良好 ②暗灰黄色 ③片 半裁竹管状工具による沈線文。

深 鉢 岩と繊維を含む

15 口縁部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 半裁竹管状工具による沈線文。

深 鉢 ③繊維を含む

16 胴部片 ①やや不良 ②黄橙色 原体不明の縄文を菱形状に施文か。

深 鉢 ③繊維と片岩を多足含む

石器

番号 種類 大きさ・重旦 形状•特徴等

17 磨石 長 く6.8〉幅 く 5.5〉 片面に磨面が見受けられる。破片。

厚 4.0 重 175.0 

18 砥石か 長 10.5 幅 6.0 中央部に幅0.4の断面V字形の線条痕が見受けられる。完形。

厚 1.5 重 130.0 

19 多孔石 長 9. 7 幅 5.8 両面に凹み穴B が見受けられる。完形。

厚 4.2 重 260.0 
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備 考

硬質泥岩

覆土

粗粒安山岩

二次的に被熱

（単位： cm)

備 考

黒浜式

二次的に被熱

有尾式系

黒浜式

有尾式系

黒浜式

有尾式系

外面が一部剥落

黒浜式

有尾式系

外面炭化物付着

有尾式系

15 と同一個体

有尾式系

黒浜式

有尾式系

有尾式系

有尾式系

有尾式系

9 と同一個体

黒浜式

（単位： cm、g)

備 考

デイサイト

牛伏砂岩

二次的に被熱

牛伏砂岩



2
 

住 居 址

天上c 区59号住居 遺 物 縄文土器51点が出土し、 37点を一括して取

位
形
置
状

形を呈すると思われる。小型で、残存する長径は2.

79mである。

面
床
積
面

埋没土

炉

柱 穴

44-44 写 真 P L24 • 82 

西側を耕作溝により破壊されるが、ほぼ円

(6.15)m' 方

ロームを最大12cm掘り込んで床面とする。

ロームブロックが多量に含まれていた。

検出されなかった。

位 不

しかしながら、住居中央

において床面に潜り込むような状態で検出された深

鉢 (1) は、二次的な被熱や炭化物の付着が認められた

ことから炉にかかわる可能性がある。

壁から 8~40cm内側で 5 本検出された。配

置には規則性が看取される。規模：

Pl〈30X30》 X22cm、

25〉 X26cm、

cmである。

明

《径》 X 深さは、

ー
ー
＼
一

B__
A 
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/
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、
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P4 〈24X24》 X14cm、

P2 <21X 19 》 X37cm、
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.L  

①褐色土 黄褐色土ブロックと炭化粒子を僅かに含む。

②暗黄褐色土 暗褐色土ブロックを主体とし、白色粒子を含む。

③暗褐色土焼土を主体とする。

④暗黄褐色土 掘り方の土層。白色粒子と Y.P粒子を含む。

L =182.80 2 m 

り上げた。内訳は、勝坂 II 式36点、阿玉台 II 式25点

である。住居内の遺物接合関係は炉体土器の可能性

がある 1 が床面直上の破片と接合した 1 例のみであ

る。

ある。住居間における接合関係は本住居の北西17.8

mに位置する 129号住居との間で、

129号住居から出土した 8 点の阿玉台式土器 (129号

住居ー 1 第140図）が本住居出土の 1 点と接合してい

る。各住居における出土位置を見てみると、本住居

では住居北側における床面直上であるのに対して、

129号住居の場合は床面から若干浮いた状態で検出

されている。石器類は19点出土し、出土した石器は

図示した。

重

備

00• •'-' 
ト・

マ, 
.,,. 

゜~゜•• do 
r-" 

o: 

u| 

また、接合はしなかったが 3 と 4 は同一個体で

複

1 例確認できた。

（遺物観察表： 194頁）

が、住居の床面までは破壊されていない。

考

耕作溝以外に 1 号方形周溝墓と重複する

勝坂 II 式期の竪穴式住居である。

ヽ
A-(- --

--- -

1 (ｾ) 

゜ 10cm 
20cm 

第114図 天引 C 区59号住居と出土遺物(1)
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III 縄文時代の遺構と遺物
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゜ 10cm 

第115図天引 c 区59号住居出土遺物(2)

天引 c 区78号住居

位置 47-43他 写真 P L24 • 82 

形状 51号住居に半分以上を破壊されるが、残存

部分の形状から、長軸 (3.50) m、短軸 (3.00) mの楕

円形を呈すると思われる。

面積上記の計測値から (8.51) rri'と推定される。

方位 N-18°―E

床面地形が東から西に傾斜する場所に立地し、

西側においてはロームを最大15cm掘り込んで床面と

する。残存部分の床面は堅く締まっていた。

埋没土僅かに観察できた結果からは、自然に堆積

した可能性が強いとおもわれる。

炉検出されなかった。また、床面から焼土や炭

化粒子は検出されていない。 51号住居によって破壊

された部分に存在したのかも知れない。

柱穴検出されなかった。

遺物縄文土器16点が出土し、 9 点を一括して取

158 

り上げた。内訳は、 6 が勝坂 II式で他の15点は勝坂

式終末期に位置付けられよう。器形を復元できた個

体はなく図化できなかった土器片も含め、すべて小

破片であった。そのために、土器の接合関係はなかっ

た。また、土師器が 1 点出土している。

石器類は13点が出土した。図示した 3 点の石器以

外は、礫 7 点とフレイク 3 点が出土している。

（遺物観察表： 194頁）

重複古墳時代前期の51号住居に切られる。

備考時期は、壁際近くの出土土器が勝坂式終末

期であり、他の土器も 2 点を除けば同様の状況であ

ることから当該期の遺構と思われる。また、柱穴や

炉が検出できなかったが竪穴式住居の可能性が強い

と思われる。
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埋没土層

①茶褐色土 白色粒子と炭化粒子を多く含む。

②暗茶褐色土 ロームプロックをやや多く含む。

③明茶褐色土 ロームプロックを②陪より多く含む。

51号住居
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III 縄文時代の遺構と遺物

天引 c 区101号住居 とから、本来は方形に石が配置されていたようであ

位
形
置
状

側が破壊されるが、長軸7.00m、短軸 (5.60) mの胴

張り状の隅丸長方形を呈する。

面
床
積
面

埋没土

炉

39-49他

弥生時代の84号住居と 85号住居によって両

(32.49)m' 

写

方

真

位

P L 24 • 25 • 82 • 84 

N-26ー -E 

ロームを最大24cm掘り込んで床面とする。

また、炉とは異なった部分で焼土化が認められた。

地形が北西方向に傾斜する地点で遺構が確

認されたため、北西は薄く南西は厚く堆積している。

2 基検出された。いずれの炉の埋没土上面に

おいても、張り床状の土層は確認できなかった。

1号炉 住居北側で検出された石囲炉である。炉石が

ない部分で抜き取られた痕跡が 3 カ所確認できたこ

る。炉石は砂岩及び結晶片岩で、

岩は多孔石 (51) で接合した。埋没土中から遺物は出

土していない。底面の一部が焼土化していた。炉石

の内側は残存部分で42cmの長さをもち、 18cmの掘り

込みをもつ。また、掘り方は一辺120cm程度の隅丸方

形で36cmの掘り込みをもつ。

2 号炉 長辺87cm、短辺64cmで25cmの掘り込みをも

つ地床炉である。底面の一部が焼土化していた。埋

没土中からは、縄文土器 3 点 (2 ·20•28) と 3 点の礫

が出土した。

このうち 4 点の砂

2 はp 7 出土の土器 2 点と、 20 は P 9 

出土の土器 1 点と接合した。

柱 穴 16本検出した。 この中で、 p 7 と Pl4 は他
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口

埋没土層

①暗褐色土ローム粒子と

ロームプロックを含む。

②暗褐色土 B.P 粒子と炭

化粒子を含む。

③黄褐色土 ロームブロック

とにぶい黄褐色土のブロッ

クを含む。 Y.P粒子と炭化

物を僅かに含む。

④暗褐色土 Y.P 粒子と炭

化粒子を多く含む。

⑤暗褐色土 Y.P 粒子と炭

化粒子と焼土粒子を少し含

む。

⑥暗褐色土 ロームプロック

と褐色土を斑状に含み堅く

締まる。

⑦黄褐色土 ロームプロック

と黒色土を斑状に含む。

⑧黄褐色土 ローム質土壌。

゜ L=182.70 2m 

第117図 天引 C 区101号住居
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第118図 天引 C 区101号住居遺物出土状態
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III 縄文時代の遺構と遺物

の住居内で検出されたが、埋没土及び遺物から本住

居に帰属する。また、 P15 と P16は掘り方調査の際

に検出した。各柱穴の規模：〈径〉 X 深さは、 Pl〈66X

56〉 X52cm、 P2 〈49X30〉 X63cm、 P3 〈46X41〉 X57

cm、 P4 〈53X52〉 X70cm、 P5 〈36X32〉 X54cm、 P

6<52X48〉 X34cm、 P7〈64X60〉 x (62)cm、 P8〈57X

46〉 X53cm、 P9 〈30X28〉 X24cm、 PlO 〈36X26〉 X

21cm、 P11 〈30X27〉 Xl6cm 、 P12 〈58X43〉 X60cm、

P13 〈65X59〉 X71cm、 P14 〈30X27〉 x (39)cm、 P

15 〈60X54〉 X41cm、 P16 〈54X52〉 X34cmである。

埋甕底部及び胴上半部を欠損する深鉢(1) が埋

設されていた。床面直上土器と接合関係をもつ。

壁周溝最大幅は30cmで、深さは最大11cmであった。

遺物縄文土器304点が出土し、小片94点を一括し

て取り上げた。内訳は、諸磯 b （新）式期の小片 1 点

を除けば、他は全て勝坂式終末期である。埋没土の

残存状況に対応するように、遺物は南西側に集中し、

住居内の遺物接合関係もその広がりは南西部分に多

く認められる。住居間での接合関係は 1 例確認でき

た。本住居出土の 3 (5 点の土器片■）が103号住居 1

点と接合している（第126図）。各住居における出土位

置が似ることから両住居の廃絶時の近似性が指摘で

きよう。石器類は炉石も含め97点が出土し、 10点を

一括して取り上げた。出土した石器13点は全て図化

した。 （遺物観察表： 195 • 196頁）

重複形状の記載を参照。

備考勝坂式終末期の竪穴式住居。
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第119図 天引 C 区101号住居出土遺物（1)
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î
1g
i
t
i
ゾ
i
t
l
“
じ
仕
属
息
八

ヽ
．

L
‘
,
“打
バ
が
｀
’
う
：
tl
i
`
f

.. 7
9
E
 

紅
＼
~
＼

\ / / 

I I 7(ｽ) 

、
_
~

% 
,'̀̀ 

・
＇
山
か
。

ぃ
i
~
い
口
軋
二
[

9
1
 

\ 

¥
 

:

/

5

 

ー

守
ナ
，

ぽ,' 

/—-. ¥ 

I I 

口／
／こ―〗
¥ J I 

22 (ｽ) 

14 (ｽ) 

5

g
ヘ
リ

1

2

1

l

-

I

 

＇
ー

1
T
¢
;
\
‘
%

言
□

｝
口

゜

.
I
.
 

% 
,
_
'
 

7
 

ー

‘‘,' 

ー
％

、
ヽ
｀
｀

j

?

:

 

r
ー
＼
—

l
|

し

枷
叫3

t
一
塁
｛ ロ
ー

g
品
悶
心0

ふ
ざ
必
．
—·
2

一
[
[
そ

5パ
ニ

ご
で
〗
J

、
｀
汗
芦
ゃ

20cm 

第120図 天引 C 区101号住居出土遺物(2)
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住 居 址
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III 縄文時代の遺構と遺物
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゜ 20cm 

第123図天引 C 区101号住居出土遺物（5)
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天引 c 区103号住居

位置 40-47他 写真 P L26 • 84 • 85 

形状 1/3程度を古墳時代後期の73号住居によっ

て破壊されるために、不明な部分も多いが、残存部

分の形状から長軸5.00mの胴張り状の隅丸（長）方形

を呈するものと思われる。

床面 ロームを最大25cm掘り込んで床面とする。

埋没土 土層観察からは自然堆積の可能性が強い。

炉検出されなかった。破壊された部分に存在し

たのかもしれないし、住居中央から西側の部分で床

面が焼土化した部分が検出されていることから、こ

の部分が炉になるのかもしれない。焼土化した部分

では掘り込みはなかった。

柱穴 5 本検出されたが、p 1 については形状及

び深さが他の 4 本と異なることから住居内土坑の可

能性もある。また、 P2~P5 は住居内側から外側

に斜めに掘られていた。各柱穴の規模：〈径〉 X深さ

は、 Pl 〈78X68〉 Xl9cm、 P2 〈 (72) X 54 〉 X43cm、

P3 <47X (44) 〉 X37cm、 P4 〈54X (50) 〉 X47cm、 P

5 <(70)X (55) 》 X34cmである。

2 住居址

壁周溝部分的に検出されている。最大幅は28cmで、

深さは最大20cmであった。

遺物縄文土器658点が出土し、小片296点を一括

して取り上げた。内訳は、諸磯 b （新）式 2 点、勝坂

II 式（■ ） 9 点で、他の土器片は全て勝坂式終末期で

ある。勝坂式終末期とした土器群の中で10や18のよ

うに加曽利 E 1 式の可能性が強いものは他に 2 点出

土している。土器全体の出土分布の傾向として住居

の南側から中央にかけて集中するようである。出土

点数が多かったため、住居内において多くの接合関

係がみられた。出土の高さに差が多く認められるも

のは(1 • 5 • e • gなど）、南側の土器が高く中

央の土器は低い傾向が見受けられることから、その

土器が廃絶された時点での埋没状況を示唆するもの

と思われる。また、勝坂 II 式（■）は出土状況に一貫

性がなく、直接本住居の廃絶時期を示してはいない

と思われる。他の住居との接合は、本住居の北西 6

mに位置する 101号住居と、本住居の北西19m に位

置する 144号住居との間で各 l 例確認できた。 101号

住居の 3 (5 点の土器片）が、本住居出土の 1 点の土

\ 

_A__. 

凶

⑤ 

叫

土．

①暗褐色土 チョコレート色のプロック土を

多く含む。 Y.P粒子・ S.P粒子・炭化粒

子・焼土粒子を少し含む。堅く締まる。

②黒褐色土焼土粒子と炭化粒子を少し含

む。堅く締まる。

③暗褐色土 ①層とほぼ同じだが、焼土粒子

を含んでいない。

④にぶい黄褐色土 ローム粒子を少し含む。

周溝覆土。

•上 ⑤にぶい黄褐色土 掘り方の土層。 Y.P粒子
を僅かに含む。］：三二三こ二ニ三ニニニ：三＝三ミ／④

第124図天引 C 区103号住居

゜ L=182.90 2m 
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III 縄文時代の遺構と遺物

器片と接合した（第118図）。 また、 144号住居出土の

1 (22点の土器片）が本住居出土の 1 点の土器片と接

合している（第145図）。接合資料 a~h の中で、 d と

e は浅鉢で他はより糸のみが施される深鉢の胴部片

、
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2
 
住 居 址

である。石器類は97点が出土し、 10点を一括して取

り上げた。出土した石器は図示した20点である。

（遺物観察表： 196~198頁）

重

備

複

に切られる。

考

71号土坑を切り、古墳時代後期の73号住居

勝坂式終末期の竪穴式住居。
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III 縄文時代の遺構と遺物
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2 住居址
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III 縄文時代の遺構と遺物
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天引 C 区103号住居出土遺物(4)

柱穴の規模：〈径〉 X 深さは、

P2 <51X49〉 X36cm、

Pl 〈50X38〉 X26cm、

P3 〈40X33〉 X67cm、 P4 <26

調査に至る経過 表土を除去した段階で、炉が検出

されたため竪穴式住居を想定して調査をすすめた。

床面や壁は検出できなかったために形状等不明なこ

とが多い。耕作によって床面や壁が鋤き込まれてし

まったものと思われる。

炉 方形の石囲炉であったと思われる。調査時に

おいて礫が検出されなかった部分が浅く窪んでいた

ことから、本来はその部分に礫が配されていたもの

と思われる。残存していた 6 点の炉石は全て結晶片

岩で石皿 (7) が転用されていた。

柱 穴 6 本検出された。住居長軸の長さは最低P

1 とp 2 の最大距離である 4.68m以上であろう。各

X 18〉 X62cm、

70cmである。

遺

し、

重

備

物

P5 〈32X29〉 X67cm、 P6 <26X 19>X

勝坂式終末期の土器18点が出土し、全て一

括して取り上げた。出土土器は全て小片で器形を復

元できた個体はない。炉の埋没土中から 14点が出土

P3 の埋没土中から 2 点が出土している。石器

類は炉石も含め 9 点が出土し、石器は炉に転用され

た石皿の他には、石鏃がP2 の埋没土中から出土し

ている。

複

が、新旧関係は不明である。

考

（遺物観察表： 198頁）

位置的に72号土坑と重複する可能性が強い

勝坂式終末期の住居である。
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天引 c 区118号住居

位置 39-47他 写真 P L27•85•86•112 

調査に至る経過表土を除去した段階で、炉が検出

されたため竪穴式住居を想定して調査をすすめた。

古墳時代後期の73号住居と平安時代の113号住居及

び古墳時代前期の114号住居に切られており、本住居

についての所見を得ることができた。73号住居と 113

号住居は掘り込みが浅く本住居の掘り方が残存して

いたので、この部分の形状が復元できた。

形状長軸(4.04) mの円形を呈すると思われる。

面積 (13. lO)m' 炉の方位 N-8ｰ-W 

床面 ロームを最大 3 cm掘り込ん床面とする。他

の住居に破壊されていない床面は堅く締まってい

た。

埋没土僅かながら検出された。

炉 方形の石囲炉である。炉石は結晶片岩と砂岩

4 点が用いられ、多孔石 1 点（5) と石皿 2 点 (6 と 7)

2 住居址

が転用されていた。炉の内側で長辺26cm、短辺22cm

で19cmの掘り込みをもつ。

柱穴 6 本検出されている。 P6 は114号住居の掘

り方調査の際に検出された。各柱穴の規模：〈径》 x

深さは、 Pl 〈40X37〉 X50cm、 P2 〈41X39〉 X48cm、

P3〈45X40〉 X67cm、 P4〈38X35〉 X21cm、 P5〈<34〉 X

34〉 X83cm、 P6 〈25X25〉 x (93)cmである。

埋甕 口縁部を僅かに欠損する深鉢（1）が、南東方

向に傾いて埋設されていた。

遺物勝坂式終末期の土器22点が出土し、 16点を

一括して取り上げた。小片が主体で器形を復元でき

た個体は埋甕だけである。石器類は10点が出土して

いるが、この中で石器は前述したように炉に転用さ

れている 3 点のみであった。（遺物観察表： 199頁）

重複調査に至る経過の記載を参照。

備考勝坂式終末期の竪穴式住居である。

114号住居
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吋
埋没土層

①暗黄褐色土 白色粒子と Y.P 粒子と黄褐

色土プロックを含む。

②にぶい黄褐色土 白色粒子とロームプロッ

クと Y.P粒子及び炭化物を僅かに含む。

③褐色土 ローム粒子と炭化粒子を僅かに含

む。

④褐色土 ローム粒子を僅かに含む。
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第135図

天引 c 区125号住居

天引 C 区118号住居出土遺物（3)

34〉 Xl2cm、 P3 <31X30>X 12cm、 P4 <35X34>X54

位
形
置
状

48-44他 写 真 P L28 • 86 

東側を弥生時代の42号住居に切られるが、

軸長 4m前後の円形を呈すると思われる。

面
床
積
面

(14.01) m' 方 位 不 明

ロームを最大 9 cm掘り込んで床面とする。

細かな凹凸が認められるが、堅く締まっていた。

埋没土

炉

僅かに検出された。

7 点の結晶片岩を用いた石囲炉である。

うち 1 点は石皿 (10) の転用である。炉の南側は小礫

1 点しか残存していなかったが、本来の状態かどう

かは不明であり、炉の近辺から弥生土器 2 点が出土

していることから、炉の南側が攪乱された可能性が

強いのではなかろうか。炉石の内側は長辺44cm、短

辺24cmで18cmの掘り込みをもつ。炉石は全て熱を受

けていたが、炉の底面や周辺は焼土化しておらず、

炭化粒子もあまり見られなかった。

柱 穴

この

11本の柱穴が検出された。各柱穴の規模：

〈径〉 X 深さは、

178 

Pl <35X32>x (56)cm、 P2 <37X

cm、 P5 〈46X42〉 X54cm、

7 〈42X42〉 X20cm、

P6 〈44X42〉 X19cm、 p
 

32 〉 X58cm、

24cmである。

床下土坑

る。

遺

類は34点が出土し、

土した石器は図示した。

重

備

物

複

考

P8 〈35X35〉 X52cm、

PlO 〈52X46〉 X5lcm、

pg<42X

Pll <34X30>X

2 基の土坑が住居の床面検出時に確認で

きた。いずれの土坑においても張り床は検出されて

いないが、本住居に伴う施設であるのかは不明であ

1 号土坑は長辺98cm、短辺92cmで95cmの掘り込

みをもつ。 2 号土坑は P4 に切られており、長辺100

cm、短辺82cmで56cmの掘り込みをもつ。

勝坂式終末期の土器片43点が出土し、 27点

を一括して取り上げた。いずれも小片である。また、

前述したように弥生土器 2 点が出土している。石器

8 点を一括して取り上げた。出

（遺物観察表： 199頁）

前述した42号住居とイモ穴状土坑及び耕作

溝に切られる。

勝坂式終末期の竪穴式住居である。
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第136図

/ 2 

①暗黄褐色土 ロームブロックと白色粒

子及びY.P粒子と炭化粒子を含む。

②黄褐色土 ①層の土をプロック状に僅

かに含む。

③黄褐色土 掘り方の土層。ロームプロッ

ク及びにぶい暗褐色土ブロックを斑状

に含む。

④暗黄褐色土 炉の埋没土。ローム粒子

や白色粒子及び炭化粒子を含む。

⑤黄褐色土炉の掘り方。白色粒子と Y

P粒子を僅かに含む。

⑥褐色土 ローム粒子とロームプロック

を多く含み白色粒子と炭化粒子をごく

僅かに含む。

⑦暗褐色土 白色粒子と Y.P 粒子を少

しと炭化粒子をごく僅かに含む。

⑧暗褐色土 Y.P粒子とローム粒子を少

しと炭化粒子をごく僅かに含む。

⑨暗黄褐色土 ロームブロックやや多く、

白色粒子をごく僅かに含む。

⑩暗黄褐色土 くすんだローム粒子を主

体とする。

l .  _ .X  
④ 

万
上．④．__E_'._

口

゜ L=I82.70 lm 

天引 c 区125号住居と出土遺物(1)
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天引 c 区127号住居

位置 45-43他 写真 P L28 • 88 

調査に至る経過 表土を除去した段階で、炉石の上

面が検出されたため竪穴式住居を想定して調査をす

すめた。弥生時代の53号住居、時期不明の81号土坑

及び耕作溝やイモ穴状土坑に切られており、さらに

北側では壁が検出できなかったことから形状等不明

なことが多い。

炉の方位 N-13ー -W 

床面 ロームを最大6cm掘り込んで床面とする。北

側では壁を検出できなかったが、推定部分までの床

面は確認できた。

埋没土僅かではあるが確認できた。

炉 西辺が一部突出するが、ほぼ方形を呈する石

囲炉である。検出された 6 点の炉石は、いずれも結

晶片岩で二次的な被熱による劣化が著しい。炉の底

面は焼土化していた。炉石の内側は、長辺40cm、短

ー
、
―

ぶ．

•
P 

', 

B ——·• 

少·

53号住居

2 住居址

辺32cmで12cmの掘り込みをもつ。

柱穴 8 本検出された。住居の壁際に配置する傾

向が見受けられる。各柱穴の規模：〈径〉X深さは、

Pl 〈23X20〉 Xl9cm、 P2 〈26X26〉 X6cm、 P3 〈28X

28〉 X22cm、 P4 〈27X26〉 X29cm、 P5 〈28X28〉 X20

cm、 P6 〈29X26〉 X25cm、 P7 〈 (40) X 34〉 X54cm、

P8 〈30X30〉 Xl3cmである。

遺物縄文土器32点が出土し、 26点を一括して取

り上げた。内訳は、勝坂II 式 2 点以外は全て勝坂式

終末期に位置付けられよう。全ての土器片が小片で、

器形を復元できた個体はなく、住居内での接合関係

もみられなかった。

石器類は15点が出土し、 2 点を一括して取り上げ

た。石器は図示した 2 点が出土しているにすぎない。

（遺物観察表： 199 • 200頁）

重複調査に至る経過の記載を参照。

備考勝坂式終末期の竪穴式住居である。
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埋没土層

①暗褐色土暗褐色土

プロックと白色粒子

と Y.P 粒子を僅か

に含む。

②暗黄褐色土炉の埋

没土。白色粒子と Y.

P粒子と炭化粒子及

び焼土粒子を僅かに

含む。

③灰黄褐色土掘り方

の土層。ロームプロッ

クと白色粒子及び

Y.P粒子を僅かに

含む。

2ヽ•I 

゜ L =182.70 2m 

第138図天引 C 区127号住居
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III 縄文時代の遺構と遺物

ヽ］
J 
/ 1 

、,-茫崖199Vげ‘

で三三三＝ 7 

/ I I 

疇］4

` I 8 
I I 

1 //'6  

ぐ.. 

゜ ゜
10cm I I 5 

第139図 天引 c 区127号住居出土遺物

天引 c 区129号住居 ある。床面直上から出土した土器片はほとんどな

位置 41-41他 写真 P L29 • 86 かった。接合資料a~d はいずれも阿玉台 II式の胴

形状長軸2.50m、短軸2.42mのほぼ円形を呈す 部片である。住居間における接合関係は本住居の南

る竪穴式住居である。弥生時代の108号住居と時期不 東17.Sm に位置する 59号住居との間で、 1 例確認で

明の35号土坑に切られるが、この 2 つの遺構はいず きた。本住居から出土した 8 点の阿玉台式土器（1）が

れも掘り込みが浅いために本住居の壁の一部を破壊 59号住居出土の 1 点と接合している（第114図）。各住

したにすぎない。

面積 4.75m' 方位不明

床面 ロームを最大26cm掘り込んで床面とする。

堅く締まっていた。

埋没土土層観察からは、自然堆積の可能性が強い

と思われる。

炉検出されなかった。

柱穴壁から少し内側の部分で、環状に 7 本検出

された。各柱穴の規模：《径》 x 深さは、 Pl 《36X

34》 X47cm、 P2 《35X33》 X52cm、 P3 《40X24》 X19 

cm、 P4 《39X32》 X52cm、 P5 《31 X30》 X28cm、 P

6 《37X34》 X5lcm、 P7 《44X41 》 X54cmである。

遺物縄文土器53点が出土し、 18点を一括して取

り上げた。内訳は勝坂 II 式25点と阿玉台 II式28点で

182 

居における出土位置を見てみると、 59号住居では住

居北側における床面直上であるのに対して、本住居

の場合は床面から若干浮いた状態で検出されてい

る。また、床上23cmの高さで弥生土器 l 点が出土し

た。

石器類は17点が出土した。石器は図示した 4 点の

他に、黒曜石製の石鏃が 1 点床上21cmの高さで出土

したが図化できなかった。 （遺物観察表： 200頁）

重複調査に至る経過の記載を参照。

備考勝坂II式期の竪穴式住居であろう。
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III 縄文時代の遺構と遺物

天引 c 区134号住居

位置 37-47他 写真 P L29 • 88 

調査に至る経過遺構確認をした段階及び本住居を

切る弥生時代の112号住居を調査した段階では、落ち

込みを確認できなかった。縄文時代以降の調査が終

了した区域から、順次旧石器の試掘坑を掘っていっ

たが、本住居が確認されたのは試掘坑の土層観察に

おいてであった。結果的に、住居のかなりの部分を

試掘坑によって破壊してしまった。また、残存状態

も悪かったため、形状等不明なことが多い。

面積不明 方位不明

床面 ロームを最大29cm掘り込んで床面とする。

立地の条件から北壁の一部は検出できなかった。

埋没土 土層観察からは自然堆積の可能性が強い。

炉直径20cm、深さ 14cmの掘り込み中に、胴上半

部を欠損する深鉢（1）が埋設されていた。土器の埋没

土中に僅かながら焼土粒子と炭化粒子が確認された

ことから炉と認定した。

柱穴 4 本の柱穴の規模：《径》 x 深さは、 P

1(28 X (28) 》 X28cm、 P2《31X (28) 〉 X29cm、 P3《30X

30》 X29cm、 P4 〈24X24〉 Xl5cmである。

遺物縄文土器 4 点が出土し、 2 点を一括して取

り上げた。いずれも諸磯式期の所産と思われるが、

全て縄文施文のみの土器であったため、細分型式期

を特定できなかった。しかしながら、天引 C 区にお

いて諸磯式土器の出土は僅かにあり、型式がわかる

ものは全て諸磯 b （新）式であることを考えあわせる

と、当該期に比定されるのかもしれない。石器類は

3 点が出土した。内訳はフレイク 1 点、石核 1 点、

礫 1 点である。なお、本住居を切る旧石器試掘坑か

らは、縄文時代の遺物は出土していない。埋没土中

に含まれる遺物が少なかったことを示唆するものと

いえよう。 （遺物観察表： 200頁）

重複調査に至る経過の記載を参照。

備考諸磯式期の竪穴式住居である。
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゜ 10cm 

゜ 2m 

第141図 天引 C 区134号住居と出土遺物
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天引 c 区138号住居

位置 50-44他 写真 P L30 • 87 

形状南側の一部を奈良時代の133号住居に破壊

されるが、残存部分の状況から長軸（5.90) m、短軸

5.56mの不正円形を呈すると思われる。

面積 (25. 52) 面 炉の方位 N-5°-W

床面地形が西から東に緩やかに傾斜する場所に

立地するため、住居の西側ではロームを最大24cm掘

り込んで床面とするが、東側では10cmの壁高である。

床面は凹凸があり堅く締まる。住居のほぼ中央部に

おいて、焼土化した部分が確認された。

埋没土土層観察から自然堆積の可能性が強い。

2 住居址

炉住居の中央から、北側の部分で結晶片岩を主

体とした石囲炉が検出された。南辺では炉石が検出

されなかったが、この部分が浅く窪んでいたことか

ら、本来は方形に 4 点の礫が配置されていたものと

思われる。多孔石 (10) が 1 点用いられていた。炉石

の内側は31cmで 6cmの掘り込みをもつ。

柱穴 13本検出された。壁から少し内側の部分で

検出されたものが多い。 P6 は133号住居調査時に確

認され埋没土の状態から本住居に帰属するものと判

断した。 P13は掘り方調査の際に検出された。各柱

穴の規模：《径》 X深さは、 Pl 《42X34》 X19cm、 P

2 《50X41》 X58cm、 P3 〈42X40》 X47cm、 P4 《58X

ー
、
―

心
[

ジ

B 
ー・ : 

.. ̀
) 

床下土坑 2

立＼~ 3 

` .',' 

町下土坑 1'·9 •• 9... 9. 9... • • 9. 9. 9 •• 9. 9 •• 9 •• 9. 9 •• '. •, •• • 9 9. •. • 9 9. • 9 • •. 

• •. • 9. •. ·’, • 

ジ・

L =182. 70 

」．⑦．」と

⑨コ浜こ口
⑧ ⑨ 

..JL. 

頁

p

o
 

133号住居

ーー'

ヽ
/ 

/ 
/ , 

/ 
/ 

/ 
ノ

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 

' 9’ 

9’ 

／ク
, 

ｷｷ-

ぶ

L =182.90 

⑥ 口言④t
⑤
 

B' ·~-—·· 

ul 
①暗褐色土 白色粒子とローム粒子

及び炭化物を含む。②暗褐色土 ① 

層に比ベローム粒子の混入多い。白

色粒子と炭化粒子及び焼土粒子を含

む。③にぶい黄褐色土 ローム質土

A' 壌。④にぶい黄褐色土 ロームブロッ

クと白色粒子及び炭化粒子を僅かに

含む。⑤明赤褐色土焼土粒子と白

色粒子及び炭化物を含む。⑥にぶい

黄橙色土 白色粒子と炭化物を僅か

B 

•-... 

L =182.90. 」こに含む。⑦暗褐色土焼土粒子を少
し含む。⑧暗褐色土 焼土粒子を多

く含む。⑨暗褐色土 ローム質土壌。

焼土粒子及び炭化粒子を含む。

゜ 2m 

第142図天引 C 区138号住居
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III 縄文時代の遺構と遺物

48〉 X64cm、 P5〈56X52〉 X47cm、 P6〈41X34》 X (67) 

cm、 P7 〈64X54〉 X58cm、 P8 {76X68》 X57cm、 P

9〈40X38〉 X53cm、 PlO〈74X49〉 X49cm、 P11《42X

38〉 X57cm、 P 12 〈30X28〉 X45cm、 P13 {35 X25>X

20cmである。

壁周溝 ほぽ壁に沿って検出された。最大幅は32cm

で、深さは最大27cmであった。

床下土坑住居の床下から 2 基の土坑が検出され

た。いずれの土坑も住居に伴う施設と調査時に判断

したが、積極的な根拠はない。 1 号土坑は埋没土中

に焼土粒子及び炭化粒子が含まれていた。長辺70cm、

短辺60cmで61cmの掘り込みをもつ。 2 号土坑は長辺

68cm、短辺66cmで23cmの掘り込みをもつ。

遺物縄文土器50点が出土し、 21点を一括して取

り上げた。住居の埋没土中から出土した土器は、大

半が勝坂式終末期に帰属するが、諸磯 b （新）式 1 点

が PlOの場所で床上15cmの高さで出土ている。また、

掘り方調査の際に、阿玉台 II式の土器片 3 点が出土

したことから、本住居が構築される前に勝坂 II式期

の遺構があったのかもしれない。石器類は炉石も含

め27点が出土した。石器は図示した 3 点が出土して

いる。この中で、被熱によって 9 つの破片となった

同一個体の磨製石斧 (8) が検出されている。

（遺物観察表： 200 • 201頁）

重複形状の記載を参照。

備考勝坂式終末期の竪穴式住居である。
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第143図天引 C 区138号住居出土遺物(1)
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2 住居址

-、---- --~ • -- - --

10 

゜ 20cm 

第144図 天引 C 区138号住居出土遺物(2)

天引 C 区 144号住居

位置 37-50他 写真 P L31 • 87 • 88 

形状古墳時代中期の143号住居やイモ穴状土坑

に切られるが、不正円形を呈するものと思われる。

床面 ロームを最大 6 cm掘り込んで床面とする。

炉 2 基検出された。検出状況から同時に存在し

たと思われる。 1号炉は長軸80cm、短軸70cmの楕円形

を呈し、 24cmの掘り込みをもつ地床炉である。底面

が焼土化しており、埋没土中から礫や土器片が多数

出土している。 2 号炉は鉤の手状に被熱した 2 つの

礫が検出されていることから、石囲炉の可能性があ

る。炉石に台石 (20) が転用されていた。長軸42cm、

短軸36cmの隅丸方形状を呈し18cmの掘り込みをも

つ。

柱穴 13本検出された。 1 号炉の下から PlOが検

出されいる。 PlO~13は掘り方調査の際に検出され

た。規模：〈径〉 X 深さは、 Pl 〈35X32〉 X39cm、 P

2 〈33X30〉 Xl4cm、 P3 〈65X50〉 X55cm、 P4 〈42X

40〉 X44cm、 P5 〈50X48〉 X66cm、 P6 〈50X44〉 X39

cm、 P7 〈43X37〉 X (50)cm、 P8 〈38X38〉 X (54)cm、

pg< 58X54>x (28)cm、 PlO 〈45 X33〉 X53cm、 P

11 〈70X70〉 Xl3cm、 Pl2〈55X47〉 X47cm、 Pl3{47X

41 〉 X30cmである。

埋甕勝坂II 式期の深鉢胴部（3）が埋設されてい

た。本来は一周分埋設されていたが、被熱による劣

化が著しく、全体を復元できなかった。

遺物縄文土器117点が出土し、 45点を一括して取

り上げた。埋甕は勝坂 II式であるが、他の土器片は

勝坂式終末期に比定される。埋没土中の土器片の多

くは床面直上のものが主体を占め、壁際からの出土

も認められることから、住居廃絶後の早い段階で勝

坂式終末期の土器片が廃棄された状況が想定され

る。よって、埋甕の埋設された時期と埋甕の土器型

式期が一致しない可能性が強い。また、 1 が103号住

居出土の土器片と接合している。石器類は31点が出

土し、出土した石器は図示した。土製耳飾りが 1 点

出土している。 （遺物観察表： 201 • 202頁）

重複形状の記載を参照。

備考勝坂式終末期の竪穴式住居の可能性が強い

と思われる。
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①暗灰褐色土 M.P

粒子を含むロームプ

ロックとローム粒子

及び炭化粒子を含

む。②にぶい黄褐色

土 ロームプロック

を主体 とする。

③にぶい黄褐色土壁

周溝の埋没土。

④暗褐色土 2 号炉の

埋没土。ローム粒子

を少しと炭化粒子及

び白色粒子を僅かに

含む。

⑤暗褐色土 1 号炉の

埋没土。ローム粒子

と炭化粒子及び白色

粒子を僅かに含む。

_.A_. ....A:.. 

゜ L =182.10 2m 

第145図 天引 C 区144号住居
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III 縄文時代の遺構と遺物
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第147図 天引 c 区144号住居出土遺物(2)
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第148図 天引 c 区144号住居出土遺物（3)

天引 c 区147号住居

位
形
置
状

に、不明な点が多いが長軸3.64mの円形を呈すると

思われる。住居の中央部に天明 3 年(1783年）以前

の攪乱がある。

残存部分の面積

床 面

埋没土

49-47他 写

ほぼ半分が発掘調査区域外にあたるため

く5.46〉 m2

真 P L32 • 88 

方 位 不 明

ロームを最大llcm掘り込んで床面とする。

床面は堅く締まっていた。

⑥層が本住居の埋没土にあたる。白色粒子

り上げた。内訳は、黒浜式 1 点と勝坂II 式 7 点であ

る。石器類は打製石斧 1 点と凹み石 2 点が出土した

が紛失した。なお、黒浜式土器 l 点は天引向原地区

の縄文時代遺構からは唯一の出土であった。

（遺物観察表： 202頁）

重 複 本住居の直下から勝坂 II 式期の150号住居

が検出されている。土層観察から本住居のほうが新

しい。

備 考 勝坂 II式期の竪穴式住居の可能性が強いと

思われる。

の他にローム粒子も多く含んでいる。

炉 検出されなかった。

柱 穴 4 本検出された。いずれの柱穴も比較的浅

かった。各柱穴の規模：〈径〉 X深さは、 p 1 <35X

34〉 X23cm、

7cm、

遺

P4 

P3 <54X46>X

物

P2 〈40X40〉 X36cm、

〈42X38〉 X29cmである。

縄文土器 8 点が出土し、 7 点を一括して取

191 



III 縄文時代の遺構と遺物

___A_. 
発掘調査区域外 ,

9
 

、
8

吋

ユ．
L =183.90 

・ユ

__A__. 

I •ノ
-----------. ---ｷ--.. 

・ユ¥

L =183.90. ュ¥

吋

吋

゜
2m 

/ 

a 
り，

゜
10cm 

①灰褐色土浅間A軽石を含む。②灰褐色土浅間A軽石を含む。③暗褐色土④暗灰褐色土暗

褐色土プロックを含む。⑤暗褐色土褐色土プロックと暗灰褐色土ブロックを含む。⑥褐色土 白

色粒子を含む。⑦暗黄褐色土 土壌粒子の細かな土層。⑧暗黄褐色土 ロームプロックを含む。

⑨にぶい黄褐色土 白色粒子と炭化粒子を含む。⑩にぶい黄褐色土 白色粒子と炭化粒子を含む。

⑪にぶい黄褐色土 ロームプロックと炭化粒子を含む。

第149図 天引 c 区147号住居と出土遺物

天引 c 区150号住居

位置 49-47他 写真 P L32 • 33 • 88 

形状 ほぼ半分が発掘調査区域外にあたるため

に、不明な点が多いが残存部分から長軸2.50mの楕

円形を呈すると思われる。

残存部分の面積 (3.65) 面 方位不明

床面 ロームを最大 6cm掘り込んで床面とする。

堅く締まっていた。

埋没土 ⑨層が本住居の埋没土にあたる。ローム質

の土壌であった。

炉検出されなかった。

柱穴 3 本検出された。いずれの柱穴も比較的浅

かった。各柱穴の規模：《径》 x 深さは、 Pl 〈22X

20》 X24cm、 P2 《30X28》 X11cm、 P3 《20X 18>X11

cmである。

遺物縄文土器12点が出土し、 6 点を一括して取

り上げた。内訳は、勝坂 II 式10点と阿玉台 II 式 2 点

192 

である。石器類は打製石斧 l 点と硬質泥岩のフレイ

ク 2 点と礫 2 点が出土している。

（遺物観察表： 202頁）

重複本住居の上に勝坂 II 式期と考えられる 147

号住居が構築されている。

備考勝坂II式期の竪穴式住居である。
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褐色土プロックを含む。⑥褐色土 白色粒子を含む。⑦暗黄褐色土 土壌粒子

の細かな土層。⑧暗黄褐色土 ロームプロックを含む。⑨にぶい黄褐色土 白
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第150図 天引 C 区150号住居と出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

天引 c 区59号住居出土遺物（第114 • 115図、 PL 82) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～底 ①良好 ②褐色 ③雲母粒 口径 (26.0) 。底径14.0。高さ 27.5。頸部に 1 本胴部に 2 本断面

深 鉢 部％残存 を多量に含む 三角の隆帯を、たが状に巡らす。胴部の横位隆帯を斜位に連結

し、平行四辺形の区画を 4 単位描出する。

2 口縁部％ ①良好 ②鈍い橙色 ③黒 口径17 0。ペン先状の連続刺突文及び幅広の竹管文で文様を描

浅鉢か 残存 雲母粒を含む 出する。文様の単位は 4 単位。単位の間に三叉文。

3 • 4 口縁部片 ①良好 ②灰赤色 ③金雲 2 本 1 組の結節沈線及び波状沈線を巡らせる。 3 は二次的に被

深 鉢 母粒を多鼠に含む 熱。

5 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 ③砂を 外面に一部丹彩。ペン先状の刺突が巡る。

浅 鉢 多量に含む

6 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③金雲母 波状口縁。断面三角の隆帯によって区画。区画内は櫛歯状工具

深 鉢 粒を多旦に含む による条線。

7 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 隆帯を垂下い隆帯に沿って半裁竹管状工具による沈線を施す。

深 鉢 ③砂を少旦含む

8 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③黒雲 隆帯による区画を行い、区画に沿ってペン先状の連続刺突文を

深 鉢 母粒を含む 施す。, 胴～底部 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 底径8.0。横位に隆帯を巡らせ、楕円区画をする。隆帯に沿って

深 鉢 母粒を含む 幅広の竹管文を施す。

石 器

番号 I 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

10 I 使用痕の 長 7.1 幅 5.8 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 1 7 重 66.0 

11 I 使用痕の 長 6.6 幅 5.2 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 1 0 重 37.0 

天引 c 区78号住居出土遺物（第116図、 PL 82) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴部片 ①やや不良 ②浅黄色 低い隆帯を垂下させる。隆帯に沿って棒状工具による浅いナゾ

深 鉢 ③黒雲母粒を多旦に含む リが施される。隆帯は磨耗しているが本来的に低かったものと

思われる。

2 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 原体LR と原体RL の単節斜縄文を稜杉状に施文する。

深 鉢 ③砂を多量に含む

3 口縁部片 ①良好 ②浅黄橙色 ③黒 刻みを施した隆帯を垂下する。隆帯に沿って棒状工具による浅

深 鉢 雲母粒を含む い沈線が施される。二次的に被熱。

4 胴部片 ①やや不良②灰黄褐色 棒状工具による渦巻文。沈線は浅く、レリーフ状に文様を描出

深 鉢 ③砂を多旦に含む する。

5 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 一部に沈線が施される。

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

6 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 隆帯に沿って幅広の竹管文。

深 鉢 ③石英を含む

7 底部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 沈線が 2 本垂下。

深 鉢 ③礫を少蘭含む

石器

番号 種類 大きさ・重輩 形状•特徴等

8 加工痕の 長 4.1 幅 6.0 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 1.0 重 25.0 , 使用痕の 長 6.5 幅 6.9 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 2.7 重 72.0 

10 使用痕の 長 6.3 幅 4.4 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 0.7 重 16.5 

天引 c 区101号住居出土遺物（第119~123図、 PL 82~84) 
土器

番号 I 部位 I ①焼成②色調③胎土 I 器形・文様の特徴等
I 胴部 1 ①良好②鈍い褐色 ③黒 原体 L のより糸を全面に施す。

深 鉢 雲母粒を含む より糸施文は中央部を図化。
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（単位：叩）

備考

勝坂 II式か

外面炭化物付着

勝坂 II 式

阿玉台］I式

3 • 4 は同一
勝坂 II 式

阿玉台 II 式

勝坂 II 式

二次的に被熱

勝坂 II 式

勝坂 II 式

（単位： cm. g) 

備考

硬質泥岩

頁岩

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

覆土

勝坂式終末期か

覆土

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

A群

勝坂 II 式

覆土

勝坂式終末期

（単位： cm. g) 

備考

硬質泥岩

硬質泥岩

硬質泥岩

（単位： cm)

備考 I 
勝坂式終末期 ' 

埋甕



2 住居址

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等 備 考

2 胴部％残 ①良好 ②鈍い赤褐色 口径 (26.5) 。口縁直下は無文。口縁部は原体L のより糸を施し 勝坂式終末期

深 鉢 存 ③砂粒を含む たのち、棒状工具による区画。区画内に文様を描出する。頸部 2 号炉とp 7 から出

は鎖状の隆帯を巡らせる。口縁部文様の単位は不明。 土

3 口縁部 ①良好 ②鈍い黄橙色 口径 (31.6) 。口縁部は無文。頸部はくびれ、若干凹む。胴部は 勝坂式終末期

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 原体 L のより糸を施したのち、鎖状の隆帯で貼付する。 103号住 住居間接合

居と接合。

4 口縁部％ ①良好 ②橙色 ③黒雲母 口径16.6。口唇部内側に稜をもつ。無文。 勝坂式終末期

深 鉢 残存 粒を含む 内面に炭化物が付着する。

5 胴部％残 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 底径 (8 0）。口縁部が強く外反する。胴部は原体 L のより糸を 勝坂式終末期

深 鉢 存 母粒を含む 施したのち、幅広の竹管による刻みを付した隆帯を横位に巡ら 外面炭化物付着

し、区画内に懸垂する。文様の単位は不明。

6 胴～底部 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 原体 L のより糸を全面に施す。口縁部に向かって開く器形。 勝坂式終末期

深 鉢 母粒を含む 外面炭化物付着

7 口縁～胴 ①良好 ②鈍い橙色 ③黒 口径15.0。口縁部は無文。胴部は原体 L のより糸を施したのち、 勝坂式終末期

深 鉢 部％残存 雲母粒を含む 刻みを付した隆帯を横位に巡らせ、刺突を付した鎖状の隆帯を 外面が一部剥落

垂下させる。区画内には三列の刺突を施す。胴部文様は 4 単位。

8 胴～底部 ①良好 ②鈍い橙色 ③砂 底径 (6.0) 。頸部に指頭状の圧痕を施した隆帯を巡らせる。胴 勝坂式終末期

深 鉢 凶残存 粒を含む 部は原体LR の単節斜縄文を施す。, 胴～底部 ①良好 ②明赤褐色 ③黒 底径6.0。原体R のより糸を施したのち、棒状工具による 2 本 1 勝坂式終末期

深 鉢 雲母粒を含む 組の沈線で文様を描出する。器面を 2 本の沈線で 4 分割し、区

画内に U字、逆U字の文様を施す。

10 胴～底部 ①良好 ②明褐色 ③片岩 底径10.5。原体 L のより糸文を全面に施す。 勝坂式終末期

深 鉢 を含む 内外面が摩耗

11 底部％残 ①良好 ②鈍い赤褐色 原体 L のより糸を施す。 勝坂式終末期

深 鉢 存 ③黒雲母粒を含む

12 口縁部片 ①良好 ②明褐灰色 ③黒 原体 L のより糸を施したのち、背割り状の沈線を付した隆帯に 勝坂式終末期

深 鉢 雲母粒を含む よって文様を描出する。隆帯に沿って沈線を施す。

13 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③黒 口縁部は刻みを付した隆帯で文様を描出する。頸部は背割り状 勝坂式終末期

深 鉢 雲母粒を含む の沈線を付した隆帯が巡り胴部には原体L のより糸を施す。

14 口縁部片 ①良好②褐色③砂粒を 環状を呈する把手。棒状工具による沈線文を施す。 勝坂式終末期

深 鉢 含む

15 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 隆帯によって文様を描出する。 勝坂式終末期

浅 鉢 母粒を含む

16 口縁部片 ①良好②赤褐色 ③砂を 口縁部に刻みを付した隆帯を 2 本巡らし、口唇部から 1 本垂下。 勝坂式終末期

深 鉢 含む

17 口縁部片 ①良好 ②鈍い橙色 ③雲 無文の口縁部片。 勝坂式終末期

深 鉢 母粒を含む

18 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 口唇部が内側に肥厚する。無文。 勝坂式終末期

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

19 口縁部片 ①やや不良②鈍い橙色 口縁部に棒状工具による沈線が巡る。地文は櫛歯状工具による 勝坂式終末期

深 鉢 ③砂を多星に含む 条線。

20 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 ③ス 棒状工具による沈線文。 2 号炉の埋没土中とpgの埋没土中か 勝坂式終末期

深 鉢 コリア粒を少星含む ら出土した。

21 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 原体 L のより糸文を施したのち、沈線及び削り取りによって文 勝坂式終末期

深 鉢 粒を含む 様を描出する。また、沈線間は磨消される。

22 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③砂粒を 無文の口縁部。口径(14.2) 。 勝坂式終末期

深 鉢 含む

23 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③片 刻みを付した隆帯及び棒状工具による沈線で文様を描出する。 勝坂式終末期

深 鉢 岩を含む 中空状の突起を貼付する。空白部には刺突文。

24 • 25 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③黒 原体 L のより糸を施したのち、矢羽根状の刻みを付した隆帯や、 勝坂式終末期

深 鉢 雲母粒を含む 鎖状の隆帯で文様を描出する。

26 胴～底部 ①やや不良 ②明褐色 櫛歯状工具による条線を垂下する。内面が剥落する。 勝坂式終末期

深 鉢 片 ③砂を多量に含む

27 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③黒 原体 L のより糸を施したのち、刻みや背割り状の沈線を付した 勝坂式終末期

深 鉢 雲母粒を含む 隆帯による渦巻文を描出する。外面が一部剥落する。

28 胴部片 ①良好 ②黄褐色 ③黒雲 原体 R のより糸文を施した後、刻みを付した隆帯による楕円区 勝坂式終末期

深 鉢 母粒を含む 画文。楕円区画内は隆帯に沿って沈線を施し、他はナゾリ。 2 号炉

29 胴部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 幅広の隆帯及び棒状工具による沈線や刺突文。二次的に被熱。 勝坂式終末期

深 鉢 粒を多星に含む

30 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 原体 L のより糸を施した後、刻みを付した隆帯を巡らせる。隆 勝坂式終末期

深 鉢 母粒を含む 帯に沿って棒状工具によるナゾリが施される。
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III 縄文時代の遺構と遺物

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

31 胴部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 原体 L のより糸を施した後、刻みを付した隆帯が巡る。隆帯に

深 鉢 粒を含む 沿って棒状工具によるナゾリが施される。

32 胴部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 鎖状の隆帯を 2 つ貼付する。原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

33 口縁部片 ①良好 ②黄褐色 ③砂を 扁い隆帯と半裁竹管状工具による平行沈線文。

深 鉢 多最に含む

34 胴部片 ①やや不良 ②赤褐色 原体 L のより糸を施した後、背割り状の沈線を付した隆帯を貼

深 鉢 ③砂を多旦に含む 付。隆帯上に刻みを付し、沿ってナゾリ状の沈線。内面の一部

が鉗」落する。

35 把手の一 ①良好 ②鈍い褐色 ③黒 背割り状の沈線を付した隆帯を巻き上げて中空状の把手を作り

深 鉢 部 雲母粒を含む あげる。隆帯上には刻みを付す。

36 胴部片 ①良好②黄褐色③砂を 原体L のより糸を施した後、鎖状の隆帯が垂下する。隆帯に沿っ

深 鉢 含む てナゾリが施される。

37 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③黒雲 原体RL の単節斜縄文を施す。

深 鉢 母粒を少最含む

38 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 ③砂 原体不明のより糸文を施す。

深 鉢 を含む

石器

番号 種類 大きさ・重鼠 形状•特徴等

39 打製石斧 長 11.3 幅 5.2 短冊形を呈すが、刃部が凸刃状を呈し、両側縁が僅かに内彎す

厚 1 7 重 151.0 る。完形。

40 打製石斧 長 12 9 幅 4 5 短冊形を呈する。完形。

厚 2 4 重 146 0 

41 打製石斧 長 10. 7 幅 5 0 短冊形を呈する。刃部を欠損する。

厚 2 8 重 157.0 

42 打製石斧 長く 5.0> 幅 3 8 短冊形を呈すると思われる。基部を欠損する。

厚 1.3 重 25.0 

43 打製石斧 長く 7.2〉幅 5.3 基部が丸味を持つ。刃部を欠損する。

厚 1.3 重 50.5 

44 使用痕の 長 6.9 幅 3.4 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 0.8 重 19.5 

45 使用痕の 長 6.0 幅 5.9 両面に使用痕。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 1 0 重 40.0 

46 磨製石斧 長く1 1. 2〉幅 5.3 全面に製作時の擦痕が見受けられる。基部を欠損する。

厚 3 5 重 380.0 

47 磨石 長く 5 3〉幅 7.2 両面に磨面。磨面以外は敲打痕。約％を欠損する。

厚 4.3 重 223.0 

48 台石か 長く11 7〉幅 く 7. 7> 凹み穴Aが片面に見受けられる。全面に敲打痕。破片。

厚 4.7 重 526.0 

49 石皿か 長く22.1〉幅 く12.6〉 片面に磨面、両面に凹み穴B が見受けられる。破片。

厚 6 1 重 1750 0 

50 多孔石 長 30.2 幅 25 0 両面に凹み穴 B が見受けられる。完形。

厚 10.2 重 8650 0 

51 多孔石 長く29.6〉幅 32 1 両面に凹み穴 B が見受けられる。一部を欠損する。二次的に被

厚 14. 2 重 115000 熱する。

天引 C 区 103号住居出土遺物（第127~130図、 PL 84 • 85) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴～底部 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 底径9.6。原体 L のより糸を全面に施す。

母粒を多量に含む

2 口縁部％ ①良好 ②赤褐色 ③片岩 口径（17. 3) 。口唇部は肥厚し、無文で下端に凹線を巡らせる。

残存 を含む 胴上半部は原体RL の単節斜縄文を施し、下部に幅広の竹管文

を巡らし、刻みを付した隆帯が垂下する。

3 胴部％残 ①良好 ②鈍い黄褐色 口径(15.4) 。頸部に隆帯を巡らせたのち、原体R のより糸を施

深 鉢 存 ③黒雲母粒を含む す。

4 胴部％残 ①良好 ②明褐色 ③黒雲 原体R のより糸を施したのち、隆帯及び棒状工具による沈線を

深 鉢 存 母粒を含む 横位に巡らせる。

5 口縁部％ ①良好 ②鈍い黄褐色 口径18.0。原体 L の細かなより糸を施したのち、棒状工具によ

深 鉢 残存 ③黒雲母粒を多量に含む る沈線で文様を描出する。二次的に被熱。
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備 考

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

内面が剥落

（単位： cm. g) 

備考

緑色片岩

硬質泥岩

硬質泥岩

珪質頁岩

粗粒安山岩

二次的に被熱

細粒安山岩

細粒安山岩

変玄武岩

粗粒安山岩

二次的に被熱

粗粒安山岩

二次的に被熱

牛伏砂岩

牛伏砂岩

二次的に被熱

牛伏砂岩

炉石に使用

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期



2 住居址

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等 備 考

6 口縁部片 ①良好②褐色③片岩を 隆帯によって区画し、棒状工具による沈線文及び刺突文を充填 勝坂式終末期

浅 鉢 多絋に含む する。

7 口縁部片 ①良好 ②鈍い橙色 ③砂 口縁部が肥厚。口縁～胴部にかけて刻みを付した隆帯を垂下。 勝坂式終末期

深 鉢 を含む 胴部は半戟竹管状工具による沈線が垂下する。 内面炭化物付着

8 口縁部片 ①良好 ②橙色 ③黒雲母 原体 L のより糸を施したのち、口縁に隆帯を貼付し、さらに隆 勝坂式終末期

深 鉢 粒を多鼠に含む 帯に沿って棒状工具による沈線を施す。, 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 口唇部は内折し、沈線が巡る。原体 L のより糸文を施す。 12 と 勝坂式終末期

深 鉢 ③砂を含む 同一個体。

10 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③砂 原体 L のより糸文を施したのち、クランク状の 2 本 1 組の隆帯 勝坂式終末期

深 鉢 を含む を貼付する。

11 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 口縁に小突起。口縁部は隆帯によって文様を描出したのち、棒 勝坂式終末期

深 鉢 粒を含む 状工具による沈線文及び刺突文。

12 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③砂 口唇部は内折し、沈線が巡る。原体 L のより糸文を施す。 9 と 勝坂式終末期

深 鉢 を含む 同一個体。

13 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③黒 隆帯を 2 本巡らせ、箆状工具による刻みを施す。 勝坂式終末期

深 鉢 雲母粒を含む

14 口縁部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 口唇部が肥厚し、浅い沈線が巡る。内外面に丹彩が一部残存す 勝坂式終末期

浅 鉢 ③雲母粒を含む る。

15 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③黒 刻みを付した隆帯で文様を描出する。二次的に被熱。 勝坂式終末期

深 鉢 雲母粒を含む

16 ロ縁部片 ①良好 ②明赤褐色 ③黒 口縁部の突起。棒状工具による沈線文や幅広の竹管文を施す。 勝坂式終末期

深 鉢 雲母粒を含む

17 胴部片 ①やや不良②鈍い褐色 隆帯と半戟竹管状工具による沈線文。内面が剥落。 勝坂式終末期

深 鉢 ③礫を少屈含む

18 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄褐色 原体 L のより糸文を施したのち、 2 本 1 組の隆帯で口縁部文様 勝坂式終末期

深 鉢 部片 ③片岩を含む を描出する。内面の一部及び外面の隆帯の一部が剥落。

19 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③砂 隆帯と口縁部は半戟竹管状工具により文様を描出。胴部は原体 勝坂式終末期

深 鉢 を含む L のより糸文。

20 胴部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 幅広の半戟竹管状工具による平行沈線文及び刺突文が施され 勝坂 II 式

深 鉢 ③片岩を多鼠に含む る。 二次的に被熱

21 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 ③片 刻みを付した隆帯及びペン先状の刺突文及び幅広の竹管文を施 勝坂 II 式

深 鉢 岩を含む す。 覆土

22 胴部片 ①良好 ②褐灰色 ③黒雲 刻みを施した隆帯と沈線及びペン先状の刺突で文様を描出す 勝坂式終末期

深 鉢 母粒と砂を多械含む る。

23 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 矢羽根状の刻みを付した隆帯が巡る。二次的に被熱。 勝坂式終末期

深 鉢 ③砂を含む

24 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③黒 半戟竹管状工具による沈線で区画。区画内は同一工具による竹 勝坂 II 式

深 鉢 雲母粒を含む 管文。 二次的に被熱

25 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 ③片 尚い隆帯を巡らせ、幅広の竹管文を施す。 勝坂 II 式

深 鉢 岩を少、雲母粒多望含む

26 胴部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 ペン先状の刺突文。 勝坂 II 式

深 鉢 ③石英を含む 内面が剥落

27 底部 ①良好 ②鈍い橙色 ③片 底径8 0。原体 L のより糸を施す。 勝坂式終末期

深 鉢 岩を多撮に含む より糸施文は左半分を図化。

28 底部 ①良好 ②鈍い橙色 ③黒 底径8 0。原体 L のより糸を施す。 勝坂式終末期

深 鉢 雲母粒を含む より糸施文は左半分を図化。

石器 （単位： cm. g) 

番号 種類 大きさ・重星 形状•特徴等 備考

29 石鏃 長く 2.3〉幅 < 15 > 無茎で基部の凹形が強い。先端と返しを欠損する。 黒曜石

厚 0.4 菫 0 9 

30 加工痕の 長く1. 3〉幅 く 1 6 > 両面に加工痕が見受けられる。一部を欠損する。 黒曜石

ある石器 厚 0 3 重 0.6 

31 石匙 長 4.5 幅 < 6.0 > 横長剥片を素材とする。体部が横長の短冊形を呈する。一部を 珪質頁岩

厚 0 9 重 20.5 欠損する。

32 打製石斧 長 13 l 幅 5.3 揆形を呈するが基部が極端に細い。刃部に使用痕。完形。 硬質泥岩

厚 2.8 重 147.5 

33 加工痕の 長 8.5 幅 4.2 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。 硬質泥岩

ある石器 厚 1.5 重 60.0 覆土

34 打製石斧 長く11 3 > 幅 3.6 短冊形と思われるが輻が細い。基部を欠損する。 雲母石英片岩

厚 1.1 重 56 0 
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III 縄文時代の遺構と遺物

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

35 打製石斧 長〈10.1〉幅 く 3 9> 基部から刃部に向って開く形状。刃部を欠損する。

厚 2.3 重 87 0 

36 使用痕の 長 9.5 幅 6.6 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 1.4 重 75.0 

37 打製石斧 長く 8.4〉幅 4.2 短冊形を呈すると思われる。刃部を欠損する。

厚 1.1 重 53.0 

38 打製石斧 長 13.4 幅 4.9 全面に丁寧な調整が施される。完形。

厚 2 4 重 171.0 

39 加工痕の 長 5 0 幅 < 7.9 > 両面に加工痕が見受けられる。一部を欠損する。

ある石器 厚 1. 9 重 65.0 

40 打製石斧 長〈 5.2〉幅 4.0 短冊形を呈すると思われる。刃部を欠損する。

厚 1.3 重 31.0 

41 打製石斧 長く 7.6〉幅 4.9 短冊形を呈すると思われる。基部を欠損する。

厚 1.0 重 59.0 

42 打製石斧 長く11 1〉幅 4.3 短冊形を呈すると思われる。刃部を欠損する。

厚 1 8 重 116.0 

43 加工痕の 長 6.3 幅 8.0 両面に加工痕が見受けられる。完形。

ある石器 厚 1 7 重 79.0 

44 加工痕の 長 5 6 幅 5. 7 両面に加工痕が見受けられる。完形。

ある石器 厚 1.4 重 50.5 

45 使用痕の 長 8.8 輻 2.6 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 0 8 重 23.0 

46 磨石 長 14.4 幅 8. 7 両面が磨面で縁辺を中心に敲打痕が見受けられる。完形。

厚 5 3 重 1100. 0 

47 凹み石 長く10 5〉幅 く 2.6〉 両面及び側面に凹み穴Aが見受けられる。破片。

厚 2.5 重 120.0 

48 台石か 長く15 5〉幅 <12.9 > 片面に凹み穴B が見受けられ、両面に磨面と敲打痕がある。破

厚 4 4 重 1500.0 片。

天引 c 区 104号住居出土遺物（第131図、 PL 85) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②明褐色 ③砂粒 口縁に縦位の隆帯を貼付する。部分的に半戟竹管状工具による

深 鉢 を含む 沈線を施す。

2 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 波状口縁。波頂部から刻みを施した隆帯が垂下。

深 鉢 母粒を少旦含む

3 胴部片 ①良好 ②明褐色 ③黒雲 刻みを施した隆帯及び沈線文。地文は原体RL の単節斜縄文。

深 鉢 母粒と礫を少旦含む

4 胴部片 ①良好 ②橙色 ③黒雲母 原体不明のより糸文を施す。

深 鉢 粒を少鼠含む

5 胴部片 ①良好 ②明黄褐色 ③黒 原体 L のより糸文を施す。

深 鉢 雲母粒を少籠含む

石 器

番号 I 種類 I 大きさ・重蘭 形状•特徴等

6 1 石鏃 1 長 2.8 幅 1.5 縁辺を中心に細かな剥離を施す。完形。

厚 0.4 重 2.2 

7 I 石皿 I 長 40.5 幅 <22.9 > 片面が磨面。両面に凹み穴B を有し、縁辺を中心に敲打痕が見

厚 8.3 重 11850.0 受けられる。一部を欠損する。

天引 c 区118号住居出土遺物（第133~135図、 PL 85 • 86 • 112) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部％ ①良好 ②鈍い赤褐色 口径24.9。底径9.8。高さ 37.4。背割り状の沈線と刻みを付した

深 鉢 欠損 ③黒雲母粒を含む 隆帯で主文様を描出する。棒状工具によって短沈線や渦巻文及

び三叉文を充填する。文様の単位は 4 単位。胴部文様の 1 単位

にのみ（実測図正面の単位の裏側にあたる）部分的に原体 L の

より糸が残存する。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 波状口縁。棒状工具による沈線を施す。波頂部から背割り状の

深 鉢 ③砂を含む 沈線と刻みを施した隆帯を垂下。
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備 考

硬質泥岩

硬質泥岩

緑色片岩

硬質泥岩

硬質泥岩

硬質泥岩

緑色片岩

雲母石英片岩

珪質頁岩

硬質泥岩

珪質頁岩

粗粒安山岩

緑色片岩

粗粒安山岩

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

覆土

勝坂式終末期

炉覆土

勝坂式終末期

炉覆土

勝坂式終末期

二次的に被熱

勝坂式終末期

炉覆土

（単位： cm. g) 

備考

頁岩

p 2 の覆土
緑色片岩

炉石

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

埋甕

勝坂式終末期



番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

3 胴部片 ①良好 ②暗赤褐色 ③石 原体R のより糸を施す。

深 鉢 英を少星含む

4 胴部片 ①良好 ②褐色 ③砂を含 矢羽根状の刻みを施した隆帯を巡らす。隆帯に沿って沈線が巡

深 鉢 む る。

石 器

番号 種類 大きさ・重屈 形状•特徴等

5 多孔石 長 22.6 幅 く14.0〉 両面に凹み穴Aが見受けられる。一部を欠損する。

厚 10.4 重 5400. 0 

6 石皿 長 28. 7 幅 く15.3〉 裏面に凹み穴 B が見受けられる。縁辺に敲打痕。約％を欠損す

厚 5.0 重 4000.0 る。

7 石皿 長 35.6 輻 <13.5 > 表面に 1 ケ所、裏面に多数の凹み穴 B が見受けられる。約％を

厚 5.2 重 4100. 0 欠損する。

天引 c 区125号住居出土遺物（第136 • 137図、 PL 86) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 ③黒 原体R のより糸を施したのち、 2 本の隆帯により文様を描出す

深 鉢 雲母粒を含む る。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い橙色 ③礫 隆帯によって文様を描出する。区画内を部分的に沈線を施す。

深 鉢 を少量含む

3 口縁部片 ①やや不良 ②暗褐色 ③ 頸部の屈曲部に低い隆帯を巡らせたのち、原体R のより糸を施

深 鉢 砂を多贔に含む す。

4 口縁部片 ①良好 ②橙色 ③黒雲母 口唇部に刻みを付す。

深 鉢 粒を少呈含む

5 胴部片 ①良好②赤褐色 ③礫を 原体 L のより糸を施す。

深 鉢 少鼠含む

6 底部％残 ①良好 ②鈍い橙色 ③黒 底径 (9.0) 。無文の底部片。

深 鉢 存 雲母粒を含む

石器

番号 種類 大きさ・董戴 形状•特徴等

7 打製石斧 長 9.6 幅 5.0 短冊形か。刃部が凸刃状を呈する。完形。

厚 1. 9 重 70.0 

8 使用痕の 長 4.2 幅 6.8 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 1. 7 重 39.0 , 加工痕の 長 5.7 幅 5.8 縦長剥片を素材とし、方形を呈する。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 2.0 重 60.0 

10 石皿 長 21.9 幅 14.3 裏面に凹み穴B が見受けられる。縁辺を中心に敲打痕。完形。

厚 2.5 重 1600.0 

天引 c 区127号住居出土遺物（第139図、 PL 88) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 ③黒 棒状工具による沈線文。

深 鉢 雲母粒を少量含む

2 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 ③片 隆帯に沿って幅広の竹管文を施す。

深 鉢 岩を含む

3 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③雲 幅広の竹管文を施した隆帯が巡り垂下する。隆帯下側には半載

深 鉢 母粒を多鼠に含む 竹管状工具による平行沈線が沿う。

4 胴部片 ①良好 ②褐色 ③礫を少 原体RLRの複節斜縄文。

深 鉢 量含む

5 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 ③礫 原体RL の単節斜縄文を施したのち、半馘竹管状工具による沈

深 鉢 を少輩含む 線を施す。

6 底部パ残 ①良好 ②橙色 ③黒雲母 底径 (8.0) 。原体 L のより糸を施す。

深 鉢 存 粒を含む

2 住居址

備 考

勝坂式終末期

炭化物付着

勝坂式終末期

覆土

（単位： cm. g) 

備考

粗粒安山岩炉石

二次的に被熱

緑色片岩炉石

二次的に被熱

緑色片岩炉石

二次的に被熱

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

（単位： cm. g) 

備考

硬質泥岩

珪質頁岩

硬質泥岩

緑色片岩

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

二次的に被熱

勝坂 II 式

勝坂式終末期

勝坂式終末期

二次的に被熱

勝坂式終末期

勝坂式終末期

覆土
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III 縄文時代の遺構と遺物

石 器

番号 I 種類 大きさ・重絋 形状•特徴等

7 I 使用痕の 長 6 6 幅 6 9 両面に使用痕。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 1.4 重 50.5 

8 I 使用痕の 長 7 4 幅 6 0 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形

ある石器 厚 0 7 重 31 0 

天引 c 区129号住居出土遺物（第140図、 PL 86) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴部片 ①良好 ②褐色 ③金雲母 断面三角の隆帯を横位に巡らしたのち、楕円区画文を描出する。

深 鉢 粒を含む 幅広の刻みと、櫛歯状工具による条線を横位に巡らす。

2 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③雲母粒 口縁及び胴部に隆帯を巡らせる。幅広の竹管文を施す。

深 鉢 を含む

3 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 ③砂を 半戟竹管状工具による縦位の深い沈線が施される。

深 鉢 含む

4 胴部片 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 隆帯に沿って半戟竹管状工具による刺突文。区画内はペン先状

深 鉢 母粒を含む の刺突文。

5 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 ③雲 隆帯によって区画され、隆帯上及び隆帯に沿って幅広の竹管文

深 鉢 母粒を多員に含む が施される。区画内にはペン先状の刺突文と幅広の竹管文。

6 胴部片 ①良好 ②赤褐色 ③片岩 断面三角の隆帯が 3 本垂下する。隆帯に沿ってペン先状の刺突

深 鉢 を少星含む 文や半戟竹管状工具による爪形文が施される。

7 胴部片 ①良好 ②褐色 ③礫を少 断面三角の隆帯が垂下する。半戟竹管状工具による沈線が横位

深 鉢 鼠含む に施される。

石器

番号 種類 大きさ・重最 形状•特徴等

8 石鏃 長 2.0 幅 1 5 無茎で基部の凹形が強い。完形。

厚 0.4 重 0.7 , 打製石斧 長 12.3 幅 5.0 短冊形を呈する。刃部が凸刃状。完形。

厚 2.7 重 192.5 

10 打製石斧 長〈10.0〉幅 4.0 短冊形を呈すると思われる。刃部を欠損する。

厚 2.5 重 126.0 

11 加工痕の 長く 5.8〉幅 2.9 両面に加工痕が見受けられる。一部を欠損する。

ある石器 厚 1.3 重 25.0 

天引 c 区134号住居出土遺物（第141図、 PL 88) 

土器

二言□］：こロニ：竺。徴等
天引 c 区138号住居出土遺物（第143 • 144図、 PL 87) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③砂 刻みを付した隆帯を貼付する。区画内の一部に竹管文。

深 鉢 粒を含む

2 胴部片 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 低い隆帯で文様を描出する。

深 鉢 母粒を少鼠含む

3 頸部片 ①良好 ②褐色 ③雲母粒 頸部に鎖状の隆帯を巡らせる。胴部は原体 L のより糸を施した

深 鉢 を含む のち、背割り状沈線及び刺突文を付した隆帯を貼付する。

4 胴部片 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 原体L のより糸を施したのち、鎖状の隆帯を斜めに垂下。

深 鉢 母粒を多最に含む

5 頸部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 棒状工具による沈線文。地文は原体L のより糸。

深 鉢 ③砂を含む

6 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③黒 環状の隆帯を貼付する。隆帯に沿って半戟竹管状工具による沈

深 鉢 雲母粒を含む 線文。原体不明の縄文を施文する。

7 胴～底部 ①やや不良 ②赤褐色 原体 L のより糸を施す。外面剥落。

深 鉢 片 ③石英と黒雲母粒少輩含む
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（単位： an. g) 

備考

硬質泥岩

硬質泥岩

（単位： cm)

備考

阿玉台 II 式

59号住と接合

勝坂 II 式

勝坂 II 式

覆土

勝坂 II 式

勝坂 II式

勝坂 II 式

勝坂 II 式

（単位： cm. g) 

備考

黒曜石

硬質泥岩

黒色片岩

緑色片岩

（単位： cm)

備考

諸磯式

炉体土器

諸磯式

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

二次的に被熱

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

内面炭化物付着



石器

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

8 磨製石斧 長く14.5〉幅 5.2 丁寧な研磨がなされている。一部を欠損する。

厚 4 1 重 435.0 , 多孔石 長く 8 9〉幅 く 9.0〉 両面に凹み穴B が見受けられる。破片。

厚 5.3 重 658.0 

10 多孔石 長 39. 7 幅 く20.5〉 両面に凹み穴B が見受けられる。一部を欠損する。

厚 7.6 重 11000.0

天引 c 区 144号住居出土遺物（第146 • 148図、 PL 87 • 88) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 口径 (42.0) 。刻みを付した隆帯や鎖状の隆帯で文様を描出する。

深 鉢 部兄残存 母粒を多麓に含む 区画内は棒状工具による沈線で文様を描出する。地文は原体L

のより糸。

2 胴～底部 ①良好 ②橙色 ③黒雲母 底径6.0。棒状工具による沈線で文様を描出する。文様の単位は

深 鉢 粒を多鼠に含む 不明。外面が摩耗する。

3 胴部％残 ①良好 ②明褐色 ③砂粒 隆帯によって主の文様を描出する。隆帯に沿って幅広の竹管文

深 鉢 存 を含む を施し区画内には棒状工具による沈線文を描出する。

4 把手 ①良好 ②明赤褐色 ③黒 把手の一部。棒状工具による沈線を施す。

深 鉢 雲母粒を多量に含む

5 口縁部片 ①やや不良 ②赤褐色 棒状工具による沈線が 3 本巡る。地文はより糸文。二次的に被

深 鉢 ③黒雲母粒を少量含む 熱。

6 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 ③黒雲 棒状工具による沈線文。地文は原体RL の単節斜縄文。

深 鉢 母粒を含む

7 口縁部片 ①良好 ②褐色 ③砂を含 隆帯が 2 本垂下。隆帯に沈線が沿う。

深 鉢 む

8 胴部片 ①やや不良 ②褐色 ③黒 隆帯が垂下。地文は L のより糸文。

深 鉢 雲母粒を少量含む, 胴部片 ①やや不良 ②赤褐色 原体 L のより糸文。

深 鉢 ③片岩と黒雲母粒少量含む

石器

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

10 石鏃 長く 2.2> 幅 1. 7 無茎で平基に近く比較的大形。先端を欠損する。

厚 0 6 重 2 5 

11 石鏃 長く 1 8〉幅 く 1 3 > 無茎で基部の凸形が強く、返しの長さが左右で異なる。先端を

厚 0.3 重 0 4 欠損する。

12 石鏃 長く 1 8〉幅 < 13 > 無茎で基部の凸形が強い。返しを欠損する。

厚 0 6 重 0. 7 

13 石匙か 長 5.3 幅 7 8 横長剥片を素材とする。つまみ部の調整が粗い。完形。

厚 1 0 重 37.0 

14 加工痕の 長く1. 8> 幅 く1. 3 〉 両面に加工痕が見受けられる。大半を欠損する。

ある石器 厚 0.7 重 1.4 

15 打製石斧 長く10.8〉幅 6.5 短冊形を呈すると思われる。刃部を欠損する。

厚 2.8 菫 231.0 

16 凹み石 長 14.5 幅 9.3 両面に磨面と凹みAが見受けられる。磨面以外は敲打痕。完形。

厚 4.4 重 llOO 0 

17 凹み石 長〈 6 1〉幅 7.9 片面に凹み穴Aが見受けられる。約％を欠損する。

厚 2 2 重 143 0 

18 台石か 長 34 7 幅 8.3 縁辺及び中央部に敲打痕。凹み穴Bが見受けられる。完形。

厚 5.2 重 2900 0 

19 磨石か 長く24 7〉幅 7.6 片面に凹み穴B が見受けられる。底面が磨面。縁辺を中心に敲

厚 4.3 重 1310. 0 打痕。ほぽ完形。

20 台石か 長 16.0 幅 12.6 敲打痕が見受けられる。完形。

厚 9.5 重 2950.0 

2 住居址

（単位： cm. g) 

備考

変玄武岩

二次的に被熱

牛伏砂岩

二次的に被熱

雲母石英片岩

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

103住と接合

勝坂式終末期

勝坂 II 式

埋甕

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

p 4 覆土
勝坂式終末期

勝坂式終末期

外面が剥落

（単位： cm. g) 

備考

珪質頁岩

チャート

黒曜石

珪質頁岩

黒曜石

粗粒安山岩

粗粒安山岩

牛伏砂岩

二次的に被熱

緑色片岩

雲母石英片岩

粗粒安山岩
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III 縄文時代の遺構と遺物

天引 c 区147号住居出土遺物（第149図、 PL 88) 

土器 （単位： cm)

番号 1 部位
胴部片 i：□::赤:ts®]|隆帯が巡り：画：：画バ玉；広：竹ら：棒：t工具：こよる沈線。 1 勝坂II: 考

深 鉢 雲母粒を多量に含む

2 1 胴部片 I ①良好②褐色麟を少 I 単節斜縄文を施す。原体不明。
深鉢 量含む

天引 c 区150号住居出土遺物（第150図、 PL 88) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴部 ①良好 ②明赤褐色 ③黒 竹管文を両端に付した幅広の隆帯が 2 本懸垂する。さらに棒状

深 鉢 雲母粒を含む 工具による沈線文や、竹管文を充填する。

2 口縁部片 ①やや不良②鈍い褐色 隆帯による区画ののち、区画内にペン先状工具による刺突文を

深 鉢 ③礫を少量含む 施す。

3 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 ③砂 幅広の隆帯による区画分。隆帯に沿って半歓竹管状工具による

深 鉢 を含む 平行沈線及び幅広の竹管文が施される。

4 底部 ①良好 ②明褐色 ③金雲 底径13.0。無文の浅鉢。

浅 鉢 母粒を多旦に含む

5 突起の一 ①良好②褐色 ③石英を 深鉢の突起の一部か。原体RL の単節斜縄文を施したのち、棒

深鉢か 部 含む 状工具による沈線を施す。

6 底部 ①良好②褐色 ③砂粒を 隆帯を貼付したのち、幅広の竹管文を施す。

深鉢か 含む

石器

勝坂II 式

覆土

（単位： cm)

備考

勝坂II式

外面炭化物付着

勝坂 II 式

二次的に被熱

勝坂 II式

阿玉台 II 式

勝坂 II 式

勝坂 II 式

（単位： cm. g) 

i番号i種類 1 大きさ・重鼠 I 形状•特徴等 I 備考 I 
7 i打製石斧 1 長

厚

14.7 幅 5.7 1 短冊形を呈し、石器とほぼ同じ大きさを有する礫を使用。凹み 1 緑色片岩
2.8 重 308.0 穴が見受けられる。完形。 二次的に被熱
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3 埋 甕

3 埋甕

居住活動の中に、埋甕を位置付けることができるの

ではなかろうか。一方、加曽利E3 式期の白倉C 区

埋甕については、調査時においては全て土坑とし 126号土坑（埋甕）は近接して同土器型式期の遺構が

て扱ったため、整理時に埋甕として認定したものを 検出されておらず興味深い。また、住居が検出され

土坑から選んで掲載した。そのために、個々の埋甕 ていない堀之内 2 式期において、同期の埋甕（白倉

には新たな番号は付けずに、調査時の土坑番号をそ B 区305号土坑）と土坑が近接して検出されている点

のまま踏襲して末尾に（埋甕）と記載している。こ も興味深いあらわれかたといえよう。

れは、各全体図においても同様である。 土器の検出状況および遺存状態に注目すると、完

調査区内においては12基の埋甕が検出されてい 形にちかい状況で検出されたものは 1 基（白倉B 区

る。時期別の内訳は、黒浜式期 2 基、勝坂式終末期 290号土坑）のみで、多くが口縁部あるいは底部を欠

3 基、加曽利E 3 式期 2 基、加曽利E 4 式期 3 基、 損している。また、入子状に 2 個体の土器が検出さ

称名寺 II式期 1 基、堀之内 2 式期 l 基で、白倉A区 れた例（白倉 B 区214号土坑）や、土器の開口部に大

を除く地区で検出されている。埋甕が検出された地 形の礫を配した例（白倉B 区261 • 262号土坑）など

点は、埋甕と同土器型式期の住居や土坑が近接して があった。

検出されている例が多く、このような場合、一連の

第 4 表埋甕一覧表 （単位： m)

地 区 土坑（埋甕）番号 時 期 長軸 x 短軸 x 深さ グリッド

白倉 B 区 214号土坑（埋甕） 加曽利E4 式期 (0.61) X 0.60 X 0.50 28-39 

白倉 B 区 237号土坑（埋甕） 称名寺 II 式期 0.45 X 0.42 X 0.27 38-44 

白倉 B 区 261号土坑（埋甕） 加曽利E4 式期 2.23 X 1.45 X 0.40 32-43 

白倉 B 区 262号土坑（埋甕） 加曽利 E4 式期 (1.50) X 1.30 X 0.48 32-43 

白倉 B 区 290号土坑（埋甕） 加曽利 E3 式期 0 56 X 0.51 X 0.38 34-43 

白倉 B 区 305号土坑（埋甕） 堀之内 2 式期 0.41 X 0.41 X 0.22 38-50 

白倉 C 区 14号土坑（埋甕） 黒浜式期 0 73 X O 59 X O.15 35-72 

白倉 C 区 126号土坑（埋甕） 加曽利 E3 式期 0 62 X O 61 X O. 25 36-63 

白倉 C 区 128号土坑（埋甕） 勝坂式終末期 (0.92) X 0.86 X 0.24 35-63 

白倉 C 区 235号土坑（埋甕） 黒浜式期 0 36 X 0.35 X 0.02 32-63 

天引 C 区 99号土坑（埋甕） 勝坂式終末期 0.38 X <0.15> X 0.08 44-41 

天引 C 区 145号土坑（埋甕） 勝坂式終末期 0.50 X 0.45 X 0.29 47-47 

白倉 B 区214号土坑（埋甕）

位置 28-39 写真 P L45 • 97 

が同心円状に埋設されており、 1 の中から 3 と 4 が

出土している。埋没土はローム質の土壌で、掘り方

口縁部～胴上半部を欠損する加曽利E 4 式の浅鉢 は平面においては 2 の一回り大きな円形を呈してい

(2) と深鉢（1）が入子状で検出された。 2 の内側に 1 るが、深さは 2 の倍近くであった。東側を後世の柱

穴状の攪乱（時期不明）によって一部破壊される。

__A_. 

..A... .K  

.K  : 
゜ L=l84.70 lm 

第151図 白倉B 区214号土坑（埋甕）
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III 縄文時代の遺構と遺物
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第152図 白倉 B 区214号土坑（埋甕）出土遺物

白倉 B 区214号土坑（埋甕）出土遺物観察表 (PL 97) 

（単位： cm)

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等 備 考
1 胴～底部 ①良好 ②鈍い褐色 棒状工具による沈線を垂下させ、原体LRの単節斜縄文を交互に 加曽利 E 4 式

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 充填する。底径9.0。外面に炭化物付着 地文は左半分を図化
2 胴～底部 ①良好 ②褐色 胴上部に原体LRの単節斜縄文を施したのち、胴下部に櫛歯状工 加曽利 E 4 式

浅 鉢 ③片岩を多絨に含む 具による条線を施す。底径9 8。外面に炭化物付着。 地文は中央部を図化
3 胴～底部 ①良好 ②褐色 棒状工具による沈線が垂下したのち、原体LRの単節斜縄文を施 加曽利 E 4 式

深 鉢 ③片岩を含む す。底径 (7.0) 覆土

4 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 隆帯と棒状工具による沈線を垂下。原体LRの単節斜縄文。 加曽利 E 4 式
深 鉢 ③片岩を少械含む 覆土
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白倉 B 区237号土坑（埋甕）

位置 38-44 写真 P L46 • 113 

口縁部～胴上半部を欠損する称名寺II式の深鉢が

埋設されていた。埋甕内部及び掘り方部分からは他

の遺物は出土していない。埋甕内部の埋没土は暗褐

3 埋甕

色土で、特別な混入物は確認されていない。埋甕の

掘り方は深鉢より一回り大きい程度である。本遺構

から南々西に約40m離れた地点で同時期の住居 (91

号住居）が検出されている。

と）

A.  

一

.• 

」. .K  

①褐色土少最の

ローム粒を含

む。

゜ L =185. 70 1 m ゜
20cm 

第153図 白倉B 区237号土坑（埋甕）と出土遺物

白倉 B 区237号土坑（埋甕）出土遺物観察表 (PL 113) 

番号 Il：よ 1 ：：：ご：f!!,③胎土
深 鉢 I ③礫を少し含む

器形・文様の特徴等

棒状工具による沈線文を施す。文様の単位は不明。

底径12.6。

（単位： cm)

備考

称名寺 II式

白倉 B 区261 • 262号土坑（埋甕） 262号土坑（埋甕）は261号土坑（埋甕）の東側で

位置 32-43 写真 PL 48 • 101 検出された。遺構の平面形状は東側を耕作溝によっ

この 2 つの埋甕は別遺構として調査したが、互い て破壊されるものの、ほぽ隅丸方形を呈するが、断

に接するように検出されていることや、さらに後述 面形状は不定形である。埋甕 (2) は口縁部を欠損する

するように多くの共通点がみられることから 2 つの 加曽利E4 式の深鉢で、遺構のほぽ中心で検出され、

遺構を併せて記述することにした。 独立した掘り込みが断面形状から確認できる。261号

261号土坑（埋甕）は、 262号土坑の26cm東側で検 土坑と同様に、埋甕を礫が覆うように配置され、埋

出された。遺構の平面形状及び断面形状は不定形で 甕を中心に複数の砂岩や結晶片岩が配されている。

ある。埋甕（1）は、胴上半部を欠損する加曽利 E 4 式 以上 2 つの土坑（埋甕）について述べてきたが、

の深鉢で、遺構のほぽ中心で検出された。埋甕を覆 埋甕及び平面的に配された礫が存在することなどか

うように比較的大形の結晶片岩が 2 点検出されてい ら、本来は一つの配石遺構であった可能性が強く、

る。また、遺構の南東部分においても板状の結晶片 不定形な土坑は、深さが浅く敷石住居の掘り方に近

岩が検出されている。他の出土遺物としては、埋甕 似する。以上の所見から須恵器に代表される後世に

確認面で須恵器の破片が 1 点出土している。また、 破壊された、敷石住居である可能性が指摘できよう。

埋甕に伴う掘り込みは確認できなかった。 2 つの埋甕を結ぶ方位はN-70°-Wである。
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III 縄文時代の遺構と遺物

-,1.,¥ 261号土坑（埋甕） `
V
 

`) 

＼口
入
「

B' . ---

、
g

叶 叶
゜ L=!SS.30 2m 

埋没土層

①褐色土 白色粒子とローム粒子を少

し含む。

②褐色土 ローム粒子は①層より多い。

ロームプロックを少し含む。

③褐色土 ロームプロックは②層より

かなり多い。黒色土のプロックを少

し含む。

④暗茶褐色土 白色粒子とローム粒子

を少し含む。

゜ 20cm 

第154図 白倉B 区261 ・ 262号土坑（埋甕）と出土遺物
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3 埋甕

白倉 B 区261号・ 262号土坑（埋甕）出土遺物観察表 (PL 101) 
（単位：叩）

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等 備 考

1 胴～底部 ①良好 ②黄褐色 底径7.6。原体 L の無節斜縄文を施す。 加曽利E4 式

深 鉢 ③片岩を含む 縄文施文は中央部を区化。 261号土坑

2 口縁部欠 ①良好 ②鈍い褐色 底径10.8。棒状工具による沈線でU字、逆U字を描出し、原体 加曽利E4 式

深 鉢 損 ③片岩を含む LRの単節斜縄文を施す。胴上半部は16単位、胴下半部は 9 単位 262号土坑

の文様構成。縄文施文は左半分を図化。

白倉 B 区290号土坑（埋甕）

位置 34-43 写真 P L 50 • 51 • 102 

口縁の一部を欠損する加曽利 E3 式の深鉢（1）が

ほぽ正位で埋設されていた。土器は北側に僅かに傾

けて埋設されており、そのために後世の破壊によっ

て口縁の一部が欠損したものと思われる。しかしな

がら、土器の遺存状態が悪く、検出時の状態のよう

には復元できなかった。

埋甕中の埋没土は、暗褐色土を主体としてローム

粒子及びロームブロックの混入が観察できたが、他

に特徴的なものは観察されず、埋甕の中から遺物も

出土していない。

掘り方は、埋甕よりも一回り大きく掘られている。

平面形状は、長軸0.56m、短軸0.51mのほぽ円形を

呈し、深さは0.38mであった。

ヽ
_A_. .K  

埋没土層

①暗褐色土 ローム粒子を含みやや締まる。

②暗褐色土 ロームプロックを含む。

③暗褐色土 ロームプロックを少し含み堅く締ま

る土。

゜ L=185.40 lm ゜ 20cm 

第155図 白倉B 区290号土坑（埋甕）と出土遺物

白倉 B 区290号土坑（埋甕）出土遺物観察表 (PL 102) 

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

1 口縁～胴 1 ①良好 ②鈍い褐色
深 鉢 I 部％欠損③片岩を含む

（単位： cm)

口径44 0、:径 :0) 、・高 :48: 低：｀｀：隆：に沿った凹 1 加：：1J E3 式考
線によって文様を描出ののち、原体RLRの複節斜縄文を施す。 外面炭化物付着

文様の単位は 4 単位。
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区305号土坑（埋甕）

位置 38-50 写真 PL51·102

外では、掘り方からフレイクが 1 点出土しただけで

あった。

胴上半部を欠損する堀之内 2 式の深鉢（1）がほぽ 掘り方は、埋甕よりも一回り大きく掘られており、

正位で埋設されていた。しかしながら、土器の遺存 平面形状は、直径0.41mのほぽ円形を呈し、深さは

状態が悪く、検出時の状態のようには復元できず、 0.22mであった。

特に胴部については殆ど形をなさなかった。埋甕以

// 

ュL. ・ユ

..../i_. .X  

<

埋没土層

①暗褐色土 白色粒子

と炭化粒子を多く含

む。

②褐色土 ローム粒子

を多く炭化粒子を少

し含む。

③暗褐色土 白色粒子

と炭化粒子を多く含

む。

゜ L =185.60 1 m 
゜ 10cm 

第156図 白倉B 区305号土坑（埋甕）と出土遺物

白倉 B 区305号土坑（埋甕）出土遺物観察表

番号 1:部位ロロニ門易f!>,®胎土 1 底径l20、:面：三ふ：の特徴等
深 鉢 1 ③片岩を含む

（単位： cm)

備考

堀之内 2 式

白倉 c 区 14号土坑（埋甕）

位置 35-72 写真 P L52 • 103 

が埋設されていた。土器の遺存状態が悪く、検出時

の状態のようには復元できなかった。埋甕以外の遺

口縁部及び胴下半部を欠損する黒浜式の深鉢（1) 物は出土していない。

掘り方の平面形状は、長軸0.73m、短軸0.59m の

2
 __A_. 

ほぽ円形を呈し、深さは0.15mであった。

.K  

....A:.._ 

゜ L = 184. 70 1 m 0 20cm 

埋没土層

①淡褐色土 B.P粒子を含む。粘性が強い。 第；157図 白倉C 区14号土坑（埋甕）と出土遺物

白倉c 区14号土坑（埋甕）出土遺物観察表 (PL 103) 

番号:~：：：：Fs：i③胎土
深 鉢 I 存 ③繊維を多蘭に含む

器形・文様の特徴等

原体不明の単節斜縄文を羽状に施文。

縄文施文は中央部を図化。

（単位： cm)

備考

黒浜式

外面が一部剥落
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白倉 c 区126号土坑（埋甕）

位置 36-63 写真 PL55·107

胴下半部を欠損する加曽利 E 3 式の深鉢（1）が検

出された。土器は逆位で僅かに北側に傾いて埋設さ

れていた。埋甕は表土を除去した段階の II層中で確

3 埋甕

認できたが、遺構の掘り込みが確認できたのは、埋

甕確認面から 15cm下がったIII層上面である。出土遺

物は埋甕だけであった。

掘り方の平面形状は、長軸0.62m、短軸0.61m の

ほぼ円形を呈し、深さは0.25mであった。

ユ． .--.K 

\ 
/ 1 

ユL. .x ゜
20cm 

゜

埋没土層

①褐色土 ローム質土壌中

に白色粒子を含む。

L =186.00 1 m 

第158図 白倉c 区126号土坑（埋甕）と出土遺物

白倉 c 区126号土坑（埋甕）出土遺物観察表 (PL 107) 

番号 I ：縁～］同 1 ：：：：二f!!,®胎土
深 鉢 I 部 ③片岩を含む

器形・文様の特徴等

（単位： cm)

備考

口径35.0。口縁部は低い隆帯と凹線による 4 単位の文様構成で 1 加曽利E3 式

同数の舌状突起を貼付する。胴部は棒状工具による沈線が垂下

し、原体RLの単節斜縄文を交互に施す。胴部文様は10単位。

白倉 c 区128号土坑（埋甕）

位置 35-63 写真 PL55·107

胴上半部を欠損する勝坂式終末期の深鉢 (1) が検

出された。土器は正位で僅かに西側に傾いて埋設さ

れていた。また、土器は胴下半部においても 1/4程度

を欠損するが、検出時において欠損部分近くの土器

が乱れていたことから、埋設後に、時期不明ではあ

るが何らかの破壊を受けた可能性もある。なお、出

土遺物は埋甕だけであった。

掘り方の平面形状は、一部を耕作溝によって破壊

されるが、長軸 (0.92)m、短軸0.86mのほぼ円形を

呈し、深さは0.24mであった。
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III 縄文時代の遺構と遺物

/ 

\ 
ｮ 

< 

．ゞ

¥ Vここ一

゜
20cm 

__A_. .x 

埋没土層

①褐色土 ロームプロック

を含む。

゜ L =185.80 1 m 
第159図 白倉 C 区128号土坑（埋甕）と出土遺物

白倉c 区128号土坑（埋甕）出土遺物観察表 (PL 107) 

番号

1 

深鉢

部位 1 ①焼成②色調③胎土
胴～底部 ①良好 ②鈍い褐色

③片岩を含む

器形・文様の特徴等

底径9.0。隆帯に沿って文様を描出し、沈線を沿わせる。

原体RLの単節斜縄文を施す。

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

白倉 c 区235号土坑（埋甕）

位置 32~63 写真 P L59 • 109 

口縁部を欠損する黒浜式の深鉢（l）が検出された。

土器は逆位で埋設されていたが、本遺構は弥生時代

終末の 1 号方形周溝墓の溝に破壊されているために

南側の土器の残存状況が悪かった。なお、出土遺物

は埋甕だけであった。

掘り方の平面形状は、長軸0.36m、短軸0.35mの

ほぼ円形を呈し、深さは0.02mであった。

<
. A' 

__A_. .K  

」ニ
゜ L =185.20 l m ゜ 10cm 

第160囮 白倉C 区235号土坑（埋甕）と出土遺物
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3 埋甕

白倉c 区235号土坑（埋甕）出土遺物観察表 (PL 109) 

番号 I ：～底こ 1 塁も ：：調③胎土 1 底径 (7 2)。器原：｀｀L及：ふ：斜：文をしす。
深 鉢 I ％残存 ③繊維を含む

（単位： cm)

備考

黒浜式

天引 c 区99号土坑（埋甕）

位置 44-41 写真 P L61 • 113 

は弥生時代後期の90号住居に破壊されているために

西側の土器の残存状況が若干悪かった。なお、出土

胴上半部を欠損する勝坂式終末期の深鉢 (1) が検 遺物は埋甕だけであった。

出された。土器は正位で埋設されていたが、本遺構 確認できた掘り方の平面形状は、長軸0.38mのほ

ぼ円形を呈し、深さは0.08mであった。

ユL.

埋没土層

①暗褐色土 暗黄褐色土プロックと白色粒子を僅かに含む。

\ 
I I 

゜ L =182.00 1 m ゜ 20cm 

第161図 天引 C 区99号土坑（埋甕）と出土遺物

天引 c 区99号土坑（埋甕）出土遺物観察表

番号:~ごご：f!!,®胎土 1 底径14.2。:文：・文様の特徴等
深 鉢 I ③片岩を含む

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

二次的に被熱

天引 c 区145号土坑（埋甕）

位置 47-47 写真 P L63 • 111 

口縁部及び胴下半部を欠損する勝坂式終末期の深

鉢 (1) が検出された。土器は正位で埋設されていた。

本遺構は同時期の147号土坑に近接して検出されて

いる。なお、出土遺物は埋甕以外には埋没土中から

フレイクが 1 点出土している。

土器は二次的に被熱しており、残存部位の状態か

らも住居の炉に使用された炉体土器の可能性が指摘

できるが、調査時における埋没土及び周囲の観察か

らは、むしろその可能性は弱いものと考えられる。

確認できた掘り方の平面形状は、長軸0.50m、短

軸0.45mのほぼ円形を呈し、深さは0.29mであった。

ユL. .....K 

147号

土坑

_A_. .K  

゜ L =183.50 1 m 

埋没土層

①にぶい黄褐色土 ローム粒子を僅かに含む。

②にぶい黄褐色土 ①層よりやや明るい。ローム粒子を多く

含む。

③暗灰黄色土 ローム粒子をごく僅かに含む。

第162図天引 C 区145号土坑（埋甕）
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11 

第163図天引 C 区145号土坑（埋甕）出土遺物

天引 c 区145号土坑（埋甕）出土遺物観察表 (PL 111) 

゜
20cm 

番号:~部位 1 塁毛二ご土
深 鉢 1 ③黒雲母粒を含む

（単位： cm)

胴部上位は：ょこよふ：こを：した隆帯で 1 勝上終末期考
文様を描出。胴部中位は同様の隆帯による楕円区画文。胴部下

位は無文。
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4 土 坑

(1) はじめに

縄文時代の土坑は、合計290碁検出されている。地

区別及び時期別の内訳を第10表に示したので参照し

て欲しい。これらの土坑は、いくつかの空白地域を

残しながらも広範囲で検出され、時期・形状・遺物

の様相と出土状態はきわめてバラエティーに富んで

いる。また、事実記載も全ての土坑について行えれ

ばよいのだが、紙面と時間的な制約から一部の土坑

についてのみの記載となってしまった。そこで、土

坑については原則として全ての遺構図と、土坑から

遺物が出土している場合には、できる限り出土遺物

を図化していくことにした。そして、調査時におい

て遺物の位置を記録したものについては、遺物の図

化にかかわりなく遺構図中にその位置を示した。調

査時において全遺物出土位置が記録できれば、土坑

の廃絶から埋没過程、さらには土坑の用途を考える

上で、基礎的な資料を呈示できた部分も多かったで

あろうと考えると残念でならない。近年、集落遺跡

において個々の土坑の基礎的な資料呈示がないにも

拘わらず「墓塙」「貯蔵穴」などと安易に解釈される

傾向が少なからず見られるが、土坑の用途について

論ずる以前にその土坑がどのようにして廃絶し埋没

したのか、さらに、どのようなものを墓や貯蔵穴、

さらには他の用途を認定していくのかといった議論

を進める前提としてどのような資料が必要なのか

を、理科学的な分析以前に、個々の土坑に則して資

4 土坑

料論的に考えねばならないと考える。今回の土坑調

査は、そのような意味で不十分であったと反省する

とともに、今回の報告では、どの土坑から、何が、

どれだけ出土したかを、わかる範囲で示すことにし

た。事実記載のない土坑については、用意した図と

表を参考にして欲しい。土坑の分布については第165

図土坑全体図を、個々の土坑の位置については各地

区別の全体図（第 6~9 図）を参照して戴きたい。

土坑形状の類型化は後述するが、各土坑の形状類型・

時期・計測値・グリッド・重複及び他の遺構との接合

関係は、第 6~9 表に示した。また、各土坑から出

土した遺物については第11~14表を参照して欲し

い。出土遺物の観察表は地区別番号順に350~388頁

に収録した。

(2) 土坑形状の類型について

平面形状をA~E の 5 類型に分類した。

A 円形（長軸 X 1. 2;,;;: 短軸）を呈するもの

B 楕円形（長軸 X 1. 2>短軸）を呈するもの

c 隅丸方形を呈するもの
D 隅丸長方形を呈するもの

E 上記の分類に属さないもの

断面形状は I~VIIの 7 類型に分類し、第164図に模

式図を示したので参照して欲しい。

上記の平面形状と断面形状を組み合わせると 35通

りの類型が存在することになるが、実際には BIII • 

CIII ｷCVｷ CVII • DIII • DVI • EIII • EV類型は

検出されていない。また、各類型が時期別にどのよ

うな割合で存在するかを第 5 表に示した。

口 \ [ \ 
不

I 
/ 

II III 定
形

\ 、＼
IV V VI VII 

第164図土坑断面形状模式図
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III 

第 5 表

縄文時代の遺構と遺物

土坑時期別形状比率

黒浜式期

戸
面

中期中葉 (7 基） 称名寺］I 式期 (8 基）

A
 

平 数 % 断 数 % 
面 面

I 2 28.6 
A 3 42.9 

1 14. 3 N 

C 1 14. 3 I 1 14. 3 

D 1 14.3 N 1 14. 3 

E 2 28.5 VII 2 28.5 

B
 

6
 

c
 

D
 

加曽利 E 3 式期

E
 

位

7

2

0

1

6

1

0

0

0

5

5

5

0

6

2

0

 

1
3
1
5
3
1
2
4
6
3
3
3
1
1
1
3
4
2
1
3
 

9

1

0

2

8

3

4

2

2

2

1

1

1

2

3

1

4

2

 

明

断
面

I
I
I
I
I
I
W
V
I
I
I
I
N
I
I
N
I
V
I
I
I
I
I
N
V
I
I

0

3

3

1

3

 

0

9

6

3

1

 

5

3

 

2

0

 

3

2

 

2
 

置

% 

不

(66基）
• 

数 % 

儡 数 % 冒 数 % 

A 3 42 9 
I 2 28.6 

II 1 14.3 

B 1 14 3 I 1 14. 3 

D 1 14.3 II 1 14. 3 

E 2 28 5 VII 2 28.5 

諸磯式期

軍
面

A
 

3
 

% 

100 % 

A
 

11 I 39.3 

勝坂 II 式期

叫数
面

A
 

E
 

2
 

% 

66. 7 

33.3 

断
面
一I
-
l
l
-
N
-
V
I
I

(6 基）
' 数

2
-
l
-
1
-
2
 

% 

33.3 

16. 7 

16. 7 

33.3 

c
 

D
 

勝坂式終末期

] 
I 

II 

20 164.6 匡
N 

VII 

I 

w 
II 

w 
I 

II 

N 

VI 

VII 

A
 

B
 
C
-
D
 

E
 

6.4 

3.2 

3.2 

22.6 

(31基）
• 

数

8
-
3
-
l
-
5
-
3
-
1
-
1
-
1
-
1
-
2
-
l
-
1
-
l
-
2
 

% 

5
-g
＿
口
＿
6
-g
＿
口
＿
3
-
3＿3
-
6
-
3
-
3
-

口
＿6

加曽利 E 4 式期 (28基）

孟 I 数 1 %|喜 1 数
I 

II 

N 

VI 

N 

B
 

E
 

2
 

4
 

7.2 

V
-
V
I
-
I
-
N
1
>
1
1
1
-
N
-
V
I
I
 

6
 

5
 

3
 

ー゚

3.6 

14.3 

(7 基）

2
-
4
-
4
-
1
-
l
 

1
-
1
-
2
-
l
-
1
-
1
-
3
-
6
 

7.1 _.:..:: 
14.3 

14.3 

3.6 

3.6 

彗
彗
＿
3
＿
訊
＿
3

＿o
＿
ロ

称名寺 I 式期 (1 1基）

儡 数 % 断 数 % 
面

I 3 27.3 

A 5 55.6 II 1 9.1 

V 1 9.1 

I 1 9.1 
B 2 22.2 

VII 1 9.1 

C 1 11.1 I 1 9.1 

E 1 11.1 VII 1 9.1 

位置不明 2 18 1 

平 数 % 胃 数 % 面

I 3 37.5 

A 5 62 5 III 1 12.5 

VII 1 12.5 

B 1 12. 5 w 1 12.5 

D 1 12.5 II 1 12. 5 

E 1 12.5 Vil 1 12. 5 

堀之内 1 式期

平 1 数
面

A 

D
-
E
 

断
面
一I
-
I
I『-
V
I
I□戸

5
□
 7

1
1
4
1
4
 

% % 

5
 

l
-
1
-
l
-
2
-
1
-
1
 

14.3 

14.3 

14.3 

28.5 

14.3 

14.3 

堀之内 2 式期

•平 I 数·
面

A 

B
-
E
 

, 

% 

1
-
3
 

(13基）

面
阿
I 

h 
69.2 I-::: 

凹

昌

% 

3
-
2
-
3
-
l
-
l
-
3
 

2
3
-
い-
2
3
-
7
-
7
-
2
3

堀之内式期 (9 基）

孟 数 % 冒 数 % 

II 1 11.1 
A 4 44.5 

III 3 33.4 

w 2 22.2 
B 3 33 3 

VI 1 11.1 

D 1 11.1 I 1 11.1 

E 1 11.1 VII 1 11.1 

後期前半

可
面

A 

D
 
E
 
位

田
数

ほ
口
面
一
I
-
I
I
-
I
I
I

」z
-
V
-
V
I
I

口
戸
万
明

3

5

1

 

7

2

 

4
 

ー

置

% 

不

% 

4
 

4
-
3
-
3
-
1
-
l
-
2
-
1
-
1
-
3
-
1
 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

2
0
-
1
5
-
1
5
-
5
-
5
-
1
0
-
5
:
」
1
5
-
5
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4 土坑

第 6 表 白倉 A 区土坑一覧表

番号 I 時 期 図

（単位： m)

PL I グリッド I 長軸 X 短軸 x 深さ 1 形状 1 重複及び他の遺構との接合関係等
70 I 称名寺 I 式期 I 166 34 35-27 I O. 96 x O. 80 x O. 75 I C I I 110号住居 1 と接合

第 7 表 白倉 B 区土坑一覧表 （単位： m)

番号 時 期 図 PL グリッド 長軸 x 短軸 X 深さ 形状 重複及び他の遺構との接合関係等

2 不明 229 • 247 34 30-36 1.43 X 1.29 X 0.63 AI 

6 堀之内 2 式期 167 • 168 34 • 89 26-44 1.39 X 1.50 X 0.48 AIII 7 号溝（新）

10 不明 169 35 • 112 26-43 (1.96) X 1.44 X O 25 D II 9 号土坑（新）、 11号土坑（新）

11 不明 229 • 247 35 • 112 26-43 1.06 X 0. 74 X 0.27 EW 10号土坑（旧）

13 加曽利E4 式期 230 • 247 35 • 89 27-47 3 69 X 2 41 X 1.33 EN 12号士坑（新）

15 加曽利E4 式期 230 • 247 35 28-49 3.28 X 1.08 X 0.42 EVIi 

18 堀之内 1 式期 229 35 27~56 1 39 X 1.29 X 0.47 AN 

36 諸磯 b （新）式期 229 • 247 35 • 89 28-36 1.15 X 1.15 X 0.51 AI 

41 堀之内 1 式期 231 • 247 35 25-40 2.10 X (1.67) X 0.11 DI 

49 加曽利 E3 式期 229 • 247 35 25-43 0.97 X 0.89 X 0.59 A II 

50 称名寺 II 式期 231 36 26-43 0.91 X 0.72 X 0.41 BI 

53 堀之内式期 231 • 247 36 • 89 25-42 2.01 X 1.34 X 0.43 BN 54号土坑（旧）

54 不明 232 36 26-42 <1.71> X (1. 49> X 0.34 EVIi 53号土坑（新）

55 後期前半 231 36 27-41 0.73 X (0.65) X 0.34 AN 

57 堀之内 2 式期 170 36 • 89 28-41 1.65 X 1.67 X 0.50 AIII 

58 堀之内 2 式期 171 36 • 89 28-40 1.80 X 1.65 X 0.46 AI 21号住居（新）

59 称名寺 I 式期 232 • 248 36 • 90 • 112 26-40 1.34 X 0.98 X 0.63 BVII 

63 加曽利E4 式期 172 37 • 90 25-39 1.41 X 0.96 X 0.39 DI 

65 加曽利E4 式期 232 • 247 37 • 90 25-39 0.86 X 0.81 X 0.14 EN 

66 不明 173 37 25-39 1. 25 X 1 10 X O 10 All 25号住居 4 と接合

69 加曽利E3 式期 232 37 25-41 0.97 X ? X 0.35 AI 

80 不明 174 38 • 90 23-31 2.50 X 1 78 X 0.36 D II 

82 加曽利 E4 式期 232 • 248 38 • 90 25-31 1.43 X 1.28 X O 53 E II 

84 加曽利E4 式期 232 38 24-31 1.25 X O 96 X 0.38 EVII 

85 不明 233 38 25-30 1. 85 X 1. 80 X O 20 EN 

86 加曽利 E4 式期 233 • 247 38 • 112 26-29 2.23 X 1.45 X 0.82 DV 

87 不明 233 • 248 38 • 90 25-29 1. 70 X 1 58 X O. 32 All 

89 加曽利E3 式期 233 38 26-33 1. 09 X 1 02 X O 58 AI 145号土坑（新）

90 加曽利E3 式期 234 39 26-34 1.66 X 1.30 X O 43 EVIi 

94 加曽利 E 4 式期 175 39 • 90 26-34 1.05 X (1.00) X O 36 A II 93号土坑（新）

96 不明 234 39 26-34 1.35 X 1.09 X 0.38 EVIi 

99 加曽利 E 4 式期 234 • 249 39 • 91 25-29 1.25 X <0.63 > X 0.48 EVIi 

100 加曽利 E 4 式期 176 39 • 91 25-41 0.86 X 0.81 X 0.26 A II 

102 加曽利 E 4 式期 234 • 249 40 25~41 1. 22 X 1. 15 X O. 35 A II 

108 後期前半 234 40 26-38 1.65 X <1.25> X 0.38 EVIi 25号住居（旧）

115 堀之内 1 式期 235 • 249 40 24-35 0. 98 X O. 96 X O. 90 AI 

116 称名寺 I 式期 177 40 • 112 24-34 1 10 X (1.00) X 0.92 AV 117号土坑（新）

121 堀之内 2 式期 178 40 26-45 1.34 X 0.46 X 0.69 EVIi 

122 不明 235 • 249 40 • 91 29-51 4 02 X 2.16 X 0.86 EVIi 

123 堀之内 2 式期 235 • 249 、 40 27-50 2.05 X 1.59 X O 51 EVIi 

124 後期前半 235 41 27-47 0. 92 X O. 90 X O. 22 AI 

126 後期前半 236 • 249 41 26-45 1 35 X (1 30) X O 20 AI 

128 不明 179 41 • 91 29-52 3. 90 X 3 50 XO. 85 EVII 

129 不明 236 26-45 0.69 X 0.43 X 0.53 E II 

130 後期則半 236 41 25-46 1.22 X O 65 X 0.57 EVII 

131 後期前半 236 41 26-46 Q. 83 X Q 58 X O 35 EVII 

134 後期前半 236 41 26-46 0.60 X (0.50) X O 65 AVII 

139 堀之内式期 236 • 249 41 32-29 4. 56 X 2 09 X O. 7 4 EVII 

141 加曽利 E 4 式期 237 • 249 24-32 (1.15) X O 72 X O. 38 EVII 

217 



III 縄文時代の遺構と遺物

番号 時 期 図 PL グリッド 長軸 x 短軸 x 深さ 形状 重複及び他の遺構との接合関係等
143 不明 237 • 250 41 25-32 1 05 X O. 75 X Q. 23 EVII 

144 加曽利 E 4 式期 237 • 250 42 26-33 1.14 X 1.14 X 0.18 AN  

148 加曽利 E 4 式期 180 42 • 91 29-30 1.42 X 1 41 X 0.06 AI 

150 堀之内 2 式期 181 • 182 42 • 91 31-33 0. 95 X O 93 X O.15 A II 

164 称名寺［［式期 237 • 250 42 • 92 35-39 1.06 X 1.02 X 0. 78 Alll 

165 称名寺 II 式期 183 • 184 42 • 92 35-38 1.58 X 1 30 X 0.84 D II 

166 堀之内 2 式期 185 43 • 92 34-37 (2.25) X 1.10 X 0.23 BN 

167 不明 250 0.42 

168 後期前半 250 92 0.55 

169 称名寺 I 式期 250 92 

171 称名寺 II 式期 186 43 • 93 29-32 1.06 X 1.01 X O 50 AI 

172 不明 187 • 188 43 • 92 29-32 1. 86 X 2. 12 X O. 93 Elll 

173 称名寺 I 式期 189 • 190 43 • 93 29-33 1.40 X 1.38 X O 50 AI 

174 堀之内式期 237 • 250 30-33 1 39 X 1. 30 X O. 73 Alli 

175 後期即半 237 • 251 43 • 93 31-32 1.50 X 1.45 X 0.59 AIII 

176 加曽利E4 式期 238 • 251 31-34 1. 15 X O. 95 X O. 30 EVII 

181 不明 191 43 • 93 32-30 1.98 X 1 42 X 0.23 D II 

182 後期前半 238 • 251 43 • 93 34-31 1. 72 X 1.64 X 1.05 AV 34号住居（新）

184 称名寺 I 式期 251 93 

185 加曽利E4 式期 238 • 251 44 • 94 33-34 1.41 X (0.82 > X 0.69 BN 

187 加曽利 E4 式期 192 • 193 44 • 94 31-31 3.64 X 2.95 X 0.64 B V 

188 堀之内 2 式期 238 • 251 95 32-35 2.19 X 2.04 X 1.25 AV 

189 加曽利E4 式期 194 44 • 95 31-33 (0.76 > X (1 _ 26) X O. 29 DN 39号住居（新）
191 称名寺 II 式期 195 44 • 95 33-32 1.26 X 1.05 X 0.81 AI 

192 不明 196 44 • 95 32-32 1.14 X 1 09 X 0.33 AI 74号住居（新旧不明）

193 称名寺 I 式期 197 44 • 95 30-34 0 85 X 0.71 X 0.39 EVIi 

195 加曽利 E 4 式期 239 • 252 44 • 95 29-32 1. 50 X 1. 15 X O. 35 EN 

196 不明 239 45 30-34 1.18 X (1.00) X 0.24 DI 199号土坑（新）
199 称名寺 I 式期 239 • 252 45 • 95 30-34 1.27 X 1.26 X 0.37 All 196号土坑（旧）

200 堀之内 2 式期 198 96 31-38 0.75 X 0.71 X 0.18 AI 

202 不明 239 • 252 45 31-38 0. 79 X O 69 X O. 23 D II 

204 堀之内 2 式期 239 • 252 45 • 96 33-36 1. 60 X 1. 60 X 1. 15 AI 

205 加曽利E4 式期 199 45 • 96 32-38 1.54 X 1 33 X 0.52 DI 

211 加曽利E4 式期 239 • 252 34-36 1.16 X 1.15 X O.19 All 

212 堀之内式期 240 • 252 45 • 96 31-30 1.41 X 1.18 X 0.72 B VI 

215 後期前半 240 35-36 0 85 X O. 7 4 X O 48 A II 

217 称名寺 I 式期 200 46 • 112 35-36 1.37 X 1.32 X 0.85 AI 

223 加曽利 E4 式期 240 • 253 112 31-32 0 90 X O. 81 X O 21 AI 38号住居（新）

225 堀之内 l 式期 240 46 32-34 1 18 X 1. 00 X O.17 AVII 

226 称名寺 II 式期 201 • 202 96 34-35 1. 91 X 1. 35 X O. 70 EVIi 

227 堀之内 2 式期 240 • 253 32-30 2 03 X 1 95 X O. 40 EVIi 

228 加曽利E3 式期 241 46 0.48 EVIi 

230 堀之内 1 式期 241 • 252 27-33 0. 90 X O. 78 X O. 35 AVII 

234 堀之内式期 241 • 253 46 1 66 X (1 66) X 0.58 AIII 

235 後期即半 203 46 • 112 36-36 1.42 X 1 01 X 0.28 EN 

236 不明 242 • 253 113 37-41 4 11 X 2 45 X 1.10 EVIi 

238 加曽利E4 式期 204 46 • 97 33-36 1.20 X 1.13 X 0.30 A VI 250号土坑（旧）
241 不明 242 • 254 31-46 4.02 X 1.50 X 0.90 D II 

242 後期前半 205 • 206 47 • 98 31-46 1 62 X 1 57 X O. 64 Alll 257号土坑 2 と接合
243 堀之内 1 式期 241 • 253 47 • 97 32-47 1. 81 X 1 60 X O. 65 All 

244 堀之内 2 式期 207 • 208 47 • 98 32-48 1.48 X 1.46 X 0.45 AIII 

246 加曽利 E 4 式期 209~211 47 • 99 33~47 1.56 X 1.53 X 0.50 AN 7 号溝（新）

247 不明 241 32-46 1.28 X 1 11 X 0.27 AN 

248 加曽利 E4 式期 212 47 • 99 33-46 1. 01 X O. 98 X O. 62 C VI 

249 称名寺 II 式期 243 32-46 0 62 X O 58 X O. 4 7 AVII 

250 不明 243 • 254 47 33-36 1 38 X (1 15) X O. 22 A II 238号土坑（新）
255 後期前半 213 48 32-48 1. 23 X 1. 17 X O. 48 A II 

256 不明 243 • 254 100 34-48 (2 20) X 1 38 X 1.16 DV 69号住居（不明）

257 不明 214 • 215 48 • 100 34-49 1.86 X 1. 78 X 0.65 AIII 242号土坑 1 と接合

258 不明 243 • 254 100 34-49 2 02 X 1 60 X 1. 85 DV  
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4 土坑

（単位： m)

番号 時 期 図 PL グリッド 長軸 x 短軸 x 深さ 形状 重複及び他の遺構との接合関係等

259 加曽利 E4 式期 216 • 217 48 • 100 35-49 2. 03 X 1. 90 X O. 20 AN  

264 後期即半 244 • 254 101 34-44 1. 77 X 1 74 X O 90 Alll 

267 堀之内式期 243 30-40 1 27 X (1 27) X O 62 AIII 

270 堀之内式期 244 34-39 1.04 X 1.02 X 0.37 A II 

272 不明 244 • 255 48 • 101 38~48 1. 72 X 1 63 X O 37 AW  

273 加曽利E3 式期 218 49 • 113 35-37 0 45 X O 36 X O 43 BI 

274 加曽利E4 式期 219 49 35-33 0. 75 X O. 70 X O 10 AW  

277 堀之内式期 220 • 221 49ｷ 101 • 113 30-42 2.36 X 1.32 X 0.27 DI 

278 不明 244 • 256 49 31~48 2.38 X 1.60 X 0.40 DN  

279 後期即半 245 • 255 49 30-36 1.93 X 1.65 X 0. 75 AI 

280 後期前半 222 49 34-44 0.82 X 0. 74 X 0.86 DI 

281 不明 245 50 34~44 0 42 X O 40 X O. 31 A II 

282 堀之内式期 245 • 256 50 • 102 30-42 2 39 X 1 81 X O. 32 BN 282号土坑（新）

283 不明 223 50 • 102 30-34 2.29 X 1.21 X 0.34 BN 

285 称名寺 II 式期 245 50 30-40 0 98 X 0.98 X 0.20 AI 

286 堀之内 2 式期 245 50 30-41 0 50 X (0 49) X O. 37 All 

287 勝坂式終末期 246 • 256 50 39~59 2.53 X 2.42 X 0.17 All 

288 黒浜式期 224 • 225 50 • 102 37-59 1 38 X 1.29 X 0.53 AN 

291 諸磯 b （新）式期 226 • 227 51 • 102 37-51 1.57 X 1.55 X 0.75 A II 

295 後期前半 245 51 34~43 0.96 X 0.95 X 1.02 A II 

296 不明 245 51 33-43 0.57 X 0.53 X 0.60 AI 

298 不明 246 • 256 51 • 102 31-43 2.25 X 1.64 X 0.43 DII 

299 称名寺 I 式期 228 51 • 103 35-32 1 68 X 1. 00 X O. 46 AI 

300 堀之内 l 式期 246 • 256 51 • 103 34-41 1.36 X 1.00 X 0.39 EVII 
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III 縄文時代の遺構と遺物

第 8 表 白倉 c 区土坑一覧表 （単位： m)

番号 時 期 図 PL グリッド 長軸 x 短軸 x 深さ 形状 重複及び他の遺構との接合関係等

13 黒浜式期 290 • 304 52 36-73 1.32 X 1.24 X 0.24 A II 

18 不明 290 • 304 103 37-72 2.23 X 1.98 X 0.40 EVIi 

40 不明 290 • 304 43-75 3 74 X 2.05 X 0.22 B VI 

41 不明 291 52 43-75 1.65 X 1.43 X 0.34 DVII 

42 黒浜式期 290 • 304 103 42-72 0 93 X O. 90 X O.40 All 

44 黒浜式期 257 52 • 103 39-72 1 02 X 0.96 X 0.26 AN 

45 黒浜式期 258 • 259 52 • 104 39-72 1.47 X 1.40 X 0.51 Am 

46 黒浜式期 260 38-71 1 50 X (1. 27> X 0.39 EVIi 162号土坑 1 と接合

47 不明 291 • 305 103 38-72 2. 06 X 1. 4 7 X O. 40 EVIi 

49 黒浜式期 291 • 304 103 • 104 40-70 1. 04 X O 84 X O 52 B II 

50 不明 291 • 304 103 40-69 2. 56 X 1 50 X O 50 EN 

51 不明 261 52 • 104 41-69 (2.10) X 1.02 X 0.36 BN 

52 黒浜式期 292 • 305 104 41-69 1. 34 X 1 25 X O 25 EVII 

55 黒浜式期 291 • 305 104 41-71 2.03 X 0.83 X 0.20 EVIi 

56 黒浜式期 292 • 305 52 • 104 39-71 く3.30〉 X 2.90 X 0.65 EVII 30号住居（新）、 38号住居（新）

225号土坑（不明）

58 黒浜式期 262 53 • 104 38-69 <0.85> X 1.03 X 0.26 B II 

59 不明 263 • 264 53 • 105 38-69 1.48 X (1.40) X 0.24 AW 

64 黒浜式期 292 • 305 37-70 1.25 X 1.13 X 0.42 EVIi 

67 勝坂 II 式期 292 • 305 105 36-70 <0.91> X 1.34 X 0.27 EVIi 

70 黒浜式期 305 105 

82 黒浜式期 293 • 306 53 37-67 1.15 X <0.62 > X O 33 AN 

85 不明 293 • 306 53 • 105 38~68 1.09 X 1.05 X 0.29 AN 

86 黒浜式期 293 • 306 105 38-68 (0.96) X 0.86 X 0.30 AW 39号住居（新）

89 黒浜式期 293 • 306 40-67 1.16 X (0.80) X 0.15 DI 

90 不明 293 53 41-67 (1. 20) X 1. 09 X O. 20 A II 91号土坑（旧）、 52号住居（新）

91 黒浜式期 293 • 306 53 • 105 41-67 <l. 82> X (1. 12> X 0.20 B II 90号土坑（新）、 52号住居（新）

94 黒浜式期 293 • 307 105 • 113 42-67 (0.95) X <0 87> X 0.19 EN 95号土坑（新）

95 黒浜式期 265 53 • 106 41-67 1.30 X 1.26 X 0.22 C II 94号土坑（新）

96 黒浜式期 266 53 • 105 41-66 1. 22 X (1 12) X O 23 C II 92号土坑（不明）

97 黒浜式期 294 • 307 53 41~66 1.60 X (1.52) X 0.36 CN 61号住居（新）

98 不明 293 • 307 54 41-66 1.38 X 1 21 X 0.13 All 

99 黒浜式期 294 • 307 54 41-66 1. 51 X O 76 X O 14 B II 

100 黒浜式期 294 54 40~66 1.47 X 0.96 X 0.15 EN 

101 黒浜式期 294 • 307 54 • 106 40-66 1.38 X (1 20) X 0.19 AN 

102 黒浜式期 295 • 307 106 35-70 5.13 X 3 80 X 0.23 EN 

103 不明 267 • 268 106 37-67 4.53 X 4.40 X 0.85 EVIi 

104 黒浜式期 294 54 38-67 1.30 X (0.84 > X 0.27 E II 

109 黒浜式期 269 • 270 54 • 106 36-65 0 74 X 0.69 X 0.10 All 

114 加曽利 E3 式期 294 • 308 106 35-65 1.46 X 1.35 X 0.63 D II 

116 黒浜式期 271 54 • 106 43-70 1.08 X 1.07 X 0.55 AI 

117 黒浜式期 295 • 308 106 37-72 2 98 X 2.21 X 0.59 EVII 

118 黒浜式期 296 • 308 54 36-72 1 08 X 1. 07 X O. 50 AIII 

120 黒浜式期 296 55 36-73 (1. 77) X 1.50 X 0.35 EVII 

122 不明 296 • 308 55 • 106 42~66 0. 99 X O. 92 X O. 29 EVIi 

123 不明 296 42-66 (0. 58) X O 55 X O 18 AN 

125 黒浜式期

131 黒浜式期 296 • 309 55 • 107 33-62 1.04 X 0.89 X 0.28 DVII 

132 勝坂式終末期 296 • 308 107 35-61 1.19 X <O. 90> X Q.34 EN 

133 加曽利 E 4 式期 296 • 308 38-61 1 31 X 1 20 X O. 65 EVIi 

135 黒浜式期 297 • 308 55 33-64 1.14 X 1.01 X 0.45 AI 

137 黒浜式期 297 32-64 2 91 X 1.80 X 0.75 EVIi 

138 不明 272 55 • 107 38-63 2 41 X (1. 98> X 0.21 EN 35号住居（新）、 36号住居（新）

140 不明 297 • 309 55 • 107 38-62 1.15 X 1.12 X 0.30 Alll 48号住居（新）

143 不明 297 • 309 56 36-62 く 1 37 > X 1.24 X 0.30 BI 74号住居（新）

144 不明 297 • 309 107 36-62 1.48 X 0.86 X 0.26 BI 

145 不明 297 • 309 107 39~62 1. 36 X 1. 14 X O. 39 D I 160号土坑（旧）

146 不明 298 • 310 40-65 1 05 X 1. 00 X O. 38 A II 

147 黒浜式期 298 • 309 56 • 107 38-66 1.37 X 1.24 X 0.37 BN 
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4 土坑

（単位： m)

番号 時 期 図 PL グリッド 長軸 x 短軸 x 深さ 形状 重複及び他の遺構との接合関係等

148 黒浜式期 298 • 309 56 • 107 39-65 1.06 X 0.98 X 0.45 AI 

149 中期中葉 298 37-63 (1.50) X (1.20) X 0.34 DN 

151 黒浜式期 273 56 42-67 1.90 X 1.45 X 0.23 EVII 

153 勝坂 II式期 298 • 309 56 • 108 39-65 1.31 X 1.30 X 0.27 AW 

154 黒浜式期 298 38-65 1.16 X (1.16) X 0.18 A II 34号住居（新）

157 勝坂式終末期 274 56 • 108 38-61 <1.30> X 1.08 X 0. 70 E VI 

158 黒浜式期 298 56 42-70 0.85 X 0.79 X 0.37 A II 78号住居（不明）

159 黒浜式期 298 56 42-70 1.06 X 0.92 X 0.41 A II 78号住居（不明）

160 中期中葉 299 39-61 1.80 X (1.60) X 0.43 EVIi 145号土坑（新）、 161号土坑（新）

162 黒浜式期 275 108 40-62 1.95 X 1.20 X 0.35 EVII 46号土坑 1 と接合

164 黒浜式期 276 • 277 57 • 108 41-72 1.46 X 1 25 X 0.46 A II 170号土坑 1 と接合

165 黒浜式期 299 57 41-74 1.81 X 1.65 X 0.47 AVII 

166 黒浜式期 299 • 310 57 • 108 40-74 1.68 X 1.61 X 0.31 A VII 

167 黒浜式期 299 57 39-73 0.64 X 0.60 X O 15 AI 

169 黒浜式期 299 57 40-72 1.31 X 1.10 X 0.57 E I 170号土坑（新）

170 黒浜式期 278 • 279 57 • 108 40-73 2 53 X (1. 71> X 0.54 AVII 169号土坑（旧）、 41号住居（新）

164号土坑 1 と接合

172 黒浜式期 299 57 37-73 0.91 X 0.85 X 0.23 AI 

174 黒浜式期 299 • 310 108 30-61 1 14 X 1. 05 X O.15 E II 33号土坑（新）

177 不明 299 57 40-63 <0.75 > X 0. 78 X O 23 D II 178号土坑（新）

178 黒浜式期 300 57 40-63 1. 22 X 1. 10 X O. 45 A II 177号土坑（旧）

179 不明 300 • 310 41-62 (1 20) X (1.16) X O. 32 AI 

182 不明 300 • 311 57 • 107 40-63 1. 55 X 1. 20 X O.19 DN 183号土坑（新）

183 黒浜式期 300 • 310 57ｷ58ｷ108 40-63 1 38 X 1.38 X 0.50 AN 182号土坑（旧）、 85号住居（不明）

184 黒浜式期 300 58 38-64 0 95 X 0.91 X 0.15 A II 

185 勝坂式終末期 280 • 281 58 • 109 41-62 1.74 X 1.20 X 0.38 BN 85号住居 1 と接合

189 不明 300 • 311 109 38-63 0 96 X 0.91 X 0.53 C I 

191 黒浜式期 300 • 311 109 40-62 3.01 X 1.87 X 0.50 EVIi 

194 不明 282 58 • 109 40-64 く 1 45 > X 1.32 X 0.38 BN 50号住居（新）、 196号土坑 l と接合

196 不明 283 58 • 109 38-62 0.54 X (0 54) X 0.12 AN 194号土坑 l と接合

197 不明 300 38-73 1. 58 X 1 35 X O 21 AI 

200 不明 301 40-65 0. 85 X O 84 X O 24 A II 201号土坑（旧）

201 黒浜式期 301 40-65 0.89 X (0.80) X O 24 A II 200号土坑（新）

202 黒浜式期 301 • 311 40-65 1.32 X 1.31 X O 28 AN 

205 不明 301 37-62 1.13 X 1 08 X O. 50 AI 54号住居（新）、 55号住居（新）

207 黒浜式期 301 • 311 109 34-62 0.58 X 0.50 X O 10 AI 

213 不明 301 • 311 109 38-63 1. 45 X l 00 X O 38 E II 

214 不明 301 • 311 58 • 109 39-62 1.26 X 1.18 X 0.38 AI 

215 勝坂 II式期 301 • 312 109 42-63 (1. 65) X 1 13 X O 38 EVIi 

217 不明 302 42-64 く2.27〉 x 〈1. 14 〉 X 0.50 EVIi 216号土坑（新）、 218号土坑（新）

221 黒浜式期 284 41-63 1.13 X 1.07 X 0.19 CN 85号住居（新）

223 不明 285 58 32-67 0.65 X 0.65 X 0.16 AN 226号土坑 1 と接合

224 黒浜式期 302 59 39-70 1.34 X (1.28) X 0.16 AI 225号土坑（不明）

225 黒浜式期 302 59 39-70 く 2 70> x <2.43 > X 0.14 EVIi 56吾土坑（不明）、 38号住居（新）

224号土坑（不明）

226 不明 286 llO 32-67 0.94 X (0.94) X 0.31 A II 223号土坑 1 と接合

229 勝坂 II 式期 302 59 34-66 0.61 X (0.53) X 0.71 AI 211号土坑（不明）

233 勝坂式終末期 287 • 288 59 • 110 41-63 0.65 X 0.65 X O 41 E I 85号住居（旧）、 85号住居 2 と接合

234 不明 302 32-59 1. 73 X <0. 72> X 0.52 AW 

241 黒浜式期 302 • 312 llO 40-74 0.69 X 0.55 X O 41 BN 

244 不明 303 • 312 59 • 110 37-72 (1.68) X 1.50 X 0.38 Alli 

245 黒浜式期 303 • 312 43-71 1. 23 X 1 19 X O 48 AI 

246 不明 289 llO 41-70 2. 62 X 2.13 X O 63 DIII 77号住居（新）

247 黒浜式期 303 29-62 <0.75> X (0.65 > X 0.26 EVIi 89号住居（新）

249 黒浜式期 303 29~62 1.26 X <0.82 > X O 32 AN 

252 黒浜式期 303 30-63 1.24 X <0.67> X 0.21 AI 

254 黒浜式期 303 • 312 59 31-65 1.81 X 1.47 X 0.54 EVII 
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III 縄文時代の遺構と遺物

第 9 表 天引 c 区土坑一覧表 （単位： m)

番号 時 期 図 PL グリッド 長軸 x 短軸 x 深さ 形状 重複及び他の遺構との接合関係等

53 不明 323 37-41 0.88 X 0.85 X 0.30 A II 

60 勝坂式終末期 323 • 327 60 35-47 0.88 X 0.80 X 0.10 AI 

61 勝坂式終末期 313 60 • 111 36-46 2. 78 X 2. 70 X O 67 EVIi 

72 中期中葉 323 60 42-49 1.18 X 1.11 X O. 36 AI 

80 勝坂式終末期 323 60 46-43 0.89 X 0.87 X 0.47 Alli 53号住居（新）

82 勝坂式終末期 323 60 47-45 0.95 X (0.66 > X O 16 E I 58号住居（新）

83 勝坂式終末期 323 60 47-45 1.06 X 1.05 X 0.38 A I 

85 勝坂式終末期 323 • 327 60 48-44 0.95 X 0.89 X 1 02 AI 

86 勝坂式終末期 323 60 48-44 1. 00 X O. 96 X O 18 AI 

93 中期中葉 323 61 44-46 0.64 X 0.55 X 0.41 C I 

94 勝坂式終末期 314 61 44-46 0.66 X 0.61 X O 36 C II 

98 勝坂式終末期 324 • 327 61 42-48 1. 00 X O. 98 X O 17 AI 100号住居（新）

102 勝坂式終末期 324 • 327 61 49-45 0.85 X 0. 72 X 0.30 DW 

103 勝坂式終末期 315 61 50-46 0.26 X 0.26 X O 05 All 

106 不明 316 61 • lll 50-45 1. 01 X O. 90 X O 37 AN 

108 勝坂式終末期 324 45-38 0. 95 X O. 95 X O 34 AVII 

llO 勝坂 II 式期 324 • 327 61 • 62 40~46 0. 99 X O. 88 X O 32 AI 

111 勝坂 II 式期 324 • 327 62 40-46 0. 83 X O. 79 X O. 12 A II 

112 中期中葉 324 62 40-46 1. 05 X 1 00 X O. 29 AN 

119 勝坂式終末期 324 • 328 62 • 111 43-42 1.15 X 0.93 X 0.19 BI 

124 中期中葉 324 43-44 0 92 X O 80 X O.19 AI 

127 勝坂式終末期 324 62 47-43 0. 90 X O 88 X O. 26 AI 

129 不明 325 62 43-42 く2.15〉 X <l. 63> X O 05 EI 

130 勝坂式終末期 325 62 46-42 0 95 X O 69 X O. 25 EVII 

135 不明 325 63 46-48 (1 10) X 1 05 X O.15 AI 136号土坑（新）

136 勝坂式終末期 325 63 46-48 1.32 X 1.25 X 0.45 AVII 135号土坑（旧）

138 勝坂式終末期 317 63 46-49 0.87 X 0.8] X O 79 AVII 

139 諸磯 b （新）式期 318 • 319 63 • lll 40-47 0.88 X 0.80 X 0.60 A III 73号住居（新）

140 勝坂式終末期 325 • 328 39-46 0. 70 X O. 60 X O 10 E II 73号住居（新）

147 中期中葉 325 47-47 く1. 53〉 X 1. 22 X 0.18 EVII 

148 勝坂式終末期 326 63 44-49 1 25 X 1 10 X O.19 AN 

153 勝坂式終末期 326 63 44-49 (1 06) X O 89 X O. 33 AN 154号土坑（新）

154 勝坂式終末期 325 63 44-49 0. 71 X 0.60 X 0.24 AW 153号土坑（旧）

156 不明 326 63 44-49 0 7] X O 64 X O. 23 AI 

161 勝坂式終末期 326 • 328 64 • 113 50~46 0.82 X 0.75 X O 16 AI 

164 後期即半 326 64 46-48 <0.75> X 0.56 X 0.21 AVII 

165 不明 326 64 47-48 0.63 X (0.52 > X 0.25 BI 

166 称名寺 II 式期 326 • 328 64 46-48 1.38 X (0.88 > X 0.19 BN 

167 勝坂式終末期 321 47-47 0. 38 X O. 35 X O. 12 AN 

168 後期前半 320 64 51-45 1 92 X (1 82) X 1. 08 AI 

169 勝坂式終末期 326 • 328 46-47 (0.35) X O 30 X 0.08 AN 

170 勝坂式終末期 322 64 48-47 0 86 X O 83 X O. 70 AI 

173 勝坂式終末期 326 • 328 64 48-47 1 35 X 1 20 X O. 33 A II 

第10表 土坑時期別数量

黒浜 諸磯 闘 讐 謬 ] ロ曽 ] ロ曽 賢 賢 臀 臀 類 闘地 区 式 b IJE IJE 不明 合計
新式 3 式 4 式 I 式 II 式 1 式 2 式

白倉A区

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

白倉B 区 1 2 

゜
1 

゜
6 27 10 7 7 13 , 18 32 133 

白倉c 区 65 

゜
4 4 2 1 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
36 113 

天引 C 区

゜
1 2 26 5 

゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜
2 6 43 

合 計 66 3 6 31 7 7 28 11 8 7 13 , 20 74 290 
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4 土 坑

第11表 白倉 A 区土坑出土遺物一覧表

蒻
黒浜 諸磯 諸磯 闘 勝坂 加曽 加曽 称名 称名 堀之 堀之 時期 縄文 フレ

時 期 式 b C 式 諜 利E 利 E 寺 寺 内 内 不明 時代 合計 石器 等イク 1 礫
新式 3 式 4 式 I 式 II 式 1 式 2 式 以降

70 称名寺 I 式期

゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
11 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
12 

゜
oT 

゜
第 12表 白倉 B 区土坑出土遺物一覧表

翡
黒浜 諸磯 ~, 闘 讐 闘 闘 賢 攣 胃之 臀 時期

筐
フレ

時 期 式 b 不明 合計 石器 イク 礫
新式 3 式 4 式 I 式 II 式 1 式 2 式 等

2 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 (18  1 

゜ ゜
1 

゜ ゜
19 

゜ ゜ ゜6 堀之内 2 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
25 

゜ ゜
25 1 

゜
10 

10 不明

゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜
0 • 70-

゜ ゜
71 

゜ ゜
5 

11 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 ( 2)  

゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜13 加曽利 E 4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
118 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
118 

゜ ゜
4 

15 加曽利 E 4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
1 

18 堀之内 1 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜36 諸磯 b （新）式

゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜41 堀之内 1 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜49 加曽利E3 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
8 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
8 

゜ ゜
3 

50 称名寺 II 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
8 

゜ ゜ ゜ ゜
8 

゜ ゜
1 

53 堀之内式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 ←— 103一

゜
4 107 2 1 4 

54 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜
7 

゜ ゜
8 

゜
1 

゜55 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜
4 

゜ ゜
1 

57 堀之内 2 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
151 

゜
6 157 2 2 16 

58 堀之内 2 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜
181 

゜
1 183 

゜
3 67 

59 称名寺 I 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
, 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
, 

゜ ゜
1 

63 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 3 

゜ ゜ ゜65 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜66 不明

゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜ ゜
1 6 

゜ ゜
11 

69 加曽利 E 3 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜80 不明

゜
4 

゜ ゜ ゜
l ← 105一

゜ ゜ ゜ ゜
5 115 1 

゜
4 

82 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
12 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
12 

゜ ゜ ゜84 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜85 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1~11 ]

゜ ゜ ゜
1 13 

゜ ゜ ゜86 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜87 不明

゜ ゜ ゜ ゜
0 |t 47)  

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
47 

゜ ゜ ゜89 加曽利E3 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
12 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
12 

゜ ゜ ゜90 加曽利E3 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜
1 

94 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜
7 

゜ ゜ ゜96 不明 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
21 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
22 

゜ ゜ ゜99 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜100 加曽利 E 4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜102 加曽利 E 4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜108 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜115 堀之内 1 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜116 称名寺 I 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
10 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
10 

゜ ゜
6 

121 堀之内 2 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
86 

゜ ゜
86 

゜ ゜
2 

122 不明

゜ ゜ ゜ ゜
0 |1 3 8)  

゜ ゜ ゜ ゜
21 59 

゜ ゜
5 

123 堀之内 2 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
1 

゜ ゜
1 

124 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜126 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 

゜
2 8 

゜
2 2 

128 不明 2 

゜ ゜ ゜ ゜
2 138 

゜
16 158 

゜ ゜
4 

129 不明 2 

゜ ゜ ゜
O l1 4 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 8 

゜
2 

゜130 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜131 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜134 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
I 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜139 堀之内式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜
〇←-751一

゜
30 784 

゜ ゜ ゜141 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 

゜ ゜ ゜143 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 

゜ ゜
1 

゜ ゜
24 11 42 

゜ ゜
2 

144 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜ ゜148 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜
223 



III 縄文時代の遺構と遺物

蒻
黒浜 諸磯 翌 開 襲 闘 罰 攣 攣 臀 繋 時期

筐
フレ

時 期 式 b 不明 合計 石器 イク 礫
新式 3 式 4 式 I 式 II 式 l 式 2 式 等

150 堀之内 2 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
29 

゜ ゜
29 

゜
5 1 

164 称名寺 II式期 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
17 

゜ ゜ ゜ ゜
18 

゜ ゜
1 

165 称名寺 II式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 1 69 1 

゜
1 

゜
73 

゜ ゜
586 

166 堀之内 2 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜167 不明

゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜
1 7 

゜
11 

゜ ゜ ゜168 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
75 

゜ ゜
75 

゜ ゜ ゜169 称名寺 I 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 • -3~ 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜171 称名寺 II 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 3 

゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜
2 10 

172 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
351 

゜
7 358 

゜ ゜ ゜173 称名寺 I 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
111 

゜ ゜ ゜ ゜
1 112 2 

゜
14 

174 堀之内式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜
0 • 234- • 

゜ ゜
237 

゜ ゜
3 

175 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 <-----119 ------a 

゜ ゜
2 121 

゜ ゜
4 

176 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
15 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
15 

゜ ゜ ゜181 不明

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜
1 

゜ ゜ ゜
66 

゜ ゜
68 

゜
6 6 

182 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 <-------46----------< 

゜
1 47 

゜
1 

゜184 称名寺 I 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 I 36 l 

゜ ゜ ゜
4 

゜
40 

゜
2 

゜185 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
44 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
44 

゜ ゜
1 

187 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
446 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
446 

゜ ゜
, 

188 堀之内 2 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
〇←— 206 ___, 

゜ ゜
206 

゜ ゜ ゜189 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
35 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
35 1 4 

゜191 称名寺［［式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜ ゜
3 1 1 38 

192 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 +-----13 7 _______, 

゜ ゜ ゜ ゜
137 1 

゜
1 

193 称名寺 I 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 • -5~ 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜195 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
77 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
7 84 

゜ ゜
6 

196 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 34 

゜ ゜
35 

゜ ゜ ゜199 称名寺 1 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
19 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
19 

゜ ゜ ゜200 堀之内 2 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜202 不明

゜ ゜ ゜ ゜
0, 8 ,  

゜ ゜ ゜ ゜
1 , 

゜ ゜ ゜204 堀之内 2 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜
545 

゜
10 556 3 

゜ ゜205 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
78 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
78 4 

゜ ゜211 加曽利 E 4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜
1 

212 堀之内式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
^  ̂

゜ ゜
69 1 

゜
3 V J 

215 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜217 称名寺 I 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0, 74-

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
74 

゜ ゜
8 

223 加曽利 E 4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
7 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
7 

゜ ゜ ゜225 堀之内 1 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜ ゜
4 1 

゜
1 

226 称名寺 II 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
42 

゜ ゜ ゜ ゜
42 1 

゜
6 

227 堀之内 2 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
40 

゜ ゜
40 

゜ ゜
1 

228 加曽利 E 3 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
12 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
12 

゜ ゜ ゜230 堀之内 l 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜234 堀之内式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 <----53--i  

゜ ゜
53 

゜ ゜ ゜235 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜236 不明

゜
1 

゜ ゜ ゜
1 

゜
57 

゜ ゜
60 

゜ ゜ ゜238 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
45 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
45 1 

゜
2 

241 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
106 

゜ ゜
106 

゜ ゜ ゜242 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 r--138-------------; 

゜ ゜
138 

゜ ゜
8 

243 堀之内 1 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜
93 

゜ ゜ ゜
96 

゜ ゜
7 

244 堀之内 2 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
10 146 

゜ ゜
156 

゜
4 10 

246 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
181 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
181 

゜
15 

゜247 不明

゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜248 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
24 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
24 

゜ ゜ ゜249 称名寺 II 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜250 不明

゜ ゜ ゜ ゜
0~22- —• 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
22 1 

゜ ゜255 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
1 1 

゜ ゜256 不明

゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜
-97 

゜
7 105 

゜ ゜ ゜257 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
173 

゜ ゜
173 1 3 6 

258 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
-96,1  

゜ ゜ ゜ ゜
96 

゜
3 10 

259 加曽利 E 4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 154 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 157 2 

゜ ゜264 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 |(104)  

゜ ゜
104 

゜
2 3 

267 堀之内式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 • 7~ 

゜ ゜
79 

゜ ゜ ゜224 



4 土坑

蒻
黒浜 諸磯,, 勝坂

讐
加曽 加曽 称名 称名 堀之 堀之 時期 縄文 フレ

時 期 式 b II 式 利 E 利 E 寺 寺 内 内 不明 悶 合計 石器 イク 礫
新式 3 式 4 式 I 式 II 式 1 式 2 式 等

270 堀之内式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 ー 102―

゜ ゜
102 

゜ ゜ ゜272 不明

゜
, 

゜ ゜
2 8 

゜
8 

゜ ゜ ゜
80 4 111 

゜ ゜
6 

273 加曽利E3 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜274 加曽利E4 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜277 堀之内式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
20 1 

゜ ゜
21 

゜ ゜
2 

278 不明 1 

゜ ゜ ゜
2 

゜
34 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
37 

゜ ゜ ゜279 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
29 

゜ ゜
29 

゜ ゜ ゜280 後期即半

゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
3 

゜ ゜
7 

281 不明 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜
2 

282 堀之内式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 I<-------------2 8-------a 

゜
2 30 

゜ ゜
11 

283 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜
1 

゜
74 

゜
4 80 

゜
1 11 

285 称名寺 II式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 

゜ ゜ ゜ ゜
6 

゜ ゜ ゜286 堀之内 2 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
17 

゜ ゜
17 

゜ ゜ ゜287 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
32 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
32 

゜ ゜ ゜288 黒浜式期 87 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
87 

゜ ゜
42 

291 諸磯 b （新）式 1 31 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
32 2 

゜
2 

295 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 

゜ ゜
6 

゜ ゜
2 

296 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜298 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 3 

゜
4 

゜
28 

゜ ゜
37 

゜ ゜
2 

299 称名寺 I 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 l<-------43-- • 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
43 

゜ ゜
2 

300 堀之内 l 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
25 

゜ ゜ ゜
25 

゜ ゜
10 

合 計
(62) (1351) (164) (155) (149) (1394) 

96 52 

゜
3 37 

※ 2 7136 

※ 1 
118 150 

7655 
28 50 1008 

※ 1 白倉B 区236号土坑から加曽利 B式土器 1 点が出土しており、その数を加えてある。

※ 2 加曽利E3 式～堀之内 2 式に概当する土器の点数

第13表 白倉c 区土坑出土遺物一覧表

蒻
黒浜 諸磯 門塁 勝坂

筐 胃 胃 賢 賢 臀 野 謬 筐
フレ

時 期 式 b II 式 合計 石器 イク 礫
新式 3 式 4 式 I 式 II 式 1 式 2 式 等

13 黒浜式期 24 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
24 1 1 

゜18 不明 20 

゜ ゜ ゜
65 

゜ ゜
I 

゜
1 87 4 

゜
4 

40 不明 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
12 

゜ ゜
13 

゜
1 2 

41 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜
1 

゜ ゜ ゜42 黒浜式期 14 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
14 1 

゜ ゜44 黒浜式期 23 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
23 

゜ ゜ ゜45 黒浜式期 73 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
73 7 

゜
138 

46 黒浜式期 23 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 26 1 

゜
3 

47 不明 10 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜
12 2 

゜
17 

49 黒浜式期 13 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
13 

゜
3 

゜50 不明 27 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜
30 

゜ ゜
8 

51 不明 8 

゜
1 

゜ ゜
13 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 28 2 

゜
4 

52 黒浜式期 11 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
11 

゜ ゜
5 

55 黒浜式期 25 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 28 1 2 

゜56 黒浜式期 6 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 8 1 

゜ ゜58 黒浜式期 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 1 

゜ ゜59 不明 4 

゜
0 |1 44)  

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
48 

゜
1 1 

64 黒浜式期 20 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 21 

゜ ゜
7 

67 勝坂 II 式期 12 

゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
15 

゜ ゜ ゜70 黒浜式期 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜82 黒浜式期 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 1 

゜ ゜85 不明 3 

゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 1 

゜
3 

86 黒浜式期 11 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
11 1 

゜ ゜89 黒浜式期 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 2 

゜ ゜ ゜90 不明 2 

゜
0,i l)  

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜91 黒浜式期 22 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
22 

゜
1 

゜94 黒浜式期 11 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
11 2 3 

゜95 黒浜式期 6 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 

゜ ゜ ゜96 黒浜式期 15 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
16 

゜ ゜
3 

97 黒浜式期 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜
225 



III 縄文時代の遺構と遺物

蒻
黒浜 諸磯 聾 開 讐 胃 罰 悶名 賢 繋 臀 謬 筐

フレ
時 期 式 b 合計 石器 イク 礫

新式 3 式 4 式 I 式 II 式 1 式 2 式 等
98 不明 7 1 0, 2---

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
10 

゜
2 

゜99 黒浜式期 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜100 黒浜式期 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜
2 

゜101 黒浜式期 7 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
7 1 

゜
3 

102 黒浜式期 6 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 3 

゜
4 

103 不明 37 

゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 39 1 

゜
4 

104 黒浜式期 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
2 

109 黒浜式期 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜114 加曽利E3 式

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 3 

゜ ゜ ゜116 黒浜式期 24 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 27 

゜ ゜
4 

117 黒浜式期 78 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 79 4 

゜
29 

118 黒浜式期 17 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
17 

゜ ゜
7 

120 黒浜式期 4 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜ ゜122 不明 57 

゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 63 

゜
3 2 

123 不明 2 

゜
01 3一

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜
2 

125 黒浜式期 3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 4 

゜
1 

゜131 黒浜式期 3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 1 1 

゜132 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜133 加曽利E4 式 3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
18 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
21 

゜
1 3 

135 黒浜式期 4 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜ ゜137 黒浜式期 5 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 6 

゜
2 

゜138 不明 6 1 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
8 1 

゜
5 

140 不明 3 

゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜ ゜143 不明 6 

゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
7 

゜ ゜ ゜144 不明 17 

゜ ゜
1 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
19 

゜ ゜
5 

145 不明 4 1 

゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
8 

゜ ゜ ゜146 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜
1 1 

゜ ゜147 黒浜式期 7 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
7 

゜ ゜
2 

148 黒浜式期 12 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
12 

゜
1 

゜149 中期中葉

゜ ゜
0 |i l l  

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜
1 

゜151 黒浜式期 10 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
10 

゜ ゜
40 

153 勝坂 II 式期

゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜
1 

154 黒浜式期 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜157 勝坂式終末期 2 

゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
7 1 

゜
3 

158 黒浜式期 13 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
13 

゜ ゜
1 

159 黒浜式期 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜160 中期中葉

゜ ゜
0 |1 5I  

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜162 黒浜式期 105 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
105 

゜
3 3 

164 黒浜式期 39 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
39 1 1 18 

165 黒浜式期 8 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 , 

゜
1 

゜166 黒浜式期 3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 1 

゜
1 

167 黒浜式期 4 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜
1 

169 黒浜式期 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 3 

゜
1 

゜170 黒浜式期 63 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
63 

゜ ゜
32 

172 黒浜式期 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
2 

174 黒浜式期 12 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
12 

゜ ゜
1 

177 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜178 黒浜式期 4 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜
1 

゜179 不明 20 

゜
0 |, 6 )  

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
26 

゜
3 , 

182 不明 4 4 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 , 

゜ ゜
2 

183 黒浜式期 , 
゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

, 1 

゜
24 

184 黒浜式期 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜185 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
51 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
51 2 

゜
6 

189 不明 19 

゜ ゜
I 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 21 

゜ ゜
4 

191 黒浜式期 18 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
18 2 

゜
7 

194 不明 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜
3 2 

゜
1 

196 不明 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜ ゜197 不明 1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 2 

゜ ゜
3 

200 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

201 黒浜式期 2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜
2 
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蒻
黒浜 諸磯 門9 闘 鱈時 期 式 b 

新式

202 黒浜式期 3 

゜ ゜ ゜ ゜205 不明 4 

゜ ゜ ゜ ゜207 黒浜式期 1 

゜ ゜ ゜ ゜213 不明 1 

゜ ゜ ゜ ゜214 不明 34 

゜
0(2-----, 

215 勝坂 II 式期

゜ ゜ ゜
6 

゜217 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜221 黒浜式期 4 

゜ ゜ ゜ ゜223 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜224 黒浜式期 5 

゜ ゜ ゜ ゜225 黒浜式期 4 

゜ ゜ ゜ ゜226 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜229 勝坂 II 式期

゜ ゜ ゜
2 

゜233 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
58 

234 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜241 黒浜式期 1 

゜ ゜ ゜ ゜244 不明 4 

゜ ゜ ゜ ゜245 黒浜式期 28 

゜ ゜ ゜ ゜246 不明 96 

゜ ゜ ゜
2 

247 黒浜式期 1 

゜ ゜ ゜ ゜249 黒浜式期 3 

゜ ゜ ゜ ゜252 黒浜式期 1 

゜ ゜ ゜ ゜254 黒浜式期 8 

゜ ゜ ゜ ゜合 計 1252 7 1 
(22) (193) 

※ 1 279 

※ 1 勝坂 II 式～勝坂式終末期に概当する土器の点数。

※ 2 後期前半に概当する土器の点数。

闘 闘 賢
3 式 4 式 I 式

゜ ゜ ゜゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜1 

゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜16 19 
(5) 

※ 2 

4 土坑

胃 堀之 臀 悶 臼
フレ

内 合計 石器 イク 礫
II 式 1 式 2 式 等

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜
1 

゜゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 

゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜ ゜
36 

゜ ゜
6 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 

゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜
1 

゜
1 

゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜
1 

゜
1 

゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 1 1 6 

゜ ゜ ゜
1 

゜
1 

゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
58 1 

゜
69 

゜ ゜ ゜
1 

゜
1 

゜
1 

゜゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜
7 

゜
11 3 

゜
3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
28 

゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
98 

゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
8 

゜ ゜
5 

(0) (0) 

18 

(0) 
18 32 1642 53 39 535 
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III 縄文時代の遺構と遺物

第14表 天引向原c 区土坑出土遺物一覧表

蒻 賢 門門 賛 闘 讐 闘 ] ロ曽 賢 誓 臀 臀 悶 円：
フレ

時 期 IJE 合計 石器 イク 礫
3 式 4 式 I 式 II 式 1 式 2 式 等

53 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜60 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜61 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜
6 74 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 81 4 

゜
4 

72 中期中葉

゜ ゜
0 +--2一

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜
2 

80 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 1 

゜
2 

82 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
12 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
12 

゜ ゜ ゜83 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
30 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
30 

゜
1 

゜85 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
16 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
16 

゜ ゜
1 

86 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜93 中期中葉

゜ ゜
0(4-

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜
6 

94 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
7 

98 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜
1 

102 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
34 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 35 

゜ ゜ ゜103 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜106 不明

゜ ゜
3 4 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
7 

゜ ゜
2 

108 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜110 勝坂 II 式期

゜ ゜ ゜
6 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
6 

゜
3 

゜111 勝坂 II 式期

゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜112 中期中葉

゜ ゜ 0 <--4- — ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
4 

゜ ゜ ゜119 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜
1 

124 中期中葉

゜ ゜
0(1-

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜127 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
8 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
8 

゜ ゜
1 

129 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜130 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 

゜ ゜ ゜135 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜136 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜138 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
16 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
16 2 

゜
23 

139 諸磯 a 式

゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜
2 

140 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
15 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
15 

゜ ゜ ゜147 中期中葉

゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜148 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 1 2 1 

153 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜154 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜156 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜
2 

゜ ゜ ゜161 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜164 後期前半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜ ゜
2 

゜ ゜ ゜165 不明

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
2 

゜
2 

゜ ゜
1 

166 称名寺 II 式期

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜
2 

167 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
1 

゜ ゜ ゜168 後期即半

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
0 l+---- 46- —• 

゜ ゜ ゜
46 4 

゜
2 

169 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜170 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
32 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
32 5 

゜
6 

173 勝坂式終末期

゜ ゜ ゜ ゜
8 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
8 

゜
1 

゜合 計

゜
2 3 

(18) (277) 

゜ ゜
(0) 

306 

(3) (0) 

51 

(0) 
4 2 368 17 10 64 
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位置 35-27

白倉 A 区70号土坑

PL 34 

諸磯 b （新）式土器 1 点と加曽利E式系土器11点が

出土し、全て一括して取り上げた。この中で、加曽

利E式系 3 点が、近接する 110号住居（竪穴状遺構）の

53点の土器と接合している。 70号土坑の埋没土は黒

4 土坑

色土ブロックとロームブロックを斑状に含む土層が

主体をなしており、人為的な埋没土の可能性が強い。

一方、同じような埋没土の状況はllO号住居（竪穴状

遺構）でも観察された。以上の共通点を考えると、 llO

号住居が後期初頭と考えられることから、 70号土坑

も同時期である可能性が強いと思われる。

_A_. 

シ
）

.K  

ユ． .K  

110号住
1 と接合 ゜

埋没土層

①黄褐色土 汚れたローム質土壌を主体とする。黒色土

をブロック状に混入。締まり強い。

②黒褐色土 有機質黒色土とロームプロックの混合土。

下層では黒色土の鼠少なくにぶい黄褐色の色調。

③オリープ褐色土 汚れたローム質土壌で壁崩落土とは

異なる。黒色土小プロックを斑状に含む。

L =183.50 2 m 

第166図白倉A区70号土坑

位置 26-44

白倉 B 区 6 号土坑

P L 34 • 89 

トチノキの炭化種実（以下トチの実）がまとまって

検出された土坑である（巻頭写真参照）。本遺構は、

長軸方向が断面フラスコ状を呈する円形プランの土

坑で、上部を中近世遺構の 7 号溝によって破壊され

ている。埋没土は上層については上記の攪乱によっ

て不明であるが、少量の炭化物を含む土層（①層）を

介して、坑底部から約10cmの厚さでトチの実が検出

．晨．；：．．、）三
• 4.,  . 

¥ 
号溝

されている（②層）。トチの実については、取り上げ

たもの全てについて同定を委託し、 1 点については

年代測定を行った。詳細は付篇に譲るが、炭化種実

が全てトチの実であったことと、その中に果皮が含

まれていないことは特筆される。また、年代測定に

よって2,260B.Cの結果がでていることも、出土土器

の年代観と翻鋸を生じない。出土遺物は堀之内 2 式

25点と図示した石器 1 点と礫10が①層から②層上面

にかけて出土している。（遺物観察表： 350頁）

..A... ・ユ¥

」L.

1 

・三心．三
.x 

埋没土層

①褐色土 少量の炭化物を含む。ローム粒子を含む。

②褐色土 炭化種子包含層。ローム粒子を含む。締まりは弱い。

第167図 白倉B 区6号土坑

゜ L =184.00 2 m 
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第168図

白倉 B 区10号土坑

白倉B 区6号土坑出土遺物

65点を一括して取り上げた。 1 は大型の破片で、遺

位 置 26-43 p L 35 • 112 

本土坑は、 9 号土坑と 11号土坑に切られているが、

隅丸長方形プランを呈していたと思われる。出土土

器は、勝坂 II 式 1 点と堀之内式土器70点が出土し、

ｮ / 
11号土坑 / 

I 
I 

A I 
• I : 

構の北東隅から出土している。土器以外では、

の礫が出土している。

5 点

（遺物観察表： 350頁）

--1i..... .K  

I 
I 
I 
I 
I 
I 

：．ユL
; 
,' 9 号土坑

_A_. 

3‘`“ . . 
.K 

゜
L=l84.10 2m 

埋没土屈
①暗褐色土②褐色土③褐色土 ロームプロックを多く含む。④
褐色土 炭化物を僅かに含む。⑤褐色土 ロームプロックと炭化物
を僅かに含む。⑥褐色土 ローム質土壌。

゜ 10cm 20cm 

第169図 白倉B 区10号土坑と出土遺物
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土 坑

白倉 B 区57号土坑

位 置 28-41 p L 36 • 89 

円形プランで断面がフラスコ状の土坑である。出

土土器は堀之内 2 式157点と土師器 6 点で、 82点を一

括して取り上げた。限られた点数しか位置を記録で

きなかったが、土坑の中央に遺物分布の中心が見受

けられ、埋没土の上～中層にかけて出土する傾向が

強い。完形の土器が廃棄されたのではなく破片の状

態で廃棄されたようで、破片の数の割りには、接合

関係も少なく器形復元ができたのは 1 だけであっ

た。他に、石錘 2 点が出土している。

が18点出土している。

フレイクと礫

（遺物観察表： 351頁）

. 
-----一ー、

：ロ
¥¥--

`‘`‘--’’’ 
. 

~1 

`
V
 

...JL 

寸

-1L. .__lL 

~ ｷ-. 
ヽ沼如．ィ：9.. 

l l l (%) 

゜

①暗褐色土炭化物を僅かに含む。②暗褐色土締まり

が強い。土器片を多く含む。③暗褐色土 褐色土を含む。

④暗褐色土 ローム粒子を含む。⑤暗褐色土 ロームブ

ロックを含む。

L =184.20 2 m 

ーロー拿雪雪％）
I / 3 （い

゜ 10cm 
20cm 

第170図

白倉 B 区58号土坑

白倉B 区57号土坑と出土遺物

あまり見られず、 1 の 1 例のみである。土器以外で

位 置 28-40 PL 36 • 89 

一部を奈良時代の21号住居に切られるが、ほぼ円

形プランを呈する土坑である。出土土器は、加曽利

E 3 式 1 点と堀之内 2 式181点と土師器 1 点である。

このうち、 16点を一括して取り上げた。土器の分布

は土坑の中心にあり、埋没土の上～中層にかけて検

出されている。出土点数が多い割りには接合関係が

は、石器は出土せずにフレイク 2 点と礫が67点出土

しているが、出土状態は土器の分布とほぼ同じ傾向

を示している。以上の状況から、堀之内 2 式期に④

⑤層が堆積したのちに、土器片と礫が大量に廃棄さ

れた状況が想定されよう。

（遺物観察表： 351頁）
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埋没土層

①黒色土 土坑埋没土よりも新しい土層。②暗

褐色土 Y.P粒子を含む。締まりが強い。③暗

褐色土④暗褐色土褐色土を含む。⑤褐色土

ローム粒子を含む。

ロご言――

蘊 I I 6 

I I 4 
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/ I 8 

゜
10cm 

第171図 白倉B 区58号土坑と出土遺物

232 

“ 



位置 25-39

白倉 B 区63号土坑

P L 37 • 90 

4 土坑

曽利E4 式土器 l 点は、大型の破片で土坑の東辺に

立て掛けるようして出土している。土坑長軸の方位

北側を時期不明の土坑に破壊されるが、隅丸長方 はN-74°-Wであった。なお、石器類は出土してい

形プランを呈する土坑である。出土土器は、加曽利 ない。

E4 式土器 1 点と土師器の小破片 2 点であった。加 （遺物観察表： 352頁）

土・

. 虻

土． I ．上

こ心）t--⑦
⑤ 

①暗褐色土②暗褐色土 ロームプロックを少し含む。

③褐色土 ローム粒子を少し含む。④褐色土 ローム粒

子を多く含む。⑤褐色土 ローム粒子とロームプロック

を含む。⑥褐色土 ロームプロックを主体とする。⑦褐
色土 ロームプロックを多く含む。
゜

L =184.00 2m 

\ 

20cm 

第172図 白倉B 区63号土坑と出土遺物

位置 25-39

白倉 B 区66号土坑

P L 37 

器 1 点は、位置を記録せずに取り上げた。なお、出

土した 1 点の諸磯 b （新）式土器が、 25号住居の 4 と

不正円形プランを呈する土坑である。出土土器は 接合した。石器類は礫が11点出土している。

諸磯 b （新）式土器 2 点と称名寺 I 式土器 3 点と土師 （遺物観察表： 352頁）

器が 1 点出土している。この中で、諸磯 b （新）式土

I I 
●諸磯 b （新）式 ロ土師器

I I 

ｷ1[ 0 称名寺 I 式 △礫

吋 ヽ n 
醤．

ム

マ ` I 

[> 讐／l/1
I I 

這● 0.. 
I I 3 3 

寸 叶 ゜ 10cm 
゜ L =184.10 2m 

第173図 白倉B 区66号土坑と出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区80号土坑

位置 23-31 P L 38 • 90 

広範な接合を見せている。一部しか出土位置を記録

しなかったので不明な点も多いが、 4 や 5 に代表さ

隅丸長方形プランを呈する土坑である。土坑長軸 れるような出土状態が多いとすれば、②層堆積後に

の方位はN-4°-Wである。出土土器は115点で、 85 遺物の廃棄が主体的に行われたのであろう。石器類

点を一括して取り上げた。内訳は、諸磯 b （新）式土 は、石鏃 1 点以外には礫が 4 点出土している。

器 4 点と加曽利E 3 式 l 点と加曽利E4 式～称名寺 （遺物観察表： 352頁）

I 式土器105点と土師器 5 点である。 4 と 5 が比較的

ロ諸磯 b （新）式 △石器類

0 加曽利E3 式 ●加曽利E4 式～称名寺 I 式

吋吋
ｮ 

..A_. 
. 3

・

^
3
 

. 

吋
A.  

0 L =183.60 Zm 

I I 

.K  

吋
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、
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19‘,` d
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.
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I I 
1 (ｽ) 

蕊

.K 
/i3 (ｽ) 

3 ② 

埋没土層

①暗褐色土締まり強く白色粒子を含む。

②褐色土 ローム粒子を多く含む。粘性強い。 口:,
II 6 (ｽ) 

八介八

鼻“`
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E
-
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/ 
10cm 

20cm 
= 
5cm 

第174図 白倉 B 区80号土坑と出土遺物
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土 坑

白倉 B 区94号土坑

位 置 26-34 p L 39 • 90 

東側を時期不明の93号土坑に切られるが、不正円

形を呈する土坑である。出土土器は14点で、時期不

明の 2 点 (2 • 4) 以外は加曽利E4 式である。指撫

で状の成形を特色とする 2 と 4 は同一個体で、出土

状態から考えて加曽利E4 式期に帰属するのかも知

れない。他に接合関係が見られたのは 1 だけであっ

た。なお、石器類は出土していない。

（遺物観察表： 353頁）
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__A_. .K 

①茶褐色土 白色粒子

とローム粒子を含む。
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第175図 白倉B 区94号土坑と出土遺物

白倉 B 区100号土坑

位 置 25-41 p L 39 • 91 

円形を呈する土坑である。出土土器は 1 個体の加

曽利 E 4 式土器が出土している。 その出土状態は、

坑底から 4~10cm上の高さで多数の破片となって検

出されている。土器は壺形態の浅鉢であるが、検出

時において全ての土器片は残存しておらず、胴上部

から口縁部約1/4程度が欠損していた。埋没土の観察

から、土器が検出された面で土層が異なっているこ

とが確認されている。なお、他の個体の土器片や石

器類は出土していない。

（遺物観察表： 354頁）
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吋吋

：｀上
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吋

--1L. .-1t.. 

゜ L=183.90 2m 

埋没土層

①褐色土 Y.P 粒子

を含む。

②褐色土 ①層よりも

Y.P 粒子を多く含

む。

③褐色土 ローム質土

壌。

゜ 20cm 

第176図 白倉B 区100号土坑と出土遺物

白倉 B 区116号土坑

位置 24-34 P L 40 • 112 

時期不明の117号土坑に破壊されるが、円形を呈す

る土坑である。出土土器は称名寺 I 式10点で、 6 点

を一括して取り上げた。石器類は礫が 6 点出土して

いる。埋没土は褐色土を主体としてローム粒子の混

入が観察されている。調査時の所見によると埋没土

白倉 B 区121号土坑

位置 26-45 P L 40 

細長い平面形状で断面も一定しない土坑である。

出土土器は堀之内 2 式86点で、図示した 1 を除く全

てを一括して取り上げた。なお、土器の接合関係は

まったく見られなかった。中央から、東に寄った位

置で柱穴状の落ち込みが検出されているが、そこか

の上層からは土器の出土がなかった。 ら礫が 2 点出土している。

（遺物観察表： 354頁） （遺物観察表： 354頁）
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4 土坑

ァ Iヽ
117号土坑 I

ヽ

ヽ

A { 
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.K  

_A_. .K 

゜ 10cm 

゜ L =183.80 2 m 

第177図 白倉B 区116号土坑と出土遺物
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第178図 白倉B 区121号土坑と出土遺物

白倉 B 区128号土坑

位置 29~52 P L 41 • 91 

平面及び断面形状に、全く規格性がみられない土

坑である。土坑が検出された位置は西側に谷地が存

在し、谷地からは縄文～平安時代までの遺物が重層

的に出土している。土坑からの出土土器は158点で、

133点を一括して取り上げた。内訳は、黒浜式 2 点、

加曽利E3 式 2 点、加曽利 E 4 式～堀之内 2 式138

点、土師器と須恵器16点であった。また、礫が 4 点

出土している。本遺構を縄文時代の土坑として取り

扱ったが、形状から人為的な痕跡である可能性は弱

く、仮に遺構としても出土土器の時期が混在し、土

師器及び須恵器も多く出土していることから縄文時

代に帰属する可能性も弱いのではなかろうか。

（遺物観察表： 355頁）
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III 縄文時代の遺構と遺物

●縄文土器 △礫
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第179図 白倉B 区128号土坑と出土遺物
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4 土坑

位置 29-30

白倉 B 区148号土坑

P L 42 • 91 

円形プランを呈する土坑である。確認面からの深

さは 6 cm と大変浅かった。出土土器は加曽利E4 式

土器が 2 点出土しただけである。この 2 点はいずれ

も大形の破片で、表を上にした状態で検出された。

平面図には出土土器を●で表示したために、 2 つの

土器片が離れて検出されたように見えるが、実際に

は殆ど接するぐらいに近接して検出されている。僅

かな埋没土は暗褐色土であった。

（遺物観察表： 356頁）

i
 ユL. ．心ニ

_A_. .K 

—\--上二

゜ L =184.50 2 m 

/ 

第180図 白倉B 区148号土坑と出土遺物

位置 31-33

白倉 B 区 150号土坑

P L 42 • 91 

円形プランを呈する土坑である。出土土器は堀之

内 2 式29点で、 9 点を一括して取り上げた。全ての

土器片の出土位置を記録しなかったので確かなこと

はいえないが、坑底の直上から出土した土器はない

ようである。土器の接合関係も確認できず、大形の

破片もみられなかった。石器類はフレイクが 4 点と

礫が 1 点出土している。

（遺物観察表： 356頁）
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第181図白倉B 区150号土坑
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第182図 白倉B 区150号土坑出土遺物

位置 35-38

白倉 B 区165号土坑

P L 42 • 92 

点である。石器は出土していないが、小礫が586点と

大薦に出土している。全ての土器の出土位置を記録

隅丸長方形に近いプランを呈し、中央に柱穴状の していないので確かなことはいえないが、大半の土

ピットを有する土坑である。出土土器は73点で、 29 器は礫の上から出土している様子がドットマップか

点を一括して取り上げた。内訳は、加曽利E4 式 1 ら読み取れよう。

点、称名寺 I 式 1 点、称名寺 II 式69点、時期不明 l （遺物観察表： 356頁）
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吋 m| 
_A_. .K  

埋没土層

①暗褐色土②暗褐色土 炭化粒子を少し含

む。③暗褐色土 ②層よりも明る＜炭化粒子 ゜を少し含む。④暗褐色土 ローム粒子を含む。

L =185.60 2 m 

゜ 20cm 
20cm / I 2 （坂）

第183図 白倉B 区165号土坑と出土遺物（1)
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4 土坑
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第184図 白倉B 区165号土坑出土遺物(2)

白倉 B 区166号土坑

位置 34-37 P L 43 • 92 

楕円形プランを呈する土坑である。西側を昭和20

年代にリンゴの苗木を植えるために掘られた穴に

よって破壊されているが、土坑の残存状態は良好で

吋
埋没土層

①暗褐色土 白色粒子とローム粒子を多く含む。

②黄褐色土 白色粒子を少しとロームプロックを多く含む。

0 L=l85.40 2m 

あった。出土遺物は図示した堀之内 2 式土器 l 点だ

けである。土器の遺存状態は、口縁部の一部を欠損

するがほぼ完形である。出土状態は、土坑のほぽ中

央で、坑底から若干浮いて出土している。

（遺物観察表： 357頁）

、
V

吋

゜ 10cm 

第185図 白倉B 区166号土坑と出土遺物

白倉 B 区171号土坑 一方、礫は大形の結晶片岩を主体として遺構確認面

位置 29-32 P L 43 • 93 から上層にかけて出土している。

円形のプランを呈する土坑である。出土土器は 4 （遺物観察表： 357頁）

点で、内訳は称名寺 I 式 3 点と称名寺 II 式 1 点であ

る。この他に、フレイク 2 点と礫が10点出土してい

る。土器片は大形で、ほぼ中層からの出土である。
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III 縄文時代の遺構と遺物

-4.... 

ｮ
 A .x 

埋没土層

①暗褐色土

②褐色土炭化粒

子を少し含む。

③暗褐色土炭化

粒子を含む。

④暗褐色土 ロー

ム粒子を含む。
゜ L=184.80 2m 

I / 2 (ｼ) 

I/ 1 (ｼ) 
\ 

(ｽ) 

: 
ヽ

/ 

I I 3 （却

゜ 10cm 20cm 

第186図 白倉B 区171号土坑と出土遺物

位置 29-32

白倉 B 区 172号土坑

P L 43 • 92 

開口部の形状が不正形を呈するが、坑底部の平面

形状がほぼ円形を呈する土坑である。断面形状はフ

ラスコ状である。出土土器は358点と多かったが、341

点を一括して取り上げてしまった。内訳は、加曽利

E 4 式～堀之内 2 式が351点と大半を占め、他に弥生

時代中期に帰属するものが 7 点出土した。石器の出

土はなく礫が 4 点出土している。

（遺物観察表： 357頁）
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①暗茶褐色土 ロームプロックを含む。②黒褐色士 白色粒子と炭

化粒子を含む。③暗褐色土 白色粒子を含む。④黄褐色土 ローム

プロックを含む。⑤暗黒褐色土 ロームプロックを含む。⑥暗黒褐

色土 ローム粒子を含む。⑦暗黒褐色土 ロームプロックを含む。

’’ ゜ L =184.80 2 m 

第187図白倉B 区172号土坑
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4 土坑

I I 1 / 2 

I // 

/ 5 

/ / I I 3 

゜ 10cm 

I I 4 

第188図 白倉B 区172号土坑出土遺物

`
g
 

白倉 B 区173号土坑

位置 29-33 P L 43 • 93 

円形プランの土坑である。出土土器は112点と比較

的多かったのであるが、 95点を一括して取り上げて

しまった。内訳は、称名寺 I 式111点と土師器 l 点で

ある。また、多孔石が 2 点と礫が14点出土している。

全ての土器の出土位置を記録していないので確かな

ことはいえないが、大半の土器は石器類の上から出

土している傾向がドットマップから読み取れよう。

一方、礫は全て大形の結晶片岩で、石器も含めて埋

没土の中層～坑底にかけて出土している。

（遺物観察表： 358頁）
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・ユ • て
こニコ
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吋 吋
_A_. .X  

埋没土層

①暗褐色土堅く締まる。

②暗褐色土炭化粒子を含む。

③暗褐色土 ローム粒子を含む。

゜ L =184.80 2m 

I I l 

I 11 3 

第189図 白倉 B 区173号土坑と出土遺物（1)
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III 縄文時代の遺構と遺物

溢
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心
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゜ 20cm 

第190図 白倉B 区173号土坑出土遺物(2)

白倉 B 区181号土坑

位置 32-30

P L 43 • 93 

隅丸長方形プランを呈する土坑である。

出土土器は68点で、 41点を一括して取り上げてし

まった。内訳は、勝坂式終末期 1 点（ 2) と加曽利

E4 式 l 点（ 4) 以外は全て堀之内 2 式であった。

接合関係は 2 例確認できている。 1 は拓影からも明

らかなように、全ての破片が接合したのではなく同

244 

一個体と判断できたので接合資料として扱ったが、

中央を中心に出土している様子が読み取れよう。一

方、 3 は出土地点が遺構確認面と坑底近くと極めて

離れているのが特徴的である。

石器類は 6 点が出土し、フレイク 3 点と礫 3 点の

内訳である。

（遺物観察表： 358頁）
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第191図 白倉B 区181号土坑と出土遺物

白倉 B 区187号土坑 していないので確かなことはいえないが、⑤層内か

位 置 31-31 P L 44 • 94 らの土器出土は極端に少ないようである。

楕円形に近い形状の土坑で、長軸が3.64m と大形 石器類については、石器の出土はなく、礫が 9 点

である。断面の形状は坑底が 2 段になっているのが 出土している。

特徴的である。 （遺物観察表： 359頁）

出土土器は加曽利 E 4 式446点と大変多かったの

であるが、 316点を一括して取り上げてしまった。接

合関係は10例確認できた。器形を復元できたものも、

他の土坑に比較すると多い。個々の接合関係をみる

と、土坑埋没時のある時点での廃棄行為が想定され

るのではなかろうか。全ての土器の出土位置を記録
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Ill 縄文時代の遺構と遺物

一
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à 

埋没土層

①暗褐色土 白色粒

子を含む。

②暗褐色土炭化粒
子を僅かに含む。

③褐色土 ローム粒

子を含む。

④褐色土 ローム粒

子を僅かに含む。

⑤褐色土 ローム質

土壌。

吋

゜
L =184.80 2 m \) 

／
ぃ

゜
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20cm 

第192図 白倉B 区187号土坑と出土遺物(1)
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白倉B 区187号土坑出土遺物(2)
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区189号土坑

位置 31-33 P L 44 • 95 

奈良時代の39号住居に切られるが、残存部分の形

状から隅丸長方形プランを呈すると思われる。

出土土器は加曽利E 4 式35点で、 12点を一括して

取り上げてしまった。全ての土器の出土位置を記録

していないので確かなことはいえないが、土器は主

に②層から出土する傾向が強いようである。土器の

接合関係は 1 と 2 の 2 例が確認できている。

出土した石器は 3 の石鏃だけで、他にフレイクが

4 点出土している。

（遺物観察表： 360頁）

会：

I/ 

ヽ

入

ぐ
/’ 

I
I
I
I
I
I
I
 

吋
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①褐色土 暗褐色土を少し含む。②褐色土
③褐色土 ロームプロックを主体とする。

④褐色土 ローム粒子を含む。

゜
L=185.10 2m 

O
E
-
0
 

10cm 
20cm 
ゴ

5cm 

第194図 白倉 B 区189号土坑と出土遺物

白倉 B 区191号土坑

位置 33-32 P L 44 • 95 

円形プランを呈する土坑である。

出土土器は称名寺 II 式 3 点で、その内 l 点の位置

を記録せずに取り上げてしまった。出土点数も少な

かったために、接合関係はない。 1 は胴上半部を欠

248 

損する深鉢である。 1 の埋設に伴う掘り込みは検出

できなかったが、単独埋甕の可能性もある。

石器類は図示した凹み石以外に、フレイク 1 点と

礫が38点出土している。

（遺物観察表： 360頁）



4 土 坑

(// [\ ＼．上
①暗褐色土焼土粒子

と炭化粒子を含む。

②明褐色土 ロームプ

公・＼ ＼「
ロックとローム粒子

文ノ4 / ノ を多く含む。

③暗茶褐色土 白色粒

子とローム粒子を少

し含む。

④暗茶褐色土 ③層よ
...Ji_. l ．ユ呈 り色調が暗い。

⑤暗茶褐色土 ローム

プロックを多く含む。

⑥明褐色土 ロームプ

ロックを少し含む。

⑦褐色土 ローム粒子

と炭化粒子を僅かに

含む。

゜
L=185.00 2m 
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2I 0cm 

第195図 白倉 B 区191号土坑と出土遺物

白倉 B 区192号土坑

位置 32-32 p L 44 • 95 

円形プランを呈する土坑である。 74号住居の床面 a 精査の段階で検出されたが、重複関係は不明である。 埋没土層

①黄暗茶褐色土 白 --1L. I I \ ＼．』
74号住居といっしょに一括して遺物を取り上げてし

色粒子を多く含み

まったために、本土坑内から出土した遺物を特定す 炭化粒子を少し含

む。

るのは困難であるが、図示した 3 点だけは本土坑の ②黄暗茶褐色土混

注記がなされていたために図化した。ちなみに、出
入物少ない。

土土器は149点である。 よ． ...11.... 

（遺物観察表： 360頁）
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第196図 白倉B 区192号土坑と出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区193号土坑

位置 30-34 P L 44 • 95 

平面形状に規格性が見られない土坑である。

出土土器は加曽利 E 4 式～称名寺 II 式にかけて

137点が出土したが、大部分の131点を一括して取り

上げてしまった。

石器類は、多孔石 1 点と礫が 1 点出土している。

（遺物観察表： 361頁）

..A_. ...A:.... 

\ 
゜ L =185.00 2 m 

。 10cm 
20cm 

第197図 白倉B 区193号土坑と出土遺物

白倉 B 区200号土坑

位置 31-38 PL 96 

ほぼ円形プランを呈する土坑である。

出土土器は、固示した 1 のみである。 1 は堀之内

2 式の浅鉢で、遺存状態はほぼ半分の大形破片であ

る。この破片は、ーか所で潰れていたのではなく、

ほぼ同じ高さで、およそ30cm四方の範囲に散らばっ

て出土している。

なお、石器類は出土していない。

（遺物観察表： 361頁）

丈®0丈
_A__.....A:.... 

ゴ—―二

芦
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第198図 白倉B 区200号土坑と出土遺物
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白倉 B 区205号土坑

位 置 32-38 PL 45 • 96 

隅丸長方形プランを呈する土坑である。出土土器

は加曽利E4 式78点であるが、 46点を一括して取り

上げてしまった。全ての土器の出土位置を記録して

いないので確かなことはいえないが、土器は主に②

層から出土する傾向が強いようである。石器類は図

示した石器 4 点の他に、礫が 5 点出土している。

（遺物観察表： 362頁）
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①黒褐色土 白色粒子を少し含む。

②暗褐色土 ローム粒子を少し含む。

③暗茶褐色土 ローム粒子を多く含む。

④黒褐色土 ①層よりやや締まりが弱い。

⑤明茶褐色土 ロームプロックを多く含む。

⑥明茶褐色土 ⑤層よりロームプロックを多く含む。
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白倉B 区205号土坑と出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区217号土坑

位置 35-36 P L 46 • 112 ｮ
 

円形プランを呈する土坑である。出土土器は加曽

利E4 式～称名寺 I 式74点であるが、大部分の67点

を一括して取り上げてしまった。僅かな土器の出土

位置しか記録していないので確かなことはいえない

が、土器は主に②層から出土する傾向が強いようで

ある。石器は出土せず、被熱した礫が 8 点出土して

...A_. 

_A_. ①
 

. ___;,:_ 

・ユ

いる。

（遺物観察表： 362頁）

//1 (ｾ) 

①暗褐色土 浅間A軽石を少し含む。締まり強い。②暗茶褐色

土 白色粒子とローム粒子及び炭化粒子を少し含む。ロームプ

ロックを多く含む。③暗茶褐色土 ローム粒子を少し含む。④

黄褐色土 ローム粒子を多く含む。

゜ L=185.50 2m 

1
日
日
日
日

U
2

贔
ー゜ 10cm 
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第200図 白倉B 区217号土坑と出土遺物

白倉 B 区226号土坑

位置 34~35 P L 96 

不定形な平面形状の土坑で、断面形状は 2 段で西

側にテラス状の底面をもつ。

出土土器は全て称名寺 II式で、図示した 1 以外の

小片41点を一括して取り上げている。 1 は大形の破

片である。

石器は土坑周辺から、石棒の破片が 1 点出土して

いる。また、周辺も含めて 6 点の結晶片岩が出土し

ている。

（遺物観察表： 363頁）
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第201図 白倉 B 区226号土坑
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ロ第202図

白倉 B 区235号土坑

位 置 36-36 p L 46 • 112 

白倉B 区226号土坑出土遺物

1 は深鉢の口縁～胴部の破片で、ほぽ半分が遺存し

ており、坑底直上から出土している。なお、石器類

不定形な平面形状の土坑である。出土土器は後期

前半に帰属する図示した 1 が出土したのみである。

は出土していない。

（遺物観察表： 363頁）
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埋没土層

①暗褐色土堅く締まる。

②褐色土暗褐色土との混土屈。 ¥
 

゜ L=185.60 2m ゜
10cm 

第203図 白倉 B 区235号土坑と出土遺物

白倉 B 区238号土坑

位 置 33-36 p L 46 • 97 

円形プランを呈する土坑である。出土土器は加曽

利E 4 式43点で、 23点を一括して取り上げてしまっ

た。全ての土器の出土位置を記録していないので確

かなことはいえないが、土器は層位に関係なく出土

しているようである。石器は図示した石鏃以外に磨

製石斧が出土している。他に礫が 3 点出土している。

（遺物観察表： 364頁）
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III 縄文時代の遺構と遺物

ク
_A_. 

゜

. __A:__ 

_A_.'?...K  

宣
①褐色土 炭化粒子を含む。

②褐色土 ローム粒子を含む。

③黄褐色土 ローム質土壌。

L=185.00 2m 

⑤
 

flj
o
 

0
門

□
□
三 5cm 

10cm 

\ 
ヽ

I(ｾ) 

5 (ｽ') 

1 11 2 (X) ゜

20cm 
コ

5cm 

第204図 白倉B 区238号土坑と出土遺物

白倉 B 区242号土坑

位置 31-46 P L 4 7 • 98 

まった。 1 と 3 が広範な接合関係をもち、特に 1 は

南西に約24m離れた257号土坑の出土土器と同一個

円形プランを呈する、断面フラスコ状の土坑であ 体であった。

る。 石器類は礫が 8 点出土した。

出土土器は、全て後期前半に帰属し、 138点が出土 （遺物観察表： 364頁）

した。しかしながら、 99点を一括して取り上げてし

_A_. .JL 

゜

①暗褐色土 ローム粒子を含む。

②暗褐色土 炭化粒子を含む。

③褐色土 ローム質土壌。

L =184. 70 2 m 

第205図白倉B 区242号土坑
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第206図 白倉 B 区242号土坑出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区244号土坑

位

る。

置 32-48 p L 47 • 98 

円形プランを呈する、断面フラスコ状の土坑であ

出土土器は156点で、大半の121点を一括して取り

上げてしまった。内訳は、加曽利E 4 式～堀之内 1

式が10点で、他の土器片は全て堀之内 2 式である。

全ての土器の出土位置を記録していないので確かな

ことはいえないが、堀之内 2 式土器片中に他の時期

の土器片が混在する様相が僅かなドットマップから

想定されよう。器形復元が可能な個体や大形の土器

片も出土している。

石器類は、 フレイクが 4 点と礫が10点出土してい

る。

（遺物観察表： 365頁）
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埋没土阿

①黒褐色土 微最の軽石を含み締まりが強い。

②暗褐色土 ローム粒子を含む。

③褐色土 ロームプロックを含み締まりが弱い。壁などの崩落

土と思われる。

゜ L=!84.80 2m 

// 

゜ 10cm 20cm 

第207図 白倉B 区244号土坑と出土遺物（1)
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第208図 白倉B 区244号土坑出土遺物(2)

白倉 B 区246号土坑

位置 33-47 PL 47 • 99 

円形プランを呈する土坑である。

出土土器は181点で、大半の145点を一括して取り

上げてしまった。土器は、全て加曽利E4 式であっ

た。全ての土器の出土位置を記録していないので確

かなことはいえないが、埋没土の中～下層からの出

土が主体を占めるようである。器形復元が可能な個

体や大形の土器片も目立って出土している。土器の

接合関係に注目すると広範な接合関係は殆どなく、

近接地点同士の接合が多いようである。

石器類は、フレイクが15点出土している。

時期不明のピットに切られる。

（遺物観察表： 365頁）
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①暗褐色土 白色粒子を少し含む。

②黒褐色土 ローム粒子と炭化粒子を少し含む。

③明黒褐色土 ロームブロックを含む。きめ粗い。

゜
L =185.00 

2m 

第209図白倉B 区246号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物
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土 坑

I I 

゜ 10cm 
20cm 

第211図 白倉B 区246号土坑出土遺物(2)

白倉 B 区248号土坑

位 置 33_46 p L 47 • 99 

正方形プランを呈する土坑である。

出土土器は24点で、半数の12点を一括して取り上

げてしまった。土器は、全て加曽利E 4 式である。

全ての土器の出土位置を記録していないので確かな

ことはいえないが、 2 の接合関係からは、埋没途中

において、土器片が廃棄された様子が想定できるの

ではなかろうか。

石器類の出土はなかった。

坑底部でピットが三つ検出されている。

（遺物観察表： 365頁）
①暗茶褐色土

②明茶褐色土

む。

. A
[
2
 

④ 

• -1.'._ 

土． ....A:_ 

埋没土層

黒色土を多く含み炭化粒子を僅かに含む。

ロームブロックと黒色土のプロックを僅かに含

゜ L =185.00 2m 

口

II 2 (ｾ) 

゜ 20cm 
20cm 

第212図 白倉 B 区248号土坑と出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区255号土坑

位 置 32-48 p L 48 

中近世の溝に上部を破壊されるが、円形プランを

呈する土坑である。出土土器は後期前半に帰属する

と思われる無文の深鉢胴部片が 1 点出土しただけで

ある。石器類は図示した完形の石棒が 1 点出土して

いる。

（遺物観察表： 366頁）
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L =184.80 

埋没土層

①暗茶褐色土 ローム

粒子を少し含む。

②暗茶褐色土 ローム

プロックを少し含む。

③暗茶褐色土 ローム

プロックを多く、黒

色土プロックを僅か

に含む。

④黄褐色土

土壌。

2m 

ローム買

口 ゜ 20cm 

第213図

白倉 B 区257号土坑

位 置

る。

34-49 p L 48 • 100 

円形プランを呈する、断面フラスコ状の土坑であ

出土土器は173点と多かったのであるが、大半の

158点を一括して取り上げてしまった。土器は、加曽

利 E 4 式～堀之内 2 式に全て帰属する。全ての土器

白倉B 区255号土坑と出土遺物

ｮ //--------------、竺、号土坑 1 と接合

/ / . . . .  

I 1//\\‘、‘、
---4.... i 

¥¥/4  
242号土坑］と接合

の出土位置を記録していないので確かなことはいえ

ないが、本土坑内同士の接合関係が見られないのは

特徴であろう。また、本土坑出土の 2 （出土位置不明）

と北東に約24m離れた242号土坑の 1 は同一個体で

ある。

石器類は、図示した石棒以外にはフレイクが 3 点

と礫が 6 点出土している。

（遺物観察表： 366頁）
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白 B257土坑

①黒褐色土 褐色土のブロックを含む。②暗褐色土ローム粒子を含

む。③黒褐色土 ロームプロックを含む。④暗褐色土 ロームプロッ

クを含む。
゜

L=185.10 
2m 

第214図 白倉B 区257号土坑
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第215図 白倉B 区257号土坑出土遺物

白倉 B 区259号土坑

位 置 35-49 p L 48 • 100 

ほぼ円形プランを呈する土坑である。

出土土器は157点で、大半の133点を一括して取り

上げてしまった。内訳は、加曽利E3 式 1 点、加曽

入）
. 
^ . 3• • • 
．．、

A —• 

4——• 
2_...A • • e • 

.¥:-;5... . .. . 

゜ 20cm 

第216図

A' 
• --一

利 E4 式157点、土師器 2 点である。大半の土器の出

土位置を記録していないので確かなことはいえない

が、土器は坑底近辺からは出土してはいないようで

ある。

石器類は、礫が 1 点出土した。

（遺物観察表： 367頁）

A.  

①暗褐色土

②暗褐色土

2 3 5 
+ 1.•f 

ヽ
ローム粒子と炭化粒子を僅かに含む。やや締まる。

ロームプロックを含む。

....K 

゜ L =185.30 2 m 

\ 

白倉B 区259号土坑と出土遺物（1)
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III 縄文時代の遺構と遺物

\ 

゜ 10cm 
20cm 

第217図 白倉B 区259号土坑出土遺物(2)

位置 35-37

白倉 B 区273号土坑

P L 49 • 113 

平面が楕円形プランを呈するピットである。

出土土器は、所謂胴部隆帯文系の加曽利E 3 式 l

個体である。土器の残存状態は口縁～胴上部約1/2

戸曇上
゜

A-

言
. A_ 

で、多数の破片となってピット内に充填するかのよ

うな出土状態を示している。

石器類の出土はなかった。

（遺物観察表： 368頁）

①暗褐色土 土器片を多く含む土層。粘性強い。

②黒褐色土 黒褐色土を主体としてロームプロックを含む。

L=185.50 2m 

゜ 10cm \ 

第218図 白倉B 区273号土坑と出土遺物
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4 土坑

位置 35-33

白倉 B 区274号土坑

PL 49 

平面が円形プランを呈する土坑である。

出土上器は、図示した加曽利E4 式土器 1 点だけ

である。この土器は、確認段階で胴下半部がまとまっ

た状態で散乱しており、その下から底部が出土して

いる。本来は埋甕で、後世の破壊によって上述した

出土状況を呈することになったのかも知れない。

なお、石器類は出土していない。

（遺物観察表： 368頁）
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第219図 白倉B 区274号土坑と出土遺物

位置 30~42

白倉 B 区277号土坑

P L 49 • 101 • 113 

隅丸長方形プランを呈する土坑である。

出土土器は21点で、 12点を一括して取り上げてし

まった。内訳は、堀之内 l 式20点と堀之内 2 式 1 点

である。 1 と 2 は大形の破片である。また、大半の A. 

土器の出土位置を記録していないので確かなことは

いえないが、少なくとも遺構内出土土器の接合関係

は見られない。

石器類は礫が 2 点出土している。

（遺物観察表： 368頁）

/ / ロ
゜ 10cm 

A. 

ィ

. A' 

①暗褐色土 Y.P粒子と炭化粒子を少し含む。

②暗黄褐色土 ロームプロックを含む。

゜ L =184.80 2 m 

姿

一

第220図 白倉 B 区277号土坑と出土遺物（1)
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III 縄文時代の遺構と遺物

゜ / 
20cm 

第221図 白倉B 区277号土坑出土遺物(2)

白倉 B 区280号土坑

位置 34-44 PL 49 • Nu 1 

隅丸長方形プランを呈する土坑である。出土土器 △礫

は諸磯 b （新）式 2 点と後期前半に帰属すると思われ

る土器片61点であった。後期前半に帰属すると思わ

れる土器は、図示した 1 で直径60cm以上の口縁部を

もつ深鉢である。この土器が破片となって出土して

おり、土器が潰れた状態で出土しているのではない。

土器片に混じるように礫が12点出土している。

（遺物観察表： 368頁）

A .x 

ー／
①褐色土 ローム粒子とロームプロックを含む。

②褐色土 ロームプロックと灰白色粘土を含む。

③褐色土 ロームプロックを含む。

④褐色土 ローム粒子を含む。

゜ L=l85.40 2m 

゜ 20cm 

第222図 白倉B 区280号土坑と出土遺物

位置 30-34

白倉 B 区283号土坑

P L 50 • 102 

ていないので確かなことはいえないが、少なくとも

加曽利 E4 式 3 点（ 1) と称名寺 II 式 1 点（ 4) は埋没

楕円形プランを呈する土坑である。出土土器は80 土の上層から出土していることから、土器は層位的

点で、 58点を一括して取り上げた。内訳は、加曽利 には出土していない。また他に、フレイク 1 点と礫

E4 式 3 点、称名寺 II 式 l 点、堀之内 2 式74点、土 が11点出土している。

師器 4 点であった。大半の土器の出土位置を記録し （遺物観察表： 369頁）
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4 土坑

-1L. 

埋没土層

①暗褐色土 ローム粒子を

少し含む。

②褐色土 ローム粒子を多

く含む。やや軟。
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第223図

白倉 B 区288号土坑

P L 50 • 102 
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区B
 

倉白

゜ 10cm 

点の小礫が出土している。全ての遺物の出土位置を

記録していないので確かなことはいえないが、出土

円形プランを呈する土坑である。出土土器は黒浜 遺物は、①層中に分布の中心があるように見受けら

式87点で、 47点を一括して取り上げた。この中には、 れる。

多数の有尾式系土器も含まれている。また、他に42 （遺物観察表： 369頁）
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白 B288土坑

埋没土層

①暗褐色土褐色土プロックを

少し含む。土器片を多く含む。

②黒褐色土締まりが強い。

③暗褐色土黄褐色土プロック

を含む。

④黄褐色土 暗褐色土を含む。

⑤黄褐色土 ④層に似るが黄褐

色土の量が少ない。

L =185.40 2 m 

第224図 白倉B 区288号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

゜ 10cm 20cm 

/) 
% ( 

2
 )\\ % 

、
し

\ 

3

)
 ＼
ー
％

ヽ
~

／
／
口
＼

// 

位置 37-51

第225図 白倉B 区288号土坑出土遺物

白倉 B 区291号土坑

P L 51 • 102 

円形プランを呈する土坑である。

出土土器は32点で、 21点を一括して取り上げてし

まった。内訳は、黒浜式（有尾式系土器） 1 点以外は

全て諸磯 b （新）式である。

石器類では、図示した石器 2 点と他に礫 2 点が出

土している。

全ての遺物の出土位置を記録していないので確か

なことはいえないが、出土遺物は、①層中に分布の

中心があるように見受けられる。

（遺物観察表： 370頁）

`,  
埋没土層

①暗褐色土ロー

_A._. I I \ ¥.K ム粒子を僅かに

含む。

②暗褐色土ロー

ム粒子を少し含

む。

③暗褐色土 ロー

．ユ¥
ムブロックを含

む。やや軟。

I 

゜
L=l85.50 2m 

゜

/ / 

10cm 

第226図 白倉B 区291号土坑と出土遺物(1)
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4 土坑

I／
□
＼
 
こ

亡一

゜ 10cm 

第227図 白倉B 区291号土坑出土遺物(2)

白倉 B 区299号土坑

位置 35-32 P L 51 • 103 

一つの土坑として調査されたが、形状や埋没土の

観察から、明らかに 2 基の土坑の重複であろう。 2

基の土坑は円形プランを呈している。

出土土器は43点で、 31点を一括して取り上げてし

まった。全て、加曽利E4 式～称名寺 I 式期に帰属

し、加曽利E式系土器も含まれる。

石器類は礫が 2 点出土している。

（遺物観察表： 370頁）

({ 

....A:.... 

ユ．

o
 

(%) 

゜ 10cm 
/ / 

A' 埋没土層
•3 ①褐色土黄褐色土粒子

を少し含む。②褐色土

炭化粒子を少し含む。③

暗褐色土黄褐色土を少

し含む。④黄褐色土褐
L=l85.10 2m 色土プロックを含む。⑤

明褐色土⑥褐色土焼

土粒子を僅かに含む。

II 

I I 3 （幻

第228図 白倉B 区299号土坑と出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

2 号土坑

叶
三

邑
II 
....) I 

埋没土層

①褐色土 ロームブロックを多く

含む。

②褐色土 ロームプロックを少し

含む。

③褐色土 暗褐色土をプロック状

に含む。

-,,:I <| 

11号土坑 18号土坑

、
V

、
V

v̀ 

吋

翠
0
0
I
I
I
T

-<I 叶

埋没土層

①暗褐色土締

まりが弱い。

②褐色土

③黄褐色土

ロ ーム質土

壌。

36号土坑 49号土坑

ｮ
 土． 0 .K 

_A_. L =184.30.K 

口

....!L.I I.;., ¥ I....A:_ 

白 B36土坑

埋没土層

①褐色土

②褐色土 ローム粒子

を含む。

③暗褐色土 ローム粒

子を含む。

④暗褐色土 ローム粒

子を含む。

土． L =184.00. --1Y._ 

二／
゜ 20cm 

第229図白倉B 区2·ll·l8·36·49号土坑
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4 土坑

13号土坑

・ユ¥

I 
I 
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
、

ヽ
ヽ

‘‘ 

`` `‘ `‘ `‘ 
`` `` `、 I

‘‘’ 

12号土坑

ヽヽ、ヽーーー

ユ． L =183.90. ユ¥

埋没土層

①褐色土

②暗褐色土土器

片を含む。

③暗褐色土土器

片を含む。

④茶褐色土ロー

ム粒子を含む。

⑤暗黄褐色土

ローム質土壌。

15号土坑

4
 

ユ．口 .K 

ユ． L =183.50.」

•I 

゜
2m 

第230図 白倉B 区13•15号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

41号土坑 50号土坑

ｮ 

A L =184.00. A' .. 

A' ·— 
` 

②
 

土． ①
 

( L=185.00.K 

埋没土層

①暗褐色土炭化粒子

を含む。

②褐色土暗褐色土を

少し含む。

③褐色土 ローム質土

壌。

①暗褐色土 ②褐色土

53号土坑 55号土坑

'

,

 

、
g

4.  .K  

. 
`
8
 

0
0・
文8
1
1
1
1

e 

叶

ユ． L=184.30 ．上

｀口
ユL. L=184.00,_K 

•2 

①暗褐色土 炭化粒子を含む。締まりあり。細粒。

②褐色土暗褐色土を含む。

③褐色土 ローム粒子と焼土粒子及び炭化粒子を含む。

④暗褐色土 ロームブロックを含む。

埋没土層

①暗褐色土炭化粒子を

少し含む。

②褐色土

③褐色土 ローム粒子を

含む。

④褐色土ローム質土

壌。

゜ 2m 

第231図白倉B 区41·50·53·55号土坑
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4 土坑

54号土坑 59号土坑

`
V
 

土．

ー

、
．

I

I

 

ー

・ユ

土． L=184.00...A:_ 

< 4 
①暗褐色土

②暗褐色土

③褐色土 ローム粒子を含む。

65号土坑 82号土坑

---4.... 

84号土坑

_A_. 

土．

ｮ 
.、文

ュ． L =184.00....A:.... 

三

こ

①褐色土

ローム粒

子を含む。

②褐色土

.x 

L=183.80 ．ユ

69号土坑

シ
）

、
V 、

V

0
O
'
t
8

l

=

 1
 

I

.

 

吋 4

`
V
 

,,:I 

埋没土層

①褐色土

②褐色土ロー

ムブロックを

含む。

③褐色土ロー

ム粒子を含

む。

゜ 2m 

第232図白倉B 区54•59·65·69·82·84号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

85号土坑 86号土坑

ｮ
 

0

0

 
ユ．

A' • - _ 

② ② 
③ ① 

③ 

埋没土層

①暗褐色土 ロームプロックを多く含む。

②黒褐色土 白色粒子とローム粒子を含む。

③褐色土 ロームプロックを多く含む。

A' 
•一

L =184.10....A:_ 

ユL. L =184.00 A' 

87号土坑 89号土坑

ユL.

145号土起·

A' 
•一. 4 

/

0

 

A .  L=184.30 A' .. 
ユL. L =184.00.上

埋没土層

①暗褐色土 白色粒子とローム粒子を含む。

②暗褐色土 ロームプロックを含む。

③暗褐色土 ②層よりロームプロックを多く含む。

埋没土層

①黒褐色土

②明黒褐色土

③明黒褐色土 ロームブロッ

クを多く含む。

゜ 2m 

第233図白倉B 区85·86·87·89号土坑
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4 土坑

90号土坑 96号土坑

ユ． •一

ユ． L=l84.30.ユ¥

口

埋没土層

①黒褐色土白

色粒子を多く

含む。

②褐色土ロー

ムプロックを

多く含む。

.A. .L 

A L =184.30 A' .. 

\ 

99号土坑 102号土坑

ユ． L =183.90.....A:_ 

]/ 

』．

』．

.K  

L =184.00 ．ュ

賃

①暗褐色土

②褐色土ロー

ム粒子を含

む。

③褐色土色の
にぶいローム

質の土壌。

108号土坑

25号住居

土一 2 L =184.30.」

①暗褐色土

②暗褐色土褐色土を含む。

③褐色土 ローム粒子を含む。
ヽヽ , , 

゜ 2m 

第234図白倉B 区90•96·99 ・ 102·108号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

115号土坑 123号土坑

乙 崎

` 
巨

_A_, (( •1 ¥ l.よ
①暗褐色土 苔
②暗褐色土

II 

一褐色土を含

む。

③褐色土

ユ． L=l83 90 ．ーエ ④褐色土 I I \ \ 一. 
ローム粒子

を少し含

む。

⑤暗褐色土

⑥暗褐色土

ロームプ

ロックを含

寸む。 吋
124号土坑

□ID) _/l_ ユ． L=183 90.K ①黒褐色土炭化粒子を含む。

` 
②褐色土 わずかに黒色土を含む。

③褐色土 黒色土のプロックを含む。

④暗茶褐色土

122号土坑

ｮ 

_•. ー. 
. 

. ・
ロ
〉
. 

.. 
o

.

 ロ
ユ．

L=l83.30 

ユ呈

.. •q ヽ
• 2ｷ,,. • •l . . 

... 3 

.. 

゜ 2m 

第235図 白倉B 区115 • 122 • 123 • 124号土坑
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4 土坑

126号土坑 131号土坑 134号土坑

A.  

A. 

.K  

L = 183.80. ユ呈

①暗褐色土②暗褐色土褐色土を含む。

③褐色土

130号土坑

ユ． ._A'_ 

A.  

...1L・ロ．上
-1l..... L=183.60._K. 

<
埋没土層

①褐色土炭化粒子を僅か

に含む。

②褐色土 ローム粒子と暗

褐色土を少し含む。

L =183.60,....A:_ 

三・ロ？
‘--ク

上・ロ
埋没土層

①褐色土炭化粒子を僅かに

含む。②褐色土 ローム粒子

を含む。③褐色土 ローム粒

子と暗褐色土を少し含む。

129号土坑

..A_•ロミ
ユ． L =183. 70. ユ呈

V 
139号土坑

ロ
」．

/ 
.K  

_A_. L =184.80. ユ¥~

二

埋没土層

①黒褐色土 白色粒

子を少し含む。

②暗褐色土 ローム

プロックを僅かに

含む。

③暗茶褐色土 ロー

ムプロックを②層

より多く含む。

④明茶褐色土 ロー

ムプロックを多く

含む。

2m 

第236図白倉B 区126·129 ・ 130·131 ・ 134·139号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

141号土坑 143号土坑 144号土坑

_A_. .x 

A L =184.00 A' .. 

` 

-4... 

埋没土層

①暗褐色土 白色粒子とローム粒子

を含む。

②暗褐色土白色粒子とロームブ

ロックを含む。

③褐色土 ローム粒子を多く含む。

•丈

ユ． .K 

A L =184.20 A' ..  
式

①黒褐色土

②暗茶褐色土 白色粒子とロー

ム粒子を含む。

A. L=184.30.K 

六
埋没土層

①黒褐色土 ローム粒子を含む。

②暗茶褐色土 ローム粒子を含む。

174号土坑

164号土坑

。
®
じ
／

-A..... 

•土

ユi.... L = 185. 60. ユ¥

①褐色土 ② 

褐色土 ③褐

色土炭化粒

子とローム粒

子を少し含

む。④暗褐色

土炭化粒子

とローム粒子

を少し含む。

⑤褐色土

ローム質土

壌。

_A_. 

埋没土層

①暗褐色土 白色粒子

と炭化粒子及びローム

粒子を含む。②暗褐色

土 ①層に似るがロー

•土ムプロックを多く含む。
③暗茶褐色土 ローム

プロックを多く含む。

④暗茶褐色土 ③層よ

りロームブロックを少

L =184.90.」
なく含む。⑤暗茶褐色

土 ローム粒子を僅か

に含む。⑥暗茶褐色土

⑦暗茶褐色土 ローム

ブロックを僅かに含む。

⑧明茶褐色土 ローム

粒子を少し含む。

175号土坑
...A_. 

る／／,-----
/ 

I 
I 

A '  
• I 

I 

ヽ
ヽ

三＼］ •よ
l 
I 
I 
l 
I 
I 

L=l84.90._A:._ 

① 

③\---②./③ 

①暗褐色土 白色粒子と炭化粒子を含む。

②黒褐色土 白色粒子と炭化粒子を含む。

③黒褐色土 ①②層に似るがロームプロックを少し含む。

゜ 2m 

第237図白倉B 区141 ・ 143·144·164·174·175号土坑

276 



4
 

土 坑

176号土坑 182号土坑

v̀ 

一
叶
．

o
o
.g
o
o
I
1
1
1

ｮ 

口 ユL.

吋 吋
口／

ュ． L=185.00...K 

185号土坑

ｮ 
A 

. -. 

ーーーーヽ
A.  L =184.90. 」と

①暗褐色土

②暗褐色土

③暗褐色土

④褐色土 ローム粒子を少し含む。

⑤暗褐色土褐色土を少し含む。

⑥暗褐色土 ロームプロックを含む。

⑦暗褐色土 ローム粒子を少し含む。

⑧暗褐色土

①暗褐色土

②褐色土 炭化粒子と焼土粒子を含む。

③茶褐色土

188号土坑

ペ）

B . --1t_ 

B L =185.20.」

①暗褐色土 ②暗褐色土 ①層よりも色調が明るい。③褐色土 ロー

ム粒子を少し含む。④褐色土 ローム粒子を含む。⑤暗褐色土 ロー

ム粒子を含む。⑥暗褐色土⑦茶褐色土 ⑧暗褐色土 ローム粒子

を含む。⑨暗褐色土 ローム粒子を含む。

゜ 2m 

第238図 白倉B 区176·182·185·188号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

195号土坑 196号土坑

さ）

ユL.

ゞ
199号土坑

④
 .K  

_A_. L=J84.80.K 

A ( L=185.00. A' 
-:__ 1 ＼ヽー一

①暗褐色土 白色粒子とローム粒子を含む。

②黄茶褐色土 ロームプロックを多く含む。

③暗茶褐色土粘土質の土壌。

①黒褐色土

②暗茶褐色土 白色粒子を含む。

③黄褐色土 ロームプロックを多く含む。

199号土坑 211号土坑

< 

—. 

④
 

·丈

L=185.00.」

202号土坑

●縄文土器

〇弥生（中期）土器

□□ 
〖--と

．上

204号土坑

—. 

___A_. _ L=185.00.K 

\ 

』•

土 L=185.40.K

夏
② 

埋没土層

①暗茶褐色土 白色粒子を多く、ロームブロッ

クを少し含む。

②暗茶褐色土 ①層よりローム粒子を多く含

む。

③黄褐色土 ロームブロックを多く含む。

__A_. L =185.30, -.A:_ 

．」

①黒褐色土 ローム粒子と白色粒子を含む。②黒褐色土 ローム粒子を含む。③黒褐色土
ロームプロックと炭化粒子を含む。④暗茶褐色土 ロームプロックと白色粒子を含む。⑤

暗褐色土焼土粒子を含む。⑥暗茶褐色土 ローム粒子を含む。⑦暗褐色土 ロームプロッ
クを含む。⑧黒褐色土 ローム粒子を含む。⑨暗茶褐色土 ロームプロックを含む。

゜ 2m 

第239図白倉B 区195·196·199·202·204·211局土坑
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4 土坑

212号土坑 215号土坑

< ④ 

・辺

ユ． ．立

埋没土層

①黒褐色土 ②暗

茶褐色土 白色粒

ユ

子とローム粒子を

L=l84.70.K 少し含む。③暗茶
褐色土 ロームブ

ロックを少し含む。

④暗茶褐色土

ロームプロックを

少し含む。

223号土坑

土（口]上

ユL.

口

埋没土層

①暗茶褐色土白

色粒子とローム粒

子を多く含む。②

黒褐色土 白色粒
L =185.50 ．土二子を少しとローム

プロックを多く含

む。③暗褐色土

ロームプロックを

多く含む。

225号土坑

\ 

ロ④
 

.<、9

三こ口:...../i_ _A_. L=185.20.土

口

①暗褐色土

白色粒子と

ローム粒子を

多く含む。②

明茶褐色土

白色粒子と

ロームプロッ

クを多く含

む。

227号土坑

丈．

·丈

__A_. L=l84.80....K 

①暗茶褐色土 黒褐色土のプロックとロームプロックを含む。
②黄褐色土 ロームプロックを多く黒褐色土のプロックを少
し含む。

゜ 2m 

第240図白倉B 区212·215·223·225•227号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

228号土坑 234号土坑

ユL. L = 184. 90. --1:,.:_ 

①黒褐色土褐色土のブロックを含む。②黒褐色士 白色粒子と

ロームプロックを含む。③暗茶褐色土 ロームプロックと白色粒

子及び炭化粒子を含む。④暗茶褐色土 白色粒子と黒色土のブロッ

クを含む。⑤暗茶褐色土 白色粒子を含む。⑥暗茶褐色土 ロー

ムブロックを含む。⑦黄褐色土 ローム粒子を含む。⑧明茶褐色

土 ロームプロックを含む。

230号土坑

□□土
ユ． L =184.40. ___t;_ 

\ 
①暗茶褐色土

白色粒子と

ローム粒子及

びロームプ

ロックを少し

含む。

247号土坑

乙
）

ー·
0 ¥  

—. 

.K  

①暗茶褐色土 白色粒

子とローム粒子を多

＜炭化粒子を僅かに

L=185.00 A' 含む。._ ②暗茶褐色土 ローム

べ

---1L. 

①暗褐色土 ②黒褐色土 ③黒色土 ④ 

暗褐色土⑤黒褐色土 ローム粒子を含

む。

243土坑

土・

L=185.60.....A:_ 

A' 
•一

」． L=184.80 A' 

埋没土層

①褐色土 ローム粒子を含む。

②暗褐色土 ローム粒子を少し含

む。

③黒褐色土 ロームブロックを含

み、ややカサつく。上部壁崩落

土。

プロックと黒色土の

プロックを含む。
0 2m 

第241図白倉B 区228·230·234·243·247号土坑
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4 土坑

236号土坑

`) 

に，

土・

. 必

...A._. L=185.80.K 

④
 

冗
2

①褐色土 ②褐色土 ③黄褐色土 ④暗褐色土

241号土坑

、V

,,:¥ 

7 号溝

`
V
 

ooo.<OOIIIT 

< 

①黒褐色土 ローム粒子を含む。

②暗褐色土 ローム粒子を含む。

゜ 2m 

第242図白倉B 区236•241号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

249号土坑 250号土坑

〔・ロ＼

□□ 
①暗茶褐色土 ロームプロックを

多く炭化粒子を僅かに含む。

②暗茶褐色土 ロームプロックと

ローム粒子を少し含む。

A 
—-. 

I A’~ 
I •-=--

I、1
II 

I 
I 

ノ

' /‘ 

ユL. L =185.00.上

238号土坑 賃
①暗茶褐色土 ローム粒子と白色粒子を少し含む。

②暗茶褐色土 ロームプロックを少し含む。

256号土坑 258号土坑` 
A' 
•一

｣ 

..JL. 

A --—· • 

ク—- - - `̀  ̀  
9’’ —\‘‘‘‘ 
I 
ヽ
ヽ
、

` ̀ 69号住居｀｀----------ク

..A_. 

.K  

.K  

_A_. L=l85.10 ・ユ

267号土坑

// 
/ / 

/ 

／
ヽ
·

\ 

I

¥

 

I

¥

 

I

I

 

I

I

 

‘,1 

I
I
I
 

ー

A_ 

8

)

.

 

‘‘ 

ヽ
ヽ
ヽ
I 

\ 

I 
I 
I 

I 
',.』
I 
I 
I 
I 

I 
I 

_A_. L =185.00 ・ユ

‘``―`-----クク
17号住居

゜ 2m 

第243図白倉B 区249·250•256·258·267号土坑
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4
 

土 坑

264号土坑

--------、
‘‘ ‘‘ ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

\ 
\ 
I 
I 
I 
I 
I 

' I 
I 
I 
I 

f1 ·丈
•I 

,1 

』土 L =185.40 

--4... 

270号土坑

271号土坑

□□□□上
埋没土層

①黒褐色土 白色粒子を少し含む。

②暗茶褐色土 ローム粒子と白色粒

子を少し含む。

」

...A_. 

_Ii_. 

①暗褐色土

②暗褐色土
③暗褐色土

ローム粒子とロームプロックを多く含む。

ロームプロックを多く炭化粒子を少し含む。

ロームブロックを多く含む。

^
3
 •

ー

1

. .x 

L =185. 70 ．ユ¥

＼一

①黒褐色土

ローム粒子と

白色粒子を少

し含む。②暗

褐色土粘性

の強い土層。

③暗褐色土

②層に似るが

ロームプロッ

クと炭化粒子

を少し含む。

278号土坑

_A__. 

土． L =184.50,....h:..._ 

埋没土層

①明茶褐色土黄褐色土のプロックを含む。

②暗茶褐色土 ①層よりも小さい黄褐色土のプ

ロックを含む。

゜ 2m 

第244図 白倉B 区264·270·272·278号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

279号土坑 282号土坑

--1L. 

__A_. 

...K 

L =184.50 ・」

J,-ｷ 

・人

ユ． L =184.90.....h:.... 

②
 

①褐色土 粘性の強いローム質の土壌。堅く締まっている。

②暗褐色土 Y.P粒子を多く含む。

③褐色土 粘性の強いローム質土壌。

④暗褐色土 ロームプロックを含む。

⑤黒褐色土 粒子の細かな黒褐色土中にロームプロックを少し含む。

①黒褐色土 Y.P粒子とロームブロックを少し含む。

②褐色土 ①層と②層の漸移層。

③黄褐色土 ロームプロックを多く含む。

285号土坑 286号土坑 281号土坑

. _A:_ ｀□） ・上
_.A_. L =184.80._K 

ユL. L=184.90.K 口
〖二王三／

①暗褐色土 白色粒子を少し含む。

②褐色土 Y.P粒子を少し含む。

埋没土層

①暗褐色土 ローム粒子を少し含

む。

②黄褐色土 ロームブロックを主

体として炭化粒子を少し含む。

｀口ょ
_A_. L =185.30. ユL

口
①褐色土 ローム粒子を

多く含む。

296号土坑 295号土坑

．
子
含

層
粒
く
土

土
琴
[
五

没
紅
心
[

埋
疇
[
心

①
と
む

A

-

A

ｭ

.. 

。

□
L
 

`

4

 

二
ロームプロックを多く

含む。③明茶褐色土

②層よりもロームプ

ロックを多く含む。

A ----. 

A.  L =185.30 ・ユ

. A' ---

゜ 2m 

第245図白倉B 区279·281 ・ 282·285·286·295·296号土坑
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4 土 坑

287号土坑

叶 叶
呂

・ロ
邑
II 

一

. . 

吋 吋
①黒褐色土 ②暗褐色土 ③褐色土

298号土坑

A.  

• I 

. .. ... 

4
 

. . 
•2 

.. 

`‘ ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
I 

.A, 
I 
I 
I 

' ' I 
I 
I 
I 

埋没土層

①暗褐色土 ローム粒子と白色粒子を多く含む。

②暗褐色土 炭化粒子とロームプロックを多く含む。

③暗茶褐色土 ロームプロックを多く、黒色土のプロッ

クを少し含む。

300号土坑

．ユL

ユ． L =185.40. ユ呈

①暗茶褐色土 ローム粒子を含む。

②暗茶褐色土 ローム粒子と白色

粒子及び暗褐色土のプロックを

少し含む。

③明茶褐色土 ロームプロックを

多く含む。

゜ 2m 

第246図 白倉B 区287•298·300号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

2 号土坑

=]] 
%) 

11号土坑= ]1 ,9豆三·~ "̀`•一
・マ • 

f 11 (½).,ヽ•....,.,
(ｽ) 

13号土坑

15号土坑

I II 

鬱‘)))

) % 
ヽ
~

ー
□
日

2
/

坑土号6
 

3
 

53号土坑

| 

^ 
i’＇ぃ＼

---- 99 9'9  9 9 9 9 9 9 -

" 

] 
I 3 虞）

こ

/

)

 

ｽ
 

/
/
/
Iー
／
／
／
I

65号土坑 I II 

41号土坑

‘’/]' / 1 (ｽ) 

一
＼
ニ

86号土坑

\ 

゜

49号土坑

’’] 1 (ｽ) ¥ ¥ 

5cm 
10cm 

4 (ｽ) 

20cm 

第247図 白倉B 区2•ll ・ 13·15·36•41·49·53·65·86号土坑出土遺物
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4 土坑

59号土坑

.^’ 
t'ｷｷ 

し
．
，
．

ヽ
＼, 、
ぐ9
・

.. , .. 
‘
、

/ / 

I I 3 (ｽl 

ー
~
ー

9
巡
，
凶

' 
尋□

g
 

wｭ
% 

82号土坑

I I 1 (ｽ) 

) % 
,
9
.
 

汀
/
]
/

9
.
.
]

関
J
 

i, 

[
i
 

87号土坑

\ 

/ 1(ｽ) 
""'ロジ

/ / ー

ｽ) 

゜ 10cm 
20cm 

第248図 白倉 B 区59•82·87号土坑出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

99号土坑 102号土坑 115号土坑

/ 

122号土坑

四函号ダ．や

咆芸墜虔記き
'這鰍涵空認忌

マい沼
｀．＼·.,夏

、`!
、~こ9‘

V心ぅ• ~ ;、ヽ： < 
,,、• •‘~’~ • 

, • ・名ふ4、
、、 r、:
．，ヽ•,·●

.、Q、`、
`’否＼・~．
fぷ斜•;I 寸 1 虞）
ぷ幻

ヽ
~

/ / 
I)  且

り
/
J
I

123号土坑 126号土坑

ミ¢デ~~C ]：心な9 1  

141号土坑

ヽ
\ 

1 (ｽ) 

139号土坑

叩

/~\ 
一

I I 4 (ｽl 

(%) 

゜ 10cm 
20cm 

第249図 白倉B 区99 ・ 102·115·122·123·126·139 ・ 141号土坑出土遺物
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4 土坑

143号土坑 144号土坑

164号土坑

167号土坑

168号土坑

/ 1 

/ I l 

169号土坑

汀
パ
〗
／

尺
疇
＇

劃□
□
□I 

[
 

174号土坑

I
/
パ
]
/

0 10cm 

第250因 白倉 B 区143•144·164·167·168·169 ・ 174号土坑出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

175号土坑 176号土坑

□
パ
ー
／

\ 口
I I 
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ー

185号土坑
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磁
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`
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ふ
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ー

悦
f
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188号土坑

疇〗L\
I I 1 ｀ロミ／し） ＼尋→ミt"'·'

nl  言号号ぎ
―`こ令‘:
--←叶＾ふ
＇～ゎか,.

芝ー：
I I 3 

霞¢ J9」̀I:、“
,、Ii

• 1 / 2 

第251図 白倉B 区175·176•182·184·185·188号土坑出土遺物
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4 土坑

195号土坑 202号土坑

/1 (ｽ) 

5
 

2
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ロ
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畠
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199号土坑 /
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9
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211号土坑

ー
ロ
ロ
ー1

心
器
沿

204号土坑
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l l 

芝翌璧三亨］
I I 5 (ｽ) 

212号土坑

-

一J' 
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ヽ
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刀
バ

り

/ 

I I 2 (ｽ) 

口゜
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こ
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230号土坑

I I 
1 (ｽ) 

10cm 20cm 

第252図 白倉 B 区195·199·202·204·211 ・ 212·230号土坑出土遺物

291 



III 縄文時代の遺構と遺物

223号土坑

／口/

227号土坑 234号土坑

印

万
（

———-> 

（％）二~~(½)
236号土坑

I_/ 

¥
 

云て
冨

3 (ｽ) 

243号土坑

I I/ 

I I 3 (ｽ) g
 

4
 

/ 

／
／
し

□
日
日
日
1

. 

\ / I 

゜ 10cm 
20cm 

第253図 白倉B 区223·227·234•236·243号土坑出土遺物
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4 土坑

241号土坑
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第254図 白倉 B 区241 ・ 250·256•258·264号土坑出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

272号土坑
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第255図 白倉B 区272·279号土坑出土遺物
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第256図 白倉B 区278·282·287·298•300号土坑出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉c 区44号土坑

位置 39-72 P L 52 • 103 

円形プランを呈する土坑である。

出土土器は黒浜式23点で、この中には 1 に代表さ

れる有尾式系土器も含まれている。土器の接合関係

は、 1 と 2 の 2 例が確認できている。この土坑は、

表土を除去した段階で遺物が比較的多く出土したこ

とから、遺構プランを精査した。そのために、土器

の出土位置（高さ）は、遺構が確認できた高さよりも

相対的に高くなっている。なお、石器類は出土して

いない。

（遺物観察表： 371頁）

吋 吋

と(t) .K 
A 

吋 吋
• 土．

心••心• •• 

ぐ
①明褐色土 B.P粒子を含む。

②黄褐色土 B.P粒子とローム粒子を含む。

゜ L=185.10 2m 

、ノ•一→

I 1 2 （知

゜ 10cm 20cm 
I I 3 (ｽ) 

第257図 白倉C 区44号土坑と出土遺物

位置 39-72

白倉c 区45号土坑

P L 52 • 104 

いる。

円形プランで、断面フラスコ状を呈する土坑であ

る。

出土土器は黒浜式73点（有尾式系土器を含む）で、

18点を一括して取り上げてしまった。土器の接合関

係は、 1 と 2 の 2 例が確認できている。このうち、

2 は比較的広範な接合関係が見られる。

石器類は、石器 7 点と礫が138点と多量に出土して

296 

全ての遺物の出土位置を記録できなかったので確

かなことはいえないが、土器と石器類の出土位置は

ほぽ同じであり、埋没土の中層に分布の中心がある

ように見受けられる。また、坑底直上からの遺物出

土は極端に少ないのも特色であろう。このような出

土状態から、坑底部に僅かな埋没土が堆積した後に、

多くの土器片と石器類が一緒に廃棄された状況が想

定されよう。 （遺物観察表： 371頁）
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第258図 白倉C 区45号土坑と出土遺物（1)
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第259図 白倉C 区45号土坑出土遺物(2)

白倉c 区46号土坑

位 置 38-71 p L な し

不定形な平面プランを呈する土坑である。

出土土器は26点で、 20点を一括して取り上げてし

まった。内訳は、黒浜式23点（有尾式系土器を含む）

と土師器 3 点である。遺構内出土土器の接合関係は

みられなかったが、埋没土の上層から出土した 1 点

が、南東約46m に位置する 162号土坑 1 と接合してい

る。

図示した石器以外に礫が 3 点出土している。

（遺物観察表： 372頁）
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第260図 白倉C 区46号土坑と出土遺物
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位置 41-69

白倉c 区51号土坑

P L 52 • 104 

4 土坑

利E3 式13点、土師器 6 点である。全ての土器の出

土位置を記録しなかったために不明な事も多いが、

現代の耕作溝 3 本によって破壊されるが、楕円形 土器型式に応じて出土土器が層位的に出土している

プランを呈する土坑である。 状況は見受けられないようである。

出土土器は28点で、 5 点を一括して取り上げてし 石器類は、図示した石器 2 点以外に、礫が 4 点出

まった。内訳は、黒浜式 8 点、諸磯 C 式 1 点、加曽 土している。 （遺物観察表： 373頁）
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第261図 白倉C 区51号土坑と出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 c 区58号土坑

位 置 38-69 p L 53 • 104 

現代の耕作溝によって破壊されるが、楕円形プラ

ンを呈すると思われる土坑である。

出土土器は図示した黒浜式土器 1 点だけである。

この土器は口縁部と胴部を欠損しており、ほぼ坑底

直上から出土している。

石器類は、図示した石器 l 点が出土している。

（遺物観察表： 373頁）
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第262図 白倉C 区58号土坑と出土遺物

白倉c 区59号土坑 坂 II式～勝坂式終末期44点である。

位 置 38-69 p L 53 • 105 石器類は、 フレイク l 点と礫 1 点が出土した。

古墳時代後期の18号住居によって破壊されるが、

円形プランを呈する土坑である。

出土土器は48点である。内訳は、黒浜式 4 点と勝

出土遺物は、埋没土の下層から集中して出土して

いる。出土土器の状況から、おそらく黒浜式土器は

混入した可能性が強い。 （遺物観察表： 374頁）
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第263図 白倉C 区59号土坑
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第264図 白倉C 区59号土坑出土遺物

白倉 c 区95号土坑

位 置 41-67 p L 53 • 106 

イモ穴状土坑によって破壊されるが、隅丸方形プ

ランを呈する土坑である。

出土土器は黒浜式 6 点で、石器類の出土はなかっ

た。出土点数は少なかったが、器形が復元できる大

形の破片が出土している。

本土坑と同じ黒浜式期に帰属する 94号土坑と重複

しており、本土坑のほうが新しい。

（遺物観察表： 376頁）
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第265図 白倉 C 区95号土坑と出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 c 区96号土坑
92号土坑

位 置 41-66 p L 53 • 105 

隅丸方形プランを呈する土坑である。出土土器は

16点で、勝坂 II 式 1 点以外は黒浜式（有尾式系土器を

含む）である。接合関係は 4 点の破片が接合した 2 の

1 例だけであった。 l は口縁部の一部と底部を欠損

する深鉢で、逆位で北側に僅かに傾いた状態で検出

されている。深鉢埋設に伴う掘り込みは調査時に確

認されておらず、埋甕の可能性は弱い。他に、礫が

3 点出土している。 （遺物観察表： 376頁）
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第266図

白倉 c 区 103号土坑

位 置 37-67 p L 106 

白倉C 区96号土坑と出土遺物

含む）、勝坂式終末期 1 点、弥生土器 1 点であった。

石器類は、図示した石器 l 点の他に礫が 4 点出土

きわめて不定形な平面プランの土坑である。

出土土器は39点で、全ての土器を一括して取り上

げてしまった。内訳は、黒浜式37点（有尾式系土器を

□` 1 
゜ 10cm 

している。

I / 3 

（遺物観察表： 377頁）
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第267図 白倉C 区103号土坑出土遺物（1)
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第268図 白倉C 区103号土坑と出土遺物(2)

位置 36-65

白倉 c 区109号土坑

P L 54 • 106 

円形プランを呈する土坑である。

出土土器は、図示した黒浜式土器 1 点だけであっ

た。この土器は、口縁～胴部の約半分と底部を欠損

している。土器の出土状態は、上述した遺存状態の

大形破片が潰れた状態で出土している。

なお、石器類は出土していない。

（遺物観察表： 377頁）

｀口上
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第269図白倉C 区109号土坑

303 
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/ / 0 20cm 

第270図 白倉C 区109号土坑出土遺物

白倉c 区116号土坑

位 置 43-70 p L 54 • 106 

円形プランを呈する土坑である。

出土土器は27点で、 19点を一括して取り上げてし

まった。内訳は、黒浜式24点（有尾式系土器を含む）

と弥生土器 2 点、土師器 1 点であった。図化した土

器からも理解いただけると思うが、出土した縄文土

器はいずれも小破片である。僅かな土器しか出土位

置を記録しなかったので、確かなことはいえないが、

②層からの出土が多い。

石器類は、礫 4 点が出土している。礫は全て結晶

片岩で、 まとまった位置からの出土であった。

（遺物観察表： 377頁）
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第271図 白倉C 区116号土坑と出土遺物
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白倉c 区138号土坑

位 置 38-63 

出土土器は 8 点で、

p L 55 • 107 

不定形な平面プランの土坑である。

このうち 7 点を一括して取り

上げてしまった。内訳は、黒浜式 6 点、諸磯 b （新）

式 l 点、勝坂式終末期 1 点である。

石器類は、図示した多孔石 l 点が壁に接する位置

から出土している。他に、礫が 5 点出土した。

本土坑は、古墳時代後期の36号住居と重複し、

の住居に切られている。

（遺物観察表： 379頁）
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第272図 白倉C 区138号土坑と出土遺物

白倉 c 区151号土坑

位 置 42-67 p L 56 

まった。礫の多くは被熱した結晶片岩である。耕作

溝によって中央が破壊されるが、溝の南側からはあ

今回の調査で唯一検出された集石土坑である。土

坑の平面プランは不定形であった。

まり礫が出土しておらず、 このような検出状態から

出土土器は黒浜式10点で、 9 点を一括して取り上

げてしまった。図示した土器からも理解いただける

ように、いずれも小破片である。

南側は別の土坑である可能性もある。礫は確認面で

面的に検出されており、埋没土中からは出土してい

ない。 （遺物観察表： 380頁）

礫は40点出土して、 5 点を一括して取り上げてし
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第273図

白倉c 区157号土坑

白倉C 区151号土坑と出土遺物

で、 3 点を一括して取り上げてしまった。内訳は、

位 置 38-61 p L 56 • 108 

イモ穴状土坑によって南側を破壊されるが、いず

れにせよ不定形なプランの土坑である。土坑中央に

溝状の掘り込みが検出されている。出土土器は 7 点

黒浜式 2 点と勝坂式終末期 5 点である。石器類は、

図示した凹み石 1 点と他に礫が 3 点出土している。

（遺物観察表： 381頁）
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` こ ゜ 10cm 

第274図

白倉 c 区162号土坑

位 置 40-62 p L 108 

白倉c 区157号土坑と出土遺物

の上層から出土した 1 と、北西約46mに位置する 46

号土坑出土土器が接合した。

不定形な平面プランの土坑である。

出土土器は黒浜式105点（有尾式系土器を含む）で、

大半の97点を一括して取り上げてしまった。埋没土

306 

石器類は、 フレイク 3 点と礫 3 点が出土した。

（遺物観察表： 381頁）
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第275図

白倉c 区164号土坑

位 置 41-72 p L 57 • 108 

白倉C 区162号土坑と出土遺物

と、上層と下層から出土した土器で接合しているも

のが 2 例(1と 3) 確認でき、土器片の廃棄は層位に

円形に近いプランを呈する土坑である。

出土土器は黒浜式（有尾式系土器を含む） 39点で、

13点を一括して取り上げてしまった。全ての土器の

出土位置を記録していないので確かなことはいえな

いが、土器は埋没土の上層と下層それぞれに分布の

中心が見受けられる。一方、土器の接合関係をみる

は関係なく一括して行われた可能性が強いのではな

かろうか。 また、 1 は本土坑の 6m北西に位置する

170号土坑出土土器と接合している。

石器類は、図示した凹み石 1 点の他に、

l 点と礫が18点出土している。

フレイク

（遺物観察表： 381頁）

4

)

 

A.  
.. 

4• 

.. ... 
•

^1 

^
3
 .

.

.

.
 

.. .
.
.
 

. 
..... .. 

.

.

 

... 

. 

.

.

 

.. . . .. . 

ユ．

.K  

.K  

_h_. .K  

゜ L=l85.40 2m 

埋没土層

①暗褐色土 白色粒子を含む。

②褐色土 白色粒子と粘土粒子を含む。

③暗褐色土 白色粒子を含む。

④暗褐色土 粗い粘土粒子を多く含む。

第276図 白倉 C 区164号土坑
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第277図 白倉C 区164号土坑出土遺物
、
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,

% ( 
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器の接合関係は層位ごとにまとまる傾向があるよう

に見受けられる。また、本土坑出土の 2 点の土器片

平安時代の41号住居に破壊されるが、おそらく円 が、 6m南東に位置する 164号土坑の 1 と接合してい

形に近いプランを呈する土坑であろう。 る。

出土土器は黒浜式63点（有尾式系土器を含む）で、 石器類は、礫が32点出土した。

29点を一括して取り上げた。全ての土器の出土位置 また、本土坑と同じ黒浜式期に帰属する 169号土坑

を記録していないので確かなことはいえないが、土 を切っている。 （遺物観察表： 382頁）

④ 164号土坑
l と接合
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叫
.K  

`
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゜殿口 、
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吋

①暗褐色土

白色粒子を

含む。②褐

色土白色

軽石を含

む。③褐色

土白色粒

子を多く含

む。

゜ L=185.20 2m 

第278図白倉C 区170号土坑
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第279図 白倉C 区170号土坑出土遺物

白倉 c 区185号土坑

位 置 41-62 p L 58 • 109 

楕円形プランを呈する土坑である。

出土土器は勝坂式終末期51点で、 23点を一括して

取り上げてしまった。土坑内の接合関係はあまり見

られなかったが、住居との接合関係が 1 例確認でき

た。本土坑出土の 8 片が北西 2mに位置する 85号住

居出土の 1 片 (85号住居ー 1) と接合している。

石器類は図示した 2 点の石器以外に、礫が 6 点出

土している。

（遺物観察表： 382頁）
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グぷ＇ヽ一
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ユ． ...K 

①褐色土

②褐色土

③褐色土

゜

埋没土層

ローム粒子と炭化粒子を少し含む。

白色粒子を含む。

ロームプロックを含む。 / 2 (ｽ) 

L =186.60 2 m 
゜ 10cm 20cm 

第280図 白倉C 区185号土坑と出土遺物（1)
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III 縄文時代の遺構と遺物

ロ 第281図

白倉 c 区194号土坑

4
^
9で
，
9
3f
．
~
ヽ
｀
ジ

3

0
_
 

ー
一
＼
ー
／

,
d
t
．
ー

r
、
9
;
’.. 

ヽ
ヽ

9、
1

9.`.,•`’ 

.. 

9
 

........... 

4
 

.......... 
........ 

゜ 10cm 

白倉C 区185号土坑出土遺物(2)

位 置 40-64 PL 58 • 109 

古墳時代後期の50号住居に破壊されるが、おそら

＜楕円形プランを呈する土坑と思われる。

出土土器は少なく黒浜式 2 点と時期不明 1 点で、

合した。

石器類は、図示した石器 2 点の他に、礫が 1 点出

土している。

（遺物観察表： 383頁）

出土位置を記録せずに取り上げてしまった。 この黒

浜式 1 片が、北東14m に位置する 196号土坑の 1 と接

土．

196号土坑 l と
接合

•土

50号住 ! 
196号土坑 l と接合

_.A_. 

埋没土陪

①褐色土 白色粒子を

多く含む。

②茶褐色土 ロームプ

ロックを含む。

゜

.-.K 

L =186.50 2 m 

/ 

01ｷｷ 

＜ロニニつ

゜

\ 

10cm 

第282図 白倉c 区194号土坑と出土遺物
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土 坑

白倉 c 区196号土坑 記録せずに取り上げてしまった。 1 は大形の破片で

位 置 38-62 p L 58 • 109 

古墳時代後期の48号住居に破壊されるが、円形プ

ランを呈する土坑である。

出土土器は、図示した黒浜式土器 1 点と称名寺 I

式 3 点で、称名寺式土器については出土した位置を

南西14m に位置する 194号土坑出土の 1 片と接合し

ている。

なお、石器類は出土していない。

（遺物観察表： 383頁）

194号土坑と接合

A’ 
、-- 9、--
ヽ／
ヽ／

`——·‘ 
48号住

194号土坑と接合

上．冷よ

— ゜ L=186.10 2m 

⑤
 

2
 

り
日
い
ぃ

/ 

゜

/ 1 (ｾ) 

10cm 
20cm 

第283図 白倉C 区196号土坑と出土遺物

白倉c 区221号土坑

位 置 41-63 p L な し

隅丸方形プランを呈する土坑である。

出土土器は 4 点で、いずれも黒浜式土器である。

1 と 2 は大形の破片で因化したが、他の 2 片は小破

片であった。

石器類は、礫が 1 点出土した。

（遺物観察表： 384頁）
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第284図 白倉C 区221号土坑と出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉c 区223号土坑

位置 32-67 P L 58 

本土坑は、後述する 226号土坑と一体をなしてい

る。そこで、ここでは 2 つの土坑の調査経過につい

て記載し、他の事項は226号土坑の事実記載で触れる

ことにしたい。調査時に本土坑の南に位置する 226号

土坑を先行して発掘した。その時点では226号土坑の

北側の表土が除去できておらず、その約 3 カ月後に

表土を除去して226号土坑を確認した。確認時の形状

から別の土坑としたが、整理作業の過程で、 2 つの

土坑の出土土器が同一個体で、しかも出土状態も近

似することから同じ土坑と判断した。

A-

3
 

2
 

2
 
三区c

 

倉白
合
図

接

5

と

2
8

ー
第
坑土号

A
-
2
2
6
 ゚

i-
L =185.40 Zm 

白倉c 区226号土坑

位置 32-67 PL 110 

前述した223号土坑の事実記載のとおり、本土坑は

223号土坑と一体をなす 1 つの土坑で、長軸1. 30mの

楕円形プランを呈すると思われる。

土坑から出土した遺物は、図示した深鉢 1 点だけ

である。残念ながらこの土器に類するものが今回の

調査で見られなかったために時期を確定することが

できなかったが、周辺遺物の時期及び土器の特徴か

ら、おそらく黒浜式に併行する時期か勝坂式終末期

のどちらかに帰属すると思われる。この個体は、面

ｮ 
ユL. ...K 

三こご1/_K

的に潰れた状態で出土しており、 226号土坑部分で

は、北側寄りで出土している。その北側には223号土

坑部分が連続しており、土器も 223局土坑部分では面

的に広がって出土している。

（遺物観察表： 384頁）

絋 葛& 

嬌ヽ

I I 1 

゜ L =186.40 2 m 
゜ 20cm 

第286図 白倉C 区226号土坑と出土遺物

白倉c 区233号土坑

位置 41-63 P L 59 • llO 

85号住居内で検出された不定形なプランの土坑で

ある。住居よりも本土坑のほうが新しい。

出土土器は勝坂式終末期58点である。また、石器

312 

類は図示した多孔石 l 点以外は礫が69点出土した。

多量の出土遺物が検出されたわけだが、土坑内に

充填するかのような出土状態を示している。そして

85号住居の 2 • 3 • 9 と接合関係をもつ。 85号住居

9 は残念ながら、 85号住居内の出土位置が不明であ



4 土坑

る。また、 7 と 8 は土坑内において、出土し被熱し 観察表と写真を参照して欲しい。

た礫片を接合したものである。図化できなかったが （遺物観察表： 384頁）
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第287図 白倉c 区233号土坑と出土遺物(1)
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III 縄文時代の遺構と遺物

\ / 

\ 

/ 6 

0 20cm 

第288図 白倉c 区233号土坑出土遺物(2)

位置 41-70

白倉c 区246号土坑

PL 110 

96点、勝坂式終末期 2 点であったことから住居構築

以前の土地利用痕跡として認識するに至った。他に

堀之内 1 式の敷石住居である、 77号住居主体部の 礫が 5 点出土したが、土器も含めて全て出土位置を

床面下から検出され、 77号住居調査に引き続いて掘 記録しないで取り上げてしまった。

り下げていった。当初は住居に付帯するものと考え （遺物観察表： 385頁）

ていたが、出土土器が黒浜式（有尾式系土器を含む）

ヽ I // \ \\ \ 
①暗褐色土

白色粒子を

含む。

②褐色土褐

色土を主体

..A_. I I K.X  
としてロー

ムプロック

二W＼ヽ 2 ' 

を含む。

③褐色土白

色粒子を多

く含む。

④暗褐色土

白色粒子を

ユ． ‘ A' 
含む。

•一 ⑤黄褐色土

ローム質土

壌。

／り
゜

2m 

゜
10cm 

;' 

第289図 白倉C 区246号土坑と出土遺物
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4 土坑

13号土坑

...A... 

A.  

・ユL

L =184.80, ュL

ー一

①暗茶褐色土 ローム粒子を含む。

②茶褐色土

⑰ 18号土坑

< 

・丈

土． L=185.40.一

42号土坑

①黒褐色土

②暗褐色土 ロームブロックを斑状に含む。

ユ．

①暗茶褐色土 白色粒子とローム

L =185.20 A' 粒子を含む。
•一 ②暗茶褐色土 ①層に似るが、色

` 
調が明るい。

③暗茶褐色土 ローム粒子を含む。

40号土坑

る）

__A_. ロ . ....A:... 

土． L=l84.00.X 

゜ 2m 

第290図白倉C 区13 • 18 • 40 • 42号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

41号土坑 47号土坑

ｮ 
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• ---4:. 

A.  L=184.10.K 

ミ
①褐色土 ローム粒子を含む。

②明褐色土 ロームプロックを含む。

50号土坑

ｮ 

』•

ュL.
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ユ． L=l85.40.K 
1 2 

①褐色土炭化粒子を僅かに含む。

②褐色土 ローム粒子を含む。

③褐色土 ローム粒子を含む。

④褐色土

49号土坑

4L. •土

A' 
·-— 
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55号土坑
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①黒褐色土 ②褐色土 ③褐色土

ローム粒子を含む。 ...fL. L =185.40.」

゜ 2m 

第291図白倉C 区41·47·49·50·55号土坑

316 



4 土坑

52号土坑 64号土坑
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第292図白倉c 区52•56·64·67号土坑
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82号土坑 85号土坑 86号土坑

ロロ上
①暗褐色土

②褐色土 ローム粒子を少し含む。
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98号土坑
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1

 

. 90号土坑 ...A_. L =186.60 A' 

①黒褐色土 ローム粒子を含む。

②褐色土 ローム粒子を含む。

゜ 2m 

第293図 白倉C 区82·85·86·89•90·91·94•98号土坑
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①暗褐色土

②褐色土 ロームプロックを

少し含む。

①黒褐色土 ローム粒子を少し含む。

②暗褐色土 ローム粒子を少し含む。

③褐色土 ロームプロックを含む。

゜ 2m 

第294図白倉C 区97•99 ・ 100· 101 ・ 104·114号土坑
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102号土坑
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埋没土層

①褐色土 ローム粒子を少し

含む。

②黄褐色土 ローム質土壌。
③暗褐色土 ローム粒子を少

O し含む。

④褐色土 ロームプロックを

含む。

⑤黄褐色土 ロームプロック

を多く含む。

寸
第295図白倉C 区102•ll 7号土坑

゜
2m 
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118号土坑 120号土坑
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第296図白倉C 区118 • 120 • 122 • 123ｷ 131 ・ 132·133号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物
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第301図 白倉C 区200·201 ・ 202•205•207•213•214·215号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物
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328 



4
 

土 坑

13号土坑

0' 

ーW
1ロ

` 府
且

1
ー

40号土坑

18号土坑

ー
|
し
1`

 

冒
リ
リ
／

’` 
滋
り
r

翌
”⑮

 

9

月
月
日
＇

疇
一ーニ三三

42号土坑

g
 

ー

¥
¥
,
 

。こ
5 (ｽ) 

,,汽ヽや••,‘``
•渇 5・：心

令・・•

,;,, 
●'.、

• `• 
＇氾’9,.
會ぶ’ 各
‘’ 

三

50号土坑

可（½)
I
Oー
ー2

ヽ
ふ

凸
I
4

49号土坑

⑳
 

刀
目
]
1

゜

/ 

(ｽ) 

5cm 

ー
パ
且
＼2
”第304図 白倉C 区13•18·40·42·49•50号土坑出土遺物

329 



III 縄文時代の遺構と遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物
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第309図 白倉C 区131 ・ 140·143·144·145·147·148•153号土坑出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物
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第311図 白倉C 区182•189 ・ 191 ・ 202·207·213·214号土坑出土遺物
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白倉c 区215•241 ・ 244·245•254号土坑出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

天引 c 区61号土坑

位置 36-46 P L 60 • 111 

不定形なプランを呈する土坑である。

出土土器は81点で、大部分の63点を一括して取り

上げてしまった。内訳は、勝坂 II式 6 点（阿玉台 II 式

を含む）、勝坂式終末期74点、土師器 l 点である。大

部分の土器の出土位置を記録しなかったために確か

‘‘‘ククク—----

() 
...4 

3-• 

』•

__A_. 

A' 
• ----

なことはいえないが、土器型式に対応するような層

位的な出土状態は見受けられないようである。

他に、石器 4 点と礫 4 点が出土したが残念ながら

図化できなかった。

（遺物観察表： 386頁）

①褐色土浅

間A軽石を含

む。②褐色土

ロームプロッ

クを多く含

む。③暗褐色

土粒子の細

かな黒色土。

④黒褐色土

褐色土のプ

ロックを含

む。

I..  II 

•一｀“

I 2 (ｽ) I I 

.K  

゜ L =181.80 2 m 
3 (ｾ) 

ば
／
口

{, 

そ三l
 e

 

I II 7 (ｽ) 

I I 5 (ｽ) 

I I 

' 
I I 

゜

,
D
I
 

9 （加 I I 

10cm 20cm 

第313図天引 C 区61号土坑と出土遺物
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4 土坑

位置 44-46

天引 c 区94号土坑

P L 61 
`
g
 

試

隅丸方形プランを呈する土坑である。

出土土器は図示した勝坂式終末期の深鉢 1 点だけ

である。この土器は隆帯及び胴部の一部を欠損する

がほぼ完形に近い状態である。この個体は埋没土の

上層において、ある程度まとまった状態で検出され

ており、土器とともに 7 点の礫が一緒に検出されて

いる。土器は、その場で潰れた状態ではなく、礫と

ともに投棄されたような出土状態であった。

（遺物観察表： 386頁）

_A_. ｀上 吋

埋没土層

①暗黄褐色土 ローム粒子と炭化粒子を僅かに含む。

②暗黄褐色土 ローム粒子をやや多く炭化粒子を僅かに含む。

③黄褐色土 ローム質土壌中に炭化粒子を僅かに含む。

゜ L=l83.10 2m 

10cm 20cm 

第314図天引 c 区94号土坑と出土遺物
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Ill 縄文時代の遺構と遺物

天引 c 区103号土坑

位置 50-46 P L 61 

円形プランを呈する土坑である。

出土遺物は、勝坂式終末期の深鉢底部だけであっ

た。正位で土器が検出されていることや、土坑の平

面規模が土器よりも一回り大きい程度であることを

考え合わせると、単独埋甕が後世の土地利用によっ

て破壊され、このような状態になったのかも知れな

い。

（遺物観察表： 387頁）

位置 50-45

天引 c 区106号土坑

P L 61 • 11 

円形プランを呈する土坑である。

出土土器は 7 点で、 4 点を一括して取り上げてし

まった。内訳は、諸磯 C （新）式 3 点と勝坂 II式 4 点

（阿玉台 II 式を含む）である。なお、今回の調査で、

遺構内から諸磯 C （新）式土器が出土したのは本土坑

だけである。

石器類は、礫が 2 点出土したにとどまる。

（遺物観察表： 387頁）

戸
••· --4.: 
I 

心． I ．△

戸土

①暗黄褐色土

白色粒子を僅

かに含む。

゜ L=183.20 2m 

＼口／

ｮ
 」．

゜ 10cm 

第315図 天引 C 区103号土坑と出土遺物

.K  

_A_. .K  

\ 

゜

埋没土層

①褐色土 白色粒子を僅かに含む。

②褐色土 ①層より土壌粒子やや細かい。

L=183.10 2m 

I I 

I I 2 

ー
パ
ロ
I

゜ 10cm 

第316図天引 c 区106号土坑と出土遺物

位置 46-49

天引 c 区138号土坑

PL 63 

点と礫23点が出土している。

出土遺物は①層中から全て検出されており、土器

円形プランを呈する土坑である。 片と石器類が一括して廃棄された状態が想定されよ

出土土器は勝坂式終末期16点で、その中で 7 点が う。

図化した浅鉢である。土器とともに、石皿の破片 2 （遺物観察表： 387頁）
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4 土 坑

叶 叶
に

⑦ 
上．（，’i``\.上 -1L. l ~毎崎i l....Jt. 'rri1 / / 埋没土層

①褐色土 白色粒子

と炭化粒子を僅かに

含む。②褐色土

ローム粒子と黒褐色
吋 吋 土粒子を含む。③暗

黄褐色土 ローム粒上 B .L  
子を僅かに含む。④

i.  

黄褐色土 ローム質

土壌。

゜ L=183.80 2m 

口
•— 

20cm 

第317図天引 C 区138号土坑と出土遺物

位置 40-47

天引 c 区139号土坑

P L 63 • 111 

円形プランを呈する土坑である。

出土土器は諸磯式 2 点であった。 1 は深鉢口縁部

の大形破片で、壁近くの②層中から出土している。

2 は深鉢の底部で土坑のほぽ中央からの出土であっ

た。

石器類は礫 2 点が出土している。

（遺物観察表： 387頁）

A
ｭロ®土

ユ． ．ユ¥

埋没土層

①暗褐色土 ローム

粒子と白色粒子及び

炭化粒子を僅かに含

む。②暗褐色土 ① 

層に比ベローム粒子

の混入が少ない。③

暗褐色土 ローム粒

子を少し含む。

゜ L=182.10 2m 

第318図天引 c 区139号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

I I 1 
゜ 10cm 

第319図

天引 c 区168号土坑

天引 c 区139号土坑出土遺物

位 置 51-45 p L 64 

奈良時代の145号住居に南側の一部を破壊されて

はいるが、比較的大形の円形プランを呈する土坑で

ある。

出土土器は称名寺 II式～堀之内 1 式に帰属し、 46

点が出土している。接合関係は 3 片が接合した 1 の

1 例だけであった。大形の破片は比較的少なく、大

半が小破片であるために細分型式の特定ができな

かったものが多かった。土器の出土層位は埋没土の

上層～中層に限定され、下層からの出土はない。

石器類は石器 4 点と礫34点が出土したが、図化で

きなかった。

なお、天引 C 区において後期前半の土器が出土し

た土坑は他に164号土坑があるが、これだけまとまっ

て出土したのは本土坑だけである。

（遺物観察表： 388頁）
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第320図 天引 c 区168号土坑と出土遺物
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4 土坑

位置 47-47

天引 C 区167号土坑

p L なし

円形プランを呈する土坑である。

出土土器は図示した勝坂式終末期の深鉢底部だけ

であった。正位で土器が検出されていることや、土

坑の平面規模が土器よりも一回り大きい程度である

ことを考え合わせると、単独埋甕が後世の土地利用

によって破壊され、このような状態になったのかも

知れない。 （遺物観察表： 388頁）

゜

A
-
A
-ロ

4

{

A

i
 

埋没土層

①褐色土 ローム粒

子を僅かに含む。

L=183.70 2m ゜ 10cm 

第321図 天引 C 区167号土坑と出土遺物

位置 48-47

天引 c 区170号土坑

PL 64 

こえて接合するものも見受けられる。

石器類は石器 5 点と礫 6 点が出土しているが図化

円形プランを呈する土坑である。 できなかった。

出土土器は勝坂式終末期32点で、 25点を一括して （遺物観察表： 388頁）

取り上げてしまった。全ての土器の出土位置を記録

できなかったので確かなことはいえないが、層位を

□]..../i_ 
_A_. ....A:.... 

①暗褐色土 ローム粒子と白色粒子を僅かに含む。

②暗褐色土 ①層に比べやや色調が濃く白色粒子と炭

化粒子を僅かに含む。

③暗褐色土 ②層に比べ色調が明る＜炭化粒子を僅か

に含む。

゜ L=183.50 2m 

ー＼
I J 1 

\ 

3
 

} , 
F
 

峨
惰

、
/
[

五
J
i

<r
゜ 10cm 

第322図 天引 C 区170号土坑と出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

53号土坑 60号土坑 72号土坑，

ーA_.

___A__. 

....A:.... 

L =181. 30 ．よ

[
①褐色土 ロームブロックを

含む。

②黒褐色土 ロームプロック

を少し含む。

③黒褐色土 ロームプロック

を多く含む。

80号土坑

_A_. . A' 

_A_. L = 182. 30. -.A:_ 

口
93号土坑 • 
〖・ロ）・上
A L=183.10 A' .. 

: 
①暗黄褐色土 白色粒

子と炭化粒子を僅か

に含む。

②淡褐色土 ロームプ

ロックと炭化粒子を

僅かに含む。

③黄褐色土 ローム質

土壌中に炭化粒子を

僅かに含む。

___A_. 

¥ •1 (/ 

①黄褐色土 ロームプロック

を少し含む。

82号土坑

L =181. 70.」

...K 

ユ． L=!83.00. .K

_ •ニニ二「②
①暗黄褐色土 ローム粒子と白色

粒子及び炭化粒子を僅かに含

む。

②暗黄褐色土 ローム粒子をやや

多く白色粒子と炭化粒子を僅か

に含む。

85号土坑

ｩ
 A.  

ュ．

.K  

L =182.80....A:.... 

埋没土層

①黒褐色土 ローム粒子と炭化

粒子を僅かに含む。

②暗褐色土炭化粒子を僅かに

含む。

③黄褐色土 ローム粒子を僅か

に含む。 ゜

土．

_A_. L=183.20 _ __A'_ 

▽ミ：ゾ―
①暗褐色土 炭化粒子を少し含む。

②褐色土 ロームブロックを多く含む。

83号土坑

一..A... 

.K  

.K  

L =184.00 ・土
.. 

口①暗黄褐色土 炭化粒子とローム粒子を

ごく僅かに含む。

②暗黄褐色土 ローム粒子を多く炭化粒

子をごく僅かに含む。

③黄褐色土 くすんだ色調のローム粒子

ユ．

を含む。

86号土坑

X~ol.X 

上．←.上

③ 

①暗褐色土 ローム粒子を僅かに含む。

②暗褐色土 炭化粒子を僅かに含む。

③暗褐色土 ローム粒子を僅かに含む。

2m 

第323図天引 C 区53•60•72·80•82·83·85·86·93号土坑
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4 土坑

98号土坑 102号土坑 108号土坑

100号住居 ヽ

ユL. .K  

A.'L=183.30.K  

こ
①褐色土炭化粒子とロームブ

ロックを含む。

110号土坑

・
ー
®

A_ 

土．

. -A:. 

L=182.70. 」

①暗褐色土炭化粒子を

僅かに含む。

②にぶい黄褐色土炭化

粒子を僅かに含む。

119号土坑

.K  

、
A
-

A_ 

(. 

ロ. A_ 

ュL. L=183.10.ユ

こ
①暗褐色土 ロームプロックと

ローム粒子を僅かに含む。

111号土坑

□□上
ユ． L=182.70. _f;_ 

一叉盈二こ

127号土坑

①にぶい黄褐色土

□□上
....fl_. L=182.30.」

三

.K  

...A_. L=180.50....A:.... 

口
①黒色土 ローム粒子を少し含む。

②黒褐色土 ローム粒子を僅かに含む。

112号土坑

ｮ 
土． .K  

fl_. L = 182. 70. ___p;_ .. 

〖ニ
①暗褐色土 ローム粒子と炭化粒

子を僅かに含む。

②暗褐色土 炭化粒子を僅かに含

む。

124号土坑

□ro .x 

....A__. L = 182. 70. -1呈

¥ ---「
....fl_. L=182.50 ．よ

：二三ニプ
①褐色土 炭化粒子を僅かに含む。

埋没土層

①暗褐色土 ローム粒子と炭化粒

子を僅かに含む。

②黄褐色土 炭化粒子を僅かに含

む。

③黄褐色土 炭化粒子を僅かに含

む。

④黄褐色土 ロームブロックを多

く含む。

゜
2m 

第324図天引 C 区98•102ｷ 108• 110ｷ 111 ・ 112· 119 ・ 124•127号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

130号土坑
129号土坑

4) 
72号住居 ｀口上

ユL. ・』
A L=182.30 A' .. 
で

74号住居

①暗褐色土炭化粒子を僅

かに含む。

②暗褐色土 ローム粒子を

斑状に含む。

136号土坑

ユ． L=182.30.....h:..._ 

①暗黄褐色土 白色粒子

を僅かに含む。

74号住居

154号土坑 140号土坑

乙 ①暗褐色土白色

粒子と炭化粒子 吋 乱
土．（（ \ ＼．』 を含む。 / 

②暗褐色土 ①層

に似るがローム

粒子を含む。

ユL. L=183 60.ュ ③にぶい黄褐色土

口153号土坑
ローム粒子を多

く含む。

寸 ~1 

147号土坑

ァ

土．

146号土坑

①暗褐色土 ローム粒子を僅かに含む。

②暗褐色土 白色粒子を多く含む。

.K  

L=183.50.--'呈

A' ....;---

__A_. L=183.80.K 

①暗褐色土 ローム粒子を僅かに含む。

②褐色土 ロームプロックとローム粒子を僅

かに含む。

③暗黄褐色土 ローム粒子を多く含む。

135号土坑

ユ．

_A_. 
① 
L =183.80•一

一ーニこ二三こシ芝巴こ坑
①褐色上 ローム粒子を僅かに含む。

②淡褐色土炭化粒子を僅かに含む。

゜ 2m 

第325図天引 C 区129 ・ 130•135•136·140·147•154号土坑
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148号土坑

土．
...A:. 

ユ． L =183.60.」

ヽ
①暗褐色土 白色粒子と炭化粒子を含む。

②黄褐色土 ローム粒子を多く含む。

164号土坑

_A_. 

叫2号住居
ユL_. L=l83.70...K 

三住居
①褐色土 ローム粒子を僅かに含

む。

②褐色土 ローム粒子とロームプ

ロックを僅かに含む。

173号土坑

A 
ー・

A' ·— 

_A_. L=l83.70.K 

こ
埋没土層

①黒褐色土 ローム粒子と白色粒子を僅

かに含む。

②暗褐色土 ローム粒子を含む。

③暗褐色土 ロームプロックと白色粒子

を少し含む。

153号土坑

_A_. 

立． L=183.60.K 

口号土坑
埋没土層

①暗褐色土 ロームブロックと白色粒子及び

炭化粒子を僅かに含む。

②暗褐色土 白色粒子と炭化粒子を僅かに含

む。

③にぶい黄褐色土 ロームプロックを多く含

む。

ユL. L =183.20 ．ユ

下ミ昆亨
② 

①暗褐色土 ロームプロックと白色

粒子を含む。

②にぶい黄褐色土 ロームプロック

を多く含む。

166号土坑

``` 
_A_. L =183. 70.」

べ
埋没土層

①暗褐色土 ローム粒子と白色粒子を僅かに

含む。

②淡褐色土 ロームプロックと炭化粒子を僅

かに含む。

゜

4 土坑

156号土坑

ら。上
..A_. L =183.60. ユ呈

てミ三□：シ「②
①暗褐色土 ローム粒子と白

色粒子及び炭化粒子を含

む。

②暗褐色土 ロームプロック

を少し含む。

③にぶい黄褐色土 炭化粒子

を僅かに含む。

』L. L =183.80 ．ュ

言
①暗褐色土

②褐色土 白色粒子と

ローム粒子を僅かに

含む。

169号土坑

王尋上
ヽ

®二溝

_A_.1 =183. 70 ・土

一①暗褐色上
2m 

第326図天引 C 区148·153•156·161 ・ 164•165•166·169 ・ 173号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

60号土坑

⑤
 

ー

I
l
_
7
｀
ー

98号土坑

口ー］虞）

85号土坑

口口］％）
I I 

102号土坑

) 

ー
％ー
ロ
ロ
ロ
ロ

：
為
誓
ぐ

畷
｀
霞
喜
茫

丸
｛

虚
1

5
む

5
t
 

念

,
9
,
 

% 
,
9
,
 

甘
日
凡

訟、
注
＇

[
摯l

111号土坑

l

)

 

% 
ヽ
~ー

゜ 10cm 20cm 

第327図 天引 C 区60·85·98·102ｷ 110ｷ 111号土坑出土遺物
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4 土坑

119号土坑 140号土坑

、[f!(%)
l I 

心四j”磁

マ匂1 (ｽ) 

161号土坑

鼻霧麗贔 n
q 

疇鳳響じ『］／却

166号土坑

ｽ) 

169号土坑 173号土坑

\ 
1 (ｽ) 

゜ 10cm 
20cm 

第328図 天引 c 区119 ・ 140•161 ・ 166·169 ・ 173号土坑出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区 2 号土坑出土遺物（第247図）

土器 （単位： cm)

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①良好 ②鈍い赤褐色

深 鉢 ③片岩を含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色

：：：：三］乏：ご巡：」羨のち：原:tLR:i単：斜縄文を施［：え三：：～称：寺
深 鉢 ③片岩を含む

白倉 B 区 6 号土坑出土遺物（第168図、 PL 89) 

土器

:~□喜干：l'1胎土 1 棒状工具に：る：線；ロニ：斜縄；を施す。
4 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 I 外面に撫で状の痕跡。

深鉢 ③砂を少鼠含む

石器

番号 I 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

5 I 台石か I 長 く18.8〉 幅 ＜11.0〉|全面に敲打痕が見受けられる。破片。

厚 8.2 重 2300.0

白倉 B 区10号土坑出土遺物（第169図）

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

1 口縁部片 ①良好 ②黒褐色

深 鉢 ③雲母粒を含む

2 口縁部片 ①良好 ②黒褐色

深 鉢 ③砂粒を含む

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色

深 鉢 ③砂を含む

白倉 B 区 11号土坑出土遺物（第247図）

土器

番号 I 部位
胴部片

深鉢

2 I 胴部片

深鉢

①焼成②色調 ③胎土

①良好 ②褐色

③黒雲母粒を含む

①良好 ②赤褐色

③片岩を多量に含む

器形 文様の特徴等

口唇部を 1 ケ所内折し、 8 の字の隆帯を貼付。刻みを付した隆

帯を巡らせる。棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜

縄文を施す。内面は内折部に円形刺突。

口唇部は内外面に刻み。口縁部には刻みを付した隆帯を巡らす。

棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。

8 の字状の隆帯を貼付。棒状工具による沈線文。

原体LRの単節斜縄文を施す。

器形・文様の特徴等

棒状工具による沈線文。

刺突を付した鎖状の隆帯を貼付する。

白倉 B 区13号土坑出土遺物（第247図、 PL 89) 

土器

番号：象：wロごご色調③胎土 1 隆帯を巡ら：、い：よふ：節令：縄文等を施す。
深 鉢 I ③片岩を含む

石器

番 2百［：］長 大きさ・重量 1 形状•特徴等

く6.5> 幅 4.o I 短冊形を呈すると思われる。刃部を欠損する。
厚 1. 7 重 46.0

白倉 B 区15号土坑出土遺物（第247図）

土器

I 式

（単位： cm)

備考

堀之内 2 式

二次的に被熱

堀之内 2 式

（単位： cm、g)

備考

粗粒安山岩

（単位： cm)

備 考

堀之内 2 式

外面炭化物付着

堀之内 2 式

堀之内 l 式

（単位： cm)

備考

堀之内 1 式か

称名寺式

（単位： cm)

備考

加曽利E4 式

（単位： cm、g)

備考

硬質泥岩

覆土

（単位： cm)

番号 I ：縁部位片 1 ご言：③胎土
深 鉢 1 ③石英を含む

波状口縁。：」：に・よる：線：巡：す：町:LR：単節斜縄文 1 加：：lj E4 式考
を施す。
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4 土坑

白倉 B 区36号土坑出土遺物（第247図、 PL 89) 

土器
（単位： cm)

番号 1:部:1 言門不JJl@ロニ胎土
深 鉢 I ③片岩を多絨に含む

半戟竹管状：具：ょ丘心：ti,§_O)G二矢：根状の刻み 1 諸磯備b （新）式考
を施す。 覆土

白倉 B 区41号土坑出土遺物（第247図）

土器

番号i部位
胴部片

深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②明褐色

③砂を含む

白倉 B 区49号土坑出土遺物（第247図）

土器

器形・文様の特徴等

棒状工具による沈線文。

（単位： cm)

備考

堀之内 1 式

覆土

（単位： cm)

番号 1 ：部片位ロロニ③胎土 棒状工具に：二線；垂：。こ：）：［：：」：斜縄文を施 1 加：：lj E3 式考
深 鉢 I ③砂を含む す。

白倉 B 区53号土坑出土遺物（第247図、 PL 89) 

土器

：番 2: I ：ゴ且言：巨言言：：土 1 :：：王：線を施:t:::：縄：を施文。
石 器

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

3 石錘 長 5.9 幅 3.9 扶入部を打ち欠いたのち、切り目を施す。完形。

厚1. 2 重 39 0 

4 I 石錘 I 長 5.0 幅 4.0 上端の扶入部は打ち欠き、下端の扶入部は打ち欠いたのち、擦

厚 0.8 重 23 0 痕が見受けられる。完形。

白倉 B 区57号土坑出土遺物（第170、 PL 89) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②黄褐色 口径 (28.0) 。口縁に刻み及び 8 の字状の貼付を施した隆帯が巡

深 鉢 部％残存 ③雲母粒を含む る。棒状工具による沈線を施したのち、原体LRの単節斜縄文を

施す。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 口縁部内面に棒状工具による沈線文と刺突文。円形貼付文が施

浅 鉢 ③金雲母粒を含む される。

3 胴部片 ①良好 ②黒褐色 棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を施す

深 鉢 ③片岩を少餓含む

白倉 B 区58号土坑出土遺物（第171図、 PL 89) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②明黄褐色 外面に撫で状の痕跡。

深 鉢 ③砂を多量に含む

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 口縁部の突起の破片。凹線によって文様を描出し、原体RLの単

深 鉢 ③片岩を含む 節斜縄文を施す。

3 口縁部片 ①良好 ②暗赤褐色 外面に撫で状の痕跡。

深 鉢 ③片岩を少量含む

4 口縁部片 ①良好 ②灰褐色 隆帯と棒状工具による沈線で文様を描出。隆帯上も刺突。

深 鉢 ③石英を少量含む

5 口縁部片 ①良好 ②オリープ褐色 外面は隆帯が垂下。内面は棒状工具による沈線と刺突ののち、

深 鉢 ③石英を少量含む 円形の隆帯を貼付。

（単位： cm)

備考

堀之内式

二次的に被熱

堀之内式

二次的に被熱

（単位： cm、g)

備考

緑色片岩

覆土

緑色片岩

覆土

（単位： cm)

備 考

堀之内 2 式

堀之内 2 式

堀之内 2 式

（単位： cm)

備 考

堀之内 2 式か

加曽利E3 式

堀之内 2 式か

堀之内 2 式

堀之内 1 式
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III 縄文時代の遺構と遺物

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

6 胴部片 ①良好 ②浅黄色 棒状工具による沈線で文様を描出したのち、細かな原体LRの単
注口土器 ③礫を少誠含む 節斜縄文を施す。

7 胴部片 ①良好 ②黒褐色 棒状工具で文様を描出したのち、原体LRの単節斜縄文を施す。
深 鉢 ③砂を多鼠に含む

8 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による浅い沈線で文様を描出。

深 鉢 ③片岩を少最含む, 底部 ①良好 ②鈍い橙色 底径8.0。底面に網代痕を有する。外面は無文。

浅鉢か ③黒雲母粒を含む

白倉 B 区59号土坑出土遺物（第248図、 PL 90) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②明赤褐色 口径（39.5) 。口唇部に 1 ケ所小突起。棒状工具による沈線を施

深 鉢 部％残存 ③石英を含む したのち、原体 L の無節斜縄文を施す。

2 口縁部片 ①良好 ②黒褐色 隆帯を巡らしたのち、隆帯上を箆状工具による刻みを施す。

深 鉢 ③片岩を少絨含む

3 4 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 棒状工具による沈線文ののち、原体 L の無節斜縄文を施す。

深 鉢 ③砂を多械に含む

白倉 B 区63号土坑出土遺物（第172図、 PL 90) 

土器

器形・文様の特徴等

備 考

堀之内 2 式

堀之内 2 式

堀之内 2 式

堀之内 2 式か

（単位： cm)

備 考

称名寺］式

称名寺 I 式か

称名寺 I 式

（単位：叩）

備考番号：：言：二9台土
深 鉢 I 部％残存③黒雲母粒を含む

口径（39.0) 。断面三角の隆帯を口縁に巡らし、胴部に垂下する。 1 加曽利 E 4 式
詞部は交互に原体RLの単節斜縄文を施す。 外面炭化物付着

白倉 B 区65号土坑出土遺物（第247図、 PL 90) 

土器

1~ 
深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②褐色

③片岩を多輩に含む

白倉 B 区66号土坑出土遺物（第173図）

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

1 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色

深 鉢 ③片岩を少鼠含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色

深 鉢 ③片岩を少最含む

3 胴部片 ①良好 ②褐色

深 鉢 ③石英を少凪含む

器形・文様の特徴等

断面三角の隆帯を垂下。地文は原体LRの単節斜縄文。

器形 文様の特徴等

棒状工具による沈線。原体LRの単節斜縄文を施す。

薄い隆帯を巡らし、やや長めの刻みを施す。地文に原体不明の

単節斜縄文。

棒状工具による沈線を垂下。地文は原体LRの単節斜縄文。

白倉 B 区80号土坑出土遺物（第174図、 PL 90) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②明黄褐色 半戟竹管状工具の内面による、 2 本 l 組の連続刺突文を施す。

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

2 胴部片 ①良好 ②灰白色 原体RLの単節斜縄文を施したのち、半戟竹管状工具による平行

深 鉢 ③砂を多鼠に含む 沈線を施したのち、沈線内及び沿って刻みを矢羽根状に施す。

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 低い隆帯と沈線を垂下したのち、原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③片岩を多鼠に含む 二次的に被熱。

4 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 原体 L の無節斜縄文を施す。

深 鉢 ③石英を含む

5 胴部片 ①良好②鈍い黄橙色 原体 0 段多条LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③礫を含む

6 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 断面三角の隆帯で文様を描出する。橋状の把手を貼付する。

深 鉢 ③砂を含む
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（単位： cm)

備考

加曽利E4 式

（単位： cm)

備 考

称名寺 I 式

二次的に被熱

諸磯 b （新）式

覆土

称名寺［式

（単位： cm)

備 考

諸磯 b （新）式か

諸磯 b （新）式

加曽利 E4 ～称名寺

I 式

加曽利 E4 式か

二次的に被熱

加曽利 E4 式か

加曽利 E 4 式か

裂土



4 土坑

石器

番号 I 種類

7 I 石鏃

大きさ・重籠

幅
重

ヽ
ノ2

4

 

.. 1

0

 

< 
長
厚

形状•特徴等

l.4 1 無茎で基部の凹形が弱い。先端を欠損する。

0.4 

（単位： cm、g)

備考

黒曜石

覆土

白倉 B 区82号土坑出土遺物（第248図、 PL 90) 

土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色

深 鉢 ③スコリア粒を含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色

深 鉢 ③黒雲母粒を多氣に含む

（単位： cm)

断面三角の：帯：区、文ox区：m：原：LRこ：斜縄文を施 1 加：：IJ E4 式考
す。外面が一部剥落する。

断面三角の隆帯を 2 本垂下。部分的に原体LRの単節斜縄文を施 I 加曽利E4 式

す。二次的に被熱する。

白倉 B 区86号土坑出土遺物（第247図）

土器

番母 I ：～底位部ロロ：ニts®胎土
深 鉢 I ③石英を含む

（単位： cm)

底径7 6。：ここtる；線：施こ：ち、徴原体:Rの単節斜 1 加：：Ij E4 式力：
縄文を施す。内面胴部に炭化物が付着する。

白倉 B 区87号土坑出土遺物（第248図、 PL 90) 

土器 （単位： cm)

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等 備 考

1 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 波状口縁。低い隆帯を口縁部に巡らし、隆帯に沿って帯状に原 加曽利 E 4 式

深 鉢 ③石英を少量含む 体LRの単節斜縄文を施す。 覆土

2 胴部片 ①良好②明黄褐色③砂と黒 幅広の沈線を施す。 加曽利 E4 式

深 鉢 雲母粒を多く含む 覆土

3 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 隆帯と凹線によって文様を描出する。 加曽利E3 式

深 鉢 ③礫を少薗含む 覆土

4 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 隆帯によって文様を描出する。 時期不明

深 鉢 ③片岩を多量に含む 覇土

5 胴部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 沈線を垂下したのち、原体RLRの複節斜縄文を交互に施す。 加曽利 E 3 式

深 鉢 ③片岩を少量含む 授土

白倉 B 区94号土坑出土遺物（第175図、 PL 90) 

土器 （単位： cm)

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等 備 考

1 口縁～ ①やや不良②鈍い褐色 低い隆帯を口縁部に巡らして胴部に垂下したのち、原体RLの単 加曽利 E 4 式

深 鉢 胴部片 ③砂を多証に含む 節斜縄文を施す。二次的に被熱し、外面が剥落。

2 4 胴部片 ①良好 ②黒褐色 内外面ともに撫で状の痕跡。 時期不明

深 鉢 ③砂を多黛に含む 二次的に被熱

3 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 原体LRの単節斜縄文を施す。 加曽利E4 式

深 鉢 ③片岩を多鼠に含む

白倉 B 区99号土坑出土遺物（第249図、 PL 91) 

土器

番号 I ：縁：言：二③胎土
深 鉢 I ③黒雲母粒を含む

器形・文様の特徴等

（単位： cm)

備考

隆帯及び凹線によって文様を描出する。原体RLRの複節斜縄文 加曽利E3 式

を施す。 覆土

白倉 B 区100号土坑出土遺物（第176図、 PL 91) 

土 器 （単位： cm)

番壺号］←：]|::;Eむ畠：：t；：以五 |::126;類：三こ：t：こ：らそ；：：：：口：： 1 加：：1J E4 式考
帯による渦巻文を 4 単位描出したのち、原体LRの単節斜縄文を

施す。
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区102号土坑出土遺物（第249図）

土器

番号 1 部位
胴部片

深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②鈍い橙色

③雲母粒を含む

白倉 B 区 115号土坑出土遺物（第249図）

土器

口：~15：15③胎土
深 鉢 I ③雲母粒を含む

白倉 B 区116号土坑出土遺物（第177図）

土器

口：fffe_~：③胎土
深 鉢 I ③片岩を含む

白倉 B 区 121号土坑出土遺物（第178図）

土器

番号 1 部位
底部

深鉢

2 I 胴部片

深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②鈍い黄褐色

③砂を少量含む

①良好 ②鈍い黄橙色

③砂を多量に含む

器形・文様の特徴等

棒状工具による沈線文。原体LRの単節斜縄文。

（単位： cm)

備考

加曽利E4 式

覆土

（単位： cm)

口唇部はよいこに］悔:0 :部：棒状工具に 1 堀zffii,内 l 式考
よる沈線文。 覆土

（単位： cm)

口縁部に隆：』；。棒：江：こる：線：：体LRの単節［料：与 I 式 考
斜縄文を施す。

器形・文様の特徴等

底径15.2。無文。底面に網代痕。

（単位： cm)

備考

堀之内 2 式

棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を充填す 堀之内 2 式

る。 覆土

白倉 B 区122号土坑出土遺物（第249図、 PL 91) 

土器 （単位：叩）

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

1 胴部片 ①良好 ②明黄褐色

深 鉢 ③片岩を多量に含む

2 胴部片 ①良好 ②明黄褐色

深 鉢 ③石英を少最含む

3 胴部片 ①良好 ②褐色

深 鉢 ③片岩を少量含む

4 胴部片 ①良好 ②明褐色

深 鉢 ③雲母粒を多星に含む

白倉 B 区123号土坑出土遺物（第249図）

土器

器形 文様の特徴等 備 考

隆帯を施す。地文は原体LRの単節斜縄文。 加曽利E4 式

棒状工具による沈線を垂下。原体RLの単節斜縄文を交互に施 加曽利 E3 式

す。

凹線が巡り垂下する。地文は原体RLの単節斜縄文を施す。 中期後半

棒状工具による沈線を施す。地文は原体LRの単節斜縄文を施 後期前半

す。

番号 I ：部片位口ご畠5黄：③胎土 1 棒状工具に：二戸。：体L：の；節：縄：を施口。
深 鉢 1 ③砂を少量含む

（単位： cm)

備考

堀之内 2 式

白倉 B 区126号土坑出土遺物（第249図）

土 器 （単位： cm)

番号：〖： 1 ：：：：不二：胎土 1 原体LRの単：ょ文｀：ふよ：より：」落する。 1 後：前半 考
深 鉢 I ③礫を多量に含む

白倉 B 区128号土坑出土遺物（第179図、 PL 91) 

土器 （単位： cm)

備考番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色

深 鉢 ③石英を少量含む

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色

深 鉢 ③砂を含む
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器形・文様の特徴等

口唇部が内折。棒状工具による沈線と刺突のある隆帯を巡らし I 堀之内 2 式

たのち、原体LRの単節斜縄文を施す。

口縁上部に刻み。棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節 1 称名寺 I 式
斜縄文を施す。



番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色

深 鉢 ③石英を少旦含む

4 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色

深 鉢 ③スコリア粒を少量含む

5 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色

深 鉢 ③片岩を少量含む

6 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色

深 鉢 ③砂を含む

7 底部½残 ①やや不良②鈍い褐色

深 鉢 存 ③繊維を多量に含む

白倉 B 区139号土坑出土遺物（第249図）

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

1 口縁部％ ①良好 ②灰黄色

深 鉢 残存 ③雲母粒を多量に含む

2 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色

深 鉢 ③片岩を含む

3 口縁部片 ①良好 ②浅黄橙色

深 鉢 ③石英を含む

4 胴部片 ①良好 ②淡黄色

深 鉢 ③石英を含む

白倉 B 区141号土坑出土遺物（第249図）

土器

番号 I ：縁部位片ロロニ③胎土
両耳壺か I ③雲母粒を含む

白倉 B 区143号土坑出土遺物（第250図）

土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①良好 ②鈍い橙色

深 鉢 ③片岩を含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色

深 鉢 ③雲母粒を含む

白倉 B 区144号土坑出土遺物（第250図）

土器

番 1 号 1 こ：口ご二9土
深 鉢 ③石英を含む

器形 文様の特徴等

低い隆帯を垂下。地文は原体LRの単節斜縄文を施す。

外面が磨耗する。

低い隆帯と隆帯に沿う凹線が垂下。地文は原体RLの単節斜縄文

を施す。

2 本 1 組の棒状工具による沈線が垂下。地文は原体RLの単節斜

縄文を施す。内面が剥落する。

棒状工具による沈線と刺突文を施す。

底径 (9.0) 。無文の深鉢。

器形 文様の特徴等

口径 (27.6) 。口縁部が強く外反し、口唇部に明瞭な稜を持つ。

原体LRの単節斜縄文を施す。

棒状工具による沈線を巡らす。原体 L の無節斜縄文を施す。

口縁部に小突起。凹線が巡る。円形刺突及び棒状工具の押捺を

付した隆帯が垂下する。

棒状工具による沈線文。原体LRの単節斜縄文を施す。

器形・文様の特徴等

4 土坑

備 考

加曽利 E 4 式

加曽利E3 式

加曽利 E3 式

覆土

称名寺 II式

覆土

黒浜式

（単位： cm)

備 考

加曽利 E4 ～称名寺

［式覆土

加曽利E4 式

覆土

堀之内 1 式

覆土

堀之内 2 式

覆土

（単位： cm)

備考

断面三角の隆帯を巡らす。棒状工具による沈線文。原体LRの単 加曽利E4 式

節斜縄文を施す。 1 覆土

器形・文様の特徴等

（単位： cm)

備考

隆帯及び凹線によって文様を描出する。区画内には原体LRLの I 加曽利E3 式

複節斜縄文を施す。

棒状工具による沈線を施す。短沈線を充填する。 1 称名寺 II式
覆土

（単位： cm)

棒状工具に：る：線；区；0 ：画ょ：体L：の：節斜縄文を 1 』lj E 4 式考
施す。 覆土

白倉 B 区148号土坑出土遺物（第180図、 PL 91) 

土器 （単位： cm)

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等 備 考

1 口縁～胴 ①良好 ②鈍い褐色 口径 (33.0) 。口縁部に断面三角の隆帯を巡らし、注口及び橋状 加曽利E4 式

深 鉢 部 ③砂を含む の把手を 1 ケ所貼付する。把手の内側にも粘土を貼付する。胴

部は棒状工具による沈線文を 8 単位施したのち、原体LRの単節

斜縄文を充填する。

2 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄橙色 口縁部に低い隆帯が巡り、隆帯に沿って部分的に短沈線が巡る。 加曽利 E4 式

深 鉢 部片 ③片岩を含む 胴部は逆U字状の沈線を施したのち、原体LRの単節斜縄文を部 二次的に被熱

分的に縦回転。
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白倉 B 区 150号土坑出土遺物（第182図、 PL 91) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線文。口唇部には明瞭な稜を持つ。

深 鉢 ③礫を含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具によって文様を施す。

深 鉢 ③砂を含む

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線を施したのち、原体LRの単節斜縄文を施

深 鉢 ③石英を少址含む す。

4 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ＠礫を含む

5 底部 ①良好 ②鈍い橙色 底径8.0。無文。底面に網代痕。

浅鉢か ③砂粒を含む

6 底部％残 ①良好 ②明褐色 底径 (4.0) 。無文のミニチュア土器。

深鉢か 存 ③砂粒を含む

白倉 B 区164号土坑出土遺物（第250図、 PL 92) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 棒状工具による沈線で区画し、内側に短沈線。

深 鉢 ③礫を少絨含む

2 把手 ①良好 ②茶褐色 波状口縁を呈する把手。口唇部が強く内折する。棒状工具によ

深 鉢 ③片岩を含む る沈線文を施す。

3 胴部片 ①良好 ②赤褐色 原体 L の無節斜縄文を施す。

深 鉢 ③繊維を多鼠に含む

白倉 B 区 165号土坑出土遺物（第183 • 184図、 PL 92) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②鈍い橙色 口径 (40 0) 。口縁部に小突起。櫛歯状工具による沈線によって

深 鉢 部 ③片岩を多鼠に含む 文様を描出する。

2 口縁～胴 ①良好 ②明褐色 棒状工具による沈線で文様を描出する。

深 鉢 部片 ③片岩と石英を少鼠含む

3 把手 ①良好 ②橙色 原体LRの単節斜縄文を施す。

両耳壺 ③砂粒を含む

4 胴部片 ①良好 ②褐色 櫛歯状工具による条線を施したのち、棒状工具による沈線文を

深 鉢 ③片岩を多鼠に含む 施す。

5 胴部片 ①良好 ②褐色 棒状工具による沈線で文様を描出する。二次的に被熱する。

深 鉢 ③雲母粒を含む

6 胴部片 ①良好②褐色③雲母粒多駄 棒状工具による沈線で文様を描出する。

深 鉢 と片岩を少旦含む

7 胴部片 ①良好 ②黄褐色 棒状工具による沈線ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③石英を少量含む

白倉 B 区166号土坑出土遺物（第185図、 PL 92) 

土器

（単位： cm)

備 考

称名寺JI式か

堀之内 2 式

堀之内 2 式

内面が一部剥落

称名寺 I 式

堀之内 2 式

時期不明

ミニチュア土器

（単位： cm)

備 考

称名寺 II式

覆土

称名寺 II式

黒浜式

覆土

（単位： cm)

備 考

堀之内 I 式

称名寺 II 式

加曽利E4 式

時期不明

二次的に被熱

称名寺 II 式

ピット内

称名寺 II式

称名寺 I 式

（単位：叩）

番号 I ：縁部:1 塁：二：i③胎土
深 鉢 l 欠損 ③砂を少量含む

口径l3 6、:径：多9 、 □。様口縁： l：所：彎：る。外面は 1 堀:2 式 考

白倉 B 区167号土坑出土遺物（第250図）
土器

番号 I ：縁部口 1 ：：：ニf5®胎土
深 鉢 1 ③黒雲母粒を含む
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無文。内面は 2 本の沈線が巡る。

器形・文様の特徴等

波状口縁。低い隆帯を巡らし、原体LRの単節斜縄文を施す。

（単位：叩）

備考

加曽利E4 式

覆土



白倉 B 区168号土坑出土遺物（第250図、 PL 92) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 口唇部が内折する。棒状工具による沈線文を施す。

深 鉢 ③片岩を含む

2 口縁部片 ①良好 ②黄褐色 波状口縁。波頂部に沈線。櫛歯状工具による条線を施す。

深 鉢 ③片岩を含む

3 胴部片 ①良好 ②明褐色 棒状工具による沈線・円形刺突文を施す。

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

白倉 B 区 169号土坑出土遺物（第250図、 PL 92) 

土器

器形・文様の特徴等

4 土坑

（単位： cm)

備 考

堀之内 2 式

毅土

後期前半

覆土内側剥落

堀之内 l 式

裂土

（単位： cm)

備考番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①良好 ②赤褐色 無文。横位の磨きが施される。 I 称名寺 I 式か

深 鉢 ③石英を含む 覆土

2 胴部片 ①良好 ②赤褐色

深鉢 ③片岩を含む

刺突を付した鎖状の隆帯を垂下する。原体LRの単節斜縄文を施 1 称名寺 I 式
す。 毅土

白倉 B 区171号土坑出土遺物（第186図、 PL 93) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄褐色 ロ径 (29.0) 。棒状工具による沈線文ののち、原体 0 段多条LRの

深 鉢 部 ③砂粒を含む 縄文が施される。

2 口縁～胴 ①良好 ②黄褐色 口径 (30.0) 。棒状工具による沈線を施したのち、原体LRの単節

深 鉢 部％残存 ③礫を少鼠含む 斜縄文を施す。

3 胴部％残 ①良好 ②鈍い赤褐色 棒状工具による沈線文。内面に炭化物が付着する。

深 鉢 存 ③片岩を含む

4 胴部片 ①やや不良②明赤褐色 棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を充填す

深 鉢 ③片岩を少量含む る。

白倉 B 区 172号土坑出土遺物（第188図、 PL 92) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好②褐色③片岩と 断面三角の隆帯を巡らす。地文は原体RLの単節斜縄文を施す。

深 鉢 スコリア粒を含む

2 口縁部片 ①良好 ②明黄褐色 波状口縁。棒状工具による沈線ののち、原体LRの単節斜縄文を

深 鉢 ③片岩を少量含む 施す。

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 低い隆帯による U字状の区画。区画内を原体LRの単節斜縄文

深 鉢 ③礫を多屈に含む を充填する。一部に沈線文。

4 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 棒状工具による沈線文。

深 鉢 ③片岩を含む

5 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線文ののち、原体不明の単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③片岩を少鼠含む 外面が摩耗する。

白倉 B 区173号土坑出土遺物（第189 • 190、 PL 93) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②橙色 棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③片岩を多星に含む

2 口縁部突 ①良好 ②鈍い赤褐色 口縁の突起。背割り状の沈線及び、棒状工具による刺突を付し

深 鉢 起 ③砂粒を含む た隆帯を貼付する。裏面及び左右が貫通する。

3 胴部片 ①やや不良 ②鈍い黄橙色 隆帯と棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を施

深 鉢 ③砂を多輩に含む す。

4 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 刻みを付した隆帯と、棒状工具による沈線を垂下。原体LRの単

深 鉢 ③片岩を少量含む 節斜縄文を充填する。

（単位： cm)

備 考

称名寺 I 式

称名寺 I 式

称名寺 II 式

称名寺 I 式

二次的に被熱

（単位： cm)

備 考

加曽利 E 4 式

称名寺］式

覆土

加曽利 E4 ～称名寺

I 式覆土

堀之内 l 式

称名寺 I 式

覆土

（単位： cm)

備 考

称名寺 I 式

二次的に被熱

加曽利E式系

称名寺［式

二次的に被熱

称名寺 I 式
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III 縄文時代の遺構と遺物

石器

番号 I 種類 大きさ・重鼠 形状•特徴等

5 I 多孔石 1 長く20.6〉幅 く15.5〉両面に凹み穴Bが見受けられる。破片。

: :多孔石 1 : 18556 幅重 よ°.0 1 6 面のうち 5 面に凹み穴 B が見受けられる。完形。
厚 10.1 重 388.0

白倉 B 区 174号土坑出土遺物（第250図）

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

1 口縁部片 ①良好 ②鈍い赤褐色

深 鉢 ③片岩を含む

2 口縁部片 ①良好 ②褐色

深 鉢 ③雲母粒を含む

3 胴部片 ①良好 ②明黄褐色

深 鉢 ③礫を少量含む

器形 文様の特徴等

口唇部に稜をもつ。断面三角形の隆帯及び沈線を口縁部に巡ら

せる。原体LRの単節斜縄文を施す。

口唇部が外側に肥厚。原体LRの単節斜縄文を施す。

棒状工具による沈線文。原体LRの単節斜縄文を施す。

白倉 B 区175号土坑出土遺物（第251図、 PL 93) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

1 口縁部片 ①良好 ③鈍い黄橙色

深 鉢 ③スコリア粒を含む

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色

深 鉢 ③砂を含む

3 口縁部突 ①良好 ②鈍い黄橙色

深 鉢 起 ③片岩を含む

4 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色

深 鉢 ③砂を多量に含む

白倉 B 区176号土坑出土遺物（第251図）

土器

器形 文様の特徴等

波状口縁。口縁部に断面三角の隆帯を巡らしたのち、原体LRの

単節斜縄文を施す。

波状口縁を見する。棒状工具による沈線文と円孔を有する。

口縁の突起。棒状工具による沈線及び円形刺突を施す。原体RL

の単節斜縄文を施す。

浅く単節の斜縄文を施したのち、棒状工具による沈線を垂下す

る。

器形・文様の特徴等

（単位： cm、g)

備考

牛伏砂岩

二次的に被熱

牛伏砂岩

二次的に被熱

（単位： cm)

備 考

加曽利E4 式

覆土

時期不明

覆土

堀之内 2 式

覆土

（単位： cm)

備 考

加曽利 E式系

覆土

堀之内 1 式

覆土

加曽利E式系

覆土

後期前半

覆土

（単位： cm)

備考番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①良好 ②鈍い橙色 断面三角の微隆起が巡る。胴部は棒状工具による沈線文。原体加曽利 E4 式

ニ:;$'/i:iJ：よ。断面三角の隆帯を区画し、内部に刺 1 ：ょij E4 ～称名寺深 鉢 ③片岩を含む

2 口縁部片 ①良好 ②明黄褐色

深 鉢 ③雲母粒を含む 突を施す。 ［式覆土

白倉 B 区181号土坑出土遺物（第191図、 PL 93) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線及び断面三角の隆帯や 8 の字状、円形貼付

深 鉢 部片 ③石英と片岩を少量含む 文を施したのち、原体LRの単節斜縄文を施す。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 口縁部に横 S 字状の貼付ののち、原体RLの単節斜縄文を施す。

深 鉢 麟を少量含む 隆帯上には 1 ケ所刺突が施される。

3 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄褐色 外面には撫で状の痕跡。

深 鉢 部片 ③礫を含む

4 口縁部片 ①良好 ②灰白色 波状口縁か。環状の把手が欠損。棒状工具による沈線ののち、

深 鉢 ③黒雲母粒を少量含む 縄文を施文。外面が摩耗する。

白倉 B 区182号土坑出土遺物（第251図、 PL 93) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 棒状工具による刺突・沈線文。円孔を有す。二次的に被熱する。

深 鉢 ③砂を含む

2 胴部片 ①良好 ②赤褐色 棒状工具による沈線文。

深 鉢 ③片岩を含む

3 底部％残 ①良好 ②鈍い褐色 底径 (7.0) 。底面に網代痕。

深 鉢 存 ③砂粒を含む
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（単位： cm)

備 考

堀之内 2 式

勝坂式終末期

時期不明

二次的に被熱

加曽利E4 ～称名寺

1 式

（単位： cm)

備 考

堀之内 1 式

覆土

称名寺 II式

二次的に被熱

堀之内 2 式

覆土



白倉 B 区184号土坑出土遺物（第251図、 PL 93) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 棒状工具による沈線を施し、原体L の無節縄文を施す。

深 鉢 ③雲母粒を含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 棒状工具による沈線を施したのち、原体LRの単節斜縄文を施

深 鉢 ③礫を少輩含む す。

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 棒状工具による沈線を施したのち、原体 L の無節縄文を施す。

深 鉢 ③礫を少絋含む

白倉 B 区185号土坑出土遺物（第251図、 PL 94) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 把手 ①良好 ②浅黄橙色 橋状及び環状の把手。原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③砂粒を含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 断面三角の隆帯を垂下。原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③石英を少量含む 二次的に被熱する。

3 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③砂を含む

白倉 B 区187号土坑出土遺物（第192 • 193図、 PL 94) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～底 ①良好 ②明赤褐色 口径 (42 0) 、底径(10 0）、高さ 36. 7。頸部に隆帯を貼付。胴部

浅 鉢 部％残存 ③片岩を多最に含む は棒状工具による沈線文ののち、原体RLの単節斜縄文を充填す

る。

2 口縁～胴 ①良好 ②明赤褐色 口径30.0。棒状工具による沈線文を施したのち、原体LRの単節

深 鉢 部％残存 ③片岩を多鼠に含む 斜縄文を充填する。縄文施文は左半分を図化。

3 口縁～胴 ①良好 ②橙色 口径（36.4) 。口縁に断面三角の隆帯を巡らせる。胴部は棒状工

深 鉢 部％残存 ③黒雲母粒を含む 具による沈線が垂下し、原則的に交互に原体LRの単節斜縄文を

施す。

4 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄橙色 口径22.3。低い隆帯及び棒状工具による沈線で文様を描出す

両耳壺 部½残存 ③片岩を含む る。縄文施文は左半分を図化。

原体RLの単節斜縄文を充填する。

5 口縁部％ ①良好 ②褐色 口径21. 0。口縁部に低い隆帯が巡る。隆帯より下部は沈線によっ

深 鉢 残存 ③片岩を多量に含む て文様を描出し、原体 L の無節斜縄文を施す。

6 口縁～胴 ①良好 ②鈍い褐色 口径（14.0) 。棒状工具による沈線文を施したのち、原体LRの単

深 鉢 部％残存 ③雲母粒を含む 節斜縄文を施す。

7 口縁部片 ①良好 ②明黄褐色 棒状工具による沈線文ののち、原体 0 段多条LRの単節斜縄文を

深 鉢 ③片岩を含む 施す。

8 頸部片 ①良好 ②灰黄褐色 頸部に断面三角の隆帯を巡らし、橋状の把手を貼付する。

両耳壺 ③片岩を含む, 胴部～底 ①良好 ②鈍い橙色 底径7 6。棒状工具による 2 本 1 組の沈線が垂下する。底部が張

深 鉢 部 ③黒雲母粒を含む り出す。

10 胴～底部 ①良好 ②橙色 底径7.0。棒状工具による沈線を垂下したのち、原体LRの単節斜

深 鉢 ③片岩を多量に含む 縄文を施す。底部が張り出す。

11 胴～底部 ①良好 ②鈍い橙色 底径6.0。棒状工具による浅い沈線が垂下する。底部が張り出す。

深 鉢 ③片岩を含む

白倉 B 区188号土坑出土遺物（第251図、 PL 95) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴部片 ①良好 ②黒褐色 棒状工具による沈線・円形の刺突文。地文は原体LRの単節斜縄

深 鉢 ③黒雲母粒を少鼠含む 文を施す。

2 胴部片 ①良好 ②浅黄色 棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を充填す

深 鉢 ③石英を少鼠含む る。

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄色 棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を充填す

深 鉢 ③片岩を含む る。

外面が摩耗する。

4 土坑

（単位： cm)

備 考

加曽利E4 式

覆土

加曽利 E 4 ～称名寺

I 式 毅土

称名寺 I 式

覆土

（単位： cm)

備 考

加曽利E4 式

加曽利E4 式

加曽利E4 式

（単位： cm)

備 考

加曽利 E 4 式か

加曽利E4 式

加曽利 E4 式

加曽利E4 式か

加曽利E4 式

地文は左半分を図化

加曽利E4 式

加曽利E4 式

二次的に被熱

加曽利E4 式

外面が剥落

加曽利E 4 式

加曽利 E 4 式

加曽利 E 4 式

覆土

（単位： cm)

備 考

堀之内 l 式

覆土

堀之内 2 式

覆土

堀之内 2 式

覆土
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III 縄文時代の遺構と遺物

番 4 号 1:部：ロロニ門ご I 断面三角の：帯：いこ様の特徴等
深 鉢 ③片岩を多量に含む

白倉 B 区189号土坑出土遺物（第194図、 PL 95) 

土器

備考

加曽利E4 ～称名寺

［式覆土

（単位： cm)

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

l 口縁～胴 ①良好 ②鈍い褐色 口径22.0。：こ←：u：廷｀：の：このち、原体 1 加：lj E4 式考
深 鉢部％残存③砂粒を含む LRの単節斜縄文を充填する。

2 口縁部片 ①良好②橙色③片岩と

深 鉢 スコリア粒を含む

橋状の把手を有する。棒状工具による沈線を施したのち、原体 1 加曽利 E 4 式
RLの単節斜縄文を施す。 外面が摩耗

石器

番号 I 種類 大きさ・重鼠 形状•特徴等

3 I 石鏃 I 長く2.0〉幅 l.8 I 無茎で基部の凹形が弱い。比較的大形。刀部の欠損する。

厚 0.4 重1.3

白倉 B 区191号土坑出土遺物（第195図、 PL 95) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴～底部 ①良好 ②鈍い橙色 底径6.5。胴上部に櫛歯状工具による条線を施す。胴下部は縦方

深 鉢 ③片岩を含む 向の磨きが施される。地文は中央部を図化。

2 把手 ①良好 ②明褐色 波状口縁を呈す。波頂部には把手を有する。胴部は棒状工具に

深 鉢 ③黒雲母粒を含む よる沈線文を施す。

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線文ののち、同ーエ具による刺突を施す。

深 鉢 ③砂を含む

石器

番号 I 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

（単位：叩、g)

備考

黒色安山岩

（単位： cm)

備 考

称名寺 II 式か

称名寺 II式

称名寺 II式

覆土

（単位： cm、g)

備考

4 I 凹み石 1 長 13.7 幅 8. 7 片面に凹み穴Aが見受けられる。ほぽ全面に敲打痕。 1 緑色片岩

厚 3.8 重 850.0 一部を欠損する。

白倉 B 区192号土坑出土遺物（第196図、 PL 95) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 棒状工具による沈線を巡らしたのち、原体LRの単節斜縄文を施

深 鉢 ③雲母粒を含む す。

2 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 棒状工具による沈線文。原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③スコリア粒を少量含む

3 胴部片 ①やや不良 ②橙色 棒状工具による沈線でU字状の区画。区画内は原体RLの単節

深 鉢 ③砂を含む 斜縄文を施す。二次的に被熱する。

白倉 B 区 193号土坑出土遺物（第197図、 PL 95) 

土器

宣：
①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②鈍い褐色

③礫を少量含む

①良好 ②鈍い赤褐色

③片岩を含む

器形・文様の特徴等

口縁部に隆帯が巡り、胴部に垂下する。二次的に被熱する。

胴部無文。

底径6.0。棒状工具による沈線文が施されるが文様は不明。

白倉 B 区195号土坑出土遺物（第252図、 PL 95) 

土 器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②黄褐色 波状口縁。口縁上部に凹線が楕円区画状に巡る。棒状工具によ

深 鉢 ③片岩を含む る沈線ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。

2 胴部片 ①良好 ②褐色 棒状工具による区画文ののち、原体LRの単節斜縄文を充填す

深 鉢 ③黒雲母粒を含む る。

360 

（単位： cm)

備 考

称名寺 I 式

覆土

称名寺 I 式

覆土

加曽利 E 4 式

覆土

（単位： cm)

備考

加曽利E4 ～称名寺

I 式

後期前半

（単位： cm)

備 考

称名寺 I 式

覆土

加曽利E4 式

覆土



4 土坑

白倉 B 区199号土坑出土遺物（第252図、 PL 95) 
土 器 （単位： cm)

：番 2:|:~::I 互丘ぎ言三□ 1:：し］全：：~：会9/工：i：るよ文ののち I:::]式考
白倉 B 区200号土坑出土遺物（第198図、 PL 96) 

土器

器形・文様の特徴等

（単位： cm)

備考

:1 号鉢 1:縁二 1 三只t：~③胎土 口径20. 7、底径6.0、高さ 17.0。口縁部の一部には小孔や刻みを 1 堀之内 2 式

施す。棒状工具による沈線文を 4 単位施したのち、原体LRの単

節斜縄文を施す。

白倉 B 区202号土坑出土遺物（第252図）
土 器 （単位： cm)

番号::: I ょごご： ③胎土 1 棒状工具に：る：線尋：：、様原体：R:：：t縄こを施す。 1 加：：lj E4 式］し期
深 2 鉢 1 胴部片 1 冨：9:：：
深 鉢 ③黒雲母粒を少量含む

沈線を垂下させたのち、原体RLの単節斜縄文を施す。

白倉 B 区204号土坑出土遺物（第252図、 PL 96) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄褐色 波状口縁内面は沈線と刺突文。外面は刺突を付した 8 の字状の

深 鉢 部片 ③片岩を含む 隆帯を貼付したのち、棒状工具による沈線文。原体LRの単節斜

縄文を充填する。外面は炭化物が付着する。

2 ロ縁部片 ①良好 ②暗褐色 口唇部は内折、外面は刺突を付した隆帯が巡る。棒状工具によ

深 鉢 ③石英を含む る沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。隆帯の一部は剥

落する。

3 胴部片 ①良好 ②褐色 棒状工具による沈線文ののち、原体 L の無節斜縄文を施す。

浅 鉢 ③砂を含む

4 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 棒状工具による沈線文ののち、同一工具による刺突を施す。

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

5 胴部片 ①良好 ②灰黄褐色 棒状工具による沈線文を施す。

深 鉢 ③片岩を少鼠含む

石器

番号 I 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

6 I 加工痕の長 10.9 幅 4.0 I 両面に加工痕が見受けられる。スクレイパーか。完形。

ある石器厚 1.0 重 42.0 

白倉 B 区205号土坑出土遺物（第199図、 PL 96) 

土器

器形・文様の特徴等

前半覆土

加曽利E3~E4 式

（単位： cm)

備 考

堀之内 2 式

覆土

堀之内 2 式

覆土

堀之内 2 式

覆土

称名寺 II 式

堀之内 1 式

（単位： cm、g)

備考

珪質頁岩

（単位： cm)

備考番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁～胴 ①良好 ②鈍い褐色

深 鉢部％残存③片岩を含む

口径 (19.0) 。棒状工具による沈線で文様を描出したのち、原体 I 加曽利 E 4 式

L の無節斜縄文を充填する。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 断面三角の隆帯を巡らしたのち、孤状に垂下。地文は原体LRの l 加曽利E4 式

単節斜縄文を施す。二次的に被熱する。深 鉢 ③片岩を少量含む

石 器

番号種類 大きさ・重量

3 打製石斧長 10 6 幅

厚 3 5 重

4 I 打製石斧 1 長く10.0〉幅

厚 2.4 重

形状•特徴等

4.3 I 基部から刃部に向かって開く形状。完形。

74.0 

5.4 I 刃部が凸刃状を呈する。基部を欠損する。

154.0 

（単位： cm、g)

備考

硬質泥岩

緑色片岩
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III 縄文時代の遺構と遺物

番号 種類 大きさ・重鼠 形状•特徴等

5 磨石 長 13. 7 幅 10. 2 片面に磨面、縁辺を中心に敲打痕が見受けられる。完形。

厚 5.1 重 850.0 

6 I 磨石 I 長く 4.8〉幅 < 8.9〉|両面に磨面があり、縁辺に敲打痕が見受けられる。破片。
厚 6.2 重 315.0 

白倉 B 区211号土坑出土遺物（第252図）

土器

番号 1 二喜ロロこ門よ］土 1 原体LRの二」。様の特徴等
深 鉢 I ③片岩を多量に含む

白倉 B 区212号土坑出土遺物（第252図、 PL 96) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②橙色 ③スコリ 口唇部に沈線を巡らす。棒状工具による沈線と刺突文を施す。

深 鉢 ア粒を多量に含む

2 口縁部片 ①良好 ②黒褐色 口唇部が内折。外面は棒状工具による沈線文ののち、原体LRの

深 鉢 ③砂を含む 細かな単節斜縄文を施す。内側に炭化物が付着する。

3 胴部片 ①良好 ②橙色 棒状工具による沈線を施したのち、原体LRの単節斜縄文を充填

深 鉢 ③砂を含む する。

石器

大きさ・重量 形状•特徴等口 長く 8.2> 幅 く 8.5〉i片面に凹み穴 B が見受けられる。破片。

厚 5.2 重 350.0

白倉 B 区217号土坑出土遺物（第200図）

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

1 口縁～胴 ①良好 ②明黄褐色

両耳壺 部片 ③片岩を含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色

深 鉢 ③黒雲母粒を少量含む

3 胴部片 ①良好 ②明黄褐色

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

白倉 B 区223号土坑出土遺物（第253図）

土器

器形 文様の特徴等

断面三角の隆帯で文様を描出。原体LRの単節斜縄文を施す。

棒状工具による沈線文。原体RLの単節斜縄文を施す。

棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。

備考

粗粒安山岩

粗粒安山岩

（単位： cm)

備考

覆土

（単位： cm)

備 考

称名寺 II 式

堀之内 2 式

覆土

堀之内 2 式

（単位： cm、g)

備考

牛伏砂岩

二次的に被熱

（単位： cm)

備 考

加曽利 E 4 式

称名寺 I 式

覆土

加曽利E4 式

（単位： cm)

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①良好 ②灰黄褐色

深 鉢 ③雲母粒を含む

器形・文様の特徴等波状口縁。波頂部に隆帯を貼付。断面三角の隆帯を貼付したの 1 加：：1J E式系考
ち、原体LRの単節斜縄文を充填する。内外面は一部剥落する。

2 把手 ①良好 ②鈍い黄橙色 原体LRの単節斜縄文を施す。 1 加曽利 E 4 式
両耳壺 ③雲母粒を含む

白倉 B 区226号土坑出土遺物（第202図、 PL 96) 

土器

番号：：言：二f!!.®胎土
深 鉢 I 部％残存③片岩を含む

石器

器形・文様の特徴等

口径(35.5) 。棒状工具による沈線文で文様を描出する。

文様は 4 単位か。

｀類 1 長く::: ·：星 5, I 全面に敲打痕が見：：：れる・。破］。徴等
厚 4.8 重 1500.0
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（単位： cm)

備考

称名寺 II式

（単位： cm、g)

備考

緑色片岩



白倉 B 区227号土坑出土遺物（第253図）

土器

番号 I :縁：言言：③胎土 I 口唇部内側：よ。五線：両：こ付のした：帯：巡：せる。
深 鉢 l ③片岩を含む

白倉 B 区230号土坑出土遺物（第252図）

土器

番号 I 二：口ご塁B：③胎土 1 棒状工具に：二線；以の特徴等
深 鉢 I ③スコリア粒を含む

白倉 B 区234号土坑出土遺物（第253図）

：：：：：三土］：：：：／：こ：／｀る：徴等
白倉 B 区235号土坑出土遺物（第203図）

土器

4 土坑

（単位： cm)

備考

堀之内 2 式

覆土

（単位： cm)

備考

称名寺II式

覆土

（単位： cm)

備考

堀之内 2 式か

覆土

堀之内 2 式

覆土

（単位： cm)

番号：ょロロ［：~↑：f!,_,®胎土
深 鉢 h瞑残存③片岩を含む

口径21 4。：二五；J3：ょも[0 :面：炭化物が付 1 称：：式か 考

白倉 B 区236号土坑出土遺物（第253図）

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

1 胴～底部 ①良好 ②灰褐色

浅 鉢 ③砂を少し含む

2 底部 ①良好 ②明赤褐色

深 鉢 ③礫を多く含む

3 胴部片 ①良好 ②淡黄色

深 鉢 ③雲母粒を含む

4 胴部片 ①良好 ②明赤褐色

深 鉢 ③砂を含む

着する。

器形 文様の特徴等

底径6.4。棒状工具によるクランク状の沈線を巡らせる。原体RL

の単節斜縄文を施す。

底径10.2。無文。

棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。

原体RLの単節斜縄文を施したのち、矢羽根状の刻みを付した浮

線文を貼付する。

白倉 B 区238号土坑出土遺物（第204図、 PL 97) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②明褐色 口径27 0。頸部に断面三角の隆帯を 2 本巡らしたのち、橋状の

壺 部½残存 ③片岩を含む 把手を貼付する。胴部は棒状工具による沈線文ののち、原体RL

の単節斜縄文を施す。

2 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄橙色 断面三角の隆帯を巡らし垂下。地文は原体LRの単節斜縄文を施

深 鉢 部片 ③片岩を多星に含む す。

3 把手 ①良好 ②鈍い褐色 波頂部に橋状の把手を貼付する。棒状工具による沈線を施した

深 鉢 ③砂粒を含む のち、原体LRの単節斜縄文を施す。

4 破片 ①良好 ②鈍い黄橙色 両面ともに無文。穿孔は焼成後と思われる。厚さ 1 0cm。

垂飾か ③砂粒を多く含む

石器

｀類 1 長 門）さ・：鼠く1 3〉 I 無茎で基部の凹形力］：し： ：：：オ：：
厚 0.4 重 0.6

（単位： cm)

備 考

加曽利B式

後期前半

堀之内 2 式

覆土

諸磯 b （新）式

覆土

（単位： cm)

備 考

加曽利E4 式

加曽利E4 式

加曽利E4 式

覆土

（単位： cm、g)

備考

黒曜石
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区241号土坑出土遺物（第254図）

土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①良好 ②灰黄褐色

深 鉢 ③雲母粒を含む

2 口縁部片 ①良好 ②赤褐色

深鉢 ③雲母粒を含む

（単位： cm)

こ：：：：ロニ三：~を： I言口考
白倉 B 区242号土坑出土遺物（第206図、 PL 98) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②褐色 口径 (40 8) 。刻みを付した隆帯を口縁及び頸部に貼付する。ロ

深 鉢 部％残存 ③黒雲母粒を含む 縁部内面には一ケ所、刻みを付した 8 の字状の隆帯を貼付する。

胴部には棒状工具による沈線文を施す。 257号土坑 2 と接合。

2 口縁～頸 ①良好 ②鈍い黄橙色 口径12 0。口縁部は指撫で状の痕跡が残存。胴部は磨きが施さ

壺 部 ③砂粒を含む れる。

3 胴部％残 ①良好 ②明黄褐色 底径 (9 0) 。無文。丁寧な磨きが施される。

深 鉢 存 ③砂を少鼠含む

4 把手 ①良好 ②黄褐色 棒状工具による刺突や刻みを施す。

注口土器 ③黒雲母粒を含む

5 胴部片 ①良好 ②明褐色 棒状工具による沈線文ののち、同一工具による刺突文を施す。

深 鉢 ③石英を少星含む

6 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線を垂下。原体RLの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

7 胴部片 ①良好 ②暗褐色 棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③片岩を少星含む

8 底部 ①良好 ②鈍い黄橙色 底径10.5。底面に網代痕をもつ。

深 鉢 ③砂を多鼠に含む, 胴～底部 ①良好 ②褐色 底径9.0。底面に網代痕をもつ。

深 鉢 ③片岩を含む

白倉 B 区243号土坑出土遺物（第253図、 PL 97) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②褐色 棒状工具による沈線文及び 8 の字状の貼付文を施す。

深 鉢 ③片岩を多量に含む

2 胴部％残 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を充填す

深 鉢 存 ③片岩を含む る。さらにその後、磨きが施され、沈線及び縄文の一部が消さ

れている。

3 口縁部片 ①良好 ②黒褐色 棒状工具による沈線文を施す。

深 鉢 ③礫を少鼠含む

4 胴部片 ①良好 ②明褐色 棒状工具による沈線文を施す。

深 鉢 ③片岩を多量に含む

白倉 B 区244号土坑出土遺物（第207 • 208図、 PL 98) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部％ ①良好 ②明赤褐色 口径19.5、底径9.2、高さ 19.0。口唇部は内折する。口縁には棒

深 鉢 欠損 ③雲母粒を含む 状工具による刻みを付した隆帯が巡り、 8 の字状の貼付を施す。

胴上部は棒状工具による沈線文を 4 単位施したのち、原体LRの

単節斜縄文を施す。底面に網代痕。

2 胴～底部 ①良好 ②橙色 底径13.0。棒状工具による沈線で区画ののち、原体LRの単節斜

深 鉢 ③砂粒を含む 縄文を施す。底面に網代痕。

3 口縁～胴 ①良好 ②赤褐色 外面に撫で状の痕跡。

深 鉢 部片 ③礫を含む

4 口縁部片 ①良好②明褐色③石英とス 棒状工具による沈線文を施す。

深 鉢 コリア粒を少量含む

5 口縁部片 ①良好 ②灰黄褐色 口唇部が内折。棒状工具による沈線文。原体LRの細かな単節斜

深 鉢 ③砂を少鼠含む 縄文を施す。
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（単位： cm)

備 考

堀之内 l 式

外面に炭化物付着

後期前半

後期前半

堀之内式

称名寺 II式

加曽利E3 式

堀之内 2 式

覆土

堀之内 2 式

堀之内 2 式

（単位： cm)

備 考

堀之内 1 式

加曽利E4 式か

称名寺 II 式

堀之内 1 式

覆土

（単位： cm)

備 考

堀之内 2 式

堀之内 2 式

後期前半

称名寺 II式

二次的に被熱

堀之内 2 式

覆土



番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

6 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 棒状工具による U•逆U字状の区画ののち、原体LRの単節斜縄

深 鉢 ③片岩を多量に含む 文を施す。

7 胴部片 ①良好 ②黄褐色 ③スコ 棒状工具による沈線で渦巻文を描出する。

深 鉢 リア粒と片岩を含む

白倉 B 区246号土坑出土遺物（第210 • 211図、 PL 99) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②褐色 口径（12.4) 。低い隆帯で胴部に渦巻文を描出する。
g ギ 部％残存 ③礫を少屈含む 内外面が剥落し、外面一部に漆（？）が付着する。

2 口縁～胴 ①良好 ②褐色 口径 (24.5) 。波状口縁を呈し、棒状工具による沈線文を施した

深 鉢 部％残存 ③片岩を多量に含む のち、原体 L の無節斜縄文を施す。

3 胴部～底 ①良好 ②褐色 底径8.0。棒状工具による U字及び逆U字の区画ののち、原体LR

深 鉢 部 ③礫を含む の単節斜縄文を施す。胴上半と下半では施される原体が異なる。

4 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄橙色 口径 (29 0) 。棒状工具による沈線文ののち、原体 L の無節斜縄

深 鉢 部％残存 ③片岩を含む 文を施す。

5 口縁～底 ①良好 ②鈍い黄橙色 口径6.0、底径8.2、高さ 6.6。橋状把手を有するミニチュア土器。
瞑ギ 部％残存 ③砂を含む 棒状工具による沈線で渦巻文を描出する。

6 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 隆帯によって区画を施したのち、原体RLRの複節斜縄文を充填

深 鉢 ③砂粒を含む し、隆帯にそって擦りを施す。口唇部には刻みを施す。

7 口縁部片 ①良好②暗赤褐色③黒雲母 凹線によって文様を描出。地文は原体RLの単節斜縄文を施す。

深 鉢 粒とスコリアを含む

8 ロ縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 橋状の把手を貼付する口縁部片。口縁突起の上面は 8 の字状を

深 鉢 ③雲母粒を含む 呈する。棒状工具による沈線と、原体RLの単節斜縄文を施す。, 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線を施したのち、原体LRの単節斜縄文を充填

深 鉢 ③黒雲母粒を含む する。

10 胴～底部 ①良好 ②明褐色 底径（10.0) 。棒状工具による沈線を垂下したのち、原体LRの単

深 鉢 ％残存 ③黒雲母粒を含む 節斜縄文を施す。

11 胴～底部 ①良好 ②鈍い褐色 底径6.0。棒状工具による沈線が垂下する。

深 鉢 ③黒雲母粒を多く含む

白倉 B 区248号土坑出土遺物（第212図、 PL 99) 

4 土坑

備 考

加曽利E 4 ～称名寺

I 式

称名寺 II式

（単位： cm)

備 考

加曽利E4 式

加曽利E4 式

加曽利 E 4 式

加曽利E4 式

加曽利 E4 式

ミニチュア土器

加曽利 E 4 式

加曽利 E 4 式

加曽利E4 式

加曽利E4 式

加曽利E4 式

加曽利E4 式

外面が摩耗

土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁～胴 ①良好 ②褐色

深 鉢部％残存③砂を含む

2 口縁～胴 ①良好 ②鈍い橙色

深 鉢部％残存③片岩を含む

（単位： cm)

旦召こ旦号息至忘芦二：I:立そし
白倉 B 区250号土坑出土遺物（第254図）

土器 （単位： cm)

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①良好 ②暗赤灰色 凹線及び低でよ尋様：描：0 ：段：寺条R：単：斜縄文を施 1 加：IJ E3 式考
深 鉢 ③黒雲母粒を含む

2 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色

深 鉢 ③礫を少し含む

白倉 B 区255号土坑出土遺物（第213図）

石器

す。

凹線が巡る。原体LRの単節斜縄文を施す。

番号 l 種類
石棒 長 ：：さ．： 最 76 1 全面に敲打痕。長上二：ょ；敲打を集中させる。

厚 5.5 重 4100. 0 凹み穴B が見受けられる。完形。

加曽利 E 4 式

外面が摩耗

（単位： cm、g)

備考

緑色片岩

365 



III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区256号土坑出土遺物（第254図、 PL 100) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②黒褐色 口縁には人面状の貼付文。胴上部に刻みを付した隆帯及び 8 の

深 鉢 ③砂粒を含む 字状の隆帯を貼付する。棒状工具による沈線文ののち、原体RL

の単節斜縄文を施す。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 低い隆帯が口縁部に巡る。棒状工具による沈線文ののち、原体

深 鉢 ③砂を含む RL単節斜縄文を施す。外面が摩耗する。

3 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③砂を含む

4 胴部片 ①良好 ②褐色 棒状工具による沈線文ののち、原体RLの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③雲母粒を含む

5 胴部片 ①良好 ②橙色 原体RLの単節斜縄文を施したのち、半戟竹管状工具による平行

深 鉢 ③片岩を多駄に含む 沈線文を施す。内面が一部剥落する。

6 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 棒状工具による沈線を施したのち、原体 L の無節斜縄文を充頌

深 鉢 ③雲母粒を含む する。

白倉 B 区257号土坑出土遺物（第215図、 PL 100) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 波状口縁で口唇部が大きく内折する。棒状工具による沈線と刺

深 鉢 ③片岩を少贔含む 突を施す。

2 口縁～胴 ①良好 ②鈍い褐色 口縁部は刻みを付した隆帯と 8 の字状の隆帯を貼付する。胴部

深 鉢 部片 ③石英を少最含む は棒状工具による沈線。 242号土坑 1 と接合。

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線の区画。原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③砂を含む

4 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 低い断面三角の隆帯でU字状に区画。原体LRの単節斜縄文を

深 鉢 ③石英を少旦含む 施す。

5 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 棒状工具による沈線文。地文は原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③雲母粒を含む

石器

口 大きさ・重鑓 形状•特徴等

長 く23.7〉 幅 4.3 I 全面に強い敲打痕が見受けられる。一部を欠損する。
厚 3.2 重 488.0

白倉 B 区258号土坑出土遺物（第254図、 PL 100) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 把手 ①良好 ②鈍い黄褐色 現状の把手。原体は直前段 2 条LR斜縄文を施す。

深 鉢 ③雲母粒を含む

2 口縁部片 ①良好 ②明黄褐色 隆帯が口縁に対してほぼ水平に巡る。二次的に被熱する。

深 鉢 ③片岩を少蘭含む

3 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 棒状工具による沈線文を施したのち、原体L の無節斜縄文を施

深 鉢 ③片岩を多贔に含む す。

白倉 B 区259号土坑出土遺物（第216 • 217図、 PL 100) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②褐色 波状口縁。断面三角の低い隆帯が巡り、原体LRの単節斜縄文を

深 鉢 部片 ③片岩を多祉に含む 施す。二次的に被熱する。

2 口縁部片 ①良好 ②褐色 断面三角の隆帯を巡らし垂下。地文は原体RLの単節斜縄文を施

深 鉢 ③片岩とスコリア粒を含む す。

3 口縁部片 ①良好 ②明黄褐色 幅広の凹線で文様を描出。原体RLの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③石英を含む

4 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄橙色 ロ径 (7.0) 、底径3.8、高さ 8.1。底部が張り出す深鉢のミニチュ

深 鉢 部％欠損 ③スコリア粒を含む ア土器。原体LRの単節斜縄文を施す。

5 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 橋状の把手部分。棒状工具による沈線及び単節斜縄文が施され

深 鉢 ③石英を含む る。

外面が摩耗する。
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（単位： cm)

備 考

堀之内 2 式

覆土

加曽利E4 式

覆土

加曽利E4 式

毅土

称名寺［式

覆土

諸磯 b （新）式

覆土

称名寺 I 式

疫土

（単位： an)

備 考

称名寺 II式

覆土

堀之内 l 式

毅土

堀之内 2 式

毅土

加曽利 E4 式

称名寺 I 式

二次的に被熱

（単位： cm、g)

備考

緑色片岩

（単位： cm)

備 考

加曽利E4 式

授土

加曽利E4 ～称名寺

式覆土

加曽利E4 式

覆土

（単位： cm)

備 考

加曽利E4 式

加曽利E4 式

加曽利 E3 式

加曽利E4 式

ミニチュア土器

加曽利E4 式



番 6 号 □～底こ 1 贔m：ご：口 I 底径90。櫛器歯：こ具：こよ：条：ふi:施：れる：
深 鉢％残存 ③砂粒を含む 外面の一部が剥落する。

白倉 B 区264号土坑出土遺物（第254図、 PL 101) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②褐色 口唇部が内折。棒状工具による沈線文ののち、原体RLの単節斜

深 鉢 部片 ③黒雲母粒を含む 縄文を施す。

2 口縁部片 ①良好 ②黒褐色 口唇部が内折。外面は刻みを付した隆帯を巡らし、棒状工具に

深 鉢 ③黒雲母粒を少量含む よる文様を描出ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。

3 口縁部片 ①良好② 鈍い黄色③礫と 口縁部に低い隆帯が巡る。棒状工具による沈線文。

深 鉢 スコリア粒を少鼠含む

4 胴部片 ①良好 ②明黄褐色 棒状工具による沈線文。地文は原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③石英を含む 外面が摩耗する。

白倉 B 区272号土坑出土遺物（第255図、 PL 101) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

深

深

深

深

深

深

深

深

1 口縁部片 ①やや不良②明黄褐色

鉢 ③片岩を含む

2 口縁部片 ①良好 ②黒褐色

鉢 ③礫を少贔含む

3 把手 ①良好 ②明赤褐色

鉢 ③黒雲母粒を含む

4 口縁部片 ①良好 ②鈍い赤褐色

鉢 ③雲母粒を多量に含む

5 口縁部片 ①良好 ②鈍い赤褐色

鉢 ③礫と雲母粒を含む

6 胴部％残 ①良好 ②鈍い赤褐色

鉢 存 ③片岩を含む

7 胴部片 ①良好 ②明黄褐色

鉢 ＠礫を含む

8 胴部片 ①良好②明黄褐色③片岩と

鉢 スコリア粒を含む

白倉 B 区273号土坑出土遺物（第218図）

土器

器形 文様の特徴等

波状口縁。原体RLの単節斜縄文を施したのち、半裁竹管状工具

による平行沈線で文様を描出する。

棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。

棒状工具による沈線及び交互刺突文や、幅広の竹管文を施す。

口縁部が太きく内彎する。原体RLの単節斜縄文を施したのち、

刻みを付した隆帯を貼付する。二次的に被熱する。

棒状工具により文様を描出する。外面に炭化物が付着する。

0 段多条、原体RLの単節斜縄文を施す。

縄文施文は中央部を図化。

棒状工具による乱雑な刺突を施す。

棒状工具による沈線を垂下。原体RLの単節斜縄文を施す。

二次的に被熱する。

器形・文様の特徴等

4 土坑

備考

加曽利E4 式

（単位： cm)

備 考

堀之内 2 式

覆土

堀之内 2 式

覆土

称名寺 II式

覆土

称名寺 I 式

親土

（単位： cm)

備 考

諸磯 b （新）式

称名寺 I 式

覆土

勝坂式終末期

覆土 A群

諸磯 b （新）式

覆土

曽利式系

覆土

諸磯 b （新）式

覆土

三十稲場式か

覆土

加曽利E3 式

覆土

（単位： cm)

備考番号 I:緑～：同 1 ：：：こ：③胎土 口径 (50.5) 。凹線を伴った 2 本 l 組の低い隆帯で渦巻文を描加曽利E3 式

深 鉢 I 部％残存③片岩と石英を含む 出。原体RLの単節斜縄文を充埴する。 地文は左半分を図化

白倉 B 区274号土坑出土遺物（第219図）

土器

番号 I!：～底二 1 ：：：ニ：fi3®胎土 1 底径7 7。器文。形・文様の特徴等
深 鉢 I ③雲母粒を含む

白倉 B 区277号土坑出土遺物（第220 • 221図、 PL 101) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②赤褐色 口径（36 0) 。原体RLの単節斜縄文を施したのち、半戟竹管状工

深 鉢 部％残存 ③砂を含む 具による沈線文。口縁上部は沈線が巡り、刻みを付した隆帯が

垂下する。

2 口縁～胴 ①良好 ②暗褐色 口径12.5、底径4.5、高さ 15.0。 8 の字状の貼付文及び刻みを付

深 鉢 部一部欠 ③片岩を含む した隆帯が口縁より 1 ケ所垂下する。胴部は棒状工具による沈

損 線文を施し、原体LRの単節斜縄文を施す。

3 注口部 ①良好 ②暗褐色 算盤玉状の形態を有する注口土器。把手の一部が残存する。

注口土器 ③石英を含む

（単位： cm)

備考

加曽利 E 4 式か

（単位： cm)

備 考

堀之内 1 式

堀之内 1 式

堀之内 l 式

367 



III 縄文時代の遺構と遺物

番 4 号口こ： 1 ：：；［ご：し：）胎土 1 棒状工具に：二線：の： ：体L:D:t節合：縄文等を施す。
深鉢 ③片岩を少鼠含む

備考

堀之内 2 式

白倉 B 区278号土坑出土遺物（第256図）

土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色

深 鉢 ③砂を多量に含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色

深鉢 ③スコリア粒を少鼠含む

（単位： cm)

芸こち：五与召主：：i:：：棒：：：fし］：：：：O)x無：：：~且手：：：：考
白倉 B 区279号土坑出土遺物（第255図）

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

1 把手 ①良好 ②鈍い赤褐色

浅 鉢 ③片岩を含む

2 口縁部片 ①良好 ②黒褐色

深 鉢 ③石英を少鼠含む

3 口縁部片 ①良好 ②黄褐色

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

4 胴部片 ①良好 ②褐色

深 鉢 ③雲母粒を含む

白倉 B 区280号土坑出土遺物（第222図）

土器

器形 文様の特徴等

三方向に穴が存在する。刺突及び粘土の貼付によって文様を描

出する。

波状口縁。口唇部が角頭状を呈す。棒状工具による沈線文のの

ち、原体LRの単節斜縄文を施す。

波状口縁。棒状工具による沈線が巡り、原体LRの単節斜縄文を

施す。

棒状工具による沈線を施したのち、刺突を充填する。

番号:!縁部位％ I 口:ご：m®:土 I 口径680。：よ疇二：する□ 無：。徴等
深 鉢 I 残存 ③片岩を多且に含む

白倉 B 区282号土坑出土遺物（第256図、 PL 102) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②赤褐色 ③スコ 棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を充填す

深 鉢 部片 リア粒を少量含む る。

2 口縁～胴 ①良好 ②褐色 頸部に隆帯による楕円区画文。二次的に被熱。

深 鉢 部片 ③砂を多量に含む

3 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 口唇部が内折。棒状工具による沈線文ののち、原体不明の単節

深 鉢 ③砂を多鼠に含む 斜縄文を施す。

4 胴部片 ①良好 ②赤褐色 棒状工具による沈線文。原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③片岩を含む

5 胴部片 ①良好 ②黒褐色 棒状工具による沈線文ののち、円形刺突を付した 8 の字状の隆

深 鉢 ③砂を含む 帯を貼付する。

白倉 B 区283号土坑出土遺物（第223図、 PL 102) 

土器

番号 I 部位 I ①焼成②色調③胎土J 器形・文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 断面三角の隆帯を巡らしたのち垂下。地文は原体LRの単節斜

深 鉢 ③片岩を含む 縄文を施す。

2 口縁部％ ①良好 ②鈍い橙色 口径（19.0) 。無文。口唇部が角頭状を呈す。

深 鉢 残存 ③片岩を含む

3 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 棒状工具による沈線を施したのち、原体LRの単節斜縄文を施

深 鉢 ③石英を少量含む す。

4 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線文ののち、同ーエ具による刺突を施す。

深 鉢 ③雲母粒を含む
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（単位： cm)

備 考

称名寺［I～堀之内 1

式

称名寺］式

称名寺］式

覆土

称名寺 II式

床直

（単位： cm)

備考

堀之内 1 式

（単位： cm)

備 考

堀之内 2 式

勝坂式終末期

A群

堀之内 2 式

外面が摩耗

堀之内 2 式

堀之内 1 式

覆土

（単位： cm)

l 備考
加曽利 E 4 式

後期前半

堀之内 2 式

覆土

称名寺 II 式



白倉 B 区287号土坑出土遺物（第256図）

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

1 胴部片 ①良好 ②暗褐色

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

2 胴部片 ①良好 ②暗褐色

深 鉢 ③雲母粒を含む

器形 文様の特徴等

隆帯を貼付したのち、原体RLの単節斜縄文を施す。

刻みを付した隆帯を巡らせる。隆帯上は棒状工具による沈線

文。

他は原体 L のより糸を施す。

白倉 B 区288号土坑出土遺物（第225図、 PL 102) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴～底部 ①良好 ②明赤褐色 底径8.4。原体RL と LRの単節斜縄文を菱形状に施文。縄文原体

深 鉢 ③繊維を多旦に含む は 0 段多条か。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 口唇部は角頭状を呈する。半裁竹管状工具による平行沈線で文

深 鉢 ③繊維と礫を含む 様を描出する。

3 口縁～胴 ①やや不良 ②暗褐色 口縁部は半裁竹管状工具による平行沈線文。胴部は原体RLの

深 鉢 部片 ③繊維を含む 単節斜縄文を羽状に構成。

4 胴部片 ①良好②鈍い黄褐色③繊維 半馘竹管状工具による連続爪形文。

深 鉢 とスコリア粒を含む

5 胴～底部 ①良好 ②鈍い褐色 底径9.0。原体RL と LRの単節斜縄文を羽状に施文。原体は 0 段

深 鉢 ③繊維を多鼠に含む 多条か。

白倉 B 区291号土坑出土遺物（第226 • 227図、 PL 102) 

土器

番号 部位 諷成②色調③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴～底部 ①良好 ②明褐色 底径10.0。原体LRの単節斜縄文を施したのち、半裁竹管状工具

深 鉢 ③黒雲母粒を含む による平行沈線文を施す。

2 口縁部片 ①良好 ②黄褐色 口縁部が内折する。原体RLの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③黒雲母粒を少鼠含む

3 胴部片 ①やや不良②鈍い褐色 原体RLの単節斜縄文を施したのち、薄い隆帯を貼付し、隆帯上

深 鉢 ③片岩を含む に矢羽根状の刻みを施した浮線文で文様を描出する。

4 胴部片 ①良好 ②黄褐色 半戟竹管状工具による平行沈線文。

深 鉢 ③繊維を含む

5 胴部片 ①やや不良 ②暗赤褐色 原体RLの単節斜縄文を施したのち、刻みを付した浮線文。

深 鉢 ③片岩を含む

石 器

番号 種類 大きさ・重鼠 形状•特徴等

6 石匙 長 8.4 幅 5 4 縦長剥片を素材とする。体部が短冊状を呈す。完形。

厚 1 6 重 64.0 

7 I 加工痕の長 7.8 幅 4 4 縦長剥片を素材とする。スクレイバーか。完形。

ある石器厚 1 0 重 27 0 

白倉 B 区298号土坑出土遺物（第256図、 PL 102) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 断面三角の隆帯を巡らしたのち垂下。原体LRの単節斜縄文を

深 鉢 ③片岩を多量に含む 施す。

2 口縁部片 ①良好 ②灰黄褐色 棒状工具による沈線を巡らす。

深 鉢 ③スコリア粒を少鼠含む

3 口縁部片 ①良好 ②灰黄褐色 櫛歯状工具による沈線文を施す。

深 鉢 ③片岩を少量含む

4 胴部片 ①良好 ②黒褐色 棒状工具による沈線ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③石英を少最含む

4 土坑

（単位： cm)

備 考

勝坂式終末期

毅土

勝坂式終末期

覆土

（単位： cm)

備 考

黒浜式

黒浜式

有尾式系

有尾式系

黒浜式

覆土

（単位： cm)

備 考

諸磯 b （新）式

諸磯 b （新）式

覆土

諸磯 b （新）式

有尾式系

諸磯 b （新）式隆帯

が一部剥落

（単位： cm、g)

備考

硬質泥岩

覆土

硬質泥岩

覆土

（単位：皿）

備 考

加曽利E4 式

外面の一部剥落

称名寺 II式

二次的に被熱

時期不明

堀之内 2 式

二次的に被熱
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 B 区299号土坑出土遺物（第288図、 PL 103) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等
1 口縁～胴 ①良好②鈍い黄橙色 断面二角の隆帯を巡らしたのち垂下。

深 鉢 部片 ③砂を含む 胴部無文。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 橋状及び環状を呈する把手を有する。断面三角の隆帯で文様を

深 鉢 ③石英を含む 描出し、口縁には刺突文を、胴部には原体LRの単節斜縄文を施

す。

3 口縁～胴 ①良好②鈍い黄橙色 口縁部に棒状工具による沈線を巡らしたのち、原体RLの単節斜

深 鉢 部片 ③結晶片岩を多星に含む 縄文を施す。原体は 0 段多条。

白倉 B 区300号土坑出土遺物（第256図、 PL 103) 
土器

：二言三］：二：［：三三：ピこ
白倉c 区13号土坑出土遺物（第304図）

土器

（単位： cm)

備 考

加曽利 E式系か

外面が一部剥落

加曽利 E4 ～称名寺

I 式

加曽利 E式系

（単位： cm)

備考

後期前半

外面が剥落

堀之内 1 式

覆土

（単位： cm)

番号二□口：ご褐：③胎土
深 鉢 1 ③繊維を含む

0 段多条の：体［：の｀縄：と：二節：縄文を施し 1 黒：式 考
たのち、半戟竹管状工具による連続爪形文を巡らせる。 覆土

石 器 （単位： cm、g)

番 2 号 1 ：み石類 1 : 汀：重 : 2: : I 両面に凹み穴Aが見形受二。：辺：中：fこ敲打痕虞残存。 1 日］：被熱考

白倉c 区18号土坑出土遺物（第304図、 PL 103) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 刻みを付した隆帯を巡らす。地文は原体 L のより糸。

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 内面が一部剥落する。

2 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 原体 L の無節斜縄文を施す。

深 鉢 ③繊維と石英を含む

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 鎖状の隆帯を垂下する。地文は原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③片岩を多鼠に含む

石 器

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

4 石匙 長く 3.3〉幅 3.5 縦長剥片を素材とする。つまみ部の調整を丁寧に施す。

厚 0 7 重 9 5 先端を欠損する。

5 I 加工痕の長 3.8 幅 10.4 両面に加工痕が見受けられる。スクレイバーか。完形。

ある石器厚 1 4 重 67.0 

白倉c 区40号土坑出土遺物（第304図）

：］詞土］：：：三：： ：文f：原体:R:単：斜縄ごを施す。
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（単位： cm)

備 考

勝坂式終末期

黒浜式

称名寺 I 式

覆土

（単位： cm、g)

備 考

I チャート

緑色片岩

（単位： cm)

備考

時期不明

覆土

時期不明



4 土坑

白倉c 区42号土坑出土遺物（第304図、 PL 103) 

土器

番号 1 部位
胴部片

①焼成 ②色調 ③胎土

①やや不良 ②暗褐色

③織維を多量に含む

①やや不良②明黄褐色

③織維を含む

器形・文様の特徴等

原体が結束第 1 種のRL と LRの単節斜縄文を施す。

備

（単位： cm)

考

黒浜式

深鉢

2 I 胴部片

深鉢

原体RLの単節斜縄文と原体 L の無節縄文を羽状に施文ののち、 I 黒浜式

円形の隆帯を貼付する。

石器

番 3 号 1:製：斧 1 長く］・：量 60 1 製作途中の欠損品力］：鉗にこオ，痕力？見受けられる。
厚 2.7 重 270.0 約％を欠損する。

（単位： cm、g)

備考

変玄武岩

白倉c 区44号土坑出土遺物（第257図、 PL 103) 

土器 （単位： cm)

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等 備 考

1 口縁～胴 ①良好 ②明赤褐色 口径 (2 1. 0) 。口唇部は角頭状を呈する。口縁部は半祓竹管状工 有尾式系

深 鉢 部％残存 ③繊維を含む 具による連続爪形文で文様を描出。胴部は原体RL と LRの単節

斜縄文を菱形状に施文。

2 口縁～胴 ①良好 ②黄褐色 口唇部が角頭状。原体RLの単節斜縄文を施す。 黒浜式

深 鉢 部片 ③繊維を含む

3 胴部片 ①やや不良 ②暗褐色 原体RLの単節斜縄文を施したのち、隆帯を一部貼付する。 黒浜式

深 鉢 ③繊維を多量に含む

白倉 c 区45号土坑出土遺物（第258 • 259図、 PL 104) 

土器 （単位： cm)

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等 備 考

1 口縁～胴 ①良好 ②鈍い褐色 口径 (20 9) 。口唇部が角頭状を呈する。原体R と L の無節斜縄 黒浜式

深 鉢 部 ③繊維を含む 文を菱形状に施文する。

2 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄褐色 口唇部は角頭状を呈す。 0 段多条の原体RL と 0 段 3 条の原体 黒浜式

深 鉢 部片 ③繊維と石英を含む LRの単節斜縄文を菱形状に施文する。

3 口縁～胴 ①良好 ②鈍い黄褐色 波状口縁。半戟竹管状工具による連続爪形文を施す。 有尾式系

深 鉢 部片 ③繊維を含む 覆土

4 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 波状口縁を呈する。半戟竹管状工具による連続爪形文を施文。 有尾式系

深 鉢 ③繊維と石英を含む

5 胴部片 ①良好 ②黄橙色 ③繊維 半戟竹管状工具による連続爪形文で文様を描出する。 有尾式系

深 鉢 とスコリア粒を含む

6 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 半戟竹管状工具による連続爪形文を施す。 有尾式系

深 鉢 ③繊維を含む

石器 （単位： cm、g)

番号 種類 大きさ・重鼠 形状•特徴等 備 考

7 石匙 長 9 3 幅 6.4 縦長剥片を素材とする。つまみ部の調整が粗い。完形。 硬質泥岩

厚 1 8 重 97 0 覆土

8 使用痕の 長 5.3 幅 6.8 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。 硬質泥岩

ある石器 厚 1 9 菫 52.5 , 多孔石 長 10.5 幅 11. 4 片面に凹み穴 Bが見受けられる。完形。 緑色片岩

厚 2 7 重 516.0 

10 凹み石 長 6.8 幅 6.3 両面に凹み穴Aが見受けられる。全面に敲打痕。一部を欠損す 粗粒安山岩

厚 4 6 重 165.0 る。

11 凹み石 長 11.6 幅 6.9 両面に磨面と凹み穴Aが見受けられる。完形。 変玄武岩

厚 2.7 重 411.0 

白倉c 区46号土坑出土遺物（第260図）

石器

番号 I 種類 I 大きさ・重量 1 形状•特徴等
加工痕の 長 5.5 幅 s.2 I 両面に加工痕が見受けられる。スクレイパーか。完形。
ある石器厚 1.8 重 81.0 

（単位： cm、g)

備考

黒色安山岩

（多斑晶）
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白倉 c 区47号土坑出土遺物（第305図、 PL 103) 

土器

：口:：□□言土］：こ竺。半馘文竹管様状工，：iし二：0
石 器

番号 種類 大きさ・重星 形状•特徴等

3 石鏃 長 2.2 幅 1 4 無茎で基部の凹形が強い。完形。

厚 0.4 重 1 1 

4 I 加工痕の長 9.1 幅 5.0 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器厚 1.4 重 57 5 

白倉 c 区49号土坑出土遺物（第304図、 PL 103 • 104) 
土器

番号 I ：縁部]1 ：：：：wf!i.： ③胎土 1 口唇部は角：状：い。文ょょ：斜：文を：す。
深 鉢 I ③繊維を含む

白倉 c 区50号土坑出土遺物（第304図、 PL 103) 

土器

番号i部位
胴～底部

深己」畠塵
深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②黄褐色

③繊維を少旦含む

①良好 ②明褐色

③繊維を少籠含む

器形・文様の特徴等

底径(8.8) 。底部が張り出す。原体Rの無節斜縄文を施す。

半戟竹管状工具による連続爪形文が巡る。

白倉 c 区51号土坑出土遺物（第261図、 PL 104) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②明黄褐色 口径 (23.0) 。凹線及び低い隆帯で文様を描出する。原体LRLの

深 鉢 部％残存 ③片岩を含む 複節斜縄文を施す。

2 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 原体RL と LRの単節斜縄文を羽状に施文。

深 鉢 ③繊維と片岩を含む

3 頸部片 ①良好 ②橙色 半戟竹管状工具による平行沈線及び連続刺突文を巡らす。
深 鉢 ③繊維を少量含む

石 器

番号 I 種類 大きさ・璽量： 形状•特徴等

4 I 加工痕の 長 9.3 幅 5.1 両面に加工痕が見受けられる。完形。

ある石器 厚 1.8 重 68.5 

5 I 使用痕の 長 5.2 幅 7.1 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 2.3 重 44.0 

白倉 c 区52号土坑出土遺物（第305図、 PL 104) 

: 1 言：土1竺る::文0の特徴等
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（単位： cm)

備考

黒浜式

勝坂式終末期

（単位： cm、g)

備考

泥岩

硬質泥岩

（単位： cm)

備考

黒浜式

覆土

（単位： cm)

備考

黒浜式

有尾式系

（単位： cm)

備 考

加曽利E3 式

黒浜式

有尾式系

（単位： cm、g)

備考

硬質泥岩

硬質泥岩

覆土

（単位： cm)

備考

黒浜式

有尾式系



白倉 c 区55号土坑出土遺物（第305図、 PL 104) 

土器

：番；□言言胎土］：二三：：こ0の特徴等
石器

4 土坑

（単位： cm)

備考

黒浜式

覆土

黒浜式

覆土

（単位： cm、g)

番号 I 種類 大きさ・重量

3 I 加工痕の 1 長 10.9 幅 8.1 

ある石器厚 2.1 重 187.0 

裏面の大部分は被；口る剥｀い口：両面に加工痕が見 I 砂： 考
受けられる。一部を欠損する。二次的に被熱する。 覆土

白倉 c 区56号土坑出土遺物（第305図、 PL 104) 

土器

番号 1 部位
胴部片

深鉢

2 I 胴部片

深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②明褐色

③繊維を含む

①良好 ②橙色

③繊維を含む

器形・文様の特徴等

原体L と R の無節斜縄文を羽状に施文。

半戟竹管状工具による連続爪形文が施される。

（単位： cm)

雙＿考
黒浜式

覆土

有尾式系

覆土

石 器 （単位： cm、g)

番 3 号 1 :!:類;| : 11さ·:重 :4:: I 縦長剥片を素材とこ。状両面．にカ：I痕□ゞ見等受けられる。完形。 1 三岩 考

白倉c 区58号土坑出土遺物（第262図、 PL 104) 

土器

番号：こ］ 1 ：：：ごこ③胎土 1 底径 (90) 。器原体］と］よ節：縄：よ。徴等
深 鉢 1 ③繊維を含む

石器

番号 I 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

2 I 石匙 長 8.2 幅 6.3 I 縦長剥片を素材とする。つまみ部の調整が粗い。完形。

厚1.9 重77. 0

白倉 c 区59号土坑出土遺物（第264図、 PL 105) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

1 胴～底部 ①良好 ②明褐色

深 鉢 ③雲母粒を含む

2 口縁～胴 ①良好 ②暗赤褐色

深 鉢 部片 ③片岩を多鼠に含む

3 口縁部片 ①良好 ②褐色

深 鉢 ③石英を多量に含む

4 胴部片 ①良好 ②明褐色

深 鉢 ③黒雲母粒を多く含む

5 胴部片 ①良好 ②鈍い赤褐色

深 鉢 ③繊維を多黛に含む

6 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色

深 鉢 ③繊維を含む

白倉c 区64号土坑出土遺物（第305図）

土器

器形 文様の特徴等

底径(8.0) 。幅広の竹管による刻みを付した隆帯で文様を描出す

る。三叉文やペン先状の連続刺突が施される。

外面を浅く削って文様を描出ののち、原体RLの単節斜縄文を施

し、さらに半哉竹管状工具による刺突を付す。

口唇部直下に幅広の竹管文。口縁部は棒状工具による沈線文。

原体RLの縄文を施す。隆帯で文様を施したのち、棒状工具によ

る沈線文。内面が被熱により剥落する。

原体R の無節斜縄文を施す。

原体RLの単節斜縄文を施す。

番 1 号 1 ：縁部]1 言門不：：ロ赤：fl3胎土 1 原体R と原： L：無五斜こ：施す：特徴等
深 鉢 ③繊維と片岩を多く含む

（単位： cm)

備考

黒浜式

（単位： cm、g)

備考

硬質泥岩

（単位： cm)

備 考

勝坂 II 式

勝坂 II 式

勝坂式終末期

勝坂式終末期

黒浜式

黒浜式

（単位： cm)

備考

黒浜式
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白倉c 区67号土坑出土遺物（第305図、 PL 105) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 隆帯で区画し、隆帯に沿って幅広の竹管文を施す。区画内はペ

深 鉢 ③片岩を多量に含む ン先状刺突文、三叉文などを施す。

2 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 幅広の竹管文とペン先状刺突文及び半戟竹管状工具によって文

深 鉢 ③片岩を多鼠に含む 様を描出する。

3 胴部片 ①良好 ②明褐色 原体RL と LRの単節斜縄文を菱形状に施す。

深 鉢 ③繊維を多絨に含む

4 胴部片 ①不良 ②黒褐色 原体RL と LRの単節斜縄文を羽状に施す。原体は 0 段多条か。

深 鉢 ③繊維を含む

白倉 c 区70号土坑出土遺物（第305図、 PL 105) 

土器

番号ニ二ご口調③胎土 1 輝竹管状：具：よ｀よふ：徴等
深 鉢 I ③繊維と石英を含む

白倉c 区82号土坑出土遺物（第306図）

土器

番号 1:部:1ご二：口土 1 原体LRの単：ょ文｀ ：面：炭イ「物力門寸着口る。
深 鉢 I ③繊維を多絋に含む

（単位： cm)

備 考

勝坂 II式

勝坂 II式

覆土

黒浜式

覆土

黒浜式

覆土

（単位： cm)

備考

有尾式系

（単位： cm)

備考

黒浜式

覆土

石 器 （単位： cm、g)

番 2 号 1 ：皿力戸 I : ]：さ •:36:2：゜ I ：口に磨面が、両；二』：ナ：れる。一部を欠損す 1 雲：英片岩考

白倉c 区85号土坑出土遺物（第306図、 PL 105) 

土器 （単位： cm)

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 原体 L の無：斜：｀の：半：竹；状：釦：よる等平行沈線文。 1 黒：式 考
深 鉢 ③繊維を少量含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

半戟竹管状工具による平行沈線文と櫛歯状工具による条線を施 1 勝坂 II式

す。内側に炭化物が付着する。

石器

番 3 号 1 :!:ffi; 1 : 1]さ・： 量；; ＼縦長剥片を素材と：：。どク・レイ:<_~:。等完形。
白倉c 区86号土坑出土遺物（第306図、 PL 105) 

土器

（単位： cm、g)

備考

硬質泥岩

番号 I 部位
胴部片

①焼成 ②色調 ③胎土

①やや不良 ②黄橙色 原体RL と L：の：節令」縄：［を羽口ょ文：の：、：形隆帯を貼 1 黒：：
（単位： cm)

考

深鉢 ③繊維と礫を含む 付する。器面の凹凸が著しい。

石器

番 2 号 1 ：し類 1 長 勺）さ・：戯 54 1 横長剥片を素材と：：。状つま・みこよ力：い。完形。
厚1.2 重 12.5 

白倉c 区89号土坑出土遺物（第306図）

土器

番号 1:部位 1 ばロニ：：胎土 1 底径 (8 0)。器無：：・文様の特徴等
深 鉢 1 ③繊維を含む
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（単位： cm、g)

備考

硬質泥岩

覆土

（単位： cm)

備考

黒浜式



白倉c 区91号土坑出土遺物（第306図、 PL 105) 

土器

番号 I 部位
胴部％残

深鉢ほ
2 I 胴部片

深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②橙色

③繊維と片岩を含む

①良好 ②褐色

③繊維を含む

器形・文様の特徴等

原体RLの単節斜縄文を施す。

半裁竹管状工具による連続爪形文を施す。

白倉 c 区94号土坑出土遺物（第307図、 PL 105) 

4 土坑

（単位： cm)

備考

黒浜式

有尾式系

土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①良好 ②赤褐色

深 鉢 ③繊維を多鼠に含む

2 口縁部片 ①良好 ②明黄褐色

深 鉢 ③繊維を少量含む

（単位： cm)

云；；言；こ；：：：：デデモ；二戸：：：：：阜字： 考
石 器

番号 種類

3 使用痕の 長

ある石器 厚

大きさ・重黛

6 0 幅 4.6 

1.0 重 21. 5 

形状•特徴等

縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

（単位：呵、g)

備考

硬質泥岩

獨土
4 I 使用痕の 長 5.0 幅 5.l I 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。 硬質泥岩

覆土ある石器 厚 1.1 重 23.0 

白倉 c 区95号土坑出土遺物（第265図、 PL 106) 

土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁～胴 ①良好 ②鈍い褐色

深 鉢部％残存③繊維を多旦に含む

2 胴～底部 ①良好 ②褐色

深 鉢％残存 ③繊維を含む

（単位： cm)

口径 (25 0):4 ：位の・ゆる：力：波；ょを：す：。原体LRの 1 黒：式 考
単節斜縄文を施す。縄文施文は左半分を図化。

底径(11. 0) 。原体 0 段多条RL と LR単節斜縄文を菱形状に施文 I 黒浜式

する。底部は上げ底を呈する。

白倉 c 区96号土坑出土遺物（第266図、 PL 105) 

土器 （単位： cm)

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

1 口縁～胴 ①良好 ②鈍い赤褐色

深 鉢 部 ③繊維を含む

2 胴～底部 ①良好 ②赤褐色

深 鉢 ％残存 ③繊維と石英を含む

3 胴部片 ①良好 ②黄褐色

深 鉢 ③砂を含む

白倉 c 区97号土坑出土遺物（第307図）
土器

口
深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②黄褐色

③繊維を含む

白倉c 区98号土坑出土遺物（第307図）

土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

胴部片 ①良好 ②鈍い黄色

深 鉢 ③繊維を含む

2 胴部片 ①良好 ②明赤褐色

深 鉢 ③石英を含む

器形 文様の特徴等

口径26.0。口縁は 4 単位の波状口縁を呈し、半戟竹管状工具に

よる平行沈線を施す。胴部は原体RL と LRの単節斜縄文を羽状

に施す。

底径1 1. 0。原体RL と LRの単節斜縄文を羽状に施文。

幅広の竹管文及び半戟竹管状工具による刺突文を施す。

器形・文様の特徴等

原体LR と RLの単節斜縄文を羽状に施す。原体は 0 段多条か。

備 考

有尾式系

黒浜式

勝坂 II式

（単位： cm)

備考

黒浜式

（単位： cm)

ご：：文：ロニ：：：言；·：（新）式考
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白倉c 区99号土坑出土遺物（第307図）

土器

口二：fg胎土 1 原体RLの単：ょ二：体：。：多：等
深 鉢 I ③繊維と片岩を含む

白倉 c 区101号土坑出土遺物（第307図、 PL 106) 

土器

厚言戸：土］：：：ロニ：：ふ：徴等
石器

番 3 号 1 ：表類に り｝さ・：量 15 1 無茎で基部の凹形力：：し［五多。特徴等
厚 0.3 重 0.4

白倉 c 区102号土坑出土遺物（第307図、 PL 106) 

（単位： cm)

備考

黒浜式

（単位： cm)

備考

有尾式系

黒浜式

（単位： cm、g)

備考

黒曜石

土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①やや不良 ②黒褐色

深 鉢 ③繊維を含む

2 胴部片 ①良好 ②灰黄褐色

（単位： cm)

：：三享ロニ：t線間に 1 ::：系考
深 鉢 ③繊維と片岩を含む

石器

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

3 石匙 長 8.3 幅 5.3 縦長剥片を素材とする。完形。

厚 2.2 重 54 0 

4 石匙 長 5.4 幅 5 3 体部が三角形状を呈する。つまみ部の調整が粗い。完形。

厚 1.3 重 34.5 

5 磨製石斧 長 〈8.6〉幅 6.2 側縁の断面形状が左右で異なる。一部に敲打痕。基部を欠損す

厚 2.3 重 238 0 る。

白倉c 区 103号土坑出土遺物（第267 • 268図、 PL 106) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 半載竹管状工具による平行沈線で文様を描出する。

深 鉢 ③繊維を含む

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 口縁部に半戟竹管状工具による刺突文。原体RLの単節斜縄文

深 鉢 ③繊維を含む を施す。

3 胴部片 ①良好 ②灰黄褐色 原体 L の無節斜縄文を施す。

深 鉢 ③繊維を含む

4 胴部片 ①良好 ②褐色 ③黒雲母 原体不明の単節斜縄文を付した隆帯と棒状工具による沈線で文

深 鉢 粒を多拭に含む 様を描出する。

石器

番号 I 種類 大きさ・重鼠 形状•特徴等

（単位： cm、g)

備 考

硬質泥岩

細粒安山岩

変はんれい岩

（単位： cm)

備 考

黒浜式か

覆土

黒浜式

覆土

黒浜式

覆土

勝坂式終末期

覆土

（単位： cm、g)

備考

5 I 加工痕の 1 長 6.5 幅 6.9 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。 1 硬質泥岩
ある石器厚 1. 7 重 64.0 覆土

白倉 c 区109号土坑出土遺物（第270図、 PL 106) 

土器 （単位： an)

備考番号：｀同 1 言も:不f;!_@言9土
深 鉢 1 部 ③繊維を含む

器形・文様の特徴等

口径(34.0) 。口唇部が角頭状を呈し、胴部が屈曲する。原体〇 黒浜式

段多条RL単節斜縄文を施す。縄文施文は中央部を図化。 外面が摩耗
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4 土坑

白倉c 区114号土坑出土遺物（第308図、 PL 106) 

土器 （単位： cm)

番号 I 二：ロロ：ニ二台土
深 鉢 I ③礫を少量含む

棒状工具に：る：い。原：ニ：w文：施：。原体は 01 備前半か 考
段多条か。 覆土

白倉c 区116号土坑出土遺物（第271図、 PL 106) 

土器

：言：胎土］：：：：~：：ここ二：。等
白倉c 区117号土坑出土遺物（第308図、 PL 106) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②灰黄褐色 半馘竹管状工具による連続爪形文を施す。外面に炭化物が付着

深 鉢 ③繊維を含む する。

2 胴部片 ①良好 ②明黄褐色 棒状工具による沈線を巡らせる。

深 鉢 ③繊維と礫を含む

3 胴部片 ①やや不良②鈍い褐色 4 本 1 組の櫛歯状工具による沈線文。

深 鉢 ③繊維を含む

4 胴部片 ①良好 ②黄褐色 0 段多条の原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③繊維と礫を含む

5 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 原体RLの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③繊維と礫を含む

石器

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

6 加工痕の 長 4.8 幅 7.7 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 2.2 重 75.5 

7 使用痕の 長 5.8 幅 5.4 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。二次的に被熱

ある石器 厚 1.4 重 36.0 する。

8 使用痕の 長 6 2 幅 6 7 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器 厚 1.8 重 54 5 , 磨製石斧 長 10. 7 幅 4.6 製作時の擦痕及び敲打痕が見受けられる。完形。

厚 2 1 重 180.0 

白倉c 区118号土坑出土遺物（第308図）

土器

：言言言土］ごここ：:三ヵ。等
白倉c 区122号土坑出土遺物（第308図、 PL 106) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 胴～底部 ①良好 ②赤褐色 底径9.0。棒状工具による沈線が垂下。原体RLの単節斜縄文を

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 施す。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 原体RLの単節斜縄文を施す。原体は 0 段多条か。補修孔が 1 ケ

深 鉢 ③繊維と石英を含む 所残存。

3 頸部片 ①良好 ②鈍い橙色 口縁部分に原体 L の無節斜縄文を施したのち、半馘竹管状工具

深 鉢 ③繊維を含む による粗雑な沈線を施す。

（単位： cm)

備考

黒浜式

黒浜式

覆土

（単位： cm)

備 考

有尾式系

有尾式系

黒浜式

二次的に被熱

黒浜式

黒浜式

（単位： cm、g)

備 考

硬質泥岩

硬質泥岩

覆土

硬質泥岩

緑色片岩

（単位： an)

備考

有尾式系

外面が摩耗

黒浜式

外面が摩耗

（単位： cm)

備 考

不明

黒浜式

覆土

有尾式系か

377 



III 縄文時代の遺構と遺物

白倉 c 区131号土坑出土遺物（第309図、 PL 107) 

土 器 （単位： cm)

:2:|:：：言三ここ：三竺f4~```門を描1:：こ考
深鉢 スコリア粒を含む

石器

番号 I 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

3 I 加工痕の 長 8.3 幅 7.1 I 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

ある石器厚 2.1 重 89.0 

白倉c 区132号土坑出土遺物（第308図、 PL 107) 

土器

番 1号：： 1 塁用ごこ言門ア 1 隆帯と棒状：具ロニを乙出：る：等
深 鉢 と黒雲母粒を含む

白倉 c 区133号土坑出土遺物（第308図）

土器

三i：：：言言三□ 1 こ二三ご。様の特徴等
白倉c 区135号土坑出土遺物（第308図）

土器

番号 I 部位 I ①焼成②色調③胎土 I 器形・文様の特徴等
口縁部片i①良好 ②褐色 ③繊維と I 原体LR(?) の縄文を施す。

深鉢 スコリアを少量含む

白倉 c 区138号土坑出土遺物（第272図、 PL 107) 

：言土］：：三二：。：多：等
石器

番号 I 種類 I 大きさ・重量 I 形状•特徴等

（単位： cm、g)

備考

ホルンフェルス

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

覆土

（単位： cm)

備考

黒浜式

覆土

加曽利E4 式

（単位： cm)

備考

黒浜式

覆土

（単位： cm)

備考

諸磯式か

覆土

勝坂式

覆土

（単位： cm、g)

備考

3 I 多孔石 1 長 51.1 幅 11. 5| 凹み穴 B が見受けられる。縁辺を中心に敲打痕。完形。 I 緑色片岩

厚 5.7 重 6300.0

白倉 c 区140号土坑出土遺物（第309図、 PL 107) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②褐色 眼鏡状の把手を有する口縁部片。原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③片岩を含む

2 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 半戟竹管状工具による連続爪形文を施す。

深 鉢 ③繊維を含む

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 原体LRの単節斜縄文を施す。原体は 0 段多条。

深 鉢 ③繊維と石英を含む

4 胴部片 ①良好 ②黄褐色 原体R の無節斜縄文を施す。

深 鉢 ③繊維を含む
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（単位： cm)

備 考

勝坂式終末期

有尾式系

覆土

黒浜式

覆土

黒浜式

覆土



白倉c 区143号土坑出土遺物（第309図）

土器

番号 1 部位
胴部片

深鉢

2 I 胴部片

深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②明赤褐色

③繊維と石英を含む

①良好 ②明赤褐色

③黒雲母粒を多く含む

器形・文様の特徴等

原体RLの単節斜縄文を施す。原体は 0 段多条。

隆帯と棒状工具による沈線で文様を描出する。

白倉 c 区144号土坑出土遺物（第309図、 PL 107) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②黒褐色 ③繊維 波状口縁を呈する。口唇部は角頭状。半裁竹管状工具による連

深 鉢 と片岩を少旦含む 続爪形文。

2 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 原体RLの単節斜縄文を縦位に施文。

深 鉢 ③繊維と石英を含む

3 胴部片 ①やや不良②明赤褐色 原体LRの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③繊維を含む

4 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 隆帯が垂下し、隆帯に沿って角押文を施す。

深 鉢 ③金雲母粒を少最含む

5 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 棒状工具による沈線を垂下したのち、原体LRの単節斜縄文を充

深 鉢 ③片岩を含む 填。

白倉c 区145号土坑出土遺物（第309図、 PL 107) 

土器

4 土坑

（単位： cm)

備考

黒浜式

覆土

勝坂式

覆土

（単位： cm)

備 考

有尾式系

覆土

黒浜式

黒浜式

阿玉台 II式

覆土

称名寺 I 式

覆土

（単位： cm)

番号i部位
胴部片

深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②鈍い黄橙色

③砂を少最含む

矢羽根状の：み：口ニふ：地：；体LRの単節 1 諸磯備b （新）式考
斜縄文を施す。 覆土

白倉 c 区146号土坑出土遺物（第310図）
石器

番 号 1 台:iヵり 1 長 ：：さ｀［ 竺17 8〉 I 両面に凹み穴Aが見:そ:'られ・る。り→部で汐::lする。
厚 4.6 重 2300.0

白倉 c 区147号土坑出土遺物（第309図、 PL 107) 

土器

（単位： cm、g)

備考

牛伏砂岩

（単位： cm)

番号 I ：縁二 1 ：：：：ご： ③胎土 口唇部は内：ぎ：五す： ：：竹］ガ：：具：よ：連続爪形文 1 有；t系 考
深 鉢 I ③繊維を含む 及び沈線文を施す。内外面に炭化物が付着する。

白倉 c 区148号土坑出土遺物（第309図、 PL 107) 

土器

番号：二上 1 ：：：ご色調③胎土 1 底径90。底：ょい：ょ：斜：文をしす。
深 鉢 I ③繊維を多鵞に含む

白倉c 区151号土坑出土遺物（第273図）
土器

番号 1 部位
胴部片

深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②橙色

③繊維を含む

器形・文様の特徴等

原体不明の無節斜縄文を施す。

（単位： cm)

備考

黒浜式

（単位： cm)

備考

黒浜式

二次的に被熱
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III 縄文時代の遺構と遺物

白倉c 区153号土坑出土遺物（第309図、 PL 108) 

土器 （単位： cm)

番号 I ：縁部］ 1 ：：：ニ9土 環状及び眼：よ；ふ。りこン：；：刺：二び幅広の竹 1 勝：］！式 考
深 鉢 I ③片岩を含む 管文を施す。

白倉c 区157号土坑出土遺物（第274図、 PL 108) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 眼鏡状を呈する把手を貼付する。棒状工具による沈線及び原体

深 鉢 ③砂粒を含む 0 段多条RL単節斜縄文を施す。

2 胴部片 ①良好 ②暗褐色 矢羽根状の刻みを付した隆帯で文様を描出する。

深 鉢 ③黒雲母粒を多く含む

3 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 隆帯及び沈線で文様を描出ののち、原体RLの単節斜縄文を施

深 鉢 ③黒雲母粒を多く含む す。

石器

番五―「面類 大きさ・董鼠 形状•特徴等

（単位： cm)

備 考

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

（単位： cm、g)

備考

4 I 凹み石 I 長 13. 7 幅 5.4 I 両面に凹み穴Aが見受けられる。一部を欠損する。 I 黒色片岩

厚 2.8 重 320.0

白倉 c 区 162号土坑出土遺物（第275図、 PL 108) 

土 器 （単位： cm)

：番 2 号：］旦且＃信号言：言言；;二：； I :：こ：：：：：：：：：：予：：：斜：文：菱形状i施匡旦：：と接：
白倉 c 区164号土坑出土遺物（第277図、 PL 108) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②鈍い赤褐色 口径 (39.0) 。口唇部は角頭状を呈する。半裁竹管状工具による

深 鉢 部 ③繊維を含む 連続爪形文を菱形状に施す。 170号土坑と接合。

2 口縁部片 ①良好 ②明褐色 原体 L と R の無節斜縄文を羽状に施文。

深 鉢 ③繊維を含む

3 胴部片 ①やや不良 ②褐色 0 段 3 条の原体RLの単節斜縄文と原体LRの単節斜縄文を羽状

深 鉢 ③繊維と石英を含む に施す。外面に炭化物が付着する。

4 胴部片 ①良好 ②褐色 半戟竹管状工具による密な連続爪形文を施す。

深 鉢 ③繊維を少景含む

5 胴部片 ①良好 ②褐色 原体RLの単節斜縄文を施す。

深 鉢 ③繊維を含む

6 胴部片 ①良好 ②褐色 半戟竹管状工具による連続爪形文を施す。

深 鉢 ③繊維と片岩を含む

石器

番号 I 種類 大きさ・重量 形状•特徴等

7 I 凹み石 I 長 < 7.2 > 幅 ＜ 6.7〉|片面に凹み穴Aが見受けられる。破片。

厚1.7 重 74.0

白倉 c 区166号土坑出土遺物（第310図、 PL 108) 

（単位： cm)

備 考

有尾式系

黒浜式

黒浜式

有尾式系

黒浜式

有尾式系

（単位： cm、g)

備考

粗粒安山岩

二次的に被熱

土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

胴部片 ①良好 ②明赤褐色

深 鉢 ③繊維を多量に含む

2 胴部片 ①良好 ②黒褐色

深 鉢 ③繊維を含む

；；：：管のこ：を：：竺：：：：戸こ考
（単位： cm)
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石器

番号 I 種類 大きさ・重麓 形状•特徴等

4 土坑

（単位： cm、g)

備考

3 I 凹み石 1 長 11.8 幅 7.5 両面に磨面と凹み穴Aが見受けられる。磨面以外は敲打痕。完 粗粒安山岩

厚 3.3 重 470.0 形。 二次的に被熱

白倉c 区170号土坑出土遺物（第279図、 PL 108) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②明褐色 波状口縁を呈し、口唇部と口縁部には半裁竹管状工具による連

深 鉢 部片 ③繊維と石英を含む 続爪形文を施す。地文は原体RLの単節斜縄文。

2 口縁～胴 ①良好 ②鈍い褐色 半戟竹管状工具による平行沈線と刺突によって文様を描出す

深 鉢 部片 ③繊維を含む る。口唇部は角頭状。

3 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 波状口縁を呈する。口縁上部に刻みを付す。半戟竹管状工具に

深 鉢 ③繊維を含む よる連続爪形文及び平行沈線文。

4 底部 ①良好 ②鈍い褐色 底径 (4.5) 。胴部は原体 0 段多条RL及びLRの単節斜縄文を羽状

深 鉢 ③繊維を含む の施文し、底面にも 0 段多条LR単節斜縄文を施す。底部は上げ

底状を呈す。

白倉c 区174号土坑出土遺物（第310図、 PL 108) 

土器

（単位： cm)

備 考

有尾式系

有尾式系

有尾式系

黒浜式

覆土

（単位： cm)

番 号 I ：縁部位片 1 ：：：ご： ③胎土
深 鉢 I ③繊維と石英を含む

LR と L の縄口撚：」施：二半：竹：状工具によ 1 : 考
る文様を施す。口唇部は角頭状を呈す。 覆土

白倉c 区179号土坑出土遺物（第310図）

土器

番号：〖位 1 ：：：ニ調③胎土 1 底径（136）：原：RL：ふ：ょ：：徴等
深 鉢 I ③片岩を多盤に含む

白倉 c 区182号土坑出土遺物（第311図、 PL 107) 

土器

番号 I ：縁部位言好成ご色調③胎土 1 原体RLの単：ょ文｀ ：体：。：多こ。等
深 鉢 I ③石英を含む

白倉 c 区183号土坑出土遺物（第310図、 PL 108) 

土器

：番 2 号：i:;う［片 1 塁王王言I：;)胎土 1 :::：：：：竺：：：：竺ど：：：こ；節：二施される。
石器

番号 I 種類 I 大きさ・重量 I 形状•特徴等

（単位： cm)

備考

中期か

（単位： cm)

備考

諸磯b （新）式

覆土

（単位： cm)

備考

黒浜式

有尾式系

（単位： cm、g)

備考

3 I 石匙 長 7.3 幅 2.5 1 縦長の剥片を素材とする。つまみ部の調整は比較的粗い。完形。 1 頁岩

厚 0.5 重 12.0

白倉 c 区185号土坑出土遺物（第280 • 281図、 PL 109) 

土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁～胴 ①良好 ②褐色

深 鉢部片 ③黒雲母粒を含む

2 胴部片 ①良好 ②褐色

深鉢 ③黒雲母粒を含む

（単位： cm)

言声：こここロニ：言二：考
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III 縄文時代の遺構と遺物

石 器 （単位： cm、g)

番号 I 種類 I 大きさ・重鼠 形状•特徴等 備 考

3 I 凹み石 I 長 10.8 幅 7.2 両面及び両側面に凹み穴Aが見受けられる。全面に敲打痕。完 粗粒安山岩

厚 4.3 重 485.0 形。 二次的に被熱

4 I 磨石 I 長く10.9〉幅 5.5 両面に磨面が見受けられる。縁辺を中心に敲打痕が見受けら 粗粒安山岩

厚 3.2 重 255.0 れ、一部集中する。約％残存。

白倉 c 区189号土坑出土遺物（第311図、 PL 109) 

土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①良好 ②灰赤色

深 鉢 ③雲母粒を多量に含む

2 底部％残 ①良好 ②明褐色

深 鉢存 ③繊維を含む

器形・文様の特徴等

（単位： cm)

備考

刻みを付した隆帯で区画し、区画の内側に幡広の竹管文とペン I 勝坂 II 式

先状の刺突文を施す。

底径7.4。上げ底状を呈す。原体不明の縄文を施す。 I 黒浜式

白倉 c 区191号土坑出土遺物（第311図、 PL 109) 

土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①良好 ②赤褐色

深 鉢 ③繊維を含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い赤褐色

深 鉢 ③繊維と片岩を含む

（単位： cm)

宣三二:ち]よ管:工:による沈線 1 ::::  考

石 器 （単位： cm、g)

番号 I 種類 大きさ・重星 形状•特徴等 備 考

3 I 加工痕の 長 8.1 幅 8 4 横長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。 硬質泥岩

ある石器 厚 1.5 重 81.0 覆土

4 I 使用痕の 長 7.4 幅 4.5 縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。 硬質泥岩

ある石器 厚 1. 4 重 29 0 

白倉 c 区194号土坑出土遺物（第282図、 PL 109) 

石器

番 号 I オ：~：員斧 1 長 ：：さ・；〖 獄 61 1 基部が丸味を帯び：：力；凸刃：：：：： 0：5形。
（単位： cm、g)

備考

硬質泥岩

厚 2.5 重 206.0

2 1 凹み石か I 長 く l3.0〉 幅 6.2 1 片面に凹み穴Aが見受けられる。側縁に剥離痕及び敲打痕。 1 黒色片岩
厚 1.6 重 247.0 一部を欠損する。

白倉 c 区196号土坑出土遺物（第283図、 PL 109) 

応
鉢

番
深
深

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②鈍い赤褐色

③繊維を含む

①良好 ②鈍い褐色

③片岩を多旦に含む

器形・文様の特徴等

（単位： cm)

備考

口径（35.0) 。原体 0 段多条RL及びLR単節斜縄文を菱形状に施 I 黒浜式

文。 194号土坑覆土と接合。

棒状工具による沈線で文様を描出ののち、原体RLの単節斜縄文 1 加曽利E4 式
を施す。 覆土

白倉c 区202号土坑出土遺物（第311図）

土器

番号 I 部位 l ①焼成②色調③胎土 I 器形・文様の特徴等
口縁部片 ①良好 ②明黄褐色 l 波状口縁。棒状工具による沈線文を施す。

深 鉢 ③繊維と礫を含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 1 原体RL と LRの単節斜縄文を菱形状に施文。

深 鉢 ③繊維と片岩を含む

（単位：叩）

備考

黒浜式

黒浜式
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白倉c 区207号土坑出土遺物（第311図、 PL 109) 

土器

番号 1:部:1 言門不f,!_@ロょ3 土 I 0 段多条の：二［心：単節口斗縄：を：形：に：文。
深 鉢 I ③繊維と石英を含む

白倉c 区213号土坑出土遺物（第311図、 PL 109) 

土器

4 土坑

（単位： cm)

備考

黒浜式

二次的に被熱

（単位： cm)

番号 1 部位
胴部片

深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①やや不良 ②褐色

③繊維と石英を含む

半戟竹管状：具：よ二：：を頸こ：る：地文は 0 段 1 有：式系 考
多条の原体RL と LRの単節斜縄文を菱形状に施文。 二次的に被熱

白倉c 区214号土坑出土遺物（第311図、 PL 109) 

土器 （単位： cm)

番可：：］ご：~~：ffi®：土 ゆるやかな：｀：縁：呈：る。：り文↑辻原：R： L：無節斜縄文 1 黒：『 考
深 鉢 I 部片 ③繊維を多最に含む を菱形状に施文。外面に炭化物が付着する。

白倉c 区215号土坑出土遺物（第312図、 PL 109) 

土器

番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①良好 ②明褐色

深 鉢 ③金雲母粒を多く含む

2 胴部片 ①良好 ②明褐色

深鉢 ③金雲母粒を含む

（単位： cm)

：デ皇：芸1:：さ： ：帯及び口縁 1 丘： 考
覆土

白倉c 区221号土坑出土遺物（第284図）

土器

：こで言土］：：：：ここ三こ：縄：を施；。
白倉c 区226号土坑出土遺物（第286図、 PL llO) 

土器

器形・文様の特徴等

（単位： cm)

備考

黒浜式

黒浜式

（単位： cm)

備考番号：ょ口ごご：~③胎土
深 鉢 I 部％欠損③黒雲母粒を含む

口径28.4。原体 L の無節斜縄文を施したのち、原体RLの単節斜 I 時期不明

縄文を施す。器厚が一定せず、内面に撫で状の整形を施す。

白倉 c 区233号土坑出土遺物（第287 • 288図、 PL 110) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等

1 口縁～胴 ①良好 ②橙色 口径 (16.0) 。口唇部は角頭状を呈する。口縁部は隆帯を巡らし、

深 鉢 部％残存 ③黒雲母粒を含む 渦巻文を貼付し、棒状工具による沈線を充填する。胴部は原体

RLの単節斜縄文を施す。

2 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 環状及び眼鏡状を呈する把手。棒状工具による沈線を施す。

深 鉢 ③砂を多星に含む

3 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 低い隆帯によって口縁部文様を描出する。

浅 鉢 ③雲母粒を含む

4 胴部％残 ①良好 ②鈍い黄橙色 刻みを付した隆帯及び棒状工具による沈線で文様を描出する。

深 鉢 存 ③黒雲母粒を含む

5 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 隆帯と棒状工具による沈線で文様を描出する。

深 鉢 ③砂を含む 外面に炭化物が付着する。

（単位： cm)

備 考

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期
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III 縄文時代の遺構と遺物

石器

番号 種類 大きさ・重量 形状•特徴等
6 多孔石 長く26.1〉幅 く23.1 〉 両面に凹み穴Bが見受けられる。破片。二次的に被熱し、炭化

厚 8.8 重 5350.0 物が付着する。
7 礫 長 ー一幅 自然面が僅かに残るが、二次的な被熱のため外面が剥落する。

厚 ―重 1380. 0 

8 礫 長 幅 二次的な被熱のため外面全てが剥落する。
厚 重 25000 

白倉c 区241号土坑出土遺物（第312図、 PL 110) 
土器

番号 I 部位
胴部片

深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②黄褐色

③繊維と石英を含む

器形・文様の特徴等

原体RL と LRの単節斜縄文を施す。原体は 0 段多条。

二次的に被熱する。

白倉 c 区244号土坑出土遺物（第312図、 PL 110) 
石器

番号 種類 大きさ・重量

1 加工痕の 長 7 6 幅 5.0 

ある石器 厚 1 7 重 65.0 

2 磨石 長 11.5 幅 9.0 

厚 6 5 重 800 0 

3 多孔石 長く 9 4〉幅 く 6.9〉

厚 6.7 重 535.0 

白倉 c 区245号土坑出土遺物（第312図）
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土
1 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色

深 鉢 ③繊維を含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色

深 鉢 ③繊維を含む

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色

深 鉢 ③繊維を含む

形状•特徴等

縦長剥片を素材とする。スクレイパーか。完形。

片面に凹み穴A と磨面が見受けられる。完形。

片面に凹み穴Bが見受けられる。一部を欠損する。

器形 文様の特徴等

原体Rの無節斜縄文を施す。外面に炭化物が付着する。

半戟竹管状工具による連続爪形文を施す。

半戟竹管状工具による沈線文を施す。

白倉c 区246号土坑出土遺物（第289図、 PL 110) 
土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等
1 胴～底部 ①良好 ②明黄褐色 原体RL と LRの単節斜縄文を施す。原体はいずれも 0 段多条。

深 鉢 片 ③繊維を含む

2 胴部片 ①良好 ②明黄褐色 半戟竹管状工具による連続爪形文を施す。
深 鉢 ③繊維を含む

3 胴部片 ①良好 ②明黄褐色 不定形な貼付文を施す。

深 鉢 ③繊維を少址含む

白倉 c 区254号土坑出土遺物（第312図）
土器

：番 2: I 呈：司 1 旦王言言且：： I ：：ご：壬：ロニ徴等
天引 c 区60号土坑出土遺物（第327図）
土器

番号 1:部：口::@@j;Jj~:ffi®：土 1 原体 Lのよ：糸に。文様の特徴等
深 鉢 I ③片岩を含む

384 

（単位： cm、g)

備 考

牛伏砂岩

粗粒安山岩

デイサイト

（単位： cm)

備考

黒浜式

覆土

（単位： cm、g)

備 考

硬質泥岩

粗粒安山岩

雲母石英片岩

（単位： cm)

備 考

黒浜式

毅土

有尾式系

覆土

有尾式系

覆土

（単位： cm)

備 考

黒浜式

覆土

有尾式系

覆土

黒浜式

覆土

（単位： cm)

備考

黒浜式

有尾式系

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期



天引 c 区61号土坑出土遺物（第313図、 PL 111) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

l 口縁～胴 ①良好 ②鈍い赤褐色

深 鉢 部片 ③礫を少鼠含む

2 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色

深 鉢 ③砂を含む

3 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

4 胴部片 ①良好 ②褐色

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

5 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色

深 鉢 ③礫を少最含む

6 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色

深 鉢 ③雲母粒を含む

7 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色

深 鉢 ③片岩を含む

8 胴部片 ①良好 ②褐色

深 鉢 ③片岩を含む, 胴部片 ①良好 ②暗黒色

深 鉢 ③黒雲母粒と砂を含む

天引 c 区85号土坑出土遺物（第327図）

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

1 口縁部 ①良好 ②褐色

浅 鉢 ③黒雲母粒を含む

2 胴部片 ①良好 ②褐色

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

3 胴部片 ①良好 ②暗褐色

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

天引 c 区94号土坑出土遺物（第314図）

土器

器形 文様の特徴等

口縁部が強く内彎する。半戟竹管状工具による沈線文と幅広の

竹管文を施す。

半戟竹管状工具による平行沈線で文様を描出する。

隆帯及び幅広の竹管文と沈線で文様を描出する。

隆帯によって主文様を描出し、半戟竹管状工具による平行沈線

や幅広の竹管文などを充岨する。

0 段多条の原体RLの単節斜縄文を施す。

半戟竹管状工具による平行沈線で区画し、区画に沿ってペン先

状の刺突を施す。

刻みを付した隆帯と半戟竹管状工具による沈線文を施す。

片方が眼鏡状を呈する突起を付す。幅広の竹管文が施される。

棒状工具による沈線を施し、内側に幅広の竹管文を施す。

内側に炭化物が付着する。

器形 文様の特徴等

口径 (24.3) 。口唇部が肥厚。隆帯によって文様を描出。外面の

一部に丹彩が残存。

矢羽根状及び横に刻みを付した隆帯によって区画し、棒状工具

による沈線文を施す。

原体R のより糸を施したのち、 2 本 1 組の隆帯で文様を描出す

る。

4 土坑

（単位： cm)

備 考

勝坂式終末期

覆土

勝坂式終末期

覆土

阿玉台 II式

二次的に被熱

勝坂式終末期

勝坂式終末期か

勝坂 II式

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂 II式

（単位： cm)

備 考

勝坂式終末期

勝坂式終末期

勝坂式終末期

（単位： cm)

番号：二言：ニロ調③胎土 口径17.1、：径6jf；3ヽ｀： 2。様口縁；に：舌：の：起を 2 ケ所 1 勝坂：詐冬末期考
深 鉢 I ③片岩を含む

天引 c 区98号土坑出土遺物（第327図）

土器

番 1 号1 ：縁：Ft 1 コロニ③胎土
浅鉢か ③黒雲母粒を含む

天引 c 区102号土坑出土遺物（第327図）

土器

貼付する。刻みを付した隆帯を巡らせて区画し、原体L のより

糸を施す。隆帯に沿って部分的に沈線を施す。文様の単位は 4

単位。

（単位： cm)

隆帯を貼付：て：様：描：し、口分:に：こ具：よる沈線を 1 勝：し終末期考
施す。二次的に被熱

（単位： cm)

番号 1 部位
胴部片 ご不f{@こf!!,®二 I 原体RLの単：ょ！文｀た：ち、；：］：こ：沈線を巡ら 1 勝坂口味冬末期考

深鉢 と黒雲母粒を多く含む

天引 c 区103号土坑出土遺物（第315図）

土器

せる。

番号 I!：～底：口） ：~~：：胎土 1 底径90。外：ょ文：文様の特徴等
深 鉢 1 ③黒雲母粒を含む

二次的に被熱

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期
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天引 c 区106号土坑出土遺物（第316図、 PL 111) 

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

1 胴～底部 ①良好 ②鈍い褐色

深 鉢 片 ③石英を含む

2 口縁部片 ①良好 ②赤褐色
深 鉢 ③金雲母粒と礫を含む

3 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色

深 鉢 ③金雲母粒と礫を含む

天引 c 区110号土坑出土遺物（第324図）

土器

番号 1 部位
胴部片

深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②褐色

③礫を含む

天引 c 区111号土坑出土遺物（第324図）

土器

器形 文様の特徴等

地文に半戟竹管状工具による平行沈線を施したのち、結節浮線

文で文様を描出する。

口唇部が肥厚する。

低い隆帯を巡らし、隆帯に沿って複列の結節沈線を施す。

器形・文様の特徴等

半戟竹管状工具による平行沈線及び刺突文を施す。

口：：：~③胎土 1 幅広の竹管：と：ン：突：を横：ょす： 等
深 鉢 I ③黒雲母粒を多く含む

天引 c 区119号土坑出土遺物（第324図、 PL 111) 

土器

（単位： cm)

備 考

諸磯 C 式

勝坂式

阿玉台 II式

覆土

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

（単位： cm)

備考

勝坂II式

（単位： cm)

番号：二 1 ：：：こ已ご台土
深 鉢 I ③黒雲母粒を多く含む

口唇部が肥:0 :バ付：た』よ：：貝？よ：沈線を垂下 1 勝坂：終末期考

天引 c 区138号土坑出土遺物（第317図）

土器

する。

番号 I ：縁～こロロニ③胎土 I 口径（460)日よ。：高:(2:5) 。の無：：唇部等が肥厚。
深 鉢 I 部 ③砂を少鼠含む

（単位： cm)

備考

勝坂式

天引 c 区139号土坑出土遺物（第318図、 PL 111) 

土器 （単位： cm)

備考番号 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁～胴 ①良好 ②灰褐色

深 鉢部 ③雲母粒を含む

2 胴～底部 ①良好 ②赤褐色

深鉢 ③礫を少星含む

天引 c 区140号土坑出土遺物（第325図）

土器

番号 1 部位
胴部片

深鉢

2 I 胴部片

深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②暗赤褐色

③砂を含む

①良好 ②暗赤褐色

③黒雲母粒を含む

器形・文様の特徴等

口径(20.0) 。口縁は波状を呈し、口唇部に刻みを付す。原体〇 諸磯 b （新）式か

:::[L::合:::::`口:-O):Jt末□竺条原~：よ末端は自に言：図化
条自縛。 地文は中央部を図化

器形・文様の特徴等

頸部に鎖状の隆帯を巡らしたのち、原体L のより糸を施す。

原体 L のより糸を施す。

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

覆土

勝坂式終末期

覆土

天引 c 区161号土坑出土遺物（第326図、 PL 113) 

土器

：□：□言言言三
（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

386 

器形・文様の特徴等

原体L のより糸を施したのち、棒状工具による沈線文。

胴部に刻みを付した隆帯を巡らせ、ペン先状工具により刺突を 1 勝坂式終末期
施す。地文は原体 L のより糸。



天引 c 区166号土坑出土遺物（第326図）

土器

番号 I 部位
胴部片

深鉢

①焼成 ②色調 ③胎土

①良好 ②鈍い黄橙色

③片岩を含む

天引 c 区167号土坑出土遺物（第321図）

土器

番号：こ言：ニ：：土
深 鉢 1 ③黒雲母粒を多く含む

天引 c 区168号土坑出土遺物（第320図）

土器

番号 I 部位 ①焼成②色調③胎土

口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色

深 鉢 ③雲母粒を含む

2 胴部片 ①良好 ②浅橙色

深 鉢 ③石英を含む

天引 c 区169号土坑出土遺物（第326図）

土器

番 号 I ：縁部位片 1 ：：：二③胎土
深 鉢 I ③黒雲母粒を含む

天引 c 区170号土坑出土遺物（第322図）

土器

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土

1 口縁部片 ①良好 ②暗褐色

深 鉢 ③砂粒を含む

2 口縁部片 ①良好 ②明褐色

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

3 口縁部片 ①良好 ②暗褐色

深 鉢 ③雲母粒を含む

4 底部 ①良好 ②鈍い橙色

浅鉢か ③黒雲母粒を含む

5 胴部片 ①良好 ②暗褐色

深 鉢 ③黒雲母粒を含む

天引 c 区173号土坑出土遺物（第328図）

土器

番号 Il：部片位 1 ：：：：Fa~：③胎土
深 鉢 I ③黒雲母粒を含む

器形・文様の特徴等

棒状工具による 2 本 1 組の沈線が垂下し、刺突を施す。

器形・文様の特徴等

底径4.5。原体 L のより糸を施す。

より糸施文は中央部を図化。

器形・文様の特徴等

口唇部は角頭状を呈す。棒状工具による沈線文を施す。

4 土坑

（単位： cm)

備考

称名寺II式

覆土

（単位： cm)

備考

勝坂式終末期

（単位： cm)

備考

称名寺II 式

原体RLの縄文を施したのち、棒状工具による蛇行沈線を垂下す 堀之内 1 式

る。 1 表面が摩耗

（単位： cm)

棒状工具に：る：線知；：：iし：こ背：り：』帯を貼付。 1 勝：：終末期考

（単位： cm)

器形 文様の特徴等 備 考

原体L のより糸を施したのち、隆帯を貼付。 勝坂式終末期

刻みを付した背割り状の隆帯を貼付。 勝坂式終末期

覆土

原体 L のより糸を施したのち、棒状工具による沈線文を施す。 勝坂式終末期

覆土

底径（7.1) 。無文。 勝坂式終末期

原体L のより糸を施す。 勝坂式終末期

（単位： cm)

原体不明の：節：縄；を；：しt:)ち：棒：工：に：る沈線文及 1 勝：t 考
び刺突を充填する。
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5 遺構外出土遺物

はじめに

前章までは、縄文時代の遺構及び遺構内から出土

した遺物について述べてきた。ここでは遺構外から

出土した遺物や、縄文時代以外の遺構から出土した

縄文時代の遺物について述べていきたい。

既に「 I -2 (4) 整理計画と経過」でも触れた

が、整理期間と時代別の報告書作成といった 2 つの

理由から、縄文時代の遺構出土遺物の総量は把握で

きたが、縄文時代以外の遺構から出土した縄文時代

の遺物の総量は把握できていない。今後、順次整理

されていく古墳時代後期以降の遺構と遺物整理の段

階で、これらの遺構に含まれる縄文時代の遺物の総

量が把握されることになろう。そのため、ここで取

り扱う土器及び石器は、遺構外及び他時期遺構から

出土したものを任意に選択したものである。

(1) 土器

遺構外出土土器は、ほぼ遺構出土の土器と同じ土

器型式のものが主体を占めるようである。遺物は原

則的には居住活動に伴って廃棄されるものであろう

から、当然のことかも知れないが、これらが時期別

にどのように分布しているのかを示すことができな

いのは大変残念でならない。ここでは、客観的なデー

ターをほとんど提示できないが、調査時及び整理を

通じて知り得たことをいくつか述べておきたい。

白倉B 区の北西部には谷地が検出されおり、この谷

地は一部白倉c 区の北東部にも広がっている。ここ

は平安時代の池状の施設が検出された場所でもある

が、谷地の周辺及び内部は、縄文時代以降の遺物が

包含されていた。ここでは特に黒浜式（有尾式系土器

を含む）がまとまって出土している。図化した当該期

の土器は全てこの地区から出土したものである。ま

た、白倉B 区と C 区の古墳時代後期以降の住居出土

遺物には、かなりの黒浜式土器が混入している。ま

た、谷地から出土した 7 は十三菩提式併行期である

が、当該期の土器はこの 1 点のみである。
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中期以降で器形を復元できた土器は多くないが、

8·9·11 はその数少ない個体である。この 3 点は

同じグリッドであることから調査の際に見落とした

居住痕跡があったのかも知れない。

なお、土器観察表は400~403頁に収録してあるの

で参照して欲しい。

(2) 石器

今回報告する石器は、帰属時期を特定できるもの

が極めて少ない。出土土器の多くが前期中葉～後半、

中期中葉～後半、後期前半に帰属することを考え合

わせれば、おそらくいずれかの時期に各石器も使用

されたのであろうが、石器のみが検出される居住痕

跡の存在も否定はできない。いずれにせよ、各時期

における生業活動を石器は反映しているのであろう

から、そのためにも、どのようにして石器の時期を

特定していくのかを考えていかねばなるまい。ここ

では、参考までに、住居出土石器の時期別石器組成

図を作成した（第330図）。住居出土石器の点数は総体

として少なく、さらに、例えば住居の時期が勝坂 II

式期であっても、他の土器型式が混入しているのが

今回の調査では一般的な在り方であったことから

（第 2 表 住居出土土器一覧表を参照）、あくまでも

参考資料にしかならないと考えている。それ故、こ

の表が直接的に当時の生業活動を反映しているもの

とは考えていない。

ここでは、上述した理由から石材と各器種ごとに

おけるいくつかの特徴や分類等について記述するに

とどめたい。

石材について器種別の石材組成を図にしてみた

（第329図）。いくつかの特徴を述べると以下のように

なる。報告した石器に用いられた石材の中で鏑川流

域（調査区周辺）で産出していないものは黒曜石だけ

である。この黒曜石に多くを依存する器種は石鏃と

石錐である。また、前述した 2 種を除けば、打製の

石器は硬質泥岩と珪質頁岩に多くを依存している。

当然ながら、磨製の石器や磨石類などの石器類と打



製の石器では、指向する石材が異なっている。さら

に興味深いことであるが、多孔石と凹み石類では指

向する石材が異なっている。

用途（器種）に応じた石材選択および石材指向が

はっきりと読み取れよう。

次に、各器種ごとに若干述べていきたい。

なお、各石器の計測値及び石材は445~452頁につい

て収録した。

石槍（第338図） 1 点のみの出土である。草創期に帰

属しよう。

石鏃 （第338図～343図）

第 1 群小形のもの (1~39) 平面形状が正三角形

ないしは底辺の広い二等辺三角形のもの (1~10) 、

底辺が狭い二等辺三角形のもの (11~37) 、有茎のも

の (38 • 39) に分類できる。

第 2 群中形のもの (40~78 • 105~108) 平面形状

が底辺の広い二等辺三角形のもの (40~42) 、底辺が

狭い二等辺三角形のもの (45~79 ・ 108) 、有茎のもの

(80~84) 、基部形状が不明のもの (85~87·107) に分

類できる。

第 3 群大形のもの (88~104) 平面形状が底辺の

広い二等辺三角形のもの (88) 、底辺が狭い二等辺三

角形のもの (89~104) がある。

ピエス・エスキーユ（第344図） 1 点のみの出土であ

る。対向する剥離がみられる。

石錐（第345図） 1 と 4 が大形である。縦長剥片を素

材とするものが多い。また、明瞭なつまみ部を作り

出していないものも少数認められる (4 • 6 • 7 • 10) 。

石匙 （第346 • 347図）

第 1 群縦長のもの (1~4) 3 以外は縦長剥片を

素材とする。 1~3 は体部が三角形を、 4 は方形を

呈する。

第 2 群横長のもの (5~14) 体部がほぼ短冊状を

呈するもの (5~7) 、体部がほぽ柳葉状を呈するも

の (8~10) 、体部が三角形及び台形を呈するもの

(11~14) に分類される。横長剥片を素材とするもの

5 遺構外出土遺物

が多い。

第 3 群 縦長及び横長のいずれともしがたいもの

(15 • 16) 横長の剥片を素材とする。

打製石斧 （第348~353図）

第 1 群短冊形を呈するもの (1~19) 6 • 18 • 19 

は分銅形ほどではないが、側縁が内側に弯曲する。

第 2 群撥形を呈するもの (20~37) 20~27 は短冊

形と撥形の中間的な形状である。

第 3 群分銅形を呈するもの (38~53)

使用痕や加工痕のある石器（第354~359図） 22~57 

はスクレイパーとして使用された可能性が強い。大

部分が剥片素材の石器であるが57~59 は石器と原石

がほぼ同じ大きさである。

決状耳飾（第360図） 1 点のみの出土である。製作時

の擦痕と補修孔が見受けられる。

特殊石器（第361図） ミニチュアと思われる石皿

(1)と、ミニチュアと思われる石棒(2~5) と、垂

飾（？）の破片が出土している。 1 は、ほぽ全面に製

作時の擦痕が観察され、片面の中央が窪んでいる。

2 • 4 • 6 は丁寧な研磨が施されている。 3 と 5 は

断面三角を呈する刻みを巡らしている。

石錘（第362~365図） 扶入部の加工が、打ち欠くも

の(1 ~6) 、打ち欠いたのち切り目を入れるもの (7

~20) 、切り目を入れるだけのもの (21~37) に分類さ

れる。

磨製石斧（第366~370図） 1 ~10は小形で 1 と 2 は

その大きさから実用品であるかどうか不明である。

未製品や、欠損後に再度手を加えたものも見受けら

れた。

磨石・凹み石（第371~375図） 磨石に凹み穴Aが多

く見受けられたことから一括して取り扱った。二次

的に被熱して、ひびが入っているものも多い。

多孔石（第376~382図） 破片が主体を占めるが、割

れた部分にも凹み穴B を穿つものが少なからず認め

られる。

石皿（第383図） 破片が多く、完形は 1 のみであっ

た。凹み穴B が穿たれているものが多い。
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III 縄文時代の遺構と遺物

石鏃（108点）

①黒曜石 59 2% | ®｀卜® |』
④⑤ 

③ 黒色安山岩 10.2% 

④ 珪質頁岩 3.7% 

⑤ その他

黒色頁岩 1.9% 

赤色珪質岩 1.0% 

石錐（11点）

①黒曜石 54.5% ②チャート I ③ I ④ I ⑤ 
18 2% 

③ 黒色安山岩 9.1% 

④ 赤色珪質岩 9.1% 

⑤ 珪質頁岩 9.1% 

石匙(16点）

①胃讐岩 1 ②悶讐岩 言□ 卜 I ④ I ⑤ I ⑥
④ 黒色安山岩 6.2% 

⑤ 赤色珪質岩 6.2% 

⑥ 黒色頁岩 6.2% 

打製石斧 (54点）

①硬質泥岩 50.0% I ②珪質頁岩 ③ 
| ⑤ 22.1% 

④ 

③ 粗粒安山岩 14.7% 

④ 緑色片岩 3.7% 

⑤ その他

頁岩 1.9% 

細粒安山岩 1.9% 

砂岩 1.9% 

雲母石英片岩 1.9% 

変玄武岩 1.9% 

スクレイパー (36点）

I ①硬質泥岩 72.2% 

② 珪質頁岩 8.3% 

③ 黒色安山岩 8.3% 

④ その他

黒曜石 2.8% 

珪質凝灰岩 2.8% 

黒色頁岩 2.8% 

緑色片岩 2.8% 

口

石錘（37点）

①緑色片岩 51.4% 
I® (|@ | | | | | ⑧ 

⑤⑥⑦ 

② 変玄武岩 8.1% ③砂岩 8.1% 

④ 硬質泥岩 8.1% ⑤ 珪質頁岩 5.4% 

⑥ 黒色片岩 5,4% ⑦ 粗粒安山岩 5,4% 

⑧ その他

変質安山岩•安山岩質疑灰岩・雲母石英片岩 各2.7%

磨製石斧 (49点）
②変輝

① 変玄武岩 42.9% I 緑岩 I ③ I ④ 
16.3% 

⑥
 

③ はんれい岩 10.3% 

⑤ 緑色片岩 6.1% 

⑥ その他

硬質泥岩・珪質頁岩 各4.1%

蛇紋岩・変はんれい岩・粗粒安山岩・ひん岩 各2.0%

決状耳飾 (1 点）

I 葉ろう石 100% 

磨石・凹み石 (35点）

I ①粗粒安山岩 74,2% 

② ディサイト 8.5% 

④ その他

② 黒色片岩 17.6% 

④ 雲母石英片岩 7.8% 

⑤ その他

砂岩 2.0% 

黒色安山岩 2.0% 

④ 変質蛇紋岩 8.2% 

口
③変質安山岩

③ 緑色片岩

⑤
 

5.7% 

黒色片岩・緑色片岩・牛伏砂岩•砂岩 各2.9%

多孔石 (51点）

I ①牛伏砂岩 54.9% 

口⑤
 

15.7% 

石皿 (4 点）

I 緑色片岩 50.0% 牛伏砂岩 50.0% 

第329図 遺構外出土石器器種別石材組成
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5 遺構外出土遺物

黒浜式期(17点）

悶［：口レイパー 17.6% 磨石・凹み石 41.1% 
他
％

の
8

そ

1
1

飾
％
, 

5
 

垂
．

石
％

孔
8

多
1
1

諸磯式期 (40点）

石鏃 石匙 打製石斧 スクレイパー 磨石・凹み石 多孔石 石核 その他

10.0% 7.5% 7 5% 15 0% 25.0% 10.0% 5.0% 12.5% 

| | | 

① ② ③ 

① 磨製石斧 2.5% ② 石皿 2.5% ③ 峡状耳飾 2.5% 

勝坂 II 式期 (7 点）

石鏃
打製石斧 42 8% 

スクレイパー その他

14 3% 28.6% 14.3% 

勝坂式終末期 (94点）

石鏃 石匙 打製石斧 スクレイパー 磨石・凹み石 多孔石 石皿 その他

5.3% 5.3% 21 3% 22 3% 11 7% 13.8% 7 5% 5.3% 

I I 

① ② 

① 磨製石斧 3 2% ② 台石 4.3% 

加曽利 E 3 式期 (39点）

石鏃 打製石斧 スクレイパー 磨製石斧 磨石・凹み石 多孔石 その他

12 8% 20.4% 10 2% 7.7% 20.5% 7.7% 7 7% 

| | I I I 

① ② ③④⑤ 

① 石匙 2 6% ② 石錘 2.6% ③ 石皿 2.6% ④台石 2.6% ⑤ 敲石 2.6% 

加曽利 E 4 式期 (3 点）

打製石斧 66.7% その他 33.3% 

称名寺 I 式期 (27点）

打製石斧

14.8% 
①
 

②
 

磨石・凹み石 37.1% 多孔石 29.6% ③
 

① スクレイパー 7.4% 

堀之内 1 式期(16点）

② 磨製石斧 7.4% ③ その他 3.7% 

石鏃

6.2% 
①
 

磨製石斧 18.7% 磨石・凹み石 31.3% 
多孔石
6.3% 

石皿

12.5% 
石捧
6.3% 

台石

12.5% 

① スクレイパー 6.2% 

第330図 住居出土石器時期別石材組成
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III 縄文時代の遺構と遺物
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5 遺構外出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物
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5 遺構外出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物
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第335図 遺構外出土の土器（5)
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5 遺構外出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物
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5 遺構外出土遺物

遺構外出土土器（第331~337図、 PL 114~118) 
（単位： cm)

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等 備 考

1 胴～底部 ①良好 ②鈍い褐色 口径27 4。底径（9.7) 。高さ 30.5。口唇部は角頭状を呈す。厚体 黒浜式

深 鉢 ％欠損 ③繊維を含む R及び L の無節斜縄文を菱形状に施文。補修孔が 1 対残存する。 白倉 c 区37-60G

白倉c 区37-61G

2 口縁～胴 ①良好 ②褐色 口径17 6。口唇部は角頭状を呈す。胴下半部にのみ原体LRの単 黒浜式

深 鉢 部％残存 ③繊維を含む 節斜縄文を施す。外面が摩耗する。縄文施文は中央部を図化。 白倉c 区37-61G

3 胴～底部 ①良好 ②明褐色 底径11 1。原体RL単節斜縄文と 0 段多条LR単節斜縄文を菱形 黒浜式

深 鉢 ③繊維を含む 状に施文。輪積部の下にも縄文原体が確認できる。 白倉 C 区36-61G

4 胴部片 ①良好 ②褐色 半戟竹管状工具の内側を使用した連続爪形文。原体L の無節斜 有尾式系

深 鉢 ③繊維を含む 縄文を施す。 白倉C 区36-61G

5 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 半裁竹管状工具による細かな連続爪形文が巡る。 0 段多条RL及 黒浜式

深 鉢 ③繊維を含む びLRの 2 種類の単節斜縄文で菱形状に施文。 白倉C 区36-60G

6 口縁～胴 ①良好 ②褐色 口唇部が角頭状を呈し胴部が若干ふくらむ。 0 段多条RL及び 黒浜式

深 鉢 部％残存 ③繊維を含む LRの 2 種類の単節斜縄文で菱形状を施文。 白倉 c 区37-60G

7 口縁部片 ①良好 ②黄褐色 口径30.4。口縁部には短隆帯の貼付と円形刺突及び三角印刻を 十三菩提式併行期

深 鉢 ③石英を含む 施す。胴部は半戟竹管状工具による平行沈線で文様を描出し、 白倉 B 区29~53G

一部削り取る。

8 口縁～胴 ①良好 ②褐色 4 単位の波状口線を呈す。刻みを付した隆帯を貼付する。半戟 阿玉台 II 式

深 鉢 部％残存 ③金雲母粒を含む 竹管状工具による連続刺突や平行沈線を施す。 白倉B 区38-49G, 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 ペン先状の刺突を両側に付した隆帯で文様を描出。箆状工具に 勝坂 II 式

深 鉢 ③金雲母粒を少量含む よる沈線文や三叉文を施す。内面に炭化物が付着する。 白倉 B 区38-49G

10 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 口径 (26.5) 。口唇部が肥厚。半裁竹管状工具の内側による平行 勝坂式

深 鉢 ③雲母粒を含む 沈線を巡らせる。原体RLの単節斜縄文を施す。 白倉B 区34-53G

1 1 底部 ①良好 ②鈍い赤褐色 底径（11.2) 。断面三角の 2 本 1 組の隆帯が垂下。 勝坂式

深 鉢 ③片岩を含む 白倉B 区38-49G

12 胴部片 ①良好 ②黄褐色 低い隆帯及び凹線によって文様を描出する。頸部には棒状工具 加曽利E3 式

深 鉢 ③石英を含む による刺突が巡る。原体LRLの複節斜縄文を施す。 白倉B 区38-55G

13 口縁部片 ①良好 ②褐色 凹線及び隆帯で文様を描出する。 0 段多条RL単節斜縄文を施 加曽利E3 式

深 鉢 ③雲母粒を含む す。 白倉B 区38-53G

14 胴～底部 ①良好 ②鈍い褐色 底径9.0。棒状工具による沈線が垂下。原体RLの単節斜縄文を施 加曽利E3 式

深 鉢 ③黒雲母粒を含む す。 白倉 B 区37~52G

15 胴部片 ①良好 ②明黄褐色 凹線で文様を描出する。原体RLRの複節斜縄文を施す。 加曽利 E3 式

深 鉢 ③雲母粒を含む 白倉 B 区38~55G

16 把手 ①良好 ②灰黄色 外面は原体RLの単節斜縄文を施したのち、蕨手状の懸垂文。内 加曽利 E3 式

深 鉢 ③雲母粒を含む 面は刺突及び隆帯の貼付によって動物意匠を描出する。 白倉A 区100号住

17 口縁～底 ①良好 ②明赤褐色 口径（12.4) 。底径5.0。高さ 8 6。無文。口縁部が大きく外反す 堀之内 2 式か

深 鉢 部 ③石英を含む る。 白倉c 区185号土坑

18 底部 ①良好 ②鈍い褐色 底径7.9。無文。 後期前半

深 鉢 ③片岩を含む 白倉B 区34~53G

19 ロ縁部片 ①良好 ②黒褐色 波状口縁。口唇部が内轡する。楕円状に隆帯を貼付。棒状工具 黒浜式

深 鉢 ③繊維を含む により押し引き状の沈線を施す。 白倉C 区34-60G

20 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 波状口縁で口唇部が角頭状を呈す。口唇部には櫛歯状工具によ 有尾式系

深 鉢 ③繊維を含む る刺突文。半戟竹管状工具による連続爪形文と平行沈線で菱形 白倉 C 区36-61G

状の文様を描出。

21 口縁部片 ①良好 ②暗赤褐色 波状口縁で口唇部は角頭状を呈す。櫛歯状工具による刺突文が 有尾式系

深 鉢 ③繊維を含む 巡る。半戟竹管状工具による連続爪形文で菱形状に文様を描出 白倉C 区36-61G

する。

22 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 波状口縁を呈する。半戟竹管状工具による連続爪形文で菱形状 有尾式系

深 鉢 ③繊維を含む の文様を描出する。 白倉C 区44-72G

23 口縁部片 ①良好 ②鈍い褐色 波状口縁で口唇部が角頭状を呈す。半戟竹管状工具による連続 有尾式系

深 鉢 ③繊維を含む 爪形文で菱形状の文様を描出する。 白倉C 区36-60G

24 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 波状口縁で口唇部は角頭状を呈す。半戟竹管状工具による平行 有尾式系

深 鉢 ③繊維を含む 沈線文ののち、沈線間に刺突を施す。 白倉B 区35-57G

25 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄色 波状口縁を呈す。半戟竹管状工具による爪形文で曲線の文様を 有尾式系

深 鉢 ③繊維を含む 描出する。 白倉c 区37-61G

26 口縁部片 ①良好②黒褐色 波状口縁か。半戟竹管状工具による連続爪形文で曲線の文様を 有尾式系

深 鉢 ③繊維を含む 描出する。 白倉 C 区36-61G

27 口縁部片 ①良好 ②黄褐色 口縁部に突起を貼付。口唇部は角頭状を呈す。半戟竹管状工具 有尾式系

深 鉢 ③繊維を含む による連続爪形文。 白倉B 区35-57G
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III 縄文時代の遺構と遺物
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28 口縁部片 ①良好 ②鈍い橙色 口唇部が角頭状を呈す。半戟竹管工具による連続刺突文が巡る。 有尾式系
深 鉢 ③繊維を含む 同様のエ具による平行沈線文。 白倉c 区44-72G

29 口縁部片 ①良好 ②明褐色 口唇部が角頭状を呈する。半戟竹管状工具による平行沈線と連 有尾式系

深 鉢 ③繊維を多星に含む 続爪形文によって菱形構成の文様を描出する。 白倉B 区35-57G

30 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 口唇部が角頭状を呈す。半裁竹管状工具による連続爪形文と平 有尾式系

深 鉢 ③繊維を含む 行沈線文。 白倉 C 区30号住

31 ロ縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 半裁竹管状工具による連続爪形文を施す。 有尾式系
深 鉢 ③繊維を含む 白倉C 区34-60G

32 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 半戟竹管状工具による連続爪形文で文様を描出する。 有尾式系

深 鉢 ③繊維を多く含む 白倉C 区44-73G

33 口縁部片 ①良好 ②黒褐色 口唇部が角頭状を呈する。半戟竹管状工具による連続爪形文。 有尾式系

深 鉢 ③繊維を含む 原体LRの単節斜縄文を施す。 白倉C 区34~60G

34 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 波状口縁を呈す。口唇部は角頭状。 0 段多条RL単節斜縄文を施 有尾式系
深 鉢 ③繊維を含む したのち、棒状工具による平行沈線文。 白倉c 区44-71G

35 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 0 段多条RL単節斜縄文を施したのち、半裁竹管状工具による平 有尾式系

深 鉢 ③繊維を含む 行沈線を巡らせる。 白倉 c 区44-71G

36 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 0 段多条原体RLの単節斜縄文を施す。 黒浜式

深 鉢 ③繊維を含む 白倉 B 区35-57G

37 口縁部片 ①良好 ②赤褐色 原体LRの単節斜縄文と 0 段多条RL単節斜縄文で菱形状に施 黒浜式
深 鉢 ③繊維を含む 文。 白倉c 区36-60G

38 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 原体RLの単節斜縄文を施す。 黒浜式
深 鉢 ③繊維を含む 白倉C 区35号住

39 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 0 段多条RL単節斜縄文を施す。 黒浜式

深 鉢 ③繊維を含む 白倉C 区35号住

40 胴部片 ①良好 ②赤褐色 半戟竹管状工具による連続爪形文。 黒浜式
深 鉢 ③繊維を含む 白倉C 区72号住

41 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 円形竹管及び半戟竹管状工具による肋骨文。 諸磯 a 式

深 鉢 ③雲母粒を含む 白倉c 区30号住

42 胴部片 ①良好 ②赤褐色 半戟竹管状工具による連続爪形文を施す。胴部は 0 段多条RLの 諸磯 a 式

浅 鉢 ③石英を含む 単節斜縄文。 白倉c 区表採

43 胴部片 ①良好 ②鈍い黄色 原体不明の単節斜縄文を施したのち、刻みを付した薄い浮線文 諸磯 b （新）式

深 鉢 ③石英を含む を貼付する。 白倉A 区36号住

44 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 原体RLの単節斜縄文を施したのち、刻みを付した薄い浮線文を 諸磯 b （新）式

深 鉢 ③砂を含む 貼付する。 白倉A区35母住

45 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 原体LRの単節斜縄文を施したのち、矢羽根状の刻みを付した薄 諸磯 b （新）式

深 鉢 ③片岩を含む い浮線文を貼付する。 白倉A区36号住

46 胴部片 ①良好 ②明褐色 0 段多条RL単節斜縄文を施したのち、刻みを付した浮線文を貼 諸磯 b （新）式

深 鉢 ③片岩を含む 付する。 白倉B 区38-53G

47 胴部片 ①良好 ②明赤褐色 0 段多条RL単節斜縄文を施したのち、半戟竹管状工具による平 諸磯 b （新）式

深 鉢 ③片岩を含む 行沈線を巡らせる。 白倉A区36号住

48 胴部片 ①良好 ②明褐色 原体LRの単節斜縄文を施したのち、半戟竹管状工具による平行 諸磯 b （新）式

深 鉢 ③片岩を含む 沈線文を施す。 白倉 C 区35号住

49 胴部片 ①良好 ②黄褐色 原体RLの単節斜縄文を施したのち、半戟竹管状工具による平行 諸磯 b （新）式

深 鉢 ③片岩を含む 沈線を巡らせる。 白倉B 区89号住

50 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄色 半戟竹管状工具による集合沈線を施したのち、刻みを付したボ 諸磯 C 式

深 鉢 ③片岩を含む タン状の隆帯を貼付する。 白倉A区97号住

51 口縁部片 ①良好 ②淡黄色 口唇部は角頭状を呈する。半戟竹管状工具による平行沈線で文 諸磯 C 式
深 鉢 ③黒雲母粒を含む 様を描出する。 白倉A区97号住

52 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 断面三角の隆帯による楕円区画。隆帯に沿って複列の刺突を施 阿玉台 II 式

深 鉢 ③金雲母粒を多最に含む す。補修孔を残存する。 白倉 c 区72号住

53 口縁部片 ①良好 ②暗褐色 波状口縁。半戟竹管状工具による複列の刺突文が施される。 阿玉台 II 式

深 鉢 ③金雲母粒を多且に含む 白倉B 区86号住

54 胴部片 ①良好 ②暗褐色 断面三角の隆帯による楕円区画文。半戟竹管状工具による沈線 阿玉台］］式

深 鉢 ③金雲母粒を含む 及び複列の刺突文。 白倉B 区38-49G

55 胴部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 隆帯及び半戟竹管状工具による沈線で文様を描出。隆帯の交差 勝坂式終末期

深 鉢 ③雲母粒を含む する部分は、短隆帯を芯にする。 白倉 B 区38-49G

56 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 眼鏡状の把手。刻みを付した隆帯及び半戟竹管状工具による沈 勝坂式終末期

深 鉢 ③雲母粒を含む 線文。 白倉c 区表採

57 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 刻みを付した隆帯を貼付する。棒状工具による沈線文。 勝坂式終末期

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 白倉 B 区 5 号住

400 



5 遺構外出土遺物

番号 部位 ①焼成 ②色調 ③胎土 器形 文様の特徴等 備 考

58 口縁部片 ①良好 ②褐色 口唇部に幅広の隆帯を貼付する。原体LRの単節斜縄文を施す。 勝坂式終末期

深 鉢 ③金雲母粒を含む 白倉c 区34号住

59 胴部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 断面三角の曲隆線を貼付する。箆状工具による沈線。 勝坂式終末期

深 鉢 ③雲母粒を含む 白倉 C 区86号住

60 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 刻み及び玉抱き三叉文を付した隆帯を貼付する。半戟竹管状工 勝坂式 II 式

深 鉢 ③金雲母粒を含む 具及び刻み目で文様を描出する。 白倉c 区32号住

61 胴部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 刻みを付した隆帯を貼付する。沈線及び爪形文を貼付する。 勝坂式終末期

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 白倉 c 区44-71G

62 胴部片 ①良好 ②赤褐色 棒状工具による沈線文。刻みを付した隆帯を貼付する。 勝坂式終末期

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 白倉 C 区35号住

63 胴部片 ①良好 ②暗褐色 断面三角の隆帯が垂下。半戟竹管状工具による沈線で区画し、 勝坂式終末期

深 鉢 ③雲母粒を含む 内部に刺突を施す。 白倉B 区86号住

64 口縁部片 ①良好 ②明褐色 半戟竹管状工具による刺突文及び平行沈線を施す。 勝坂式終末期

深 鉢 ③片岩を含む 白倉C 区44-73G

65 胴部片 ①良好 ②鈍い橙色 爪形文を付した隆帯を巡らせる。棒状工具による沈線文。 勝坂式終末期 白倉

深 鉢 ③黒雲母粒を含む c 区 2 号方形周溝募

66 胴部片 ①良好 ②黒褐色 2 本 1 組の隆帯が巡る。棒状工具による沈線文。 勝坂式終末期

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 白倉B 区34-53G

67 胴部片 ①良好 ②鈍い赤褐色 背割り状の沈線及び櫛歯状工具による刻みを付した隆帯を貼 勝坂式終末期

深 鉢 ③片岩を含む 付。隆帯に沿って沈線を施し、短沈線及び三叉文を充填。 白倉B 区39-56G

68 ロ縁部片 ①良好 ②明褐色 口縁部に小突起を貼付。原体 L のより糸を施したのち、 2 本 1 勝坂式終末期

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 組の隆帯による渦巻文を貼付する。 白倉B 区39-56G

69 口縁部片 ①良好 ②黒褐色 原体 L のより糸を施したのち、背割り状の沈線を付した隆帯を 勝坂式終末期

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 貼付する。 白倉B 区25号住

70 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄色 凹線及び隆帯によって文様を描出する。原体RLの単節斜縄文を 勝坂式終末期 白倉

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 施す。 C 1 号方形周溝墓

71 底部片 ①良好 ②鈍い褐色 原体 L のより糸を施す。 勝坂式終末期

深 鉢 ③礫を少醤含む 白倉B 区56-57G

72 ロ縁部片 ①良好 ②明赤褐色 棒状工具による沈線及び隆帯によって文様を描出する。原体RL 加曽利E2 式か

深 鉢 ③黒雲母粒を含む の単節斜縄文を施す。 白倉C 区44-72G

73 口縁～胴 ①良好 ②褐色 口縁部は 2 本 1 組の隆帯で区画し、連結部に渦巻文を区画内に 加曽利E2 式

深 鉢 部片 ③黒雲母粒を含む 短沈線を充填。胴部は原体LRの単節斜縄文。 白倉 C 区44-72G

74 口縁部片 ①良好 ②黄灰色 隆帯と凹線によって文様を描出する。原体LRLの複節斜縄文を 加曽利 E 3 式

深 鉢 ③石英を含む 施す。 白倉 B 区39-56G

75 口縁部片 ①良好 ②黄褐色 低い隆帯及び凹線によって文様を描出する。原体RLの単節斜縄 加曽利 E 3 式

深 鉢 ③片岩を多旦に含む 文を施す。 白倉 B 区36-54G

76 口縁部片 ①良好 ②明黄褐色 波状口縁を呈す。口縁部は低い隆帯と凹線によって、胴部は棒 加曽利 E 3 式

深 鉢 ③片岩を含む 状工具による沈線で文様を描出する。原体LRの単節斜縄文を施 白倉 B 区38-53G

す。

77 口縁部片 ①良好 ②灰黄色 舌状の突起を貼付する。原体RLの単節斜縄文を施す。 加曽利 E 3 式

深 鉢 ③石英を含む 二次的に被熱する。 白倉 B 区 5 号住

78 口縁部片 ①良好 ②明赤褐色 隆帯及び凹線によって文様を描出する。櫛歯状工具による条線 加曽利E3 式曽利系

深 鉢 ③砂を含む を施す。 白倉 B 区201号土坑

79 胴部片 ①良好 ②鈍い黄橙色 棒状工具による沈線を垂下する。櫛歯状工具による条線を施す。 加曽利E3 式曽利系

深 鉢 ③雲母粒を含む 白倉c 区44-72G

80 胴部片 ①良好 ②鈍い黄色 棒状工具による沈線。原体RLの単節斜縄文を施す。 加曽利E3 式

深 鉢 ③雲母粒を含む 白倉B 区36-57G

81 胴部片 ①良好 ②鈍い黄色 棒状工具による沈線が垂下。原体LRの単節斜縄文を施す。 加曽利E3 式

深 鉢 ③砂を含む 白倉B 区36-52G

82 胴部片 ①良好 ②明黄褐色 棒状工具による沈線を垂下。原体RLの単節斜縄文を施す。 加曽利E3 式

深 鉢 ③片岩を含む 白倉A区99号住

83 胴部片 ①良好 ②鈍い褐色 両側に沈線を施し、背割状の沈線を付した隆帯を貼付。原体RL 勝坂式終末期 白倉

深 鉢 ③片岩を含む の単節斜縄文を施す。 C 区 1 号方形周溝墓

84 口縁部片 ①良好 ②灰黄褐色 棒状工具による沈線文。原体RLの単節斜縄文を施す。 加曽利 E 4 式

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 白倉A 区104号住

85 口縁部片 ①良好 ③鈍い黄橙色 断面三角の隆帯を巡らせたのち、原体LRの単節斜縄文を施す。 加曽利 E 4 式

深 鉢 ③石英を含む 白倉B 区38-54G

86 口縁部片 ①良好 ②灰黄色 断面三角の隆帯を巡らせたのち、原体 L の無節斜縄文を施す。 加曽利 E 4 式

深 鉢 ③片岩を含む 白倉 C 区72号住

87 口縁部片 ①良好 ②灰黄色 断面三角形の隆帯を巡らせたのち、原体 L の単節斜縄文を施す。 加曽利E4 式

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 白倉B 区179号土坑
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III 縄文時代の遺構と遺物

番号 部位 ①焼成 ②色調③胎土 器形 文様の特徴等 備 考

88 口縁部片 ①良好 ②暗褐色 口唇部が角頭状を呈す。棒状工具による沈線文。原体LRの単節 称名寺 I 式

深 鉢 ③雲母粒を含む 斜縄文を施す。 白倉 B 区19号土坑

89 口縁部片 ①良好 ②淡黄色 棒状工具による沈線ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。 称名寺 I 式

深 鉢 ③雲母粒を含む 白倉 B 区 7 号土坑

90 口縁部片 ①良好 ②橙色 口縁部に小突起を貼付する。棒状工具による沈線文。原体L の 称名寺［式

深 鉢 ③石英を含む 無節斜縄文を施す。外面に炭化物が付着する。 白倉 B 区 3 号土坑

91 口縁部片 ①良好 ②鈍い橙色 棒状工具による沈線文。原体LRの単節斜縄文を施す。 称名寺 I 式

深 鉢 ③雲母粒を含む 白倉B 区183号土坑

92 口縁部片 ①良好 ②黒褐色 波状口縁を呈し、波頂部より刻みを付した隆帯が垂下。口唇部 称名寺 I 式

深 鉢 ③石英を含む が強く内彎する。棒状工具による沈線文。原体LRの単節斜縄文。 白倉B 区 5 号住

内面に炭化物が付着する。隆帯剥落。

93 胴部片 ①良好 ②黒褐色 押捺を施した断面三角の隆帯が垂下。棒状工具による沈線文。 称名寺 I 式

深 鉢 ③黒雲母粒を含む 原体LRの単節斜縄文を施す。 白倉B 区 5 号住

94 胴部片 ①良好 ②灰黄褐色 棒状工具による沈線ののち、短沈線を充填。二次的に被熱。 称名寺 II式

深 鉢 ③片岩を含む 白倉B 区38-49G

95 口縁部片 ①良好 ②淡黄色 波状口縁を呈す。波頂部に隆帯を貼付する。棒状工具による刺 堀之内 1 式

浅 鉢 ③石英を含む 突と沈線文。 白倉 c 区39号住

96 口縁部片 ①良好 ②灰黄色 口縁に小突起を貼付。原体LRの単節斜縄文を施したのち、棒状 堀之内 1 式

深 鉢 ③石英を含む 工具による刺突及び沈線文。 白倉A区117号住

97 口縁部片 ①良好 ②黒褐色 外面は棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を施 堀之内 2 式

深 鉢 ③砂を含む す。内面は口縁部に刻みを付し、沈線を巡らせ、円形刺突を施 白倉 B 区25号住

す。

98 口縁部片 ①良好 ②暗褐色 棒状工具による沈線文ののち、原体LRの単節斜縄文を施す。 堀之内 2 式

深 鉢 ③礫を少量含む 白倉 B 区183号土坑

99 口縁部片 ①良好 ②灰褐色 棒状工具による刺突や沈線及び円環状の貼付文等によって文様 堀之内 2 式

注口上器か ③片岩を含む を描出する。 白倉 B 区86母住

100 口縁部片 ①良好 ②鈍い黄褐色 口縁部に円孔を巡らせる。 不明

深 鉢 ③砂を多量に含む 白倉c 区44-73G

101 胴部片 ①良好 ②黒褐色 環状を呈すると思われる隆帯を貼付する。 不明
匹士 か ③雲母粒を少量含む 白倉B 区88号住
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III 縄文時代の遺構と遺物
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遺構外出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物
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遺構外出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物
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5 遺構外出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物
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5 遺構外出土遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物
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III 縄文時代の遺構と遺物

遺構外出土石器

石

番号 1 長さ
<3.1 >

石

番号 長さ

1 く1. 7>

2 1. 7 

3 1.6 

4 1.6 

5 1. 7 

6 1.6 

7 1. 4 

8 2.0 , 1.5 

10 1.6 

11 2.0 

12 1.9 

13 1. 4 

14 1.8 

15 1.9 

16 1.8 

17 2.0 

18 2.1 

19 < l. 8>

20 < l. 4>

21 < l. 9>

22 く1. 9>

23 2.0 

24 1. 4 

25 2.0 

26 1. 9 

27 1.8 

28 1.8 

29 1.6 

30 2.1 

31 1.6 

32 1.2 

33 1 4 

34 1.5 

35 1 5 

36 1.8 

37 1 6 

38 <16 >

39 < l. 5>

40 1 9 

41 2.2 

42 2 3 

43 く2.3 〉

44 2.2 

45 2.2 

46 2 0 

47 2.4 

48 2 3 

49 2 5 

50 2 1 

51 2.5 

52 2 4 

444 

槍（第338図、 PL 119) 

厚さ I 重さ 石材幅

1.6 0.6 3.4 I チャート

鏃（第338~343図、 PL 119 • 120) 

幅 厚さ 重さ 石 材

く1 9 > 0.2 0 6 黒曜石

1 6 0.4 1 2 チャート

1.5 0.2 0.3 黒曜石

1.4 0.3 0.5 黒曜石

1.5 0.3 0.5 黒曜石

1.5 0.3 0 6 チャート

1.3 0.3 0.3 黒曜石

1.6 0.3 0.8 黒曜石

1.5 0.3 0.6 黒曜石

1.5 0 3 0.6 黒曜石

1.6 0.4 0. 7 黒曜石

1.4 0.4 0.7 黒曜石

1.5 0.2 0.4 黒曜石

1.2 0.5 0.4 チャート

1.3 0.3 0.5 チャート

1.1 0.3 0.6 黒曜石

1.3 0 7 0.6 黒曜石

1.5 0.2 0.4 黒曜石

く1. 4〉 0.9 0.7 黒曜石

1.3 0.6 0.5 黒曜石

く1. 3〉 0.8 0.7 黒曜石

く 1 3 > 0.2 0 4 黒色安山岩

1 3 0.4 1 1 黒曜石

1.0 0.3 0.5 黒曜石

1 6 0.3 0 7 黒曜石

1 4 0.3 0.6 チャート

1.2 0.3 0.6 黒曜石

1 2 0.4 0 6 チャート

1.3 0.3 0.6 チャート

1 2 0.4 0 8 チャート

1 0 0.2 0.4 黒曜石

1.3 0.4 0.8 黒曜石

1 3 0.4 0.8 黒曜石

1 2 0.3 0 3 黒曜石

1.5 0.4 0.6 チャート

1.0 0.3 0.4 黒曜石

1.3 0.3 0.4 チャート

<1.5> 0.3 0.7 黒曜石

1.0 0.2 0.4 黒曜石

1. 7 0.3 1.2 チャート

1.8 0.6 0.9 チャート

2.0 0.5 1.9 珪質頁岩

く2.1 〉 0.4 1.2 黒曜石

1.8 0.6 1. 7 黒曜石

1.5 0.4 1.0 チャート

1.3 0.8 1.1 チャート

1.6 0.6 2.0 黒色安山岩

1.8 0.4 1.1 黒曜石

1.9 0.4 1.0 黒色安山岩

1.3 0.3 0.7 黒曜石

1.8 0.4 0.9 黒曜石

1. 7 0.6 1.5 黒曜石

出土場所

白倉B 区54号住

出土場所

白倉C 区14号住

白倉 B 区31-33G

白倉 B 区31号住

白倉B 区38~53G

白倉 B 区21号住

天引 C 区55号住

白倉C 区35-37G

天引 C 区表採

白倉B 区95号住

白倉B 区33~30G

白倉 B 区25-44G

白倉B 区35-37G

白倉B 区14号住

白倉 B 区 7 号土坑

白倉B 区14号住

白倉B 区 4 号溝

白倉A 区表採

白倉B 区33-42G

天引 C 区90号住

白倉B 区26-53G

白倉B 区 7 号土坑

白倉 B 区34-34G

白倉 B 区31-38G

白倉B 区34~57G

白倉 B 区78号住

白倉 B 区34-38G

白倉 B 区表採

白倉C 区16号住

白倉 B 区33~36G

白倉 c 区38~76G

白倉 B 区38号住

白倉 C 区表採

白倉B 区谷27-54G

白倉B 区14号住

白倉 C 区13号住

白倉B 区16号住

白倉B 区20号住

白倉 C 区13号住

白倉 B 区183号土坑

天引 c 区112号住

白倉B 区30号住

白倉B 区29-35G

白倉 B 区31号住

白倉 B 区36号住

白倉c 区 3 号溝

白倉B 区表採

天引 C 区55号住

白倉B 区45号住

白倉B 区67号住

白倉 B 区41号住

天引 B 区98号住

白倉B 区37号住

備

先端欠損

備

返し欠損

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

先端欠損

返し欠損

先端欠損

返し欠損

返し欠損

未製品

未製品

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

先端と返しと茎部欠損

基部欠損

完形

完形

完形

返し欠損

未製品

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

完形

（単位： cm、g)

考

（単位： cm、g)

考



番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石 材

53 2.2 1. 4 0 3 0.5 黒曜石

54 2.0 1.6 0.4 0.6 黒曜石

55 2.1 1.6 0.5 1.3 黒曜石

56 2 4 1.8 0.7 2 3 黒曜石

57 2 4 1. 4 0.5 1.5 チャート

58 く1. 8〉 1.8 0.3 0.9 黒色安山岩

59 く2.5〉 <1.4> 0 4 0 7 黒曜石

60 <1. 7> 1.6 0.4 1.1 チャート

61 く 2.0〉 く1. 5〉 0.3 0. 7 チャート

62 く2 1> <l. O> 0 3 0 6 黒曜石

63 く2.0〉 <14 > 0.3 0.8 黒曜石

64 く2.0〉 く1. 3〉 0.3 0.5 チャート

65 く 1 6 > 1.3 0 4 0 5 珪質頁岩

66 2 1 1.6 0.4 1.2 黒色安山岩

67 2.0 1.3 0.3 0.7 チャート

68 2.0 1. 7 0.7 2.0 チャート

69 2 4 1.9 0 9 2.8 チャート

70 2.3 1.4 0.4 0.8 チャート

71 2 1 1.6 0 4 0.8 黒曜石

72 2.3 1.6 0.4 0.8 黒曜石

73 2.2 1.6 0.4 1.1 黒曜石

74 2.1 1.4 0.4 1.0 黒曜石

75 く 1 8 > 1.3 0 4 0 8 黒曜石

76 1.8 1.4 0.5 0.8 黒曜石

77 2 2 1.3 0 4 0.8 チャート

78 2.0 1 0 0 5 0 9 チャート

79 2.4 1.6 0.5 1.8 黒色安山岩

80 2.3 1. 4 0.4 1.0 黒曜石

81 2.6 1.5 0.5 1.1 黒曜石

82 く 2.0〉 く1. 4 〉 0.3 0.4 黒色頁岩

83 く1. 5〉 1.3 0 4 0 5 黒曜石

84 く1. 6〉 < l. 3> 0 4 0.5 黒曜石

85 く 1 3 > く1. 2 〉 0 2 0 2 黒色安山岩

86 く1. 7> <l l > 0 4 0 5 黒曜石

87 く 2.1 〉 く 1 2 > 0.4 0. 7 黒曜石

88 2.7 2.5 0.8 4.0 黒色安山岩

89 3.1 2.2 0.4 1.8 黒色安山岩

90 く2.2 〉 2.5 0.5 2.0 黒色安山岩

91 く2.6〉 く1. 7> 0.8 1. 9 黒曜石

92 く3.4 〉 2.7 0.5 4.0 黒曜石

93 < l. 6> 2.1 0.3 0.9 黒曜石

94 く 2.5〉 く 1 6 > 0.4 1.2 黒曜石

95 く2.6〉 く 1 9 > 0.3 1.0 黒色安山岩

96 2.5 1.8 0.4 1.2 チャート

97 く 2.7〉 1.6 0 5 1 2 チャート

98 く 2.1 〉 1 6 0.4 1.3 珪質頁岩

99 く2.7〉 2.4 0.3 2.3 黒曜石

100 3.1 1 6 0.6 2.0 赤色珪質岩

101 4.4 1 6 0. 7 4.3 珪質頁岩

102 3.3 1.3 0.5 1.5 黒色頁岩

103 く2.3) く1. 6〉 0.2 0.6 黒曜石

104 く3.2〉 く1. 7> 0.3 1.0 黒曜石

105 1 9 1. 4 0.3 0.4 黒曜石

106 く 1 6 > < l. 4> 0.3 0.5 黒曜石

107 < l. 2 > < l. 0> 0.2 0.3 黒曜石

108 く2 1> 1.5 0.5 1.3 黒曜石

ピエスエスキーユ（第344図、 PL 121) 

番号 1 長さ
2.7 

幅

2.3 

厚さ I 重さ 石材

1.0 5.4 I チャート

5 遺構外出土遺物

出土場所 備 考

白倉c 区表採 完形

白倉B 区36号住 完形

白倉B 区 6 号溝 完形

天引 c 区51-42G 完形

/ 天引 C 区70号住 完形

白倉B 区32~43G 先端欠損

白倉C 区表採 返し欠損

白倉B 区27-52G 先端欠損

白倉B 区27-52G 返し欠損

白倉A区35-27G 返し欠損

天引64号住 返し欠損

白倉 C 区46号住 先端と返しを欠損

白倉c 区57号住 先端欠損

白倉B 区25-32G 完形

白倉B 区26-35G 完形

白倉B 区37-52G 完形

白倉B 区32-44G 完形

白倉B 区33-43G 完形

白倉B 区20号住 完形

白倉B 区20-30G 完形

白倉B 区12号住 完形

白倉B 区34-42G 完形

天引 C 区36-46G 先端欠損

白倉C 区表採 未製品

白倉B 区 3 号住 完形

白倉C 区 5 号土坑 完形

天引 C 区138号住 完形

白倉 B 区14号住 返し欠損

白倉C 区15号住 完形

白倉 C 区 5 号土坑 先端欠損

天引 B 区表採 某部欠損

白倉C 区 7 号土坑 先端と返しを欠損

白倉B 区28~48G 基部欠損

白倉c 区38号住 基部欠損

白倉 c 区81号土坑 先端と返しを欠損

白倉 B 区谷27-55G 完形

白倉 B 区28号住 完形

白倉 B 区 8 号溝 先端欠損

白倉A区28号住 先端と返しを欠損

白倉C 区表採 先端欠損

白倉c 区表採 先端欠損

白倉c 区38-75G 先端と返しを欠損

白倉 B 区 6 号溝 先端と返しを欠損

白倉 C 区 7 号住 完形

白倉B 区 7 号溝 返し欠損

白倉B 区谷 l フク土 先端欠損

白倉 C 区83号住 先端欠損基部を中心に擦痕

白倉B 区52号住 完形

白倉 B 区28-44G 完形

天引 C 区65号住 完形

白倉 B 区36-56G 基部欠損

白倉B 区58号住 返し欠損

白倉B 区32号住 返し欠損

白倉B 区30号住 先端と返しを欠損

白倉B 区36号住 基部欠損

白倉B 区29号住 先端と返しを欠損

白：ふ:E 所 1 完形備
（単位： cm、g)

考
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III 縄文時代の遺構と遺物

石 錐（第345図、 PL 121) 
（単位： cm、g)

番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石 材 出土場所 備 考

1 5.1 2.0 1.1 5.2 黒色安山岩 白倉c 区42号住 先端欠損

2 2.2 1 6 0.9 1.9 黒曜石 白倉 B 区 7 号溝 完形

3 2.8 1. 7 0.5 1.3 赤色珪質岩 白倉 B 区 9 号住 完形

4 3.6 1. 9 0.7 4.1 珪質頁岩 白倉c 区表採 完形

5 2.3 0.5 0.4 0 3 黒曜石 白倉 B 区31号住 つまみ部欠損

6 1.6 0.9 0.4 0.4 黒曜石 白倉 B 区表採 完形

7 3.0 1 5 1.0 3.1 チャート 白倉B 区39号住 完形

8 2.1 1 8 0.6 1.4 黒曜石 白倉 B 区58号住 完形, 2.2 1.5 0.4 1.1 チャート 白倉B 区29号住 完形

10 2.3 1.2 0.6 1.2 黒曜石 白倉c 区44-71G 完形

11 2.5 1 5 0.6 2.2 黒曜石 白倉A区33-26G 完形一部に使用痕

石 匙（第346 • 347図、 PL 121) 
（単位： cm、g)

番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石 材 出土場所 備 考

1 8.2 2.8 0.7 19.0 チャート 白倉C 区22号土坑 完形

2 6.9 4.5 0.8 20.0 硬質泥岩 白倉c 区13号住 完形

3 4.8 2 7 0.4 5.0 珪質頁岩 白倉B 区36号住 完形

4 5.3 3.6 0.6 18.0 硬質泥岩 白倉C 区15号住 完形

5 7.1 3 7 0.9 20.0 珪質頁岩 白倉B 区33-57G 完形

6 3.9 6 3 0.7 22.0 珪質頁岩 白倉B 区32-57G 完形

7 3.2 6.1 1.0 20.0 チャート 白倉c 区表採 完形

8 1.0 3.2 4.0 2.0 硬質泥岩 白倉 B 区47号住 完形, 1.8 5.7 0.7 6.0 黒色安山岩 白倉 B 区10号住 完形

10 5.2 5.4 0.9 5.1 硬質頁岩 白倉A区表採

11 4 2 6.5 1.1 19.0 珪質頁岩 白倉C 区209号土坑 完形

12 4.5 く9.5〉 1.. 3 40.0 黒色頁岩 白倉 C 区13号住 一部欠損

13 2.9 4.1 0.9 12.0 赤色珪質岩 白倉c 区12号住 完形

14 3.0 く 3. 7> 1.0 10.0 チャート 白倉B 区54号住 一部欠損

15 6.2 4.7 1.2 39.0 珪質頁岩 白倉 B 区10号住 完形

16 6.2 4.3 1.4 29.0 硬質泥岩 白倉c 区表採 完形

打製石斧（第348~353図、 PL 122~124) 
（単位： cm、g)

番号~ 長さ 幅 厚さ 重さ 石 材 出土場所 備 考

1 10.5 4.1 2.5 114.0 珪質頁岩 白倉c 区25号住 完形刃部に使用痕

2 10 0 4.4 1 5 83.0 珪質頁岩 白倉 B 区20号住 完形

3 10.2 5.2 1.1 79.0 頁岩 白倉B 区38-53G 完形、二次的に被熱

4 16.1 4.4 1.5 102.0 珪質頁岩 白倉 B 区57号住 完形

5 12.5 4.4 2 3 165.0 緑色片岩 天引 c 区47-38G 完形

6 11. 7 6.6 2.0 158.0 粗粒安山岩 白倉B 区65号住 完形

7 11.6 5.2 1.5 195.0 硬質泥岩 白倉C 区15号住 完形

8 12.4 5 1 1. 4 125.0 粗粒安山岩 天引 c 区43-50G 完形刃部に使用痕, 11. 3 5.1 2.5 149.0 硬質泥岩 白倉C 区表採 完形

10 11. 6 6 6 2.8 243.0 硬質泥岩 天引 C 区39-38G 完形

11 く 10. 7> 6 7 1.3 152.0 粗粒安山岩 白倉 B 区 6 号住 基部欠損 刃部に使用痕

12 く 1 1. 1 〉 6.1 1. 7 146.0 粗粒安山岩 白倉 B 区37-52G 基部欠損

13 く 10. 4> 5.0 2.0 115.0 細粒安山岩 白倉 B 区10号住 基部欠損 刃部に使用痕

14 8.5 5.1 1.5 74.0 硬質泥岩 白倉C 区56号住 基部欠損 刃部に使用痕

15 14.8 5 6 2.2 190.0 粗粒安山岩 白倉C 区 4 号住 完形刃部に使用痕

16 <10. 7> 5.0 1.9 115.0 硬質泥岩 白倉B 区38-54G 刃部欠損 刃部に使用痕

17 く 10.3〉 5 4 2--.9 191. 0 粗粒安山岩 白倉 B 区39~56G 刃部欠損

18 9.8 4 4 2.3 91.0 硬質泥岩 白倉B 区30-56G 完形刃部に使用痕

19 10.5 4.1 1.0 60.0 珪質頁岩 白倉 B 区30-34G 完形刃部に使用痕

20 10. 7 4 8 2.0 116.0 硬質泥岩 白倉 B 区47号住 完形一部に使用痕

21 10.6 5.6 2.0 111.0 硬質泥岩 白倉 B 区10号住 完形 刃部を中心に使用痕

22 14.8 6.8 1. 9 226.0 珪質頁岩 白倉 B 区 4 号溝 完形

23 く8.0〉 5.8 2.8 96.0 硬質泥岩 白倉 B 区28~33G 基部欠損

24 く9. 7> 5 8 1.5 95.0 珪質頁岩 白倉 B 区27-53G 基部欠損一部に使用痕
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5 遺構外出土遺物

番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石 材 出土場所 備 考

25 く 10.1 〉 5.3 1.8 93.0 珪質頁岩 白倉 B 区38-54G 基部欠損、二次的に被熱

26 く 10.2 〉 5.4 1.2 85.0 緑色片岩 白倉 B 区32~30G 基部欠損

27 く 12 5 > く 6.2〉 1.8 154.0 粗粒安山岩 白倉 B 区54号住 刃部欠損

28 9 3 6.2 2.6 100.0 珪質頁岩 白倉B 区12号住 未製品か

29 く 13.2〉 く 5.9〉 2.4 206.0 硬質泥岩 白倉B 区38-55G 刃部欠損

30 9.6 6.6 1 6 113.0 硬質泥岩 白倉B 区38~59G 完形

31 9 5 7.1 2.7 184.0 硬質泥岩 白倉C 区65号住 完形

32 10. 7 9.3 2.7 217.0 硬質泥岩 白倉B 区38-54G 完形

33 11. 2 6.0 1.8 125.0 硬質泥岩 白倉B 区44号住 完形

34 12.1 6.8 2 0 155.0 粗粒安山岩 白倉 B 区27-54G 完形

35 13.0 6.8 3 0 299.0 砂岩 天引 C 区47-45G 完形刃部に使用痕

36 16.6 6.8 3.7 428.0 硬質泥岩 白倉B 区29号住 完形

37 く9.0〉 6.2 2.7 190.0 硬質泥岩 白倉 B 区38-53G 基部欠損

38 8 4 5 2 2.0 123.0 珪質頁岩 白倉B 区37-54G 完形

39 9 0 6.6 2.4 122.0 珪質頁岩 白倉 B 区 7 号溝 完形

40 9.0 5 5 1.1 58.0 硬質泥岩 白倉B 区27-52G 完形刃部と袂部に擦痕

41 10.1 5.6 0.9 62.0 雲母石英片岩 白倉 B 区27-53G 完形

42 8.4 8.5 2.2 179.0 硬質泥岩 白倉 B 区37~53G 完形

43 9.1 8 2 3.0 135 0 硬質泥岩 白倉B 区17号住 完形

44 11 2 5 2 3.4 215 0 硬質泥岩 白倉B 区56号住 完形峡部に敲打痕

45 10.1 6.3 1.3 92.0 珪質頁岩 白倉 B 区80号住 完形刃部に使用痕

46 11.2 く 7.2 〉 2.3 250 0 硬質泥岩 白倉B 区30-32G 一部欠損袂部を中心に擦痕

47 11 5 8 1 3.2 310.0 変玄武岩 白倉B 区35-52G 完形 刃部を中心に擦痕

48 12.3 8.0 4.0 311.0 硬質泥岩 白倉 B 区54号住 完形

49 14.3 7.3 2.9 372.0 硬質泥岩 白倉B 区29号住 完形

50 13.5 9.1 3.4 387.0 硬質泥岩 白倉C 区58号住 完形刃部と訣部に擦痕

51 11. 6 8.6 4.5 400.0 硬質泥岩 白倉 B 区45号住 完形刃部に使用痕

52 14.1 6.5 3 7 315.0 硬質泥岩 白倉B 区10号住 完形

53 10.1 6.9 2.0 144.0 珪質頁岩 白倉 B 区45号住 完形

54 く 7.6〉 く 5.1 〉 1.9 66.0 硬質泥岩 白倉 B 区33-39G 刃部欠損

使用痕や加工痕のある石器（第354~359図、 PL 124 • 125) 
（単位： cm、g)

番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石 材 出土場所 備 考

1 2.5 1.2 3.5 0.7 黒曜石 白倉 B 区38号住 完形

2 2.6 1. 2 0 4 1.0 黒曜石 白倉A区33号住 完形

3 2.8 1.1 0.4 1.0 黒曜石 白倉A区表採 完形

4 1.1 2 2 0.3 0.5 黒曜石 白倉 B 区36-52G 完形

5 1.6 1.5 0.4 0.8 黒曜石 白倉B 区54号住 完形

6 1 9 1 6 0.4 1 0 黒曜石 白倉A 区表採 完形

7 1.6 2.1 0 5 1.6 黒曜石 白倉 B 区 8 号溝 完形

8 1.8 1.5 0.5 1.2 黒曜石 白倉C 区39-74G 完形, 1.8 2.0 0 4 1. 2 黒曜石 白倉 B 区58号住 完形

10 1. 4 2.3 0.8 2.5 黒曜石 白倉c 区38~63G 完形

11 2.6 1.6 0.7 1 7 黒曜石 白倉c 区12号住 完形

12 2.4 2.0 0.8 2.9 黒曜石 白倉A区 完形

13 1. 7 2.7 0.6 2.2 黒曜石 白倉B 区38~53G 完形

14 2.0 2 3 0.5 2 1 黒曜石 白倉B 区30-32G 完形

15 2.1 2 4 1.0 3 0 黒曜石 白倉B 区29-34G 完形

16 2 2 2 1 0.5 1. 9 黒曜石 白倉C 区 9 号住 完形

17 2.4 1.8 0.9 2 1 黒曜石 白倉B 区31号住 完形

18 1. 9 2.6 0.5 1 4 黒曜石 白倉B 区13号住 完形

19 3.5 1 6 0.8 3.2 黒曜石 白倉A区29-14G 完形

20 1. 7 2.8 0.6 2 9 黒曜石 白倉c 区36号住 完形

21 2 6 3 2 0.8 4 8 黒曜石 白倉B 区28-54G 完形

22 3.2 2 9 0.7 4.5 黒曜石 白倉 B 区28~36G 完形 スクレイパーか

23 3.2 2.4 0.7 4.7 黒色安山岩 白倉 B 区58号住 完形 1/ 

24 4 1 3.4 0.8 13.0 黒色安山岩 白倉 B 区51号住 完形 II 

25 3 1 6 1 1 2 19.0 珪質凝灰岩 白倉 B 区38-57G 完形 II 

26 2.7 6.5 0.5 9.0 黒色頁岩 白倉 B 区34-57G 完形 II 

27 3 2 5.1 1.0 14. 0 硬質泥岩 白倉 B 区36-57G 完形 II 
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III 縄文時代の遺構と遺物

番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石 材

28 5.4 5.2 1.0 22.0 硬質泥岩

29 5.7 4.0 1.2 19.0 硬質泥岩

30 5 2 5.9 1.0 32.0 硬質泥岩

31 4.2 5.5 0.9 24.0 珪質頁岩

32 3.7 7.0 1.1 25.0 硬質泥岩

33 3 3 6 5 8.0 15.0 珪質頁岩

34 5 7 6 2 1.0 41.0 硬質泥岩

35 4.4 6.4 1.6 55.0 硬質泥岩

36 5 6 5.3 0.9 30.0 硬質泥岩

37 5 3 6 4 1.5 53.0 硬質泥岩

38 5.6 6.6 2.2 55.0 硬質泥岩

39 6 4 6.3 1.8 54.0 硬質泥岩

40 7 3 7 2 1.3 75.0 硬質泥岩

41 6.3 8.0 2.4 89 0 硬質泥岩

42 8 4 7.9 1.8 70.0 硬質泥岩

43 5 7 9.3 1.2 70.0 硬質泥岩

44 6 8 8 3 1.1 70.0 硬質泥岩

45 7.0 8.3 2.4 171. 0 硬質泥岩

46 5 1 9.1 2.8 117.0 硬質泥岩

47 7 5 10.4 1.6 130 0 黒色安山岩

48 6.6 9.5 1.5 86 0 硬質泥岩

49 9.5 6.7 2.0 78.0 珪質頁岩

50 9.3 5.0 2.5 96 0 硬質泥岩

51 9.3 5.3 2.7 141.0 硬質泥岩

52 10.7 6.0 2.1 155.0 硬質泥岩

53 9.7 7.4 3.2 192 0 硬質泥岩

54 9.8 7.1 1.5 80.0 硬質泥岩

55 8.5 10.8 1. 9 106.0 緑色片岩

56 10.0 11. 4 2.0 222.0 硬質泥岩

57 7. 7 8.9 2 1 165.0 硬質泥岩

58 14.5 7.6 2.2 354.0 黒色片岩

59 16.2 9.1 5.1 602.0 硬質泥岩

訣状耳飾（第360図、 PL 126) 

厚さ I 重さ 石材番号 1 長さ
2.7 

幅

1. 7 0.5 3.5 I 葉ろう石？

特殊石器（第361図、 PL 126) 

番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石 材

1 6.1 2.9 0.9 17.6 泥岩

2 6.4 0.9 0.8 5 0 緑色片岩

3 5.6 1.0 1.0 8.2 緑色片岩

4 4.2 0.5 0 5 2.0 滑石又は葉ろう石

5 3.2 1.1 1 0 3.1 牛伏砂岩

6 く2.4 〉 く3.4 〉 0 9 8.1 蛇紋岩

石 錐（第362~365図、 PL 126 • 127) 

番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石 材

1 5 6 3.1 1.1 25.0 珪質頁岩

2 4 0 4 0 1.9 49 0 砂岩

3 6.4 4.2 1. 4 56 0 変質安山岩

4 8 2 3 9 1. 2 67.0 緑色片岩

5 6 5 4 6 1.2 55 0 緑色片岩

6 5.2 く 3.2> 0.7 20.0 緑色片岩

7 4 0 3 0 1.3 23 0 黒色片岩

8 4 5 3 0 1.1 21 0 緑色片岩, 5.3 3.0 1.5 38.0 変玄武岩

10 5 1 3 5 1.3 30 0 砂岩
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出土場所 備

白倉c 区10号住 完形 スクレイパーか

白倉B 区36-56G 完形 II 

白倉 B 区36-56G 完形 II 

白倉B 区31~38G 完形 II 

白倉B 区30-36G 完形 II 

白倉 B 区10号住 完形 II 

白倉 B 区33-56G 完形 II 

天引 B 区39-58G 完形 II 

白倉C 区表採 完形 II 

白倉C 区19号住 完形 II 

白倉 c 区16号住 完形 II 

白倉 B 区36-57G 完形 II 

白倉B 区30-44G 完形 II 

白倉B 区36-56G 完形 II 

白倉B 区35-57G 完形 II 

白倉c 区66号住 完形 II 

天引A区21-12G 完形 }} 

白倉 C 区46号住 完形 II 

白倉c 区18号住 完形 II 

白倉B 区27-51G 完形 II 

白倉 c 区60号住 完形 II 

白倉c 区18号住 完形 II 

白倉c 区46号住 完形 II 

白倉C 区88号住 完形 II 

白倉c 区28号住 完形 II 

白倉C 区62号住 完形 II 

白倉B 区17号住 完形 II 

白倉B 区54号住 完形 II 

白倉C 区60号住 完形 II 

天引 A区22-15G 完形 II 

白倉 C 区77号住 完形側縁に敲打痕

白倉c 区13号住 完形一部に擦痕

白倉出c 乙。：王所 1 ½残存備

出土場所 備

白倉B 区38-54G 完形 ミニチュアの石皿か

白倉 B 区179号土坑 完形 ミニチュアの石棒か

白倉B 区10号住 完形 ミニチュアの石棒か

白倉 B 区25-41G 完形 ミニチュアの石棒か

白倉 B 区32号住 完形 ミニチュアの石棒か

天引 c 区64号住 破片

出土場所 備

白倉B 区29号住 完形

白倉 B 区36~52G 完形

白倉 B 区30号住 完形

白倉 B 区38-53G 完形（未製品）

白倉 B 区14号住 未製品か

白倉 B 区14号住 ％残存

白倉 B 区54号住 完形

天引 c 区表採 完形

白倉 B 区57号住 一部欠損

白倉 B 区54号住 完形

考

（単位： cm、g)

考

（単位： cm、g)

考

（単位： cm、g)

考



5 遺構外出土遺物

番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石 材 出土場所 備 考

11 5 6 3.3 1 4 34.0 緑色片岩 白倉 B 区表土 完形

12 5.4 4.0 1 8 45.0 硬質泥岩 白倉 B 区20号住 一部欠損

13 5 4 3.3 1 6 35.0 緑色片岩 白倉 B 区22号住 完形

14 6.4 3. 7 1.2 50.0 黒色片岩 白倉A区76号土坑 完形

15 6. 7 3.2 0 9 37.0 砂岩 白倉B 区58号住 一部欠損

16 7.1 3.3 1 3 48.0 安山岩質凝灰岩 白倉B 区45号住 完形

17 7.6 3.4 1.3 47.0 雲母石英片岩 白倉B 区33-35G 完形

18 6. 7 4.9 1.5 61.0 粗粒安山岩 白倉B 区 4 号溝 完形

19 5.7 4.1 1.2 48.0 緑色片岩 白倉 B 区21号住 完形

20 く8.7〉 く 3.0 〉 1.5 46.0 緑色片岩 白倉B 区225号土坑 約％欠損

21 2.8 2.3 0.8 8.0 珪質頁岩 白倉B 区17号住 完形

22 3.0 2.7 1.2 12 0 硬質泥岩？ 白倉B 区58号住 完形

23 3.5 2.2 0.8 10.0 変玄武岩 白倉 B 区52号住 一部欠損

24 4.2 2.4 1. 2 17.0 緑色片岩 白倉B 区36-36G 完形

25 3.6 2.8 1.0 17.0 緑色片岩 白倉B 区18号住 完形

26 4.6 2.5 1 0 23.0 緑色片岩 白倉B 区12号住 完形

27 4.3 1. 9 1.0 15.0 緑色片岩 白倉B 区28-40G 完形

28 4.5 3.2 0 7 17.0 緑色片岩 白倉B 区30号住 一部欠損

29 < 2.1 > 2.7 1 0 8.0 硬質泥岩 白倉B 区58号住 約％欠損

30 3 3 3.5 2.0 28.0 粗粒安山岩 白倉B 区 7 号溝 完形

31 5.1 2.6 1.4 26.1 緑色片岩 白倉 B 区30号住 一部欠損

32 4 8 2.4 0.8 11. 0 緑色片岩 白倉 B 区58号住 約％欠損

33 4.7 3.8 1.1 37.0 緑色片岩 白倉B 区54号住 完形

34 5.9 2.5 1 3 26.0 緑色片岩 白倉B 区30号住 完形

35 5.2 3.4 1 3 45.0 緑色片岩 白倉B 区30-40G 完形

36 6.6 3.6 1. 7 40.0 変玄武岩 白倉 B 区18号住 完形

37 く 5.9 〉 3.3 1. 2 40 0 緑色片岩 白倉B 区35-35G 約％欠損

磨製石斧（第366~370図、 PL 127 • 128) 
（単位： cm、g)

番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石 材 出土場所 備 考

1 3.5 1.1 0.6 5.0 変玄武岩 白倉B 区238号土坑 完形製作時の擦痕

2 4.3 1.2 0 7 8.0 蛇紋岩 白倉C 区48号住 完形製作時の擦痕

3 く2.2 〉 1.3 0.4 2.0 変質蛇紋岩 白倉B 区溝 刃部と基部を欠損する。

4 4.6 2.6 0.9 22.0 変質蛇紋岩 白倉C 区22号土坑 完形

5 4.9 2.3 0.9 12.0 変質蛇紋岩 白倉B 区表採 完形

6 5.3 2.7 1. 2 25 0 変玄武岩 白倉A区76号土坑 完形

7 6.0 2.8 1.1 24.0 変質蛇紋岩 白倉c 区 4 号住 完形

8 く2.6〉 く 2.7〉 1.9 12 0 変玄武岩 白倉B 区10号住 刃部欠損 一部に製作時の敲打痕, 6.1 3.1 1. 4 47 0 変玄武岩 白倉B 区57号住 完形

10 6.2 4.1 2.8 118 0 硬質泥岩 白倉B 区 7 号溝 完形 刃部を除き全面に敲打痕

11 く5.6〉 3.1 2.8 74.0 変はんれい岩 白倉B 区38-54G 刃部欠損

12 4.8 4.0 2.2 75.0 はんれい岩 白倉B 区30-36G 完形

13 く6.0 〉 く3.5〉 2 3 56.0 珪質頁岩 白倉B 区83号住 刃部欠損 一部に製作時の擦痕と敲打痕

14 く5.5〉 く3.1 〉 3 0 69.0 はんれい岩 白倉B 区30-36G 刃部と基部を欠損

15 く5.4 〉 く4.8〉 2.6 74.0 はんれい岩 白倉B 区95号住 刃部欠損

16 <5.8 > く4.2 〉 3.0 138 0 変玄武岩 天引 c 区表採 刃部欠損全面に敲打痕

17 6.9 4.3 2.8 135.0 変玄武岩 白倉B 区 1 号土坑 完形基部に欠損後、敲打痕

18 5.2 4.3 1. 7 83 0 珪質頁岩 白倉A区29-15G 完形欠損後に再調整

19 く7.2〉 5.0 く 4.3〉 234.0 変輝緑岩 白倉B 区28~36G 刃部欠損 製作時の擦痕と敲打痕

20 く7.5〉 5 3 2.7 232 0 変輝緑岩 白倉B 区27-52G 基部欠損製作途中に欠損か

21 く4.9〉 く6 6> 3.8 181.0 はんれい岩 白倉B 区30-36G 刃部欠損 一部に製作時の敲打痕

22 7. 7 5.0 2.3 162.0 変玄武岩 白倉 B 区29号住 完形未製品か

23 く6. 7> 5.4 1 7 115.0 変輝緑岩 白倉A 区 1 号溝 刃部と基部を欠損

24 く8.4 〉 5.0 2. 7 177.0 変輝緑岩 白倉 B 区50号土坑 基部欠損 製作途中に欠損か

25 7.6 5.4 2 1 134.0 硬質泥岩 白倉 B 区37-59G 完形未製品か

26 く8.0 〉 4.4 2.9 153.0 変玄武岩 白倉C 区38-62G 刃部欠損 基部に製作時の敲打痕

27 く8.7〉 く5.1 〉 3.0 208.0 変玄武岩 白倉B 区26-51G 刃部欠損 部分的に製作時の敲打痕

28 9.4 5.0 2.7 202.0 変玄武岩 白倉B 区34-57G 完形基部欠損後、再調整

29 8 8 6.3 2.0 190.0 変輝緑岩 白倉 B 区61号住 完形欠損後、再調整か

30 く8.5〉 <4.6 > 2.9 182 0 粗粒安山岩 白倉B 区 7 号溝 刃部欠損
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III 縄文時代の遺構と遺物

番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石 材 出土場所 備 考

31 9.9 4.6 2 6 162.0 変玄武岩 白倉c 区62号住 完形欠損後に再調整

32 <8.4 > 5.7 3 5 290.0 変輝緑岩 白倉A区20号住 基部欠損

33 10. 7 4.9 3.1 172.0 変玄武岩 白倉C 区38号住 完形欠損後に再調整

34 10.6 4.5 3 3 261.0 変玄武岩 白倉C 区39-77G 完形一部に製作時の敲打痕

35 <11.2> く5.2 〉 2 3 182.0 緑色片岩 白倉C 区表採 刃部欠損 一部に製作時の擦痕

36 <9.4 > く6.1 〉 3.9 313.0 変玄武岩 白倉C 区西取り付け 刃部欠損

37 <10.5> く2.7〉 2 7 97.0 変玄武岩 白倉B 区25~30G 刃部と基部を欠損 製作時の擦痕

38 <10.8> 4.6 2.9 199.0 変玄武岩 白倉C 区62号住 刃部欠損

39 く 10.2 〉 5 0 3. 7 304.0 変玄武岩 白倉C 区 5 号住 刃部と基部を欠損 製作時の擦痕

40 く9.7〉 7.6 4.6 471.0 変玄武岩 白倉B 区 5 号溝 基部欠損未製品か

41 く9.0 〉 7.5 3.4 449.0 変輝緑岩 白倉B 区19号住 刃部と基部を欠損 未製品か

42 く 12.7〉 6 5 4.2 571.0 はんれい岩 白倉B 区49号住 刃部欠損 一部に製作時の敲打痕

43 く 10.4〉 <6 5> 5.0 627.0 変玄武岩 白倉B 区59号住 刃部欠損未製品か

44 く 10.9〉 く1. 9> 1.6 43.0 緑色片岩 白倉B 区 1 区 刃部と基部を欠損 製作時の擦痕

45 く 1 1. 3〉 6 2 2.8 350.0 ひん岩 白倉B 区27-53G 基部欠損裏面剥離痕

46 く13 7> 5 0 2.9 266.0 緑色片岩 白倉B 区34-56G 刃部欠損 製作時の敲打痕と擦痕

47 く 14.8〉 5.5 2.1 217.0 変玄武岩 白倉C 区36-61G 基部欠損

48 15 7 4 7 2.3 265.0 変玄武岩 白倉C 区18号住 完形製作時の敲打痕と擦痕

49 く14 9> く6 3> 4.3 665.0 変輝緑岩 白倉c 区44~73G 刃部欠損 欠損後に磨石として使用か

磨石・凹み石（第371~375図、 PL 129 • 130) （単位： cm、g)

番号 長さ 幅 厚さ 重さ 石 材 出土場所 備 考

1 5.7 3.9 3 4 80.0 デイサイト 白倉B 区33~57G 完形二次的に被熱

2 5.7 4.6 3.0 90.0 粗粒安山岩 白倉 B 区38-52G 完形

3 6.6 4.6 3.9 170.0 粗粒安山岩 天引 C 区45-46G 完形

4 8.0 4 5 4.2 240.0 粗粒安山岩 白倉C 区35-60G 完形

5 6.9 6.5 6.0 398.0 粗粒安山岩 白倉C 区44-72G 完形

6 10.0 7 1 4.0 400.0 粗粒安山岩 白倉 B 区35-30G 完形

7 9.1 6.8 2.8 235.0 黒色片岩 白倉 C 区58号住 完形

8 9.1 7.1 3.6 365.0 粗粒安山岩 白倉B 区27-53G 完形, 8.7 7.5 4.1 312.0 粗粒安山岩 白倉B 区53号土坑 完形

10 10. 4 6.4 4.1 405.0 緑色片岩 白倉B 区33-56G 完形

11 8. 7 7.8 6.3 545.0 粗粒安山岩 白倉B 区55号住 完形

12 9.4 7.5 4.5 485.0 粗粒安山岩 白倉B 区35-57G 完形

13 9.1 7.3 5.1 468 0 粗粒安山岩 白倉B 区36-57G 完形二次的に被熱

14 10.0 7.5 5.1 540 0 粗粒安山岩 白倉B 区38~53G 完形二次的に被熱

15 10.9 6.9 3.1 366.0 牛伏砂岩 白倉B 区32-57G 完形

16 9.0 7. 7 3.8 465 0 粗粒安山岩 白倉C 区35~60G 完形二次的に被熱

17 9.9 8.4 5.2 708.0 粗粒安山岩 白倉C 区33号住 完形

18 く 12 2> 6 6 3.8 373.3 砂岩 白倉 B 区36-56G 一部欠損

19 12.2 6.9 4.8 618.0 粗粒安山岩 白倉c 区44-72G 完形

20 10.8 8.3 2.8 343.0 粗粒安山岩 白倉C 区63号住 一部欠損

21 く8.7〉 7.4 4.3 270.0 変質安山岩 白倉 C 区44-72G 一部欠損二次的に被熱

22 10.0 8.8 5 3 719.0 粗粒安山岩 白倉B 区30号住 完形

23 10.6 9.5 6.3 890.0 粗粒安山岩 白倉c 区44-73G 完形

24 12.6 7.4 3 5 511.0 粗粒安山岩 白倉B 区56号住 完形

25 く 5.6〉 く 7.9〉 6 6 379 0 変質安山岩 白倉B 区38~53G 一部欠損

26 <7.5 > 7. 7 5.3 420.0 粗粒安山岩 白倉B 区33-57G 一部欠損

27 く6.5〉 8.8 3.8 360 0 粗粒安山岩 白倉B 区31-37G 一部欠損二次的に被熱

28 く 12.8〉 8. 7 3.2 438.0 デイサイト 白倉B 区37-46G 一部欠損

29 9.3 8.8 4.3 485 0 粗粒安山岩 白倉 B 区33-57G 完形

30 12.1 9.0 3.7 950.0 粗粒安山岩 白倉C 区35-75G 完形

31 く9.4〉 8 8 5.6 645.0 粗粒安山岩 白倉 B 区32号住 一部欠損

32 10 9 9.4 6.5 820.0 粗粒安山岩 白倉 B 区53号土坑 完形二次的に被熱

33 13 3 9 1 3.2 659.0 粗粒安山岩 白倉C 区48号住 完形二次的に被熱

34 く 15.4〉 8.5 3.9 950.0 粗粒安山岩 白倉c 区44~72G 一部欠損

35 く6.2〉 5.6 3.4 150.0 デイサイト 白倉B 区23号住 一部欠損
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5 遺構外出土遺物

多孔石（第376~382図、 PL 130~133) （単位：叩、g)

番号 長さ 帳 厚さ 重さ 石 材 出土場所 備 考

1 7 9 7.7 3 0 171.0 牛伏砂岩 白倉 B 区28~40G 完形

2 8.7 8.3 2.8 192.0 牛伏砂岩 白倉 B 区27-51G 完形

3 く11 1> 6.6 4.1 322.0 雲母石英片岩 白倉B 区38-55G 一部欠損

4 9 5 8.1 3 6 442 0 黒色片岩 白倉 B 区31-38G 完形

5 く7.9 〉 7.1 4. 7 297.0 牛伏砂岩 白倉 B 区58号住 一部欠損

6 く9 5> く6.1 〉 3 7 200 0 牛伏砂岩 白倉 B 区35-57G 一部欠損

7 く 11.5〉 13.3 2.6 240.0 牛伏砂岩 白倉C 区44-72G 一部欠損

8 13.2 4.8 3 8 457.0 黒色片岩 白倉 B 区39-56G 完形, く 13 2> 6.6 3 4 505 0 緑色片岩 白倉 B 区38-51G 一部欠損

10 14.1 3. 7 3.6 319 0 緑色片岩 白倉 B 区28-32G 完形

11 13.6 4.4 3.1 225.0 牛伏砂岩 白倉B 区39号住 完形

12 く 10.5〉 く 7.6〉 3.0 390.0 緑色片岩 白倉 B 区38-54G 一部欠損

13 12.2 7. 7 3.0 340.0 砂岩 白倉B 区23~31G 完形

14 12.6 7.4 4.6 427.0 牛伏砂岩 白倉c 区134号土坑 完形

15 12.5 く 6.9〉 5.5 380.0 牛伏砂岩 白倉B 区29-35G 一部欠損

16 13.1 7.5 4.2 553.0 黒色片岩 白倉 B 区36-57G 完形

17 10.4 く6.3〉 4.5 265.0 牛伏砂岩 白倉B 区37-44G 一部欠損

18 く 12.8〉 8.2 7.6 705.0 牛伏砂岩 白倉C 区33号住 一部欠損

19 15. 7 6.5 3.5 580.0 雲母石英片岩 白倉B 区33-57G 完形

20 く 1 1. 6> く8 4> 5.1 520.0 牛伏砂岩 白倉 B 区36-57G 一部欠損

21 12.6 7.5 4.5 615.0 雲母石英片岩 白倉 B 区37-57G 完形

22 10.6 7. 7 3.8 300.0 牛伏砂岩 白倉 B 区34-56G 完形

23 11 3 8.5 7.2 565.0 牛伏砂岩 白倉B 区37~52G 完形

24 く22.6〉 <7.7 > 4.5 490.0 牛伏砂岩 白倉B 区34-54G 一部欠損

25 く 10.8〉 く7 7> 2 3 205 0 牛伏砂岩 白倉 C 区42-72G 一部欠損

26 く10 5> く 10.2 〉 3.6 505.0 牛伏砂岩 白倉B 区28-35G 一部欠損

27 11.5 14.3 6.2 632.0 牛伏砂岩 白倉 B 区272号土坑 完形

28 12.0 く8.5〉 2.6 320.0 牛伏砂岩 白倉B 区27~52G 一部欠損

29 く 12.2 〉 12.1 2.9 615.0 牛伏砂岩 白倉c 区88号住 一部欠損

30 17. 4 く 8.1 〉 3.7 535.0 黒色片岩 白倉B 区33-57G 一部欠損

31 17.6 く6.5〉 2.2 380.0 緑色片岩 白倉C 区62号住 一部欠損

32 13.8 11. 7 3.9 760.0 牛伏砂岩 白倉c 区12号住 完形

33 11. 7 12.3 6.2 900.0 牛伏砂岩 白倉c 区49号住 完形

34 く10 2> く 10.9〉 6.1 1280. 0 黒色片岩 白倉B 区34-55G 一部欠損

35 15 6 10.3 4.6 1005. 0 黒色片岩 白倉B 区28-34G 一部欠損

36 15.5 7.5 7.0 930.0 牛伏砂岩 白倉B 区39-56G 完形

37 <15.9> く9.2 〉 7.6 1250. 0 牛伏砂岩 白倉B 区280号土坑 一部欠損

38 19 7 9.9 7.3 1500. 0 牛伏砂岩 白倉B 区238号土坑 完形

39 14. 7 く 15.4 〉 8.7 2750. 0 黒色片岩 白倉c 区222号土坑 一部欠損

40 く 14 9 > く 10.9〉 6.5 950.0 牛伏砂岩 白倉B 区35-52G 一部欠損

41 14.4 く 1 1. 9> 5.9 1700. 0 黒色安山岩※ 白倉B 区27-53G 一部欠損 ※（多斑晶）

42 く 14.5 〉 く 12.8〉 5.1 1100. 0 牛伏砂岩 白倉B 区35~52G 一部欠損

43 く16 4> く 15.4 〉 4.3 llOO.O 緑色片岩 白倉B 区37-52G 一部欠損

44 く19 0> 9.7 4.6 1450. 0 緑色片岩 白倉B 区39号住 一部欠損

45 16.5 10.3 6.3 1050.0 牛伏砂岩 白倉 B 区25-38G 破片

46 く 16.4〉 11. 5 4 7 1300. 0 緑色片岩 白倉B 区34-33G 一部欠損

47 22.1 8.0 5.8 1500. 0 緑色片岩 白倉C 区42-66G 一部欠損

48 16. 9 14. 0 6.2 1700. 0 牛伏砂岩 白倉 B 区31-38G 破片

49 20.3 く 18.4〉 6.8 3400 0 雲母石英片岩 白倉C 区33-71G 一部欠損

50 31.6 7.9 8.0 2850.0 黒色片岩 白倉 B 区38-57G 一部欠損

51 く 22.1 〉 4.8 3.6 660.0 黒色片岩 白倉B 区29-44G 一部欠損

石 皿（第383図、 PL 133) （単位： cm、g)

番号 I 長さ 幅 厚さ 重さ 石 材 出土場所 備 考

30 5 26.7 6.8 10200.0 緑色片岩 白倉c 区48号住 完形

2 I 40.0 く 16.5〉 6 0 5310. 0 緑色片岩 白倉c 区18号住 一部欠損

3 I <19.4 > く 15.6〉 5 9 1680.0 牛伏砂岩 白倉B 区32-57G 破片

4 I <21.1> <11. 9> 12.5 2620.0 牛伏砂岩 白倉 B 区37号住 破片
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IV 成果と問題点

IV 成果と問題点

1 遺構間の接合について

はじめに

本報告書の整理作業においては、遺物の接合を、

まず個別遺構ごとに行った。遺物の接合は個別遺構

だけで収束するわけではなく、それは、例えば今回

の整理作業において、土器の接合を終了した段階で、

完形土器が 1 点もなかったという事実が端的にあら

わしている。一つの遺構内に同一個体の遺物がな

かったとすれば、自明のことではあるが欠損部分は

どこかに存在していたはずで、後世の土地利用など

によって消滅した可能性もあるし、周辺のグリッド

や他の遺構、もしくは除去した表土の中、あるいは

調査区外かも知れない。

近年の報告事例によっても、縄文時代に限らず発

掘調査の対象となる全ての時代において、遺物の接

合が個々の遺構内で収束せず、同一個体の遺物が発

掘調査区内において広範に分布することが明らかに

なっている。この、接合関係からは、土地利用に関

する直接・間接的な情報を得ることができ、その成

果も公表されている。その前提として、発掘調査時
(1) 

において遺物の点を取る作業が必要となろうし、整

理作業の接合時に、より多くの接合事例を得ようと

するためには、個別遺構内から出土した遺物を事前

に分類し、分けられたものを接合してゆく方法がお
(2) 

そらくは最善であろう。しかしながら、限られた期

間の中では残念ながら調査時における遺物の点取り

や、接合作業前の分類は満足に行えないのが実態で

本報告書も例外ではない。

このような制約から、本報告書では調査時に同じ

型式の土器が大半を占める竪穴住居址について、住

居間の遺物接合を行った。同土器型式期のみの住居

間接合を行った理由として、条件にも左右されよう

が、土器型式で同時期と判断される複数の住居にお
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いて接合関係が生じた場合、時間的な先後関係や同

時に存在した可能性が想定できると考えたからで
(3) 

ある。土坑出土土器についても同様の手法で遺構間

接合を行おうと思ったのであるが、土坑については

調査時に出土土器型式を記録していなかった。そこ

で、住居間遺物接合後、土坑出土遺物接合時に並行

して遺構間接合を行った。その結果、土器型式で同

時期と判断される遺構間において、僅か18例では

あったが接合関係や同一個体の土器を確認できた。

また、縄文時代の遺構を切る弥生時代以降の遺構

出土縄文土器についても接合を行い多数の接合関係

を認めることができた。この場合は、縄文時代の遺

構が後世の土地利用によって破壊されることによっ

て生じる現象であろうことから集成は行なわなかっ

たが、図化遺物については観察表に接合事実を記載

してあるので参照して欲しい。この中には、住居中

央部に出土する縄文土器が住居縁辺を破壊する古墳

時代の住居出土縄文土器と接合する事例（第12図白

倉A区21号住居 6) などがある。この場合、住居の

中心に廃棄されたと考えられた土器の同一個体が、

住居縁辺にも存在した可能性を示すもので、住居内

において広がりをもって廃棄されていたことを想定

させる事例で興味深い。

前置きが長くなってしまったが、以下の部分では

先に述べた18の事例について個別に検討を加えてみ
(4) 

たい。なお、住居間で接合した土器の実測図は、大

形の破片が出土した住居出土遺物に掲載することを

原則とし、住居と土坑の間で接合した土器実測図は

住居出土遺物に掲載したが、あくまでも便宜的な措

置である。
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白倉 A 区110号住居と 70号土坑（第384図）

llO号住居（竪穴状遺構） 1 （●）とした土器が、

2 つの遺構から出土した。 llO号住居出土分は53点で

70号土坑分は 3 点であり、この 2 つの遺構は45cm し

か離れていない。 2 つの遺構覆土は大変似通ってお

り、人為的な埋土の可能性が強く、土坑内の出土位

置は不明だが竪穴状遺構出土の53点は層位を越えて

出土していることから土坑内においてもそのような

出土状況が想定できるのかも知れない。両者の遺構

からは、出土位置不明の他時期（llO号住居 1 とは異
(5) 

なる時期）の土器が僅かに出土していることから、

他時期の土器が遺構廃絶時期に拘わる可能性も否定

はできないが、他時期の土器が 2 つの遺構では共通

していないことと、これらの土器が量的に少ないこ

とを考え合わせると二次的な混入と考えてもよいの

ではなかろうか。このように考えていくと、 2 つの

遺構が同時に存在し、さらに開口している時に、土

器 (llO号住居 1) と土が一括して廃棄された状況が

想定できるのではなかろうか。また、 llO号住居を竪

穴状遺構として竪穴住居に次ぐ上屋を持つ居住施設

の可能性を考えていたが、 70号土坑と同時に存在し

ていたとすれば 2 つの遺構間距離が45cm と近接する

ことから、 llO号住居が上屋施設をもつ可能性は弱

く、なんらかの土坑（施設）と考えたほうがよさそ

うである。

白倉 B 区43号住居と 71号住居（第385図）

この 2 つの遺構間では、同一個体土器の存在が 4

例確認できた。

71号住居 2 （■ ）は、 43号住居からの 4 点と 71号住

居からの14点が接合した個体である。 43号住居内の

4 点は床面直上～18cmのレベル（床面から）で、 71号

住居内の14点は 8~33cmのレベルでその内20cm以上

のレベルが10点を占めている。

71号住居 4 （口）は、 43号住居内の出土位置は不明

であるが、 71号住居内出土の 1 点は、床面から 15cm

のレベルであった。

71号住居19 （●）は、 43号住居の 1 点と 71号住居の
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4 点が接合した個体である。 43号住居の 1 点は床面

直上で、 71号住居の 4 点はいずれも 15cm以上のレベ

ルであった。

43号住居 3 (*)と 71号住居 8 (*)は、各住居から

1 点ずつ出土した同一個体の深鉢である。 43号住居

内での出土レベルは床面直上で、 71号住居内での出

土レベルは床面から22cmであった。

以上、主に住居内の出土レベルを中心にして述べ

てみたが、 4 例の土器は、 43号住居の出土レベルが

低い傾向にあるのに対して71号住居出土のレベルが

高い傾向にある。ここで、 2 つの住居における全体

的な出土遺物の傾向をみてみると、43母住居の場合、

大半の出土遺物は、住居中央部においては床面直上

～上位の土層にかけて出土し、住居内縁辺部では床

上10cm以上に分布するようである（第55図）。状況と

して、住居廃絶後、住居内部の縁辺が埋没し、住居

中央部はまだ埋没土が形成されていない段階で遺物

が大量に（結果的に）廃棄されていったと考えられ

るだろう。一方、 71号住居の場合は、住居中央部で

は 5 cm程度、住居内縁辺部では15cm程度土器があま

り出土せず、そこよりも上位の土層から多量に出土

している（第61因）。つまり、住居廃絶後に住居中央

部に薄く埋没土が形成された段階で多くの遺物が廃

棄され始めたと考えられる。

両住居間で遺物が接合し、そのレベルが相対的に

71号住居出土のほうが僅かに高いという事実は、両

住居間に多量に出土する遺物が、ほぼ同じ時期に廃

棄され始め、その時点において43号住居と 71号住居

の埋没状況は、 71号住居のほうが埋没土の形成が進

んでいたことを示しているといえよう。よって、両

住居の廃絶は、埋没土の形成から判断される時間差

が存在した可能性が強く、 71号住居の廃絶が相対的

に43号住居よりも早かったのではなかろうか。 71号

住居の廃絶後、 43号住居が廃絶するまでの期間は、

住居中央部に埋没土が及ぶかどうかという差なので

あるが、どの程度の期間が空いているかは不明とし

かいわざるえない。あくまでも、廃絶の先後関係が

想定されたに過ぎないのだが、 2 軒の住居が同時に



卓 苧 曲 志

1 遺構間の接合について

砧

ー
、
＿

呻
43号住居

卓

苧 49号住居

0 4m 

* * 

I / 

白 B71号住居 8

■ ロ

白 B43号住居 3

. 
I.  II 

白 B71号住居 2

第385図 白倉B 区43号・ 71号住居間の遺物接合

455 



IV 成果と問題点

(6) 

存在した可能性も含め、 71号住居→43号住居の変遷

を想定しておきたい。

また、住居間で接合する同一土器の点数を両住居

で比べると 71号住居の方が多いのであるが、住居の

残存壁高が43号住居は12cmで71号住居では30cmであ

ることから、遺構の残存状況に反映された結果なの

かも知れない。

以上43号住居と 71号住居間の同一個体事例ついて

述べてきたが、ここで近接する加曽利E3 式期の住

居も含めて考えてみたい。

第385図は、接合関係にある 43号住居と 71号住居以

外に近接する住居を加えたものである。 11号住居と

12号住居は古墳時代後期以降の竪穴住居址である

が、 42号住居と 49号住居は加曽利E3 式期の住居で

ある。この 4 軒 (42号・ 43号・ 49号・ 71号住居）か

ら出土する加曽利 E 3 式土器は、加曽利 E 3 式を

古・中・新と 3 段階に区分した場合（桜岡・藤巻1992) 、

すべて新段階に位置付けられる。

この場所は、土器型式から判断すると 4 軒の加曽

利E3 （新）式期の住居が密集していたといえるの

であるが、興味深いことに接合関係が確認できたの

は、 4 軒のなかで近接する住居ではなく、比較的離

れた43号住居と 71号住居との間であった。 43号住居

と 71号住居の土器が接合したのは、おそらく接合関

係にある土器が廃棄された時点で、前述したように

2 つの竪穴住居址が埋没初期の段階にある窪地で

あったからにほかならない。もし仮に49号住居や42

号住居に対して、 43号住居や71号住居に行われた一

連の廃棄行為が行われていたならば、 4 軒の間で広

範な接合関係が確認できたのではなかろうか。それ

が認められないのだから、 43号住居と 71号住居が廃

絶後に窪地となり接合関係にある土器が廃棄された

時点では、 42号住居と 49号住居は同様な窪地ではな

かった可能性が強いのではなかろうか。この場合、

①42号住居と 49号住居が既に廃絶し住居址の埋没が

かなり進んだ状況と②42号住居と 49号住居において

居住の有無は別としても上屋が存在していた状況、

さらに③42岩住居と 49号住居がまだ構築されていな
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かった状況、の 3 つが想定できよう。いずれにして

も 43号住居と 71号住居の 2 軒と 42号住居と 49号住居

は同時に存在していた可能性は弱いことが想定でき

るのではなかろうか。

また、 42号住居と 49号住居が同時に存在したかに

ついては不明であるが、住居の距離が近接すること

や炉の形状が全く異なることを考え合わせると同時

には存在していなかったのではなかろうか。

以上のことから、土器型式では同時期と判断され

る 4 軒の住居が、一時期 1~2 軒であった可能性が

強いことが想定されると思う。

白倉 B 区25号住居と 66号土坑（第386図）

25号住居出土の 1 点と 66号土坑出土の 1 点が接合

した事例で (25号住居 4 ●)、両遺構の距離は約7.5m

ある。

25号住居は諸磯 b （新）式期の遺構であるが、 66号

土坑は、諸磯 b （新）式 2 点以外に称名寺 I 式 2 点と

土師器 1 点が出土しており、さらには土坑内におい

て土器が型式に対応するように層位的に出土してい

る状況が見いだせないことなどから廃絶時期が明瞭

ではない。 25号住居出土の 1 点は、住居中央部に近

い場所の覆土下層から出土しており、住居埋没の比

較的早い段階で破棄されたと思われるが、 66号土坑

出土の 1 点は、住居廃絶時期よりもかなり新しい段

階の土器が出土していることなどから二次的な混入

の可能性も考えねばならぬだろう。

住居出土の土器が、自然営力の可能性も含め住居

以外の離れた場所にも廃棄されていた状況を想定し

たい。
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白倉c 区85号住居と 185 • 233号土坑（第387図）

85号住居と 185号土坑との間で 1 例確認でき、85号

住居と 233号土坑との間で 3 例の接合関係が確認で

きた。 185号土坑は住居の南東約 2mに位置する土坑

で、 233号土坑は住居中央部から僅かに北東の位置で

住居内部で住居を切る状態で検出された土坑であ

る。

まず、住居と重複関係にある 233号土坑と住居との

接合関係についてみていこう（第109 • 287図）。

85号住居 2 （●）は、住居の床上 5cmのレベルで

土坑から約1. 7m南側の地点で出土した 1 点と、土坑
(7) 

底面近くから出土した 3 点が接合している。

85号住居 3 (*)は、住居の床上 5 cmのレベルで

土坑から約20cm離れた地点で出土した 1 点と、土坑

中央部で底面から 25cm上の地点で出土した 1 点が接

合している。実際には接合する 2 点の土器は、 28cm

しか離れておらず絶対標高値も殆ど変わらない。

85号住居 9 （△）は、住居内での出土位置が不明

な 1 点と、土坑底面から 17cm上の地点で出土した 1

点が接合している。

以上、 233号土坑と 85号住居間で接合した 3 例につ

いて出土位置を中心に述べてみたが、どのような状

況が想定されるのであろうか。再度 2 つの遺構の事

実記載の中で関連すると思われる部分を振り返って

みたい。

まず、 85号住居であるが残存する最大壁高は10cm

と低い。だが、遺物は遺構確認面よりも数cm高い位

置からも出土しており実際にはもう少し高い壁で

あっただろうことと、遺構プランの確認前に遺物の

集中から遺構の存在を想定したことが追認できる。

出土土器は514点と多く 431点を一括して取り上げた

ために確実なことはいえないのだが、残されたデー

ターからは床面直上の土器は極めて少なく床上 6 cm 

程度のレベルから上位に土器が多く出土しているよ

うである（第108 • 109図）。

一方、 233号土坑であるが、既に述べたように85号

住居を切って構築されている。住居との新旧関係は、

住居覆土を掘り下げていった段階で、ほぼ円形の遺
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物集中が確認でき、そのレベルが住居床面からおよ

そ 6cm上のレベルであったことから住居よりも新し

いと判断された。また、土坑の底面は住居床面レベ

ルよりも約20cm下から検出された。出土土器は勝坂

式終末期58点で、礫も含め土坑に充填するかのよう

な出土状態で、まさにゴミ穴のような状況であった

（第287図）。

以上、 85号住居と 233号土坑間接合事例を検討する

ために事実確認を行った。ここでは、土坑を確認で

きたのが住居覆土を掘り下げている段階であること

と、土坑確認面のレベルが、住居内出土土器が多く

見られる下位のレベルとほぼ一致することに注目し

たい。 233号土坑の構築は85号住居が廃絶した後に、

住居中央部の凹地に 6 cm程度覆土が形成された段階

であることと、住居床面～床上 6cm程度の部分では

遺物があまりみられないこと、 2 つの遺構に接合関

係が見られることから考えると、土坑構築と土坑内

への遺物廃棄と住居への遺物廃棄は一連の行動であ

るのかも知れない。また、接合関係にある土器が本

来土坑に廃棄されたものだとすれば、土坑に遺物が

廃棄された後、埋没途中の住居が攪乱を受けたのか

もしれない。

次に、85号住居と 185号土坑が接合した事例につい

てみてみたい。 85号住居 1 （■）は、住居出土の 1

点と 185号土坑出土の 8 点が接合した個体である。残

念ながら住居内での出土位置は不明であるが、土坑

出土の 8 点は坑底に近いレベルで出土している。 185

号土坑からは勝坂式終末期51点が出土しているが、

住居への廃棄と土坑への廃棄は一連の行動であった

のかも知れない。
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IV 成果と問題点

天引 c 区59号住居と 129号住居（第388図）

129号住居 1 （●）は59号住居出土の 1 点と 129号

住居出土の 8 点が接合した深鉢の胴部破片である。

59号住居出土の 1 点は、壁に近い位置で床面直上の

出土であることから（第114図）、住居廃絶後の比較

的早い段階で、既にその位置に存在していたと考え

られよう。この住居では51点の縄文土器が出土して

いるが、出土位置を記録しなかった土器も含めて住

居内での接合は 1 例のみであった。住居内の接合事

例が少ないことや、出土位置にかたよりがみられな

いことなどを考え合わせると、この住居の廃絶後に

積極的な廃棄活動が行われたとは考えづらい。

一方、 129号住居出土の 8 点は、壁に近い位置では

あるが、床上 7~26cmのレベルで出土していること

から（第140図）、住居廃絶後、一定の時間が経過し

た後の廃棄が想定されよう。この住居からは53点の

縄文土器が出土しているが、出土位置を記録した遺

物は、ほぼ第 1 次埋没土堆積後に廃棄されたと想定

され、それを裏付けるかのように、住居内で 5 例の

接合が確認されている。

住居間で接合した個体であるが、129号住居へ廃棄

された時点と 59号住居内の原位置に存在した時点が

同時であったと仮定すれば、 129号住居埋没土の形成

の方が59号住居埋没土の形成よりも早いのだから、

129号住居の廃絶のほうが59号住居の廃絶よりも相

対的に早くなるのではなかろうか。また、この 2 軒

が示す埋没土の形成によってあらわれる廃絶時間差

が、どの程度の期間であったかは不明であるが、場

合によっては、 2 軒が同時に存在した段階も想定で
(8) 

きるのかもしれない。

天引 c 区101 • 103 • 144号住居（第389図）

101号住居と 103号住居との間で 1 例、 103号住居と

144号住居との間で 1 例、接合関係が確認された。

101号住居 3 (0) は、 101号住居出土の 5 点と 103号

住居出土の 1 点が接合している。各遺構内での出土

位置をみると、 101号住居の 5 点（第118図）と 103号住

居の 1 点（第126図）は、ともに床面から僅かに浮い
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たレベルで出土している。 101号住居 3 (0) が各遺

構に同時に廃棄されたものだとすれば、両者の遺構

廃絶時期は極めて近接しており、同時に存在した可

能性も強いのではなかろうか。

144号住居 1 （●）は、 103号住居出土の 1 点（第126

図）と 144号住居出土の19点（第145図）が接合してい

る。各遺構での出土位置をみると、まず、 103号住居

の 1 点は住居の壁に近く床上約20cmのレベルで出土

している。この土器片は 4 cm四方程度の小片で、出

土部位は胴部中位の楕円区画を意識した隆帯を中心

とした破片である。この土器片が廃棄されたのは、

住居廃絶後、壁近くの土層が堆積した時期となろう。

一方、 144号住居出土の19点については、住居事実記

載（187頁）で出土状態を詳しく述べることができな

かったので補足したい。 144号住居 l （●）の大部分

は144号住居内から出土した土器片であった。 19点の

出土位置は大きく 3 カ所に分けられる。 1 カ所は 1

号炉内で10点がこれにあたる。 2 カ所は 5 号柱穴内

で 3 点がこれにあたる。最後は住居中央～南西部の

床面直上からで 6 点がこれにあたる。住居事実記載

では、「住居廃絶後の早い段階で勝坂式終末期の土器

片が廃棄された状況が想定される。」 (187頁）と述べ

た。だが、 144号住居 1 （●）の破片が炉内や柱穴か

らも出土していることを考えると、住居廃絶前（居

住活動が行われている段階）において、この破片が

住居内にあった可能性が強くなるのではなかろう

か。この土器が調査時の位置に存在した時期は、住

居廃絶前もしくは住居廃絶後の早い段階と考えるの

が妥当ではなかろうか。

以上、 2 つの遺構での出土位置と想定される状況

について述べてきた。 144号住居 1 （●）が、各遺構

内において調査時の位置に存在したのが同時だとす

れば、その時点で103号住居は住居内壁近くに20cm程

度埋没土が形成されており、一方、 144号住居は、居

住活動が行われている段階あるいは廃絶後のきわめ

て早い段階と想定されることから、相対的に103号住

居の廃絶のほうが144号住居の廃絶よりも早くなる

のではなかろうか。
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なお、 101号住居と 144号住居の時間的な関係であ

るが、 2 つの遺構間では直接の接合関係はみられな

いが、 103号住居との接合関係を介することによって

探ることができると思われる。つまり、 103号住居の

廃絶と 101号住居の廃絶は極めて近接することから、

同時に存在した可能性が強く、 101号住居と 103号住

居の廃絶のほうが144号住居の廃絶よりも相対的に

早くなる可能性が強くなるのではなかろうか。101号

住居＝ 103号住居→144号住居が想定されよう。

白倉 B 区土坑間の遺物接合（第390図）

白倉B 区では、 242号土坑と 257号土坑との間で、

同一個体が確認できた。

242号土坑 1 （●）は 9 点の土器が接合した個体（第

214図）で、 257号土坑 2 （第205図）と同一個体であ

る。この土器は堀之内 1 式であるが、 2 つの遺構か

らは後期前半の土器が出土しており、堀之内 2 式の

土器片も含まれていることから、各遺構の廃絶時期

は堀之内 2 式まで下るのかも知れない。いずれにせ

よ大半の遺物を一括して取り上げたので不明な点が

多い。ここでは、この 2 つの土坑形状が共に平面円

形の袋状土坑であることとに注目するとともに、同

一個体の土器が自然営力の可能性も含め約24m離れ

た場所に廃棄されていた状況を想定したい。

白倉c 区土坑間の遺物接合（第391図）

白倉C 区では、 8 基の土坑から 4 例の接合関係が

確認できた。

162号土坑 1 (*)は、 46号土坑の 1 点（第260図）

と 162号土坑出土の 1 点（第275図）が接合した黒浜

式土器である。各 1 点ずつの出土であることから確

かなことはいえないが、土坑内での出土位置はいず

れも覆土上層であることから廃絶時期が近接する可

能性が強いのではなかろうか。また、 46号土坑分の

破片は小片（約 5 cm四方）で、他の破片は全て 162号土

坑からの出土である。 2 つの遺構間距離が約46m と、

かなり離れていることにも注目したい。

164号土坑 1 （●）は、 164号土坑の 8 点（第276図）

1 遺構間の接合について

と 170号土坑の 2 点（第278図）が、接合した有尾式

系土器である。 2 つの土坑から出土した遺物すべて

の位置を記録していないので確かなことはいえない

が、それぞれの遺構で出土した土器の接合関係が、

層位的に出土していないことから、 2 つの遺構出土

遺物が一括して同時に廃棄された可能性があるので

はなかろうか。 2 つの土坑間距離は約 6mである。

196号土坑 1 （▲）は、 194号土坑出土の小片 1 点

（第282図）と 196号土坑出土の大形破片 1 点（第283

図）が接合した黒浜式土器である。 194号土坑での出

土位置は不明なので確かなことはいえないが、比較

的近接した段階で廃絶した土坑なのかもしれない。

226号土坑 1 （■）は、 223号土坑出土土器と接合

した個体である（第285·286図）。事実記載でも触れ

たように調査段階の不手際で、ひとつの土坑である

ことが判明した事例である。自戒の意味も含めここ

に掲載した。

註

(1) 「点を取る」調五の考え方については、渋江芳浩が「 3. お
わりに」「宇津木台遺跡群XIII」(1989) の中で述べているので参

考にして欲しい。

(2) 現状の中で最良と思われる実践例として、黒尾•佐伯・渋江

編 1993 「はらやま」が挙げられよう。

(3) 例えば、土井義夫 1989 「 V. あとがき」「宇津木台遺跡群X

IIIJを参考にして欲しい。

(4) 事実記載でも述べたように、発掘調査の際に覆土一括として

取り上げてしまった遺物も少なくない。そのため、以下に述べる

事例においても資料としての限界性が存在している。一括として

取り上げた遺物も別に基準があるわけではなく、遺構によって異

なっている。個々の事例に応じて、絶えず資料のもつ限界性を意

識して事例分析を行うが、行き過ぎた分析があるかもしれない。

御批判、御教示を頂だきたい。

(5) llO号住居からは、加曽利E3 式 2 点、加曽利E4 式～加曽利

E式系土器101点、称名寺 II式 4 点、堀之内 1 式 1 点が出土してい

る。一方、 70号土坑からは諸磯 b （新）式 1 点と加曽利E式系土器

ll点が出土している。

(6) 先に述べたように71号住居の廃絶が43号住居の廃絶よりも早

くなる可能性は強いと思われる。しかし、個々の住居の廃絶～接

合関係にある土器が廃棄されるまでの期間が不明であることか

ら、 71号住居と 43号住居が同時に存在し、その後71号住居が先に

廃絶した可能性も否定はできない。

(7) 387図中に 1 点示すのを遺漏してしまったが、この土器 (85号

住居 2 ●)は、同一個体の破片がもう 1 点85号住居から出土して

いる（第llO図白倉c 区85号住居10）。この破片の出土位置は、 185

号土坑から南へ約 lm床上約10cmのレベルである（第109図）。

(8) 註(6) と同様の理由による。
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IV 成果と問題点

2 縄文時代の土地利用について

はじめに

ここでは、今まで項目ごとに記載してきた内容を

ふまえ、発掘調査区の各時期における土地利用につ

いて考えていきたい。

従来、報告書の中で、時期ごとの集落の様子が語

られる際に、いくつかの前提とされることが存在し

ていたように思う。例えば、集落遺跡において多数

の住居址が検出されると「大規模集落」とされ、出

土する土器型式が連続する場合に、その集落は継続

したものと考えられ、検出された住居数の多寡は即

座に集落規模の拡大・縮小と結び付けられて解釈さ

れてきた。一方、検出された住居址数が少ない集落

遺跡は「小規模集落」とされ、「大規模集落」に付随

する一時的な集落と解釈されてきた。また、住居の

居住期間についても、土器型式が認知されれば疑う

ことなくその土器型式が存続した時間幅すべてを与

えていたように思う。

このような幾つかの前提は、従来の集落論が定住

を前提とした大規模集落を主たる対象としていたた

めに導かれたものであるが、結果的に集落研究は停

滞したものになってしまったのではなかろうか。

集落研究が停滞した理由を「基礎資料と分析方法

に欠陥があった」（土井1989) とすれば、発掘調査報

告書において第 1 義的に求められるのは「良質な基

礎資料」の提示であろうことは疑いのないところで

ある。しかしながら一方で、調査時の「点取り」と

発掘調査期間、整理作業期間など現実的な制約が存

在することもまた実態であり、必ずしも「良質な基

礎資料」が提示できない場合が多く、本報告書もそ

の例外ではない。

いわば限界性をもつ資料を用いて、本集落遺跡に

ついて分析を行うわけであるが、少なくとも今まで

の集落遺跡を考える際に述べられてきた前提につい

ては、再度検討する必要があろう。

その際に、「集落遺跡が私たちの前に現れる場合

に、時間的に累積された最終的な姿である」（土井

466 

1988) という原則的な性格と、遺構・遺物について

は「考古資料が、原則として、ある時点で放棄・廃

絶・廃棄されたものである」（土井1988) という基本

的な性格をまずは認識したい。

そのうえで、次の 5 点に留意して分析を行ってい

きたい。

①同一土器型式内における遺構重複の有無

②個別遺構内での遺物の接合関係と遺物出土状態

③遺構間における遺物接合関係

④前後の時期の状況

⑤遺構外の出土遺物の状況

各項目の説明をすると、

①については、このような遺構重複が認められたと

すれば、同一土器型式期で示された遺構分布が複数

の土地利用の結果であることが確認されようし、時

期別遺構分布図はさらに分離されることを示してい

る。これは、 1 軒と認定された住居において 2 回の

居住が確認された場合も同様の理解となろう。

②については、特に遺構廃絶後の土地利用を想定す

るのに有力な情報であるのだが、遺物の遺構内の出

土位置が全て記録されているわけではない。事実記

載でも述べたように「一括」として取り上げてしまっ

たために不明な点も多い。そこで、各遺構の時期別

出土点数については、事実記載や各表に掲載してお

いた。

③については、「IV 1 遺構間の接合について」でも

述べたように遺構間の関係を示唆する様々な情報を

提供してくれると思われる。残念ながら、②で触れ

た問題点に拘わる部分（接合した遺物が各遺構内で

どのような状況下で存在していたか）や、同一土器

型式の遺構間でしか実施していないことが等質の資

料提示となっておらず問題が残る。

④については、前後の時期の遺構検出の有無及び遺

構検出がない場合は、出土土器の有無について記載

するようにした。また、特に前後の時期において遺

構分布が重複する場合、前段階の遺構に後出する時

期の土器が含まれているかどうかも検討してみた。

もし、仮に前段階の遺構に後出時期の土器が含まれ



ているとすれば、出土状況にもよるが継続した土地

利用が想定できるであろう。逆に、前段階の遺構に

後出時期の土器が含まれなければ、土地利用の断絶

が想定できる場合も存在するのではないかと思われ

たからである。この場合、加曽利E 4 式期～後期前

半については、後期に存在する加曽利E式系土器と

粗製土器の存在から統一的な弁別ができなかった部

分がある。

⑤については、時期別全体図で示した白抜きの遺構

が、部分的な情報を提供するに過ぎない。各時期ご

との全体図（第392~401図）において、各図の黒塗

りで表現した遺構は、廃絶時期からその段階にきわ

めて近い遺構である。また、白抜きで表現した遺構

は、その段階の土器が出土した遺構で、その段階で

はない遺構と時期不明の遺構がある。白抜きで表現

した遺構を加えたのは、今回資料化できなかったグ

リッド等の状況を、ある程度反映しているのではな

いかと考えたからであるが、白倉A区については縄

文時代の遺構が 8 基しか検出されていないことから

も、傾向を伺いしることしかできなかった。なお、

別項（III-1 遺構と遺物の概要）でも触れたが、

今回の整理作業の中で弥生時代以降の遺構から出土

した縄文時代の遺物及び白倉C 区を除くグリッド出

土の縄文時代の遺物については量的な把握ができて

いない。今後の整理作業の中で資料化を行ないたい

と思っている。なお、白倉c 区については各段階の

註として取り合えず補っているので参考にして欲し

し％

以上、分析する上で留意すべきことと合わせて、

資料自体のもつ問題点も記載しておいた。

それでは、発掘調査区における土地利用について、

各土器型式期ごとに検討していくことにしよう。

黒浜式期（第392図）

当該期の遺構は住居 3 軒・埋甕 2 基・土坑66基で

ある。これらの遺構は、白倉B 区で検出された住居

l 軒と土坑 1 基を除けば、全て白倉C 区の台地上で

検出されている。白倉B 区で検出された 2 つの遺構

2 縄文時代の土地利用について

も白倉C 区と同じ台地であることから、この段階の

遺構は、白倉c 区を中心とした発掘調査区西側の台

地上において主体的に検出されたことになる。

この台地は、頂部平坦面の幅が約80~150mで、発

掘区の北方約650m まで続く細長い形状である。この

台地は西を白倉川による開析による崖に、東は白倉

B 区西側で検出された谷によって画されるが、さら

に南方約650m まで、最後は発掘区の各丘陵が一体化

してほぼ同じ傾斜でのびている。
(1) 

さて、今回出土している当該期の土器群であるが、

ある程度の時間幅を有しているものの、黒浜式期の

古い段階が主体となるようである。谷藤(1988) に

よる有尾式土器の変遷観にたてば、口縁上部に櫛歯
(2) 

状工具による列点状刺突文を施すものが少数見られ

るが、多くは消失していることから有尾 I a 段階が

少数見受けられ、有尾 I b 段階が主体となろう。糸

井宮前遺跡（関根 1987) の報告では、当該期の土器

群を Ia•Ib•IIa•IIb の 2 段階 4 期に区分し

ているが、その変遷観に照らし合わせれば I a 段階

が僅かに存在し、主体は I b 段階となる。つまり、

IIa 及び II b 段階に対応する黒浜式の新しい段階は
(3) 

存在しないことになる。さらに付け加えるならば、

新井が示した黒浜式V段階細分案（新井 1982) の第

II 段階を主体とすることになろう。

当該期の遺構が発掘区西側の台地に分布すること

は述べたが、逆に他の時期の遺構が検出されている

他地区は、当該期において殆ど居住活動が行われな

かったともいえよう。それを示すように、有尾式系

土器及び黒浜式土器の分布も、第392図中白抜きの遺

構が示すようにように白倉B 区では僅か11基の遺構

から検出されるに留まり、白倉A区にいたっては 0

基、天引 c 区では 1 基検出されているに過ぎない。

さらに、白抜きで示した遺構からの出土点数も殆ど

が 1~2 点の出土であり、唯一白倉B 区86号住居（住

居の時期は諸磯 b 式期）から 75点出土したに過ぎな

い。また、この住居が西側の台地に近接した位置に

あることから、この75点の土器は西側台地で展開し

た一連の居住活動によるものと考えたほうがよさそ
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うである。

それでは、当該期の遺構が集中して検出された発

掘区西側台地における土地利用について検討してみ

たい。

まず、住居であるが台地の中央部を挟むようにし

て、ほぽ同じ等高線上に西側で 1 軒（白倉C 区78局

住居）、東側で 2 軒（白倉B 区93号住居・白倉 C 区86

号住居）検出されている。僅か 3 軒の住居ではある

が、中央部に住居が検出されていない空間が存在す

るのが特徴であろう。個々の住居構造（プラン・柱

穴等）は、残存状態が悪いせいもあるが、共通性が

あまり見られず、しいて述べれば炉が 3 軒ともに検

出されていない。

住居以外の遺構では、埋甕が 2 基と土坑が66基検

出されているが、まず土坑に注目してみよう。

今回発掘調査で細別時期が特定できた土坑は180

基であったが、当該期の土坑は1/3以上を占めること

になる。黒浜式期に次いで土坑が多く検出されたの

は勝坂式終末期の31基であることからも、その多さ

が目立つ。土坑の分布であるが、住居址が検出され

ていない中央部南側と西側斜面部の 2 カ所に境界は

曖昧ながらも集中する傾向が見受けられる。土坑の

平面形状が仮に土坑の用途に拘わりあるとした場

合、この 2 カ所の土坑群において何等かの特徴が見

いだせるかというと必ずしもそうではない。

当該期の遺構が検出されている安中市大下原遺跡

では、大形楕円形（長軸 lm以上）・小形楕円形（長

軸 lm以下）・隅円長方形（長軸 lm以上）の平面形

態を有する土坑を種々の理由から墓壊と推定して
(4) 

いる。その当否は置くとして、今回調査された当該

期の楕円形 (49.58.91.99.147.241号土坑）や隅丸長

方形 (89. 9 1. 131号土坑）プランの土坑は、特定の分

布を示していない。また、円形プランの土坑は32基

検出されているが、特別な偏りはみせない。土坑の

平面形状に応じた土地利用は、少なくともされては

いないようである。

土坑間の接合関係に注目すると、先に述べたよう

に 162号土坑と 46号土坑、 164号土坑と 170号土坑との
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間で接合関係が確認されている（第391図）。その際

検討したように、 162号土坑と 46号土坑、 164号土坑

と 170号土坑は、それぞれ廃絶時期が近接する可能性

が強いことを述べた。46号土坑と 170号土坑は46m と

離れた距離にあり、しかも先に述べた異なる土坑群

に属している。

埋甕は 2 基検出されているが、遺構があまり集中

しない白倉C 区北東側と北西側で検出されている。

白倉C 区では、グリッドとして取り上げた有尾式系

土器と黒浜式土器が2,257点出土しているが、大半の

グリッドでは多くても 10点前後の数である。その中

で、 2 カ所集中する場所がある。 1 カ所は86号住居

から 196号土坑にかけて幅約10mの範囲で1,322点が
(5) 

出土している。もう 1 カ所は、 78号住居から南西方

向に長さ約15m幅約10m の範囲で643点が出土して
(6) 

いる。当該期の住居で一番多く土器が出土した白倉

C 区78号住居では、 141点しか出土しておらず上記の

集中箇所の点数が際立って多いことがわかる。また、

点数は集計できなかったが、白倉B 区93号住居の南

側でも同様の集中箇所が存在するようである。

また、当該期の遺構重複についてであるが、土坑

同士が重複するものが数箇所あり、 78号住居内には

2 つの土坑が検出されている。

以上、当該期の遺構及び遺物が多く検出された発

掘調査区西側台地の状況について述べてきた。確認

できた事柄をまとめると次のようになろう。

①土器の細分型式で見た場合、当該期を 5 期区分し

た際の第 2 期といった限られた時間幅においても、

重複遺構の存在から検出された遺構全てが一時期の

集落景観を反映している訳ではない。

②住居に近接する場所で土器の集中が見られる。

③土坑は 2 カ所に集中するが、接合関係から広がり

をもって存在していた可能性が強い。さらに、土坑

の用途を特定するのは困難で、その平面形状に応じ

た土地利用が行われていた可能性は弱い。

④台地の中央部に住居が構築されなかった空間があ

るが、 3 軒の住居には構造上共通する要素はあまり

認められない。
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⑤土器の細分型式で見た場合、突如として限られた

地域において土地利用が行われ、その後、一気に土

地が放棄される。

これらの事実から、結論的に導き出せることは極

めて少ないが、土坑のありかたから計画的な土地利

用が行われていたとは考えづらく、住居に共通する

要素が余りみられなかったことから、 3 軒の住居が

一時期に同時に存在したかどうかも疑問である。ま

た、住居に炉が検出されていないことと、遺物集中

箇所の存在などから、発掘調査では明らかにできな

かった遺構が存在したのかも知れないし、あるいは

土坑主体の居住の在り方が考えられるのかも知れな

い。

諸磯式期（第393図）

諸磯式期においては、検出されている遺構の多く

は諸磯 b （新）式期に比定される。以下、段階を追っ

て述べていきたい。

諸磯 a 式期天引 C 区において住居 1 軒（134号住

居）と土坑 1 基（139号土坑）が検出されている。こ

の 2 つの遺構は約10m離れているが、天引 C 区内に

おいて当該期の遺物は検出されていないことと、 2
(8) 

つの遺構から出土している土器（縄文施文のみの土

器しか検出されていない。第141図．第319図）が極め

て近似することなどを考え合わせると、何らかの有

機的な関連を想定することができるのかも知れな

い。この 2 つの遺構から出土した土器は少なく、 134

号住居から 4 点、 39号土坑から 2 点出土したに過ぎ

ない。また、諸磯 a 式土器は、 2 つの遺構以外では、

地区は異なるが白倉B 区から 9 点と白倉C 区から 2
(9) 

点であった。以上の状況から、諸磯 a 式期において

長期にわたる居住活動は想定しづらい。

諸磯 b （新）式期諸磯 b 式は 3 時期に別れるが

（今村 1982）、今回の発掘調査では諸磯（古）・（中）

式に比定される土器は管見に触れていない。

諸磯 b （新）式期の遺構は、住居 4 軒（白倉A 区78.

111号住居．白倉B 区25. 86号住居）と土坑 2 基（白

倉B 区36.291号土坑）が検出されている。

2 縄文時代の土地利用について

諸磯 b （新）式期における 4 軒の住居は、遺構分布

からも明らかなように、調査区内において散在する

かのように検出されている。

この中で、白倉B 区86号住居では諸磯 b （新）式内

において 2 回の居住が行われた可能性が強いことは

事実記載でも述べた。この住居では、埋甕が 2 基検

出されており、一方は浮線文をもつ土器で他方は平

行沈線文をもつ土器であった。諸磯 b （新）式土器の

変遷を考えると、次段階の諸磯 C 式土器を念頭にお

いた場合、浮線文系の土器群から平行沈線文系土器

群への変遷が想定されようが、白倉B 区86号住居に

おける 2 回の居住も、あるいはそれぞれに対応する

のかも知れない。出土土器数が少ないことから確か

なことは言えないが、白倉A区の78•111号住居の 2

軒では浮線文系の土器群は出土していないことも、

諸磯 b （新）式において 2 つの段階が存在するという

状況証拠の可能性があろう。

以上のように考えていくと、 4 軒全てが同時に存

在した可能性も否定はできないが、浮線文系土器群

の段階と平行沈線文系土器群の段階という 2 時期が

想定でき、一時期の住居数はさらに少なくなる可能

性が強いのではなかろうか。

一方、当該期の土坑は 2 基（白倉B 区36·291号土

坑）しか検出されておらず、いずれも住居に比較的
UO) 

近接した位置である。近接関係にある住居と土坑が

同時に存在したかは不明であるが、注目しておきた

い。当該期における遺構間接合は、白倉B 区25号住

居と同66号土坑との間で 1 例確認されており、遺構

間距離は約7.5m と比較的近接している（第386図）。

この接合関係の場合、先に「住居出土の土器が、自

然営力の可能性も含め住居以外の離れた場所にも廃

棄されていた状況を想定」 (456頁）したが、この廃

棄が人為的なものだとすれば当然のことながら、こ

の住居居住者によってなされたわけではない。別の

人間によって廃棄された訳であり、その際の距離が

比較的近接している点に注目したい。

住居と土坑の近接及び接合関係が示す廃棄の近接

する状況は、当該期における住居 1 軒の使用時及び
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廃絶後を巡る土地利用の一端を示す可能性がある。

しかしながら、あまりにも事例がかたよっているた

め、ここではあくまでも可能性の提示にとどめてお

きたい。

遺構外出土土器の様相は、第393図に示した白抜き

の遺構から推定すると、発掘調査区内において散漫
仰

に分布しているようである。

また、白倉A区78号住居については炉体土器が 2

基検出され、諸磯 b （新）式土器と諸磯 C （古）式土器

が使用されていることから 2 回の居住が想定できる
U2) 

のかも知れない。

諸磯 C 式期 諸磯 C 式土器は今村 (1982) によれ

ば新旧の 2 時期に別れている。

諸磯 C （古）式期においては、先に述べたように白

倉A区78号住居炉体土器の 1 つが当該期であったこ

とから 1 軒の住居が確認されている。この住居にお

いては、諸磯 C （古）式土器は炉体土器も含め 2 点し

か出土していない。また、当該期と認定できた遺構

は他にはなく、管見に触れた当該期の土器は他に白

倉c 区51号土坑から 1 点出土しただけである。

諸磯 C （新）式期においては、当該期の遺構は検出

されていない。僅かに、天引 C 区106号土坑において

土器が 1 点出土したにすぎない（第316図）。

また、諸磯 C 式に後続する十三菩堤式期であるが、

その段階に併行する土器が 1 点だけ白倉B 区の谷津

から出土している（第332図 7) 。

勝坂 II 式期（第394図）

住居が 4 軒と土坑が 6 基検出されている。これら

の遺構は、白倉C 区と天引 C 区に別れて検出されて

おり、白倉C 区では土坑 4 基が、天引 c 区では住居

4 軒 (59 ・ 129 ・ 147·150号住居）と土坑 2 基が検出

されている。

住居の重複関係に注目すると、当該期の住居とし

た147号住居（新）と 150号住居（旧）は重複しているこ

とから、当該期における住居軒数は 1 時期の様相を

示してはいないことがわかる。また、 147号住居（新）

の廃絶後には積極的な廃棄活動は行われていない。
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似たような状況は、住居間の接合関係がある 59号

住居と 129号住居との間でも追認できる。

事例分析 (460頁第388図参照）では、 59号住居に

おいては「廃絶後に積極的な廃棄活動が行われたと

は考えづらい」とし 129号住居においては「出土位置

を記録した遺物は、ほぽ第 1 次埋没土堆積後に廃棄

された」と述べた。また、接合関係から「129号住居

の廃絶の方が59号住居の廃絶よりも相対的に早くな

ろう。」とも述べた。 59号住居と 129号住居は、廃絶

住居内に形成された埋没土に現れる時間差が存在す

るものの、ある段階においては同時に存在した可能

性もあることはその際にも触れたが、いずれにせよ、

129号住居が廃絶した後に、 59号住居が廃絶した状況

は想定できそうである。 59号住居と 129号住居との間

にも先の重複住居で確認できた、「当該期における住

居軒数は 1 時期の様相を示してはいない」という事

実と、廃絶が新しいほうの住居に「積極的な廃棄活

動は行われていない」という想定が追認できそうで

ある。

当該期の一時期における集落景観は、394図で示し

た状況よりも更に散居的な様相が浮かびあがる。興

味深いのは、廃絶が新しいと考えられる住居には積

極的な廃棄行為が想定しづらいことである。しかも、

当該期の遺構からは次段階の勝坂式終末期の土器が

出土していない。以上の事柄から、勝坂 II式段階か

ら次段階に移行する際には、少なくとも発掘調査区

内においては連続的な居住が行われていない可能性

が強いといえるのではなかろうか。

勝坂式終末期においては、勝坂 II式段階における

遺構分布の特徴であった、白倉C 区と天引 C 区に分

布するというが状況が見事に踏襲されている（第395

図参照）。また、勝坂式終末期の遺構数は勝坂 II 式期

の遺構数を圧倒的に上回っている。遺構分布及び遺

構数から、この 2 時期を述べるならば、勝坂 II式か

ら勝坂式終末期に至ってスムーズに集落規模は拡大

したと解釈もされよう。勝坂式終末期の集落規模に

ついては次の項目で考えるとして、両時期の間には

土器型式の時間差では表すことができない居住の断
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絶期が想定されるのである。

最後に、勝坂 II式期における遺構外出土土器の様

相について触れておきたい。第394図に示した白抜き
Q3) 

の遺構分布から想像すると、当該期の遺構分布（黒

塗りの遺構）に比較的対応するようである。また、

白抜きで示した遺構出土の土器量は、けして多くは

ないことから、居住期間についてもあまり長くな

かった可能性を指摘できるのかも知れない。また、

大変興味深いことではあるが、次段階の勝坂式終末

期の住居からは、埋甕に転用された土器も含め（天

引 C 区144号住居 3)僅かながら当該期の土器が出土

している。勝坂式終末期の居住活動が行われていた

段階において、勝坂 II式土器が集落内に廃棄物とし

て散布していた状況が想定できるのかもしれない。

勝坂式終末期（第395図）

住居14軒と埋甕 3 基及び土坑31基が検出されてい

る。先に前段階である勝坂II式期においても述べた

が、勝坂式終末期の遺構分布は勝坂 II式期のそれを

踏襲するかのように白倉C 区と天引 C 区を中心とし

ている。しかしながら、 2 つの段階には土器型式の

時間幅では現れない居住の断絶が想定された。

ここでは、まず地区ごとの土地利用について考え

ていきたい。

天引 c 区では、住居 9 軒と埋甕 2 基及び土坑26基

が検出されている。住居は、台地中央部からは検出

されておらず、土坑の多くは、住居群に囲まれた台

地中央部で検出されている。住居群に囲まれるかの

ように土坑群（以下……土坑群）が存在し、その周

辺に住居が検出される状況は、いわゆる「定型的な

集落」とされるものに含まれようが、この様子はけ

して一時期の集落景観を反映したものではないよう

である。先に「天引 C 区101 ・ 103 • 144号住居間の遺

物接合」 (460頁第389図参照）でも述べたように、 101

号住居＝ 103号住居→144号住居の時間的流れが想定

されているからである。接合関係から住居間の時間

的関係が想定できたのは、この北西に展開する住居

群（以下……北西住居群）の 3 軒においてだけであっ

2 縄文時代の土地利用について

た。それゆえ、土坑群を介して南東に展開する住居

群（以下……南東住居群）が果して一時期に同時に

存在していたのか、北西住居群のどれかと南東住居

群のいずれかが同時に存在していたのかなど、不明

なことも多い。いわゆる「定型的集落」とされるも

のの形成過程や、一時期の集落景観などを復元する

ための手掛かりはあまり得られなかった。なお、検

出されている 26基の土坑のうち、 19基が住居群に囲

まれた土坑群である。また、 26基の土坑において平

面形状が円形を呈する土坑は19韮であるが、 1 某を

除き他の18基は、この土坑群に含まれる。土坑群は、

平面形状円形の土坑が主体を占める傾向は明らかで

ある。住居が検出されていない中央部空間の土地利

用は不明ながらも、土坑平面形状に反映される固有

の土地利用がなされていたのかも知れない。

次に、白倉C 区における土地利用についてみてい

きたい。

白倉C 区では、住居 5 軒と土坑 4 某及び埋甕 l 基

が検出されている。白倉B 区で検出されている土坑

1 基についても、白倉c 区と同じ台地上であること

から同列に扱うことにする。これらの遺構が同時に

存在していないことは、 85号住居内で検出された233

号土坑の存在や、 81号住居が新旧の 2 時期からなる

こと (133頁参照）などから確認できる。

接合関係からは、85号住居が廃絶し一定の期間（住

居中央部に 6 cm程度覆土が形成されるまで）が経過

した後に、233号土坑が構築され遺物が廃棄された可

能性を示唆した（第387図458頁参照）。また、この住

居と接合関係にある 185号土坑においても 233号土坑

における一連の廃棄活動と同様の行為が行われた可

能性を示唆した。この場合、住居の廃絶と土坑構築

と遺物の廃棄という一連の行為が、連続して行われ

たわけではなく、少なくとも住居廃絶と土坑構築の

間に一定期間断絶が認められることに注目したい。

想像を退しくするならば、この土坑構築は85号住居

以外の居住者によって行われているわけであるか

ら、その居住者の住居と 85号住居の間には居住の断

絶が存在したのかもしれない。
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なお、先程述べた天引 C 区においては住居に囲ま

れた空間に円形の土坑が比較的多く検出されたが、

白倉C 区においては住居に囲まれた空間は比較的広

く存在するものの、土坑はそこでは検出されず、少

数の不定形な土坑が台地の東側に位置している。

以上、別れて検出された当該期の遺構を中心に、

土地利用の様子について述べてきた。また、遺構外

出土の土器であるが、白抜きで示した部分から想像
閥

すると白倉c 区のほうが多そうである。この 2 つの

遺構群が、果してどのような関係にあったかは、同

時に 2 つの地区で居住活動が行われていたかも含め

て、輿味深い問題であるが、あまりにも不明なこと

が多すぎる。残念ではあるが、ここでは、接合関係

や遺構重複の様子から遺構分布であらわされた状況

（第395図）が、勝坂式終末期の複数回の居住活動に

よる結果であることを確認するに留めておきたい。

なお、勝坂式終末期という名称は、先に (26頁）

述べたように勝坂III式～加曽利E 1 式までの年代幅

のある時期を示す用語として使用した。それゆえ、

今回は分離できなかったが、各遺構は勝坂III式期に

帰属するものや加曽利El 式期に帰属するものに将

来的に分離できるのかもしれない。ちなみに、今回

扱った土器で、口縁部文様から加曽利E 1 式と認定
(15) 

できるものは大変少なく僅か 8 点であった。

加曽利 E 3 式期（第396図）

加曽利E3 式期の土地利用について述べる前に、

勝坂式終末期～加曽利 E 3 式期に至るまでの様子に

ついて触れておきたい。

今回、縄文時代の遺構からは加曽利E 2 式に比定

される土器は出土していない。僅かに白倉c 区のグ

リッドから 2 点出土した。

加曽利E 3 式土器は、桜岡・藤巻 (1992) の編年

によれば古・中・新の 3 段階に区分されるが、今回

管見に触れた加曽利E3 式土器は全て新段階に位置

付けられよう。

勝坂式終末期から加曽利 E 3 式期に至る各段階

は、上述したように、加曽利E2 式期～加曽利E3
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（中）式期の期間は、殆ど土地利用がなされなかっ

たようである。そして、加曽利E3 （新）式期に至

り、以前とは異なった場所で居住活動が行われる。

加曽利E 3 （新）式期では、住居 7 軒と土坑 7 基

及び埋甕 2 基が検出されている。今回の発掘調査区

は、 3 本の小支谷と 4 つの台地からなるが、白倉B

区から白倉A区にかけての台地が一番広い。台地平

坦面の中心は B 区の中央から僅かに東によった部分

であるが、当該期の全ての住居と大部分の土坑は、

この台地中央部平坦面のまわりで検出されている。

また、上述してきたように、この台地に住居が集中

する傾向は今までは見られなかった現象でもある。

さて当該期の住居 7 軒は、大きくみればこの台地

の北側で 6 軒、西端で 1 軒検出されている。北側 6

軒の中で、 4 軒 (B 区42.43.49.71号住居）が密集し

て検出されているが、この中で43号住居と 71号住居

の間で接合が確認できている。

先に、「白倉B 区43号住居と 71号住居」の接合関係

について述べたさいに（第385図454頁）、この 4 軒の

関係についても触れた。その際に、遺物が接合する

事実としない事実や、 71号住居と 43号住居が同時に

存在した可能性も含めて71号住居→43号住居の変遷

が想定できることなどから、白倉B 区42 • 43 • 49 • 

71号住居の 4 軒が、一時期 1~2 軒程度であった可

能性が強いことを述べた。これら密集して検出され

た 4 軒の住居と、他の 3 軒の住居がどのように併存

していた（併存していなかった）かや、その変遷は

一部を除いて不明であるが、 2 回の居住が行われた

想定される 71号住居の存在も含めて、複数回の居住

活動の結果によって 7 軒の住居が検出されたことを

確認しておきたい。

また、複数回の居住活動が連続していたのか、あ

るいは断絶時期が想定できるのかを考えた場合、各

住居における遺物出土状態を手掛かりと考えたい。

遺構の残存状況が良好ではないことから、確かなこ

とはいえないが、住居廃絶後に、埋没土が殆ど形成

されない（住居の廃絶時に極めて近接すると思われ

る）段階で、遺物が廃棄された可能性が強い住居は
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白倉A 区21号住居 1 軒だけである (33頁）。この場合

は連続した居住活動が想定できるのかもしれない。

一方、他の 6 軒は住居廃絶後に少なくとも住居縁辺

部が埋没した段階（住居によっては住居中央部にま

で覆土が形成されている）で遺物が廃棄されている

ことから、住居廃絶後に一定の空白期が想定される

のかもしれない。

発掘調査区内において当該期の居住活動は、複数

回の所産によるもので、居住の連続性が想定できる

ものは少ないようである。想定される一時期の景観

も広い台地上に住居が数軒散在するような状況では

なかろうか。

土坑については、住居軒数と比較して検出された

のが 7 基と少ないことが特筆されよう。

また、埋甕 2 基は、いずれも住居から離れた位置

で検出されている。遺構外出土の土器は、白抜きの

遺構から判断すると、散漫に分布しているようで

晶。

加曽利 E 4 式期（第397図）

加曽利E4 式期の遺構は、その殆どが白倉B 区を

中心とした広い台地上で検出されている。この遺構

分布は前述した加曽利E3 式期の遺構分布を踏襲し

ていることから、両期は継続した集落と考えられる

かも知れない。仮に、集落が継続しているのであれ

ば、加曽利E3 式期の遺構が廃絶した後に、加曽利

E4 式土器が廃棄される状況が想定されてもよいの

ではなかろうか。ところが、加曽利E3 式期の住居

は残存状況が良好ではなかったことから確かなこと

はいえないが、加曽利E3 式期の遺構から加曽利E
08) 

4 式土器が検出されたのは僅か 1 例である。遺物の

出土状態から判断すると、両期の間に積極的に継続

性を認めることはむづかしいようである。

加曽利E4 式期は、住居 2 軒と埋甕 3 基及び土坑

28基が検出されている。

住居 2 軒（白倉B 区88 • 89号住居）は、ともに遺

構の残存状況が悪い。

88号住居の場合は炉しか検出されていないが、周

2 縄文時代の土地利用について

辺から礫などが検出されていないことなどから考え

ると、少なくとも全面敷石の住居は想定しづらいの

ではなかろうか。 89号住居は柄鏡形（敷石）住居と思

われるが、主体部の配石及びプランは明瞭ではな

かった。両住居は近接して検出されており、 88号住

居の直径を仮に 4m とした場合には、両住居間距離

は僅か90cm となる。周堤帯や上屋構造を想定した場

合、両住居が同時に存在した可能性は弱いのではな

かろうか。また、事実記載でも述べたように (205頁）、

261号土坑（埋甕）と 262号土坑（埋甕）は敷石住居

の可能性がある。仮に、この 2 基の埋甕を 1 軒の住

居とした場合、当該期は 3 軒の住居が検出されたこ

とになるが、いずれにせよ一時期の住居軒数は 1

~2 軒である可能性が強いのではなろうか。また、

89号住居が仮に敷石を持たない住居とした場合、全

く形状が異なった住居が同土器型式期内に存在した

ことになり、同時に存在した住居の問題も含め興味

深い。

28基の土坑は白倉C 区の 1 基を除けば、全て白倉

B 区から散在して検出されている。これらの土坑の

中で、白倉B 区63号土坑 (233頁）は墓塙の可能性が
U9) 

ある土坑である。この土坑を墓塙と仮定した場合、

近接する土坑も含め、同じような形状の土坑は他に

存在しないことから、明瞭な墓域が存在した可能性

は弱いのではなかろうか。

遺構外の出土遺物の分布は、白抜きで示した遺構

分布から判断すると、当該期の遺構分布と強い相関

性が認められるようであるが、白倉c 区からは少数

ではあるが散在するように当該期の土器が出土して
(20) 

いる。なお、加曽利E 4 式と認定した土器について

は、多くが土器片であるために称名寺式期に併行す
(2l) 

る加曽利 E式系土器を含んでいる可能性が強い。

称名寺 l 式期（第398図）
(2'l) 

住居 2 軒と竪穴状遺構 1 基及び土坑11基が検出さ

れている。竪穴状遺構 l 基（白倉A 区110号住居）に

ついては、隣接する土坑（白倉A区70号土坑）との

接合関係から、先に土坑として考えたほうがよいと
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述べた。つまり、当該期の遺構は住居 2 軒と土坑12

基が検出されたことになる。

遺構の分布は白倉B 区を中心とした広い台地の、

中央部から東側にかけてと比較的かたまっている。

この遺構分布は、前段階の加曽利E4 式期の遺構分

布をほぼ踏襲している。両期の居住活動が連続した

ものであるかどうかは、加曽利E4 式と後期加曽利
似）

E式系土器の分離が難しいことから出土遺物量及び

遺構遺物出土状態からは残念ながら推定できない。

検出された住居 2 軒の中で、白倉B 区26号住居は柄
(24) 

鏡形（敷石）住居で、白倉B 区74号住居は竪穴住居

である。 26号住居の覆土残存状況が悪いのと、 74号

住居の遺物出土状態に不明な点が多いために、両住

居の関係は残念ながら推測の域をでるものではな

い。強いて述べれば、住居形状がまったく異なって

いることと 74号住居に称名寺 II式土器が僅かに含ま

れることなどを考え合わせると、 26号住居→74号住

居の先後関係が想定できるのかも知れない。先に、

加曽利 E4 式期でもふれたが、同土器型式期内にお

いて住居形状が異なっていることに注目したい。

遺構外出土遺物の様相も、加曽利E 4 式期のあり

方と近似するが、天引地区で僅かに出土しているこ
(25) 

とに注目したい。

称名寺 II 式期（第399図）

住居 2 軒と埋甕 1 基及び土坑 8 基が検出されてい

る。数少ない遺構は、白倉B 区が主体を占める台地

上に散在するかのように分布するが、天引 C 区でも

土坑 1 基が検出されている。

住居 2 軒（白倉B 区91号住居と白倉A 区97号住居）

は、 100m以上離れた位置で検出されている。 2 軒と

もに残存状態が悪く、白倉B 区91号住居は炉体土器

と柱穴しか確認できず、白倉A 区97号住居は住居の

半分以上を後世の土地利用によって破壊を受けてい

る。白倉A 区97号住居は、おそらく敷石住居である

が、同じプランの 2 回の居住が想定されている。敷

石住居において、住居プランが同じでありながら 2

回の居住が想定されることに注目したい。また、 2
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回の居住が想定されることを考えると、一時期の集

落景観も想像以上に散在するものであったのではな

かろうか。

遺構外の出土遺物は、白抜きで示した遺構分布か
(26) 

ら想像すると、前段階のあり方と近似するようであ

る。

堀之内 1 式期（第400図）

住居 4 軒と土坑 7 基が検出されている。

住居は白倉c 区で 2 軒 (76号住居と 77号住居）と

白倉A区で 2 軒 (37号住居と 96号住居）が調査され

た。 4 軒の住居はいずれも緩斜面上であるが、白倉

A区の 2 軒と白倉c 区の 2 軒とでは、 150m以上離れ

ている。仮に 4 軒が同時に存在したと仮定すると、

2 つの地区の住居間においては、互いに存在を確認

しあうことがむづかしい距離である。この 4 軒はお

そらく柄鏡形（敷石）住居であったと思われるが、

白倉c 区77号住居については配石の状況が、白倉A

区96号住居は柄部の有無が不明である。しかしなが

以後世の土地利用によって破壊を受けた場合でも、

残存状況から、ある程度は想定が可能であり、少な

くとも 4 軒の住居の配石の様子は幾つかの差異を認

めることができる。また、白倉A区96号住居は、先

に称名寺 II式期で注目した白倉A区97号住居と同様

に、 2 回の居住が想定される。

1 軒の住居では 2 回の居住が想定され、配石状況

に差異が認められるとすれば、 1 時期に 4 軒が同時

に存在した可能性も弱いのではなかろうか。

また、白抜きで示した遺構の分布から想像すると、

住居が検出されている周辺からは、あまり当該期の
切）

土器は出土していないようである。住居周辺に、廃

棄物である土器が多く出土している状況が認められ

るのであれば活発な居住活動も想定されようが、そ

れがあまり認められない状況は、住居を中心とした

長期にわたる居住活動は想定しづらいのではなかろ

うか。

一方、住居が検出されておらず、僅か 7 基の土坑

が散在して検出された白倉B 区の土地利用をみてみ
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●加曽利E4 式期の遺構
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第398図 称名寺 I 式期の遺構分布

■ 称名寺 I 式期の遺構

□ 称名寺 I 式が出土した遺構
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よう。ここでは、白抜きの遺構分布に示されるよう

に、住居が検出された地区と比較して当該期の土器

が多く出土している。

後期前半とした白倉B 区242号土坑と同257号土坑

間では、同一個体の堀之内 1 式が出土している。「白

倉B 区土坑間の遺物接合」（第390図463頁）では、こ

の事例について「同一個体の土器が自然営力の可能

性も含め約24m離れた場所に廃棄されていた状況を

想定したい。」と述べた。

当該期において遺構間で同一個体の土器が確認で

きたのは、この僅か 1 例であることから確かなこと

はいえないが、遺構外出土遺物が比較的多いことを

考え合わせると、この地区では、住居が展開した地

区とは異なった土地利用と活発な活動が想定できる

のかもしれない。

堀之内 2 式期（第401図）

住居は検出されず、埋甕 1 基と土坑13基が白倉B

区で検出されている。

当該期の住居が検出されていないことは、県内で

堀之内 2 式期の住居の検出例がきわめて少ないこと

とも関連するものかもしれない。あるいは、後世の

土地利用によって破壊された可能性も否定はできな

いが、その場合に白抜きの遺構分布から遺構外出土
(28) 

遺物が少ないと思われる白倉A区と白倉C 区及び天

引 C 区に存在した可能性は弱いであろう。白倉A 区

と白倉C 区は堀之内 1 式期の住居が検出された場所

であるが、堀之内 2 式期において、居住域は踏襲さ

れていないことは確認できそうである。

前段階の堀之内 1 式期では、白倉B 区は土坑が散

在して検出されているのであるが、当該期において

は、ほぽその分布域を踏襲するかのようにして検出

されている。白抜きで示した遺構から想像される遺

構外出土土器の状況も前段階と近似しているようで

ある。前段階と当該期において、白倉B 区における

土地利用が継続性をもつのか、さらには同様の土地

利用がなされていたのかについては、あまりにも不

明な点が多いために推測の域をでるものではない

2 縄文時代の土地利用について

が、土坑分布と遺構外出土土器の様相が近似するこ

とから考えると、継続した共通する土地利用がなさ

れていた可能性は否定できない。仮に堀之内 l 式期

において、居住活動と土坑に伴う活動が一連のもの

として考えることができるならば、堀之内 2 式にお

いては土坑に伴う活動は踏襲されたかもしれず、居

住域は踏襲されなかったことになることを指摘して

おきたい。

当該期の土坑で白倉B 区 6 号土坑は、坑底部から

まとまってトチノキの炭化種実が検出されている。

炭化した原因が不明なために確かなことはいえない

が、仮にこの土坑が貯蔵穴とした場合に、周囲から

は同様の形状をもった土坑が検出されていないこと

に注目したい。

最後に、堀之内 2 式期以降の土地利用であるが、

現在までのところ後続する加曽利 B式土器は僅かに
(29) 

5 点出土しているに過ぎない。それ以降についての

土器も管見に触れていないことから、加曽利 B式期

を最後として、出土土器から判断する限り土地利用

はおこなわれなかった可能性が強い。

以上、発掘調査区における土地利用について述べ

てきた。具体的な土地利用について明らかにできた

部分は少なく、むしろ課題ばかりが残る分析であっ

た。しかしながら、集落遺跡における原則と考古資

料のもつ基本的な性格をふまえて各時期の土地利用

を考えた場合、確認できたことも少なくない。例え

ば、土器型式の連続が必ずしも集落の継続を示す証

拠にはならず、居住が行われた前後に住居が検出さ

れていない場合は勿論のこと、土器型式が連続する

場合や一土器型式の間にも、居住の断絶が想定され

る場合があった。また、想定される景観も住居が散

在し、「ムラ」と呼称することがためらわれるような

状況が多く見受けられたように思う。

調査区内における検討からは、土器型式の目盛り

では明らかにすることができない居住の様子が浮か

びあがろう。それは、少なくとも 1 カ所に密集しな

がら定住する居住形態とは異なったものである。
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IV 成果と問題点

今後、本集落遺跡における居住の在り方を位置づ

けるためにも、各土器型式の分布に対応する他の集

落遺跡との比較・検討の必要性を強く感じた。

最後になるが、今回提示した資料は、さまざまな

限界性を内包したものであった。全て自分の責任に

帰するのではあるが、遺物の出土状態をはじめ、もっ

と多くの情報を取り出し提示することができていれ

ば、いま少し可能性を高めることができたことも多

かったと思われる。分析にあたっては、個々の状況

に応じて、資料の限界性を意識しながら考えたつも

りではあるが、過ちを犯している部分が多々あるか

もしれない。報告内容も含めて御批判、御教示を頂

ければ幸いである。

註

(1) 今回当該期の土器群については、「黒浜式土器」と「有尾式系

土器」の名称を使用した。「有尾式系土器」は、いわゆる「黒

浜式土器」との分離が極めて明瞭な、口縁部文様に菱形文も

しくはその変形したものが用いられるものに限って使用し

た。勿論、「有尾式土器」の総体がそれ以外のものも含んでい

るのが実態ではあろうが、「黒浜式土器」との分離が筆者のカ

斌の問題もあり「有尾式土器」とされる全てを認定すること

はできなかった。それゆえ、今回「黒浜式」とした土器群の

中には、少なからず縄文施文菱形構成の「有尾式土器」が含

まれているものと考えている。

(2) 口縁上部に列点状刺突文をもつ土器は管見に触れたものにつ

いては全て図化した。第113図 10 ．第279図 3 ．第333図20.21 の

僅か 4 点に過ぎない。

(3) 白倉B 区93号住居出土土器（第83図）について、整理当初は

黒浜式の新しい段階と考えたが、谷藤保彦氏より、有尾 I b 

段階と同段階であるとの御教示を得た。

(4) 安中市大下原遺跡（大工原 1993) は、当該期の遺構が検出され

ている集落遺跡であるが、報文によれば、このような平面形

態の土坑を立石・副葬品・抱石さらに堆積状態などから墓壊

と推定している。同様の観点で今回報告した土坑を検討して

みたが、本集落遺跡の場合、同様の平面プランをもつ土坑に

ついて積極的に墓坑と推定する根拠は得られなかった。

(5) 各グリッドの点数を以下に示す。 34-60 243点． 35-60 120 

点． 36-60 65点． 36-61 500点． 37-60 61 点． 37-61 225点．

38-62 47点． 38-63 30点． 40-61 31点

(6) 各グリッドの点数を以下に示す。 42-71 58点． 43-71 40点．

44-71 286点． 44-72 175点． 44-73 84点

(7) 遺構外出土土器（第333•334図24.27. 29. 36) などはそれにあ

たる。

(8) この縄文施文のみの土器群については、当初、諸磯式期内の

細分型式が特定できなかったが、当事業団整理中の富岡市下

高瀬前田遺跡 (1994年度刊行予定）の資料を観察させていた

だいたところ、諸磯 a 式土器の縄文施文に近似し、諸磯 b （新）

式土器に共伴する縄文施文のみの土器とは底部形状が異なっ

ていることから、諸磯 a 式と考えた。

(9) 白倉B 区出土の 9 点は諸磯 b （新）式期の住居である白倉 B 区
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86号住居出土し、白倉c 区出土の 2 点は弥生時代の30号住居

(40-71 グリッド）から 1 点（第334図41) 、 44-71グリッド

から 1 点出土している。

00) このような状況は、先の諸磯 a 式期の様子と類似している。

しかも、諸磯 a 式期の天引 C 区106号土坑と当該期における 2

基の土坑はいずれも平面形状が円形である。

00 白倉C 区におけるグリッド出土の諸磯 b （新）式土器は 8 点出

土し、細別は以下のとおりである。 30-64 1点． 36-63 2点．

36-65 2点． 38-63 1点． 39-75 1点． 40-67 1点．また、この

地区からはグリッド出土の諸磯 C （古）式土器はない。

02) 連続する土器型式の炉体土器が検出された事実は、土器型式

の変遷が時間差を示すという前提にたてば、この住居が 2 時

期（諸磯 b （新）式期と諸磯 C （古）式期）において利用されて

いたことを示していよう。この場合、住居がその型式間にお

いて連続して使用されていた可能性もあるし、あるいは住居

の反復利用の可能性を示唆するのかもしれない。この住居に

おいては、調査の不備もありこれ以上考えることはできない

が、今後の類似した例を待って検討する必要があろう。白倉

A区78号住居の場合、本文の事実記載でも述べたように、遺

構平面図を紛失してしまったために柱穴の重複等の状況が不

明である。なお、住居内における遺物出土状態であるが、諸

磯 C （古）式土器は炉体土器以外に 1 点壁際20cmのところで 1

点出土し、他の18点は諸磯 b （新）式期であった。

03) 白抜きで示した遺構出土の当該期の数量を地区別に述べる

と、白倉A区 0 点． 白倉B 区28点． 白倉c 区 8 点．天引 C 区

26点となる。当該期の遺構が検出されていない白倉 B 区から、

28点とやや多い出土がみられるが、これは白倉B 区86号住居

から 20点出土しているからである。この住居は、白倉c 区を

主体とする調査区西側の台地に近接することから、白倉C 区

での一連の活動として考えることができよう。また、この住

居のほぼ南東のグリッド (38-49) から器形復元が可能な 2

個体（第332因遺構外出土の土器 8. 9) が出土していること

も注目されよう。最後に、白倉C 区における勝坂 II 式土器の

グリッド出土数は11点で、細別は以下のとおりである。

36-61 4点． 38-62 3点． 38-63 I 点． 38-77 1点． 41-66 2点

u0 勝坂式終末期における白倉C 区のグリッド出土土器は314点

で細別は以下のとおりである。

34-60 1点． 34-69 1点． 35-60 5点． 35-61 2点． 36-60 4 点．

36-61 4点． 36-62 5点． 36-64 1点． 36-78 3点． 37-61 15点．

37-62 4点． 37-63 4点． 37-64 11点． 37-65 2点． 37-71 2点．

38-61 15点． 38-62 34点． 38-63 26点． 38-64 1点． 38-66 11点．

38-71 1点． 38-72 2点． 38-75 1点． 39-61 1点． 39-62 17点．

39-75 2点． 39-77 4点． 40-64 2点． 40-69 1点． 40-72 2点．

41-64 1点． 41-65 1点． 41-66 20点． 41-73 2点． 42-71 1点．

42-73 1点． 42-76 1点． 43.44-71 7点． 44-71 33点． 44-72 28 

点． 44-73 34点． 45-74 1点．なお、数量は把握できていない

が、天引 C 区では、これほど多くの遺構外出土土器は出土し

ていない。

(15) 管見に触れた加曽利E 1 式は全て図化し、その掲載は以下の

とおりである。第127図ー10 ．第128図一18 ．第136図一l ．第181

図ー2第332図ー1第336図ー68.69. 70 

(16) 加曽利 E 2 式 2 点の出土位置は、いずれも白倉C 区44-72グ

リッドである（第336図ー72. 73) 。

U1) 白倉 C 区のグリッドからは、加曽利E 3 式土器61点が出土し

ている。内訳は、34-63 1点． 34-69 3点． 35-60 1点． 35-61 2点．

35-76 2点． 36-61 2点． 36-67 1点． 36-77 1点． 37-63 2点．

37-66 1点． 38-61 2点． 38-62 5点． 38-63 4点． 39-77 2点．

40-72 1 点． 40-76 1 点． 41-66 2 点． 43-73 1 点． 44-71 4 点．

44-71 3点． 44-72 14点． 44-73 6点．である。

08) 白倉B 区87号住居は加曽利 E3 式期の遺構であるが、加曽利

E3 式171点と加曽利E4 式 2 点が出土している。

09) この土坑が、墓域であるかもしれないと考えたのは、長野県
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明科町北村遺跡（平林1993) での墓塙の様相との比較からで、

以下の 3 点の理由による。

北村遺跡では、当該期も含めて人骨が検出された墓壊が279基

検出されているが、縄文時代の埋葬人骨が検出される可能性

が弱い地域においては、人骨を除いた遺物出土状態や、土坑

形状などは、今後墓墳を推定する段階で有力な情報を呈示し

てくれると思う。

まず、形状であるが、北村遺跡の報告書によれば「墓坑検出

面における平面形は、（中略）現状確認された形態区分に大き

な意味をもたせることはできない。強いて言えば卵形、楕円

形、隅丸長方形、長方形といった長軸・短軸が明確なものが

多く、円形や正方形に近い例は土器棺や集積葬といった特殊

な埋葬方法による傾向がある。」（平林1993) とされ墓壌底面

形状についても「大体が平坦ないし舟底形である」（前掲）の

ようである。白倉B 区63号土坑（第172図233頁）の場合、隅

丸長方形プランを呈し底面は平坦であり、土坑計測値も北村

遺跡で示された値と配酷をきたさない（平林1993表 7) 。しか

しながら、同様の形状の墓塙以外の土坑が存在する可能性は

否定できない。

一方、出土遺物については、どうであろうか。墓壊内からの

出土遺物については、「墓坑およびこれに伴う上面配石中から

出土した遺物は、土器・石器・土製品など多種に及ぶが、そ

の多くは埋土中に混在していたとみなされるものが圧倒的で

ある。」（前掲）とのことであるから、一般的には、副葬品と

されるものも含め、遺物出土遺物の状況から墓塙とそれ以外

の土坑を区別するのはむづかしいようである。この中で「埋

土中に混在していた」とは見なすことができない遺物出土状

態のものがある。それは、「顔に土器あるいは土器の大破片を

のせた「甕被り葬」（前掲）とされるものである。白倉B 区63

号土坑からは、一方の短辺に大形破片が壁に立て掛けるよう

にして検出されており、「甕被り葬」とされる場合に、類似す

ると思われる。

なお、本土坑からは、大形破片以外に土師器の小片 2 点が出

土している。本土坑は、時期不明の土坑によって一部破壊さ

れることなどを考えると、この土師器は時期不明土坑に由来

するのかもしれない。いずれにせよ、他に縄文時代の遺物が

出土していないことから、積極的に遺物が廃棄されるような

状況ではなかった可能性が強いのではなかろうか。

以上の理由から、この土坑を墓壊かも知れないと考えた。

時期が特定できる土坑で、上記の理解から墓塙かも知れない

土坑は、今回の発掘調査では検出されてはいない。時期不明

とした土坑で、墓墳かもしれないものに白倉B 区235号土坑

（第203図253頁）がある（後期前半としたが、形状と整形の

様子から称名寺 II 式～堀之内 1 式期に帰属するのではないか

と考えている）。

(20) 白倉 c 区のグリッドからは、加曽利E4 式24点が出土してい

る。内訳は、 34-60 1点． 37-60 2点． 38-62 2点． 38-63 4点．

39-77 1点． 40-67 2点． 40-76 1点． 41-64 1 点． 42-74 1 点．

44-71 3点． 44-72 6点．である。

(2リ 加曽利 E式系土器については、破片から（施文順序や施文手

法）加曽利 E 4 式に分離できるもの現状ではむづかしい。そ

のため、各表に示した加曽利E4 式の項目中には、明らかに

後期に含まれるものを除いた加曽利E式系土器が含まれてい

る可能性が極めて強い。後述する称名寺式期の遺構の中で、

加曽利E4 式の遺物が多く出土している遺構があるが、後期

加曽利E式系土器が、その多くを占めているからなのかもし

れない。

(22) この遺構については、第398図への記載が漏れてしまった。白

倉A区70号土坑から45cm離れた場所に位置している。

(23) 註(20参照

(24) この住居からは、主体部と柄部の連結部において方形の「石

囲状施設」が確認されている。事実記載で (60頁）、底面に石

2 縄文時代の土地利用について

が敷かれ被熱の痕跡が認められないことと、検出位置から埋

甕と同様の機能が想定される施設であることを述べた。この

施設については、既に松島榮治氏・石坂茂氏によって「方形

の石組み施設」として同様の見解が示されている（松島・石

坂1988)。さらに、石坂茂氏は「箱状の石囲い」として類例の

紹介と埋甕との関係についても触れている（石坂1990) 。

(25) 白倉C 区からは称名寺 I 式が 3 点出土している。

内訳は、 33-77 1点． 38-62 1点． 38-63 1点．である。

(26) 白倉C 区からは、称名寺 II式が 4 点出土している。内訳は、

38-62 1点． 38-63 1点． 41-65 1 点． 42-67 1点．である。

(27) 白倉C 区からは、堀之内 l 式が 4 点出土している。内訳は、

43-73 1点． 44-72 3点．である。

(28) 白倉C 区からは、堀之内 2 式が 4 点出土している。内訳は、

36-61 1点． 44-73 3点．である。

(29) 管見に触れた 5 点の加曽利B式土器は、白倉 B 区236号土坑 1

（第253固）、白倉 C 区39-71 1 点．白倉B 区12号住居（古墳時

代後期） 1 点．白倉B 区20号住居（古墳時代後期） 2 点であ

る。
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報告書抄録

フ リ ガナ シラクラシモハラ・アマビキムカイハライセキ

書 名 白倉下原・天引向原遺跡 II

副 書 名 関越自動車道（上越線）地域埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 第25集

シリーズ名 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告

シリーズ番号 第172集

編集者名 木村牧

編集機関 （財）群馬県埋蔵文化財調査事業団

所 在 地 〒377 群馬県勢多郡北橘村大字下箱田784-2

発行年月日 西暦1994年3月 25 日

フリガナ フリガナ
コ ド

北 緯 東 経 調査面積

所収遺跡 所在地 0 ' "  0 ' "  
調査期間 m 2 

調査原因

市町村 遺跡番号

シ白ラ 倉クラ 下シモ ハ原ラ カン ラ グン

甘楽郡 103845 10005- 36ー14'14" 138゜56'23" 19890401- 白倉下原 道路建設

天アマビ引キム向カイハ原ラ カン ラ マチ

00294 s s 19910820 26,978 甘楽町

大オオ字アザシ白ラ倉クラ 103845 10005~ 36'14'21" 138゜56'35" 天引向原

大オオ字アザ天アマビ引キ
00293 138゜56'36" 38,465 

( 計65,443

138゜56'55"

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

白倉下原 集落遺跡 縄文時代 住居址 43軒 当該期の土器と石器 前期中葉

. 黒浜式期 竪穴状 s 
天引向原 勝坂II式期 遺構 l基 トチノキの炭化種実 後期前半

勝坂式 埋甕 12基 の集落遺跡

終末期 土坑 290基

加曾利 時期によって

E3~4 式期 住居の主たる

称名寺式期 地区が異なる

掘之内式期



付篇 出土種実の放射性炭素
年代測定と同定

株式会社パレオ・ラボ

1 出土種実の放射性炭素年代測定結果

試料は、白倉B 区 6 号土坑内の埋積層に包含され

ていたトチノキの炭化種子である。以下に年代測定

の結果を示す。

なお、年代値の算出には14c の半減期としてLibby

の半減期5570年を使用しています。また、付記した

誤差はf3線の計数値の標準偏差5にもとずいて算出

した年数で、標準偏差 (One sigma) に相当する年代

です。また、試料のf3線計数率と自然計数率の差が2

d以下のときは、 3<Jに相当する年代を下限の年代値

(B.P) として表示してあります。また、試料のf3線計

数率と現在の標準炭素(MODERN STANDARD 

CARBON) についての計数率との差が2叫以下のと

きには、 Modern と、表示し、炉 C ％を付記してあり

ます。

表 出土種実の放射性炭素年代測定結果

Code No. 試料 年代(1950年よりの年数）

Gak-16984 トチノキの炭化種子

4,210 土 90 years BP 

2,260 B. C. 

2 白倉 B 区より出土した炭化種実について

吉川純子

白倉B 区 6 号土坑より出土した多鼠の炭化種実

は、完形のものも多く保存は大変良好であった。炭

化しているため、ひび割れが生じたり、割れている

ものも多かったが、それらも完形の種実と同種であ

ることがすぐに確認できる。同定の結果、炭化種実

はすべてトチノキの種子である。

トチノキ (Aesculus turbinata Blume) の種子は、

薄くやや堅い種皮に包まれている。種子は球を上下

に押しつぶした形をしており、全体に不規則なゆる

い凹凸があり、この凹凸は、乾燥するほど顕著にな

る。種子の下半分は褐色でややざらつき光沢がない、

果皮についている部分で、上半分は黒褐色で光沢が

ある。下半部と上半部の境界付近にはやや下半部に

突出したへそがある。図版に示したNo.2の中央部分が

このへそに当たる。炭化して、種皮がとれたものは

種皮よりもさらに細かい凹凸があるのが確認でき

る。

トチノキは複雑なあくぬきをして、食用とするの

はよく知られており、昭和初期まで比較的高値で取

り引きされていたようである。このトチノキの種子

の集積も食糧として集められたものであろう。



付篇 写真図版
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白倉 B 区 6 号土坑出土の炭化種実

1~4 トチノキ 1. 種子半分 2. 種子半分 中央部分がへそ

3. 種子の皮が完全にとれているもの 4. 完形の種子



写 真 図 版





PL. 1 

現況と周辺地形（南東から）

全景（西から）



PL. 2 
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PL. 3 

白倉 B 区全景

白倉 c 区全景（北から）



PL.4 白倉 A区住居

21号住居遺物出土状態（南から） 21号住居遺物出土状態（南から）

21号住居全景（南から）

21号住居炉（南から） 21号住居埋甕検出状態



PL.5 白倉 A区住居

37 号住居 37 号住居

37号住居全景（南から）

37号住居炉調査状況 37号住居敷石除去状態（北から）



PL. 6 白倉 A区住居

78号住居セクション（西から） 78号住居遺物出土状態（北から）

78号住居全景（北から） 78号住居炉検出状況

78号住居炉セクション 96号住居内配石遺構（東から）

96号住居内配石調査状況（南から） 96号住居セクション（北東から）



PL. 7 白倉 A区住居

96号住居全景（東から）

96号住居全景（北東から） 96号住居遺物出土状態（東から）

96号住居敷石除去状態（南東から） 96号住居旧住居全景（東から）



PL. 8 白倉 A区住居

97号住居全景（東から）

97号住居セクション（北から） 97号住居炉調査状況（北から）

97号住居炉調査状況（北から） 97号住居炉調査状況（北から）



PL. 9 白倉 A区住居

110号住居遺物出土状態（西から） 110号住居全景（西から）

111号住居全景（東から奥は96号住居）

111号住居全景（南から） 111号住居埋甕調査状況（南から）



PL.10 白倉 B区住居

25号住居遺物出土状態（北東から） 25号住居遺物出土状態

25号住居東側黒曜石集中地点 25号住居全景（北東から）

26号住居全景（東から）



PL.1 1 白倉 B 区住居

26号住居柄部セクション（西から） 26号住居全景（南から）

26号住居炉（西から） 26号住居石囲状遺構調査状況（北西から）

26号住居埋甕調査状況（南から） 26号住居西壁掘り方セクション（南から）

26号住居東壁掘り方セクション（南から） 26号住居掘り方全景（南から）



P L.1 2 白倉 B 区住居

27号住居調査状況（東から） 27号住居セクション（東から）

27号住居遺物出土状態（南から） 27号住居遺物出土状態

27号住居全景（南から） 27号住居炉調査状況

27号住居炉 27号住居炉掘り方



P L.13 白倉 B 区住居

42号住居遺物出土状態（南から） 42号住居炉セクション（西から）

42号住居埋甕調査状況 42号住居全景（南から）

43号住居遺物出土状態（西から） 43号住居全景（北から）

43号住居炉（北から） 43号住居掘り方（南から）



P L.14 白倉 B 区住居

49号住居遺物出土状態（西から）

49号住居遺物出土状態 49号住居炉（西から）

49号住居全景（南から） 71号住居遺物出土状態



P L.15 白倉 B 区住居

71号住居遺物出土状態（南から）

71号住居炉 71号住居全景（南から）

74号住居セクション（西から） 74号住居・ 192号土坑遺物出土状態（西から）



PL.1 6 白倉 B 区住居

86号住居遺物出土状態（西から）

86号住居全景（西から）



P L.17 白倉 B 区住居

86号住居セクション（南から） 86号住居遺物出土状態

86号住居埋甕 (No. 2)調査状況 86号住居埋甕 (No. 1) 調査状況

87号住居炉調査状況（西から） 87号住居掘り方全景（南から）

88号住居炉（南から） 88号住居炉掘り方（北から）



P L.1 8 白倉 B区住居

89号住居全景（東から）

89号住居 1 号埋甕 (No. 2)調査状況 89号住居 3 号埋甕 (No. 1) 調査状況

89号住居 2 号埋甕 (No. 3 • 4)確認状況 89号住居 2 号埋甕 (No. 3 • 4) 調査状況



P L.19 白倉 B 区住居

89号住居掘り方全景（東から）

91号住居全景（南から） 91号住居炉
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93号住居遺物出土状態（南から） 93号住居全景（南から）



P L.20 白倉 c区住居

76号住居調査状況（東から） 76号住居調査状況（北から）

76号住居全景（西から）

76号住居柄部（西から） 76号住居炉（南から）



P L.2 1 白倉 c 区住居

77号住居炉（西から） 77号住居（南から）

77号住居全景（南から）

78号住居セクション（西から） 78号住居全景（東から）



PL.22 白倉 c区住居

80号住居遺物出土状態（東から） 80号住居遺物出土状態

81号住居遺物出土状態（東から） 81号住居セクション（西から）

81号住居全景（北から） 82号住居遺物出土状態（北から）

82号住居炉 82号住居全景（西から）



P L. 23 白倉c 区住居

84号住居遺物出土状態（西から） 84号住居炉（南から）

85号住居調査状況（南から） 85号住居遺物出土状態（西から）

85号住居全景（東から） 85号住居炉（東から）

86号住居セクション（南西から） 86号住居（北西から）



P L.24 天引 c区住居

59号住居調査状況（南から） 59号住居遺物出土状態（西から）

59号住居遺物 (No. 1) 出土状態（北から） 59号住居全景（北から）

59号住居掘り方全景（南から） 78号住居（左側）セクション（南から）

78号住居遺物出土状態（東から） 101号住居遺物出土状態（北から）



PL.25 天引 c 区 住居

101号住居全景（北から） 101号住居埋甕 (No. 1) 検出状態（北西から）

101号住居 1 号炉セクション（東から） 101号住居 1 号炉（北西から）

101号住居 1 号掘り方セクション（東から） 101号住居 1 号炉掘り方（東から）

101号住居 2 号炉（北から） 101号住居掘り方調査状況（南から）



P L.26 天引 c区住居

103号住居遺物出土状態（南から）

103号住居セクション（東から） 103号住居全景（北から）

104号住居全景（北から） 104号住居炉（北から）



P L.27 天引 c区住居

118号住居全景（北西から） 118号住居埋甕検出状態（南から）

118号住居炉（南から） 118号住居炉調査状況（南から）

118号住居埋甕調査状況（西から）



P L.28 天引 c区住居

125号住居調査状況（東から） 125号住居全景（南から）

125号住居炉（南から） 125号住居掘り方（南から）

127号住居調査状況（南から） 127号住居全景（南から）

127号住居炉（西から） 127号住居掘り方（南から）



P L.29 天引 C区住居

129号住居調査状態（北から） 129号住居遺物出土状態（南から）

129号住居全景（南から） 134号住居炉調査状況（南西から）

134号住居全景（西から）



P L.30 天引 c区住居

138号住居遺物出土状態（南から）

138号住居調査状況（東から） 138号住居全景（南から）

138号住居炉（南から） 138号住居掘り方調査状況（南から）



P L.3 1 天引 c 区住居

144号住居調査状況（南から） 144号住居遺物出土状態（北から）

144号住居全景（北から） 144号住居埋甕調査状況（南から）

144号住居 1 号炉調査状況（東から） 144号住居 1 号炉（南から）

144号住居 2 号炉（南から） 144号住居 1 号炉（手前）・ 2 号炉（奥）（東から）



P L.32 天引 c区住居

147号住居調査状況（東から） 147号住居調査状況（南から）

147号住居遺物出土状態（東から）

147号住居全景（東から） 150号住居確認状況（西から）



P L.33 天引 c区住居

150号住居調査状況（南から） 150号住居調査状況（東から）

150号住居遺物出土状態（南から）

150号住居全景（南から） 150号住居掘り方調査状況（南から）



P L.34 白倉 A • B 区土坑

白倉 A 区70号土坑（東から） 白倉 B 区 2 号土坑（東から）

白倉 B 区 6 号土坑炭化トチの実出土状況（東から）

白倉 B 区 6 号土坑炭化トチの実出土状況（南から） 白倉 B 区 6 号土坑セクション（南から）



P L.35 白倉 B 区土坑

10号土坑（中央）全景左11号土坑・右 9 号土坑 13号土坑調査状況（西から）

15号土坑全景（奥）手前14号土坑 18号土坑全景（南から）

36号土坑セクション（南から） 36号土坑全景（南から）

41号土坑全景（東から） 49号土坑セクション（南から）



P L.36 白倉 B 区土坑

50号土坑セクション（南から） 54号土坑（左） •53号土坑（右）全景（東から）

55号土坑全景（西から） 57号土坑遺物出土状態

58号土坑遺物出土状態（北から） 58号土坑全景（北から）

59号土坑セクション（南から） 59号土坑遺物出土状態（東から）



P L.37 白倉 B 区土坑

63号土坑全景（東から）

65号土坑全景（東から） 66号土坑遺物出土状態（東から）

69号土坑セクション（南から） 69号土坑全景（南から）



PL.38 白倉 B 区土坑

80号土坑遺物出土状態（東から）

84号土坑全景（東から）

85号土坑全景（東から）

82号土坑全景（東から）

85号土坑セクション（北から）

86号土坑全景（西から）
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87号土坑全景（南から） 89号土坑全景（北から）



P L.39 白倉 B 区土坑

90号土坑全景（北から） 94号土坑全景（南から）

96号土坑全景（北から） 99号土坑全景（北から）

100号土坑遺物出土状態（南から）



P L.40 白倉 B 区土坑

102号土坑全景 108号土坑全景（北から）

115号土坑全景（北から） 116号土坑全景（東から）

121号土坑確認状況（南から） 121号土坑遺物出土状態（北から）

122号土坑調査状況（西から） 123号土坑調査状況（西から）



P L.41 白倉 B区土坑

124号土坑調査状況（東から） 126号土坑調査状況（南から）

128号土坑全景（南から） 130号土坑調査状況（南から）

131号土坑調査状況（南から） 134号土坑全景（西から）
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139号土坑調査状況（西から） 143号土坑調査状況（南から）



P L.42 白倉 B区土坑

144号土坑全景（南から） 148号土坑遺物出土状態（北から）

148号土坑全景（北から） 150号土坑調査状況（南から）

164号土坑全景（北から） 165号土坑遺物出土状態（北から）

165号土坑遺物出土状態（北から） 165号土坑全景（西から）



P L.43 白倉 B 区土坑

166号土坑全景（北から） 171号土坑調査状況（南から）

171号土坑遺物出土状態（北西から） 172号土坑遺物出土状態（南から）

173号土坑（左）・ 172号土坑（右）遺物出土状態（南から） 175号土坑全景（西から）

181号土坑遺物出土状態（南から） 182号土坑全景（北から）



P L.44 白倉 B区土坑

185号土坑遺物出土状態（南から） 187号土坑遺物出土状態

189号土坑遺物出土状態（東から） 191号土坑調査状況（南から）

191号土坑全景（南から） 192号土坑遺物出土状態（西から）

193号土坑遺物出土状態（西から） 195号土坑遺物出土状態（西から）



P L.45 白倉 B 区土坑

196号土坑（左）・ 199号土坑（右）全景（東から） 202号土坑全景（西から）

204号土坑全景（東から） 205号土坑遺物出土状態（南から）

212号土坑遺物出土状態（南から） 214号土坑（埋甕）検出状況

214号土坑（埋甕）全景 214号土坑（埋甕）掘り方全景



P L.46 白倉 B区土坑

217号土坑全景（北から） 225号土坑遺物出土状態（南から）

228号土坑セクション（西から） 234号土坑セクション（南から）

235号土坑調査状況（南から） 237号土坑（埋甕）全景

237号土坑（埋甕）調査状況（西から） 238号土坑遺物出土状態（南から）



P L.47 白倉 B 区土坑

242号土坑全景（西から） 243号土坑全景（北から）

244号土坑遺物出土状態（北から） 244号土坑遺物出土状態（西から）

244号土坑遺物出土状態（東から） 246号土坑遺物出土状態（東から）

248号土坑遺物出土状態（北から） 250号土坑全景（北から）



P L.48 白倉 B区土坑

255号土坑遺物出土状態（西から） 257号土坑全景（北から）

259号土坑遺物出土状態（西から） 261号土坑（埋甕）遺物出土状態（北から）

262号土坑（埋甕）調査状況（西から） 262号土坑（埋甕）調査状況（南から）

262号土坑（埋甕）調査状況（南から） 272号土坑全景（南から）



P L.49 白倉 B 区土坑

273号土坑確認状況（北から） 273号土坑調査状況（南から）

273号土坑全景（西から） 274号土坑確認状況（北から）

277号土坑遺物出土状態（南東から） 278号土坑全景（北から）

279号土坑遺物出土状態（東から） 280号土坑遺物出土状態（南から）



PL.50 白倉 B 区土坑

281号土坑遺物出土状態（北から） 282号土坑遺物出土状態（東から）

283号土坑遺物出土状態（東から） 285号土坑全景（南から）

286号土坑全景（南から） 287号土坑遺物出土状態（北から）

288号土坑遺物出土状態（西から） 290号土坑（埋甕）確認状況（東から）



P L.51 白倉 B区土坑

290号土坑（埋甕）全景（西から） 291号土坑全景（南から）

295号土坑遺物出土状態（南から） 296号土坑全景

298号土坑遺物出土状態（南から） 299号土坑遺物出土状態（西から）

300号土坑調査状況（南から） 305号土坑（埋甕）全景（南から）



P L.52 白倉 c区土坑

13号土坑遺物出土状態（東から） 14号土坑（埋甕）確認状況

14号土坑調査状況（南から） 41号土坑全景（西から）

44号土坑確認状況（東から） 45号土坑遺物出土状態（北から）

51号土坑調査状況（西から） 56号土坑セクション（南から）



P L.53 白倉 c区土坑

58号土坑遺物出土状態（北から） 59号土坑遺物出土状態（北東から）

82号土坑遺物出土状態（東から） 85号土坑遺物出土状態（東から）

90号土坑（右） •91号土坑（左）全景（東から） 95号土坑遺物出土状態（西から）

96号土坑遺物出土状態（東から） 97号土坑全景（北から）



P L.54 白倉 c区土坑

98号土坑全景（西から） 99号土坑全景（西から）

100号土坑全景（北西から） 101号土坑遺物出土状態（北から）

104号土坑セクション（東から） 109号土坑遺物出土状態（南から）

116号土坑遺物出土状態（北から） 118号土坑全景（東から）



PL.55 白倉c 区土坑

120号土坑全景（東から） 122号土坑全景（東から）

126号土坑（埋甕）全景（南から） 128号土坑（埋甕）調査状況（東から）

131号土坑遺物出土状態（西から） 135号土坑全景（北から）

138号土坑遺物出土状態（西から） 140号土坑全景（南から）



PL.56 白倉 C区土坑

143号土坑全景（北から） 147号土坑全景（北から）

148号土坑全景（北から） 151号土坑（集石）土坑全景（北から）

153号土坑遺物出土状態（北西から） 157号土坑調査状況（南から）

158号土坑全景（西から） 159号土坑全景（西から）



PL.57 白倉 c 区土坑

164号土坑遺物出土状態（東から） 165号土坑全景（東から）

166号土坑全景（西から） 167号土坑全景（西から）

170号土坑（左）・ 169号土坑（右）全景（南から） 172号土坑遺物出土状態（西から）

177号土坑（右）・ 178号土坑（左）全景（東から） 182号土坑（右）・ 183号土坑（左）全景（北から）



P L.58 白倉 C区土坑

183号土坑遺物出土状態（北から） 184号土坑全景（北から）

185号土坑遺物出土状態（東から） 194号土坑遺物出土状態（東から）

196号土坑調査状況（南東から） 214号土坑調査状況（西から）

211号土坑確認状況（北から） 223号土坑遺物出土状態（北西から）



P L.59 白倉 c区土坑

224号土坑（手前）・ 225号土坑（奥）全景（東から） 229号土坑全景（西から）

233号土坑確認状況（北東から） 233号土坑調査状況（北西から）

233号土坑全景（北西から） 235号土坑（埋甕）遺物出土状態（北から）

244号土坑全景（北から） 254号土坑調査状況（南から）



P L. 60 天引 c 区土坑

60号土坑全景（南から） 61号土坑遺物出土状態（南から）

72号土坑全景（北から） 80号土坑遺物出土状態（西から）

82号土坑全景（東から） 83号土坑遺物出土状態（西から）

85号土坑遺物出土状態（西から） 86号土坑全景（北から）



P L. 61 天引 c区土坑

93号土坑遺物出土状態（東から） 94号土坑遺物出土状態（南から）

98号土坑遺物出土状態（南から） 99号土坑（埋甕）全景（北から）

102号土坑遺物出土状態（南から） 103号土坑確認状況（南から）

106号土坑遺物出土状態（東から） 110号土坑遺物出土状態（南から）



P L.62 天引 c区土坑

110号土坑（右前）・ 111号土坑（右奥）・ 112号土坑（左奥）全景（南から）

119号土坑遺物出土状態（南から） 127号土坑遺物出土状態（南から）

129号土坑全景（北から） 130号土坑全景（南西から）



P L.63 天引 c区土坑

135号土坑（左）・ 136号土坑（右）全景（東から） 138号土坑遺物出土状態（南から）

138号土坑全景（北から） 139号土坑遺物出土状態（東から）

145号土坑（埋甕）全景（西から） 148号土坑遺物出土状態（東から）

153号土坑（右）・ 154号土坑（左）全景（東から） 156号土坑全景（西から）



P L. 64 天引 c区土坑

161号土坑遺物出土状態（南から） 164号土坑遺物出土状態（南から）

165号土坑遺物出土状態（南から） 166号土坑遺物出土状態（南から）

168号土坑遺物出土状態（西から） 168号土坑全景（東から）

170号土坑遺物出土状態（南から） 173号土坑遺物出土状態（南から）



PL.65 白倉 A 区住居出土遺物
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PL.66 白倉 A 区住居出土遺物
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PL.67 白倉 A 区住居出土遺物
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PL.68 白倉 B 区住居出土遺物
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PL.69 白倉 B 区住居出土遺物
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PL.70 白倉 B 区住居出土遺物
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PL.71 白倉 B 区住居出土遺物
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PL.72 白倉 B 区住居出土遺物
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PL.73 白倉 B 区住居出土遺物
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PL.74 白倉 B 区住居出土遺物
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PL.75 白倉 B 区住居出土遺物
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PL.76 白倉 B 区住居出土遺物
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PL.77 白倉 c 区住居出土遺物
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PL.78 白倉c 区住居出土遺物
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PL.79 白倉c 区住居出土遺物
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PL.80 白倉C 区住居出土遺物
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PL.81 白倉 c 区住居出土遺物

2
 

21 

3 

85 号住居

10 

8
 

6
 

, 

7 

86 号住居

16 

12 

13 

15 

15 19 

14 

4
 

18 



PL.82 天引 c 区住居出土遺物
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PL.83 天引 C 区住居出土遺物
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PL.84 天引 c 区住居出土遺物
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PL.85 天引 c 区住居出土遺物
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PL.86 天引 c 区住居出土遺物
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PL.87 天引 c 区住居出土遺物
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PL.88 天引 c 区住居出土遺物
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PL.89 白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.90 白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.91 白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.92 白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.93 白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.94 白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.95 白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.96 白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.97 白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.98 白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.99 白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.100 白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.101 白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.102 白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.103 白倉 B 区・ C 区土坑出土遺物
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PL.104 白倉c 区土坑出土遺物
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PL.105 白倉 c 区土坑出土遺物
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PL.106 白倉c 区土坑出土遺物
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PL.107 白倉 c 区土坑出土遺物
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PL.108 白倉 c 区土坑出土遺物
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PL.109 白倉 c 区土坑出土遺物
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PL.110 白倉 c 区土坑出土遺物
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PL.111 天引 C 区土坑出土遺物
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PL.112 天引 c 区住居・白倉 B 区土坑出土遺物
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PL.114 遺構外出土土器（1)
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PL.115 遺構外出土土器（2)
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PL.116 遺構外出土土器（3)
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PL.117 遺構外出土土器（4)

43 

• 
47 

48 
49 

46 

52 
53 

54 

57 58 

62 
64 

63 65 

66 

69 70 71 



PL.118 遺構外出土土器（5)

75 77 

78 
83 

87 

84 86 

88 89 
90 92 

93 94 

98 

97 99 
100 



PL.119 遺構外出土石器（1)
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PL.120 遺構外出土石器（2)

• 一 - - - .. 
54 55 56 57 58 59 

、& A ̂  
60 61 62 63 64 65 66 

• A -事\
67 68 69 70 71 72 73 

... 

贔
一

疇

74 75 76 77 78 79 80 

▲心纂▲ • 
81 82 83 84 85 86 87 

88 89 
仁｀

90 ” 91 m 93 

92 

し名、

疇 I 一ヽ 9か
94 95 96 97 98 

99 100 

i‘ 

名4な--A• 贔 -‘l ふ • • 
105 106 107 

ノ9--- 、―
/ 

101 
102 

103 104 108 

石 鏃（2)



PL.121 遺構外出土石器（3)
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PL.122 遺構外出土石器（4)
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PL.123 遺構外出土石器（5)
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PL.124 遺構外出土石器（6)
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PL.125 遺構外出土石器（7)
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PL.126 遺構外出土石器（8)
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PL.127 遺構外出土石器（9)
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PL.128 遺構外出土石器(10)
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PL.129 遺構外出土石器（11)
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PL.130 遺構外出土石器(12)

27 

29 

28 
30 

31 

6
 

7
 8

 

33 

3
 

35 

磨石・凹石（3)

, 

4
 

10 

5
 

11 

多孔石（1)



PL.131 遺構外出土石器(13)

14 
16 

17 

18 20 
19 21 

多孔石（2)

25 26 

22 23 

27 
28 29 31 

多孔石 (3)



PL.132 遺構外出土石器(14)
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PL.133 遺構外出土石器(15)
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